
熊
本
県
高
森
町
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
一
集

高

森

の

に

わ

か

二
〇
二
四
年　

   　

熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
町





に
　
　
わ
　
　
か

旭向上会　『向上会の未来』

旭向上会　口上



上町向上会　『鶴の恩返し』
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山引き（各向上会のトラックが各地区の造り物を先導する）
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年代不明　豊前屋写真



　
　
　
　
　
　
　
序

「
高
森
の
に
わ
か
」
は
、
熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
町
で
一
〇
〇
年
以
上
続
く
民
俗
芸
能
で
、
毎
年
八
月
に
行
わ
れ
る
風
鎮
祭
の
中
で
上
演
さ
れ
て

い
ま
す
。

に
わ
か
を
演
じ
る
の
は
、
五
つ
の
町
内
の
向
上
会
と
呼
ば
れ
る
青
年
組
織
に
加
入
し
た
青
年
た
ち
で
す
。
彼
ら
は
向
上
会
ご
と
に
移
動
式
の
仮

設
舞
台
で
町
内
を
廻
り
な
が
ら
、
場
所
ご
と
に
異
な
る
演
目
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
高
森
の
に
わ
か
」
は
、
一
〇
分
程
度
の
滑
稽
な
芝
居

で
、
そ
こ
に
は
社
会
風
刺
や
頓
知
の
利
い
た
笑
い
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
即
興
的
で
一
度
限
り
の
寸
劇
が
特
徴
で
、
熊
本
県
内
で
も
伝
承
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
に
わ
か
の
ひ
と
つ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
三
一
年
三
月
に
は
、
国
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
高
森
の
に
わ
か
」

を
今
後
も
継
承
し
て
い
く
た
め
に
令
和
三
年
度
よ
り
「
に
わ
か
」、「
造
り
物
」、「
仮
装
行
列
」、「
横
町
祭
礼
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

し
、
こ
の
た
び
、
調
査
報
告
書
と
し
て
刊
行
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
書
が
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
県
民
、
高
森
町
民
の
皆
様
に
活
用
さ
れ
、
地
域
の
歴
史
、
文
化
を
理
解
す
る
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
地
元
の
皆
様
、
関
係
各
位
に
多
大
な
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
、
巻
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
年
）
三
月

熊
本
県
高
森
町
長　

草
村　

大
成　



　
　
例
　
言

一
、
調
査

文
化
庁
の
民
俗
文
化
財
調
査
事
業
と
し
て
国
庫
補
助
の
採
択
を
受
け
、
令
和
三
年

～
令
和
五
年
度
に
「
高
森
の
に
わ
か
」
民
俗
文
化
財
調
査
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。

二
、
調
査
の
目
的

「
高
森
の
に
わ
か
」
は
平
成
三
一
年
三
月
二
八
日
に
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講

ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
（
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
）」
に
選
択
さ
れ
、
令
和

二
年
一
一
月
二
〇
日
に
は
、
高
森
町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

風
鎮
祭
は
、「
高
森
の
に
わ
か
」
を
中
心
と
し
て
造
り
物
の
山
引
き
や
手
踊
り
が

行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
こ
の
年
限
り
の
演
目
、
造
形
物
で
翌
年
に
は
継
承

さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
に
わ
か
や
造
り
物
は
、
一
回
性
ゆ
え
に
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
も
の

が
演
じ
ら
れ
、
製
作
さ
れ
て
き
た
の
か
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
点
が
課
題
で
あ
っ

た
。
今
回
、
令
和
四
年
度
の
風
鎮
祭
の
準
備
か
ら
祭
礼
当
日
ま
で
の
記
録
、
関
係
者

へ
の
聞
き
書
き
を
実
施
し
、
現
状
を
把
握
、
記
録
保
存
す
る
こ
と
で
今
後
の
継
承
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
性
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
に
わ
か
と
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ

て
き
た
造
り
物
や
仮
装
行
列
に
つ
い
て
も
祭
礼
全
体
の
構
成
を
把
握
す
る
た
め
に
調

査
と
記
録
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
は
、
熊
本
県
内
各
地
に
お
い
て
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
に
わ
か
の
上

演
や
造
り
物
製
作
が
現
在
は
実
施
す
る
地
域
も
減
少
し
、
衰
退
の
危
機
に
晒
さ
れ
て

い
る
。
本
調
査
は
、
風
鎮
祭
の
み
な
ら
ず
、
熊
本
県
内
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
解
明

に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
に
「
高
森
の
に
わ
か
民
俗
文
化
財
調
査
事
業
」
を
実
施

し
た
。

三
、
調
査
実
績

二
〇
二
一
年
度

第
一
回
委
員
会
（
六
月
二
九
日
）
高
森
町
役
場

今
回
、
調
査
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
高
森
の
に
わ
か
調
査
委
員
会
を
立
ち

上
げ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
風
鎮
祭
は
中
止
と
な

り
、
委
員
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
。
今
年
度
の
調
査
内
容
と
し
て
、「
横
町
文

書
」
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
、
風
鎮
祭
の
動
画
や
写
真
資
料
の
収
集
、
向
上
会
Ｏ
Ｂ

か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

第
二
回
委
員
会
（
八
月
一
九
日
）
高
森
町
役
場

委
員
会
で
は
、
報
告
書
の
章
立
て
に
つ
い
て
検
討
し
、
報
告
書
の
執
筆
分
担
の
確

認
を
行
っ
た
。
併
せ
て
県
内
全
域
の
に
わ
か
の
分
布
状
況
を
調
査
す
る
必
要
か
ら
熊

本
県
内
の
市
町
村
商
工
会
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
宛
て
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。

第
三
回
委
員
会
（
三
月
二
五
日
）
高
森
町
役
場

今
年
度
の
調
査
成
果
を
確
認
す
る
と
と
も
に
次
年
度
の
調
査
内
容
等
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

二
〇
二
二
年
度

第
一
回
委
員
会　

(

六
月
一
七
日)

高
森
町
役
場

委
員
会
で
は
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
す
る
と
と
も
に
調
査
報
告
書
の
章
立

に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
を
行
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
風
鎮
祭
の
開
催
可
否
は
不
明

で
あ
っ
た
が
、
開
催
を
前
提
と
し
て
風
鎮
祭
当
日
の
調
査
担
当
の
割
り
振
り
、
各
向

上
会
に
対
し
共
通
す
る
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
当
日
の

調
査
の
補
助
と
し
て
、
熊
本
博
物
館
の
湯
川
氏
、
写
真
撮
影
と
し
て
元
熊
日
新
聞
カ

メ
ラ
マ
ン
の
間
氏
に
に
わ
か
調
査
員
を
委
嘱
し
た
。
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第
二
回
委
員
会　

（
八
月
四
日
）
高
森
町
役
場

委
員
会
で
は
、
報
告
書
章
立
て
の
修
正
を
は
か
り
、
報
告
書
本
文
の
体
裁
や
印
刷

部
数
、
配
布
リ
ス
ト
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ま
た
、
風
鎮
祭
に
お
け
る
目
覚
し
・
に

わ
か
・
造
り
物
に
係
る
調
査
カ
ー
ド
が
提
示
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
風

鎮
祭
当
日
の
各
向
上
会
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
や
ル
ー
ト
確
認
を
行
う
と
と
も
に
本
年

の
風
鎮
祭
で
は
、
各
向
上
会
と
吉
本
興
業
所
属
の
熊
本
出
身
タ
レ
ン
ト
に
よ
る
に
わ

か
コ
ラ
ボ
企
画
が
あ
る
た
め
、
タ
レ
ン
ト
の
稽
古
日
以
外
に
に
わ
か
調
査
に
入
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
造
り
物
に
つ
い
て
は
、
昭
和
区
・
旭
通
区
・
横
町
区
に
お
け
る
造

り
物
の
製
作
過
程
の
調
査
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

第
三
回
委
員
会　

（
八
月
一
九
日
）
高
森
町
役
場

委
員
会
で
は
文
化
庁
𠮷
田
調
査
官
に
報
告
書
章
立
て
案
を
提
示
し
、
令
和
四
年
度

に
調
査
を
行
う
に
わ
か
の
現
況
と
こ
れ
ま
で
の
に
わ
か
の
状
況
を
書
き
分
け
る
よ
う

指
導
を
受
け
た
。
ま
た
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
間
委
員
に
は
、
向
上
会
の
演
者
の
近
接
写

真
、
移
動
舞
台
の
写
真
、
観
衆
を
含
め
た
写
真
な
ど
報
告
書
に
掲
載
す
べ
き
写
真
を

あ
ら
か
じ
め
指
定
し
、
巻
頭
図
版
レ
イ
ア
ウ
ト
作
成
を
依
頼
し
た
。
吉
本
興
業
と
の

に
わ
か
コ
ラ
ボ
企
画
の
映
像
記
録
作
成
は
、
教
育
委
員
会
で
行
う
こ
と
と
し
た
。

第
四
回
委
員
会　

（
二
月
二
四
日
）
熊
本
博
物
館

委
員
会
で
は
、
各
執
筆
担
当
か
ら
草
稿
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
執
筆
内
容
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
ま
た
、
下
町
向
上
会
の
に
わ
か
『
嗚
呼
、
熱
闘
甲
子
園
』
の
台
本
を

書
き
起
こ
し
、
そ
の
台
本
内
容
に
つ
い
て
下
町
向
上
会
に
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
と

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
松
岡
委
員
及
び
竹
原
委
員
に
は
、
令
和
四
年
度
の
風
鎮
祭
に
お

け
る
に
わ
か
及
び
造
り
物
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
Ｔ
Ｐ
Ｃ
（
高
森
ポ
イ
ン
ト
チ
ャ
ン

ネ
ル
）
に
お
い
て
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

令
和
五
年
二
月
一
五
日
か
ら
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
、
に
わ
か
調
査
報
告
書
へ
の

掲
載
、
原
稿
執
筆
の
参
考
と
す
る
た
め
「
横
町
文
書
」
に
つ
い
て
事
務
局
で
借
用

し
、
堤
調
査
員
に
よ
る
写
真
撮
影
、
史
料
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
終
了
後
、
史
料

に
つ
い
て
は
専
用
の
封
筒
に
て
分
類
・
整
理
し
返
却
し
た
。

第
五
回
委
員
会　

（
三
月
二
四
日
）
高
森
町
役
場

委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
報
告
書
の
草
稿
の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
堤
委
員
に

よ
る
豊
前
屋
が
保
管
す
る
史
料
の
解
説
を
行
っ
た
。
事
務
局
か
ら
は
令
和
四
年
度
の

に
わ
か
調
査
の
実
績
を
報
告
す
る
と
と
も
に
令
和
五
年
度
の
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
提
示
し
、
協
議
し
た
。

二
〇
二
三
年
度

第
一
回
委
員
会　

（
七
月
三
〇
日
）
熊
本
博
物
館

委
員
会
で
は
、
各
委
員
の
原
稿
執
筆
状
況
の
確
認
と
今
後
の
報
告
書
の
入
稿
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ま
た
、「
横
町
文
書
」
の
掲
載
に
つ
い
て
、
内
容

や
掲
載
分
量
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

編
集
作
業
に
つ
い
て
は
、
松
岡
委
員
、
竹
原
委
員
、
事
務
局
で
進
め
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
執
筆
要
項
の
内
容
に
つ
い
て
提
示
し
、
了
承
を
得
た
。

令
和
五
年
度
の
風
鎮
祭
は
予
定
通
り
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
五
年
度
は
令

和
四
年
度
の
補
足
調
査
を
行
う
こ
と
で
合
意
し
た
。

第
二
回
委
員
会　

（
八
月
一
八
日
）
高
森
町
役
場

委
員
会
で
は
、
原
稿
の
締
め
切
り
を
一
一
月
末
と
し
、
そ
れ
ま
で
に
町
内
の
関
係

団
体
・
機
関
に
て
原
稿
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。
資
料
の
掲
載
許
諾
に
つ
い
て

は
、
ま
と
め
て
事
務
局
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
巻
頭
図
版
に
つ
い
て
は
、
向
上
会
の

に
わ
か
、
造
り
物
、
仮
装
行
列
の
レ
イ
ア
ウ
ト
構
成
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

昨
年
度
、
昭
和
向
上
会
は
会
員
の
多
く
が
体
調
不
良
等
に
よ
り
十
分
な
上
演
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
令
和
五
年
度
に
補
足
調
査
を
実
施
し
た
。
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編
集
会
議　

八
月
二
九
日
（
火
）
一
一
月
三
日
（
金
）、
一
二
月
一
三
日
（
水
）

四
、
事
業
費

令
和
三
年
度　

国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
・
活
用
事
業
費　

高
森
の
に
わ
か
民
俗

文
化
財
調
査
事
業
（
一
年
次
）

六
二
九
，九
二
四
円

令
和
四
年
度　

国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
・
活
用
事
業
費　

高
森
の
に
わ
か
民
俗

文
化
財
事
業
（
二
年
次
）

二
，〇
六
二
，七
四
二
円

令
和
五
年
度　

国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
・
活
用
事
業
費　

高
森
の
に
わ
か
民
俗

文
化
財
事
業
（
三
年
次
）

三
，〇
九
九
，〇
九
〇
円

五
、
調
査
体
制

指
導
・
助
言　

𠮷
田　

純
子
（
文
化
庁
文
化
財
第
一
課　

芸
能
部
門　

調
査
官
）

熊
本
県
教
育
庁
教
育
総
務
局　

文
化
課　

樋
口　

和
紀
（
令
和
三
～
四
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田　

信
敬
（
令
和
五
年
度
）

高
森
の
に
わ
か
調
査
委
員
会

委
員
長　

安
田　

宗
生
（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）

委　

員　

松
岡　

薫
（
天
理
大
学
文
学
部
講
師
）

委　

員　

松
尾　

正
一
（
元
熊
本
日
日
新
聞
社
記
者
）

委　

員　

竹
原　

明
理
（
熊
本
博
物
館
学
芸
員
）

委　

員　

迫
田　

久
美
子
（
熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
博
物
館
活

動
嘱
託
員
）

委　

員　

堤　

将
太
（
熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
整
理
嘱
託
員
）

委 

員　

吉
留　

徹
（
熊
本
市
夏
目
漱
石
記
念
館
長
）

委 

員　

湯
川　

洋
史
（
熊
本
博
物
館
学
芸
員
）

委 

員　

間　

文
男
（
元
熊
本
日
日
新
聞
社
カ
メ
ラ
マ
ン
）

令
和
四
年
度　

五
町
向
上
会　

会
長

旭
向
上
会　
　

会
長　

児
玉　

海
人
（
年
番
会
長
）

昭
和
向
上
会　

会
長　

緒
方　

洋
貴

上
町
向
上
会　

会
長　

谷
川　

大
樹

下
町
向
上
会　

会
長　

小
篠　

勇
一

横
町
向
上
会　

会
長　

松
山　

和
隆

　

事
務
局

二
〇
二
一
年
度　

高
森
町
教
育
委
員
会　

教
育
長　

佐
藤　

増
夫　

局
長　

緒
方

　

久
哉　

社
会
教
育
係
長　

植
田　

雄
亮　

会
計
年
度
任
用
職
員　

三
森　

結
衣

二
〇
二
二
年
度　

高
森
町
教
育
委
員
会　

教
育
長　

佐
藤 

増
夫　

局
長　

緒
方

　

久
哉　

社
会
教
育
係
長　

楢
木
野　

秀
徳　

参
事　

井
鍋　

誉
之　

主
事　

秋
山

　

清
歌

二
〇
二
三
年
度　

高
森
町
教
育
委
員
会　

教
育
長　

佐
藤　

増
夫
（
～
九
月
）　

教
育
長　

古
庄　

泰
則
（
一
〇
月
～
）　

局
長　

村
上　

純
一　

社
会
教
育
係
長

楢
木
野　

秀
徳　

参
事　

井
鍋　

誉
之　

主
事　

秋
山　

清
歌　

安
方　

菜
々
美

六
、
執
筆
分
担

本
書
の
執
筆
分
担
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

総
論　

安
田　

宗
生

第
Ⅰ
部

第
一
章　

事
務
局　

安
田　

宗
生

第
二
章　

松
岡　

薫

第
三
章　

竹
原　

明
理

iii



第
四
章　

迫
田　

久
美
子

第
Ⅱ
部　

第
一
章　

松
岡　

薫

第
二
章　

松
尾　

正
一

第
三
章　

竹
原　

明
理

第
四
章　

吉
留　

徹

史
料　

横
町
祭
礼
関
係
文
書　

堤　

将
太

上
演
台
本　

（
書
き
起
こ
し
）　

迫
田　

久
美
子

七
、
編
集　

本
書
の
編
集
は
、
事
務
局
が
お
こ
な
っ
た
。

　
　
凡
例

一
、
報
告
書
の
構
成
は
、
章
・
節
・
項
に
分
け
、
以
下
は
適
宜
追
加
し
た
。

一
、
本
文
中
の
図
・
表
・
写
真
は
、
節
ご
と
に
番
号
を
付
し
た
。

一
、
文
の
記
述
は
、
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
づ
か
い
を
使
用
し
た
が
、
固
有
名
詞
・

専
門
用
語
・
史
料
の
引
用
部
分
な
ど
に
つ
い
て
は
、
一
部
例
外
と
し
た
。

一
、
年
号
は
、
西
暦
を
基
本
と
し
、
適
宜
和
暦
を(　

)

内
に
付
し
た
。

一
、
執
筆
に
あ
た
り
、
参
照
し
た
参
考
文
献
・
史
料
名
等
は
、（　

）
内
に
略
し
て

記
載
し
、
詳
細
は
、
各
節
末
に
載
せ
た
。

一
、
難
解
な
用
語
や
、
特
殊
な
読
み
方
を
す
る
用
語
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
ル
ビ
を

付
し
た
。

一
、
本
書
で
引
用
・
参
照
し
た
新
聞
記
事
は
、
記
載
が
な
い
限
り
全
て
本
委
員
会
の

安
田
宗
生
委
員
長
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
中
で
引

用
し
た
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、『
九
州
日
日
新
聞
』
は
『
九
日
』、『
九
州
新

聞
』
は
『
九
州
』、『
熊
本
新
聞
』
は
『
熊
本
』『
熊
本
日
日
新
聞
』
は
『
熊
日
』

と
新
聞
名
を
略
記
し
た
。

一
、
本
書
に
掲
載
し
た
二
〇
二
二
・
二
〇
二
三
年
度
の
風
鎮
祭
に
お
け
る
、
に
わ
か

お
よ
び
造
り
物
の
写
真
は
、
撮
影
者
の
記
載
が
な
い
限
り
、
間
文
男
委
員
が
撮
影

し
た
も
の
で
あ
る
。
撮
影
者
が
異
な
る
場
合
は
、
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
撮
影
者

を
（　

）
で
記
載
し
た
。

　
　
史
料
凡
例

一
、
合
名
会
社　

豊
前
屋
本
店
が
保
管
す
る
古
文
書
に
つ
い
て
は
、「
横
町
祭
礼
文

書
」
と
し
て
明
記
し
、
本
文
中
は
、「
横
町
文
書
」
と
略
記
し
た
。

一
、
収
録
史
料
は
番
号
、
史
料
名
（
も
し
く
は
見
出
し
名
）、
本
文
の
順
に
収
録
し

た
。

一
、
史
料
の
収
録
に
あ
た
り
、
原
則
的
に
原
本
の
表
示
に
従
っ
た
が
、
一
部
次
の
よ

う
に
表
記
を
改
め
た
。

（
一
）
原
史
料
の
体
裁
に
従
う
こ
と
と
し
た
が
、
余
白
等
の
体
裁
に
よ
っ
て
一
部
変

更
し
た
。

（
二
）
字
体
は
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
た
が
、
一
部
の
漢
字
に
つ
い
て
は
原
文
ど
お

り
に
表
記
し
た
。

（
三
）
変
体
仮
名
は
仮
名
に
改
め
た
。
但
し
、「
者
」・「
茂
」・「
而
」・「
江
」・

「
之
」・「
与
」
は
漢
字
で
表
記
し
た
。

iv



（
四
）
合
字
の
「
ゟ
」（
よ
り
）、「
〆
」（
し
め
）、「
乄
」（
し
て
）
は
そ
の
ま
ま
表

記
し
た
。

（
五
）
反
復
記
号
に
つ
い
て
は
、
漢
字
は
「
々
」、
ひ
ら
仮
名
は
「
ゝ
」、
カ
タ
仮
名

は
「
ヽ
」
を
用
い
、
二
字
は
「
〳
〵
」
を
用
い
た
。

（
六
）
史
料
に
は
、
適
宜
読
点
「
、
」
と
並
列
点
「
・
」
を
付
し
た
。

（
七
）
判
読
で
き
な
い
文
字
は
、
文
字
数
が
わ
か
る
も
の
は
■
で
、
文
字
数
が
不
明

な
場
合
は
［　

］
で
示
し
た
。

（
八
）
抹
消
・
見
せ
消
し
・
誤
字
は
、
文
字
が
判
読
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
訂
正

文
字
を
記
し
た
。
判
読
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
■
■
で
示
し
た
。

（
九
）
収
録
に
あ
た
っ
て
文
意
の
通
ら
な
い
文
字
に
は
（
マ
マ
）
と
左
傍
に
表
記
し

た
。

（
十
）
近
代
以
降
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
個
人
名
に
つ
い
て
は
、
原
文
通
り
に

表
記
し
た
が
、
一
部
は
、
編
集
委
員
会
に
よ
っ
て
省
略
し
た
。

　
　
史
料
目
録
凡
例

一
、
本
目
録
は
、「
横
町
祭
礼
関
係
文
書
」（
以
下
、
横
町
文
書
）
か
ら
「
風
鎮

祭
」、「
に
わ
か
」、「
造
物
」、「
仮
装
行
列
」、「
手
踊
」
な
ど
の
『
風
鎮
祭
』
に
関

連
す
る
も
の
を
抽
出
し
た
上
で
特
に
重
要
な
も
の
を
目
録
に
示
し
た
。

一
、
収
録
史
料
は
編
年
で
配
列
し
、
作
成
年
次
、
史
料
名
、
内
容
、
作
成
者
（
差
出

人
）、
宛
先
、
備
考
の
順
に
収
録
し
、
一
部
の
冊
子
史
料
に
つ
い
て
は
中
に
記
載

さ
れ
て
い
る
記
事
を
記
載
年
次
、
見
出
し
、
内
容
、
備
考
の
順
に
情
報
を
加
え

た
。

一
、
作
成
年
次
も
し
く
は
記
載
年
次
を
欠
く
史
料
で
も
内
容
か
ら
年
代
を
明
ら
か
に

で
き
る
も
の
は
「［　

］」
で
示
し
、
作
成
時
期
を
推
定
で
き
る
も
の
は
、
凡
そ
の

時
期
を
記
し
た
。

一
、
史
料
名
は
原
題
を
尊
重
し
、
内
容
な
ど
か
ら
仮
題
と
し
て
付
け
た
も
の
は
、

「［　

］」
内
に
表
記
し
た
。
ま
た
、
内
容
を
補
記
し
た
場
合
は
「（　

）」
を
用
い

た
。

一
、
特
記
事
項
ま
た
は
一
括
情
報
や
整
理
時
に
付
け
た
番
号
な
ど
は
備
考
に
ま
と
め

て
記
し
た
。
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と
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第
Ⅰ
部　

調
査
編





総
　
論

は
じ
め
に

風
鎮
祭
は
、
に
ぎ
や
か
な
三
味
線
、
太
鼓
の
囃
子
に
乗
っ
て
祭
り
の
開
始
を
告
げ

る
目
覚
し
、
各
町
内
が
出
陳
す
る
造
り
物
と
に
わ
か
、
及
び
女
性
や
子
供
の
手
踊

り
、
仮
装
行
列
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
仮
装
行
列
な
ど
一
部
の
出
し
物

が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
祭
り
は
基
本
的
に
造
り
物
、
に
わ
か
、
仮
装
行
列
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
各
章
で
明
ら
か
に
し
た
。
従
っ
て
、
本
報
告
書
で
は
、

祭
り
の
行
事
が
ど
の
よ
う
に
催
さ
れ
て
い
る
か
を
簡
単
に
触
れ
、
国
選
択
の
に
わ
か

に
つ
い
て
そ
の
上
演
過
程
（
台
本
作
成
・
稽
古
・
上
演
方
法
）、
運
営
組
織
に
つ
い

て
調
査
し
、
い
く
つ
か
の
台
本
を
掲
載
し
て
そ
の
特
徴
を
析
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
風
鎮
祭
同
様
、
造
り
物
と
に
わ
か
を
伴
う
祭
り
が
熊
本
県
内
各
地
に
存
在

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
森
以
外
の
地
域
に
見
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
か
つ
て
見
ら

れ
た
に
わ
か
に
つ
い
て
も
概
観
し
、
高
森
の
に
わ
か
の
県
内
で
の
位
置
づ
け
を
試
み

た
。
高
森
と
共
通
す
る
構
成
要
素
を
持
つ
他
地
域
の
祭
り
と
比
較
す
る
た
め
、
に
わ

か
以
外
の
仮
装
行
列
、
造
り
物
に
関
し
て
も
詳
述
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
高
森
の

に
わ
か
の
持
つ
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
た
。

風
鎮
祭
に
関
す
る
戦
前
の
資
料
も
乏
し
く
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
れ
で
新
聞
記
事

で
そ
れ
を
補
っ
た
。
風
鎮
祭
は
近
世
に
始
め
ら
れ
た
祭
り
で
あ
り
、「
横
町
文
書
」

に
も
近
世
末
期
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
「
横
町
文
書
」
も
調
査
対
象
と

し
て
、
そ
の
一
部
を
収
録
し
た
。
た
だ
、「
横
町
文
書
」
以
外
の
史
（
資
）
料
の
調

査
は
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
風
鎮
祭
全
体
の
行
事
日
程
に
そ
っ
て
各
行
事
に
つ
い
て
補
足
的
説
明

を
す
る
。

第
一
節　

祭
り
の
名
称
と
起
源
伝
承

風
鎮
祭
の
名
称　

「
横
町
文
書
」
で
は
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
が
初
出
で
、

そ
れ
以
前
は
「
俄
山
引
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
に
風
鎮
祭
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

の
は
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
九
月
八
日
の
『
九
日
』
記
事
で
「
毎
年
旧
七
月

十
六
日
よ
り
十
八
日
ま
で
三
日
間
風
鎮
祭
と
称
し
て
夜
間
は
手
踊
り
昼
間
は
諸
種
の

作
り
物
三
味
太
皷
其
他
囃
し
を
入
れ
て
町
内
を
担
ぎ
廻
る
の
習
慣
」
が
初
出
で
、
そ

れ
以
前
の
記
事
は
「
俄
山
引
き
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
三
）
八

月
九
日
の
『
九
州
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
高
森
町
在
住
の
井
上
空
山
が
「
風
鎮
祭
と
云

ふ
も
却
っ
て
土
地
の
人
に
は
通
じ
か
ね
る
ほ
ど
コ
ビ
リ
着
い
た
名
前
は
山
引
で
あ

る
」
と
書
い
て
い
る
通
り
、
地
元
で
は
「
山
引
き
」
と
い
う
名
称
が
広
く
用
い
ら
れ

て
い
た
。
風
鎮
祭
開
催
の
新
聞
広
告
は
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
か
ら
毎
年
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、「
風
鎮
祭
」
に
「
や
ま
ひ
き
」
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
風
鎮
祭
と
い
う
名
称
が
次
第
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
で
「
山
引
き
」
が
祭
り
の

余
興
（
造
り
物
の
曳
き
廻
し
）
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

起
源
伝
承　

風
鎮
祭
の
開
始
年
を
新
聞
記
事
か
ら
拾
う
と
、
元
禄
年
間
（
一
六
八

八
～
一
七
〇
四
）
か
ら
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
三
一
）
ま
で
諸
説
あ
る
。
戦
前
は

文
化
、
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
～
三
一
）
と
す
る
記
事
が
、
戦
後
は
宝
永
、
宝
暦

（
一
七
〇
四
～
六
四
）
と
す
る
記
事
が
多
い
。
戦
後
は
開
始
年
を
戦
前
よ
り
古
い
時

代
と
報
じ
て
い
る
。

1
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こ
の
よ
う
に
開
始
年
は
年
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
二
五
年
に
定
め
ら

れ
た
「
風
鎮
祭
規
約
」
で
は
第
一
条
で
、
風
鎮
祭
は
「
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）、

矢
村
社
（
現
高
森
阿
蘇
神
社
）
に
風
鎮
め
の
行
為
」
と
し
て
開
始
さ
れ
た
と
し
て
い

る
。
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。

昭
和
二
五
年
か
ら
毎
年
新
聞
に
掲
載
し
て
い
る
風
鎮
祭
開
催
広
告
を
見
る
と
、
三

四
年
ま
で
は
開
始
年
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、
三
五
年
か
ら
は
「
風
鎮
祭
規
約
」
に

あ
る
よ
う
に
、
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
六
四
年
）
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
同
四
五

年
か
ら
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
開
始
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
い
か
な
る
経
緯
で

変
更
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
高
森
町
史
』
も
宝
暦
二
年
説
を
採
っ
て
お

り
、
現
在
で
は
風
鎮
祭
の
紹
介
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
最
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い

る
。祭

り
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
始
ま
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
高
森
の
町
方
の
商
家

が
在
方
の
人
々
へ
感
謝
の
意
を
表
し
て
始
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
高
森

阿
蘇
神
社
で
二
百
十
日
の
風
よ
け
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
神
事
を
執
行
し
、
其
の

後
に
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う
。

商
家
が
農
家
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
て
始
め
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
は
、
宇
土
市
の

地
藏
祭
り
（
八
月
二
三
、
四
日
）、
阿
蘇
郡
白
水
村
吉
田
新
町
の
鎮
火
祭
（
八
月
二

四
日
）
で
も
聞
く
こ
と
が
出
来
る
。
上
益
城
郡
矢
部
町
の
な
ど
で
八
朔
祭
り
（
九
月

一
、
二
日
）
は
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）、
矢
部
郷
で
は
不
作
が
続
い
た
こ
と
を

案
じ
て
藩
が
豊
作
祈
願
祭
を
行
う
よ
う
総
庄
屋
に
命
じ
て
開
始
さ
れ
、
豊
年
踊
り
を

演
じ
た
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
七
二
）
ご
ろ
現
在
の
形
態
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
造
り
物
な
ど
の
催
し
物
は
商
家
が
農
家
の
人
々
へ
の
感
謝

し
て
始
め
た
と
い
わ
れ
る
。

祭
り
の
実
施
日　

風
鎮
祭
の
特
色
の
一
つ
は
盆
行
事
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
点
に

あ
る
。
近
世
藩
内
で
は
川
尻
町
の
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
盆
後
踊
り
が
行
わ
れ
て
い

た
。
玉
名
市
で
は
盆
に
に
わ
か
を
演
じ
て
い
た
が
西
南
戦
争
後
は
熊
本
招
魂
祭
で
演

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

祭
日
変
更　

祭
り
は
近
世
末
期
か
ら
例
年
旧
暦
七
月
一
六
、
一
七
、
一
八
の
三
日

間
執
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
大
正
一
三
年
（
一
九
二
三
）
に
、
七
月
一
七
、
一
八

の
二
日
間
に
短
縮
さ
れ
た
。
祭
日
が
短
縮
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
当

時
農
村
が
疲
弊
し
、
県
下
各
町
村
に
民
風
作
興
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
倹
約
奨
励
の

普
及
徹
底
に
努
め
て
い
た
時
期
で
小
作
争
議
も
頻
発
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
祭
日
が
二
日
に
短
縮
さ
れ
る
前
年
、
阿
蘇
地
方
は
阿
蘇
山
の
降
灰
に
よ

り
農
作
物
が
被
害
を
受
け
、
そ
の
上
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
、
高
森
町
で
は
、
八
月
に
町

内
鎮
座
の
各
神
社
、
及
び
含
蔵
寺
に
お
い
て
も
数
日
間
に
わ
た
り
、
雨
乞
い
祈
願
が

実
施
さ
れ
た
。
火
山
灰
に
よ
る
被
害
は
、
翌
年
に
も
続
き
、
阿
蘇
地
方
は
、
同
郡
野

尻
村
（
昭
和
三
二
年
高
森
町
に
編
入

（1）

）
の
青
年
は
「
火
山
灰
の
被
害
甚
だ
し
く
収

穫
激
減
農
家
収
入
皆
無
…
農
家
の
青
年
処
女
が
都
会
へ
都
会
へ
と
出
か
け
る
の
は
無

理
な
ら
ぬ
こ
と
で
す
」（
七
月
一
四
日
『
九
州
』）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
阿
蘇
南

郷
谷
全
体
が
極
度
の
困
窮
状
態
に
陥
っ
て
い
た
年
で
あ
る
。
祭
日
の
短
縮
は
農
家
収

入
の
減
少
は
購
買
力
の
低
下
を
招
き
、
商
家
に
と
っ
て
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
か
か
る
状
況
下
で
決
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

祭
り
が
三
日
間
で
あ
っ
た
時
代
と
二
日
に
短
縮
さ
れ
た
時
代
と
で
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
行
事
日
程
に
変
更
が
生
じ
て
い
る
。

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
八
月
二
二
日
の
『
九
日
』
記
事
で
は
、「
昼
間
造
り
物

町
内
を
練
り
歩
き
、
夜
間
は
数
組
の
屋
台
よ
り
『
に
わ
か
踊
り
』」
と
あ
り
、
昼
間

は
造
り
物
が
町
中
を
練
り
歩
き
、
夜
間
は
に
わ
か
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
九
月
九
日
の
『
九
州
』
で
は
、「
昔
は
旧
暦
七
月
一
六

2
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日
の
朝
か
ら
『
通
し
も
の
』
を
や
っ
て
一
七
日
ま
で
続
き
、
一
七
日
と
一
八
日
の
夜

『
二
輪
加
』
を
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
頃
で
は
一
七
日
と
一
八
日
に
な
っ
て
ゐ
る
、

一
八
日
が
「
山
引
」
の
時
刻
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
一
七
日
に
仮
装
行
列
や

手
踊
り
な
ど
が
町
を
練
り
、
夜
間
に
に
わ
か
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

祭
り
は
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
か
ら
同
二
〇
年
（
一

九
四
五
）
ま
で
、
時
局
柄
自
粛
、
及
び
物
資
不
足
と
い
う
理
由
で
中
止
さ
れ
た

（2）

。

祭
り
が
復
活
す
る
の
は
戦
後
の
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
か
ら
で
あ
る
。
祭
日

は
従
来
通
り
旧
暦
で
実
施
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
か
ら
旧
暦
よ

り
一
月
遅
れ
の
新
暦
八
月
一
七
、
一
八
の
二
日
間
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
は
一
七
、
一
八
日
に
最
も
近
い
金
、
土
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
。

第
二
節　

行
事
内
容

祭
り
の
日
程
、
行
事
内
容
は
固
定
し
た
も
の
と
年
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
て
い
る

も
の
と
が
あ
る
（
第
一
章
第
二
節
を
参
照
）。

目
覚
し　

祭
り
開
始
を
知
ら
せ
る
午
前
零
時
か
ら
の
行
事
で
あ
る
が
、「
目
覚

し
」
と
い
う
名
称
が
記
事
で
確
認
出
来
る
の
は
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
の
「
前

夜
祭
で
は
目
覚
し
行
事
」（
九
月
八
日
）
か
ら
で
あ
る
。
向
上
会
員
に
よ
っ
て
こ
の

行
事
が
担
わ
れ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
の
は
昭
和
二
八
年
の
「
四
町
向
上
会
の
目

覚
し
行
事
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
必
ず
し
も
向
上
会
員
だ
け
で
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
二
八
年
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
高
張
提
灯
を
先
頭
に
向
上
会
青
年

た
ち
に
よ
る
目
覚
し
行
事
が
継
続
し
て
い
る
。

こ
の
行
事
を
目
覚
し
と
い
う
以
前
は
、
特
に
名
称
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
大
正
六

年
（
一
九
一
七
）「
払
暁
前
よ
り
各
町
の
『
に
わ
か
』
手
踊
り
」（
八
月
一
一
日
『
九

日
』）、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）「
十
四
日
は
未
明
か
ら
囃
子
物
を
打
ち
鳴
ら
し
」

（
八
月
一
五
日
『
九
日
』）
と
報
じ
ら
れ
、
午
前
零
時
開
始
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
な

い
。
古
く
は
開
始
時
刻
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
午
前
零
時
開
始
と

書
か
れ
る
の
は
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
か
ら
で
あ
る
。

高
森
同
様
、
未
明
に
三
味
線
、
太
鼓
の
囃
子
に
乗
っ
て
町
を
練
り
歩
き
、
祭
り
の

開
始
を
告
げ
る
行
事
は
旧
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
馬
見
原
の
火
伏
地
蔵
祭
り
、
吉
田
新
町
の

鎮
火
祭
、
矢
部
町
の
八
朔
祭
り
で
も
見
ら
れ
る
。
阿
蘇
町
阿
蘇
神
社
の
秋
季
大
祭

（
田
実
神
事
）
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。

高
森
、
馬
見
原
で
は
「
目
覚
し
」、
吉
田
新
町
、
阿
蘇
町
、
矢
部
町
で
は
「
朝
起

こ
し
」
と
い
う
。
矢
部
町
で
は
町
方
の
人
が
付
近
農
家
に
祭
り
の
案
内
す
る
た
め
行

い
、
農
家
で
は
そ
れ
か
ら
田
を
見
回
り
豊
作
を
祈
願
し
た
後
、
祭
り
見
物
に
出
掛
け

た
も
の
と
い
う
。

こ
の
行
事
を
目
覚
し
と
称
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
の
は
、
大
正
一
五
年
（
一

九
二
六
）
の
馬
見
原
火
伏
地
蔵
祭
り
に
関
す
る
記
事
で
、「
徹
宵
翌
早
朝
目
覚
め
る

奇
天
烈
な
る
考
案
…
未
だ
暗
き
中
に
騒
ぎ
出
す
習
慣
…
目
覚
ま
し
と
名
づ
け
」（
九

月
三
日
『
九
日
』）
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
目
覚
し
と
い
う
名
称
は
馬
見
原
で

命
名
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

五
穀
豊
穣
祈
願
祭　

現
行
の
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
に
つ
い
て
は
第
四
章
第
一
節
の
通

り
で
あ
る
。
祈
願
祭
が
神
社
主
催
で
あ
る
こ
と
を
示
す
根
拠
と
な
っ
た
史
料
は
同
宮

宮
司
岩
下
八
束
の
「
昭
和
三
四
年
八
月
風
鎮
祭
に
就
い
て
」
で
、
宝
暦
四
年
（
一
七

五
四
）、「
神
事
相
済
ま
ざ
る
に
余
興
相
始
め
候
不
都
合
に
付
使
差
立
差
止
候
事
」
と

あ
り
、
風
鎮
祭
開
始
時
か
ら
神
社
祭
祀
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
明
治
期
の
新
聞
記
事
に
は
神
社
で
の
神
事
に
関
す
る
記
述
は
皆
無
で
、

「
横
町
文
書
」
に
も
記
載
が
な
い
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
潮
倭
文
、
同
九
年
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（
一
九
三
四
）
の
井
上
空
山
の
文
で
も
神
社
で
の
祈
願
祭
に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
て

な
い
。

神
社
が
祭
り
に
関
与
し
た
こ
と
が
新
聞
で
は
っ
き
り
す
る
の
は
、
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
八
月
二
五
日
記
事
で
、「
午
後
三
時
に
新
設
高
森
阿
蘇
神
社
遥
拝
所
で

岩
下
社
掌
以
下
各
青
年
分
会
長
参
列
の
上
修
祓
の
式
あ
り
」
と
あ
る
の
が
初
出
で
、

各
町
内
の
に
わ
か
が
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
最
中
に
神
事
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
翌
年
か
ら
神
社
で
神
事
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た

だ
、
開
始
日
時
は
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
は
一
八
日
午
前
十
時
、
同
一
四
年

（
一
九
二
五
）
は
一
七
日
午
前
八
時
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
は
一
八
日
午
後

一
時
、
二
九
年
（
一
九
五
四
）
以
降
は
一
八
日
午
前
八
時
に
固
定
さ
れ
、
そ
の
後
同

日
午
前
一
一
時
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
神
社
で
の
神
事
に
つ
い
て
、
戦
前
の
記
事
で
は
単
に
神
社
で
「
神
事
」、

「
祭
典
」
が
執
行
さ
れ
た
と
の
み
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
の

「
風
鎮
祭
規
約
」
で
は
、
第
一
条
で
「
風
鎮
め
の
神
事
」
と
規
定
し
、
風
を
鎮
め
豊

作
祈
願
の
た
め
と
い
う
記
事
は
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
か
ら
で
、
五
穀
豊
穣
祈

願
祭
と
報
じ
ら
れ
る
の
は
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
か
ら
で
あ
る
。

に
わ
か　

現
行
の
に
わ
か
に
つ
い
て
は
、
第
Ⅱ
部
第
一
章
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ

で
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
高
森
の
に
わ
か
は
高
森
方
言
で
、
舞
台
上
で
演
じ
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
方
言
で
演
じ
ら
れ
る
点
は
ど
こ
の
に
わ
か
に
も
共
通
す
る
。
向
上
会

員
も
方
言
で
演
じ
る
こ
と
が
特
に
重
要
と
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
平
成
元
年
か
ら
の

広
告
に
、
年
番
向
上
会
長
名
で
「
情
報
化
社
会
の
世
の
中
で
忘
れ
さ
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
方
言
が
、
こ
の
『
に
わ
か
』
の
中
に
は
ま
だ
し
っ
か
り
生
き
つ
づ
け
て
い

る
。
方
言
は
言
葉
の
文
化
で
あ
る
と
思
う
。
標
準
語
の
波
に
お
し
よ
せ
ら
れ
た
今
日

で
は
、
い
わ
ゆ
る
だ
さ
い
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
つ
一
つ
の

言
葉
は
実
に
奥
深
い
意
味
の
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。

舞
台
の
上
で
演
じ
る
こ
と
が
高
森
の
に
わ
か
の
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
、
第
Ⅱ
部
第
二
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
県
内
で
に
わ
か
を
演
じ
る
場
合

は
、
熊
本
招
魂
祭
（
熊
本
市
）
玉
名
市
高
瀬
、
天
草
市
な
ど
各
地
の
招
魂
祭
、
加

藤
・
代
継
神
社
（
熊
本
市
）、
菊
池
神
社
（
菊
池
市
）
な
ど
の
神
社
大
祭
、
山
鹿
温

泉
祭
（
山
鹿
市
）
日
奈
久
丑
の
湯
祭
り
（
八
代
市
）
な
ど
必
ず
仮
設
舞
台
の
上
で
演

じ
ら
れ
て
い
る
。
多
数
の
に
わ
か
組
が
出
演
し
て
い
た
熊
本
、
玉
名
の
招
魂
祭
で
は

各
町
内
に
仮
設
舞
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

高
森
で
は
現
在
は
中
央
の
仮
設
舞
台
と
移
動
（
車
上
）
舞
台
で
各
町
内
で
演
じ
て

い
る
が
、
古
く
は
他
地
域
と
同
様
、
仮
設
舞
台
を
各
所
に
配
置
し
て
い
た
こ
と
は
、

明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）「
各
町
共
予
て
構
造
し
た
る
舞
台
〈
後
略
〉」（『
九
日
』

九
月
一
三
日
）、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）「
到
る
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
た
る
舞
台
に

は
各
種
の
俄
手
踊
〈
後
略
〉」（『
九
州
』
九
月
三
日
）、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

「
三
町
各
目
貫
き
の
場
所
に
設
け
た
舞
台
〈
中
略
〉
俄
芝
居
が
開
幕
」（『
九
州
』
八

月
九
日
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
移
動
舞
台
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
記
事
で

「
夜
間
は
数
組
の
屋
台
よ
り
俄
踊
り
を
な
し
」（
八
月
二
二
日
『
九
日
』）
と
あ
り
、

同
八
年
（
一
九
一
九
）
に
「
数
台
の
山
車
〈
中
略
〉
手
踊
や
俄
踊
」（
九
月
一
〇
日

『
九
州
』）。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
は
「
各
町
よ
り
屋
台
を
く
り
出
し
俄
手
踊
り

等
」（
八
月
一
六
日
『
九
日
』）
と
あ
り
、
大
正
期
以
降
は
、
に
わ
か
が
仮
設
舞
台
と

移
動
舞
台
と
で
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
は
、
昭
和
二
六
年

（
一
九
二
六
）
に
「
青
年
が
押
し
出
す
四
ツ
の
移
動
舞
台
」（『
熊
日
』
八
月
二
二

日
）
と
あ
り
、
仮
設
舞
台
は
「
町
内
の
中
央
に
設
け
ら
れ
た
仮
設
舞
台
」（
昭
和
三
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〇
年
（
一
九
五
五
）
九
月
四
日
『
熊
日
』）
一
ヶ
所
と
な
り
、
各
町
内
の
仮
設
舞
台

を
廃
し
て
移
動
舞
台
の
み
で
各
町
内
を
廻
っ
て
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

県
内
の
に
わ
か
が
が
す
べ
て
舞
台
で
演
じ
ら
れ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は

な
く
、
葦
北
郡
芦
北
町
の
嫁
入
り
時
や
各
種
の
祝
い
の
席
で
座
敷
で
演
じ
ら
れ
る
即

興
的
な
も
の
や
宇
土
郡
網
田
、
菊
池
郡
七
城
町
加
恵
（
旧
加
茂
川
村
）
の
道
楽
の
よ

う
に
歌
舞
伎
の
演
目
に
振
付
を
し
て
路
上
で
演
じ
ら
れ
る
に
わ
か
も
存
在
し
て
い

た
。高

森
で
も
出
し
物
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
歌
舞
伎
を
題
材
に
し
た
も
の
も
演
じ
ら

れ
て
い
た
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
「
横
町
文
書
」
に
、「
盆
踊
踊
連
面
付
忠

臣
蔵
七
段
目
、
近
江
源
氏
五
段
目
役
者
壱
人
竹
迫
関
十
郎
」
と
あ
り
、
慶
応
四
年
（
一

八
六
八
）
に
「
俄
幷
に
踊
目
録
忠
臣
蔵
五
段
目
近
江
源
氏
六
段
目
一
の
谷
嗽
軍
記
三

段
目
」
の
演
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
年
不
明
で
は
あ
る
が
「
盆
踊
之
面
付
」
と
書

か
れ
た
記
事
が
あ
る
。

こ
の
「
横
町
文
書
」
の
記
事
は
、
風
鎮
祭
の
に
わ
か
が
盆
踊
り
の
な
か
で
演
じ
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
七
城
町
加
恵
で
は
、
歌
舞
伎
を

題
材
に
し
、
そ
の
振
付
を
考
え
て
芝
居
に
仕
立
て
、
そ
の
周
囲
で
盆
踊
り
を
す
る
。

し
か
も
、
踊
り
手
は
面
を
付
け
る
。
高
森
の
場
合
も
踊
り
手
は
面
を
付
け
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。

高
森
で
は
演
じ
手
は
原
則
男
性
で
あ
る
。
高
瀬
や
伊
倉
（
玉
名
市
）
の
に
わ
か
も

同
様
で
あ
る
。
女
性
に
よ
る
に
わ
か
は
酒
の
席
で
の
即
興
的
な
も
の
、
雨
乞
い
、
或

い
は
地
搗
き
な
ど
の
作
業
の
場
で
踊
ら
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
に
わ

か
踊
り
は
男
性
は
女
装
、
女
性
は
男
装
原
則
で
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
の
第

五
高
等
中
学
校
校
舎
の
地
搗
き
に
は
、
男
子
は
女
装
、
女
子
は
洋
服
を
着
て
、
髯
を

生
や
し
「
百
鬼
夜
行
の
図
と
仮
装
舞
会
の
画
を
こ
ね
ま
ぜ
た
よ
ふ
な
奇
観
」（『
紫

凕
』
三
月
一
三
日
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
新
聞
に
は
、
八
代
市
八
代
宮
例
祭
で
は
女
性
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
に
わ

か
を
演
じ
て
こ
と
が
あ
り
、
合
志
市
合
生
で
は
婦
人
会
、
処
女
会
が
一
夜
作
り
の
に

わ
か
手
踊
り
、
玉
名
郡
和
水
町
で
は
婦
人
会
員
の
に
わ
か
が
数
番
上
演
さ
れ
た
と
あ

り
、
か
つ
て
は
女
性
だ
け
で
筋
書
き
も
作
っ
て
演
じ
る
に
わ
か
も
県
下
各
地
で
行
わ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

仮
装
行
列　

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）「
当
日
の
呼
物
の
一
た
る
余
興
の
仮
装

行
列
」（
八
月
三
一
日
『
九
州
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
仮
装
行
列
は
、
風
鎮
祭
の
呼
び

物
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

こ
の
仮
装
行
列
は
「『
通
し
も
の
』
は
行
列
行
進
で
あ
っ
て
普
通
一
年
間
の
重
な

る
事
件
を
モ
デ
ル
と
し
て
取
材
す
る
。
こ
れ
を
三
町
で
競
争
的
に
仮
装
す
る
の
で
あ

る
」（
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
九
月
九
日
『
九
州
』）。
ま
た
、
阿
蘇
全
体
の
話
題

も
仮
装
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）、
阿
蘇
を
国

立
公
園
に
す
る
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ
た
年
は
「
上
町
『
大
阿
蘇
国
立
公
園
案

内
』、
下
町
『
阿
蘇
博
物
館
の
一
部
』、
横
町
『
四
季
の
色
々
』
等
の
仮
装
行
列
」

（
八
月
二
七
日
『
九
州
』）
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
風
鎮
祭
に
お
け
る
仮
装
行
列
の
詳

細
は
第
四
章
第
一
節
の
通
り
で
あ
る
。

仮
装
行
列
を
祭
礼
の
呼
び
物
と
し
て
い
た
祭
り
は
多
く
、
四
月
の
山
鹿
市
温
泉

祭
、
天
草
市
牛
深
町
の
港
ま
つ
り
、
八
代
市
日
奈
久
（
旧
葦
北
郡
）
の
温
泉
祭
、
九

月
の
鹿
本
郡
来
民
町
の
招
魂
祭
、
一
一
月
の
天
草
市
本
渡
町
恵
比
須
祭
り
な
ど
が
あ

り
、
仮
装
行
列
コ
ン
ク
ー
ル
は
多
く
の
祭
り
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仮
装

行
列
も
高
森
同
様
、
地
域
の
出
来
事
、
歴
史
に
由
来
す
る
も
の
を
題
材
と
し
て
い
る

例
が
多
く
、
仮
装
行
列
と
い
い
な
が
ら
、
山
鹿
の
温
泉
祭
の
よ
う
に
竜
宮
を
模
し
た

造
り
物
を
山
車
に
載
せ
、
そ
の
前
で
浦
島
太
郎
の
仮
装
を
し
た
人
物
が
登
場
す
る
。
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こ
の
よ
う
に
行
列
に
造
り
物
を
伴
う
事
例
は
多
く
見
ら
れ
た
。

な
お
、
商
工
会
が
主
催
と
な
っ
て
い
る
県
下
の
祭
り
に
商
工
会
員
が
仮
装
す
る
事

例
は
多
い
が
、
役
場
職
員
が
仮
装
行
列
を
行
う
祭
り
は
馬
見
原
地
藏
祭
り
、
吉
田
新

町
鎮
火
祭
、
阿
蘇
市
内
牧
温
泉
祭
、
矢
部
町
八
朔
祭
り
で
も
昭
和
二
七
年
（
一
九
五

二
）
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

手
踊
り　

か
つ
て
の
風
鎮
祭
で
は
、
に
わ
か
や
仮
装
行
列
以
外
に
手
踊
り
も
間
断

な
く
町
内
を
廻
っ
た
。
こ
の
手
踊
り
は
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
に
「
山
引
音

頭
」、
四
一
年
（
一
九
六
六
）
に
「
高
森
音
頭
」、
四
六
年
（
一
九
七
一
）
に
「
新
高

森
音
頭
」
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
伝
統
的
な
手
踊
り
は
次
第
に
姿
を
消
し
た
。

こ
の
手
踊
り
は
盆
踊
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）

の
記
事
に
「
老
若
男
女
が
打
寄
り
盆
踊
り
を
な
し
」（『
九
州
』
八
月
一
三
日
）、
一

四
年
（
一
九
二
五
）
に
「
農
家
の
男
女
が
集
ま
っ
て
夜
を
徹
し
て
盆
踊
り
を
な
す
」

（『
九
州
』
八
月
二
四
）
と
あ
り
、
こ
の
盆
踊
り
は
、
町
民
総
出
の
盆
踊
り
と
し
て
昭

和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
ま
で
催
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
の
記
事
か
ら
、
踊
り
は
在

方
が
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

風
鎮
太
鼓　

風
鎮
太
鼓
の
記
事
が
出
る
の
は
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
か
ら
で

あ
る
。
戦
前
の
新
聞
に
は
太
鼓
が
叩
か
れ
た
と
い
う
記
事
が
な
い
。
昭
和
四
〇
年
代

に
入
っ
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
風
鎮
太
鼓
は
町
内
各
所
で
演
じ
ら
れ
、
神
社
で

の
神
事
に
も
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

造
り
物　

現
在
は
車
で
移
動
し
て
い
る
が
、
本
来
は
青
年
た
ち
が
担
い
で
練
り
歩

く
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
は
「
昼
間
は
諸
種
の
作
り
物
を

し
て
三
味
太
皷
其
他
囃
し
を
入
れ
て
町
内
を
担
ぎ
廻
る
の
習
慣
…
各
町
何
れ
も
三
十

四
名
の
多
き
造
り
物
な
れ
ば
近
郷
よ
り
数
百
加
勢
人
あ
る
に
拘
ら
ず
人
不
足
を
訴
る

を
以
て
牛
車
又
馬
車
に
登
載
」（
九
月
十
四
日
『
九
日
』）
と
あ
り
、
昭
和
八
年
（
一

九
三
三
）
に
も
「
造
り
物
は
…
夕
陽
西
山
に
没
す
る
火
と
も
し
頃
…
各
町
揃
ひ
の
袢

纏
姿
の
青
年
に
よ
っ
て
担
ぎ
出
さ
れ
る
」（
八
月
九
日
『
九
州
』）
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
年
ま
で
は
担
い
で
移
動
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ

た
。「

横
町
文
書
」
の
昭
和
二
五
年
記
録
に
も
「
か
つ
ぎ
廻
る
」
と
あ
り
、
戦
後
も
し

ば
ら
く
は
担
い
で
廻
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
造
り
物
を
引
き
廻
す
こ
と
を
「
山
引
き
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ

る
が
、「
山
引
き
」
と
い
う
表
現
は
吉
田
新
町
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
山
引

き
」
に
つ
い
て
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
潮
倭
文
が
新
聞
に
寄
稿
し
た
文
に
よ

れ
ば
、「『
山
引
』
は
山
を
引
く
か
ら
『
山
引
』
と
云
ふ
、
こ
の
『
山
』
を
『
作
り

物
』
の
最
後
に
付
け
て
引
く
の
で
あ
る
」
と
し
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
「
山

引
き
」
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
▲
下
町
組
＝
デ
ン
キ
―
あ
や
め

―
ま
つ
―
え
び
―
か
ぶ
と
―
ふ
ば
こ
―
雲
に
龍
―
ぶ
ど
う
―
笠
に
尺
八
―
蝶
―
た
か

―
山
」
▲
横
町
組
＝
が
ま
―
ば
せ
う
―
ぎ
め
―
か
た
つ
む
り
―
梅
に
鶯
―
も
み
ぢ
に

鹿
―
い
ね
―
ぎ
め
―
松
竹
梅
―
が
ま
―
ラ
イ
オ
ン
―
か
め
―
山
▲
上
町
組
＝
龍
―
孔

雀
―
と
ん
ぼ
―
月
に
が
ん
―
え
び
―
は
ち
―
ぶ
ど
う
―
ひ
う
そ
―
い
も
り
―
蝶
―
に

は
と
り
―
く
も
―
山
」（
九
月
九
日
『
九
州
』）
の
順
で
引
き
廻
し
た
と
い
う
。
こ
の

「
山
」
は
屋
台
の
一
種
で
あ
ろ
う
と
し
、
昔
は
仮
装
し
た
子
供
を
乗
せ
た
と
記
し
て

い
る
。
現
存
す
る
「
山
」
は
高
さ
約
二
・
七
㍍
、
幅
二
・
三
㍍
の
も
の
で
、
担
ぐ
の

は
無
理
で
古
く
か
ら
引
く
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

造
り
物
の
最
後
に
大
き
な
「
山
」
が
付
随
し
て
い
た
こ
と
は
、
昭
和
八
年
（
一
九

三
三
）
の
「
横
町
文
書
」
に
「
大
山
組
立
」
と
あ
り
、
同
十
年
（
一
九
三
五
）
に
は

「
大
山
道
具
及
び
踊
り
屋
台
の
材
料
を
倶
楽
部
前
に
運
搬
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
こ
の
「
大
山
」
は
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
の
風
鎮
祭
記
録
で
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は
「
大
山
各
町
据
置
」
と
あ
り
、
造
り
物
と
一
緒
に
引
き
廻
さ
ず
、
町
内
に
飾
る
だ

け
で
済
ま
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
こ
の
山
に
化
粧
し
た
子
供
を
乗
せ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

各
町
（
現
在
は
向
上
会
）
が
交
代
で
祭
り
を
主
催
す
る
の
は
熊
本
市
か
ら
県
北
に

広
く
広
が
る
座
祭
り
と
同
じ
祭
り
運
営
の
方
法
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
山
は
祭
り

を
象
徴
す
る
も
の
で
、
山
に
乗
っ
た
子
供
は
荒
尾
市
野
原
八
幡
宮
祭
礼
の
節
頭
行
事

で
馬
に
乗
る
稚
児
（
地
面
に
足
を
つ
け
て
は
い
け
な
い
）
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
山
が
出
な
い
限
り
祭
り
は
始
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
風

鎮
祭
を
古
く
は
「
山
引
き
」
と
い
っ
た
の
は
単
に
山
を
引
き
廻
し
た
か
ら
で
な
く
、

祭
り
開
始
を
意
味
す
る
表
現
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

造
り
物
は
県
内
各
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
た
。
県
内
で

見
ら
れ
た
造
り
物
は
、
作
品
を
店
舗
の
一
角
や
街
路
に
固
定
し
て
展
示
す
る
宇
土
、

御
船
、
熊
本
市
内
な
ど
の
地
藏
祭
り
と
、
製
作
し
た
地
区
で
展
示
し
た
後
、
担
い
だ

り
車
な
ど
に
乗
せ
て
町
内
を
引
き
廻
す
、
馬
見
原
、
吉
田
新
町
、
矢
部
な
ど
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
高
森
や
馬
見
原
な
ど
は
大
勢
で
担
い
で
い
た
が
、
天
草
市
の
天

草
招
魂
祭
で
は
ワ
ラ
や
タ
バ
コ
の
葉
な
ど
で
造
っ
た
人
形
を
青
年
が
手
に
し
て
「
通

せ
、
通
せ
」
の
掛
声
で
町
中
を
練
り
歩
く
通
し
も
ん
が
呼
び
物
で
あ
っ
た
。
上
天
草

市
大
矢
野
の
上
八
幡
宮
で
も
神
幸
に
人
形
を
捧
持
す
る
者
が
供
奉
し
て
い
る
。

造
り
物
コ
ン
ク
ー
ル　

造
り
物
審
査
が
実
施
さ
れ
た
の
は
大
正
九
年
（
一
九
二

〇
）
か
ら
で
、
一
等
か
ら
三
等
ま
で
賞
品
が
贈
ら
れ
た
（
八
月
二
七
日
『
九
日
』）。

翌
年
か
ら
は
予
想
投
票
が
実
施
さ
れ
、
町
中
央
部
に
臨
時
に
設
け
ら
れ
た
神
社
遥
拝

所
で
風
鎮
祭
御
祈
祷
札
を
受
け
た
観
客
に
投
票
用
紙
一
枚
を
進
呈
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
（
八
月
一
三
日
『
九
州
』）。
そ
の
後
、
町
内
の
商
店
で
買
い
物
を
し
た
人
に

投
票
用
紙
を
渡
す
よ
う
に
な
り
、
祭
り
の
人
気
行
事
と
な
っ
た
。
造
り
物
予
想
投
票

が
い
つ
終
わ
っ
た
の
か
は
明
確
に
し
得
な
い
が
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
ま
で

は
実
施
さ
れ
て
い
る
（
八
月
二
一
日
『
熊
日
』）。

造
り
物
を
審
査
し
て
等
級
を
決
め
る
こ
と
は
宇
土
市
、
益
城
町
、
宮
原
町
な
ど
の

地
藏
祭
り
や
、
矢
部
の
八
朔
祭
り
、
城
南
町
（
現
熊
本
市
）
の
頓
写
会
な
ど
で
も
実

施
し
て
い
る
が
、
高
森
は
造
り
物
審
査
と
予
想
投
票
を
組
み
合
わ
せ
た
の
が
特
徴

で
、
造
り
物
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
も
他
地
域
に
先
駆
け
て
実
施
し
て
い
る
。

高
森
の
造
り
物
審
査
の
採
点
基
準
（
第
三
章
第
二
節
参
照
）
は
、
造
り
物
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
県
内
各
地
の
採
点
基
準
と
共
通
す
る
点
が
多
い
が
、
作
品
の

全
体
バ
ラ
ン
ス
が
重
視
さ
れ
る
が
、
以
前
は
「
大
き
い
事
を
良
い
と
す
る
が
」
と
あ

る
よ
う
に
出
来
る
だ
け
大
き
な
作
品
が
よ
り
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
大
き
い

こ
と
が
精
巧
な
作
品
に
勝
る
と
い
う
こ
と
は
矢
部
の
八
朔
祭
り
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
造
り
物
は
、
そ
れ
が
町
に
電
気
が
普
及
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
狭
い
道
に
電
柱

が
立
ち
、
電
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
こ
れ
が
造
り
物
の
大
型
化
の
障
碍
の
一
因
と

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
の
「
審
査
規
定
」
で
は
高
さ

四
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
、
五
七
年
に
は
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
高
さ
制
限
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
大
型
の
作
品
は
制
作
経
費
が
か
さ
む
こ
と
も
あ
っ
て
次

第
に
小
型
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。

節
刀
渡
し　

現
在
は
中
央
四
つ
角
で
年
番
引
継
ぎ
の
節
刀
渡
し
行
事
が
高
森
阿
蘇

神
社
宮
司
の
立
ち
合
い
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
次
年
度
の
祭
り
執
行
を

担
う
向
上
会
引
継
ぎ
の
儀
式
で
あ
る
（
第
四
章
第
二
節
参
照
）。

四
つ
角
で
実
施
さ
れ
る
以
前
は
高
森
阿
蘇
神
社
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
元
町

教
育
長
で
『
高
森
町
史
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
今
村
俊
男
は
、「
節
頭
」
渡
し
と
表

記
し
た
上
で
、
古
く
は
中
央
四
つ
角
で
は
な
く
、
神
社
も
し
く
は
付
近
の
田
ん
ぼ
で

行
わ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
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節
刀
渡
し
の
儀
が
新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
き
わ
め
て
遅
く
、
昭
和
三
〇
年

（
一
九
五
五
）「
午
後
五
時
か
ら
神
事
と
節
刀
渡
し
行
事
」（
九
月
五
日
）
が
初
出

で
、
こ
の
年
以
降
、
毎
年
午
後
六
時
頃
町
中
央
四
つ
角
で
の
神
事
と
節
刀
渡
し
が
報

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
節
刀
渡
し
に
神
社
が
い
つ
か
ら
関
与
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

そ
れ
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）「『
山
引
』
が
終
る
と
向
上
会
員
は
街
の
中
心
、
辻

に
於
て
会
集
す
る
。
風
鎮
祭
が
無
事
終
了
し
た
こ
と
を
祝
福
し
、
手
打
し
て
年
番
を

次
の
組
に
譲
り
万
歳
三
唱
し
て
別
れ
る
」（
九
月
一
〇
日
『
九
州
』）
と
あ
り
、
翌
九

年
の
記
事
で
も
「
三
町
の
青
年
…
町
内
の
中
央
に
揃
ひ
の
提
灯
を
ふ
り
か
ざ
し
て
集

合
、
長
老
の
音
頭
に
『
ウ
チ
マ
シ
ョ
ウ
』
の
手
打
で
…
解
散
」（
八
月
九
日
『
九

州
』）
と
あ
り
、
節
刀
渡
し
と
い
う
表
現
も
神
社
の
関
与
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
も

な
い
。「
横
町
文
書
」
に
も
記
述
が
な
い
。

祭
り
の
主
催
者　

「
横
町
文
書
」
か
ら
近
世
末
期
に
お
い
て
は
恐
ら
く
町
部
の
商

店
と
青
年
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
祭
り
を
運
営
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
新

聞
記
事
か
ら
見
る
と
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
「
同
地
青
年
会
は
〈
略
〉
青
年

会
事
務
所
に
て
幹
部
の
協
議
会
を
開
き
準
備
に
着
手
」（『
九
日
』
八
月
二
〇
日
）、

造
り
物
コ
ン
ク
ー
ル
は
商
工
会
主
催
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
一
一
年

（
一
九
二
二
）
に
は
商
工
会
正
副
会
長
以
下
評
議
員
と
青
年
団
首
脳
部
が
会
合
し

「
各
種
協
議
を
遂
げ
本
年
は
一
層
盛
大
に
行
う
に
決
し
」（
八
月
三
一
日
『
九
州
』）

と
あ
り
、
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は
祭
り
の
中
核
を
担
う
の
は
「
商
工
会
長
山
村

信
吉
、
副
会
長
馬
原
泰
平
、
青
年
会
第
三
分
会
長
河
野
実
、
第
四
分
会
長
岩
田
勘
次

郎
、
第
五
分
会
長
後
藤
末
久
」（
八
月
一
二
日
『
九
州
』）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

祭
り
の
実
動
は
青
年
組
織
が
担
う
と
い
う
形
態
は
県
下
の
祭
り
に
共
通
す
る
点
で

あ
る
。
た
だ
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
組
織
さ
れ
た
向
上
会
が
次
第
に
祭
り

の
中
核
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
通
常
の
青
年
団
の
中
か
ら
向
上
会
と
い
う
選
ば
れ

た
青
年
組
織
を
設
け
て
祭
り
を
運
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
第
Ⅱ
部
第
一
章
第
二
節

参
照
）。
こ
れ
が
県
内
他
地
域
の
祭
り
実
行
組
織
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
祭
り
の
「
主
体
と
な
る
商
工
会
や
向
上
会
」
と
あ

り
、
造
り
物
が
向
上
会
員
に
よ
っ
て
担
が
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
一

〇
年
（
一
九
三
五
）
に
も
向
上
会
員
に
よ
り
山
引
き
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は
祭
り
が
商
工
会
及
び
各
町
内
青
年
団
で
行
わ
れ
、

に
わ
か
は
向
上
会
が
中
心
と
書
か
れ
て
い
る
。
戦
前
に
お
い
て
は
商
工
会
、
青
年
団

及
び
向
上
会
に
よ
っ
て
企
画
運
営
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

戦
前
に
は
向
上
会
が
目
覚
し
、
山
引
き
及
び
に
わ
か
に
関
与
し
て
い
た
。

向
上
会
が
よ
り
実
質
的
に
祭
り
を
主
導
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
と
思

わ
れ
る
。
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
風
鎮
祭
の
広
告
に
は
、
主
催
が
町
商
工
会

と
連
合
向
上
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

毎
年
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
風
鎮
祭
開
催
広
告
と
祭
り
の
記
事
か
ら
昭
和
二
七
年

（
一
九
五
二
）
は
、
記
事
で
は
商
工
会
が
主
催
を
町
に
移
管
す
る
よ
う
要
望
し
た
が

町
は
同
意
せ
ず
財
政
的
援
助
に
留
め
た
と
あ
る
が
、
広
告
で
は
町
・
商
工
会
の
共
催

と
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
昭
和
二
八
～
三
〇
年
は
商
工
会
主
催
で
町
と
の
共
催

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
三
一
～
五
三
年
ま
で
は
町
・
商
工
会
の
共
催
で
あ

る
が
、
五
八
、
九
年
は
不
明
（
熊
本
日
日
新
聞
社
後
援
と
の
み
報
じ
る
）。
六
〇
年

は
商
工
会
・
連
合
向
上
会
共
催
、
六
三
年
以
降
は
町
、
町
商
工
会
、
向
上
会
を
核
に

し
て
町
内
の
各
種
団
体
な
ど
か
ら
成
る
風
鎮
祭
委
員
会
主
催
と
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
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お
わ
り
に

風
鎮
祭
は
基
本
的
に
目
覚
し
、
仮
装
行
列
（
現
在
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
）、
手

踊
り
（
盆
踊
り
）、
造
り
物
、
に
わ
か
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
年
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
付
随
し
て
行
わ
れ
い
る
。
目
覚
し
、
仮
装
行
列
、
造
り

物
、
に
わ
か
で
構
成
さ
れ
る
祭
り
の
形
態
は
馬
見
原
、
吉
田
新
町
と
共
通
性
が
高

い
。
た
だ
、
留
意
す
べ
き
は
阿
蘇
本
社
（
阿
蘇
市
宮
地
鎮
座
）
と
の
関
係
で
あ
る
。

阿
蘇
本
社
祭
典
で
も
未
明
に
祭
り
を
知
ら
せ
る
行
事
が
あ
り
、
明
治
初
期
に
は
造
り

物
が
作
ら
れ
、
娘
手
踊
り
も
行
わ
れ
て
い
た
。
風
鎮
祭
と
類
似
す
る
祭
り
が
挙
行
さ

れ
て
い
る
白
水
、
馬
見
原
、
矢
部
の
い
ず
れ
も
が
中
世
阿
蘇
氏
の
支
配
領
域
で
あ
っ

た
。最

後
に
、
近
代
以
降
の
風
鎮
祭
の
催
し
物
の
変
化
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

風
鎮
祭
は
近
世
末
期
に
お
い
て
南
郷
で
知
ら
れ
た
祭
り
で
あ
っ
た
、
明
治
末
期
に

は
近
隣
町
村
だ
け
で
な
く
、
隣
県
の
宮
崎
、
大
分
か
ら
の
見
物
客
を
集
め
る
祭
り
に

な
っ
た
。
大
正
期
に
は
県
内
の
風
祭
り
の
代
名
詞
に
な
り
、
南
郷
谷
最
大
の
夏
祭
り

と
称
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
風
鎮
祭
を
町
振
興
の
一
つ
に
し
よ
う

と
し
た
商
家
の
人
達
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。

明
治
末
期
に
町
の
一
部
の
商
家
が
実
業
同
志
会
を
組
織
し
、
大
正
八
年
会
員
の
範

囲
を
拡
大
し
て
商
工
会
を
組
織
し
、
二
月
に
創
立
祝
賀
会
を
催
し
て
い
る
。
会
の
活

動
と
し
て
「
年
中
行
事
の
主
催
又
は
補
助
後
援
」
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
昭

和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
七
月
七
日
『
九
日
』）。
こ
れ
を
契
機
に
風
鎮
祭
に
商
工
会

が
積
極
的
に
主
た
る
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
一
月
一
一
日
に
豊
肥
本
線
肥
後
大
津
立
野

間
の
鉄
道
開
通
し
、
肥
後
大
津
立
野
間
が
馬
車
に
較
べ
て
約
三
時
間
短
縮
さ
れ
、
同

区
間
の
運
賃
も
格
段
に
安
く
な
っ
た

（3）

。
こ
れ
に
よ
り
、
遠
方
か
ら
の
集
客
が
可
能

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
高
森
を
基
点
と
す
る
南
郷
自
動

車
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
八
月
八
日
よ
り
高
森
立
野
間
の
バ
ス
運
行
を
開
始
し

た
（4）

。
南
郷
自
動
車
は
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
九
月
一
日
か
ら
立
野
駅
発
着
の

全
列
車
に
接
続
す
る
バ
ス
運
行
を
開
始
、
翌
年
（
一
九
二
五
）
一
〇
月
に
は
野
尻
村

と
の
運
行
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
高
森
線
の
開
通
が
目
前
に
迫
っ
た
大
正
一
四
年

（
一
九
二
五
）
か
ら
風
鎮
祭
を
、「
肥
後
の
三
馬
鹿
騒
ぎ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
宣
伝
す
る
よ
う
に
な
る
。

南
郷
自
動
車
は
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
に
風
鎮
祭
開
催
日
に
下
田
間
に
料
金

三
割
引
の
臨
時
増
発
、
翌
年
は
立
野
間
、
長
陽
間
に
そ
れ
ぞ
れ
に
臨
時
増
発
、
特
に

長
陽
間
は
三
割
引
で
運
行
し
て
い
る
。
高
森
線
が
開
通
し
た
昭
和
三
年
（
一
九
二

八
）
に
は
臨
時
列
車
を
出
す
よ
う
鉄
道
当
局
と
交
渉
し
て
実
現
さ
せ
た
。

交
通
網
の
整
備
と
呼
応
し
て
造
り
物
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
造
り
物
の
技
術
向

上
を
図
り
、
そ
の
精
巧
さ
を
呼
び
物
と
し
、
併
せ
て
街
中
の
商
店
で
買
い
物
を
し
た

人
に
造
り
物
予
想
投
票
券
を
渡
す
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
予
想
当
選
者

を
見
る
と
高
森
町
、
草
部
、
色
見
、
野
尻
以
外
に
、
郡
内
の
白
水
・
久
木
野
・
宮

地
・
坂
梨
、
郡
外
の
熊
本
市
、
大
分
、
宮
崎
に
及
ん
で
い
る
。

今
一
つ
催
し
物
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
の
町
村

合
併
で
あ
る
。
こ
の
年
か
ら
旧
高
森
町
の
祭
り
か
ら
新
高
森
町
全
体
（
町
民
総
参
加

型
）
の
祭
り
と
す
べ
く
各
種
の
催
し
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

の
ど
自
慢
、
町
民
総
踊
り
、
風
鎮
太
鼓
、
風
鎮
太
鼓
に
婦
人
会
員
の
振
付
、
子
供
風

鎮
太
鼓
、
樽
神
輿
、
風
鎮
サ
ン
バ
、
高
森
中
学
校
吹
奏
楽
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
企

画
さ
れ
、
旧
高
森
町
以
外
の
地
域
か
ら
参
加
を
促
す
企
画
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
祭
り
の
中
核
を
な
す
目
覚
し
・
造
り
物
・
に
わ
か
を
堅
持
し
つ
つ
観
光
客
誘
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致
と
全
町
民
参
加
の
祭
り
と
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

註（1）
『
高
森
町
史
』
四
六
九
頁
で
は
「
戦
前
戦
後
通
じ
一
度
の
欠
典
も
な
く
開
催
さ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
昭
和
一

四
年
よ
り
戦
後
二
〇
年
ま
で
は
、
神
社
で
神
事
の
み
執
行
さ
れ
、
造
り
物
や
に
わ
か
な
ど
の
催
し
は
中
止
さ

れ
て
い
る
。

（2）
『
高
森
町
史
』
四
七
〇
頁
で
は
、
昭
和
三
〇
年
八
月
に
旧
高
森
町
と
草
部
・
色
見
・
野
尻
村
が
合
併
と
あ
る

が
、
同
年
の
合
併
は
旧
高
森
町
と
草
部
・
色
見
の
二
村
で
、
四
月
一
日
発
足
で
あ
る
。
八
月
と
し
た
の
は
恐

ら
く
合
併
祝
賀
式
典
が
風
鎮
祭
に
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
野
尻
村
が
高
森

町
へ
編
入
さ
れ
た
の
は
三
二
年
八
月
一
日
で
あ
る
。

（3）
豊
肥
本
線
汽
車
開
通
以
前
の
交
通
機
関
は
馬
車
だ
け
で
あ
っ
た
。
肥
後
大
津
か
ら
阿
蘇
に
向
か
う
馬
車
数
は

一
日
二
五
～
三
〇
台
台
が
稼
働
し
て
い
た
が
大
半
は
戸
下
、
栃
木
温
泉
行
で
、
高
森
、
宮
地
に
向
か
う
馬
車

は
五
な
い
し
一
〇
台
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。
馬
車
の
料
金
は
、
肥
後
大
津
戸
下
間
三
十
一
銭
、
栃
木
間

三
六
銭
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
汽
車
は
肥
後
大
津
立
野
間
一
等
一
三
銭
、
二
等
八
銭
、
三
等
四
銭
。
熊
本
立

野
間
一
等
六
五
銭
、
二
等
三
九
銭
、
三
等
二
五
銭
で
あ
っ
た
。
立
野
か
ら
高
森
ま
で
は
馬
車
を
利
用
せ
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
馬
車
賃
を
加
え
て
も
か
な
り
安
い
料
金
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
。

（4）
発
足
時
は
、
一
四
名
乗
り
の
バ
ス
で
立
野
高
森
間
（
二
台
）、
立
野
𠮷
田
新
町
間
（
二
台
）
は
、
午
前
午
後

そ
れ
ぞ
れ
二
往
復
、
立
野
栃
木
間
（
一
台
、
複
数
回
）
の
運
行
で
あ
っ
た
。
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第
一
章
　
調
査
対
象
の
概
要

第
一
節　

高
森
町
の
概
要

一　

地
理
的
環
境

高
森
町
は
、
北
は
阿
蘇
市
、
南
は
山
都
町
、
西
は
南
阿
蘇
村
、
北
東
部
に
大
分
県

竹
田
市
、
南
東
部
は
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
に
接
し
、
熊
本
県
の
東
端
に
位
置

す
る
。
本
町
域
は
、
南
郷
谷
東
部
と
外
輪
山
上
か
ら
構
成
さ
れ
、
面
積
一
七
五
キ
ロ

平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
人
口
は
令
和
五
年
六
月
現
在
、
五
九
九
二
人
、
二
九
二
八

世
帯
で
あ
る
。
人
口
の
大
部
分
は
、
南
郷
谷
の
カ
ル
デ
ラ
床
地
域
に
集
中
し
、
行

政
、
商
工
観
光
の
中
心
的
機
能
が
所
在
す
る
。

高
森
町
の
町
名
の
由
来
は
、
阿
蘇
大
神
健
磐
龍
命
が
住
居
を
定
め
る
た
め
に
阿
蘇

山
上
よ
り
矢
を
放
ち
、
そ
の
矢
の
落
ち
た
と
こ
ろ
を
住
居
に
定
め
た
と
い
わ
れ
、
そ

の
付
近
を
「
御
矢
村
」
と
い
っ
て
高
森
発
祥
の
地
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
高
森
」

の
名
も
こ
れ
か
ら
端
を
発
し
、
高
は
高
皇
産

霊
、
高
御
座
な
ど
の
尊
称
言
で
、
森
は
、

「
杜
」
で
祖
先
神
霊
の
鎮
ま
る
浄
地
と
い
う

意
味
で
、「
高
貴
な
人
が
住
居
を
定
め
ら
れ

た
と
こ
ろ
」
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
町
は
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に

阿
蘇
郡
高
森
町
、
草
部
村
、
色
見
村
が
合
併

し
、
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
に
阿
蘇
郡

野
尻
村
が
編
入
合
併
し
、
現
在
の
高
森
町
が

誕
生
し
て
い
る
。

町
の
特
徴
と
し
て
、
南
阿
蘇
の
な
か
で
も
奥

座
敷
と
呼
ば
れ
、
観
光
業
と
農
林
業
が
中
心
で

あ
る
。
と
く
に
農
業
は
稲
作
と
畜
産
に
加
え
、

高
冷
地
野
菜
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
る
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
阿
蘇
五
岳
の
ひ
と
つ
で

あ
る
、
根
子
岳
が
あ
る
。
標
高
は
一
四
〇
八
ｍ

で
、
尾
根
は
浸
食
に
よ
り
鋸
歯
状
を
呈
す
る
。

中
央
に
は
天
狗
岩
が
そ
び
え
、
勇
壮
な
景
観
を

見
せ
て
く
れ
る
。

交
通
網
は
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
四

月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
崩
落
し
た
橋
の
復

旧
工
事
を
す
す
め
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）

に
国
道
三
二
五
号
線
の
新
た
な
阿
蘇
大
橋
ル
ー
ト
が
開
通
し
た
。

鉄
道
網
は
南
阿
蘇
村
の
立
野
駅
か
ら
終
点
の
高
森
駅
を
つ
な
ぐ
南
阿
蘇
鉄
道
高
森

線
（
以
下
高
森
線
）
が
あ
る
。
高
森
線
も
、
熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
、
全
線
で
不

通
と
な
っ
た
が
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
ま
で
に
復
旧
工
事
を
す
す
め
、
令
和
五

年
（
二
〇
二
三
）
七
月
に
全
線
開
通
し
た
。
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
の

肥
後
大
津
駅
ま
で
乗
り
入
れ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
鉄
道
ル
ー
ト
、
国
道
ル
ー
ト
と
も
に
復
旧
が
す
す
み
、
熊
本
市
域
へ

の
利
便
性
の
向
上
、
観
光
客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

地
形
・
地
質　

阿
蘇
の
火
山
活
動
は
、
今
か
ら
二
七
万
年
前
に
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
て
お
り
、
大
き
く
、
二
七
万
年
前
、
一
四
万
年
前
、
一
二
万
年
前
、
九
万
年
前
の

四
回
の
噴
火
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
見
る
こ
と
の
で
き
る
カ
ル
デ
ラ

地
形
は
、
九
万
年
前
の
噴
火
に
よ
り
つ
く
ら
れ
、
カ
ル
デ
ラ
内
に
水
が
た
ま
り
、
湖

図１　高森町の位置

写真１　旧高森駅と新高森駅（根子岳を望む）

熊
本
県

高森
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が
で
き
た
。
湖
は
、
カ
ル
デ
ラ
壁
の
一
部
が
崩
壊
・
流
出
し
た
が
、
中
央
火
口
丘
の

火
山
活
動
に
よ
り
、
再
び
水
が
せ
き
止
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
繰
り
返
さ

れ
、
現
在
の
地
形
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ル
デ
ラ
は
東
西

一
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は
、
三
八
〇
キ
ロ
平
方

メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
外
輪
山
は
こ
れ
ら
を
取
り
囲
み
、
西
端
は
、
立
野
火
口
瀬
と
し

て
熊
本
平
野
に
向
か
っ
て
開
け
て
い
る
。

カ
ル
デ
ラ
床
は
、
中
央
火
口
丘
群
の
北
側
と
南
側
に
広
が
り
、
北
側
は
「
阿
蘇

谷
」、
南
側
は
「
南
郷
谷
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
南
郷
谷
は
、
白
川
の
流
域
に
形
成

さ
れ
た
沖
積
平
野
で
あ
る
。
南
郷
谷
の
溶
岩
流
の
せ
き
止
め
は
、
一
部
で
あ
っ
た
た

め
、
東
西
に
勾
配
の
あ
る
盆
地
地
形
を
形
成
し
て
い
る
。

阿
蘇
火
山
で
は
、
地
元
で
は
ヨ
ナ
と
呼
ば
れ
る
黒
色
火
山
灰
が
放
出
さ
れ
る
。
特

に
秋
か
ら
冬
に
阿
蘇
中
岳
が
噴
火
し
て
い
る
。
近
年
の
噴
火
は
、
平
成
二
五
年
（
二

〇
一
五
）
～
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
か
け
て
、
比
較
的
大
き
な
噴
火
が
発
生

し
、
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
～
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
に
か
け
て
、
比
較

的
穏
や
か
で
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
以
降
は

小
規
模
な
噴
火
が
た
び
た
び
起
き
て
い
る
。

阿
蘇
地
域
は
、
地
下
水
が
豊
富
で
、
多
く
の

湧
水
が
分
布
し
て
い
る
。
と
く
に
白
川
水
源

は
、
日
本
の
名
水
百
選
に
選
ば
れ
、
阿
蘇
を
代

表
す
る
名
水
で
あ
る
。
白
川
水
源
を
含
め
た
南

郷
谷
の
湧
水
は
、
段
丘
崖
の
下
に
多
く
認
め
ら

れ
る
。
南
郷
谷
で
は
、
外
輪
山
上
の
原
野
一
帯

に
降
っ
た
雨
を
起
源
と
す
る
地
下
水
や
、
中
央

火
口
丘
群
へ
の
降
水
が
起
源
と
す
る
地
下
水
が

主
体
を
占
め
る
。
当
町
の
主
な
湧
水
と
し
て
上
洗
川
神
社
の
湧
水
、
高
森
湧
水
ト
ン

ネ
ル
公
園
、
草
部
吉
見
神
社
の
湧
水
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二　

歴
史
的
環
境

阿
蘇
地
域
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、
外
輪
山
北
側
と
南
西
側
の
標
高
五
〇
〇
～

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地
面
に
多
く
分
布
し
て
い
る
も
の
の
高
森
町
で
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代　

縄
文
時
代
の
遺
跡
は
、
カ
ル
デ
ラ
内
、
外
輪
山
斜
面

に
分
布
し
て
お
り
、
旧
石
器
時
代
と
比
べ
る
と
遺
跡
数
は
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
カ
ル
デ
ラ
内
の
低
平
地
は
遺
物
の
散
布
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
遺
構

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
カ
ル
デ
ラ
内
は
、
温
暖
化
と
阿
蘇
谷
湖
の
枯
水

化
が
す
す
み
、
低
地
に
す
す
ん
で
き
た
も
の
の
い
ま
だ
、
外
輪
山
西
側
の
山
麓
部
や

火
砕
流
台
地
上
に
大
規
模
な
集
落
が
認
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

阿
蘇
に
お
け
る
弥
生
時
代
の
集
落
は
、
弥
生
時
代
中
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
狩
尾

方
無
田
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
竪
穴
建
物
が
あ
る
が
集
落
数
は
少
な
い
。
集
落
の
最
盛

期
を
迎
え
る
の
は
、
弥
生
時
代
後
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
阿
蘇
地
域
の
弥
生
時

代
の
集
落
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
ベ
ン
ガ
ラ
と
鉄
製
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ベ
ン
ガ
ラ
は
、
酸
化
鉄
に
由
来
す
る
赤
色
の
顔
料
で
あ
り
、
阿
蘇
市
域
に
は
褐
鉄

鉱
と
呼
ば
れ
る
鉄
分
を
多
く
含
む
堆
積
物
が
あ
る
。
阿
蘇
で
は
阿
蘇
黄
土
と
も
呼
ば

れ
、
こ
の
黄
土
を
焼
成
す
る
こ
と
で
赤
色
に
変
化
す
る
。
弥
生
時
代
以
降
、
ベ
ン
ガ

ラ
は
石
棺
内
部
や
土
器
に
彩
色
を
施
し
、
埋
葬
や
儀
礼
の
場
面
に
多
く
使
用
さ
れ
て

い
る
。

近
年
の
南
郷
谷
に
お
け
る
幅
・
津
留
遺
跡
の
調
査
で
は
、
八
一
三
点
の
鉄
製
品
が

出
土
し
、
そ
の
う
ち
、
鉄
鏃
、
鑿
・
斧
、
鎌
、
刀
子
、
鉋
、
穿
孔
具
な
ど
の
小
型
鉄

写真２　高森湧水トンネル
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器
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
小
型
製
品
が
多
い
理
由
の
一
つ
に
四
基
の
攻
玉
遺
構

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
玉
生
産
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
時
代　

阿
蘇
の
古
墳
は
、
外
輪
山
の
急
斜
面
と
そ
こ
か
ら
突
出
す
る
丘
陵
に

分
布
す
る
。
阿
蘇
谷
の
首
長
墓
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
二
基
の
前
方
後
円
墳
と

円
墳
一
二
基
か
ら
構
成
さ
れ
る
中
通
古
墳
群
で
あ
る
。
中
通
古
墳
群
は
、
昭
和
三
四

年
（
一
九
五
九
）
に
熊
本
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
に

は
、
前
方
後
円
墳
の
長
目
塚
古
墳
の
出
土
品
が
熊
本
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

高
森
町
で
は
、
上
色
見
地
区
に
中
大
村
古
墳
群
が
あ
り
、
昭
和
五
六
年
（
一
九
八

一
）
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
箱
式
石
棺
内
に
は
人
骨
三
体
、
竪
櫛
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
高
森
地
区
で
は
、
上
の
園
古
墳
群
が
あ
り
、
円
墳
四
基
が
調
査
さ
れ

て
い
る
。
横
穴
式
石
室
内
に
石
棺
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
出
土
遺
物
か

ら
古
墳
の
築
造
時
期
は
六
世
紀
半
ば
～
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
古
墳
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
豆
塚
古
墳
が
存
在
す
る
。

一
方
、
外
輪
山
上
に
あ
る
五
ヶ
瀬
川

流
域
沿
い
に
は
、
土
行
松
古
墳
、
高
塚

横
穴
群
が
あ
る
。
特
に
高
塚
横
穴
群
か

ら
は
、
横
矧
板
鋲
留
短
甲
、
大
型
の
透

孔
鉄
鏃
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
横
矧

板
鋲
留
短
甲
の
副
葬
は
、
近
畿
中
央
政

権
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
示
す
と
と
も

に
、
大
型
の
透
孔
鉄
鏃
は
、
南
九
州
と

の
密
接
な
交
流
を
示
す
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
横
穴
群
で
あ
る
。

幅・津留遺跡の遠景

赤彩土器

鉄製品（刀子）

石製品

写真４　高塚横穴群　短甲

写真３　幅・津留遺跡の出土品
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奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代　

阿
蘇
の
火
山
信
仰
は
、『
隋
書
』
倭
国
伝
に
阿
蘇
火

山
信
仰
を
伝
え
る
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
古
来
よ
り
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
火
山
信
仰
を
司
っ
て
い
た
の
は
、
阿
蘇
君
一
族
及
び
そ
の
系
譜
に
連
な
る

阿
蘇
氏
で
あ
り
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
阿
蘇
地
域
一
帯
に
多
く
の
寺
院
寺
社
が

建
立
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
中
岳
付
近
に
は
、
三
六
坊
、
五
二
庵
と
数
え
ら
れ
る
僧

房
（
古
坊
中
）
は
八
世
紀
、
南
阿
蘇
村
の
祇
園
社
は
九
世
紀
に
起
源
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
杉
の
本
遺
跡
で
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
後
半
の
集
落
遺
跡
で
あ

り
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
竪
穴
建
物
か
ら
掘
立
柱
建
物
に
転
換
し
、
最
盛

期
を
迎
え
て
い
る
。

阿
蘇
氏
は
、
阿
蘇
谷
か
ら
中
央
火
口
丘
南
側
の
南
郷
谷
に
本
拠
地
を
移
し
て
お

り
、
そ
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
に
南
郷

大
宮
司
の
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
末
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
南
阿
蘇

村
に
あ
る
二
本
木
前
遺
跡
は
、
堀
に
囲
ま
れ
た
方
形
館
で
、
掘
立
柱
建
物
、
柵
列
が

検
出
さ
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
祇
園
遺
跡
を
含
め
て
、
こ
の
地
が
南
郷
大
宮
司
の
居

館
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

中
世
か
ら
近
世　

当
町
域
に
は
、
カ
ル
デ
ラ
内
及
び
山
東
地
区
に
中
世
山
城
が
分

布
し
て
い
る
。
な
か
で
も
高
森
城
は
外
輪
山
麓
の
南
郷
谷
を
見
下
ろ
す
要
害
の
地
に

築
造
さ
れ
て
い
る
。
阿
蘇
二
四
城
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
、
高
森
伊
予
守
惟
直
の
居
城
と

さ
れ
て
い
る
。
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）
か
ら
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
に
か

け
阿
蘇
合
戦
に
お
い
て
高
森
城
は
落
城
す
る
が
、
周
囲
に
は
、
討
死
し
た
武
将
た
ち

の
墓
碑
、
頌
徳
碑
な
ど
が
点
在
し
て
お
り
、
合
戦
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
九
州
征
伐
以
後
、
当
町
域
は
、

佐
々
成
政
、
加
藤
清
正
に
よ
る
支
配
に
属
し
た
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
は
、

細
川
忠
利
は
郡
と
村
の
中
間
に
手
永
を
置
き
、
そ
の
長
を
惣
庄
屋
と
称
し
、
村
庄
屋

を
一
括
し
て
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

南
郷
に
は
、
布
田
、
高
森
、
野
尻
、
菅
尾
の
四
手
永
が
あ
っ
た
。
現
在
の
高
森
町

は
、
野
尻
手
永
と
高
森
手
永
の
東
半
が
含
ま
れ
る
。
会
所
に
は
、
惣
庄
屋
、
御
山
支

配
人
、
手
付
横
目
の
三
役
の
役
人
が
お
り
、
庄
屋
の
も
と
に
は
、
頭
百
姓
、
払
頭
、

村
横
目
な
ど
の
役
付
き
が
お
り
、
身
分
制
を
利
用
し
た
支
配
体
制
が
確
立
し
た
。

会
所
は
、
高
森
に
置
か
れ
た
が
、
の
ち
に
𠮷
田
新
町
に
移
さ
れ
、
高
森
に
は
、
出

会
所
が
置
か
れ
た
。

高
森
手
永
の
初
代
惣
庄
屋
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
小
糸
惣
右
衛
門
で
あ
る
。
小
糸

氏
は
、
も
と
も
と
は
豊
後
の
緒
方
家
の
者
で
、
主
家
の
大
友
家
の
没
落
に
伴
い
高
森

に
移
り
、
細
川
忠
利
の
肥
後
入
国
に
伴
い
、
高
森
惣
右
衛
門
と
称
し
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
高
森
伊
予
守
の
家
臣
に
仕
え
て
い
た
武
田
氏
大
蔵
の
孫
に
あ
た
る
武
田
五

左
衛
門
が
細
川
忠
利
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
高
森
手
永
の
惣
庄
屋
を
務
め
、
五
代
目
の

武
田
儀
兵
衛
ま
で
武
田
氏
が
務
め
た
。

こ
の
頃
に
は
、
現
在
の
高
森
町
の
形
態
も
整
っ
た
と
さ
れ
、
貞
享
二
年
（
一
六
八

五
）
に
は
、
藩
よ
り
月
三
度
の
市
立
て
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
宝
永
期
に
は
、
町
屋

三
五
軒
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
が
宿
場
町
と
し
て
の
繁
栄
期
と
さ
れ
、
風
鎮
祭

も
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

町
を
繁
栄
さ
せ
た
重
要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
南
郷
谷
に
は
、
熊
本
城
下
か
ら

南
郷
谷
を
経
由
し
て
豊
後
竹
田
あ
る
い
は
日
向
高
千
穂
方
面
に
至
る
交
通
路
で
あ
る

南
郷
往
還
が
あ
り
、
人
や
物
資
の
移
動
を
支
え
る
身
近
な
街
道
筋
で
あ
っ
た
。

峠
に
よ
り
他
地
域
と
隔
絶
さ
れ
て
い
た
南
郷
谷
に
と
っ
て
豊
後
竹
田
の
岡
藩
と
の

結
び
付
き
が
強
く
、
文
化
年
間
頃
に
は
岡
（
竹
田
）
藩
札
が
広
く
流
通
し
、
町
の
商

圏
は
、
豊
後
に
属
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
豊
後
出
身
の
商
人
が
定
着
し
や
す

く
、
現
在
の
商
店
の
屋
号
に
「
豊
前
屋
」「
日
向
屋
」
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
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ら
他
県
か
ら
の
出
身
者
が
多
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

近
代　

慶
応
三
年
（
一
八
六
八
）
に
は
王
政
復
古
の
大
号
令
に
よ
り
幕
府
は
崩
壊

し
、
新
政
府
が
成
立
し
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
版
籍
奉
還
が
許
さ
れ
、

細
川
韶
邦
が
熊
本
藩
知
事
に
と
な
り
、
肥
後
藩
は
、
正
式
に
熊
本
藩
に
改
ま
っ
た
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
廃
藩
置
県
に
よ
り
熊
本
県
、
人
吉
県
（
の
ち
に
八
代

県
）
が
誕
生
し
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
、
両
県
が
合
併
し
、
現
在
の
熊
本

県
が
誕
生
し
た
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制
の
も
と
で
高
森
、
色
見
を
合
わ
せ
て

第
一
一
大
区
第
九
小
区
に
編
入
さ
れ
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
高
森
の
み

で
一
行
政
区
域
を
な
し
た
。
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
色
見
、
上
色
見
が
加

わ
っ
た
が
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
町
村
制
施
行
の
と
き
、
色
見
、
上
色
見
の
両

村
が
分
離
し
、
単
独
で
町
と
な
っ
た
。

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
は
、
県
道
立
野
・
高
森
線
が
開
通
し
、
熊
本
市
街

と
の
交
通
網
が
つ
な
が
り
、
一
気
に
利
便
性
が
向
上
し
た
。
さ
ら
に
高
森
町
よ
り

柳
、
川
走
を
通
る
日
向
街
道
も
高
森
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
に
よ
り
、
柳
谷
、
木
郷
を
通

り
、
高
千
穂
町
の
三
田
井
に
至
る
幹
線
道
路
が
通
じ
、
高
森
町
は
物
資
の
集
散
地
と

し
て
発
達
す
る
。

さ
ら
に
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
南
郷
自
動
車
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
立
野
・

高
森
間
、
熊
本
・
高
森
間
の
バ
ス
が
開
通
さ
れ
る
と
も
に
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

に
は
、
豊
肥
線
の
前
身
で
あ
る
宮
地
線
の
支
線
と
し
て
立
野
、
高
森
間
と
し
て
営
業

を
開
始
し
た
。
当
時
の
時
刻
表
か
ら
熊
本
駅
か
ら
高
森
駅
ま
で
が
二
時
間
半
で
結
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
南
郷
谷
地
域
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
す
す
み
、
高
千
穂
方
面
、
高

田
方
面
か
ら
の
交
通
の
要
衝
だ
け
で
な
く
、
熊
本
市
内
へ
の
時
間
短
縮
、
利
便
性
の

向
上
、
人
々
の
流
入
も
あ
り
、
高
森
町
に
お
い
て
昭
和
区
と
い
っ
た
町
を
生
み
出
す

原
動
力
と
な
っ
た
。

参
考
文
献

阿
蘇
郡
市
世
界
文
化
遺
産
登
録
事
業
推
進
協
議
会
事
務
局　

阿
蘇
世
界
文
化
遺
産
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
六
『「
阿
蘇
の
文
化
的
景
観
」
保
存
調
査
報
告
書　

Ⅰ　

総
論
』
阿
蘇
市
・
南
小

国
町
・
小
国
町
・
産
山
村
・
高
森
町
・
南
阿
蘇
村
・
西
原
村

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
六
『
神
の
す
む
郷
阿
蘇
も
の
が
た
り
展　

あ
な
た
は
阿
蘇
を
ご
存
じ
で
す
か
？
』

肥
後
の
至
宝
展
四　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

杉
井
健　
　
　
　

二
〇
一
四
「
長
目
塚
古
墳
の
研
究
」『
長
目
塚
古
墳
の
研
究

－

古
墳
時
代
阿
蘇
谷
の
首
長

墓

－

』
熊
本
古
墳
時
代
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ

杉
井
健　
　
　
　

二
〇
一
九
「
高
森
町
高
塚
横
穴
群
出
土
遺
物
の
調
査
報
告
」『
古
墳
時
代
の
阿
蘇
ル
ー
ト

の
研
究
』
熊
本
大
学
文
学
部

高
森
町
・
高
森
町
教
育
委
員
会　

二
〇
一
六
『
熊
本
・
阿
蘇　

高
森
町
の
文
化
財
』

高
森
町
町
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
七
九
『
高
森
町
史
』

水
野
哲
郎
ほ
か　

一
九
九
八
『
二
本
木
前
遺
跡
』
熊
本
県
教
育
委
員
会

宮
崎
敬
士　
　
　

二
〇
一
九
『
幅
・
津
留
遺
跡
』
熊
本
県
教
育
委
員
会

村
上
恭
通　
　
　

二
〇
二
一
「
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
お
け
る
鉄
生
産
と
阿
蘇
」『
中
通
古
墳
群
を
考

え
る

－

長
目
塚
古
墳
の
温
故
知
新　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
集
』
阿
蘇
市
教
育

委
員
会
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第
二
節　

風
鎮
祭
の
概
要

南
阿
蘇
を
代
表
す
る
夏
祭
り
で
あ
る
風
鎮
祭
は
八
月
盆
明
け
直
近
の
金
・
土
曜
の

二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
、
令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二
）
は
八
月
一
九
、
二

〇
の
両
日
に
執
行
さ
れ
た
。

祭
り
初
日
は
町
中
央
四
つ
角
を
中
心
に
、
町
の
目
抜
き
通
り
が
午
後
三
時
よ
り
交

通
規
制
さ
れ
、
同
四
時
か
ら
午
後
一
一
時
ま
で
歩
行
者
天
国
と
な
る
。

高
森
町
は
宮
崎
県
に
接
し
、
宮
崎
県
高
千
穂
町
三
田
井
を
経
て
延
岡
へ
、
草
部
村

か
ら
野
尻
村
を
経
て
大
分
県
竹
田
市
に
、
郡
内
の
馬
見
原
を
経
て
上
益
城
郡
矢
部
町

に
通
じ
、
郡
内
宮
地
（
現
阿
蘇
市
）
へ
も
日
尾
峠
で
結
ば
れ
た
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
高
森
は
近
世
以
来
阿
蘇
南
郷
谷
の
物
資
の
集
散
地
で
、
商
業
活
動
の

盛
ん
な
町
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
高
森
線
（
現
南
阿
蘇
鉄
道
）
が
開

通
す
る
と
更
に
経
済
活
動
が
活
発
と
な
っ
た
。
高
森
線
開
通
以
前
の
大
正
一
四
年

（
一
九
二
五
）
の
人
口
は
二
七
三
六
人
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に

は
三
三
六
一
人
、
同
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
に
は
三
九
三
四
人
と
毎
年
人
口
が
増
加

し
て
い
っ
た
。

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
の
戸
数
は
七
百
戸
で
、
職
業
別
内
訳
は
、
農
家
数
二

五
十
二
戸
に
対
し
て
商
業
二
四
一
戸
、
工
業
六
六
で
あ
っ
た
。
旧
高
森
町
は
農
家
数

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
北
部
の
色
見
、
東
部
の
草
部
、
東
南
部
の
柏
の

農
林
業
の
盛
ん
な
各
村
に
接
し
、
西
部
は
阿
蘇
有
数
の
畜
産
（
産
馬
）
の
中
心
地
で

あ
っ
た
白
水
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。
風
鎮
祭
見
物
客
は
草
部
、
色
見
、
白
水
、
馬
見

原
、
宮
地
な
ど
か
ら
多
く
や
っ
て
来
て
い
た
。

風
鎮
祭
だ
け
で
な
く
、
例
年
七
月
三
〇
日
に
執
行
さ
れ
る
高
森
阿
蘇
神
社
の
夏
祭

り
は
阿
蘇
郡
最
終
の
、
阿
蘇
南
部
最
大
の
祭
り
で
、
宮
地
の
阿
蘇
神
社
の
お
ん
だ
祭

り
（
御
田
植
神
事
）
に
匹
敵
す
る
と
ま
で
い
わ
れ
る
賑
わ
い
を
呈
し
、
冬
と
春
に
開

か
れ
る
市
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

高
森
町
で
は
、
戦
前
か
ら
大
字
を
用
い
ず
区
を
用
い
た
。
旧
高
森
町
は
村
上
、
山

在
、
津
留
、
森
、
冬
野
、
上
町
甲
、
上
町
乙
、
下
町
、
横
町
、
昭
和
の
一
〇
区
に
分

か
れ
て
い
た
。

風
鎮
祭
は
古
く
は
上
町
、
下
町
、
横
町
の
三
区
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
そ
の

後
、
前
述
の
通
り
、
鉄
道
開
通
後
人
口
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
区
が
出
來
て

四
町
に
、
更
に
旭
通
り
区
が
新
た
に
設
け
ら
れ
五
町
と
な
り
、
こ
の
五
町
が
風
鎮
祭

の
運
営
組
織
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
向
上
会
は
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
ま
で
は
三
町
、
翌
年
か
ら
四
町
と
な

る
。
旭
向
上
会
の
誕
生
年
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
か
ら
は

五
町
向
上
会
と
な
っ
て
い
る
。

風
鎮
祭
は
町
方
の
商
家
が
農
家
に
報
恩
感
謝
し
て
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

で
、
最
初
は
盆
前
に
村
芝
居
を
催
し
、
農
家
の
人
々
の
慰
安
に
供
し
て
い
た
が
、
い

つ
の
ま
に
か
商
家
が
自
家
の
商
品
を
利
用
し
て
造
り
物
を
利
用
し
た
見
立
て
細
工
を

飾
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

令
和
四
年
度
に
執
行
さ
れ
た
行
事
日
程
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
令
和
二
、
三
年
度
は
祭
り
が
中
止
さ
れ
、
同
四
年

か
ら
再
開
さ
れ
た
が
、
従
来
と
は
異
な
る
日
程
、
行
事
内
容
で
実
施
さ
れ
た
。
本
報

告
は
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
の
行
事
の
記
録
で
あ
る
が
、
従
来
と
異
な
る
点
は
明

示
す
る
よ
う
心
掛
け
た
。

祭
り
は
目
覚
し
行
事
か
ら
始
ま
る
。
町
内
五
地
区
の
向
上
会
は
高
張
提
灯
を
先
頭

に
中
央
四
つ
角
に
集
合
し
、
午
前
零
時
、
年
番
向
上
会
員
に
よ
っ
て
爆
竹
が
上
げ
ら

れ
る
。
そ
れ
を
合
図
に
高
張
提
灯
を
先
頭
に
年
番
向
上
会
か
ら
順
に
中
央
四
つ
角
で
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演
芸
を
披
露
す
る
。
そ
れ
か
ら
商
店
街
で
演
じ
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
の
公
民
館

に
戻
る
（
第
二
章
第
二
節
参
照
）。

午
前
一
一
時
か
ら
高
森
阿
蘇
神
社
で
同
社
岩
下
宮
司
司
祭
の
も
と
に
五
穀
豊
穣
祈

願
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
。
こ
の
祈
願
祭
は
例
年
祭
り
二
日
目
の
午
前
中
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

神
事
に
は
町
長
、
町
議
会
議
長
、
各
町
内
区
長
、
向
上
会
会
長
、
商
工
会
長
、
実

行
委
員
長
な
ど
祭
り
関
係
者
が
参
列
し
、
修
祓
、
奉
幣
、
献
饌
、
祝
詞
奏
上
、
玉
串

奉
奠
、
撤
饌
と
型
の
如
く
執
行
さ
れ
る
。

神
事
終
了
後
、
拝
殿
で
直
会
が
あ
り
、
解
散
と
な
る
（
第
四
章
第
一
節
参
照
）。

午
後
二
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
中
央
会
場
で
行
わ
れ
、
高
森
吹
奏

楽
団
の
演
奏
が
開
始
さ
れ
る
。

引
き
続
き
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
が
中
央
会
場
で
催
さ
れ
れ
、
同
音
楽
隊
の
市
中
パ

レ
ー
ド
に
移
る
。
夕
方
か
ら
は
町
民
参
加
の
総
踊
り
が
市
街
地
を
練
り
、
風
鎮
太
鼓

の
演
奏
が
行
わ
れ
る
。

造
り
物
は
祭
り
初
日
の
昼
ま
で
に
各
地
区
の
一
角
に
展
示
さ
れ
る
。
造
り
物
の
順

位
を
決
め
る
審
査
が
一
〇
名
の
実
行
委
員
会
が
依
頼
し
た
審
査
員
に
よ
っ
て
「
審
査

規
定
」
に
基
づ
き
採
点
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
審
査
に
関
し
て
戦
前
か
ら
不
公
平
と
い

う
批
判
が
出
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
毎
年
、
採
点
基
準
を
明
示

し
、
人
選
も
公
平
を
期
し
て
い
る
。

夜
七
時
、
爆
竹
を
合
図
に
各
向
上
会
の
に
わ
か
が
開
始
さ
れ
る
。
に
わ
か
の
演
者

は
必
ず
化
粧
を
施
す
。
そ
の
年
に
作
ら
れ
た
す
べ
て
の
演
目
を
披
露
す
る
。
に
わ
か

は
移
動
舞
台
で
町
内
一
円
を
廻
る
。
八
時
か
ら
花
火
大
会
が
催
さ
れ
る
時
間
帯
は
に

わ
か
は
中
断
さ
れ
る
。

祭
り
二
日
目
、
午
前
一
〇
時
半
に
非
公
開
の
造
り
物
審
査
会
を
開
催
し
順
位
を
決

定
す
る
（
第
三
章
第
二
節
参
照
）。
昼
す
ぎ
か
ら
造
り
物
は
一
カ
所
に
集
合
し
展
示

さ
れ
る
。
こ
の
頃
に
順
位
が
発
表
さ
れ
る
。

造
り
物
は
午
後
三
時
頃
か
ら
各
向
上
会
の
お
囃
子
を
伴
っ
て
約
二
時
間
か
け
て
町

内
を
巡
回
す
る
山
引
き
が
開
始
さ
れ
る
。
順
番
は
年
番
を
務
め
る
向
上
会
に
属
す
る

地
区
か
ら
出
発
す
る
。

山
引
き
が
終
わ
る
午
後
五
時
か
ら
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。
山
引
き
終
了
後
、
再
び

各
町
内
に
戻
り
展
示
さ
れ
、
祭
り
終
了
後
、
直
ち
に
解
体
さ
れ
る
（
第
三
章
参
照
）。

午
後
六
時
に
節
刀
渡
し
が
行
わ
れ
る
。
中
央
四
つ
角
に
四
本
の
竹
に
注
連
縄
を
張

り
巡
ら
し
た
臨
時
の
祭
壇
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
向
上
会
、
祭
り
関
係
者
列
席
の

上
、
今
年
の
年
番
向
上
会
会
長
か
ら
次
年
度
年
番
向
上
会
長
に
刀
を
手
渡
し
、
宮
司

の
掛
け
声
で
参
列
者
一
同
が
手
打
ち
し
て
行
事
は
終
了
す
る
。

節
刀
渡
し
が
終
わ
る
と
各
町
内
の
に
わ
か
の
お
囃
子
が
一
斉
に
演
奏
す
る
打
ち
込

み
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
れ
が
済
む
と
最
初
の
上
演
場
所
に
移
動
す
る
。
各
町
内
に
向

け
て
移
動
舞
台
に
よ
り
町
内
を
廻
り
に
わ
か
を
演
じ
る
。

八
時
半
か
ら
中
央
舞
台
で
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
が

終
わ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
に
戻
り
、
幾
つ
か
の
演
目
を
上
演
す
る
。
こ
れ
で
祭
り

は
幕
を
閉
じ
る
。

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
の
風
鎮
祭
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
が
完
全
に
終
息
し

て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
過
去
の
祭
り
と
較
べ
て
催
し
物
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
と
、
過
去
の
祭
り
の
催
し
物
は
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
と
短
期
間
で
廃
さ

れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
を
詳
細
に
示
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
そ
の
一
端
を
、
比

較
的
細
か
く
知
る
こ
と
が
出
来
る
昭
和
、
平
成
の
日
程
を
表
２
に
示
し
た
。

令
和
四
年
の
行
事
の
日
時
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
以
前
と
比
較
す
る
と
、

前
述
の
通
り
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
の
執
行
日
時
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
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大
き
な
変
化
と
し
て
は
仮
装
行
列
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
か

つ
て
は
仮
装
行
列
が
呼
び
物
の
一
つ
で
、
各
町
内
対
抗
、
向
上
会
対
抗
、
町
役
場
、
各

官
公
署
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
仮
装
を
考
え
、
そ
の
奇
抜
さ
を
競
い
、
仮
装
コ
ン
ク
ー
ル

も
実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
（
第

四
章
参
照
）。
こ
の
仮
装
行
列
は
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
か
ら
少
な
く
と
も
同
三

三
年
（
一
九
三
三
）
ま
で
は
初
日
、
二
日
の
両
日
に
亘
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
出
場
す

る
組
が
多
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
は
二
日
目
だ
け
と

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
は
町
村
合
併
記
念
祝
賀
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
、
町
役

場
、
官
公
署
、
婦
人
会
な
ど
草
部
、
色
見
か
ら
も
仮
装
行
列
隊
が
参
加
し
総
数
二
〇

組
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
町
の
祭
礼
に
町
役
場
、
官
公
署
が
仮
装
行
列
で
加
わ
っ
て

い
た
の
は
高
森
町
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
祝
賀
行
事
に
周
辺
町
村
か

ら
祝
意
を
表
し
て
に
わ
か
隊
を
繰
り
出
す
こ
と
も
県
下
に
広
く
見
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
仮
装
行
列
は
祭
り
を
構
成
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

町
内
の
芸
能
と
し
て
草
部
村
の
尾
下
獅
子
舞
は
昭
和
三
二
・
四
三
・
四
四
・
四

五
・
四
六
・
五
一
年
、
同
村
峰
の
宿
の
ば
ん
ば
踊
り
は
大
正
一
五
年
、
昭
和
三
〇
・

三
二
・
四
三
年
に
参
加
し
て
い
る
。

草
部
村
は
藩
政
時
代
は
高
森
手
永
に
属
し
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
郡
区
改

正
で
高
森
町
と
合
併
し
た
が
、
同
二
二
年
（
一
八
八
九
）
町
村
制
施
行
で
分
離
し
た

経
緯
が
あ
り
、
も
と
も
と
高
森
町
と
は
非
常
に
関
係
が
深
い
村
で
あ
っ
た
。
昭
和
二

八
年
（
一
九
五
三
）
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
四
月

一
日
県
内
第
一
〇
回
合
併
で
、
草
部
、
色
見
両
村
を
加
え
た
新
高
森
町
が
発
足
し

た
。
三
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
町
の
演
芸
団
を
組
織
し
て
草
部
、
色
見
へ
の
巡
回

公
演
を
実
施
し
て
い
る
。

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
が

合
併
後
の
風
鎮
祭
を
町
民
全
体
の
祭
り
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
、
子
供
、
青
少
年
。

婦
人
な
ど
が
参
加
す
る
催
し
で
あ
る
。

そ
の
主
な
も
の
を
新
聞
記
事
か
ら
拾
っ
て
み
る
。

女
性
参
加
の
踊
り
と
し
て
、
伝
統
的
な
手
踊
り
以
外
に
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六

六
）
に
高
森
音
頭
、
四
四
年
（
一
九
六
九
）
に
山
引
き
踊
り
、
五
四
年
（
一
九
七

九
）
に
風
鎮
太
鼓
に
婦
人
会
の
振
り
付
け
、
六
二
年
（
一
九
八
七
）
に
風
鎮
サ
ン
バ

が
、
子
供
参
加
の
行
事
と
し
て
は
昭
和
四
四
年
に
子
供
手
踊
り
、
五
二
年
（
一
九
七

七
）
に
子
供
樽
神
輿
、
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
子
供
風
致
太
鼓
が
登
場
し
て
い

る
。
青
年
が
演
奏
す
る
風
鎮
太
鼓
が
い
つ
開
始
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
新
聞
で

報
じ
ら
た
の
は
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
で
、
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
に
奉
納
さ
れ
た

こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
の
は
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
以
降
で
あ
る
。
風
鎮
太
鼓

は
以
前
は
町
内
数
ヶ
所
で
演
奏
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
一
ヶ

所
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

青
少
年
を
対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
、
風
鎮
太
鼓
以
外
に
高
校
生
バ
ン
ド
演
奏
、

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
演
奏
な
ど
も
見
ら
れ
た
。

花
火
大
会
は
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
か
ら
毎
年
催
さ
れ
て
い
る
。
場
所
は
初

期
は
高
森
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
長
く
別
所
の
堤
が
会
場
と

な
っ
た
。

な
お
、
風
鎮
祭
と
連
動
す
る
催
し
と
し
て
、
南
阿
蘇
の
小
、
中
、
高
校
生
の
体
育

大
会
、
弓
道
大
会
や
テ
ニ
ス
大
会
、
あ
る
い
は
熊
本
日
日
新
聞
社
主
催
の
チ
ビ
ッ
子

ス
ケ
ッ
チ
大
会
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
れ
以
外
に
、
子
供
手
踊
り
、
樽
神
輿
、
子
供
風
鎮
太
鼓
、
高
森
中
学
校
吹
奏

楽
、
バ
ン
ド
演
奏
、
の
ど
自
慢
大
会
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
催
し
も
見
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ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
催
し
物
の
中
に
は
現
在
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
も

の
が
あ
る
。

風
鎮
祭
の
過
去
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
み
る
と
、
毎
年
多
彩
な
催
し
物
が
組
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
明
治
以
降
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
い
る

行
事
は
、
目
覚
し
・
仮
装
行
列
・
造
り
物
（
山
引
き
）・
に
わ
か
の
五
つ
で
あ
る
。
こ

の
五
つ
に
共
通
す
る
の
は
人
目
を
驚
か
す
趣
向
を
競
う
精
神
で
あ
る
と
い
え
る
。

表１　令和四年（2022）行事日程

１日目　８月 19 日（金） ２日目　８月 20 日（土）

0 ：00 目覚し 10：30 造り物審査会

11：00 五穀豊穣祈願祭 12：00 ダンス教室

（高森阿蘇神社） 13：00 造りもん大集合

14：00 オープニングセレモニー 民謡競演

高森吹奏楽団 15：00 山引き

15：00 警察音楽隊 15：30 造りもん表彰式

16：00 警察音楽隊パレード 19：00 節刀渡し（中央四つ角）

17：00 開会式 20：00 にわか（移動舞台）

18：00 総踊り 20：30 にわかコンクール

風鎮太鼓

19：00 向上会にわか

ダンス

20：00 花火大会

22：00 にわかコンクール

表２　昭和・平成の行事日程

　昭和59年（1984）

１日目　８月17日（金） ２日目　 8 月18日（土）

0 ：00 目覚し 8 ：00 五穀豊穣祈願祭

10：00 道中子供手踊り （風鎮太鼓奉納）

16：00 夏の大売出し抽選会 仮装行列、樽神輿

造り物優勝旗返還式 14：00～15：00

郷土芸能の競演会 自衛隊音楽隊演奏

17：30～19：30 15：00 風鎮太鼓

尾下獅子舞 16：00 山引き

南阿蘇盆踊り競演会 19：00 節刀渡し

高森音頭・山引踊り 20：00 にわか、舞踊

19：30～23：00

演芸会　にわか・舞踊など

20：00～21：00

花火大会

平成７年（1995）

１日目　８月17日（木） ２日目　 8 月18日（金）

0 ：00 目覚し 8 ：00 五穀豊穣祈願祭

12：00 子供手踊り （風鎮太鼓奉納）

15：00 尾下獅子舞 9 ：00 樽神輿

オープニングセレモニー 11：00 五町連合仮装行列

巫女舞、風鎮太鼓、開会 14：00 役場総踊り

17：00 高森商店会抽選会 15：00 自衛隊八特太鼓

18：00 町民総踊り 16：00 山引き

19：00 高森にわか 18：30 造り物表彰式

高校生バンド（HAVE） 19：00 節刀渡し

20：00 花火大会 19：30 向上会にわか

20：50 舞踊、歌謡ショー 20：00 バンド演奏

21：30 向上会にわか 21：30 にわかコンクール
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第
二
章
　
高
森
の
に
わ
か
の
現
況

第
一
節　

町
内
の
概
要

高
森
の
に
わ
か
は
高
森
町
高
森
の
な
か
で
も
、
高
森
商
店
街
を
中
心
と
し
た
町
部

に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
上
町
区
・
天
神
区
（
上
町
区
と
天
神
区
は
別

の
行
政
区
だ
が
、
風
鎮
祭
に
お
い
て
は
上
町
区
と
天
神
区
が
合
同
で
「
上
町
」
と
し

て
活
動
し
て
い
る
）、
横
町
区
、
下
町
区
、
昭
和
南
・
北
区
、
旭
通
り
区
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
区
域
を
総
称
し
て
、「
五
町
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
各
区
に
は
、
青
年
組
織

の
「
向
上
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
初
頭
ま
で
、
風
鎮
祭
を
行
っ
て
い
た
区
域
は
上
町
、
横
町
、
下
町
の
三
町
で

あ
っ
た
。
こ
の
三
町
に
つ
い
て
は
、「
横
町
文
書
」
等
の
記
録
に
よ
り
、
少
な
く
と

も
江
戸
後
期
に
は
現
行
の
上
町
、
横
町
、
下
町
に
連
な
る
地
域
共
同
体
が
成
立
し
、

こ
の
三
町
に
は
若
者
組
が
組
織
さ
れ
た
。
現
在
に
わ
か
を
担
う
向
上
会
は
、
こ
の
若

者
組
の
流
れ
を
く
む
（
向
上
会
結
成
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
第
Ⅱ
部
第
一
章
参
照
）。

高
森
町
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
と
な
っ
た
の
が
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の

国
鉄
高
森
線
（
現
・
南
阿
蘇
鉄
道
）
開
通
で
あ
る
。
高
森
駅
開
業
に
伴
い
、
町
の
中

心
部
か
ら
高
森
駅
ま
で
を
結
ぶ
新
道
が
で
き
た
。
こ
の
新
道
に
沿
っ
て
、
店
舗
や
住

宅
が
建
ち
並
び
、
町
の
景
観
が
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
う
し
た
変
化
の
な
か
、
昭
和

区
が
で
き
た
（
住
民
の
増
加
に
よ
り
、
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
よ
り
昭
和
区
は

昭
和
南
区
と
昭
和
北
区
に
わ
か
れ
て
い
る
）。
そ
の
後
、
高
森
中
学
校
裏
に
団
地
や

住
宅
地
が
で
き
、
住
民
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
旭

通
り
区
が
で
き
た
。

五
町
の
区
域
と
各
町
公
民
館
（
風
鎮
祭
期
間
中
、
向
上
会
の
活
動
拠
点
）
の
位
置

に
つ
い
て
は
図
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

図１　高森町五町町域図（地理院地図 Vector を加工して作成）
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第
二
節　

に
わ
か
を
担
う
組
織
と
運
営

風
鎮
祭
に
お
け
る
高
森
の
に
わ
か
は
、「
向
上
会
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
の
会
員
に

よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て
き
た
。
向
上
会
は
風
鎮
祭
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
り
、
に
わ

か
の
ほ
か
に
も
目
覚
し
、
子
供
手
踊
り
、
仮
装
行
列
（
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）

ま
で
実
施
）、
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
に
お
い
て
も
中
心
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
風
鎮
祭
を
実
施
す
る
う
え
で
は
欠
か
せ
な
い
、
中
心
的
な
組
織
で
あ
る
。

現
在
、
向
上
会
は
高
森
町
内
の
五
町
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、
上
町
向
上
会
、
下
町
向

上
会
、
横
町
向
上
会
、
昭
和
向
上
会
、
旭
向
上
会
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
二
〇
二

二
年
八
月
の
調
査
時
に
お
い
て
向
上
会
の
構
成
員
数
お
よ
び
年
齢
構
成
は
表
一
の
と

お
り
で
あ
る
。

各
向
上
会
に
は
十
数
名
が
所
属
し
、
活
動
し
て
い
る
。
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
が
中

心
と
な
っ
て
き
た
が
、
近
年
は
会
員
数
の
減
少
も
あ
り
、
四
〇
代
と
な
っ
て
も
向
上

会
に
関
わ
る
者
も
少
な
く
な
い
。
と
く
に
以
前
は
会
長
を
経
験
す
る
と
退
会
と
い
う

意
識
も
強
か
っ
た
が
、
現
在
は
会
長
職
を
複
数
年
務
め
た
り
、
会
長
職
を
辞
し
た
あ

と
も
引
き
続
き
向
上
会
に
残
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
向
上
会
員
は
男
性
に
限
る
と
い
う
不
文
律
が
あ
っ
た
が
、
こ

こ
数
年
は
女
性
も
向
上
会
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
町
内
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

一　

向
上
会

役
職　

向
上
会
に
は
、
会
長
、
副
会
長
、
会
計
の
役
職
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
「
三

役
」
と
呼
ぶ
。
会
長
職
は
と
く
に
重
要
で
、
自
町
の
向
上
会
運
営
に
関
す
る
権
限
を

持
つ
。
ま
た
、
他
町
の
向
上
会
と
調
整
し
、
そ
の
年
の
風
鎮
祭
全
体
に
関
わ
る
決
定

事
項
を
自
町
の
向
上
会
員
に
伝
え
る
役
目
も

あ
る
。
こ
う
し
た
五
町
向
上
会
の
会
長
・
副

会
長
・
会
計
に
よ
る
組
織
体
を
「
五
町
会
」

と
呼
び
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
側
へ
向
上
会

か
ら
の
意
見
や
要
望
を
伝
え
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
、
風
鎮
祭
後
に
は
、
実
行
委
員
会

と
五
町
会
に
よ
る
反
省
会
も
行
わ
れ
る
。

各
役
職
の
任
期
は
と
く
に
定
め
な
い
と
す

る
向
上
会
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
下
町
向

上
会
は
二
年
交
代
と
し
て
い
る
（
二
〇
二
〇

年
頃
ま
で
は
一
年
交
代
だ
っ
た
）。
ま
た
、

横
町
向
上
会
や
旭
向
上
会
の
よ
う
に
会
長
職

に
就
く
の
は
自
町
出
身
者
に
限
る
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
年
番
が
終
わ
る

と
会
長
職
を
交
代
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

風
鎮
祭
期
間
中
、
目
覚
し
、
五
穀
豊
穣
祈

願
祭
、
節
刀
渡
し
は
三
役
と
し
て
参
加
す

る
。
と
く
に
目
覚
し
、
節
刀
渡
し
は
浴
衣
を

着
用
し
、
三
役
の
役
職
が
書
か
れ
た
提
灯
を

持
っ
て
参
列
す
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

節
刀
渡
し
で
は
、
会
長
は
浴
衣
に
裃
と
笠
を

着
用
す
る
。

年
番
向
上
会　

向
上
会
に
は
、
毎
年
「
年
番

向
上
会
」
も
し
く
は
「
年
番
」
と
呼
ば
れ
る

向上会名 総数
～20代 30代 40代～

男 女 男 女 男 女

上町向上会 13 1 0 7 0 5 0

下町向上会 15 3 0 6 0 6 0

横町向上会 11 2 2 7 0 0 0

昭和向上会 14 6 0 6 0 2 0

旭向上会 13 3 2 4 1 3 0

2022年 8 月の調査による

表１　向上会の年齢構成
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向
上
会
が
あ
る
。
年
番
向
上
会
は
五
つ
の
向
上
会
を
取
り
ま
と
め
、
風
鎮
祭
実
行
委

員
会
と
の
調
整
を
図
る
。
年
番
は
一
年
交
代
で
回
し
て
い
る
が
（
上
町
→
横
町
→
下

町
→
昭
和
→
旭
通
り
の
順
番
で
回
す
）、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
二
〇
二
〇
、
二
〇
二
一

年
と
風
鎮
祭
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
本
来
二
〇
二
〇
年
に
年
番
向
上
会
を
す
る

予
定
で
あ
っ
た
旭
向
上
会
が
二
〇
二
二
年
の
年
番
向
上
会
を
務
め
た
。

風
鎮
祭
に
係
る
主
な
業
務
と
し
て
、
警
察
に
提
出
す
る
道
路
使
用
許
可
書
の
取
り

ま
と
め
、
高
森
阿
蘇
神
社
で
行
わ
れ
る
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
で
の
供
物
の
手
配
、
に
わ

か
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
（
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
含
め
）
が
あ
る
。
各
向
上
会
と
の

連
絡
調
整
が
重
要
な
役
割
で
あ
る
た
め
、
各
向
上
会
と
も
年
番
に
あ
た
る
年
の
会
長

選
出
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
配
慮
を
し
た
上
で
選
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
風
鎮
祭
の
翌
週
に
行
わ
れ
る
地
蔵
祭
の
世
話
も
年
番
向
上
会
の
仕
事
で
あ

る
。
横
町
に
あ
る
勝
軍
地
蔵
で
の
法
要
の
ほ
か
、
夕
方
か
ら
町
内
で
行
わ
れ
る
催
事

の
段
取
り
に
つ
い
て
も
年
番
向
上
会
が
行
う
。

二　

囃
子
・
高
張
・
ア
ナ
ウ
ン
ス

（
一
）
囃
子

に
わ
か
の
道
行
き
や
移
動
中
な
ど
の
時
、
三
味
線
と
太
鼓
に
よ
る
囃
子
の
演
奏
が

つ
く
【
写
真
１
】。
囃
子
は
移
動
舞
台
と
は
別
に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
改
良
し
た

囃
子
専
用
の
車
に
乗
り
、
演
奏
す
る
【
写
真
２
】。

各
町
内
と
も
三
味
線
が
二
～
四
人
、
太
鼓
が
一
人
で
あ
る
。
太
鼓
は
向
上
会
経
験

者
の
男
性
が
、
三
味
線
は
女
性
が
務
め
る
町
内
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
明
確
な
決

ま
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

現
在
、
風
鎮
祭
で
演
奏
さ
れ
る
囃
子
の
楽
曲
は
、
主
に
「
道
行
き
」「
道
中
」「
山

引
き
音
頭
」
の
三
つ
が
あ
る
。

「
道
行
き
」
は
に
わ
か
の
道
行
き
の
時

に
演
奏
さ
れ
る
曲
で
、
通
称
「
ボ
ッ
チ
ャ

ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
ノ
ー
エ
節

を
も
と
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
曲
で
あ
る
。

こ
の
「
道
行
き
」
は
五
町
全
て
で
演
奏
さ

れ
る
が
、
基
本
的
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
同
じ

で
あ
る
一
方
で
、
曲
の
テ
ン
ポ
や
曲
調
が

町
内
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
れ
は
、
三
味

線
を
弾
く
時
に
押
さ
え
る
ツ
ボ
の
位
置
が

異
な
っ
た
り
、
太
鼓
の
入
れ
方
が
異
な
る

た
め
で
あ
る
。
町
内
に
よ
っ
て
曲
調
が
異

な
る
理
由
と
し
て
、
囃
子
を
聴
い
て
ど
の

町
内
が
に
わ
か
を
し
て
い
る
の
か
を
観
客

た
ち
に
示
す
た
め
に
、
あ
え
て
町
内
で
弾

き
方
を
変
え
て
い
た
と
い
う
話
も
聞
か
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
町
内
ご
と
に
微
妙
に

弾
き
方
が
異
な
る
た
め
、
に
わ
か
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
よ
そ
の
町
内
の
お
囃
子

で
演
じ
る
時
は
間
合
い
な
ど
が
異
な
る
の

で
少
し
難
し
い
と
い
う
。

「
道
中
」
は
、
移
動
舞
台
を
曳
い
て
移

動
し
て
い
る
際
に
演
奏
さ
れ
る
曲
で
、
町

内
ご
と
に
演
奏
す
る
楽
曲
は
異
な
る
。
各

町
内
と
も
、
通
称
「
ツ
ン
チ
リ
」
と
呼
ば

写真１　囃子
（2023年８月18日昭和向上会）

写真２　囃子のトラック
（2023年８月18日昭和向上会）
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れ
る
曲
を
演
奏
す
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
町
ご
と
に
独
自
の
曲
を
演
奏
す
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
例
え
ば
横
町
は
五
曲
（「
ツ
ン
チ
リ
」、「
よ
ろ
い
弾
き
」、「
ど
ん
た
く
」、

名
称
不
明
の
二
曲
）
を
順
に
演
奏
し
て
い
る
。「
よ
ろ
い
弾
き
」
に
つ
い
て
は
、
横

町
の
ほ
か
に
上
町
、
下
町
も
演
奏
す
る
。「
ど
ん
た
く
」
は
横
町
と
上
町
が
演
奏
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
横
町
と
昭
和
で
は
「
山
引
き
音
頭
」
も
演
奏
し
て
い
る
。

現
在
演
奏
さ
れ
て
い
る
に
わ
か
の
囃
子
は
、
戦
後
に
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
そ
の
当
時
、
佐
賀
県
唐
津
市
で
芸
者
を
し
て
い
た
女
性
が
、
年
に
何
度
か
、

大
津
に
数
週
間
滞
在
し
、
三
味
線
（
竹
本
節
）
の
教
室
を
し
て
い
た
。
そ
の
三
味
線

教
室
に
町
民
数
名
が
通
い
、
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、
三
味
線
の

御
師
匠
さ
ん
が
、
に
わ
か
の
お
囃
子
用
に
と
、
民
謡
の
ノ
ー
エ
節
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

道
行
き
の
曲
（
通
称
、「
ボ
ッ
チ
ャ
ン
」）
を
作
り
、
教
室
に
通
っ
て
い
た
お
弟
子
さ

ん
た
ち
に
教
え
た
。
こ
れ
が
現
在
、
全
町
に
伝
わ
っ
て
い
る
に
わ
か
の
お
囃
子
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
に
わ
か
の
三
味
線
は
、
個
人
的
に
習
っ
た
り
勉
強
し
た
と
い
う
人
の
ほ

か
に
、
か
つ
て
後
継
者
育
成
の
た
め
の
三
味
線
教
室
の
よ
う
な
も
の
が
高
森
町
で
行

わ
れ
、
そ
の
時
に
習
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
。

現
在
は
、
各
町
内
、
一
～
四
人
程
が
囃
子
と
し
て
三
味
線
を
弾
い
て
い
る
。
三
味

線
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
自
町
の
者
に
限
っ
て
は
お
ら
ず
、
長
年
の
付
き
合
い
や

頼
ま
れ
て
ほ
か
の
町
内
に
住
ん
で
い
る
者
が
手
伝
い
に
来
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
町
内
に
三
味
線
を
弾
け
る
者
が
限
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
人
が
一
〇

年
、
二
〇
年
と
変
わ
ら
ず
演
奏
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
三
味
線
の
育
成
が
課
題

だ
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

（
二
）
高
張

に
わ
か
の
演
者
や
囃
子
の
ほ
か
、
に
わ
か
の
上
演
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
「
高

張
」
が
あ
る
【
写
真
３
】。
高
張
と
は
、
上
演
場
所
を
ほ
か
の
向
上
会
に
先
駆
け
て
確
保

す
る
た
め
、
自
町
の
名
前
が
書
か
れ
た
高
張
提
灯
を
地
面
に
つ
け
て
お
く
役
割
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、上
演
権
を
め
ぐ
っ
て
向
上
会
同
士
が
喧
嘩
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
に
わ
か
や
移
動
舞
台
の
こ
と
に
熟
知
し
て
い
る
年
長
者
が
高
張
の
役
割
と
さ

れ
た
。
現
在
は
、
に
わ
か
を
演
じ
な
い
向
上
会
員
や
向
上
会
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
担
当
す
る
。

（
三
）
ア
ナ
ウ
ン
ス

そ
の
ほ
か
、
移
動
舞
台
の
移
動
中
や
に
わ
か
の
上
演
前
に
、
に
わ
か
の
上
演
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
周
囲
に
案
内
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
係
（「
マ
イ

ク
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
）
は
お
囃
子
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
、「
こ
ち
ら
は
〇

〇
向
上
会
演
芸
部
一
行
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い
っ
た
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す

る
。
町
内
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
年
の
三
役
名
や
に
わ
か
の
演
目
を
読
み
上
げ
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
こ
の
役
は
、
会
長
職
を
勤
め
上
げ
、
に
わ
か
の
演
者
か
ら
は
離
れ
た
年

長
の
会
員
が
行
う
こ
と
が
多
い
。

写真３　高張
（2023年８月18日旭向上会）
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第
三
節　

に
わ
か
の
稽
古
お
よ
び
準
備

高
森
の
に
わ
か
は
、
そ
の
多
く
が
毎
年
新
し
く
制
作
し
た
演
目
で
あ
る
（
一
部
、

再
演
も
あ
る
）。
そ
の
た
め
、
八
月
に
入
る
と
、
向
上
会
で
は
今
年
ど
の
よ
う
な
に

わ
か
を
演
じ
る
の
か
、
に
わ
か
の
演
目
作
り
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
演
目
作
り
と
並

行
し
て
、
に
わ
か
の
上
演
に
関
わ
る
道
具
や
装
置
の
準
備
や
、
風
鎮
祭
の
実
施
に
関

わ
る
準
備
や
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
向
上
会
が
ど
の
よ
う
に
稽
古
や
準
備
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
二
〇
二

二
年
度
の
実
態
に
即
し
て
記
述
す
る
。

一　

に
わ
か
の
制
作
お
よ
び
稽
古

に
わ
か
の
稽
古
は
八
月
に
入
っ
た
頃
か
ら
向
上
会

ご
と
に
行
わ
れ
る
。
稽
古
期
間
に
入
る
前
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
向
上
会
で
「
小
屋
入
り
」
と
呼
ば
れ
る
集
ま

り
が
行
わ
れ
る
。
小
屋
入
り
と
は
町
内
の
飲
食
店
に

向
上
会
員
が
集
ま
り
、
飲
食
し
な
が
ら
今
年
の
風
鎮

祭
に
つ
い
て
語
り
合
う
決
起
集
会
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
の
小
屋
入
り
お
よ
び
稽
古
開
始
日
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
【
表
２
】。

八
月
に
入
る
と
、
各
向
上
会
は
自
町
の
公
民
館
に

て
ほ
ぼ
毎
晩
稽
古
を
行
う
。
向
上
会
員
は
毎
晩
一
九

時
頃
か
ら
二
三
時
頃
ま
で
都
合
の
つ
く
限
り
公
民
館

に
顔
を
出
し
、
に
わ
か
の
演
目
作
り
、
立
ち
稽
古
、

小
道
具
作
り
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
に
わ
か
の
稽
古
と
並
行
し
て
、
祭
り
の
準
備
や

当
日
の
役
割
分
担
と
い
っ
た
実
施
に
関
わ
る
こ
と
を
相
談
し
合
う
。
二
〇
二
二
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
風
鎮
祭
実
施
で
あ
っ
た
た
め
、
祭
り
に
参
加
で
き
る
者
が
限
ら
れ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
稽
古
期
間
の
前
半
は
参
加
メ
ン
バ
ー
の
確
保
や
調
整
に
追
わ
れ
た

向
上
会
も
あ
っ
た
。

稽
古
に
は
、
に
わ
か
の
演
者
で
あ
る
向
上
会
員
の
ほ
か
に
指
導
役
の
向
上
会
Ｏ
Ｂ

（
会
長
経
験
者
な
ど
）
や
お
囃
子
の
人
た
ち
が
参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
。
稽
古
始
め

の
時
期
は
向
上
会
員
の
み
で
の
稽
古
が
多
い
が
、
祭
り
が
近
づ
く
頃
に
な
る
と
向
上

会
Ｏ
Ｂ
が
顔
を
出
す
機
会
も
増
え
、
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
く
。

に
わ
か
の
稽
古
は
概
ね
ど
の
向
上
会
も
以
下
の
よ
う
な
流
れ
で
行
わ
れ
る
。

（
一
）
題
材
や
粗
筋
、
落
と
し
の
決
定

稽
古
期
間
が
始
ま
る
と
、
こ
こ
一
年
間
で
の
話
題
の
出
来
事
や
流
行
の
も
の
な

ど
、
に
わ
か
の
題
材
や
落
と
し
に
な
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
（
言
葉
）
を
出
し
合

う
。
例
え
ば
、
あ
る
向
上
会
で
は
次
の
よ
う
な
言
葉
が
出
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ　
　

ワ
ク
チ
ン　
　

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー　
　

通
信
障
害　
　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ　
　

漫
画　
　

０
９
６
ｋ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　
　

お
う
ち
時
間　
　

ｚ
ｏ
ｏ
ｍ　
　

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン　
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ　
　

ふ
る
さ
と
納
税　
　

マ
ス
ク　
　

Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ　
　

こ
の
時
出
さ
れ
た
意
見
の
な
か
か
ら
、
題
材
に
な
り
そ
う
な
も
の
、
落
と
し
が
作

れ
そ
う
な
も
の
を
選
ん
で
い
く
。
こ
う
い
う
題
材
は
に
わ
か
の
ネ
タ
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
っ
た
禁
止
事
項
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
観
客
を
不
快
に
さ
せ
た
り
、

向上会名 小屋入り 稽古開始日

上町向上会 8 月 2 日 8 月 3 日

下町向上会 7 月29日 8 月 1 日

横町向上会 7 月30日 7 月31日

昭和向上会 7 月30日 8 月 1 日

旭向上会 7 月31日 8 月 1 日

表２　2022年度小屋入り日および稽古開始日
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セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
題
材
や
内
容

は
避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

上
記
の
向
上
会
で
は
、
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
た
後
、
そ

の
な
か
か
ら
落
と
し
が
上
手
く

つ
く
も
の
を
あ
げ
て
い
き
、
最

終
的
に
は
七
つ
に
絞
っ
て
い
っ

た
。
題
材
と
落
と
し
が
決
ま
っ

た
も
の
か
ら
黒
板
に
書
き
出

し
、
そ
の
年
の
演
目
の
素
案
と

す
る
【
写
真
４
】。
た
だ
し
こ

の
時
点
で
確
定
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
そ
の
後
の
稽
古
で
の
や
り
取
り
を
経
て
、
演
目
が
練
ら
れ
て
い
く
【
表
３
】。

稽
古
開
始
か
ら
一
週
間
程
（
八
月
上
旬
）
は
、
こ
の
よ
う
な
題
材
を
考
え
る
作
業

に
あ
て
ら
れ
る
。
話
題
に
す
る
題
材
や
設
定
、
話
の
粗
筋
が
先
に
決
ま
る
も
の
も
あ

れ
ば
、
先
に
落
と
し
を
決
め
て
か
ら
粗
筋
や
設
定
を
考
え
て
い
く
場
合
も
あ
る
。

（
二
）
配
役
の
決
定

題
材
や
粗
筋
の
選
定
と
並
行
し
て
、
誰
が
ど
の
演
目
に
、
ど
の
よ
う
な
役
柄
で
出

演
す
る
の
か
を
相
談
す
る
。
高
森
の
場
合
、
一
演
目
、
三
名
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
配
役
に
つ
い
て
も
、
誰
か
が
決
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
個
人
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
向
上
会
で
は
次
の
よ
う
に
配
役
を
決
め
た
。

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
何
演
目
に
出
演
す
る
か
を
決
め
る
。
そ
の
年
に
参
加
で
き
る

人
数
に
も
よ
る
が
、
だ
い
た
い
二
～
三
演
目
に
は
出
演
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
次

題材 落としで使われている掛詞 時事性

096k
熊本歌劇団

町内／腸内
2020年から高森町を拠点として演劇活動等を行っている女性のみによる歌劇

団。代表的な演目として『前田慶次かぶき旅』がある。漫画出版社であるコ

アミックスが熊本を拠点に旗揚げしたことでも話題になった。

漫画 書く仕事／隠し事 2023年度から高森高校にマンガ学科が出来ることが話題となった。

ユーチューバ― 撮り終えた／トリオ得た
ベネッセが実施した「小学生がなりたい職業ランキング2022」において、

ユーチューバーが小学生男子のランキング１位となった。

汚職事件 汚職事件／お食事券

潜水艦 航海／後悔

警察 今日来とる／凶器とる

2022年の横町向上会での調査による

表３　にわかの題材と落としの例

写真４　演目のアイディアを書き出す
（2022年８月８日横町向上会　吉留撮影）
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に
、
相
手
役
を
選
び
、
ど
の
演
目
に
す
る
か
相
談
す
る
。
例
え
ば
、「
●
●
ち
ゃ
ん

一
緒
に
や
ろ
う
、
ど
れ
に
す
ん
な
？
」
と
い
っ
た
や
り
取
り
が
み
ら
れ
る
。
年
上
の

者
が
年
下
の
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
多
い
。
な
る
べ
く
、
去
年
と
重
複
し
な
い
組
み

合
わ
せ
に
な
る
よ
う
心
が
け
る
。
基
本
的
に
は
事
前
に
決
め
た
三
人
で
演
じ
る
が
、

誰
で
も
代
役
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
と
く
に
二
〇
二
二
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
で
も
代
役
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、

自
分
が
考
え
た
演
目
は
考
え
た
者
が
出
演
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ほ
か
の
向
上
会
で
は
毎
年
組
ん
で
い
て
慣
れ
て
い
る
の
で
今
年
も
同
じ
相
手
と
組

む
と
い
う
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
人
は
こ
う
い
っ
た
役
が
得
意
（
例
え

ば
お
婆
さ
ん
役
、
と
ぼ
け
た
お
爺
さ
ん
役
な
ど
）
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
演
目

の
登
場
人
物
や
設
定
に
応
じ
て
配
役
を
決
め
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。

（
三
）
立
ち
稽
古

お
お
ま
か
に
今
年
の
に
わ
か
の
設
定
や
落
と
し
が
決
ま
る
と
、
次
は
実
際
に
演
じ

な
が
ら
の
稽
古
と
な
る
【
写
真
５
】。
例
え
ば
、
あ
る
日
の
稽
古
は
次
の
よ
う
な
や

り
取
り
の
な
か
で
進
ん
で
い
っ
た
。

一
九
時
頃
に
な
る
と
、
公
民
館
に
向
上
会
員
ら
が
集
ま
り
出
す
。
集
ま
っ
た
人

た
ち
で
飲
食
し
な
が
ら
雑
談
し
、
そ
の
な
か
で
時
々
に
わ
か
の
こ
と
が
話
題
に
あ

が
る
。
例
え
ば
台
詞
の
言
い
方
、
声
の
大
き
さ
と
い
っ
た
演
技
に
関
す
る
こ
と

や
、
話
の
展
開
の
仕
方
（
オ
チ
の
前
の
フ
レ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
持
っ
て
い
く
か

な
ど
）
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
雑
談
の
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
、
夜
も
更
け
て
い

く
と
（
だ
い
た
い
二
一
時
頃
）、
に
わ
か
の
上
手
な
人
（
声
が
大
き
い
人
）
が

「
さ
ー
や
り
ま
し
ょ
う
か
！
」
と
言
っ
て
実
際
の
に
わ
か
を
演
じ
て
み
る
。
ほ
か

の
向
上
会
員
は
そ
の
演
技
を
見
て
、
意
見
を
出
し
あ
う
（
例
え
ば
、
台
詞
の
声
を

も
っ
と
大
き
く
し
た
ら
と
か
、
話
が
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
も
っ
と
わ
か
る
よ
う
な

台
詞
に
し
た
ら
と
か
、
体
の
向
き
と
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
な
ど
を
指
摘
し
て
い

く
）。

稽
古
で
は
一
つ
の
演
目
を
最
後
ま
で
通
し
て
演
じ
て
み
る
。
演
じ
終
わ
る
と
、
見

て
い
た
向
上
会
員
か
ら
演
技
に
つ
い
て
の
講
評
が
始
ま
る
。
高
森
の
場
合
、
ど
の
向

上
会
に
も
台
本
作
家
や
演
出
家
の
よ
う
な
人
は
い
な
い
。
経
験
の
豊
富
な
年
長
者
や

向
上
会
Ｏ
Ｂ
が
意
見
を
出
す
こ
と
も
あ
る
が
、
稽
古
に
集
ま
っ
た
向
上
会
員
同
士
で

演
技
を
見
て
、
意
見
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
具
体
的

な
台
詞
や
ス
ト
ー
リ
ー
、

動
作
を
決
め
て
い
く
。
た

だ
し
、
向
上
会
に
よ
っ
て

は
、
演
目
の
流
れ
や
設
定

を
作
る
の
が
上
手
な
人
が

い
る
の
で
、
そ
の
人
を
中

心
に
相
談
す
る
こ
と
は
あ

る
。一

つ
の
演
目
の
講
評
や

検
討
が
終
わ
る
と
、
別
の

演
目
へ
と
い
う
流
れ
で
稽

古
が
進
む
。
一
日
の
稽
古

で
は
、
上
演
予
定
の
演
目

写真５　にわかの稽古風景
（2022年８月15日横町向上会　吉留撮影）
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全
て
を
一
回
は
演
じ
て
み
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
稽
古
に
参
加
で
き
な
い
会
員
が
い

る
場
合
は
、
代
わ
り
に
別
の
会
員
が
入
っ
て
演
じ
て
み
る
こ
と
も
あ
る
。

高
森
の
に
わ
か
で
は
、
文
字
で
書
か
れ
た
台
本
を
準
備
し
な
い
。
題
材
や
登
場
人

物
の
設
定
、
落
と
し
を
黒
板
な
ど
に
書
き
出
し
て
、
皆
で
共
有
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
細
か
な
一
つ
一
つ
の
台
詞
を
文
字
化
し
て
稽
古
す
る
と
い
う
方
法
は
採
ら
な

い
。
上
演
中
の
台
詞
は
そ
れ
ぞ
れ
の
演
者
が
役
柄
や
流
れ
に
応
じ
て
、
自
分
で
考
え

て
台
詞
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
稽
古
で
は
「
オ
チ
へ
の
つ
な
が
り
を
咄
嗟
に

ア
ド
リ
ブ
で
入
れ
る
」
な
ど
、
い
か
に
機
転
を
利
か
せ
ら
れ
る
か
と
い
う
点
も
指
導

さ
れ
る
。

盆
が
終
わ
り
、
祭
り
が
近
づ
い
た
頃
に
な
る
と
、
に
わ
か
が
仕
上
が
っ
て
く
る
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
今
年
の
に
わ
か
の
出
来
を
見
に
、
公
民
館
に
や
っ
て
来
る
向

上
会
Ｏ
Ｂ
や
関
係
者
も
増
え
て
く
る
。
と
く
に
会
長
経
験
者
の
Ｏ
Ｂ
は
、
現
役
の
会

員
の
演
技
を
見
て
、
細
か
く
演
技
指
導
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
祭
り
の
前
日
や
目
覚

し
の
前
に
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
て
町
内
の
者
や
向
上
会
Ｏ
Ｂ
、
区
長
ら
を
公
民

館
に
呼
ん
で
、
全
て
の
に
わ
か
を
披
露
す
る
向
上
会
も
あ
る
【
写
真
６
】。

（
四
）
外
題
の
決
定

風
鎮
祭
の
前
日
（
目
覚
し
前
）
や
前
々
日
、
上
演
す
る
演
目
が
出
来
上
が
る
と
、

向
上
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
演
目
の
外
題
を
考
え
る
。
外
題
の
付
け
方
は
演
目
の
題
材
か

ら
連
想
し
て
つ
け
た
も
の
や
、「
高
森
」
や
高
森
町
に
ち
な
ん
だ
言
葉
が
使
わ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
題
材
か
ら
シ
ン
プ
ル
に
つ
け
る
向
上
会
も
あ
れ
ば
、
内
容
（
と

く
に
落
と
し
）
が
連
想
さ
れ
に
く
い
よ
う
に
凝
っ
た
も
の
に
す
る
向
上
会
ま
で
様
々

で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
は
例
え
ば
次
の
よ
う
な
外
題
が
つ
け
ら
れ
た
。

【
旭
向
上
会　

二
〇
二
二
年
度
外
題
】

新
人
ア
ル
バ
イ
ト　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
　

坊
主
や
め
ま
す　
　

将
来
の
夢 

山
菜
採
り　
　

老
人
ホ
ー
ム

こ
の
場
で
決
め
た
外
題
は
、
当
日
ま
で
に
「
め
く
り
」
に
書
か
れ
て
準
備
さ
れ

る
。「
め
く
り
」
は
本
番
中
、
舞
台
脇
に
置
か
れ
、
観
客
に
対
し
上
演
中
の
演
目
の

外
題
を
伝
え
る
役
目
を
す
る
【
写
真
７
】。

（
五
）
吉
本
芸
人
と
の
コ
ラ
ボ
に
わ
か
の
稽
古

二
〇
二
二
年
の
風
鎮
祭
で
は
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
に
よ
る
特
別
企
画
と
し
て
、

写真６　年長者からの指導
（2022年８月20日昭和向上会　松岡撮影）

写真７　舞台脇に置かれためくり
（2023年８月19日下町向上会）
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吉
本
芸
人
と
の
コ
ラ
ボ
に
わ
か
（
に
わ
か
コ
ン
テ
ス
ト
）
も
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
五
町
に
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
吉
本
興
業
所
属
の
芸
人
が
加
わ
り
、
一
九
日
の
晩
に

向
上
会
員
と
一
緒
に
に
わ
か
を
演
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
向
上
会

で
は
吉
本
芸
人
と
の
コ
ラ
ボ
用
の
に
わ
か
を
準
備
し
、
稽
古
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二　

祭
り
の
準
備

に
わ
か
の
稽
古
と
並
行
し
て
、
向
上
会
で
は
に
わ
か
を
演
じ
る
移
動
舞
台
の
組
み

立
て
、
衣
装
や
小
道
具
作
り
に
追
わ
れ
る
。
昼
間
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
が
あ
る
の
で
、

こ
う
し
た
準
備
は
お
盆
休
み
や
祭
り
直
前
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
二
〇

二
二
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
子
供
手
踊
り
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
本
来
で
あ
れ

ば
に
わ
か
の
準
備
と
あ
わ
せ
て
子
供
手
踊
り
の
楽
曲
選
び
や
振
り
付
け
、
子
供
へ
の

稽
古
な
ど
も
お
盆
頃
か
ら
行
わ
れ
る
。

（
一
）
移
動
舞
台

移
動
舞
台
と
は
、
向
上
会
が
に
わ
か
を
演
じ
る
際
に
用
い
る
移
動
型
の
ス
テ
ー
ジ

で
あ
る
。
移
動
舞
台
が
い
つ
頃
か
ら
高
森
で
使
わ
れ
て
い
た
の
か
は
判
然
と
し
な

い
。
現
在
、
高
森
で
使
わ
れ
て
い
る
移
動
舞
台
は
荷
馬
車
を
改
良
し
た
も
の
（
横

町
・
下
町
・
昭
和
）、
ト
ラ
ッ
ク
を
改
良
し
た
も
の
（
上
町
・
旭
）
の
二
種
類
あ

る
。
荷
馬
車
を
改
良
し
た
も
の
は
「
馬
車
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
荷
馬
車
型

の
移
動
舞
台
の
ほ
う
が
古
い
。
上
町
向
上
会
で
は
今
か
ら
三
〇
年
程
前
に
、
火
の
国

祭
り
（
熊
本
市
）
で
使
用
し
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
を
譲
り
受
け
、
現
在
で
も
使
用
し
て

い
る
。

馬
車
を
使
っ
て
い
る
向
上
会
で
は
、
祭
り
の
前
に
向
上
会
員
が
集
ま
っ
て
舞
台
の

組
み
立
て
を
行
う
。
下
町
向
上
会
で
は
八
月
一
一
日
に
移
動
舞
台
の
組
み
立
て
を

行
っ
た
【
写
真
８
】。
下
町
で
は

前
年
の
片
付
け
の
際
に
全
て
バ
ラ

し
、
板
や
柱
だ
け
に
し
て
公
民
館

横
の
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
組
み
立
て
作
業
は
人
が

集
ま
り
や
す
い
休
日
や
お
盆
期
間

中
に
行
わ
れ
る
。
組
み
立
て
終

わ
っ
た
舞
台
は
公
民
館
の
駐
車
場

に
保
管
し
、
飾
り
付
け
や
マ
イ
ク

の
配
線
な
ど
の
細
か
な
作
業
は
祭

り
が
近
く
な
っ
て
か
ら
改
め
て
行

う
。

①
移
動
舞
台
（
馬
車
型
）【
写
真
９
・
10
】

写真８　移動舞台の組み立て
（2023年８月13日下町向上会　堤撮影）

写真９　移動舞台（馬車型）・下町向上会
（2022年８月19日）

写真10
移動舞台（馬車型）を曳く様子
（2022年８月19日昭和向上会）
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②
移
動
舞
台
（
ト
ラ
ッ
ク
型
）【
写
真
11
・
12
】

（
二
）
小
道
具
・
衣
装

に
わ
か
の
衣
装
は
、
白
色
の
肌
着
や
白
色
の
ス
テ
テ
コ
を
着
用
す
る
者
が
多
い
も

の
の
、
特
に
決
ま
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
自
で
思
い
思
い
の
服
装
を
し
て
い

る
。
役
柄
や
得
意
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
応
じ
た
衣
装
を
着
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
と
こ
う
い
う
衣
装
と
い
う
の
が
必
ず
し
も
決
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
演
者
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
部
分
も
大
き
い
。

基
本
的
に
は
例
年
使
っ
て
い
る
衣
装
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
演
目
に
よ
っ
て
足
り

な
い
も
の
や
破
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
都
度
修
理
し
た
り
、
新
調
し
て
使
用
す

る
。
毎
回
新
し
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
【
写
真
13
】。

か
つ
ら
や
杖
、
鉄
砲
と
い
っ
た
小
道
具
も
自

分
の
役
に
必
要
な
も
の
を
、
現
在
あ
る
も
の
の

な
か
ら
選
び
、
ど
う
し
て
も
新
し
く
つ
く
ら
な

い
と
い
け
な
い
場
合
は
、
各
自
作
る
か
、
あ
る

い
は
購
入
し
て
い
る
。

特
徴
的
な
衣
装
と
し
て
、
上
町
向
上
会
が
着

用
し
て
い
る
矢
旗
で
作
っ
た
ズ
ボ
ン
や
上
着
が

あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
上
町
町
内
の
呉
服
屋

に
特
注
で
頼
ん
で
作
っ
て
も
ら
っ
た
の
だ
と
い

う
。
こ
の
よ
う
な
揃
い
の
衣
装
は
ほ
か
の
町
内

で
は
見
ら
れ
な
い
。

第
四
節　

祭
礼
当
日
の
状
況

こ
れ
ま
で
風
鎮
祭
の
日
程
は
八
月
一
七
、
一
八
日
と
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
祭
り

を
平
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
対
す
る
意
見
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
二
八
年
（
二

〇
一
六
）
は
祭
日
を
変
更
し
、
八
月
一
九
日
（
金
）、
二
〇
日
（
土
）
に
行
う
こ
と

に
し
た
。
こ
れ
は
、
同
年
春
に
起
き
た
熊
本
地
震
の
復
興
祈
願
も
兼
ね
て
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
で
の
会
議
に
よ
り
、
平
成
二
九
年
（
二
〇
一

七
）
以
降
は
八
月
一
七
、
一
八
日
に
近
い
金
土
曜
日
に
行
う
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。

二
〇
二
二
年
は
、
八
月
一
九
、
二
〇
日
の
日
程
で
風
鎮
祭
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、

風
鎮
祭
前
日
の
一
八
日
か
ら
風
鎮
祭
翌
日
の
二
一
日
ま
で
の
向
上
会
の
動
き
に
つ
い

て
述
べ
る
。

写真11　移動舞台（トラック型）・上町向上会
（2022年８月19日）

写真12　移動舞台（トラック型）・旭向上会
（2022年８月19日）

写真13　公民館に保管されている衣装類
（2022年８月15日横町向上会　吉留撮影）
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一　

八
月
一
八
日

（
一
）
祭
り
の
準
備

午
前
中
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
で
は
向
上
会
員
が
風
鎮
祭
に
む
け
た
準
備
を

行
う
。
準
備
は
主
に
移
動
舞
台
や
ト
ラ
ッ
ク
の
飾
り
付
け
で
あ
る
。
ど
の
向
上
会
も

こ
の
日
ま
で
に
移
動
舞
台
や
お
囃
子
用
お
よ
び
荷
物
運
搬
用
の
ト
ラ
ッ
ク
を
公
民
館

ま
で
出
し
て
お
き
、
皆
で
装
飾
や
配
線
な
ど
を
行
う
。

移
動
舞
台
の
準
備
が
一
通
り
終
わ
る
と
、
明
日
か
ら
の
に
わ
か
に
向
け
た
小
道
具

作
り
や
衣
装
の
確
認
を
行
っ
た
り
、
に
わ
か
の
演
目
に
関
す
る
相
談
、
祭
り
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
段
取
り
の
確
認
な
ど
を
向
上
会
員
同
士
で
行
う
。

だ
い
た
い
の
準
備
が
終
わ
る
と
、
一
旦
自
宅
に
戻
り
、
夕
方
頃
再
び
公
民
館
に
集

合
す
る
。
昼
間
仕
事
で
準
備
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
も
、
こ
こ
で
皆
集
合
す

る
。
会
員
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二

四
時
か
ら
の
目
覚
し
ま
で
の
間
、
に

わ
か
の
最
終
調
整
や
外
題
の
決
定
を

行
う
。

町
内
に
よ
っ
て
は
、
区
長
や
区
の

年
長
者
を
招
き
、
そ
の
年
に
上
演
す

る
に
わ
か
を
披
露
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
例
え
ば
上
町
で
は
、
二
〇
時
か

ら
上
町
、
天
神
両
区
長
ほ
か
一
人
が

見
守
る
中
、
そ
の
年
に
上
演
す
る
に

わ
か
の
全
演
目
を
披
露
す
る
「
打
ち

込
み
」
を
実
施
す
る
。
演
技
の
後
に

は
、
上
町
区
長
ら
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
い
た
。

二
二
時
頃
に
な
る
と
、
会
長
・
副
会
長
・
会
計
の
三
役
と
、
高
張
は
自
町
の
浴
衣

に
着
替
え
る
。
三
役
と
高
張
は
浴
衣
に
法
被
（
三
役
の
法
被
は
、
ほ
か
の
会
員
の
も

の
と
比
べ
て
丈
が
長
い
）
を
着
用
し
、
目
覚
し
に
参
加
す
る
。
通
常
だ
と
こ
の
時
間

に
、
残
り
の
向
上
会
員
た
ち
は
目
覚
し
の
演
芸
に
向
け
た
着
替
え
や
メ
イ
ク
を
行
う

の
だ
が
、
二
〇
二
二
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
目
覚
し
の
演
芸
は
中
止
と
な
っ
た
た

め
、
残
り
の
向
上
会
員
は
着
替
え
な
か
っ
た
。

公
民
館
を
出
る
際
に
は
御
神
酒
（
下
町
で
は
「
出
立
ち
の
酒
」
と
い
う
）
を
飲
ん

で
か
ら
出
発
す
る
。
こ
れ
は
、
翌
日
、
翌
々
日
の
に
わ
か
の
出
発
前
も
同
様
で
あ
る

【
写
真
14
】。

（
二
）
目
覚
し

二
四
時
か
ら
中
央
四
つ
角
に
て
、
目
覚
し
が
行
わ
れ
る
。
目
覚
し
と
は
、
祭
り
の

開
始
を
町
内
に
告
げ
る
も
の
で
、
中
央
四
つ
角
に
五
町
向
上
会
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
演
芸
の
出
し
物
を
披
露
す
る
。
二
〇
二
二
年
は
コ
ロ
ナ
禍
中
と
い
う
こ
と
で
、
例

年
よ
り
縮
小
し
実
施
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
二
〇
二
二
年
の
様
子
を
中
心
的
に
記
述

す
る
。

二
〇
二
二
年
の
目
覚
し
は
、
演
芸
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
各
町
の
三
役
と
高
張

が
参
加
し
た
。
お
囃
子
に
つ
い
て
は
、
お
囃
子
が
参
加
し
た
町
内
と
テ
ー
プ
の
音
源

で
済
ま
せ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

二
三
時
三
〇
分
頃
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
向
上
会
は
高
張
を
先
頭
に
三
役
が
公
民

館
を
出
発
し
、
中
央
四
つ
角
へ
向
か
う
。
こ
の
時
、
三
役
と
高
張
は
浴
衣
と
法
被
を
着

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
張
は
高
張
提
灯
を
掲
げ
、
三
役
は
手
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
が

書
か
れ
た
提
灯
を
持
つ
。
中
央
四
つ
角
に
向
か
う
際
は
鳴
り
物
を
鳴
ら
し
た
り
せ
ず
、

写真14　出発前の様子
（2022年８月18日横町向上会　吉留撮影）
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静
か
に
中
央
四
つ
角
へ
向
か
う
。

二
三
時
五
〇
分
頃
、全
町
の
三
役

と
高
張
が
中
央
四
つ
角
に
到
着
す

る
。
中
央
四
つ
角
を
四
方
か
ら
取

り
囲
む
よ
う
に
、
五
町
の
高
張
と

会
長
が
並
ぶ
。
到
着
す
る
と
、
爆

竹
が
鳴
る
ま
で
の
間
、
五
町
の
向

上
会
会
長
が
揃
い
、
今
年
の
祭
り

の
成
功
と
無
事
を
祈
っ
て
、
挨
拶

と
酒
を
一
杯
交
わ
す
【
写
真
15
】。

二
四
時
、
年
番
向
上
会
が
道
路

の
中
央
で
爆
竹
を
あ
げ
る
。
こ
の

合
図
を
も
っ
て
、
風
鎮
祭
の
開
始

と
な
る
。
本
来
は
、
爆
竹
の
後
、

年
番
向
上
会
か
ら
順
に
中
央
四
つ

角
に
て
演
芸
を
披
露
す
る
が
、
二

〇
二
二
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
で
演
芸
は
行
わ
れ
ず
、
各
町
が

お
囃
子
を
鳴
ら
す
「
打
ち
込
み
」

の
み
が
行
わ
れ
た
【
写
真
16
】。

例
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
向
上
会
は

高
森
商
店
街
内
で
演
芸
を
披
露
し

な
が
ら
、
自
町
へ
戻
っ
て
い
く

が
、
二
〇
二
二
年
は
演
芸
が
な

か
っ
た
た
め
、
祭
り
の
開
始
を
告
げ
る
マ
イ
ク
や
お
囃
子
と
と
も
に
自
町
へ
戻
っ
て

い
っ
た
。
従
来
は
、
一
時
間
ほ
ど
か
け
て
高
森
商
店
街
や
自
町
内
を
ま
わ
っ
た
後
、

公
民
館
へ
戻
る
が
、
二
〇
二
二
年
は
一
〇
分
程
度
で
公
民
館
へ
戻
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
お
囃
子
を
鳴
ら
し
た
ト
ラ
ッ
ク
だ
け
、
町
内
を
回
る
向
上
会
も
あ

り
、
向
上
会
ご
と
に
対
応
が
様
々
で
あ
っ
た
。
な
お
、
他
町
の
ト
ラ
ッ
ク
が
他
町
を

通
行
す
る
時
は
ト
ラ
ッ
ク
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
を
消
し
て
通
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
事
前
に
向
上
会
長
同
士
で
話
し
合
っ
た
際
に
申
し
合
わ
せ
た
こ
と
だ
と
い

う
。公

民
館
に
三
役
と
高
張
が
戻
る
と
、
翌
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
、
こ
の
日

は
解
散
と
な
っ
た
。

二　

八
月
一
九
日
：
に
わ
か
一
日
目

風
鎮
祭
一
日
目
は
、
お
も
に
高
森
阿
蘇
神
社
で
の
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
、
総
踊
り
、

に
わ
か
、
花
火
の
打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
向
上
会
が
関
係
し
た
と
こ
ろ
を

中
心
に
述
べ
る
。

（
一
）
五
穀
豊
穣
祈
願
祭

朝
一
一
時
よ
り
、
高
森
阿
蘇
神
社
に
お
い
て
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
（
詳

細
に
つ
い
て
は
第
Ⅰ
部
第
四
章
）。
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
に
お
け
る
供
物
の
準
備
や
世

話
は
年
番
向
上
会
の
役
割
と
さ
れ
て
い
る
。

年
番
以
外
の
向
上
会
三
役
も
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
に
参
列
す
る
。
開
始
一
五
分
程
前

に
、
向
上
会
の
三
役
が
お
供
え
の
日
本
酒
を
携
え
て
、
高
森
阿
蘇
神
社
へ
到
着
す

る
。神

事
終
了
後
、
五
町
向
上
会
の
会
長
が
境
内
の
脇
に
集
ま
り
、
二
〇
日
夜
に
実
施

写真16　目覚し
（2022年８月18日　松岡撮影）

写真15　中央四つ角に集まる五町会長
（2022年８月18日　松岡撮影）
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さ
れ
る
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
の
順

番
を
く
じ
引
き
で
決
め
て
い
た
。

く
じ
は
年
番
向
上
会
が
準
備
を

し
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で
く
じ
を
引
く

順
番
を
決
め
た
後
（
年
番
向
上
会

は
最
後
に
ひ
く
）、
割
り
箸
に
番

号
を
書
い
た
く
じ
を
引
く
。
コ
ン

ク
ー
ル
の
順
番
は
評
価
（
優
勝
で

き
る
か
）
に
大
き
く
影
響
す
る
と

み
な
考
え
て
い
る
た
め
、
責
任
重

大
で
あ
る
【
写
真
17
】。

（
二
）
に
わ
か
に
向
け
た
準
備

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
ま
で
は
、
一
日
目
午
前
中
か
ら
昼
間
に
か
け
て
子
供

手
踊
り
、
二
日
目
午
前
中
か
ら
昼
間
に
か
け
て
向
上
会
に
よ
る
仮
装
行
列
が
行
わ
れ

て
い
た
。
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
か
ら
は
仮
装
行
列
が
取
り
や
め
と
な
り
、
子

供
手
踊
り
が
二
日
目
午
前
中
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
変
更
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
二

二
年
は
子
供
手
踊
り
も
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
一
日
目
、
二
日
目
と
も
昼
間
は

向
上
会
員
が
関
わ
る
行
事
は
と
く
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、
現
在
、
昼
間
は
そ
れ
ぞ
れ
で
過
ご
し
、
夕
方
に
ま
た
公

民
館
へ
集
合
す
る
。
以
前
は
、
午
前
中
に
も
行
事
が
あ
っ
た
た
め
、
祭
り
の
期
間
中

は
家
に
は
戻
ら
ず
、
空
い
た
時
間
は
公
民
館
に
待
機
し
て
い
る
と
い
う
向
上
会
員
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
祭
り
の
期
間
、
公
民
館
に
寝
泊
ま
り
し
、
食
事
も
公
民
館
で
取

る
こ
と
を
、「
ム
コ
メ
シ
、
ム
コ
ク
ソ
」
と
言
っ
た
。
公
民
館
に
シ
ャ
ワ
ー
設
備
が

あ
る
町
内
も
あ
り
、
家
に
帰
ら
ず
と
も
化
粧
を
落
と
し
た
り
、
着
替
え
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

一
七
時
頃
か
ら
公
民
館
に
向
上
会
員
が
集
ま
っ
て
く
る
。
お
囃
子
の
人
達
も
集
合

し
、
向
上
会
員
と
挨
拶
を
交
わ
す
。
公
民
館
に
到
着
し
た
者
か
ら
、
軽
く
食
事
を
取

り
、
そ
の
後
に
わ
か
の
化
粧
を
し
た
り
衣
装
に
着
替
え
る
。
ま
た
、
こ
の
後
上
演
す

る
演
目
の
最
終
的
な
調
整
を
行
う
者
も
い
る
。

化
粧
は
各
自
で
思
い
思
い
に
行
っ
て
い
る
。
今
は
白
粉
で
顔
を
白
く
す
る
者
が
ほ

と
ん
ど
だ
が
、
か
つ
て
は
そ
の
よ
う
な
白
塗
り
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
聞

か
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
道
具
で
化
粧
を
す
る
か
も
個
人
の
好
み
に
よ
り
、
例
え
ば
眉

を
黒
く
す
る
の
も
黒
ず
み
を
使
う
者
も
い
れ
ば
マ
ジ
ッ
ク
で
描
く
者
も
い
る
。
ま

た
、
例
え
ば
青
色
の
顔
料
は
髭
に
、
赤
色
の
顔
料
は
頬
に
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
使

い
わ
け
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
現
在
の
演
者
の
多
く
が
役
柄
と
は
必
ず
し
も
関
係
し

な
い
化
粧
を
し
て
い
る
【
写
真
18
】。

化
粧
が
済
む
と
、
に
わ
か
の
小
道
具
や
道
中
の
飲
料
な
ど
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

み
、
出
発
に
向
け
た
準
備
を
行
う
。
そ
の
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
る
と
、
演
者
と
し

て
は
出
演
し
な
い
、
手
伝
い

の
向
上
会
Ｏ
Ｂ
も
公
民
館
に

や
っ
て
来
る
。
ま
た
、
総
踊

り
の
人
達
が
公
民
館
前
を
通

る
と
、
法
被
を
着
て
通
り
に

出
て
、
声
援
を
送
る
向
上
会

も
あ
る
。

写真17　にわかコンクールの順番決め
（2022年８月19日　松岡撮影）

写真18　化粧をする様子
（2022年８月19日下町向上会

松岡撮影）
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（
三
）
に
わ
か

一
九
時
、
爆
竹
の
合
図
と
と
も
に
、
一
日
目
の
に
わ
か
の
運
行
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
こ
の
時
、
目
覚
し
と
同
様
、
出
発
前
に
御
神
酒
を
一
杯
飲
ん
で
か
ら
出
発
す
る
。

一
日
目
は
、
各
向
上
会
と
も
そ
の
年
作
っ
た
演
目
を
一
通
り
披
露
す
る
。
実
際
に

客
の
前
で
披
露
し
、
そ
の
反
応
を
み
て
、
翌
日
の
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
じ
る
に

わ
か
を
決
め
る
向
上
会
も
多
い
。
各
向
上
会
の
上
演
一
覧
と
移
動
舞
台
の
ル
ー
ト
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
（
資
料
一
）。
た
だ
し
、
花
火
が
あ
が
る
時
間
帯
（
二
〇
時
～

二
〇
時
半
頃
）
は
観
客
も
花
火
に
関
心
が
い
く
こ
と
、
打
ち
上
げ
花
火
の
音
で
に
わ

か
の
台
詞
が
か
き
消
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
に
わ
か
の
上
演
を
中
止
す
る
。

二
〇
二
二
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
に
わ
か
上
演
と
い
う
こ
と
で
、
舞
台
に
あ
が
る

演
者
は
す
べ
て
透
明
の
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
を
着
用
し
て
演
じ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
二
〇
二
二
年
の
み
実
施
さ
れ
た
企
画
と
し
て
、
吉
本
興
業
の
芸
人
と
向
上

会
員
が
一
緒
に
に
わ
か
を
行
う
コ
ラ
ボ
企
画
が
あ
る
。
こ
れ
は
中
央
四
つ
角
に
設
置

さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
向
上
会
に
一
名
の
吉
本
芸
人
が
加
わ
り
、
一
緒

に
に
わ
か
を
演
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
演
目
は
向
上
会
が
作
り
、
事
前
に
何
度

か
稽
古
も
行
わ
れ
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
の
上
演
は
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
審
査

が
行
わ
れ
、
横
町
向
上
会
が
優
勝
し
た
。

二
三
時
頃
、
一
日
目
の
上
演
を
終
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
公
民
館
に
戻
り
、
直
会
を

行
う
。
翌
日
も
祭
り
が
あ
る
の
で
、
二
時
間
程
で
終
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
宅
す
る
。

に
わ
か
の
上
演
権
に
関
す
る
決
ま
り
事

先
述
し
た
よ
う
に
、
高
張
の
役
目
は
移
動
舞
台
の
停
止
場
所
の
確
保
、
つ
ま
り
に

わ
か
の
上
演
場
所
の
確
保
で
あ
る
。
高
森
で
は
、
先
に
高
張
提
灯
を
立
て
た
ほ
う
が

上
演
の
優
先
権
を
持
つ
決
ま
り
に
な
っ
て
お
り
、
高
張
は
移
動
舞
台
が
到
着
す
る
前

に
上
演
場
所
へ
向
か
う
。
そ
し
て
、
前
の
上
演
を
終
え
た
移
動
舞
台
は
、
高
張
が
い

る
場
所
へ
と
移
動
す
る
。
こ
れ
が
基
本
的
な
高
張
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え

て
、
い
く
つ
か
の
決
ま
り
事
が
あ
り
、
に
わ
か
の
上
演
権
を
巡
っ
て
も
め
事
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
決
ま
り
事
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
述
べ
た
い
。

現
在
、
に
わ
か
の
移
動
舞
台
は
事
前
に
警
察
署
へ
申
請
し
た
ル
ー
ト
に
従
っ
て
運

行
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
し
か
し
な
が

ら
、
人
が
多
く
集
ま
る
中
央
四
つ
角
や
高
森
商
店

街
の
付
近
で
は
、
同
じ
時
刻
に
他
町
の
高
張
と
す

れ
違
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
、
ど
ち
ら
の
移
動

舞
台
の
高
張
が
優
先
さ
れ
る
の
か
は
決
ま
り
が
あ

る
。
か
つ
て
は
、
高
張
同
士
の
通
行
に
関
し
て
次

の
よ
う
な
決
ま
り
が
あ
っ
た
。

①
高
張
の
追
い
越
し
禁
止

同
じ
道
路
で
二
つ
の
町
内
の
高
張
が
向
か
い

合
っ
た
場
合
、
後
か
ら
来
た
高
張

（
Ａ
町
）
は
先
に
来
て
い
た
高
張

（
Ｂ
町
）
を
追
い
越
し
て
通
り
過

ぎ
て
は
な
ら
な
い
【
図
２
】。

②
通
り
抜
け
の
禁
止

交
差
点
な
ど
に
お
い
て
、
他
町

（
Ｂ
町
）
の
高
張
と
移
動
舞
台
の
間

を
別
の
町
内
（
Ａ
町
）
の
高
張
が
通

り
抜
け
て
は
な
ら
な
い
【
図
３
】。

現
在
は
、
こ
の
ル
ー
ル
が
少
し

図２　高張のルール①
追い越し禁止

図３　高張のルール②
通り抜けの禁止
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緩
和
さ
れ
、
高
張
を
倒
し
て
通
れ
ば
通
行
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
高

張
同
士
が
す
れ
違
う
場
合
に
も
、
お
互
い
高
張
を
倒
し
た
ま
ま
通
る
よ
う
に
決
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
他
の
向
上
会
が
舞
台
で
上
演
中
に
舞
台
の
後
ろ
を
通
る
際
も
高
張

を
倒
し
て
通
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
舞
台
で
に
わ
か
を
上
演
中
に
他
の
向

上
会
員
が
舞
台
前
を
横
切
る
際
に
は
法
被
を
脱
い
で
通
る
、
も
し
く
は
最
低
で
も
姿

勢
を
低
く
し
て
通
る
と
い
う
決
ま
り
が
あ
る
。

三　

八
月
二
〇
日
：
に
わ
か
二
日
目

二
日
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
昼
間
に
子
供
手
踊
り
を
行
っ
て
い
た
が
、
二
〇

二
二
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
粛
と
い
う
こ
と
で
、
子
供
手
踊
り
は
取
り
や
め
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
日
目
の
午
前
中
か
ら
夕
方
ま
で
向
上
会
は
特
に
役
割
は
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、
山
引
き
で
の
お
囃
子
は
、
に
わ
か
の
お
囃
子
と
同
じ
人
達
が
担

当
す
る
た
め
、
向
上
会
か
ら
お
囃
子
の
者
へ
出
演
依
頼
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
山
引

き
の
ト
ラ
ッ
ク
が
公
民
館
前
を
通
る
際
は
、
通
り
に
出
て
声
援
を
送
る
こ
と
に
し
て

い
る
向
上
会
も
あ
る
。

一
六
時
半
頃
か
ら
、
会
長
は
節
刀
渡
し
の
た
め
の
着
付
け
に
向
か
う
。
残
り
の
者

は
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
た
最
終
調
整
を
し
た
り
、
お
囃
子
の
練
習
を
し
た
り

し
て
い
る
。

一
七
時
半
頃
、
節
刀
渡
し
に
参
加
す
る
三
役
、
高
張
、
お
囃
子
が
中
央
四
つ
角
へ

向
か
う
。
下
町
向
上
会
で
は
こ
の
時
も
出
発
の
際
に
御
神
酒
を
飲
む
（
節
刀
渡
し
に

つ
い
て
は
第
Ⅰ
部
第
四
章
参
照
）。

一
九
時
頃
、
節
刀
渡
し
が
終
了
す
る
と
、
打
ち
込
み
開
始
と
な
る
。
各
町
内
の
お

囃
子
が
一
斉
に
演
奏
す
る
こ
と
を
「
打
ち
込
み
」
と
呼
ぶ
。
打
ち
込
み
が
終
わ
る

と
、
そ
の
ま
ま
お
囃
子
を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
は
最
初
の
上
演
場
所
へ
と
向
か
う
。
二

日
目
は
公
民
館
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
は
な
い
た
め
、
昼
間
、
事
前
に
一
番
目
の
上
演
場

所
へ
移
動
舞
台
を
持
っ
て
行
っ
て
お
く
。

二
日
目
の
各
向
上
会
の
上
演
一
覧
と
移
動
舞
台
の
ル
ー
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

（
資
料
二
）。
た
だ
し
、
二
日
目
は
二
〇
時
半
か
ら
中
央
四
つ
角
の
ス
テ
ー
ジ
に
て
に

わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
る
た
め
、
一
日
目
と
比
べ
て
上
演
数
は
各
向
上
会
と
も

少
な
い
（
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
中
は
ど
の
向
上
会
も
移
動
舞
台
を
行
わ
な
い
）。

に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル

に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
は
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
、
風
鎮

祭
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
、
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
は
高
森
の

人
々
の
間
に
定
着
し
、
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
優
勝
す
る
こ
と
は
彼
ら
の

な
か
で
名
誉
な
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
稽
古
の
段
階
か
ら
コ
ン
ク
ー
ル

用
の
に
わ
か
の
候
補
を
準
備
し
て
お
き
、
一
日
目
で
の
観
客
の
反
応
を
見
な
が
ら
コ

ン
ク
ー
ル
で
上
演
す
る
演
目
を
決
め
る
と
い
う
向
上
会
も
あ
る
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
。
審
査
員
は
各
町
内

か
ら
推
薦
さ
れ
た
向
上
会
Ｏ
Ｂ
（
に
わ
か
経
験
者
）
の
ほ
か
、
高
森
町
教
育
長
や
高

森
町
警
察
署
長
な
ど
町
内
の
主
要
な
役
職
に
就
い
て
い
る
人
も
入
っ
て
い
る
。

な
お
、
二
〇
二
二
年
度
は
、
下
町
向
上
会
の
優
勝
で
あ
っ
た
（
二
位
以
下
は
発
表

さ
れ
な
か
っ
た
）。

に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
終
了
後
、
自
町
に
て
数
本
に
わ
か
を
披
露
し
、
二
日
目
の
祭

り
が
終
了
す
る
（
二
三
時
頃
）。
二
日
間
に
わ
た
る
に
わ
か
の
上
演
を
終
え
る
と
公

民
館
へ
戻
り
、
直
会
を
行
う
。
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
向
上
会
は
祝
勝
会

と
な
り
、
よ
い
成
績
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
向
上
会
は
反
省
会
と
な
る
こ
と
が
多

い
。
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四　

八
月
二
一
日

風
鎮
祭
の
翌
日
（
二
一
日
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
向
上
会
で
片
付
け
が
行
わ
れ
る
。
に

わ
か
で
使
用
し
た
衣
装
や
小
道
具
の
片
付
け
、
移
動
舞
台
や
ト
ラ
ッ
ク
の
装
飾
や
配

電
の
取
り
外
し
が
主
な
仕
事
で
あ
る
。
衣
装
や
小
道
具
は
倉
庫
に
し
ま
っ
て
お
き
、

来
年
夏
に
使
用
す
る
ま
で
保
管
さ
れ
る
【
写
真
19
】。

移
動
舞
台
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
町
内
で
は
装
飾
や
配
電
を
取
り
外
し
た
後
は
そ

の
ま
ま
倉
庫
に
保
管
し
て
お
く
が
、
下
町
で
は
全
て
の
部
材
を
外
し
、
板
の
形
状
で

公
民
館
の
倉
庫
に
保
管
す
る
【
写
真
20
】。

こ
れ
ら
の
片
付
け
と
並
行
し
て
、
三
役
は
御
花
で
あ
が
っ
た
寄
付
を
集
計
し
、
商

店
へ
の
支
払
い
な
ど
を
済
ま
す
。

全
て
の
片
付
け
が
終
わ
る
と
、
向
上
会
ご
と
に
町
内
の
飲
食
店
で
打
ち
上
げ
を
行

い
、
向
上
会
員
を
慰
労
す
る
。
後
日
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
の
反
省
会
（
三
役
が
出

席
す
る
）
を
も
っ
て
、
全
て
の
風
鎮
祭
行
事
が
終
了
す
る
。

写真19　囃子トラックの装飾の片付け
（2022年８月21日昭和向上会　松岡撮影）

写真20　移動舞台の解体
（2022年８月21日下町向上会　松岡撮影）
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資
料
一　

に
わ
か
一
日
目
・
上
演
場
所
お
よ
び
に
わ
か
外
題

（
一
）
旭
向
上
会

地図番号 場所 開始時刻 外題

① 居酒屋大夢 19時00分 新人アルバイト

② 高森石油 19時15分 地域おこし協力隊

③ 草村企業駐車場 19時32分 坊主やめます

④ 四季彩 19時45分
将来の夢

（子供にわか）

⑤ 塚本商店 20時44分 山菜採り

⑥ 大塚商店 20時58分
将来の夢

（子供にわか）

⑦ 中央四つ角 21時16分 老人ホーム

⑧ なべや 21時32分 坊主やめます

⑨ 渡辺酒店 21時52分 老人ホーム

⑩ 旭公民館 22時06分
将来の夢

（子供にわか）

旭向上会一日目　にわか上演場所
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（
二
）
上
町
向
上
会

地図番号 場所 開始時刻 外題

① 福永カメラ 19時17分 高森リベンジャーズ

② 杉永石材 19時36分 令和水戸黄門

③ 四季彩 19時56分 アマビエ高森に現る

④ 草村企業 20時33分 本場のお笑い教えます

⑤ 高森石油 20時48分 高森リベンジャーズ

⑥ 桐原写真館 21時05分 鬼滅の刃高森編

⑦ 阿蘇観光タクシー 21時23分 アマビエ高森に現る

⑧ 天神区長宅前 21時37分 鬼滅の刃高森編

⑨ 木崎商店 21時51分 高森リベンジャーズ

⑩ 馬原医院 22時05分 にわか教えます

⑪ 村田屋 22時19分 今日は買われてどこへ行く

上町向上会一日目　にわか上演場所

37

第Ⅰ部　第二章　高森のにわかの現況



（
三
）
横
町
向
上
会

地図番号 場所 開始時刻 外題

① 石坂家前 19時06分 お年寄の携帯料金

② 馬原内科前 19時37分 伝説のユーチューバ―

③ 阿蘇観光タクシー 19時50分 警察学校

④ 居酒屋さくら 20時00分 伝説のユーチューバ―

⑤ 渡辺酒店 20時12分
大物新人

私はアイドル

⑥ なべや 20時42分 新型コロナ

⑦ 中村薬局 21時00分 警察学校

⑧ 中萬屋 21時15分 私はアイドル

⑨ 中川家（大阪屋前） 21時37分 大物新人

⑩ 豊前屋 21時52分 新型コロナ

⑪ ヘアークラブ岩下 22時14分 横町バトルシップ

⑫ 一咲 22時20分 私はアイドル

⑬ 高月家 22時59分 お年寄りの携帯料金

横町向上会一日目　にわか上演場所
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（
四
）
下
町
向
上
会

地図番号 場所 開始時刻 外題

① ゲストハウスサニー 19時01分 嗚呼、熱闘甲子園

② 杉永石材本店 19時20分 高森リベンジャーズ

③ ひらもり建築工房 19時45分 嗚呼、熱闘甲子園

④ 塚本商店 20時00分 嗚呼、熱闘甲子園

⑤ 大塚商店 20時34分 高森リベンジャーズ

⑥ オパール前 20時46分 町おこし

⑦ 中央四つ角 21時00分 096k歌劇団

⑧ なべや 21時20分 高森リベンジャーズ

⑨ 渡辺酒店 21時35分 高森リベンジャーズ

⑩ 桐原写真館 21時51分 ぶらり高森

⑪ 草村企業駐車場前 22時08分 町おこし

⑫ 本田たたみ店 22時20分 高森リベンジャーズ

下町向上会一日目　にわか上演場所
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（
五
）
昭
和
向
上
会　

※
二
〇
二
三
年
度
の
上
演
情
報

地図番号 場所 開始時刻 外題

① 高森駅裏住宅地 18時20分 駅前開発

② 中川原団地 18時45分 ＷＢＣ

③ 飯干製材所 19時05分 Drコトー

④ 高森駅前 19時20分 駅前開発

⑤ 高森石油前 19時40分
おつかい（子供にわか）

＃（ハッシュタグ）

⑥ 交流センター 20時40分
おつかい（子供にわか）

ＷＢＣ

⑦ 渡辺酒店前 21時08分 ＃（ハッシュタグ）

⑧ なべや前 21時36分 おつかい（大人にわか）

⑨ 中央四つ角 22時04分 Drコトー

⑩ 福永写真前 22時20分 駅前開発

⑪ 杉永石材前 22時43分
＃（ハッシュタグ）

ＷＢＣ

⑫ 四季彩前 23時05分 Drコトー

昭和向上会一日目　にわか上演場所
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資
料
二　

に
わ
か
二
日
目
・
上
演
場
所
お
よ
び
に
わ
か
外
題

（
一
）
旭
向
上
会

地図番号 場所 開始時刻 外題

① 中萬屋 18時34分 坊主やめます

② 桐原写真館 19時22分 にゃあ

③
中央四つ角

（にわかコンクール）
― 新人アルバイト

④ 渡辺酒店 22時11分
将来の夢

（子供にわか）

⑤ 旭公民館
22時25分
22時31分

老人ホーム
コンクール後の三人

旭向上会二日目　にわか上演場所
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（
二
）
上
町
向
上
会

地図番号 場所 開始時刻 外題

① 工藤クリーニング 18時31分 アマビエ高森に現る

② 大阪寿司 18時45分 今日は買われてどこへ行く

③ ヘアークラブ岩下 19時04分 上町向上会にわか事情

④ 豊前屋 19時17分 鬼滅の刃高森編

⑤ 後藤又兵衛 19時34分 上町向上会にわか事情

⑥ 中萬屋 19時47分 にわか教えます

⑦
中央四つ角

（にわかコンクール）
― 上町向上会にわか事情

⑧ スーパーよつかど 21時57分
アマビエ高森に現る

鬼滅の刃高森編
令和水戸黄門

上町向上会二日目　にわか上演場所
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（
三
）
横
町
向
上
会

地図番号 場所 開始時刻 外題

① 交流センター 18時35分 新型コロナ

② 四季彩 19時04分 伝説のユーチューバー

③ 塚本商店 19時23分 警察学校

④ 福永カメラ 19時38分 新型コロナ

⑤
中央四つ角

（にわかコンクール）
― 新型コロナ

⑥ 中萬屋 22時 警察学校

⑦ 豊前屋 22時20分 大物信心

⑧ ヘアークラブ岩下 22時38分 私はアイドル

⑨ 一咲 22時52分 横町バトルシップ

⑩ 高月家 23時23分 新型コロナ

横町向上会二日目　にわか上演場所
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（
四
）
下
町
向
上
会

地図番号 場所 開始時刻 外題

① ヘアークラブ岩下 19時00分 高森リベンジャーズ

② 豊前屋 19時15分 町おこし

③ 中萬屋 19時30分 高森リベンジャーズ

④
中央四つ角

（にわかコンクール）
― 嗚呼、熱闘甲子園

⑤ オパール美容院前 22時06分
高森リベンジャーズ

町おこし

下町向上会二日目　にわか上演場所
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（
五
）
昭
和
向
上
会　

※
二
〇
二
三
年
度
の
上
演
情
報

地図番号 場所 開始時刻 外題

① 豊前屋前 18時38分 Drコトー

② 中萬家前
18時54分
19時02分

駅前開発
おつかい（子供にわか）

③ スーパー四つ角前 19時15分 スイカ泥棒

④ 福永カメラ前
19時30分
19時35分

おつかい（子供にわか）
＃（ハッシュタグ）

⑤ カミカミハウスサトウ 19時51分 ＷＢＣ

⑥
中央四つ角

（にわかコンクール）
― 駅前開発

⑦ 草村企業駐車場

22時03分
22時13分
22時27分
22時40分

ＷＢＣ
ゴルファー
駅前開発

駅前開発（続き）

昭和向上会二日目　にわか上演場所
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令和４年　風鎮祭ポスター
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第
三
章
　
造
り
物

は
じ
め
に

三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
二
〇
二
二
年
度
の
風
鎮
祭
に
は
、
計
八
基
の
造
り
物

が
出
た
。
二
〇
一
九
年
度
の
一
二
基
よ
り
も
少
な
い
出
品
と
な
っ
た
。
八
月
二
〇
日

に
実
施
さ
れ
た
「
風
鎮
祭
造
り
物
審
査
会
」
で
決
定
さ
れ
た
審
査
結
果
の
順
位
は

【
表
１
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
に
わ
か
と
共
に
風
鎮
祭
の
目
玉
と
な
っ

て
い
る
造
り
物
の
二
〇
二
二
年
度
の
様
子
を
報
告
す
る
。

【表１】

順
位

区
名

組
名

作
品
名

特
賞

旭

旭
向
上
会

風
を
鎮
め
る
烏
天
狗

金
賞
一
席

天
神

天
神
区

山
鳥
の
沢
下
り

金
賞
二
席

横
町

横
町
造
り
物
愛
好
会

祭
の
女
王
蜂

金
賞
三
席

下
町

下
町
区

風
鎮
魚

銀
賞
一
席

昭
和

梅
香
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

梅
太
郎
タ
ー
ト
ル
（
亀
）

乗
っ
と
る　

魚
と
る

銀
賞
二
席

昭
和

昭
和
第
６
組
・
７
組

ア
マ
ビ
エ

銀
賞
三
席

横
町

横
町
Ｏ
Ｂ
会

別
所
の
オ
コ
ゼ

銀
賞
四
席

上
町

上
町
向
上
会

ア
ル
パ
カ
と
或
る
猿

第
一
節　

二
〇
二
二
年
度
の
各
造
り
物
の
概
要

現
在
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
で
は
造
り
物
の
運
営
を
第
三
部
会
が
担
う
。
出
品
さ

れ
た
造
り
物
が
列
を
な
し
て
町
内
を
巡
る
「
山
引
き
」
に
伴
う
交
通
規
制
や
造
り
物

審
査
会
の
運
営
な
ど
が
こ
の
第
三
部
会
で
事
前
に
話
し
合
わ
れ
る
。

造
り
物
は
、
風
鎮
祭
一
日
目
の
昼
ま
で
に
五
町
の
各
地
区
で
軽
ト
ラ
に
載
せ
て
展

示
さ
れ
る
。
翌
二
日
目
の
朝
に
「
風
鎮
祭
造
り
物
審
査
」
で
順
位
が
決
定
さ
れ
、
昼

か
ら
一
ヵ
所
に
集
合
し
て
展
示
さ
れ
る
（
造
り
も
ん
大
集
合
）。
同
日
一
五
時
頃
か

ら
各
向
上
会
に
よ
る
お
囃
子
と
作
品
紹
介
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
伴
っ
て
町
内
を
巡
行
す

る
（
山
引
き
）。
山
引
き
の
後
、
造
り
物
は
再
び
各
地
区
に
戻
っ
て
展
示
さ
れ
、
風

鎮
祭
終
了
後
の
翌
朝
に
は
全
て
解
体
さ
れ
る
。

造
り
物
は
に
わ
か
と
共
に
風
鎮
祭
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て

は
「
一
夜
づ
く
り
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
風
鎮
祭
の
本
番
直
前
に
作
る
と
さ
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
製
作
者
や
製
作

期
間
は
出
品
団
体
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
「
造
り
物
」
と
は
、
日
用
品
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
形
を
作
り
、
出
来

上
が
っ
た
題
材
と
素
材
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
楽
し
む
「
見
立
て
」
の
文
化
で
あ
る
。
風

鎮
祭
の
造
り
物
も
こ
の
「
見
立
て
」
の
発
想
に
基
づ
き
、
日
用
品
の
ほ
か
多
種
多
様

な
素
材
を
複
数
組
み
合
わ
せ
て
形
作
ら
れ
て
い
る
。
題
材
は
、
動
物
や
昆
虫
な
ど
の

生
き
物
が
多
く
選
ば
れ
る
ほ
か
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

八
基
の
出
品
と
な
っ
た
二
〇
二
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
二
年
間
の
休
止
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
年
と
は
や
や
様
子
が
異
な
る
も
の

の
、
本
章
で
は
二
〇
二
二
年
度
の
審
査
会
の
順
位
に
従
っ
て
各
造
り
物
に
つ
い
て
報

告
す
る
。
な
お
、
二
〇
二
三
年
度
の
風
鎮
祭
に
お
い
て
補
足
調
査
を
行
っ
た
。
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一　

特
賞
「
風
を
鎮
め
る
烏
天
狗
」（
旭
向
上
会
）

寸
法
（
慨
寸
） 

単
位
：
㎝

高
さ
一
八
〇
×
横
一
六
五
（
羽
含
む
）
×
奥
行
七
〇
（
羽
含
む
）

材
料

土
台
：
木
材
、
金
網
、
除
草
シ
ー
ト

頭
部
：
黒
漆
塗
椀
、
茶
托
、
ヘ
ア
ク
リ
ッ
プ
、
ト
ン
グ
、
木
製
ス

プ
ー
ン
、
土
瓶
用
つ
る
、
遮
光
ネ
ッ
ト
、
鳶
口
の
先
、
栓

抜
き
、
レ
ン
ゲ

胴
部
：
盆
提
灯
の
脚
、
剣
道
の
防
具
（
胴
・
垂
）、
簾
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
畳
の
縁
布

羽
・
手
部
分
：
軍
手
、
竹
製
魚
籠
、
竹
製
手
箕
、
畳
の
縁
布
、
ス

コ
ッ
プ
、
ハ
ッ
カ
ー

扇
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
盆
提
灯
の
脚
、竹
製
小
型
熊
手
、畳
の
縁
布

脚
部
：
モ
ッ
プ
、
ス
コ
ッ
プ
、
熊
手
、
お
し
ぼ
り
受
け
、
畳
の
縁

布
、
ト
ン
グ
、
バ
ネ
、
ド
リ
ン
ク
ホ
ル
ダ
ー
、

接
合
部
：
結
束
バ
ン
ド
、
針
金
、
た
こ
糸

製
作
人
数

五
名
程
度

製
作
日
数

八
月
初
旬
か
ら
七
日
間
程
度

展
示
場
所

高
森
郵
便
局
前

旭
向
上
会
会
長
（
平
成
六
年
生
）
に
よ
る
と
、
三
〇
～
四
〇
歳
く
ら
い
の
向
上
会

会
員
を
中
心
に
入
れ
替
わ
り
で
製
作
し
た
と
い
う
。
若
い
人
は
に
わ
か
に
参
加
す
る

た
め
、
比
較
的
年
齢
が
高
い
余
裕
の
あ
る
会
員
を
中
心
に
作
業
し
た
が
、
に
わ
か
に

参
加
し
な
い
＝
造
り
物
を
作
る
わ
け
で
は
な
い
。
土
台
は
木
材
と
針
金
を
使
用
し

た
。
材
料
は
、
向
上
会
会
員
が
家
か
ら
持
参
し
た
も
の
や
旭
公
民
館
に
保
管
さ
れ
て

い
る
過
去
の
造
り
物
の
材
料
な
ど
使
用
し
た
。
も
と
も
と
鳥
を
作
る
予
定
だ
っ
た

が
、
会
員
の
誰
か
が
「
天
狗
み
た
い
」
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
天
狗
に
変
更
し
た
。
上

半
身
を
作
っ
て
い
く
段
階
で
当
初
の
脚
が
小
さ
く
バ
ラ
ン
ス
が
悪
か
っ
た
た
め
大
き

く
し
、
色
味
を
足
す
た
め
に
ス
コ
ッ
プ
の
爪
を
足
し
た
と
い
う
。
飾
り
付
け
に
は
檜

の
葉
を
使
用
し
た
。（
調
査
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
一
九
日
）

左手部分拡大

脚部分拡大

背面（吉留委員撮影）

顔部分拡大
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全体像
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二　

金
賞
一
席
「
山
鳥
の
沢
下
り
」（
天
神
区
）

寸
法
（
慨
寸
）

単
位
：
㎝

高
さ
（
頭
頂
～
脚
先
）
一
六
〇
×
横
（
体
の
高
さ
）
五
〇
×
奥
行

（
尾
の
長
さ
）
一
八
〇

材
料

土
台
：
木
材
、
金
網

顔
部
分
：
黒
漆
塗
茶
蓋
、
お
し
ぼ
り
受
、
ぬ
い
ぐ
る
み
用
の
動
く

目
玉
、
ス
コ
ッ
プ
、
今
治
タ
オ
ル
（
赤
）

羽
・
尾
部
分
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
盆
提
灯
の
脚

胴
部
分
：
黒
漆
塗
椀
、
朱
漆
塗
椀

脚
部
分
：
足
ふ
き
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
洗
濯
ば
さ
み
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ス
コ
ッ
プ
の
先
、
針
金
ハ
ッ
カ
ー

接
合
部
分
：
針
金
、
畳
糸

製
作
人
数

七
名
程
度

製
作
日
数

七
月
下
旬
か
ら
一
四
日
間
程
度
（
夜
間
の
み
作
業
）

展
示
場
所

篠
田
商
店
前

連
日
一
九
時
か
ら
二
一
時
の
二
時
間
程
度
、
天
神
地
区
の
集
会
所
で
六
〇
代
後
半

～
七
〇
代
後
半
の
メ
ン
バ
ー
三
～
四
人
ず
つ
が
作
業
に
参
加
し
て
い
る
。
多
く
は
か

つ
て
上
町
向
上
会
で
に
わ
か
を
し
て
い
た
。
数
年
前
に
集
会
所
を
改
修
し
た
際
に
、

天
井
か
ら
造
り
物
を
吊
り
下
げ
ら
れ
る
よ
う
フ
ッ
ク
を
設
置
し
た
と
い
う
。
か
つ
て

は
天
神
地
区
の
各
組
ご
と
に
作
っ
て
い
た
が
、
人
手
不
足
に
よ
り
し
ば
ら
く
中
断

し
、
三
〇
年
程
前
か
ら
天
神
区
で
集
ま
っ
て
作
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
集
会
所

に
は
過
去
の
造
り
物
で
使
用
さ
れ
た
材
料
が
種
類
別
に
ケ
ー
ス
に
入
れ
ら
れ
保
管
さ

れ
て
い
る
。
飾
り
付
け
の
際
に
軽
ト
ラ
荷
台
の
下
部
に
回
す
幔
幕
は
、
四
～
五
年
前

に
地
区
の
住
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
着
物
を
幕
に
仕
立
て
た
も
の
と
い
う
。

天
神
区
長
（
昭
和
二
五
年
生
）
に
よ
る
と
、
二
〇
二
二
年
度
は
知
人
か
ら
借
り
た

キ
ジ
の
剥
製
を
参
照
し
な
が
ら
作
っ
た
と
い
う
。
山
鳥
の
顔
の
部
分
に
使
っ
た
赤
い

タ
オ
ル
は
、
今
治
タ
オ
ル
専
門
店
で
や
っ
と
良
い
の
を
見
つ
け
て
購
入
し
た
と
い

う
。「
胴
体
と
羽
の
比
率
、
顔
の
表
情
が
一
番
難
し
く
、
ま
ず
は
胴
体
を
き
ち
ん
と

作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
昔
は
シ
ョ
ウ
ケ
（
竹
籠
）
な
ど
限
ら
れ
た
材
料
し

か
無
か
っ
た
が
、
現
在
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
一
〇
〇
均
な
ど
で
入
手
で
き
る
材
料

の
選
択
肢
が
広
が
り
、
題
材
を
考
え
る
の
が
大
変
と
い
う
。
土
台
は
木
材
で
基
礎
を

作
り
、
そ
の
上
か
ら
材
料
が
結
び
つ
け
や
す
い
金
網
を
張
る
。
お
椀
な
ど
の
紐
付
け

方
が
難
し
く
、
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
（
調
査
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
一
九

日
・
二
一
日
。
※
二
〇
二
三
年
八
月
六
日
・
一
一
日
補
足
調
査
）。

顔部分拡大

底面頭部を上に下全体像
（報告者撮影）
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三　

金
賞
二
席　

「
祭
の
女
王
蜂
」（
横
町
造
り
物
愛
好
会
）

寸
法
（
慨
寸
）

単
位
：
㎝

高
さ
（
頭
頂
～
脚
先
）
一
六
〇
×
横
（
体
の
高
さ
）
五
〇
×
奥
行

（
尾
の
長
さ
）
一
八
〇

材
料

土
台
：
木
材
、
金
網

顔
部
：
剣
道
の
防
具
（
胴
）、
お
し
ぼ
り
受
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

プ
ー
ン
、
ス
コ
ッ
プ
、
は
た
き
、
し
ゅ
ろ
縄
の
束

胴
部
：
剣
道
の
防
具
（
胴
）
竹
製
ざ
る
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ち
り

取
り
、
ト
ラ
ロ
ー
プ
、
鰻
筌

羽
部
分
：
灯
油
ポ
ン
プ
、
ハ
ン
ガ
ー
、
網

脚
部
：
た
わ
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
盆
提
灯
の
脚
、
ロ
ー
プ
、
針

金
ハ
ッ
カ
ー
、
自
在
ほ
う
き
、
熊
手

製
作
人
数

三
～
四
名

製
作
日
数

七
月
下
旬
か
ら
七
日
間
程
度

展
示
場
所

豊
前
屋
本
店
前
（
駐
車
場
側
）

岩
下
賢
一
氏
（
昭
和
四
三
年
生
）
が
中
心
と
な
り
、
区
外
か
ら
熊
谷
文
夫
氏
（
昭

和
四
〇
年
生
）
ら
が
参
加
し
て
い
る
。
横
町
向
上
会
を
引
退
し
た
後
、
二
〇
年
く
ら

い
前
か
ら
同
メ
ン
バ
ー
で
作
っ
て
い
る
。
仕
事
の
合
間
や
休
日
を
使
っ
て
作
業
を
す

る
。
数
年
前
か
ら
熊
谷
氏
の
甥
も
帰
省
の
際
に
手
伝
う
こ
と
が
あ
る
。

作
業
場
所
は
、
豊
前
屋
の
倉
庫
の
一
角
で
あ
る
。
豊
前
屋
に
は
か
つ
て
横
町
六
組

で
使
っ
て
い
た
造
り
物
の
材
料
や
道
具
が
多
く
保
管
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
そ
れ

ら
を
使
用
す
る
。
材
料
を
把
握
で
き
て
い
る
た
め
、
作
っ
て
い
く
中
で
、
各
部
位
に

使
え
そ
う
な
材
料
を
考
え
て
い
く
。

二
〇
二
二
年
度
は
図
鑑
な
ど
を
参
照
し
て
、
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
を
製
作
し
た
。

正
確
な
タ
イ
ト
ル
は
「
六
で
も
な
い
け
ど
祭
の
女
王
」
で
あ
る
。「
六
」
は
も
と
も

と
横
町
六
組
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
竹
材
を
組
ん
で
金
網
を
張
っ
た
土
台
は
、

過
去
に
何
度
か
使
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。（
調
査
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
一
一

日
。
※
二
〇
二
三
年
八
月
六
日
補
足
調
査
）

お尻（針）部分

顔部分拡大

【胴部分底面】（吉留委員撮影）

胴部分右側面（吉留委員撮影）
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四　

金
賞
三
席　

「
風
鎮
魚
」（
下
町
区
）

寸
法
（
慨
寸
）

単
位
：
㎝

高
さ
一
六
〇
×
横
二
四
〇
×
奥
行
二
五

材
料

土
台
：
木
材

全
体
：
う
ち
わ
、
扇
子
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
（
銀
）、
モ
ッ
プ
、

ス
リ
ッ
パ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
盆
提
灯
の
脚
、
オ
ー
ド
ブ

ル
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
皿
、
丼
ぶ
り
、
黒
漆
塗
椀
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
、
お
し
ぼ
り
受
、
綿
、
ク
ッ
シ
ョ
ン

接
合
部
分
：
ネ
ジ
、
タ
ッ
カ
ー
、
結
束
バ
ン
ド

製
作
人
数

三
名

製
作
日
数

一
日
半
程
度

展
示
場
所

山
村
酒
造
前

製
作
の
中
心
と
な
っ
た
甲
斐
照
男
氏
（
昭
和
三
四
年
生
）
に
よ
る
と
、
材
料
は
以

前
造
り
物
を
出
し
て
い
た
下
町
三
区
の
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
る
も
の
を
提
供
し
て
も

ら
っ
た
と
い
う
。
メ
ン
バ
ー
は
、
甲
斐
氏
を
は
じ
め
下
町
向
上
会
会
長
経
験
者
を
含

む
。
数
年
お
き
に
造
り
物
を
作
っ
て
お
り
、
特
に
二
〇
二
二
年
度
は
下
町
区
か
ら
造

り
物
が
一
つ
も
が
出
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
短
期
間
で
は
あ
る
も
の
の
有
志

で
作
る
こ
と
と
し
た
と
い
う
。
通
常
は
タ
ッ
カ
ー
や
ネ
ジ
の
使
用
は
避
け
る
が
、
今

回
は
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
使
用
し
た
と
い
う
。
軽
ト
ラ
の
荷
台
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

と
黒
の
遮
光
ネ
ッ
ト
を
敷
き
、
海
を
表
現
し
た
。
一
九
日
一
〇
時
頃
に
山
村
酒
造

（
れ
い
ざ
ん
）
前
に
移
動
し
、
作
品
名
を
書
い
た
板
を
軽
ト
ラ
に
括
り
付
け
て
作
業

を
終
了
し
た
。（
調
査
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
一
八
日
。
※
二
〇
二
三
年
八
月
一
七

日
補
足
調
査
）。

左側面前方部

左側面後方部
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五　

銀
賞
一
席
「
梅
太
郎
タ
ー
ト
ル
（
亀
）
乗
っ
と
る　

魚
と
る
」

（
梅
香
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
昭
和
区
）

寸
法
（
慨
寸
） 

単
位
：
㎝

高
さ
一
五
〇
×
横
一
二
〇
×
奥
行
一
五
〇

材
料

土
台
：
鉄
骨
、
金
網

梅
太
郎
の
頭
部
：
竹
製
ざ
る
、木
製
ス
プ
ー
ン
、ヘ
ア
ク
リ
ッ
プ
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
ク
リ
ッ
プ
、
足
ふ
き
マ
ッ
ト
、
手

ぬ
ぐ
い

梅
太
郎
の
胴
部
：
竹
製
手
箕
、竹
製
ざ
る
、剣
道
の
防
具（
小
手
）、

法
被（
岳
寿
会
／
梅
香
苑
）、
藁
、
手
拭
い
、
竹

製
魚
籠
、
介
護
用
パ
ジ
ャ
マ（
ズ
ボ
ン
）、
靴
下

亀
の
頭
部
：
お
し
ぼ
り
受
、
剣
道
の
防
具
（
胴
）、
徳
利
、　
　
　

 

丸
た
わ
し

亀
の
胴
部
：
竹
製
ざ
る
、
ス
リ
ッ
パ
、
簾

接
合
部
分
：
テ
グ
ス

製
作
人
数

五
～
六
名

製
作
日
数

七
月
末
か
ら
延
べ
五
日
間
程
度

展
示
場
所

田
代
ス
ポ
ー
ツ
店
前

梅
香
苑
は
、
社
会
福
祉
法
人
岳
寿
会
が
運
営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ

る
。
昭
和
六
・
七
組
の
造
り
物
を
製
作
し
て
い
る
藤
島
昇
氏
に
習
い
、
二
〇
二
二
年

度
は
久
し
ぶ
り
の
製
作
で
、
二
度
目
で
あ
る
と
い
う
。
終
業
後
に
職
員
五
～
六
人
で

交
代
し
な
が
ら
製
作
し
た
。
昭
和
区
の
田
代
ス
ポ
ー
ツ
店
前
で
展
示
を
行
っ
た
。

な
お
、
下
町
区
に
所
在
す
る
岳
寿
会
が
運
営
す
る
も
う
一
つ
の
特
養
施
設
「
ひ
め

ゆ
り
」
も
二
〇
一
九
年
に
初
め
て
造
り
物
を
出
し
て
お
り
、
二
〇
二
三
年
度
は
ひ
め

ゆ
り
の
み
が
造
り
物
を
出
品
し
た
。（
調
査
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
一
一
日
。
※
二

〇
二
三
年
八
月
一
一
日
補
足
調
査
）

亀の顔部分拡大（報告者撮影）

亀の右側面（報告者撮影）

浦島太郎の腰部分
（報告者撮影）

浦島太郎の頭部分拡大
（報告者撮影）
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六　

銀
賞
二
席
「
ア
マ
ビ
エ
」（
昭
和
６
組
・
７
組
）

寸
法
（
慨
寸
）

単
位
：
㎝

高
さ
一
九
〇
×
横
九
〇
×
奥
行
八
五

材
料

土
台
：
木
材
、
金
網

頭
部
：
ス
ポ
ン
ジ
、
ス
コ
ッ
プ
、
ハ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
、
ス
ト
ロ
ー

胴
部
：
黒
漆
塗
椀
、
朱
漆
塗
椀
、
団
扇

接
合
部
分
：
糸
、
針
金
、
結
束
バ
ン
ド

製
作
人
数

五
名

製
作
日
数

八
月
初
旬
か
ら
七
日
間
程
度

展
示
場
所

個
人
宅
前
（
高
森
石
油
向
か
い
）

高
森
高
校
入
口
の
民
家
の
車
庫
で
作
業
を
行
っ
た
。
近
年
は
昭
和
六
・
七
組
が
合

同
で
作
っ
て
い
る
。
材
料
は
昔
の
造
り
物
の
ス
ト
ッ
ク
と
百
均
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
仕
入
れ
た
も
の
を
使
用
す
る
。
作
業
場
の
車
庫
に
は
、
黒
漆
塗
り
椀
や
皿
、
ス

キ
ー
の
板
な
ど
昔
使
用
し
て
い
た
材
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

藤
島
昇
氏
（
昭
和
二
六
年
生
）
を
棟
梁
に
、
井
和
幸
氏
（
昭
和
一
七
年
生
）
ら
が

中
心
と
な
っ
て
製
作
す
る
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
元
昭
和
向
上
会
員
も
い
る
。
藤
島
氏

が
毎
回
構
想
を
担
当
し
、
三
月
末
く
ら
い
か
ら
「
今
年
は
何
を
作
る
か
」
を
考
え
始

め
る
と
い
う
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
退
散
の
意
を
込
め

て
「
ア
マ
ビ
エ
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
。

ア
マ
ビ
エ
の
頭
髪
は
当
初
割
り
箸
を
繋
い
だ
も
の
を
予
定
し
て
い
た
が
、
上
手
く

い
か
な
か
っ
た
た
め
ス
ト
ロ
ー
を
使
う
こ
と
に
変
更
し
た
。
ス
ト
ロ
ー
の
中
に
針
金

を
通
し
て
長
く
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
黒
い
ス
ト
ロ
ー
を
使
う
予
定
だ
っ
た

が
、
百
均
で
そ
ろ
わ
な
か
っ
た
た
め
ピ
ン
ク
や
青
の
ス
ト
ロ
ー
を
利
用
し
て
カ
ラ
フ

ル
な
頭
髪
と
し
た
（
調
査
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
一
一
日
・
一
六
日
）。

右側面（吉留委員撮影）

胴部分拡大（吉留委員撮影）

足もと部分拡大（吉留委員撮影）
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七　

銀
賞
三
席
「
別
所
の
オ
コ
ゼ
」（
横
町
Ｏ
Ｂ
会
）

寸
法
（
慨
寸
）

単
位
：
㎝

高
さ
一
七
三
×
横
四
〇
×
奥
行
九
三

材
料

土
台
：
木
材
、
金
網

頭
部
：
皿
、
湯
吞
、
サ
ン
ダ
ル
、
ス
プ
ー
ン
、
黒
漆
塗
椀
、
た
わ

し
、
植
木
鉢
用
水
受
皿
、
う
ち
わ
、
モ
ッ
プ

胴
部
：
黒
漆
塗
椀
、
植
木
鉢
用
水
受
皿
、
ほ
う
き
、
う
ち
わ

背
び
れ
部
分
：
し
ゃ
も
じ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
盆
提
灯
の
脚
、
釣

り
用
の
ブ
イ

接
合
部
分
：
針
金
、
ト
ラ
ロ
ー
プ

製
作
人
数

二
名

製
作
日
数

八
月
初
旬
か
ら
延
べ
三
日
間
程
度

展
示
場
所

豊
前
屋
本
店
前
（
工
場
側
）

「
横
町
Ｏ
Ｂ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
に
横
町
向
上
会

を
引
退
し
た
下
田
康
弘
氏
（
昭
和
五
八
年
生
）
で
あ
る
。
二
〇
一
九
．
二
〇
二
〇
年

に
続
き
、
二
〇
二
二
年
で
三
回
目
の
出
品
と
い
う
。
高
森
中
学
校
近
く
の
倉
庫
に
保

管
さ
れ
て
い
る
造
り
物
の
材
料
は
、
か
つ
て
横
町
七
組
で
使
用
し
て
い
た
も
の
で
二

〇
一
一
年
の
く
ま
モ
ン
を
最
後
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
七
組
は
七
軒
ほ
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
造
り
物
を
作
る
人
が
不
在
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
向
上
会
を
引
退
し
た
下
田
氏
が
子
ど
も
の
頃
に
造
り
物
を
作
っ

て
い
る
様
子
を
見
て
い
た
経
験
を
活
か
し
、
製
作
を
始
め
た
。
一
回
目
は
ロ
ー
ル
紙

の
大
き
な
芯
を
土
台
に
Ｓ
Ｌ
を
作
っ
た
と
い
う
。

八
月
に
入
る
と
一
〇
日
頃
に
材
料
を
確
認
し
、
内
容
を
考
え
る
。
作
り
方
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
、
材
料
の
接
合
は
畳
糸
は
使
わ
ず
針
金
を
使
用
す
る
。
二
〇
二
二
年
は
下

田
氏
の
父
と
二
名
で
製
作
し
た
と
い
う
（
調
査
日
：
二
〇
二
三
年
六
月
二
一
日
）。

顔部分正面

右胸びれ拡大（吉留委員撮影）

尾びれ部分（吉留委員撮影）
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八　

銀
賞
四
席
「
ア
ル
パ
カ
と
或
る
猿
」（
上
町
向
上
会
）

寸
法
（
慨
寸
）

単
位
：
㎝

高
さ
一
九
〇
×
横
五
〇
×
奥
行
一
四
五

材
料

土
台
：
木
材
、
金
網

頭
部
：
軍
手
、
た
わ
し
、
ス
ポ
ン
ジ
、
モ
ッ
プ
、

胴
部
・
脚
部
：
軍
手
、
雑
巾
、
た
わ
し
、
長
靴

接
合
部
分
：
軍
手
を
土
台
の
金
網
に
直
接
突
き
刺
す

製
作
人
数

五
名

製
作
日
数

八
月
初
旬
か
ら
延
べ
二
日
間
程
度

展
示
場
所

旧
鶴
屋
酒
店
前
（
村
田
屋
旅
館
周
辺
）

製
作
の
中
心
と
な
っ
た
上
町
向
上
会
員
（
昭
和
五
七
年
生
）
に
よ
る
と
、
以
前
購

入
し
た
軍
手
が
大
量
に
余
っ
て
い
た
の
で
活
用
を
考
え
、
図
鑑
を
め
く
り
な
が
ら
ア

ル
パ
カ
に
す
る
こ
と
を
ひ
ら
め
い
た
と
い
う
。
向
上
会
メ
ン
バ
ー
の
今
村
翔
太
氏

（
平
成
三
年
生
）
が
猿
の
着
ぐ
る
み
を
来
て
「
或
る
猿
」
に
扮
し
、
ア
ル
パ
カ
の
隣

で
身
動
き
せ
ず
に
造
り
物
と
し
て
立
っ
た
。
今
村
氏
は
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）

頃
か
ら
造
り
物
の
一
部
と
な
る
役
を
務
め
る
。
展
示
の
時
に
は
立
た
ず
、
山
引
き
の

時
の
み
登
場
し
た
。
上
町
向
上
会
で
は
、
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
当
時
の
向

上
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
武
田
憲
一
氏
（
昭
和
四
三
年
生
）
が
造
り
物
を
作
る
よ
う

に
な
っ
た
。
以
前
は
上
町
区
だ
け
で
三
基
ほ
ど
出
て
い
た
と
い
い
、
武
田
氏
の
祖
父

も
造
り
物
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
長
ら
く
作
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
武
田
氏

は
、
カ
ラ
フ
ル
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
り
、
向
上
会
メ
ン
バ
ー

が
造
り
物
の
ふ
り
を
し
て
一
緒
に
山
引
き
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
今
日
ま

で
続
け
ら
れ
て
き
た
。（
調
査
日
：
二
〇
二
二
年
八
月
一
九
日
。
二
〇
二
三
年
八
月

一
一
、
一
七
日
補
足
調
査
。）。

※
二
〇
二
三
年
度
の
風
鎮
祭
で
は
、
警
察
の
指
導
に
よ
り
山
引
き
の
際
の
造
り
物
同

乗
は
中
止
と
な
っ
た
。

顔部分（右側～正面）お尻から脚部分（右側）
（松尾委員撮影）
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全体像
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第
二
節　

「
風
鎮
祭
造
り
物
審
査
」
の
流
れ

造
り
物
の
順
位
を
決
定
す
る
審
査
は
、
毎
回
「
審
査
規
定
」
に
則
っ
て
行
わ
れ

る
。
二
〇
二
二
年
度
の
審
査
規
定
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
掲
載
に
あ

た
っ
て
は
、「（
４
）
採
点
の
点
数
配
分
」
お
よ
び
「（
６
）
賞
規
定
」
の
「（
ハ
）
賞

金
」
金
額
に
つ
い
て
は
伏
せ
た
。

一　

審
査
会

審
査
会
は
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
に
お
い
て
委
嘱
せ
る
者
（
各
区
推
薦
一
名
、
各

区
か
ら
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
が
推
薦
し
た
一
名
。）
計
一
〇
名
を
も
っ
て
組
織
す

る
。
但
し
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
長
が
必
要
と
認
め
た
時
は
、
学
識
経
験
者
を
五
名
以

内
に
お
い
て
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

審
査
長
（
副
審
査
長
）

審
査
長
は
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
長
と
し
、
副
審
査
長
は
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
第

三
部
会
長
と
す
る
。

三　

審
査

（
イ
）
造
り
物
の
完
成
陳
列
は
、
一
九
日
午
後
一
二
時
ま
で
と
す
る
。
陳
列
場
所

は
、
各
区
に
て
決
定
す
る
。

（
ロ
）
審
査
員
は
、
一
九
日
午
前
一
一
時
事
務
局
に
集
合
の
上
う
え
、
作
品
の
審
査

を
な
し
、
採
点
結
果
の
投
票
を
行
う
。
尚
、
未
完
成
の
も
の
は
現
状
の
ま
ま

審
査
す
る
。

（
ハ
）
審
査
員
は
、
全
作
品
を
審
査
採
点
す
る
が
自
町
の
造
り
物
に
は
投
票
し
な

い
。

四　

採
点

（
イ
）
造
り
物
は
、
大
き
い
こ
と
を
良
い
と
す
る
が
、
高
さ
を
地
上
三
・
五
ｍ
以
下

と
し
、
山
引
き
（
造
り
物
引
き
廻
し
行
列
）
に
参
加
で
き
る
も
の
に
限
る
。

（
Ａ
）
見
立
て　

　
　
　

着
想　

材
料

（
Ｂ
）
出
来
栄
え
（
見
栄
え
）

　
　
　

実
感　

色
彩　

大
き
さ

（
ロ
）
最
高
を
一
〇
〇
点
か
ら
九
五
点
（
一
作
以
上
）
と
し
、
最
低
を
五
〇
点
以
上

と
す
る
。

（
ハ
）
造
り
物
の
材
料
は
、
解
体
後
、
原
形
に
復
し
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
い
か
な

る
材
料
を
混
合
し
て
制
作
し
て
も
差
支
え
な
い
。（
切
り
刻
み
、
着
色
は
減

点
対
象
と
す
る
。）

五　

選
考
会
議

（
イ
）
一
八
日
（
二
〇
日
の
間
違
い
か
―
筆
者
註
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分
、
風
鎮
祭

造
り
物
審
査
員
会
議
で
事
務
局
が
開
封
し
、『
入
選
』
及
び
『
特
別
賞
』
の

該
当
作
品
を
選
考
す
る
。

（
ロ
）
審
査
長
は
、
独
自
の
立
場
で
審
査
し
、
審
査
員
に
お
い
て
決
定
し
た
等
級
に

つ
き
、
意
見
開
陳
を
行
い
、
審
査
員
間
に
意
見
の
相
違
が
あ
る
と
き
は
票
決

す
る
。

（
ハ
）『
特
別
賞
』
は
、
高
森
町
賞
・
高
森
町
議
会
賞
・
商
工
会
賞
・
阿
蘇
森
林
組

合
高
森
支
所
賞
・
肥
後
銀
行
高
森
支
店
賞
・
県
信
用
組
合
高
森
支
店
賞
・
Ｊ

Ａ
阿
蘇
高
森
中
央
支
所
賞
・
高
森
観
光
協
会
賞
・
交
通
安
全
協
会
賞
・
安
全

運
転
管
理
者
等
協
議
会
賞
と
し
、
高
位
入
選
作
品
の
副
賞
と
す
る
。
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六　

賞
規
定

（
イ
）
全
作
品
に
対
し
、
参
加
奨
励
金
を
贈
る
。

（
ロ
）
特
賞
に
は
、
優
勝
旗
を
贈
る
。（
優
勝
旗
は
持
ち
回
り
と
し
、
返
還
の
際
記

念
品
を
贈
る
。）

（
ハ
）
入
賞
作
品
に
対
し
、
賞
状
（
特
賞
及
び
金
賞
）
と
下
記
の
賞
金
を
贈
る
。

　
　
　

特
賞
（
一
組
）　

金
賞
（
三
組
）　

銀
賞
（
四
組
）　

銅
賞
（
五
組
）

　
　
　

奨
励
賞

（
ニ
）
審
査
結
果
の
発
表
は
、『
造
り
物
大
集
合
』
時
と
す
る
。」

こ
の
規
定
は
、「
高
森
町
風
鎮
祭
造
り
物
の
伝
統
を
保
持
し
、
本
町
独
特
の
技
術

と
創
意
を
向
上
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
目

的
が
い
つ
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
現
在
確
認
可
能
な
高
森
町

商
工
会
資
料
で
は
、
昭
和
五
〇
年
度
以
降
の
審
査
規
定
に
は
毎
年
記
さ
れ
て
い
る
。

審
査
員
は
、
上
町
天
神
区
・
横
町
区
・
下
町
区
・
旭
通
区
・
昭
和
北
南
区
の
計
五

区
か
ら
各
区
が
推
薦
し
た
一
名
と
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
第
三
部
会
（
造
り
物
部

会
）
が
推
薦
し
た
一
名
の
二
名
ず
つ
が
選
出
さ
れ
、
計
一
〇
名
の
採
点
を
元
に
審
査

が
行
わ
れ
る
。
審
査
員
は
全
作
品
を
審
査
し
採
点
す
る
が
、
自
身
が
所
属
す
る
町
の

造
り
物
に
は
投
票
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
未
完
成
の
も
の
が
あ
っ

た
場
合
は
、
現
状
の
ま
ま
採
点
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
二
二
年
度
は
、
風
鎮
祭
初
日
の
八
月
一
九
日
午
前
一
一
時
に
高
森
町
商
工
会

か
ら
審
査
員
へ
審
査
道
具
一
式
が
渡
さ
れ
た
。
造
り
物
は
同
日
一
二
時
ま
で
に
各
地

区
の
商
店
前
な
ど
に
展
示
さ
れ
る
た
め
、
審
査
員
各
自
が
各
地
区
を
巡
回
し
て
採
点

し
た
。

現
在
、
造
り
物
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
飾
り
付
け
ら
れ
る
が
、
紅
白
の
角
材
を

使
っ
て
櫓
を
立
て
て
飾
り
付
け
た
り
【
写
真
１
・
２
】、
荷
台
に
垂
幕
を
渡
し
て
装

飾
す
る
こ
と
も
あ
る
。
垂
幕
は
端
午
の
節
句
の
矢
旗
（
昭
和
区
）
や
着
物
を
幕
に
仕

立
て
た
も
の
（
天
神
区
）、
商
品
宣
伝
用
の
旗
（
上
町
向
上
会
）
な
ど
が
見
ら
れ
る

【
写
真
３
・
４
】。

翌
二
〇
日
の
一
〇
時
半
に
各
審
査
員
が
採
点
表
を
持
ち
寄
り
、
山
村
酒
造
を
会
場

に
審
査
会
が
行
わ
れ
た
【
写
真
５
】。
審
査
員
一
名
に
つ
き
一
〇
〇
点
が
与
え
ら

れ
、
一
〇
名
分
の
合
計
一
〇
〇
〇
点
を
満
点
と
し
た
総
合
点
を
も
と
に
順
位
が
決
定

写真３　垂幕（昭和区）

写真２
飾り付け（旭向上会）

写真４　垂幕
（上町向上会）

写真１
飾り付け（天神区）
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す
る
。

点
数
の
配
分
は
「
見
立
て
」
と
「
出
来
栄
え
（
見
栄
え
）」
に
大
別
さ
れ
、「
見
立

て
」
で
は
題
材
の
選
定
（
着
想
）
や
使
用
し
た
材
料
な
ど
が
、「
出
来
栄
え
（
見
栄

え
）」
で
は
彩
り
や
大
き
さ
な
ど
が
審
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
切
断
や
穿
孔
な

ど
材
料
の
加
工
や
色
付
け
な
ど
は
基
本
的
に
減
点
対
象
と
さ
れ
、
風
鎮
祭
終
了
後
に

全
て
の
材
料
を
元
通
り
に
復
す
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
ま
た
、
大
き
さ
は
「
大
き
い

こ
と
を
良
い
と
す
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
現
在
は
三
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
制
限
を

設
け
て
い
る
。
以
前
は
、
荷
車
な
ど
に
造
り
物
を
載
せ
て
山
引
き
を
し
て
い
た
が
、

現
在
は
全
て
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
載
せ
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
大
き
さ
に
収
ま
り
、

山
引
き
の
移
動
に
差
し
支
え
な
い
大
き
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
出
品

団
体
全
て
に
対
し
て
参
加
奨
励
金
が
出
、
順
位
に
よ
っ
て
賞
金
と
特
別
賞
が
そ
れ
ぞ

れ
贈
ら
れ
る
。

審
査
結
果
は
二
〇
日
一
三
時
か
ら
行
わ
れ
る
「
造
り
も
ん
大
集
合
」
の
頃
に
発
表

さ
れ
る
。
順
位
は
山
村
酒
造
の
向
か
い
側
、
下
町
・
上
町
・
横
町
・
昭
和
町
を
つ
な

ぐ
四
つ
角
に
設
置
さ
れ
た
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
の
舞
台
に
貼
り
出
さ
れ
た
。
同
日
一

五
時
か
ら
の
山
引
き
を
経
て
、
一
七
時
よ
り
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
特
賞
を
得
た
旭
向

上
会
が
あ
る
旭
通
区
長
に
優
勝
旗
が
授
与
さ
れ
た
【
写
真
６
】。

第
三
節　

「
造
り
も
ん
大
集
合
」
と
「
山
引
き
」
の
流
れ

初
日
に
各
地
区
で
展
示
さ
れ
審
査
を
終
え
た
造
り
物
は
、
二
日
目
の
一
三
時
か
ら

「
造
り
も
ん
大
集
合
」
と
し
て
一
堂
に
集
合
す
る
。
大
集
合
す
る
場
所
は
、
年
番
を

勤
め
る
向
上
会
が
所
属
す
る
地
区
に
設
定
さ
れ
る
た
め
、
毎
回
変
わ
る
。
山
引
き
の

ス
タ
ー
ト
／
ゴ
ー
ル
地
点
、
ル
ー
ト
も
同
様
に
毎
回
異
な
る
。
二
〇
二
二
年
度
は
旭

向
上
会
が
年
番
を
務
め
た
た
め
、
旭
通
が
大
集
合
と
山
引
き
の
ス
タ
ー
ト
／
ゴ
ー
ル

地
点
と
な
っ
た
。
山
引
き
の
ル
ー
ト
は
実
行
委
員
会
第
三
部
会
で
計
画
し
、
毎
回
造

り
物
の
出
品
団
体
に
共
有
さ
れ
る
。

二
〇
二
二
年
度
は
、
旭
通
の
高
森
保
育
園
前
が
大
集
合
の
場
所
と
な
り
、
全
造
り

物
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
。
初
日
か
ら
二
日
目
の
午
前
中
ま
で
各
地
区
で
飾
ら
れ
た
造
り

物
が
軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
集
合
場
所
に
一
堂
に
並
べ
ら
れ
た
【
写
真
７
】。
造
り
物
が

並
ぶ
順
番
は
年
番
を
務
め
る
地
区
順
で
、
二
〇
二
二
年
度
は
旭
通
・
上
町
・
横
町
・

下
町
・
昭
和
の
順
で
陳
列
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
同
日
一
五
～
一
七
時
の
約
二
時
間
を
か
け
て
造
り
物
を
軽
ト
ラ
に
載
せ

て
各
町
を
巡
行
す
る
「
山
引
き
」
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
山
引
き
も
大
集
合
の
陳
列
順

に
町
内
を
回
る
。
各
地
区
の
向
上
会
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
各
町
の
造
り
物
を
先
導
し
、

向
上
会
員
が
自
町
の
造
り
物
の
解
説
や
見
ど
こ
ろ
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
、
荷
台
に

乗
っ
た
三
味
線
と
太
鼓
の
お
囃
子
が
伴
奏
す
る
【
写
真
８
】。

写真６　表彰式

写真５　風鎮祭造り物審査会
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年
番
を
務
め
る
向
上
会
が
所
属
す
る
地
区
か
ら
山
引
き
が
始
ま
る
た
め
、
二
〇
二

二
年
度
の
山
引
き
は
、
大
集
合
が
あ
っ
た
旭
通
の
高
森
保
育
園
前
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
旭
通
か
ら
横
町
→
上
町
→
下
町
→
昭
和
の
順
で
五
町
内
そ
れ
ぞ
れ
を
ゆ
っ
く
り

と
巡
行
し
た
【
写
真
９
】。
沿
道
の
住
民
が
自
宅
前
に
出
、
通
過
す
る
造
り
物
に
拍

手
を
送
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。
山
引
き
終
了
後
、
造
り
物
は
各
地
区
に
戻
り
、
風

鎮
祭
終
了
ま
で
再
び
各
地
区
で
展
示
さ
れ
、
八
月
二
一
日
の
朝
に
は
そ
れ
ぞ
れ
解
体

さ
れ
た
。
各
材
料
は
次
年
度
以
降
の
造
り
物
に
再
利
用
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
た
め
、

元
の
場
所
に
保
管
さ
れ
る
【
写
真
10
】。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
二
〇
二
二
年
度
風
鎮
祭
に
出
品
さ
れ
た
各
造
り
物
の
概
要
と
審
査

会
、
大
集
合
、
山
引
き
の
流
れ
を
報
告
し
た
。
二
〇
二
二
年
度
の
風
鎮
祭
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
二
年
間
の
空
白
が
生
じ
た
こ
と
に
加
え
、
感
染
症
拡
大
傾
向
に

あ
っ
て
直
前
ま
で
開
催
の
可
否
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
に
わ
か
の
練
習
期
間

だ
け
で
な
く
、
造
り
物
の
製
作
期
間
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
以
前
よ
り
も
少
な

い
八
基
の
出
品
と
な
っ
た
。

「
高
森
の
に
わ
か
」
が
国
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文

化
財
」
と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
に
わ
か
へ
の
関
心
が
集
ま
っ
た
と
同

時
に
、
造
り
物
が
風
鎮
祭
全
体
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
本
調
査
事

業
で
も
確
認
で
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
二
〇
～
三
〇
代
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
向
上
会
と
は
異
な
り
、
造
り
物

は
五
〇
～
七
〇
代
が
製
作
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
に
加
え
て
、
向
上
会
と

同
様
、
担
い
手
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
る
。
造
り
物
は
、
か
つ
て
向
上
会
引
退
者
を
中

写真９　山引き巡行ルート（報告者撮影）

写真８　山引き

写真10　解体された造り物（横町造り物愛好会）
（堤委員撮影）

写真７　造りもん大集合
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心
に
各
地
区
の
隣
組
の
住
人
が
担
い
、
多
い
時
に
は
全
体
で
四
〇
～
五
〇
基
が
出
て

い
た
と
い
う
（
第
Ⅱ
部
第
三
章
を
参
照
）。
し
か
し
、
隣
組
の
高
齢
化
や
人
手
不
足

を
理
由
に
出
品
が
減
少
し
、
現
在
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
現

役
の
向
上
会
や
向
上
会
の
引
退
者
、
地
区
外
か
ら
の
参
加
者
、
地
元
企
業
の
参
画
な

ど
を
得
な
が
ら
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
造
り
物
の
製
作
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
に
わ
か
と
同
様
に
造
り
物
が
風
鎮
祭
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
に
わ
か
が
時
代
や
場
に
よ
っ
て
自
在
に
変
化
す
る
芸
能
で

あ
る
の
と
同
様
、
造
り
物
も
ま
た
時
代
に
よ
っ
て
多
様
な
変
化
を
見
せ
る
一
種
の

「
民
俗
芸
術
」
と
い
え
よ
う
。
出
品
団
体
に
も
頻
繁
な
入
れ
替
わ
り
が
見
ら
れ
る
た

め
、
今
後
も
継
続
的
な
記
録
が
必
要
と
考
え
る
。

〈
付
記
〉

二
〇
二
三
年
度
風
鎮
祭
に
出
品
さ
れ
た
造
り
物
も
全
八
基
で
あ
っ
た
。
記
録
と
し

て
以
下
に
審
査
結
果
を
記
す
（
写
真
は
全
て
報
告
者
撮
影
）。

写
真
番
号

順
位

区
名

組
名

タ
イ
ト
ル

１

特
賞

横
町

横
町
造
り
物
愛
好
会

巨
大
ワ
ニ

２

金
賞
一
席

下
町

下
町
区

猛
獣
王

３

金
賞
二
席

天
神

天
神
区

ロ
イ
ヤ
ル
ペ
ン
ギ
ン

４

金
賞
三
席

昭
和

昭
和
第
６
組
・
７
組

う
さ
ぎ

５

銀
賞
一
席

下
町

下
町
区
有
志
の
会

風
鎮
ヒ
ラ
メ
ン
ト

６

銀
賞
二
席

横
町

横
町
Ｏ
Ｂ
会

カ
ラ
ス
の
王
様

７

銀
賞
三
席

上
町

上
町
向
上
会

君
た
ち
は　

ど
う
生
き
る
か

８

銀
賞
四
席

下
町

下
町
ひ
め
ゆ
り

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

７

４

８

３ ２ １

６ ５
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第
四
章
　
高
森
阿
蘇
神
社
に
よ
る
神
事
　

第
一
節　

五
穀
豊
穣
祈
願
祭

一一　

日
時　

二
〇
二
二
年
八
月
一
九
日　

午
前
一
一
時
か
ら
一
二
時　

二二　

場
所　

高
森
阿
蘇
神
社

三三　

神
事
の
概
要

阿
蘇
の
神
々
と
風
の
神
に
、
台
風
な
ど
の
厄
災
防
除
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

神
事
中
は
「
風
鎮
め
の
御
祭
り
並
び
に
五
穀
豊
穣
祭
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
神
事
は
例
年
、
祭
り
二
日
目
の
午
前
に
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
二
〇
二
二
年
は

初
日
の
午
前
開
催
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
こ
ろ
ま
で
は
神
事
の
あ
と
、
境

内
で
風
鎮
太
鼓
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

四　

参
加
者

①
宮
司　
　

②
高
森
町
長　
　

③
高
森
町
議
会
議
長　
　

④
高
森
町
教
育
長

⑤
旭
通
区
長 　

⑥
旭
向
上
会
会
長　
　

⑦
上
町
区
長　
　

⑧
上
町
向
上
会
会
長

⑨
横
町
区
長　
　

⑩
横
町
向
上
会
会
長　
　

⑪
下
町
区
長　
　

⑫
下
町
向
上
会
会
長

⑬
昭
和
北
区
長　
　

⑭
昭
和
南
区
長　
　

⑮
昭
和
向
上
会
会
長

⑯
商
工
会
長　
　

⑰
観
光
協
会
会
長　
　

⑱
Ｊ
Ａ
阿
蘇
担
当
理
事

⑲
肥
後
銀
行
支
店
長　
　

⑳
信
用
組
合
支
店
長　
　

㉑
肥
後
銀
行
職
員
（
撮
影
記

録
係
と
し
て
参
加
）　
　

㉒
実
行
委
員
長　
　

㉓
司
会
（
実
行
委
員
）

㉔
五
町
向
上
会
の
副
会
長
と
会
計
、
旭
向
上
会
よ
り
お
手
伝
い
三
名
、
高
森
町
関

係
者
な
ど
。

＊
例
年
だ
と
森
林
組
合
長
も
参
加
す
る
が
二
〇
二
二
年
は
欠
席
。
そ
の
ほ
か
副
町

長
と
実
行
委
員
副
会
長
が
参
加
予
定
だ
っ
た
が
欠
席
だ
っ
た
。

五　

式
次
第

九
：
〇
〇　
　

宮
司
と
そ
の
家
族
が
境
内
と
拝
殿
の
掃
除
、
御
幣
の
準
備
な
ど
を
お

こ
な
う
。

九
：
五
〇　
　

年
番
の
旭
町
向
上
会
か
ら
六
名
、
神
社
着
。

　
　
　
　
　
　

神
饌
、
盆
・
盃
・
徳
利
、
大
き
な
皿
な
ど
を
運
び
い
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

宮
司
、
神
饌
（
米
、
塩
、
昆
布
、
イ
リ
コ
、
鯛
、
野
菜
、
果
物
な

ど
）
を
祭
壇
に
並
べ
る
。
旭
町
向
上
会
奉
納
の
御
神
酒
の
化
粧
箱
か

ら
一
升
瓶
を
取
り
出
し
、
蓋
を
開
け
て
祭
壇
の
中
央
に
置
く
。

　
　
　
　
　
　

旭
向
上
会
、
直
会
で
出
す
御
神
酒
の
注
ぎ
方
と
配
り
方
、
イ
リ
コ
の

出
し
方
な
ど
を
確
認
す
る
。

一
〇
：
三
〇　

神
社
に
参
列
者
が
集
ま
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　

司
会
進
行
を
務
め
る
実
行
委
員
と
宮
司
と
で
打
ち
合
わ
せ
、
人
数
を

確
認
し
て
座
布
団
を
並
べ
る
。

席次図
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各
向
上
会
会
長
、
奉
納
す
る
お
神
酒
（
霊
山
一
升
瓶
二
本
入
り
の
化

粧
箱
）
を
祭
壇
の
左
下
に
置
い
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　

旭
向
上
会
は
拝
殿
下
で
直
会
の
酒
の
準
備
（
徳
利
に
酒
を
入
れ
、
盃

に
移
す
作
業
）
を
お
こ
な
う
。

　
　
　
　
　
　

＊
今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
と
し
て
直
会
は
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
後
か
ら
酒
を
戻
し
た
。

一
〇
：
五
〇　

参
会
者
た
ち
、
拝
殿
の
決
め
ら
れ
た
席
に
着
く
。
座
る
場
所
は
司
会

が
確
認
し
て
誘
導
。

一
〇
：
五
二　

宮
司
入
場
、
商
工
会
長
代
理
が
挨
拶
に
向
か
う
。

一
〇
：
五
八　

商
工
会
長
代
理
、
前
に
出
て
参
加
者
に
挨
拶
。

　
　
　
　
　
　

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
の
是
非
が
い
わ
れ
て
き
た
が
、
向
上
会
は
コ

ロ
ナ
検
査
を
お
こ
な
い
、
二
日
間
、
充
分
に
対
策
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
例
年
な
ら
こ
の
時
間
は
子
ど
も
手
踊
り
だ
が
中
止
と
な
っ
た
の

で
、
今
年
は
初
日
に
神
事
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
来
年
は
神
事
が
二

日
目
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
初
日
の
こ
の
時
間
に
す
る
こ
と
も

意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。」

一
一
：
〇
〇　

神
事
開
始
、
宮
司
が
太
鼓
を
叩
い
て
神
事
の
開
始
を
告
げ
る
。

　
　
　
　
　
　

司
会
「
た
だ
い
ま
よ
り
、
風
鎮
め
の
み
ま
つ
り
、
並
び
に
五
穀
豊
穣

祭
を
執
り
お
こ
な
い
ま
す
。
一
同
、
神
殿
に
向
か
っ
て
一
拝
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。」

　
　
　
　
　
　

一
同
、
一
拝

一
一
：
〇
一　

修
祓

　
　
　
　
　
　

宮
司
、
幣
殿
の
祭
壇
前
へ
座
り
祓
詞
を
奏
上
。
中
央
の
大
幣
を
持

ち
、
祭
壇
の
神
饌
、
右
横
の
棚
の
御
幣
を
軽
く
祓
う
。
参
会
者
の
前

に
移
動
し
、
参
会
者
の
頭
上
で
大
幣
を
振
っ
て
祓
う
。

一
一
：
〇
五　

奉
幣
の
儀

　
　
　
　
　
　

宮
司
、
祭
壇
右
横
の
棚
に
立
て
て
い
た
赤
布
を
巻
い
た
御
幣
を
持
っ

て
神
饌
を
祓
う
。
祭
壇
の
横
か
ら
神
殿
前
に
移
動
し
、
先
ほ
ど
の
御

幣
を
神
殿
の
扉
前
に
奉
納
す
る
。

一
一
：
〇
九　

献
饌

　
　
　
　
　
　

宮
司
、
祭
壇
中
央
の
三
方
の
お
神
酒
徳
利
の
蓋
を
あ
け
る
。

一
一
：
一
一　

祝
詞
奏
上

　
　
　
　
　
　

宮
司
、
祝
詞
奏
上
。
参
会
者
は
低
頭
。

一
一
：
一
七　

玉
串
拝
礼

　
　
　
　
　
　

宮
司
、
祭
壇
前
の
三
方
か
ら
玉
串
を
ひ
と
つ
と
っ
て
奉
納
。
三
方
を

も
っ
て
拝
殿
ま
で
下
が
り
待
機
。
司
会
に
名
前
を
呼
ば
れ
た
人
は
前

に
で
て
、
宮
司
か
ら
玉
串
を
ひ
と
つ
受
け
と
り
、
祭
壇
に
玉
串
を
奉

納
し
て
、
二
礼
二
拍
一
礼
。
関
係
者
は
そ
の
場
で
一
緒
に
二
礼
二
拍

一
礼
す
る
。

　
　
　
　
　

年
番
旭
区
長
の
と
き
に
他
四
町
の
区
長
及
び
向
上
会
代
表
が
一
緒
に
二

礼
二
拍
一
礼
。

　
　
　
　
　

年
番
旭
向
上
会
長
の
と
き
、
拝
殿
内
の
他
向
上
会
会
長
四
名
と
、
外
に

い
た
向
上
会
員
全
員
が
一
緒
に
二
礼
二
拍
一
礼
。

一
一
：
三
二  

撤
饌

　
　
　
　
　
　

宮
司
、
祭
壇
中
央
の
三
方
の
お
神
酒
徳
利
の
蓋
を
し
め
る
。

一
一
：
三
四　

司
会
の
言
葉
に
合
わ
せ
て
参
会
者
一
同
、
一
礼
。

　
　
　
　
　
　

司
会
「
以
上
を
持
ち
ま
し
て
、
風
鎮
め
の
み
ま
つ
り
、
並
び
に
五
穀

豊
穣
祭
を
終
了
い
た
し
ま
す
。」
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参
会
者
一
同
一
礼
し
、
神
事
終
了
。

一
一
：
三
七　

拝
殿
内
の
参
会
者
た
ち
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
集
合
写
真
撮
影
。

一
一
：
三
九　

直
会

　
　
　
　
　
　

拝
殿
内
の
参
会
者
た
ち
に
旭
向
上
会
が
空
の
盃
を
「
エ
ア
お
神
酒
で

す
」「
エ
ア
で
す
み
ま
せ
ん
、
か
ら
っ
ぽ
で
す
」
な
ど
と
い
っ
て
配

る
。
円
に
な
っ
て
空
の
盃
を
持
っ
て
待
機
。
全
員
に
盃
が
い
き
わ

た
っ
た
と
こ
ろ
で
宮
司
か
ら
一
言
が
あ
り
、
宮
司
の
「
献
杯
」
の
声

の
後
、
全
員
で
「
献
杯
」
と
い
っ
て
盃
を
頭
上
に
か
か
げ
、
飲
む
ふ

り
を
す
る
。

一
一
：
四
〇　

旭
向
上
会
、
盃
を
回
収
し
て
イ
リ
コ
を
配
る
。
各
々
、
イ
リ
コ
を
ひ

と
つ
と
っ
た
ら
、
何
も
い
わ
ず
そ
の
場
で
す
ぐ
食
べ
る
。

一
一
：
四
一　

全
員
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
、
一
礼
し
て

外
に
出
る
。

一
一
：
四
三　

境
内
で
向
上
会
会
長
た
ち
が
、
に
わ
か
コ
ン
テ
ス
ト
の
順
番
を
決
め

る
く
じ
引
き
を
お
こ
な
う
。
く
じ
引
き
が
終
わ
っ
た
ら
、
昭
和
町
の

に
わ
か
の
ル
ー
ト
変
更
に
な
っ
た
こ
と
、
コ
ン
テ
ス
ト
と
コ
ン
ク
ー

ル
の
時
間
な
ど
を
確
認
。

一
一
：
五
〇　

随
時
解
散

高森阿蘇神社での五穀豊穣祭
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第
二
節　

節
刀
渡
し

一　

日
時　

二
〇
二
二
年
八
月
二
〇
日　

午
後
六
時
か
ら
六
時
半

二　

場
所　

中
央
四
つ
角　

臨
時
祭
場

当
日
の
午
後
四
時
半
こ
ろ
か
ら
風
鎮
祭
実
行
委
員
ら
に
よ
っ
て
中
央
四
つ
角
に
臨

時
の
祭
壇
が
設
け
ら
れ
る
。
約
三
メ
ー
ト
ル
四
方
の
四
隅
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
置
き
、
真

竹
を
立
て
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
位
置
で
稲
縄
を
張
り
巡
ら
し
、
縄
に
紙
垂
を

一
片
に
三
つ
、
計
一
二
本
垂
ら
す
。
中
央
に
祭
壇
を
置
く
。
祭
壇
の
中
央
に
節
刀
、

左
に
お
神
酒
（
霊
山
一
升
瓶
一
本
）、
右
に
玉
串
、
節
刀
と
玉
串
の
三
方
の
間
に
大

幣
、
奥
の
小
机
に
大
き
い
御
幣
五
本
が
御
幣
立
て
に
立
て
ら
れ
る
。
祭
壇
の
横
に
霊

山
の
樽
酒
が
置
か
れ
、
鏡
開
き
の
杵
六
本
が
準
備
さ
れ
る
。　

三　

神
事
の
概
要

祭
り
を
統
括
す
る
年
番
向
上
会
を
交
代
す
る
儀
式
。「
節
刀
」
と
よ
ば
れ
る
短
刀

の
受
け
渡
し
を
お
こ
な
う
。

熊
本
県
内
で
は
祭
り
の
中
心
と
な
る
人
・
家
・
集
団
を
セ
ッ
ト
ウ
と
い
い
「
節

頭
」
ま
た
は
「
節
当
」
の
字
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
当
番
を
交
代
す

る
儀
礼
を
「
セ
ッ
ト
ウ
ワ
タ
シ
」
と
い
い
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
御
幣
や
祭
事
道
具

な
ど
を
受
け
渡
す
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
。「
節
刀
」
の
字
を
あ
て
て
実
際
に
刀
の

受
け
渡
し
を
す
る
の
は
県
内
で
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。

昭
和
二
五
年
に
向
上
会
と
宮
司
の
間
で
取
り
決
め
た
「
風
鎮
祭
規
約
」に
よ
る
と
、

中
央
四
つ
角
で
の
「
節
刀
渡
し
」
の
儀
は
、
町
民
の
要
望
に
よ
り
昭
和
二
五
年
か
ら

は
じ
め
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
高
森
阿
蘇
神
社
の
神
前
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

四　

参
加
者

①
宮
司　
　

②
高
森
町
商
工
会
会
長
（
代
理
）
　
　
③
高
森
町
町
長

④
高
森
町
議
会
議
長　
　

⑤
高
森
町
教
育
長　
　

⑥
高
森
警
察
署
長

⑦
Ｊ
Ａ
阿
蘇
高
森
支
所
担
当
理
事　
　

⑧
阿
蘇
森
林
組
合
高
森
支
所
担
当
理
事

⑨
高
森
町
観
光
協
会
会
長　
　

⑩
肥
後
銀
行
高
森
支
店
長　
　

⑪
司
会
進
行
係

向
上
会
の
会
長
は
裃
を
着
て
、
頭
に
笠
を
被
り
、
腰
に
扇
子
を
さ
し
、
足
袋
に
雪

駄
を
履
く
。
副
会
長
と
会
計
、
高
張
は
浴
衣
に
各
向
上
会
の
法
被
。
区
長
も
向
上
会

の
法
被
着
用
。
他
、
参
列
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
の
法
被
を
着
用
し
て
い
る
。

五　

式
次
第

一
六
：
二
五　

年
番
の
旭
向
上
会
、
節
刀
渡
し
に
必
要
な
も
の
（
竹
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

縄
、
お
神
酒
な
ど
）
を
四
つ
角
に
運
ぶ
。
四
つ
角
で
は
実
行
委
員
会

に
よ
り
節
頭
渡
し
の
会
場
設
営
が
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

一
六
：
三
〇　

各
向
上
会
会
長
、
中
萬
屋
で
着
物
の
着
付
け
を
し
て
も
ら
う
。
ま
た

席次図
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中
萬
屋
の
社
長
に
節
刀
渡
し
の
口
上
を
教
え
て
も
ら
う
。

一
七
：
三
〇　

四
つ
角
の
ス
テ
ー
ジ
に
て
造
り
物
表
彰
式
が
は
じ
ま
る
。

一
七
：
四
一　

ス
テ
ー
ジ
の
造
り
物
表
彰
式
終
了
。

一
七
：
四
二　

四
つ
角
に
高
森
阿
蘇
神
社
宮
司
到
着
。
旭
町
、
昭
和
町
の
車
、
所
定

の
位
置
に
停
車
。

一
七
：
四
七　

着
付
け
を
終
え
た
五
町
向
上
会
長
、
中
萬
家
か
ら
そ
ろ
っ
て
出
て
き

て
四
つ
角
で
待
機
。
高
森
町
関
係
者
、
商
工
会
ほ
か
、
神
事
参
列
者

が
四
つ
角
に
集
ま
っ
て
く
る
。
横
町
、
上
町
、
下
町
の
車
も
到
着

し
、
所
定
の
位
置
に
停
車
。

一
七
：
五
〇　

祭
壇
に
向
か
っ
て
五
町
向
上
会
三
役
と
高
張
提
灯
と
区
長
が
一
列
に

な
っ
て
並
ぶ
。
先
頭
は
向
上
会
会
長
、
次
に
高
張
、
区
長
、
向
上
会

副
会
長
、
会
計
の
順
。
会
長
と
区
長
の
足
元
に
向
上
会
の
提
灯
を
置

い
て
い
る
。
他
、
向
上
会
メ
ン
バ
ー
は
各
町
の
車
の
周
り
に
待
機
。

一
八
：
〇
〇　

町
内
放
送
の
「
ふ
る
さ
と
」
が
流
れ
、
爆
竹
が
あ
が
る
。

　
　
　
　
　
　

司
会
「
た
だ
い
ま
よ
り
令
和
四
年
度
風
鎮
祭
、
マ
チ
ナ
カ
サ
イ
、
な

ら
び
に
節
刀
渡
し
の
儀
を
執
り
お
こ
な
い
ま
す
」

一
八
：
〇
一　

修
祓

　
　
　
　
　
　

宮
司
、
中
央
祭
壇
前
で
祓
詞
を
奏
上
。
大
幣
を
持
っ
て
祭
壇
を
祓
っ

た
あ
と
、
懐
か
ら
小
さ
く
切
っ
た
紙
を
取
り
だ
し
三
回
振
り
ま
く
。

　
　
　
　
　
　

高
森
町
長
等
の
参
列
者
側
へ
移
動
、
頭
上
で
大
幣
を
三
度
振
り
、
手

に
持
っ
た
紙
片
を
三
回
振
り
ま
い
て
参
列
者
に
一
礼
。
中
央
の
五
町

向
上
会
側
へ
移
動
、
頭
上
で
大
幣
を
三
度
振
り
、
手
に
持
っ
た
紙
片

を
三
回
振
り
ま
い
て
参
列
者
に
一
礼
。
実
行
委
員
側
へ
移
動
、
頭
上

で
大
幣
を
三
度
振
り
、
手
に
持
っ
た
紙
片
を
三
回
振
り
ま
い
て
参
列

者
に
一
礼
。
中
央
祭
壇
前
に
戻
り
一
礼
、
大
幣
を
祭
壇
に
戻
す
。

一
八
：
〇
六　

祝
詞
奏
上

　
　
　
　
　
　

宮
司
、
中
央
祭
壇
前
で
祝
詞
を
奏
上
。

一
八
：
一
一 

玉
串
拝
礼

　
　
　
　
　
　

宮
司
が
玉
串
を
あ
げ
た
ら
、
司
会
に
名
前
を
呼
ば
れ
た
人
が
前
に
で

て
玉
串
を
あ
げ
る
。

一
八
：
二
二　

節
刀
渡
し

　
　
　
　
　
　

各
向
上
会
会
長
は
足
元
の
提
灯
を
持
っ
て
前
へ
で
て
、
祭
壇
前
で
横

一
列
に
並
び
足
元
に
提
灯
を
置
く
。
宮
司
、
中
央
祭
壇
の
三
方
に

の
っ
て
い
た
節
刀
を
手
に
と
り
、
向
上
会
会
長
ら
と
向
き
合
う
。
年

番
向
上
会
の
旭
向
上
会
会
長
と
次
の
年
番
の
上
町
向
上
会
会
長
が
一

歩
前
に
で
て
向
き
合
い
、
お
互
い
に
一
礼
。
旭
向
上
会
会
長
、
宮
司

か
ら
節
刀
を
受
け
取
り
両
手
で
持
つ
。
実
行
委
員
の
ひ
と
り
が
真
ん

中
で
マ
イ
ク
を
持
つ
。
旭
向
上
会
会
長
が
節
刀
渡
し
の
口
上
を
述
べ

る
。

　
　
　
　
　
　

「
旭
通
向
上
会
は
令
和
四
年
度
風
鎮
祭
行
事
一
斉
を
と
ど
こ
り
な　

く
終
了
し
、
横
町
向
上
会
、
下
町
向
上
会
、
昭
和
向
上
会
、
立
会
い

の
下
、
令
和
四
年
度
風
鎮
祭
行
事
一
斉
を
上
町
向
上
会
へ
申
し
送
り

ま
す
」

　
　
　
　
　
　

口
上
を
述
べ
終
え
た
ら
節
刀
を
上
町
会
長
へ
手
渡
す
。
上
町
向
上
会

会
長
、
節
刀
を
両
手
で
持
っ
て
口
上
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　

「
上
町
向
上
会
は
、
横
町
向
上
会
、
下
町
向
上
会
、
昭
和
向
上
会
立

会
い
の
下
、
令
和
五
年
度
風
鎮
祭
行
事
一
斉
を
旭
向
上
会
よ
り
確
か

に
申
し
受
け
ま
す
」
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他
、
三
町
の
向
上
会
会
長
が
順
に
以
下
の
口
上
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　

「
横
町
向
上
会
、
確
か
に
見
届
け
ま
し
た
」　

　
　
　
　
　
　

「
下
町
向
上
会
、
確
か
に
見
届
け
ま
し
た
」　

　
　
　
　
　
　

「
昭
和
向
上
会
、
確
か
に
見
届
け
ま
し
た
」　

　
　
　
　
　
　

宮
司
、
ひ
と
つ
う
な
づ
き
、

　
　
　
　
　
　

「
た
だ
い
ま
、
セ
ッ
ト
ウ
ワ
タ
シ
の
儀
が
滞
り
な
く
、
あ
い
す
み
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
で
サ
ラ
リ
を
ご
一
緒
に
お
願
い
し
ま
す
」

　
　
　
　
　
　

宮
司
の
「
ヨ
オ
ォ
」
の
掛
け
声
で
、
参
列
者
全
員
で
手
締
め
（
三
拍

を
三
回　

パ
ン
パ
ン
パ
ン　

パ
ン
パ
ン
パ
ン　

パ
ン
パ
ン
パ
ン
）
を

お
こ
な
う
。

　
　
　
　
　
　

宮
司
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　

一
同
礼

一
八
：
二
五　

節
刀
渡
し
終
了

　
　
　
　
　
　

上
町
向
上
会
会
長
、
節
刀
を
宮
司
に
渡
し
、
五
町
向
上
会
会
長
は
足

元
の
提
灯
を
持
っ
て
元
の
列
に
戻
る
。
宮
司
は
節
刀
を
も
と
の
三
方

の
上
に
置
き
、
祭
壇
奥
に
立
て
て
い
た
御
幣
を
も
っ
て
五
町
向
上
会

会
長
に
一
本
ず
つ
配
る
。
会
長
た
ち
は
配
ら
れ
た
御
幣
を
胸
前
に
掲

げ
持
ち
、
鏡
開
き
が
済
む
の
を
待
つ
。
鏡
開
き
に
参
加
す
る
人
は
祭

壇
横
の
樽
酒
の
前
に
移
動
す
る
。

一
八
：
二
七　

鏡
開
き

　
　
　
　
　
　

町
長
、
議
長
、
教
育
長
、
商
工
会
町
、
観
光
協
会
長
、
警
察
署
長
の

六
名
、
エ
イ
エ
イ
の
掛
け
声
で
酒
樽
に
杵
を
打
ち
こ
む
。

　
　
　
　
　
　

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
本
日
は
セ
レ
モ
ニ
ー
だ
け
で
振
る
舞
い
は
な
し
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

　
　
　
　
　
　

鏡
開
き
参
加
者
、
元
の
位
置
に
戻
る
。

一
八
：
二
八　

神
事
終
了

　
　
　
　
　
　

会
場
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
神
事
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
各
向

上
会
、
打
ち
こ
み
、
は
じ
め
！
」

　
　
　
　
　
　

こ
の
掛
け
声
で
各
町
の
お
囃
子
が
演
奏
し
は
じ
め
る
。
宮
司
は
一
礼

し
て
祭
壇
の
片
付
け
を
は
じ
め
る
。
向
上
会
会
長
た
ち
は
着
替
え
の

た
め
中
萬
家
へ
移
動
。
副
会
長
、
会
計
、
高
張
は
各
自
の
舞
台
へ
移

動
。
実
行
委
員
た
ち
は
会
場
の
片
づ
け
を
素
早
く
お
こ
な
う
。

節刀渡し
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第
Ⅱ
部　

論
考
編





第
一
章
　
高
森
の
に
わ
か
の
特
徴

は
じ
め
に

本
報
告
書
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
高
森
の
に
わ
か
」
は
風
鎮
祭
を
構
成
す

る
中
心
的
行
事
の
一
つ
で
あ
る
。
祭
り
期
間
中
の
夕
刻
か
ら
夜
に
か
け
て
、
町
内
各

所
で
賑
や
か
に
上
演
さ
れ
る
に
わ
か
の
舞
台
は
、
普
段
は
静
か
な
高
森
の
町
並
み
を

一
転
さ
せ
る
。
狭
い
通
り
を
行
き
交
う
移
動
舞
台
や
囃
子
の
ト
ラ
ッ
ク
、
舞
台
上
か

ら
聞
こ
え
る
に
わ
か
の
台
詞
や
三
味
線
の
音
色
、
に
わ
か
の
化
粧
や
扮
装
を
し
た
向

上
会
の
人
々
、
そ
し
て
年
に
一
度
の
に
わ
か
を
楽
し
み
に
近
郷
か
ら
集
ま
っ
た
人
々

で
、
町
は
一
気
に
華
や
い
だ
空
気
に
変
わ
る
。

高
森
で
演
じ
ら
れ
て
き
た
に
わ
か
は
特
定
の
演
目
や
台
本
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
毎
年
、
向
上
会
の
人
々
に
よ
っ
て
上
演
演
目
が
作
ら
れ
、
稽
古
し
、
演
じ
ら
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
主
た
る
演
者
組
織
で
あ
る
向
上
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
向
上

会
に
お
い
て
様
々
に
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
そ
の
年
の
演
目
を
作
り
上
げ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
時
代
に
よ
っ
て
に
わ
か
の
演
技
や
演
じ
方
も
多
様
に
変
化
し
な
が
ら
、

今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
、「
高
森
の
に
わ
か
」
が
ど
の
よ
う
に
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
の

か
、そ
の
歴
史
や
演
技
の
特
徴
、に
わ
か
を
支
え
て
き
た
伝
承
組
織
に
つ
い
て
整
理
す

る
。さ
ら
に
、今
後
の
継
承
に
向
け
た
高
森
地
区
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
一
節　

高
森
の
に
わ
か
の
芸
態
的
特
徴

「
に
わ
か
」
と
は
、
一
般
に
滑
稽
を
主
と
し
、
オ
チ
を
つ
け
る
特
定
の
芸
能
名
称

と
し
て
広
く
知
ら
れ
る

（1）

。
地
域
や
時
代
に
よ
っ
て
、
俄
、
二
輪
加
、
仁
和
加
、
仁

〇
加
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
高
森
で
は
特
定
の
漢
字
を
当
て
て
書
く
こ

と
は
な
い
。

二
〇
二
二
年
現
在
、高
森
の
に
わ
か
は
一
つ
の
演
目
が
お
お
よ
そ
一
〇
分
で
あ
り

（2）

、

扮
装
を
し
た
三
人
の
演
者
の
軽
妙
な
台
詞
の
や
り
取
り
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
観
客
を

笑
わ
せ
る
。
上
演
さ
れ
る
演
目
は
そ
の
年
か
ぎ
り
で
、
毎
年
新
た
に
作
ら
れ
る
。
上

演
中
稽
古
で
練
習
し
た
台
詞
の
や
り
取
り
に
く
わ
え
て
、
咄
嗟
に
ア
ド
リ
ブ
で
台
詞

が
変
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
観
客
か
ら
の
笑
い
声
や
ヤ
ジ
が
飛
ぶ
こ

と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
事
前
に
決
め
ら
れ
た
定
型
的
な
演
技
と
、
そ
の
場
限
り
の

演
技
が
交
じ
り
あ
っ
て
、
高
森
の
に
わ
か
は
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
節
で

は
、
現
在
の
風
鎮
祭
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
に
わ
か
の
様
相
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

一　

に
わ
か
の
構
成

二
〇
二
二
年
時
点
に
お
い
て
、
高
森
の
に
わ
か
は
①
口
上
、
②
道
行
き
、
③
演
技

の
開
始
、
④
道
行
き
・
場
面
転
換
、
⑤
落
と
し
、
⑥
御
花
の
披
露
と
い
う
一
連
の
流

れ
で
演
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
よ
う
な
演
技
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
一
）
口
上

移
動
舞
台
が
上
演
場
所
に
到
着
す
る
と
、
舞
台
中
央
に
向
上
会
の
法
被
を
着
用
し

た
青
年
が
舞
台
中
央
に
あ
が
り
、
正
面
を
向
い
て
拍
子
木
を
「
タ
ン
、
タ
ン
、
タ

ン
、
タ
ン
、
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
、
タ
ン
」
と
打
つ
。
そ
の
後
、
口
上
を
述

べ
、
こ
れ
か
ら
演
じ
る
外
題
名
を
告
げ
る
【
写
真
１
】。
口
上
の
文
言
は
、
五
町
向

上
会
で
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
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「
と
ざ
ー
い
、
と
ー
ざ
い
。
た
だ
い
ま
よ

り
、
□
□
向
上
会
演
芸
部
一
行
が
お
送
り
し

ま
す
に
わ
か
の
外
題
は
、
〇
〇
〇
〇
（
外
題

名
）、
〇
〇
〇
〇
（
外
題
名
）。
ど
う
ぞ
最
後

ま
で
ご
ゆ
っ
く
り
ご
観
覧
の
ほ
ど
を
ー
」

口
上
を
終
え
る
と
、
再
び
拍
子
木
を
「
タ

タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ
、
タ
ン
」
と
打
ち

な
が
ら
舞
台
を
降
り
る
。
拍
子
木
を
打
ち
終
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
お
囃
子
が

「
道
行
き
（
通
称
ボ
ッ
チ
ャ
ン
）」
を
弾
き
始
め
る
。

（
二
）
道
行
き

口
上
が
舞
台
を
降
り
る
と
、
化
粧
や
衣
装
を
着
た
演
者
二
名
が
「
道
行
き
」
を
し

な
が
ら
舞
台
に
登
場
す
る
【
写
真
２
】。
こ
の
時
、
舞
台
脇
で
は
お
囃
子
が
「
道
行

き
（
通
称
ボ
ッ
チ
ャ
ン
）」
を
演
奏
し
て
い
る
。

「
道
行
き
」
と
は
、「
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が

る
」
と
い
う
足
の
運
び
を
し
な
が
ら
、
舞
台
の
上
で

円
を
描
く
よ
う
に
移
動
す
る
所
作
で
あ
る
。
舞
台
上

を
一
周
程
度
す
る
と
、
お
囃
子
の
ほ
う
に
軽
く
手
を

あ
げ
て
、
道
行
き
の
終
わ
り
を
合
図
す
る
。
道
行
き

が
終
わ
る
と
、
台
詞
の
や
り
取
り
が
始
ま
る
。

道
行
き
で
は
、
ど
の
向
上
会
も
二
名
の
演
者
が
前

後
に
並
び
、
舞
台
上
を
ま
わ
る
。
演
技
の
な
か
で
小

道
具
を
使
う
場
合
は
、
手
に
持
ち
登
場
す
る
。

こ
の
時
、
後
ろ
の
演
者
が
前
を
行
く
演
者

の
腰
や
衣
装
を
持
ち
な
が
ら
、
道
行
き
を
す

る
向
上
会
も
あ
る
【
写
真
３
】。
こ
う
す
る

こ
と
で
、
共
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
観
客

側
に
印
象
づ
け
る
。
ま
た
、
こ
の
後
演
じ
る

役
柄
に
応
じ
た
道
行
き
を
す
る
よ
う
（
例
え

ば
、
女
性
を
演
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
腰
を
か

が
め
て
女
性
ら
し
い
し
な
や
か
な
動
き
の
道

行
き
）、
先
輩
か
ら
指
導
さ
れ
た
と
い
う
話
も
聞
か
れ
た
。

な
お
、
道
行
き
は
高
森
の
に
わ
か
で
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、「
正
し
く
道
行
き
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
点
は
、
に
わ
か
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
基
準
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
演
技
の
開
始

道
行
き
が
終
わ
る
と
、
演
技
が
始
ま
る
。
多
く
の
場
合
、
ま
ず
二
名
の
演
者
が
舞

台
に
立
ち
、
台
詞
の
や
り
取
り
が
始
ま
る
。
高
森
の
に
わ
か
は
掛
け
合
い
が
基
本
と

さ
れ
、
一
人
が
舞
台
に
上
が
り
長
い
時
間
台
詞
を
発
す
る
と
い
う
よ
う
な
演
技
は
あ

ま
り
良
し
と
さ
れ
な
い
。
や
り
取
り
の
内
容
は
演
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、

近
年
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
お
笑
い
芸
人
の
影
響
も
あ
り
、
ボ
ケ
役
と
ツ
ッ
コ
ミ
役
の
や

り
取
り
で
話
が
進
む
も
の
が
多
い
。

（
四
）
道
行
き
・
場
面
転
換

話
が
あ
る
程
度
進
む
と
、
例
え
ば
「
誰
か
に
会
い
に
行
こ
う
」
や
「
別
の
場
所
に

出
か
け
よ
う
」
と
い
っ
た
台
詞
の
や
り
取
り
が
な
さ
れ
る
。
多
く
の
演
目
で
は
、
後

写真１　口上写真２　道行き

写真３　道行き（腰をもつ）

76

第Ⅱ部　第一章　高森のにわかの特徴



半
に
登
場
人
物
が
一
人
増
え
る
が
、
後
半
か
ら
登
場
す
る
演
者
は
、
こ
こ
で
の
道
行

き
で
加
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
転
換
の
役
割
と
し
て
、
二
度
目
の
道
行
き
が
行
わ

れ
る
。

ま
ず
、
二
度
目
の
道
行
き
に
な
る
直
前
に
、
舞
台
上
の
演
者
が
お
囃
子
の
ほ
う
へ

軽
く
手
を
あ
げ
て
合
図
を
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
最
初
の
道
行
き
と
同
様
、
お
囃
子

が
「
道
行
き
」
の
演
奏
を
始
め
る
。
お
囃
子
が
鳴
り
始
め
る
と
、
舞
台
上
に
い
た
演

者
二
人
が
最
初
の
道
行
き
と
同
様
に
「
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が
る
」
と
い
う
足
運
び

を
し
な
が
ら
、
舞
台
上
を
大
き
く
ま
わ
る
。
後
半
か
ら
登
場
す
る
演
者
は
、
こ
の
道

行
き
の
途
中
か
ら
舞
台
に
あ
が
り
、
先
に
舞
台
に
い
た
演
者
と
と
も
に
道
行
き
を
す

る
。
だ
い
た
い
一
周
し
た
と
こ
ろ
で
お
囃
子
に
合
図
を
し
、
道
行
き
の
演
奏
が
止
ま

る
と
、
道
行
き
を
や
め
、
台
詞
の
や
り
取
り
を
再
開
す
る
。

（
五
）
落
と
し

に
わ
か
の
最
後
は
、「
落
と
し
」
と
呼
ば
れ
る
掛
け
言
葉
や
語
呂
合
わ
せ
で
終
わ

る
。
多
く
の
演
目
で
、
落
と
し
の
前
に
な
る
と
登
場
人
物
の
一
人
が
そ
れ
ま
で
の
や

り
取
り
に
納
得
で
き
な
い
と
言
い
出
す
。
こ
れ
に
対
し
、
別
の
登
場
人
物
が
そ
う
で

は
な
い
と
言
い
、
説
明
す
る
。
こ
の
説
明
の
や
り
取
り
が
、
落
と
し
と
な
る
。
例
え

ば
、
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
で
あ
る
。

「
嗚
呼
、
熱
闘
甲
子
園
」（
二
〇
二
二
年
下
町
・
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
作
品
）

野
球
の
キ
ャ
プ
テ
ン
Ａ
と
選
手
Ｂ
は
、
決
勝
戦
で
勝
つ
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
、
監
督
Ｃ
に
相
談
す
る
。
す
る
と
監
督
Ｃ
は
、
野
球
選
手
Ｂ
が
試
合
で
打
つ
た

め
に
、
監
督
Ｃ
が
使
っ
て
い
る
杖
を
一
〇
〇
円
で
買
っ
て
、
代
わ
り
に
選
手
Ｂ
の

バ
ッ
ト
を
監
督
Ｃ
に
二
〇
〇
円
で
売
る
よ
う
に
い
う
。な
ぜ
、そ
の
よ
う
に
し
な
い
と

い
け
な
い
の
か
納
得
で
き
な
い
Ａ
と
Ｂ
に
対
し
て
、
監
督
Ｃ
が
次
の
よ
う
に
い
う
。

Ｃ　

お
ま
え
ど
ん
な
、
ま
だ
わ
か
ら
ん
と
や

Ａ　

わ
か
ら
ん

（
Ａ
と
Ｃ
、
立
ち
位
置
を
替
わ
り
Ｃ
が
中
央
に
立
つ
）

Ｃ　

お
客
さ
ん
も
わ
か
ら
ん
な

客　

わ
か
ら
ん

Ｃ　

わ
か
ら
ん
な
ら
、
お
客
さ
ん
も
よ
ー
っ
と
聞
い
と
っ
て
は
い
よ
。
こ
や
つ
や
ら

は
今
、
売
り
買
い
を
し
た
。
売
買
（
バ
イ
バ
イ
）
を
す
れ
ば
サ
ヨ
ナ
ラ
に
な
る

じ
ゃ
、
な
い
か

※
太
字
は
定
型
的
な
言
い
回
し

こ
の
演
目
の
場
合
、「
バ
イ
バ
イ
」
と
い
う
言
葉
に
、
売
り
買
い
と
い
う
意
味
の

「
売
買
」
と
、
人
と
別
れ
る
際
に
手
を
振
る
「
バ
イ
バ
イ
」
の
二
つ
の
意
味
が
か

か
っ
て
お
り
、「
バ
イ
バ
イ
」
と
い
う
語
が
後
の
「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
と
い
う
語
に
結
び

つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
演
目
の
場
合
、「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
に
別
れ
の
意
味
の
「
サ

ヨ
ナ
ラ
」
と
、
野
球
の
「
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー
ム
ラ
ン
」
の
意
味
が
か
け
て
あ
る
。
つ
ま

り
、「
売
買
（
バ
イ
バ
イ
）
を
す
れ
ば
サ
ヨ
ナ
ラ
に
な
る
」
が
、
こ
の
演
目
の
落
と

し
と
な
る
。

く
わ
え
て
落
と
し
で
は
、
こ
れ
か
ら
落
と
し
を
述
べ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、

決
ま
っ
た
所
作
や
演
者
・
観
客
と
の
や
り
取
り
が
あ
る
。

ま
ず
、
落
と
し
に
な
る
前
に
、
落
と
し
を
言
う
演
者
が
「
わ
か
ら
ん
な
」
と
い

う
。
そ
れ
に
対
し
、
二
人
の
演
者
が
「
わ
か
ら
ん
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
観
客
に
対

し
て
、「
お
客
さ
ん
も
わ
か
ら
ん
な
」
と
い
い
、
観
客
が
「
わ
か
ら
ん
」
と
応
じ
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る
。
す
る
と
、
落
と
し
を
い
う
演
者
が
中
央
へ

立
ち
位
置
を
移
動
し
、
落
と
し
を
述
べ
る
。
落

と
し
を
い
う
前
に
は
、「
わ
か
ら
ん
な
ら
、
お

客
さ
ん
も
よ
ー
っ
と
聞
い
と
っ
て
は
い
よ
」
と

い
う
場
合
が
多
い
。
そ
し
て
、
落
と
し
の
最
後

に
つ
く
「
～
～
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
言
葉
に

あ
わ
せ
、
演
者
全
員
が
両
手
を
斜
め
下
方
向
に

広
げ
な
が
ら
右
足
を
一
歩
前
に
出
し
、
左
足
は

後
方
へ
直
角
に
曲
げ
る
所
作
を
す
る
【
写
真

４
】。
落
と
し
を
言
い
終
わ
る
と
、
演
者
は
舞

台
を
降
り
、
太
鼓
が
「
ド
ン
ド
ン
」
と
二
拍
ほ
ど
鳴
る
。

落
と
し
の
前
に
定
型
的
な
台
詞
の
や
り
取
り
が
入
る
点
は
美
濃
や
南
河
内
な
ど
他

地
域
の
に
わ
か
で
も
み
ら
れ
る
が
、
落
と
し
の
前
の
手
足
の
所
作
や
、「
～
じ
ゃ
な

い
か
」
と
い
う
台
詞
の
言
い
回
し
は
高
森
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
定
型
的

な
や
り
取
り
は
、
こ
の
演
目
の
落
と
し
が
何
で
あ
り
、
に
わ
か
が
終
わ
っ
た
こ
と
を

観
客
に
示
す
効
果
を
生
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
六
）
御
花
（
お
ん
は
な
）
の
披
露

「
落
と
し
」
ま
で
言
い
終
わ
る
と
、
演
者
は
舞
台

か
ら
降
り
る
。
演
者
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
法
被

を
着
た
向
上
会
員
一
名
が
舞
台
に
上
が
る
。
に
わ
か

の
上
演
中
、
上
演
場
所
近
く
で
営
む
商
店
や
企
業
、

住
民
は
封
筒
に
入
れ
た
御
花
を
向
上
会
へ
渡
す
習
慣

が
あ
る
。
封
筒
の
表
に
は
商
店
名
や
氏
名
が
書
か
れ

て
お
り
、
舞
台
に
あ
が
っ
た
向
上
会
員
が
封
筒
に
書
か
れ
た
名
前
を
読
み
上
げ
る

【
写
真
５
】。
読
み
上
げ
る
文
言
も
次
の
よ
う
に
定
型
で
決
ま
っ
て
い
る
。

「
花
の
御
礼
（
お
ん
れ
い
）
を
申
し
上
げ
ま
す
。
右
は
〇
〇
〇
〇
様
、
〇
〇
〇
〇

様
（
同
じ
名
前
を
二
度
繰
り
返
す
）。
□
□
□
□
様
、
□
□
□
□
様
。
△
△
向
上
会

演
芸
部
一
行
に
く
だ
さ
る
御
花
（
お
ん
は
な
）、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
」

ま
た
、
御
花
を
読
み
上
げ
る
途
中
で
、
観
客
が
御
花
を
持
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
場
合
は
、
す
ぐ
さ
ま
舞
台
上
の
向
上
会
員
に
封
筒
を
渡
し
、「
ま
た
ま

た
、
一
封
～
」
と
言
い
な
が
ら
追
加
の
御
花
を
読
み
上
げ
る
。
御
花
を
読
み
上
げ
が

終
わ
る
と
、
舞
台
か
ら
向
上
会
員
が
降
り
る
。
そ
し
て
移
動
舞
台
を
曳
い
て
、
次
の

上
演
場
所
へ
移
動
す
る
。

二　

演
目
・
登
場
人
物
・
落
と
し
・
小
道
具

（
一
）
演
目
・
題
材

高
森
の
に
わ
か
で
は
、
ど
の
よ
う
な
演
目
や
題
材
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
高

森
で
は
、
上
演
台
本
な
ど
が
公
式
に
残
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く

（3）

、
こ
れ
ま
で

に
ど
の
よ
う
な
演
目
が
演
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
。

二
〇
二
二
年
に
お
け
る
各
向
上
会
の
外
題
一
覧
に
つ
い
て
は
、
第
Ⅰ
部
第
二
章
で

ま
と
め
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
時
事
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）・
ア
マ
ビ
エ
・
鬼
滅
の
刃
・
東
京
リ
ベ
ン
ジ
ャ
ー

ズ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
・
高
森
高
校
マ
ン
ガ
学
科
、
０
９
６
ｋ
歌
劇
団
な
ど
が
に
わ

写真４　落としのポーズ写真５　御花の披露
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か
の
題
材
に
な
っ
た
。
選
ば
れ
る
題
材
は
、
世
間
一
般
に
流
行
し
て
い
る
も
の
（
テ

レ
ビ
や
漫
画
な
ど
）
や
、
ニ
ュ
ー
ス
の
ほ
か
に
、
高
森
町
内
で
の
話
題
（
二
〇
二
二

年
で
あ
れ
ば
、
高
森
高
校
マ
ン
ガ
学
科
の
新
設
や
０
９
６
ｋ
歌
劇
団
）
も
に
わ
か
の

題
材
と
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
に
わ
か
の
題
材
に
時
事
性
の
あ
る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
は
、
に
わ
か
の
制
作

に
お
い
て
も
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
（
第
Ⅰ
部
第
二
章
）。
に
わ
か
を
制
作
す
る
う

え
で
最
初
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
そ
の
年
に
話
題
と
な
っ
た
出
来
事
や
流
行
を
皆
で
出

し
合
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
な
か
か
ら
に
わ
か
の
題
材
に
で
き
そ
う
な
も
の
を
取
捨

選
択
し
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
客
が
見
て
笑
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
た
め
、
特
定
の
人
物
や
対
象
を
批
判
し
た
り
、
不
快
に
さ
せ
る
よ
う
な
題
材
は
避

け
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
時
々
の
流
行
や
世
相
を
取
り
入
れ
表
現
す
る
と
い
う
行
為

は
、
造
り
物
や
目
覚
し
、
仮
装
行
列
、
子
供
手
踊
り
と
風
鎮
祭
を
構
成
す
る
出
し
物

に
通
底
し
て
い
る
精
神
性
と
い
え
る
。

（
二
）
登
場
人
物

に
わ
か
の
登
場
人
物
は
、
と
く
に
決
ま
り
や
傾
向
は
な
く
、
多
種
多
様
で
あ
る
。

高
森
の
住
民
、
政
治
家
、
親
子
、
店
の
店
主
な
ど
様
々
な
職
業
の
人
々
で
あ
る
。
近

年
の
世
相
を
反
映
し
た
有
名
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
人
物
を
真
似
る
こ
と
も
あ
る
。
一

方
で
、
町
内
に
住
む
実
在
の
人
物
（
例
え
ば
、
町
長
や
議
員
、
〇
〇
商
店
の
店
主
な

ど
町
民
で
あ
れ
ば
誰
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
な
人
物
）
を
、
具
体
的
な
個
人
名
を
あ

げ
て
物
真
似
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い

（4）

。
に
わ
か
の
な
か
で
演
じ
る
場
合
は
、
実

在
の
人
物
と
は
切
り
離
し
一
般
化
さ
せ
て
登
場
さ
せ
る
。

登
場
人
物
の
衣
装
は
役
柄
に
応
じ
た
も
の
を
着
用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
男
性
の

役
で
は
腹
巻
き
を
し
た
り
、
ハ
ゲ
鬘
を
着
用
し
た
り
し
て
、
年
配
の
男
性
姿
を
演
出

す
る
。
女
性
の
役
の
場
合
は
、
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
り
、
髪
の
長
い
鬘
を
着
用
し
た

り
し
て
、
女
性
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
。
高
森
で
は
、
こ
れ
ま
で
男
性

だ
け
で
に
わ
か
を
演
じ
て
き
た
た
め
、
女
性
役
も
男
性
が
演
じ
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
女
性
の
役
を
演
じ
る
場
合
は
、
衣
装
だ
け
で
な
く
、
し
ぐ
さ
や
声
色
を
女
性
っ

ぽ
く
変
え
て
女
性
ら
し
く
み
せ
る
工
夫
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
る
た
め
に
、
演
者
た
ち
は
顔
に
化
粧

を
施
し
て
い
る
。
現
在
の
高
森
で
は
、
顔
全
体
に
白
粉
を
塗
り
、
そ
の
上
に
眉
や

髭
、
頬
紅
な
ど
を
誇
張
し
て
描
い
て
い
く
。
祭
り
当
日
は
一
人
の
演
者
が
複
数
の
演

目
に
出
演
す
る
た
め
、
役
柄
に
応
じ
て
化
粧
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
、
同
じ

化
粧
で
通
す
。
現
在
は
白
塗
り
を
基
本
と
し
た
メ
イ
ク
を
皆
し
て
い
る
が
、
か
つ
て

は
白
塗
り
の
化
粧
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
昭
和
五
〇
年
代
頃
、
テ
レ
ビ
タ
レ

ン
ト
が
白
塗
り
で
お
笑
い
番
組
に
出
て
い
る
の
を
見
た
当
時
の
向
上
会
員
が
こ
う
し

た
化
粧
を
し
て
に
わ
か
を
演
じ
た
ら
面
白
い
と
思
い
つ
き
、
始
め
た
の
だ
と
い
う
。

（
三
）
落
と
し

に
わ
か
を
制
作
す
る
上
で
と
く
に
気
を
配
っ
て
い
る
点
は
、「
落
と
し
」
で
あ
ろ

う
。
高
森
に
わ
か
の
場
合
、
落
と
し
は
同
じ
音
の
言
葉
（
同
音
異
義
語
）
で
落
と
す

場
合
と
、
言
葉
の
類
推
で
落
と
す
場
合
が
あ
る
。

同
音
異
義
語
の
落
と
し
の
例
と
し
て
は
、「
ヤ
ク
ル
ト
を
飲
め
ば
、
腸
内
（
町

内
）
活
性
化
す
る
じ
ゃ
な
い
か
」（「
町
お
こ
し
」（
二
〇
二
二
年
下
町
））
が
あ
る
。

「
町
内
」
と
「
腸
内
」
の
よ
う
に
、
同
じ
音
で
別
の
意
味
を
持
つ
単
語
を
考
え
、
落

と
し
の
フ
レ
ー
ズ
を
作
っ
て
い
く
。

ま
た
、
同
音
で
は
な
く
、
慣
用
句
や
言
葉
の
類
推
か
ら
落
と
し
と
す
る
場
合
も
あ
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る
。
高
森
に
わ
か
の
落
と
し
は
同
じ
音
（
同
音
異
義
語
）
の
原
則
が
厳
守
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い

（5）

。
と
く
に
、
観
客
に
途
中
で
落
と
し
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
落
と
し
で
は
あ
え
て
同
音
異
義
語
に
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
次

の
よ
う
な
落
と
し
が
み
ら
れ
る
。

「
ア
マ
ビ
エ
高
森
に
現
る
」（
二
〇
二
二
年
上
町
）

お
ま
え
た
ち
は
よ
く
喋
り
よ
る
け
ん
。
お
前
た
ち
は
死
ん
ど
ら
ん
バ
イ
。
昔
か
ら

い
う
ど
が
。
死
人
に
口
無
し
じ
ゃ
に
ゃ
あ
か

演
者
た
ち
が
落
と
し
に
こ
だ
わ
る
理
由
と
し
て
、
演
目
の
途
中
で
観
客
に
気
付
か

れ
る
こ
と
な
く
、
移
動
舞
台
が
去
っ
た
あ
と
で
は
じ
め
て
何
が
落
と
し
だ
っ
た
の
か

を
理
解
で
き
る
に
わ
か
が
良
い
と
さ
れ
る
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、
最
後
に
落
と
し
を

聞
い
た
時
に
、「
す
ぅ
ー
と
頭
に
入
り
、
納
得
で
き
る
も
の
が
良
い
」
と
話
す
、
向

上
会
Ｏ
Ｂ
の
者
も
い
る
。
ま
た
「
た
だ
の
洒
落
じ
ゃ
、
に
わ
か
に
は
な
ら
ん
」
と
も

言
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
つ
ね
に
に
わ
か
の
ネ
タ
や
落
と
し
に
な
る
フ
レ
ー
ズ
が
な
い
か
考
え

て
い
る
と
い
う
話
や
、
落
と
し
を
考
え
る
際
の
参
考
と
し
て
、
落
語
や
漫
談
（
謎
か

け
）
を
参
考
に
し
て
い
る
と
い
う
話
が
多
く
聞
か
れ
た
。
稽
古
で
も
時
間
を
か
け
て

意
見
交
換
が
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
落
と
し
」
の
評
価
に
対
す
る
意
識
は
、
他
地
域
の
に
わ
か
で
も
み
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
岐
阜
県
美
濃
市
の
美
濃
流
し
俄
の
場
合
、「（
理
想
的
な
俄
と
は
）
戻
り
囃
子

と
共
に
去
っ
て
い
く
俄
連
の
背
中
に
拍
手
を
貰
う
も
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
観
客

が
「
落
と
し
」
の
趣
向
に
気
づ
く
の
に
ほ
ん
の
一
瞬
の
間
が
あ
る
の
が
最
上
の
俄
だ

（
括
弧
内
筆
者
註
）」

（6）

と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
落
と
し
」
の
出
来
が
に
わ
か
の
出
来
に
大
き
く
左
右
し
、
重
要

だ
と
す
る
意
識
は
、
全
国
の
に
わ
か
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

（
四
）
小
道
具

に
わ
か
の
演
目
に
よ
っ
て
は
小
道
具
を
使
う
場
合
が
あ
る
。
小
道
具
は
、
購
入
し

た
も
の
の
ほ
か
、
自
作
す
る
場
合
も
あ
る
。
近
年
は
、
に
わ
か
用
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し

て
い
る
が
実
物
に
似
せ
た
も
の
を
作
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
小
道
具
類
は
各
向
上
会

で
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
き
、
翌
年
以
降
の
に
わ
か
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

一
方
で
、
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
る

小
道
具
と
し
て
格
子
戸
が
あ
る
【
写
真

６
】。
こ
れ
は
高
さ
五
〇
セ
ン
チ
程
の

木
製
の
小
道
具
で
あ
る
が
、
玄
関
の
入

り
口
と
し
て
使
う
ほ
か
、
演
者
の
間
に

置
く
こ
と
で
異
な
る
空
間
の
仕
切
り
を

表
現
し
た
り
、
床
に
打
ち
付
け
音
を
鳴

ら
す
こ
と
で
、
戸
を
叩
い
て
い
る
様
子

を
表
現
し
た
り
す
る
。
何
か
に
見
立
て

る
表
現
形
式
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
、
高

森
の
に
わ
か
の
特
徴
と
い
え
る
。

三　

台
詞
（
高
森
弁
）・
地
域
ネ
タ

高
森
に
わ
か
は
、
高
森
弁
で
演
じ
る
こ
と
を
決
ま
り
と
す
る
。
高
森
弁
で
の
演
技

は
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
審
査
基
準
に
も
な
っ
て
お
り
、
演
技
の
上
で
遵
守
す
べ

き
こ
と
の
一
つ
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。

写真６　格子戸の小道具
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彼
ら
が
に
わ
か
の
な
か
で
使
用
し
て
い
る
高
森
弁
に
は
、
例
え
ば
「
よ
だ
き
い
」

（「
疲
れ
る
」
の
意
）
や
「
～
ば
い
た
」（「
～
で
あ
る
」
の
意
）
の
よ
う
に
、
青
年
た

ち
が
普
段
の
会
話
の
な
か
で
は
あ
ま
り
使
わ
な
く
な
っ
て
い
る
表
現
も
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
固
有
名
詞
も
例
え
ば
「
風
鎮
祭
」
を
「
ふ
う
ち
ん
さ
い
」
で
は
な
く
、「
ふ
ー

ち
ん
し
ゃ
あ
」
と
発
音
す
る
よ
う
に
、
高
森
弁
ら
し
い
言
い
方
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

他
方
で
、
現
在
の
に
わ
か
に
対
し
、
高
森
弁
で
は
な
く
標
準
語
に
近
い
話
し
方
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
、
青
年
た
ち
の
高
森
弁
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
す
る

声
も
聞
か
れ
た
。
高
森
弁
で
演
じ
る
こ
と
で
、
演
技
に
迫
力
が
出
る
の
だ
と
い
い
、

高
森
弁
で
演
じ
る
こ
と
に
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

高
森
弁
で
の
演
技
と
あ
わ
せ
て
特
徴
的
な
の
は
、
演
技
の
な
か
で
高
森
に
実
在
す

る
商
店
や
地
名
を
あ
げ
た
り
、
高
森
高
校
マ
ン
ガ
学
科
新
設
や
高
森
駅
再
開
発
と

い
っ
た
、
近
年
高
森
町
で
話
題
と
な
っ
た
実
際
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
た
り
す
る
点

で
あ
る
。
ま
た
、
架
空
の
場
合
で
も
「
高
森
〇
〇
」
と
し
て
演
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

高
森
弁
で
の
演
技
に
く
わ
え
、
実
在
の
地
名
や
町
内
の
話
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と

で
、
観
客
に
対
し
「
こ
の
話
が
高
森
の
こ
と
で
あ
る
」「
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
と
地

続
き
の
話
題
で
あ
る
」
こ
と
を
印
象
づ
け
て
い
る
。

四　

移
動
舞
台
で
の
上
演

（
一
）
移
動
舞
台

第
Ⅰ
部
第
二
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
高
森
の
に
わ
か
は
移
動
舞
台
と
呼
ば
れ

る
、
移
動
型
の
簡
易
舞
台
の
上
で
上
演
さ
れ
る
。
舞
台
上
は
横
四
メ
ー
ト
ル
×
奥
行

二
．
六
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、
演
者
三
人
が
立
っ
て
演
技
を
す
る
と
ち
ょ
う
ど
収
ま

る
大
き
さ
で
あ
る
。
常
設
舞
台
の
よ
う
に
地
面
に
建
て
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
な
い

た
め
、
道
行
き
や
大
き
な
動
作
を
す
る
と
、
舞
台
が
大
き
く
揺
れ
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
舞
台
の
不
安
定
さ
が
観
客
の
笑
い
を
誘
引
す
る
こ
と
も
あ
り
、
に
わ
か
の
上

演
に
お
け
る
重
要
な
装
置
と
な
っ
て
い
る
。

移
動
舞
台
に
は
引
き
幕
や
背
景
幕
な
ど
は
な
く
、
そ
の
か
わ
り
に
各
向
上
会
は
飾

り
や
商
店
の
の
れ
ん
な
ど
を
舞
台
の
周
囲
や
後
方
に
飾
っ
て
い
る
。
ま
た
近
年
、
舞

台
上
に
は
マ
イ
ク
や
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
演
者
の
台
詞
が
屋
外
で
も

聞
こ
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
上
演
環
境
・
場
所

移
動
舞
台
で
の
上
演
の
特
徴
は
、
上
演
場
所
ま
で
舞
台
が
移
動
す
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
に
わ
か
の
上
演
時
間
に
な
る
と
、
各
向
上
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
で
移
動

舞
台
を
曳
き
町
内
を
ま
わ
る
（
第
Ⅰ
部
第
二
章
・
資
料
一
お
よ
び
資
料
二
）。

こ
の
ル
ー
ト
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
移
動
舞
台
は
中
央
四
つ
角
と
呼
ば
れ
る
高
森

の
中
心
部
と
そ
こ
か
ら
四
方
に
広
が
る
商
店
街
と
い
う
町
の
中
心
部
、
お
よ
び
自
町

を
主
に
移
動
す
る
。
上
演
場
所
に
は
あ
ら
か
じ
め
「
高
張
」
と
呼
ば
れ
る
高
張
提
灯

を
持
っ
た
向
上
会
員
が
立
ち
、
場
所
取
り
を
し
て
い
る
。
高
張
に
よ
る
場
所
取
り
や

移
動
舞
台
の
す
れ
違
い
に
つ
い
て
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
第
Ⅰ
部
第

二
章
に
述
べ
た
。

町
外
か
ら
の
見
物
客
も
多
く
集
ま
る
中
央
四
つ
角
と
そ
の
周
辺
と
、
自
町
の
住
民

が
主
な
観
客
と
な
る
自
町
で
は
や
や
雰
囲
気
が
異
な
る
。
中
央
四
つ
角
付
近
で
は
、

に
わ
か
の
ほ
か
に
も
花
火
や
露
天
を
目
当
て
に
集
ま
っ
た
町
外
か
ら
の
見
物
客
も
多

く
、
多
数
の
観
客
が
移
動
舞
台
を
取
り
囲
む
。
立
ち
止
ま
っ
て
舞
台
を
見
る
者
も
い

れ
ば
、
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
者
も
い
る
。
向
上
会
員
た
ち
は
こ
う
し
た
雑
踏
の
な
か

で
に
わ
か
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
方
で
、
自
町
で
の
上
演
で
は
演
者
の
家
族
や
自
町
の
住
民
が
観
客
の
中
心
で
、
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そ
の
な
か
に
は
か
つ
て
に
わ
か
を
演
じ
た
向
上
会
Ｏ
Ｂ
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の

人
々
は
、「
落
と
し
」
に
お
け
る
演
者
か
ら
の
呼
び
か
け
に
積
極
的
に
応
答
し
た

り
、
御
花
を
出
し
た
り
し
、
に
わ
か
の
上
演
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
も
あ
る
。
演

者
の
側
も
演
技
中
に
ア
ド
リ
ブ
を
入
れ
た
り
と
、
無
礼
講
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
。

ま
た
、
移
動
舞
台
の
上
演
場
所
は
交
通
規
制
が
さ
れ
て
い
な
い
道
路
も
含
ま
れ
、

必
ず
し
も
落
ち
着
い
た
空
間
で
は
な
い
。
上
演
中
は
、
舞
台
の
前
を
歩
行
者
や
車
が

行
き
交
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
雑
踏
の
な
か
で
の
上
演
も
高
森
の
に
わ
か
の
一

つ
の
特
徴
と
い
え
る
。

五　

高
森
に
わ
か
の
芸
態
的
特
徴

以
上
、
高
森
の
に
わ
か
の
芸
態
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
の
特
徴
は
定
型
的
な

演
技
演
出
様
式
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
時
事
性
に
富
ん
だ
内
容
の
演
目
を
作
り
上
げ

る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
第
一
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
口
上
か
ら
始
ま
り
、
道
行
き

を
挟
み
、
最
後
に
落
と
し
で
終
わ
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
は
各
向
上
会
、
各
演
目
に

共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
定
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
演
目
や
落
と
し
の
選
定
、

登
場
人
物
、
話
の
展
開
や
台
詞
の
や
り
取
り
と
い
っ
た
点
で
工
夫
を
凝
ら
し
、
観
客

を
楽
し
ま
せ
る
。
と
く
に
、
演
目
や
題
材
の
選
定
で
は
、
世
相
や
流
行
を
反
映
し
た

も
の
を
意
識
し
て
選
ば
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
上
演
さ
れ
る
演
目
が
そ
の
年
か
ぎ
り

で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
通
底
し
、「
一
回
性
」
と
い
う
に
わ
か

の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
面
で
も
あ
る
。
定
型
的
な
演
技
様
式
を
守
り
つ
つ
、
そ
れ
以

外
の
部
分
で
ど
れ
ほ
ど
観
客
を
驚
か
せ
、
意
表
を
突
い
た
も
の
を
作
り
演
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
が
に
わ
か
の
魅
力
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
自
ら
の
言
葉
で
あ
る
高
森
弁
で
演
じ
る
と
い
う
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
。
高
森
弁
で
演
じ
る
こ
と
の
重
要
性
や
高
森
弁
へ
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
は
数
多

く
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
に
わ
か
で
は
方
言
の
演
技
に
く
わ
え
、
高
森
の
住
民
で
な

け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
題
材
や
場
所
、「
高
森
」
と
い
う
地
名
の
多
用
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
方
言
で
の
演
技
は
、
高
森
に
限
ら
ず
、
博
多
仁
和
加
（
福
岡
県
福
岡

市
）、
美
濃
流
し
に
わ
か
（
岐
阜
県
美
濃
市
）
な
ど
全
国
の
に
わ
か
に
共
通
す
る
点

で
あ
る
。
例
え
ば
美
濃
で
は
、
祭
り
と
い
う
場
を
用
い
て
普
段
抱
え
て
い
る
政
治
へ

の
皮
肉
や
不
満
を
に
わ
か
の
な
か
で
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
方
言
と

い
う
自
分
た
ち
の
言
語
で
演
じ
る
こ
と
で
、
演
者
も
観
客
も
「
自
分
た
ち
の
話
」
と

し
て
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
に
わ
か
に
は
、
生
活
者
か
ら
の
目
線
か
ら
見
た

「
高
森
の
い
ま
」
が
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
人
々
が
楽
し
み
笑
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、「
通
り
物
」
と
し
て
の
に
わ
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
第
四
項
で
述
べ

た
よ
う
に
、
高
森
の
に
わ
か
は
移
動
舞
台
の
上
で
演
じ
ら
れ
る
。
上
演
場
所
ま
で
舞

台
を
曳
い
て
い
き
、
場
所
を
変
え
な
が
ら
一
晩
の
う
ち
十
数
カ
所
で
演
じ
る
。
こ
の

よ
う
な
上
演
形
態
を
と
る
に
わ
か
は
全
国
で
も
高
森
の
み
で
あ
り
、
非
常
に
特
徴
的

で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
囃
子
（
屋
台
）
を
伴
い
な
が
ら
に
わ
か
の
一
行
が
通
り
を
練
り
歩

く
、
い
わ
ゆ
る
流
し
に
わ
か
の
形
態
は
高
森
以
外
で
も
、
美
濃
や
博
多
、
長
崎
県
新

上
五
島
町
有
川
な
ど
広
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
美
濃
で
は
か
つ
て
通
り
か
ら
の
「
所

望
、
所
望
」
と
い
う
声
に
応
じ
て
、
そ
の
場
で
に
わ
か
に
演
じ
た
と
言
わ
れ
る
が
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
上
演
場
所
が
固
定
化
し
て
い
き
、
臨
時
で
の
上
演
は
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。
高
森
で
は
臨
時
の
上
演
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

も
し
か
し
た
ら
か
つ
て
は
そ
う
し
た
光
景
も
見
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

福
原
敏
男
が
指
摘
す
る
よ
う
に
近
世
の
京
都
や
大
坂
で
は
祭
礼
の
練
り
物
と
に
わ

か
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
り
、
古
く
は
祭
礼
の
練
り
物
と
共
に
に
わ
か
の
一
行
が
通
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り
を
流
し
て
歩
き
、
辻
々
で
ち
ょ
っ
と
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
こ
と
を

に
わ
か
と
称
し
た

（7）

。
今
日
の
高
森
に
て
、
移
動
舞
台
や
お
囃
子
の
ト
ラ
ッ
ク
と
と

も
に
、
に
わ
か
の
扮
装
を
し
た
人
々
が
練
り
歩
く
光
景
は
、「
練
り
物
」
や
「
通
り

物
」
と
呼
ば
れ
る
仮
装
の
風
流
行
列
と
の
共
通
性
も
指
摘
で
き
る
。
高
森
で
は
、

「
に
わ
か
・
造
り
物
（
山
引
き
）・
仮
装
行
列
（
通
し
も
ん
）
の
三
つ
が
揃
っ
て
風
鎮

祭
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
の
は
、
世
相
を
反
映
し
た
造
形
物

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
囃
子
（
音
楽
）
を
伴
い
な
が
ら
町
内
を
練
り
歩
く
と
い
う

点
で
あ
る
。
に
わ
か
・
造
り
物
・
仮
装
行
列
の
そ
れ
ぞ
れ
表
現
方
法
は
異
な
る
も
の

の
、
そ
の
時
々
の
流
行
り
の
趣
向
で
、
見
る
者
を
驚
か
せ
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
一
回

性
・
当
座
性
と
い
う
特
徴
は
、
風
流
の
精
神
性
、
つ
ま
り
風
流
の
美
意
識
が
強
く
反

映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
移
動
舞
台
の
巡
行
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
通
り
物
（
練
り
物
）
と
し
て
捉
え
直
し
た
と
き
、
町
内
を
巡
行
す
る
と
い
う
こ

と
は
じ
つ
は
重
要
な
要
素
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
二
節　

高
森
の
に
わ
か
の
歴
史
的
変
遷

高
森
の
に
わ
か
は
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
風

鎮
祭
の
始
ま
り
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
と
さ
れ
て
い
る
が

（8）

、
現
在
こ
の
伝
承

の
根
拠
と
な
る
史
料
の
所
在
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
報
告
書
で
も
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
高
森
で
は
上
演
台
本
な
ど
を
書
き
残
す
と
い
う
こ
と
を
し
て
こ

な
か
っ
た
た
め
、
時
代
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
に
わ
か
が
演
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
に
つ

い
て
は
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
町
内
に
伝
わ
る
祭
礼

文
書
群
で
あ
る
「
横
町
文
書
」
お
よ
び
町
民
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
、
こ
れ

ま
で
の
に
わ
か
の
様
子
に
つ
い
て
若
干
の
復
元
を
試
み
た
い
。

一　

江
戸
期

「
横
町
文
書
」
に
お
い
て
「
に
わ
か
」
の
文
字
が
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
文

化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
七
月
、
盆
用
品
の
購
入
と
し
て
記
さ
れ
た
「
に
わ
か
入
用

之
う
ち
わ
弐
本
」（9）

で
あ
る
。
こ
の
時
の
に
わ
か
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
は
不
明
だ
が
、
団
扇
を
使
い
何
か
し
ら
の
芸
を
披
露
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
実

は
こ
の
七
年
前
の
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
は
浄
瑠
璃
本
を
三
冊
購
入
し
た
記
録

も
残
っ
て
お
り
（10）

、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
浄
瑠
璃
な
ど
都
市
の
芝
居
文
化
に
親
し
む

土
壌
が
醸
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
盆
の
時
期
に
は

「
盆
踊
」（11）

「
俄
并
に
踊
」（12）

と
称
し
て
芝
居
の
一
場
面
を
模
し
た
踊
り
（
な
い
し
仮

装
行
列
の
よ
う
な
も
の
）
を
披
露
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に

も
、「
盆
俄
」（13）

「
俄
踊
」（14）

と
い
う
記
述
も
確
認
で
き
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
す
で
に
盆
の
時
期
に
に
わ
か
や
踊
り

を
上
演
す
る
習
俗
が
高
森
に
は
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
当
時
流
行
の
芝
居
を
パ
ロ

デ
ィ
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
祭
り
の
な
か
で
浄
瑠

璃
や
歌
舞
伎
の
演
目
を
も
と
に
し
た
仮
装
行
列
（
練
り
物
）
を
行
い
、
こ
れ
を
「
に

わ
か
」
と
称
す
る
こ
と
は
同
時
期
の
京
都
な
ど
で
も
確
認
で
き
（15）

、
広
く
一
般
的
に

見
ら
れ
た
庶
民
の
娯
楽
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
江
戸
後
期
に
は
都
市
の
庶
民
文
化
が

南
郷
谷
の
一
集
落
ま
で
浸
透
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
言
い
換
え
る
と
都
市

文
化
を
受
容
す
る
だ
け
の
素
地
が
す
で
に
醸
成
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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二　

明
治
期
～
戦
前

明
治
以
降
も
、
俄
は
風
鎮
祭
（
山
引
き
）
に
お
け
る
重
要
な
出
し
物
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
俄
山
引
」
と
し
て
「
横
町
文
書
」
の
な
か
に
数
多
く
記
載
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
造
り
物
や
仮
装
行
列
に
つ
い
て
は

題
材
等
の
記
載
が
あ
る
年
も
あ
る
一
方
で
（16）

、
に
わ
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
演
目
が
、
ど
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
詳
細
に
関
す
る
記
載

は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
台
本
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
時
の
様
子

を
知
る
者
も
い
な
い
た
め
、
現
在
で
は
判
然
と
し
な
い
点
が
非
常
に
多
い
。

江
戸
期
に
お
け
る
高
森
の
に
わ
か
は
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
演
目
を
下
地
と
し
た
に

わ
か
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
項
に
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
戦
後
の
に
わ
か
が
落

語
な
ど
を
も
と
に
し
た
笑
い
の
芸
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
大
き
く

芸
態
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
現

行
の
よ
う
な
笑
劇
と
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
関
係
す
る
史
資
料
が
な
い

た
め
、
現
在
で
は
不
明
で
あ
る
。

三　

戦
後
以
降

第
二
次
世
界
大
戦
の
影
響
に
よ
り
中
止
さ
れ
て
い
た
風
鎮
祭
も
、
終
戦
の
翌
年
昭

和
二
一
年
よ
り
再
開
さ
れ
た
（17）

。
で
は
、
昭
和
二
〇
年
代
以
降
の
に
わ
か
は
ど
の
よ

う
に
演
じ
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
様
子
を
知
る
人
々
の
聞
き
取
り
調
査

の
内
容
を
も
と
に
記
述
し
て
い
く
。

昭
和
二
〇
年
代
頃
の
に
わ
か
は
、
例
え
ば
水
戸
黄
門
の
諸
国
漫
遊
記
を
題
材
に
し

て
、
移
動
舞
台
で
上
演
場
所
が
変
わ
る
ご
と
に
水
戸
黄
門
が
各
地
を
周
遊
す
る
と

い
っ
た
内
容
の
に
わ
か
で
、
最
後
の
落
と
し
の
部
分
だ
け
上
演
場
所
ご
と
に
変
更
す

る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
（18）

。
当
時
は
古
典
落
語
や
こ
と
わ
ざ
を
落
と
し
の
題
材

と
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
近
所
の
人
の
名
前
を
出
し
た
り
、

夫
婦
喧
嘩
な
ど
本
当
に
地
元
で
あ
っ
た
話
を
に
わ
か
の
ネ
タ
に
し
た
と
い
う
話
も
聞

か
れ
た
。

ま
た
、
上
町
の
七
〇
代
男
性
の
話
に
よ
る
と
、
こ
の
男
性
が
二
〇
代
の
頃
に
当
時

七
〇
歳
く
ら
い
の
高
齢
男
性
が
か
つ
て
の
に
わ
か
を
披
露
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
れ
は
二
人
の
演
者
が
浴
衣
を
着
て
、
う
ち
わ
を
持
ち
な
が
ら
立
っ
て
会
話
を

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
今
の
よ
う
な
コ
ン
ト
調
の
も
の
で
は
な
く
、

演
者
二
人
の
会
話
の
や
り
取
り
の
な
か
に
風
刺
を
入
れ
な
が
ら
、
観
客
を
笑
わ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
落
語
の
二
人
羽
織
も
よ
く
行
っ
た
定
番
の
ネ
タ
で

あ
っ
た
。
か
つ
て
は
浴
衣
を
着
て
い
た
と
い
う
話
は
別
の
住
民
か
ら
も
聞
く
こ
と
が

で
き
、
浴
衣
か
ら
役
に
応
じ
た
衣
装
に
変
化
し
た
の
は
肥
後
に
わ
か
の
ば
っ
て
ん
組

の
影
響
だ
と
も
い
う
。

化
粧
に
つ
い
て
も
、
昭
和
五
〇
年
代
頃
ま
で
は
化
粧
を
す
る
の
も
女
役
の
み
で
、

男
役
は
化
粧
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
女
役
の
化
粧
も
、
肥
後
に
わ
か
の
「
お
て
も

や
ん
」
の
よ
う
な
、
顔
に
白
粉
を
塗
っ
て
頬
紅
や
口
紅
を
付
け
る
と
い
っ
た
程
度
の

も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
の
よ
う
な
化
粧
に
変
わ
っ
た
の
は
そ
の
後
で
、
テ
レ
ビ
で
志

村
け
ん
な
ど
テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
の
化
粧
を
当
時
の
青
年
た
ち
が
真
似
た
の
が
始
ま
り

だ
っ
た
と
い
う
。
白
塗
り
に
派
手
な
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
化
粧
に
つ
い
て
、
始
め
た
当

初
は
「
ピ
エ
ロ
の
よ
う
だ
」
と
否
定
的
な
意
見
も
見
ら
れ
た
が
、
現
在
で
は
各
自
が

思
い
思
い
の
化
粧
を
施
す
こ
と
が
定
着
し
、
高
森
に
わ
か
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。

そ
の
後
、
高
森
の
に
わ
か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
平
成
期
に
お
け
る
に

わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
始
と
対
外
公
演
活
動
で
あ
ろ
う
。
コ
ン
ク
ー
ル
開
始
直
後
か

ら
の
「
上
町
優
勝
一
〇
連
覇
」
は
、
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
の
話
題
に
な
る
と
必
ず
話
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題
に
あ
が
る
偉
業
で
あ
っ
た
。
町
民
の
に
わ
か
に
対
す
る
意
識
向
上
や
旧
来
の
に
わ

か
の
改
革
を
目
指
し
て
、
新
た
な
に
わ
か
を
作
ろ
う
と
試
み
た
当
時
の
青
年
た
ち
の

活
躍
に
よ
っ
て
、
に
わ
か
の
作
風
や
化
粧
、
衣
装
な
ど
が
大
き
く
変
わ
り
、
そ
の
演

技
や
精
神
は
現
在
の
向
上
会
員
た
ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

第
三
節　

演
者
組
織
「
向
上
会
」

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
に
わ
か
を
演
じ
る
の
は
「
向
上
会
」
と
呼
ば
れ

る
演
者
組
織
の
人
々
で
あ
る
。
向
上
会
は
風
鎮
祭
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
り
、
彼

ら
の
存
在
な
し
に
祭
り
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
、
向
上
会
と
は
ど
の
よ
う

な
組
織
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
の
か
。
本
節
で
は
、

に
わ
か
を
支
え
て
き
た
伝
承
組
織
で
あ
る
向
上
会
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

一　

向
上
会
の
歴
史

高
森
で
は
、
一
九
世
紀
半
ば
頃
に
は
既
に
、
向
上
会
の
前
身
と
な
る
若
者
組
が
組

織
さ
れ
た
（19）

。
昭
和
期
に
入
り
、
昭
和
区
が
新
た
に
設
け
ら
れ
る
ま
で
、
高
森
の
若

者
組
は
上
町
、
下
町
、
横
町
の
三
町
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
各
若
者
組
は
そ
れ
ぞ

れ
の
町
内
の
頭
文
字
を
つ
け
、
上
若
、
下
若
、
横
若
と
呼
ば
れ
た
。「
横
町
文
書
」

に
も
「
横
若
」
と
彫
ら
れ
た
公
印
が
残
る
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
二
月
、
高
森
町
の
若
者
組
は
高
森
青
年
会
と
し
て
一
つ

に
ま
と
め
ら
れ
、
上
若
、
下
若
、
横
若
は
高
森
青
年
会
の
下
部
組
織
に
あ
た
る
分
団

に
そ
れ
ぞ
れ
再
編
さ
れ
た
（20）

。
高
森
青
年
会
は
、「
道
徳
心
を
涵
養
し
旧
来
の
悪
慣

習
を
打
破
し
風
俗
を
矯
正
し
且
つ
知
能
を
磨
き
勤
勉
の
美
風
を
養
成
し
以
て
地
方
事

業
の
発
展
を
計
る
」
こ
と
を
会
の
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
、
入
会
年
齢
は
「
一
六
歳

以
上
四
〇
歳
以
下
の
男
子
」
と
定
め
ら
れ
た
（21）

。
そ
の
後
、
大
正
六
年
（
一
九
一

七
）
に
「
満
一
六
歳
よ
り
三
十
五
歳
迄
（22）

」
と
入
会
年
齢
を
改
正
し
た
。
さ
ら
に
、

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に
は
「
三
十
歳
迄
（23）

」
と
、
青
年
会
に
所
属
す
る
青
年

の
年
齢
が
変
更
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
八
月
に
「
向
上
会
（24）

」
が
結
成
さ
れ
た
。

向
上
会
結
成
に
つ
い
て
、『
九
日
』
で
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
な
お
、
以
下

の
史
料
に
登
場
す
る
高
森
青
年
団
と
は
高
森
青
年
会
の
こ
と
で
あ
る
。

「
高
森
町
の
向
上
会　

自
治
を
基
調
に
青
年
団
の
改
革

熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
青
年
団
は
十
三
日
午
後
八
時
か
ら
有
志
会
を
開
き
同
問
題

の
研
究
討
議
を
な
し
従
来
の
制
度
を
改
正
し
先
ず
満
二
十
歳
以
下
を
純
真
な
修
養

方
面
の
青
年
団
と
し
二
十
一
歳
以
上
三
十
五
歳
以
下
の
団
員
を
自
治
的
事
業
方
面

に
活
動
す
る
団
体
と
し
其
名
を
高
森
町
向
上
会
と
称
し
万
事
自
治
を
基
礎
と
し
て

自
治
の
発
展
を
図
る
と
共
に
大
に
事
業
方
面
に
も
奉
仕
的
活
動
は
勿
論
修
養
に
於

て
も
各
種
の
施
設
機
関
を
設
け
更
始
所
の
実
を
挙
ぐ
る
事
に
決
定
し
同
会
は
当
分

会
長
を
置
か
ず
之
を
合
議
制
と
な
し
各
部
落
に
分
会
長
以
下
の
幹
部
を
設
く
る
筈

で
あ
る
と
（25）

」

記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
時
作
ら
れ
た
向
上
会
は
「
二
十
一
歳
以
上
三
十
五
歳
以

下
」
の
青
年
が
加
入
す
る
、「
自
治
的
事
業
方
面
に
活
動
す
る
団
体
」
で
あ
っ
た
。

向
上
会
の
年
齢
規
定
に
関
し
て
、『
高
森
町
史　

二
』
に
も
「（
戦
前
の
向
上
会
は
）

二
十
歳
か
ら
三
十
五
歳
迄
を
入
会
資
格
者
と
し
た
（26）

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、「
二
〇
歳
か
ら
三
五
歳
ま
で
」
と
い
う
向
上
会
の
年
齢
規
定
は
、
向
上
会

設
立
以
後
も
有
効
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
現
在
向
上
会
員
の
退
会
時
期
が
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慣
例
的
に
三
五
歳
前
後
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
年
齢
規
則

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

向
上
会
結
成
の
背
景
に
は
、
大
正
一
五
年
前
後
に
お
け
る
高
森
町
お
よ
び
風
鎮
祭

が
置
か
れ
て
い
た
状
況
が
あ
る
。
大
正
一
〇
年
頃
よ
り
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進

み
、
風
鎮
祭
へ
広
域
か
ら
の
集
客
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
町
外
か
ら
の
見
物
客

を
意
識
し
た
祭
り
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
と
重
な
る
よ
う
に
、
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
国
鉄
高
森
線
高
森
駅
が
開
業
し
、
更
な
る
町
の
発
展
へ

と
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
（27）

。
向
上
会
結
成
の
理
由
と
し
て
、

有
志
の
青
年
た
ち
が
「
青
年
団
の
改
革
」
と
し
て
従
来
の
制
度
を
改
正
し
、
既
存
の

青
年
会
と
は
別
に
向
上
会
を
新
た
に
結
成
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
点
は
、
こ
う
し

た
当
時
の
時
代
状
況
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
高
森
青
年
会
は
、

町
部
の
上
町
、
下
町
、
横
町
と
、
農
村
部
の
上
在
、
南
在
、
津
留
、
村
上
を
一
つ
の

団
体
と
し
て
結
成
さ
れ
た
の
に
対
し
、
向
上
会
は
上
町
、
下
町
、
横
町
の
三
町
に
限

ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
町
部
で
あ
る
「
高
森
」
の
発
展
に
寄
与
す
る
団
体
と

し
て
向
上
会
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

じ
じ
つ
、
昭
和
二
〇
、
三
〇
年
代
頃
ま
で
高
森
で
は
青
年
団
と
向
上
会
が
併
存
す

る
状
況
が
続
い
て
い
た
。
当
時
の
こ
と
を
知
る
話
者
に
よ
る
と
、
青
年
団
は
二
五
歳

頃
ま
で
の
未
婚
の
男
性
が
入
り
、
主
に
地
域
の
清
掃
活
動
等
の
公
共
活
動
を
行
い
、

女
性
が
入
る
処
女
会
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、
向
上
会
は
一
八
歳
か
ら
三
五
歳
ま
で
の

男
性
が
入
り
、
高
森
阿
蘇
神
社
夏
祭
り
で
の
馬
追
い
、
風
鎮
祭
、
地
蔵
祭
り
が
主
な

仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
（28）

。
こ
の
よ
う
に
、
青
年
団
は
主
に
公
共
に
関
わ
る
活
動
、

向
上
会
は
主
に
祭
礼
行
事
と
大
き
く
棲
み
分
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
青
年
団
が

徐
々
に
機
能
を
失
っ
て
い
っ
た
一
方
で
、
高
森
の
五
町
に
お
け
る
祭
り
を
運
営
す
る

組
織
と
し
て
の
向
上
会
が
今
日
ま
で
続
い
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

今
日
の
向
上
会

で
は
、
今
日
の
向
上
会
は
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
の
か
。
お

も
に
二
〇
一
〇
年
代
以
降
の
状
況
に
即
し
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

第
Ⅰ
部
第
一
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
現
在
、
各
向
上
会
と
も
一
一
～
一
五
名
ほ
ど

の
人
数
で
向
上
会
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
三
五
歳
頃
で
退
会
と
い
う
規

則
を
設
け
て
い
た
が
、
近
年
は
町
の
人
口
減
少
等
の
影
響
に
よ
り
会
員
不
足
が
続
い

て
お
り
、
四
〇
代
以
上
の
会
員
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
く
わ
え

て
、
会
長
職
経
験
者
で
あ
っ
て
も
引
き
続
き
向
上
会
に
残
り
、
活
動
に
関
わ
り
続
け

る
メ
ン
バ
ー
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
報
告
書
で
も
述
べ
て
い
る
と
お

り
、
風
鎮
祭
に
お
い
て
向
上
会
が
担
っ
て
い
る
役
割
は
大
き
く
、
十
数
名
ほ
ど
の
人

数
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
向
上
会
の
退
会
年
齢
が
上
昇
し
て
き
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。

ま
た
、
会
員
の
出
身
・
居
住
地
に
関
し
て
は
、
会
員
全
員
が
町
内
出
身
も
し
く
は

在
住
者
で
あ
る
向
上
会
と
、
町
内
出
身
者
は
ご
く
少
数
で
、
近
隣
地
域
に
住
む
者
の

協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
向
上
会
が
存
在
す
る
。
向
上
会
へ
の
町
外
出

身
・
在
住
者
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
町
民
も
理
解
を
示
し
て
お
り
、
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
町
外
の
者
が
入
る
場
合
は
、
す
で
に
加
入
し
て
い
る
会
員
か
ら
の
勧
誘
に

よ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

こ
う
し
た
会
員
の
出
身
・
居
住
地
の
変
化
は
、
会
員
の
職
業
の
変
化
に
も
現
れ

る
。
高
森
の
発
展
に
寄
与
す
る
組
織
と
し
て
作
ら
れ
た
向
上
会
は
主
に
商
工
業
者
の

子
弟
た
ち
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
と
く
に
高
森
商
店
街
に
て
商
売
を
営
む
者
た

ち
に
と
っ
て
風
鎮
祭
へ
の
関
与
や
支
援
は
重
要
で
あ
り
、
様
々
な
形
で
関
与
し
て
き

た
。
筆
者
が
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
あ
る
向
上
会
に
て
行
っ
た
調
査
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
会
員
一
三
名
の
う
ち
自
営
業
者
は
一
〇
名
（
約
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
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あ
っ
た
。
ま
た
、
親
や
そ
の
前
の
代
か
ら
高
森
町
内
で
商
売
を
営
む
者
は
九
名
（
約

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
お
り
、
商
い
の
ジ
ャ
ン
ル
は
新
聞
販
売
、
米
穀
・
ガ
ス
販
売
、

酒
造
業
、
石
材
業
、
自
動
車
整
備
業
、
工
務
店
な
ど
商
工
業
者
の
子
弟
に
よ
っ
て
向

上
会
が
担
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
（29）

。
し
か
し
な
が
ら
、
高
森
商
店
街
で
商
売

を
営
む
者
が
減
少
し
て
い
る
近
年
で
は
商
工
業
者
の
子
弟
に
加
え
、
高
森
町
役
場
職

員
な
ど
の
公
務
員
や
福
祉
施
設
職
員
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
く
に
町
外
出
身

者
に
は
高
森
町
役
場
職
員
の
者
が
多
く
み
ら
れ
る
。
他
方
で
農
業
従
事
者
は
ご
く
少

数
で
あ
る
。

ま
た
、
向
上
会
員
の
減
少
に
よ
り
、
近
年
は
女
性
を
向
上
会
員
と
し
て
受
け
入
れ

る
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
も
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
向
上
会
は
男
性
の
み

で
運
営
さ
れ
て
き
た
。
お
囃
子
や
祭
り
当
日
の
ま
か
な
い
係
と
し
て
女
性
が
関
わ
る

こ
と
は
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
会
員
は
男
性
の
み
と
し
、
に
わ
か
を
演
じ
る
の
も

男
性
の
み
で
あ
っ
た
。

以
前
は
、「
に
わ
か
」
に
入
り
た
く
て
も
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
い

い
、
長
男
の
み
に
限
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
次
男
三
男
な
ど
で
入
ら
な
い
者

も
い
た
。
と
く
に
入
会
儀
礼
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
焼
酎
一
升
、
豆
腐
、

揚
げ
を
持
っ
て
挨
拶
に
行
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
、
小
屋
入
り
で
挨
拶
を
す
る
こ
と

で
正
式
に
入
会
し
た
と
み
な
す
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
以
前
は
住
民
も
多

く
、
男
性
の
み
で
も
向
上
会
の
活
動
が
維
持
で
き
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
は

す
で
に
加
入
し
て
い
る
会
員
か
ら
の
勧
誘
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
子
供
に
わ

か
を
し
て
い
た
の
で
、
自
然
に
入
っ
た
と
い
う
話
も
聞
か
れ
た
。
つ
ま
り
、
入
会
に

至
る
動
機
や
経
緯
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
。

さ
ら
に
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
高
森
町
で
活
動
す
る
０
９
６
ｋ
熊
本
歌

劇
団
の
メ
ン
バ
ー
が
向
上
会
員
と
し
て
に
わ
か
に
出
演
す
る
と
い
う
こ
と
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
歌
劇
団
の
メ
ン
バ
ー
以
外
に
も
、
女
性
が
に
わ
か
を
し
て
い
る

向
上
会
も
あ
る
。
女
性
が
舞
台
に
あ
が
り
に
わ
か
を
披
露
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

様
々
な
意
見
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
近
年
の
動
き
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

三　

向
上
会
の
活
動

向
上
会
が
ど
の
よ
う
に
に
わ
か
を
作
り
、
演
じ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
項
で
は
、
風
鎮
祭
で
の
関
与
お
よ
び
風
鎮
祭
以

外
の
活
動
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

（
一
）
風
鎮
祭
に
お
け
る
向
上
会
の
関
わ
り

本
報
告
書
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
風
鎮
祭
に
お
い
て
向
上
会
が
関
わ
っ
て
い

る
も
の
は
①
に
わ
か
、
②
目
覚
し
、
③
子
供
手
踊
り
、
④
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
、
⑤
節

刀
渡
し
で
あ
る
。
こ
れ
に
く
わ
え
、
二
〇
一
五
年
ま
で
は
仮
装
行
列
も
向
上
会
が
担

当
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
報
告
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
向
上
会
が
風
鎮
祭
に
あ
た
っ
て
自
町
や
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
と
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
、
風
鎮
祭
に
あ
た
っ
て
向
上
会
が
と
く
に
気
を
配
る
こ
と
は
出
銭
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
町
内
の
商
店
を
中
心
に
出
銭
を
集
め
、
不
足
し
て
い
る
金
額
分
を
各
戸

か
ら
集
め
た
と
い
う
。
現
在
は
、
そ
の
年
に
必
要
な
金
額
を
区
助
成
金
と
し
て
各
戸

か
ら
徴
収
し
て
い
る
。
徴
収
額
は
全
戸
均
等
と
す
る
町
内
が
多
い
よ
う
で
あ
る
（30）

。

ま
た
、
向
上
会
の
活
動
方
針
や
出
銭
を
含
め
た
予
算
計
画
に
対
し
、
町
内
で
の
監
査

機
関
と
し
て
中
老
会
が
あ
る
。
中
老
会
と
は
、
向
上
会
経
験
者
で
あ
る
年
長
者
が
加

入
し
て
い
る
組
織
で
、
各
町
内
に
あ
る
。
か
つ
て
は
区
長
経
験
者
や
議
員
経
験
者
が

務
め
た
と
い
い
、
厳
し
く
怖
い
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
で
も
小
屋
入
り
前
後
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の
時
期
に
中
老
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
前
年
度
の
会
計
報
告
お
よ
び
今
年
度
の
予

算
書
が
承
認
さ
れ
る
。

ま
た
、
向
上
会
は
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
と
も
そ
の
年
の
風
鎮
祭
運
営
を
め
ぐ
っ
て

様
々
に
や
り
取
り
を
す
る
。
実
行
委
員
会
と
の
や
り
取
り
は
主
に
各
向
上
会
の
会
長

が
行
い
、
年
番
向
上
会
が
五
町
会
と
し
て
向
上
会
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
。
各
向

上
会
の
意
見
を
ま
と
め
、
実
行
委
員
会
と
調
整
・
交
渉
す
る
の
も
年
番
向
上
会
の
大

き
な
務
め
で
あ
る
。

（
二
）
風
鎮
祭
以
外
の
活
動

向
上
会
は
風
鎮
祭
以
外
の
祭
り
に
も
自
町
や
高
森
町
の
祭
礼
行
事
に
関
わ
る
。
と

く
に
向
上
会
が
関
わ
る
祭
り
と
し
て
地
蔵
祭
り
と
高
森
阿
蘇
神
社
秋
祭
り
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
か
つ
て
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
し
て
高
森
阿
蘇
神
社
夏
祭
り
で
の
馬
追

い
行
事
が
あ
る
。
と
く
に
、
馬
追
い
行
事
を
行
っ
て
い
た
頃
は
高
森
阿
蘇
神
社
夏
祭

り
か
ら
風
鎮
祭
、
地
蔵
祭
り
と
ひ
と
月
近
く
祭
り
が
続
き
、「
夏
の
間
は
ず
っ
と
祭
り

を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
だ
っ
た
」
と
語
る
向
上
会
員
も
い
た
。
こ
こ
で
は
、
地
蔵

祭
り
と
高
森
阿
蘇
神
社
馬
追
い
行
事
に
お
け
る
向
上
会
の
関
与
に
つ
い
て
述
べ
る
。

地
蔵
祭
り　

風
鎮
祭
の
一
週
間
後
に
あ
た
る
八
月
二
四
日
に
行
わ
れ
て
き
た
。
現

在
は
、
風
鎮
祭
の
日
程
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
八
月
二
四
日
に
神
事
を
、

風
鎮
祭
か
ら
一
週
間
後
の
土
曜
日
に
縁
日
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
三
四
年

（
一
九
〇
一
）
に
高
森
で
大
火
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
契
機
に
祀
ら
れ
た
、
横
町
の
勝

軍
地
蔵
の
祭
り
で
、
そ
の
祭
祀
は
向
上
会
が
順
番
で
担
当
し
て
い
る
。
地
蔵
祭
り
の

年
番
は
、
風
鎮
祭
の
年
番
向
上
会
が
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
年
番
向

上
会
は
地
蔵
祭
り
に
先
立
ち
、
町
内
各
戸
に
火
伏
せ
の
御
札
を
配
布
す
る
。
御
札
を

刷
る
た
め
の
木
版
も
向
上
会
で
回
し
て
お
り
、
向
上
会
員
が
御
札
を
あ
ら
か
じ
め
用

意
す
る
。
御
札
を
配
布
し
た
際
に
住
民
か
ら
い
た
だ
く
寄
付
は
、
地
蔵
祭
り
の
執
行

等
に
当
て
ら
れ
る
。
神
事
当
日
、
含
蔵
寺
の
住
職
に
よ
る
読
経
が
あ
る
。
こ
れ
に
は

五
町
向
上
会
の
三
役
が
参
列
す
る
。
以
前
は
そ
の
後
に
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
縁
日
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
風
鎮
祭
の
一
週
間
後
に
行
わ
れ
て
い
る
。
内
容
は
そ
の

年
々
で
異
な
る
が
、
町
内
の
飲
食
店
や
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
屋
台
や
抽
選
会
、
向

上
会
に
よ
る
出
し
物
（
に
わ
か
）
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
る
。
こ
う
し
た
縁
日
の

企
画
運
営
も
年
番
向
上
会
の
役
割
で
あ
る
。

高
森
阿
蘇
神
社
馬
追
い
行
事　

か
つ
て
の
向
上
会
の
青
年
達
に
と
っ
て
風
鎮
祭
と

並
ん
で
重
要
で
あ
っ
た
行
事
が
高
森
阿
蘇
神
社
夏
祭
り
の
馬
追
い
行
事
（
別
称
「
馬

と
ば
せ
」）
で
あ
る
。
高
森
阿
蘇
神
社
は
高
森
地
区
の
氏
神
社
で
あ
り
、
七
月
三

〇
、
三
一
日
に
夏
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
祭
り
に
お
い
て
、
高
森
商
店
街
に
て
飾

り
馬
（
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
）
を
走
ら
せ
る
馬
追
い
行
事
が
二
〇
〇
〇
年
頃
ま
で
行
わ

れ
て
い
た
。
向
上
会
の
法
被
を
着
た
青
年
た
ち
が
、
興
奮
し
た
馬
の
間
近
で
手
綱
を

持
っ
て
馬
を
走
ら
せ
る
様
は
、
青
年
た
ち
の
勇
敢
さ
を
見
物
客
に
示
す
も
の
で
、
祭

り
の
華
で
も
あ
っ
た
。
馬
追
い
行
事
が
な
く
な
っ
た
現
在
で
は
、
高
森
阿
蘇
神
社
夏

祭
り
と
向
上
会
の
関
わ
り
は
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
向
上
会
と
は
高
森
の
五
町
独
自
に
作
ら
れ
た
組
織
で
あ
り
、
そ
の

実
態
は
町
内
の
祭
礼
行
事
を
主
に
担
っ
て
き
た
組
織
で
あ
る
と
い
え
る
。
結
成
の
背

景
と
し
て
高
森
町
の
発
展
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
祭
礼
の
実
施
を

一
つ
の
地
域
振
興
と
し
て
捉
え
、
経
済
効
果
も
狙
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

最
た
る
も
の
が
風
鎮
祭
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
風
鎮
祭
の
中
心
的
担
い
手
で
あ

る
向
上
会
が
高
森
商
店
街
を
含
む
五
町
に
の
み
結
成
さ
れ
、
商
工
業
者
の
子
弟
た
ち

を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
こ
と
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
高
森
商
店
街
の
発
展
が
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町
の
発
展
に
直
結
し
て
い
た
か
ら
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
基
盤
が
大
き
く
変
わ
っ
た
現
代
、
向
上
会
の
会
員

も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
今
後
、
向
上
会
を
ど
の
よ
う
に
運
営
、
維
持
し
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議
論
が
出
て
い
る
と
も
聞
く
。
こ
れ
か
ら
の
風
鎮
祭
の

あ
り
方
、
継
承
方
法
と
も
大
き
く
関
わ
る
こ
と
だ
が
、
大
き
な
転
換
点
に
き
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

第
四
節　

高
森
の
に
わ
か
の
継
承
に
む
け
て

平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
、「
高
森
の
に
わ
か
」
が
文
化
庁
に
よ
り
記
録

作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
た
。「
に
わ
か
」
と

し
て
は
全
国
で
三
件
目
の
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

高
森
で
は
こ
れ
ま
で
安
定
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
で

様
々
な
試
み
を
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
担
い
手
の
確
保
と

い
っ
た
課
題
も
あ
る
。
本
節
で
は
、
に
わ
か
の
継
承
に
む
け
た
様
々
な
試
み
に
つ
い

て
整
理
す
る
。

一　

に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル

に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
【
写
真
７
】
は
、
風
鎮
祭
二
日
目
夜
に
行
わ
れ
て
い
る
行
事

で
あ
る
。
中
央
四
つ
角
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
五
町
の
向
上
会
が

に
わ
か
を
披
露
し
、
審
査
員
に
よ
る
採
点
を
経
て
そ
の
年
一
番
の
に
わ
か
を
表
彰
す

る
も
の
で
あ
る
。
祭
り
の
最
後
に
行
わ
れ
る
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
風
鎮
祭
一
日

目
に
行
わ
れ
る
打
ち
上
げ
花
火
と
並
ん
で
風
鎮
祭
の
目
玉
に
な
っ
て
お
り
、
最
も
多

く
の
見
物
客
を
集
め
る
。
向
上
会
も
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
す
る
こ
と
は
名
誉
な
こ
と

と
認
識
し
て
お
り
、
優
勝
を
目
指
し
て
演
目

作
り
や
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。

高
森
で
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
が
始
ま
っ
た

の
は
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
で
あ
っ

た
。
当
時
、
高
森
で
は
向
上
会
の
メ
ン
バ
ー

が
少
な
く
な
る
な
ど
に
わ
か
へ
の
関
心
が
薄

れ
て
お
り
、
技
術
力
不
足
と
い
っ
た
課
題
も

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
当
時
の
向
上
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
各
向
上
会
の
に
わ
か
を
評
価
す

る
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
を
企
画
し
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
の
実
施
は
、
風
鎮
祭
へ
の
集
客
と
い
う
面
だ
け
で
な
く
、
に
わ
か
を
行
う
向

上
会
に
と
っ
て
も
効
果
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
高
森
で
は
各
々
が
町
内
を
巡
行
す

る
た
め
、
向
上
会
同
士
が
互
い
の
演
技
を
見
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
場
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
に
わ
か
を
演
じ
て
い
る
の
か
を

お
互
い
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
切
磋
琢
磨
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
二
二
年
現
在
、
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
は
次
の
よ
う
な
審
査
方
法
に
よ
っ
て
採

点
さ
れ
て
い
る
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
基
準
（
二
〇
二
二
年
度
）

・「
落
ち
」
は
上
品
に
面
白
く
落
と
し
て
い
る
か

・
シ
ナ
リ
オ
も
大
事
で
あ
る

・
方
言
を
生
か
し
、
下
品
な
言
葉
は
避
け
る

・
特
定
の
固
有
名
詞
は
避
け
る
（
特
に
名
指
し
で
悪
く
言
う
こ
と
）

・
持
ち
時
間
は
各
向
上
会
一
〇
分
以
内
と
す
る
（
基
準
）。
一
〇
分
を
経
過
し
た
場 写真７　にわかコンクール
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合
は
、
一
〇
秒
ご
と
に
一
点
減
点

・
高
森
の
「
に
わ
か
」
の
個
性
、
伝
統
が
生
き
て
い
る
か
（
道
行
き
、
口
上
の
型
、

間
の
取
り
方
）

採
点
方
法

審
査
基
準
に
従
っ
て
、
①
筋
書
き
・
シ
ナ
リ
オ
（
落
ち
を
含
む
）、
②
演
技
・
風

刺
、
③
個
性
・
伝
統
、
の
三
項
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
点
満
点
で
採
点
す
る
。

審
査
員

各
町
か
ら
推
薦
さ
れ
た
に
わ
か
経
験
者
、
お
よ
び
高
森
町
教
育
長
や
高
森
警
察
署

長
な
ど
町
内
の
有
識
者
が
採
点
す
る
。

二　

高
森
に
わ
か
保
存
会
（
高
森
社
中
）

に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
を
始
め
た
頃
と
同
じ
時
期
（
平
成
初
頭
）、
高
森
に
わ
か
の

対
外
的
な
公
演
活
動
を
行
う
団
体
と
し
て
、
高
森
に
わ
か
保
存
会
（
通
称
「
高
森
社

中
」）
が
結
成
さ
れ
た
。
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
を
始
め
た
こ
と
で
町
内
の
に
わ
か
自

慢
の
人
た
ち
で
集
ま
り
、
公
演
依
頼
が
来
た
時
に
出
演
す
る
団
体
と
し
て
結
成
し

た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
に
わ
か
の
学
術
的
な
団
体
と
し
て
に
わ
か
学
会
が
組
織
さ

れ
、
全
国
の
に
わ
か
伝
承
地
に
お
い
て
全
国
大
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
高
森
社
中
も

こ
う
し
た
会
に
て
高
森
に
わ
か
を
披
露
し
、
高
森
に
わ
か
の
普
及
に
貢
献
し
た
（31）

。

高
森
社
中
の
公
演
は
他
町
向
上
会
の
演
者
と
組
む
た
め
、
演
技
を
合
わ
せ
る
の
が

非
常
に
難
し
か
っ
た
と
い
う
。

現
在
、
高
森
に
わ
か
保
存
会
は
解
散
し
て
い
る
。

三　

子
供
に
わ
か
【
写
真
８
】

高
森
で
は
、
昭
和
六
〇
年
よ
り
子
供
に
よ
る
子
供
に
わ
か
も
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
子
供
に
わ
か
を
行
う
か
ど
う
か
は
、
そ

の
時
々
の
向
上
会
の
判
断
に
よ
る
。
現
在
は
、
昭

和
向
上
会
、
旭
向
上
会
が
子
供
に
わ
か
を
行
っ
て

い
る
。

子
供
に
わ
か
は
、
大
人
の
に
わ
か
と
同
じ
よ
う

に
化
粧
を
し
て
移
動
舞
台
に
あ
が
り
、
に
わ
か
を

演
じ
る
。
に
わ
か
の
演
目
作
り
や
指
導
は
向
上
会

が
行
う
。
子
供
が
に
わ
か
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

否
定
的
な
声
も
あ
る
が
、
子
供
の
頃
に
に
わ
か
を

経
験
し
て
お
く
と
将
来
大
人
に
な
っ
た
時
に
向
上
会
に
入
る
動
機
に
繋
が
る
と
し
て

子
供
に
わ
か
を
積
極
的
に
行
う
向
上
会
も
あ
る
。
じ
じ
つ
、
現
役
の
向
上
会
員
の
な

か
に
は
子
供
の
頃
に
に
わ
か
を
経
験
し
た
こ
と
が
、
向
上
会
へ
の
入
会
へ
繋
が
っ
た

と
語
る
向
上
会
員
も
い
る
。
こ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
が
、
に
わ
か
の
継
承
に
繋

が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

四　

高
森
高
校
・
０
９
６
ｋ
・
吉
本
コ
ラ
ボ

最
後
に
、
高
森
の
に
わ
か
を
め
ぐ
る
近
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

高
森
高
校
の
生
徒
に
よ
る
取
り
組
み

二
〇
二
一
年
度
、
県
立
高
森
高
校
二
年
生
を
対
象
と
し
た
「
総
合
的
探
究
の
時
間
」

に
お
い
て
、
高
森
高
校
生
二
名
が
高
森
に
わ
か
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
ポ
ス

タ
ー
に
ま
と
め
発
表
し
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
風
鎮
祭
を
行
う
五
町
在
住
で
は
な
い

が
、
子
供
の
頃
か
ら
風
鎮
祭
や
に
わ
か
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
、
に
わ
か
が
国
選
択
無

形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た
こ
と
で
に
わ
か
に
興
味
を
持
ち
、
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
具

体
的
に
は
、
ま
ず
校
内
で
に
わ
か
の
認
知
度
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の 写真８　子供にわか
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結
果
を
ま
と
め
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
に
わ
か
を
見
た
り
、
理
解
し
て
い
る
人

は
半
数
ほ
ど
で
、
全
く
知
ら
な
い
と
答
え
た
人
も
約
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ま
た
、
に
わ
か
に
興
味
が
あ
る
と
答
え
た
人
は
約
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
約

七
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
は
興
味
が
な
い
と
答
え
た
。
こ
の
よ
う
な
認
知
度
の
結
果
を
受

け
て
、
高
森
高
校
生
に
に
わ
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
高
森
町
役
場
職
員
の
協
力
の

も
と
実
際
に
に
わ
か
を
習
い
、
成
果
報
告
会
で
披
露
し
た
（32）

。

調
査
を
行
っ
た
高
森
高
校
生
は
、
高
森
町
や
南
阿
蘇
村
の
人
た
ち
は
に
わ
か
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
人
に
は
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
た

め
、
に
わ
か
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
と
話
す
。
風
鎮
祭
は
高

森
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
祭
り
が
無
く
な
っ
た
ら
活
気
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。

に
わ
か
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
に
わ
か
の
継
承
に
繋
げ
た
い
と
希
望
を

語
っ
た
。

０
９
６
ｋ
熊
本
歌
劇
団
・
吉
本
興
業
の
芸
人
と
の
共
演

二
〇
二
二
年
・
二
〇
二
三
年
と
、
プ
ロ
の
タ
レ
ン
ト
と
の
共
演
機
会
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
二
二
年
は
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
に
よ
る
も
の

と
し
て
、
吉
本
興
業
の
芸
人
と
向
上
会
が
一
緒
に
に
わ
か
を
演
じ
る
と
い
う
特
別
企

画
が
行
わ
れ
た
【
写
真
９
】。
ま
た
、
二
〇
二
二
年
か
ら
旭
向
上
会
で
は
０
９
６
ｋ

熊
本
歌
劇
団
の
劇
団
員
も
交
じ
っ
て
に
わ
か
を
演
じ
て
い
る
【
写
真
10
】。
こ
の
よ

う
な
外
部
者
と
の
共
演
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
方
言
の
問
題
（
高
森
弁
で
は
な
い
こ

と
）
や
に
わ
か
独
特
の
演
技
や
間
の
取
り
方
に
つ
い
て
難
し
い
部
分
が
あ
る
も
の

の
、
外
部
に
も
開
い
て
い
き
つ
つ
継
承
し
て
い
く
と
い
う
新
た
な
動
き
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

註（1）
宮
田
繁
幸
二
〇
一
〇
「
に
わ
か
」
神
田
よ
り
子
・
俵
木
悟
編
『
民
俗
小
辞
典　

神
事
と
芸
能
』
吉
川
弘
文

館
。

（2）
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
の
規
定
で
も
、
一
演
目
一
〇
分
を
上
演
時
間
と
定
め
て
い
る
。

（3）
例
え
ば
、
高
知
県
室
戸
市
佐
喜
浜
の
佐
喜
浜
に
わ
か
で
は
そ
の
年
の
上
演
台
本
を
神
社
に
奉
納
す
る
と
い
う

慣
習
が
あ
り
、
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
一
七
七
一
）
か
ら
の
に
わ
か
の
上
演
台
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（4）
岐
阜
県
美
濃
市
の
美
濃
流
し
に
わ
か
で
は
、
市
長
な
ど
実
在
の
人
物
を
具
体
的
に
誰
を
真
似
て
い
る
の
か
わ

か
る
よ
う
な
容
姿
や
声
色
で
、
に
わ
か
の
な
か
に
登
場
さ
せ
る
。

（5）
例
え
ば
、
博
多
に
わ
か
で
は
同
音
異
義
語
の
ル
ー
ル
が
厳
守
さ
れ
る
。

（6）
西
岡
陽
子
二
〇
一
七
「
祭
礼
俄
の
諸
相
と
実
際
」
植
木
行
宣
・
樋
口
昭
編
『
民
俗
文
化
の
伝
播
と
変
容
』
岩

田
書
院
、
四
七
九
頁
。

（7）
福
原
敏
男
二
〇
二
〇
「
遊
郭
と
臨
時
祭
に
お
け
る
練
物
と
俄
」『
仮
装
と
俄
の
祭
礼
絵
巻
』
岩
田
書
院
。

（8）
高
森
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
七
九
『
高
森
町
史
』
高
森
町
、
四
六
九
頁
。

（9）
「
盆
諸
入
目
日
記
調
方
之
覚
」（
文
化
一
三
年
・「
横
町
文
書
」
箱
（
大
）
―
三
―
二
四
）。

写真10
096k熊本歌劇団とのにわか

写真９　吉本芸人との共演
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文
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岡
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を
演
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の
民
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』
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。

（10）
「
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入
目
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事
」（
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化
六
年
・「
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町
文
書
」
箱
（
大
）
―
三
―
六
）。

（11）
「
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踊
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入
目
扣
」（
文
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三
年
・「
横
町
文
書
」
箱
（
大
）
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六
―
六
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「
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踊
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扣
」（
慶
応
四
年
・「
横
町
文
書
」
箱
（
大
）
―
一
―
三
二
）。

（13）
「
祭
礼
初
仕
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節
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史
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風
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仮
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仮
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。
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ぶ
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の
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さ
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た
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が
わ
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。

（18）
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男
性
（
昭
和
八
年
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の
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に
よ
る
。

（19）
『
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内
実
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調
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書　
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本
県
警
察
本
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一
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て
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る
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文
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」
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収
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森
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若
者
中
」
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さ
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て
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る
こ
と
や
、「
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若
者
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と
書
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文
書
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町
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い
た
と
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え

る
。

（20）
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簿
」
の
末
尾
に
は
「
大
正
四
年
二
月
ヲ
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簿
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。
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一
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六
日
）
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よ
る
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横
町
文
書
」
箱
（
中
）
―
二
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）。

（24）
「
向
上
会
」
と
い
う
名
称
を
考
案
し
た
の
は
、
山
村
乙
次
郎
氏
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
高
森
で
造
り
酒

屋
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々
営
む
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後
屋
に
生
ま
れ
、
向
上
会
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成
時
は
高
森
町
議
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員
を
務
め
、
後
年
、
高
森
町
長
を
務

め
た
。
町
の
名
士
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
［
高
森
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
七
九
］。

（25）
「
高
森
町
の
向
上
会　

自
治
を
基
調
に
青
年
団
の
改
革
」『
九
日
』
大
正
一
五
年
八
月
一
六
日
。

（26）
高
森
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
八
〇
『
高
森
町
史　

二
』
高
森
町
、
七
〇
頁
。

（27）
松
岡
薫
二
〇
二
一
『
俄
を
演
じ
る
人
々
―
娯
楽
と
即
興
の
民
俗
芸
能
』
森
話
社
、
一
一
〇
頁
。

（28）
松
岡
薫
二
〇
二
一
『
俄
を
演
じ
る
人
々
―
娯
楽
と
即
興
の
民
俗
芸
能
』
森
話
社
、
一
一
一
頁

（29）
松
岡
薫
二
〇
二
一
『
俄
を
演
じ
る
人
々
―
娯
楽
と
即
興
の
民
俗
芸
能
』
森
話
社
、
一
四
一
―
一
四
四
頁
。

（30）
松
岡
薫
二
〇
二
一
『
俄
を
演
じ
る
人
々
―
娯
楽
と
即
興
の
民
俗
芸
能
』
森
話
社
、
一
三
六
頁
。

（31）
例
え
ば
高
森
社
中
と
し
て
、
福
岡
県
八
女
市
黒
木
町
で
開
催
さ
れ
た
に
わ
か
学
会
黒
木
大
会
に
出
演
し
た
こ

と
が
あ
る
。
他
地
域
の
に
わ
か
を
見
る
機
会
を
得
て
、
勉
強
に
な
っ
た
と
い
う
。

（32）
工
藤
勇
哉
・
首
藤
蒼
一
郎
二
〇
二
一
「
高
森
町
の
「
に
わ
か
」
―
継
承
し
て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
―
」

（
熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校　

に
わ
か
研
究
班
ポ
ス
タ
ー
）
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第
二
章
　
熊
本
県
内
の
に
わ
か
の
特
徴
と
分
布

は
じ
め
に

高
森
の
に
わ
か
の
特
徴
を
検
討
す
る
た
め
、
県
内
の
に
わ
か
の
現
状
を
確
認
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
【
表
１
】
を
実
施
し
、
そ
れ
を
基
に
文
献
調
査
や
現
地
聞
き
取
り

調
査
が
で
き
た
一
三
地
区
に
つ
い
て
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
に
わ
か
の
姿
を
ま
と

め
た
。
最
後
に
現
時
点
の
把
握
を
基
に
県
内
の
に
わ
か
の
特
徴
を
検
討
、
高
森
の
に

わ
か
が
占
め
る
位
置
を
考
察
し
た
。

第
一
節　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
七
月
、
高
森
町
教
育
委
員
会
を
通
じ
県
内
四
五
市
町
村

教
育
委
員
会
と
各
商
工
会
に
調
査
票
を
送
付
し
て
に
わ
か
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
六
三
件
の
回
答
を
得
た
。
そ
の
結
果
、
今
も
玉
名
市
伊
倉
、

熊
本
市
、
南
阿
蘇
村
（
吉
田
新
町
、
両
併
）、
芦
北
町
の
五
地
区
（
高
森
を
加
え
る

と
六
地
区
）
で
に
わ
か
が
存
在
し
、
ほ
か
に
山
鹿
市
な
ど
一
一
地
区
で
か
つ
て
あ
っ

た
と
報
告
さ
れ
、
県
内
一
七
地
区
で
の
に
わ
か
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
【
図
１
】。

回
答
に
よ
る
と
、
現
存
す
る
に
わ
か
と
し
て
は
、
玉
名
市
で
は
伊
倉
地
区
の
「
伊

倉
仁
◯
加
保
存
会
」
が
敬
老
会
な
ど
地
区
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、
指
導
す
る

伊
倉
小
、
玉
南
中
の
生
徒
・
児
童
ら
が
学
習
発
表
で
披
露
し
て
い
る
。
熊
本
市
で
は

「
キ
ン
キ
ラ
劇
団
」「
劇
団
き
ゃ
あ
」「
劇
団
肥
後
仁
◯
加
」
の
三
つ
の
プ
ロ
劇
団
が

活
動
す
る
ほ
か
、
素
人
に
よ
る
「
劇
団
Ｕ
」「
辛
崎
に
わ
か
」「
砂
原
劇
団
」「
け
ん

ち
ゃ
ん
劇
団
」
の
四
劇
団
が
祭
礼
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
上
演
し
て
い
る
。
ま
た
、
認

表 1　2021年に県内自治体・商工会を対象に実施したアンケートの調査票
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知
症
啓
発
な
ど
を
目
的
に
医
療
、
介
護
施
設
関
連
職
員
も
に
わ
か
を
活
用
し
て
い

る
。
南
阿
蘇
村
で
は
吉
田
新
町
と
両
併
の
二
地
区
で
に
わ
か
が
見
ら
れ
、
吉
田
新
町

で
は
鎮
火
祭
（
八
月
二
三
日
）、
両
併
で
は
両
併
夏
ま
つ
り
（
八
月
一
四
日
）
で
、

そ
れ
ぞ
れ
地
区
の
若
者
ら
が
地
区
の
話
題
を
基
に
毎
年
新
作
に
わ
か
を
披
露
し
て
い

る
。
ま
た
、
芦
北
町
で
は
百
木
地
区
の
百
木
の
さ
な
ぶ
り
（
七
月
第
一
日
曜
）
で
地

区
住
民
に
よ
る
「
百
木
さ
な
ぶ
り
保
存
会
」
が
農
作
業
を
芸
能
化
し
た
笑
い
の
寸
劇

を
披
露
し
て
い
る
と
い
う
。

か
つ
て
に
わ
か
が
見
ら
れ
た
と
の
回
答
は
、
山
鹿
市
、
菊
池
市
、
玉
名
市
高
瀬
、

宇
土
市
、
美
里
町
、
山
都
町
馬
見
原
、
八
代
市
、
水
俣
市
、
天
草
市
（
本
渡
、
倉

岳
、
高
浜
）
の
十
一
地
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
山
鹿
市
で
は
旧
菊
鹿
町
松

尾
神
社
で
毎
年
七
月
二
九
日
、
地
元
住
民
ら
に
よ
る
笑
い
の
寸
劇
「
本
分
に
わ
か
」

が
披
露
さ
れ
て
い
た
が
、
高
齢
化
な
ど
で
数
年
前
に
途
絶
え
た
と
い
う
。
ま
た
、
平

成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
の
「
か
ほ
く
祭
」
で
、
以
前
か
ら
の
に
わ
か
の
復
活
公
演

が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
菊
池
市
は
昭
和
の
中
頃
ま
で
町
中
で

行
わ
れ
て
い
た
に
わ
か
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
宇
土
市
で
は
明
治
期
に
は

各
地
の
祝
賀
・
慶
事
で
住
民
ら
の
俄
踊
り
が
見
ら
れ
、
網
田
神
社
で
は
毎
年
八
月
に

雨
乞
い
行
事
の
一
環
と
し
て
俄
祭
り
が
開
か
れ
て
い
た
が
詳
細
は
不
明
と
さ
れ
た
。

美
里
町
は
雨
乞
い
の
と
き
に
に
わ
か
が
披
露
さ
れ
た
記
録
が
旧
砥
用
町
史
に
あ
る
。

山
都
町
で
は
馬
見
原
の
火
伏
地
蔵
祭
の
ス
テ
ー
ジ
出
し
物
と
し
て
地
区
青
年
部
に

よ
っ
て
四
、
五
〇
年
前
ま
で
に
わ
か
が
披
露
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
八
代
市
で
は
住

吉
神
社
で
昭
和
一
八
、
一
九
年
ま
で
例
祭
に
博
多
に
わ
か
の
博
多
淡
海
ら
を
呼
ん
で

い
た
ほ
か
、
各
神
社
で
舞
台
を
か
け
て
地
元
住
民
ら
が
に
わ
か
を
披
露
し
た
り
し
て

い
た
。
水
俣
市
で
は
祝
賀
行
事
な
ど
に
三
味
線
、
太
鼓
の
お
囃
子
と
と
も
に
笑
い
の

劇
、
男
性
の
女
装
、
仮
装
行
列
な
ど
が
見
ら
れ
た
が
、
三
、
四
〇
年
ほ
ど
前
に
途
絶

図１　アンケート結果に基づく熊本県内のにわか所在図と一覧表（和水町はアンケート外）

にわかが現存する地域

① 高森町

② 玉名市伊倉

③ 熊本市

④ 南阿蘇村吉田新町

⑤ 南阿蘇村両併

⑥ 芦北町百木

⑦ 和水町（注：アンケート外）

かつてにわかが存在した地域

8 山鹿市菊鹿町

９ 菊池市

10 玉名市高瀬

11 宇土市網田

12 美里町

13 山都町馬見原

14 八代市

15 水俣市

16 天草市本渡

17 天草市倉岳

18 天草市高浜
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え
た
と
い
う
。
天
草
市
で
は
昭
和
一
二
、
一
三
年
ご
ろ
本
渡
の
招
魂
祭
の
舞
台
で
演

じ
た
に
わ
か
の
映
像
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
倉
岳
町
宮
田
地
区
で
寸
劇
の
に
わ
か

が
お
こ
な
わ
れ
、
天
草
町
高
浜
で
は
明
治
期
に
け
ん
か
神
輿
の
よ
う
な
形
態
の
に
わ

か
が
あ
り
、
け
ん
か
騒
動
ま
で
起
こ
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
に
わ
か
の
存
在
が
報
告
さ
れ
た
地
区
は
一
七
地
区
と
必
ず

し
も
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
一
部
地
域
に
集
中
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
か
つ
て

は
県
内
全
域
で
に
わ
か
が
普
通
に
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
た
。
ま
た
、
俄
踊

り
の
ほ
か
仮
装
行
列
（
水
俣
）
や
け
ん
か
神
輿
類
似
の
催
し
（
天
草
高
浜
）
な
ど
も

に
わ
か
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
す
る
回
答
は
、
に
わ
か
が
現
在
の
一
般
的
な
認
識
で
あ

る
笑
い
の
寸
劇
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
い
概
念
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆

す
る
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
祭
礼
な
ど
で
造
り
物
や
仮
装
行
列
の
有
無
も
尋
ね

た
。
風
鎮
祭
で
は
に
わ
か
（
笑
劇
）、
造
り
物
、
仮
装
行
列
が
同
時
に
見
ら
れ
（
仮

装
行
列
は
近
年
中
断
）、
い
ず
れ
も
毎
年
新
た
な
趣
向
で
笑
わ
せ
る
「
風
流
の
精

神
」
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
共
通
す
る
と
さ
れ
て
い
る

（1）

。
そ
こ
で
、
同
様
の
催
し
が

見
ら
れ
る
祭
礼
に
は
、
少
な
く
と
も
に
わ
か
が
存
在
で
き
る
土
壌
が
あ
る
、
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

各
地
か
ら
の
回
答
で
は
、
造
り
物
に
つ
い
て
、
南
関
町
の
南
関
夏
ま
つ
り
（
大
蛇

山
）、
南
阿
蘇
村
吉
田
新
町
の
鎮
火
祭
、
山
都
町
馬
見
原
の
火
伏
地
蔵
祭
、
同
町
矢

部
の
八
朔
祭
（
大
造
り
物
）、
美
里
町
砥
用
地
区
や
ま
び
こ
祭
、
宇
土
市
う
と
地
蔵

ま
つ
り
、
宇
城
市
小
川
阿
蘇
神
社
祭
礼
、
八
代
市
鏡
町
の
十
八
夜
、
球
磨
郡
湯
前
町

潮
神
社
お
っ
ぱ
い
祭
り
、
天
草
市
宮
地
岳
か
か
し
祭
り
の
一
〇
地
区
で
現
存
し
、
甲

佐
町
あ
ゆ
ま
つ
り
で
も
か
つ
て
見
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
仮
装
行
列
は
、
山
鹿
市
（
地
区
運
動
会
）、
大
津
町
、
南
関
町
（
南
関
夏

祭
り
大
名
行
列
）
の
三
地
区
で
今
も
あ
る
と
回
答
。
か
つ
て
見
ら
れ
た
地
区
と
し
て

は
吉
田
新
町
（
鎮
火
祭
）、
山
都
町
（
馬
見
原
火
伏
地
蔵
祭
・
二
瀬
元
地
区
水
道

祭
）、
美
里
町
（
三
渓
地
区
大
名
行
列
）、
宇
土
市
（
各
地
運
動
会
）、
芦
北
町
（
仮

装
行
列
も
に
わ
か
の
ひ
と
つ
）、
水
俣
市
（
同
）、
湯
前
町
（
運
動
会
ほ
か
各
種
イ
ベ

ン
ト
）、
相
良
村
（
運
動
会
）、
天
草
市
（
牛
深
樽
開
き
、
洲
本
夏
祭
り
、
嫁
も
ら

い
）
な
ど
九
地
区
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
回
答
か
ら
は
高
森
同
様
の
類
似
三
種
の
催
し
が
現
存
す
る
地
域
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
隣
接
す
る
吉
田
新
町
、
山
都
町
馬
見
原
で
は
昭
和
四
〇
年
頃
ま
で

高
森
同
様
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
地
の
類
似
催
し
の
存

在
は
、
に
わ
か
が
存
在
す
る
可
能
性
の
広
が
り
を
示
す
も
の
と
も
思
わ
れ
た
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
先
行
し
て
県
内
の
に
わ
か
を
調
査
し
た
も
の
と
し

て
（
１
）
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
の
に
わ
か
学
会
の
全
国
調
査

（2）

（
２
）
平
成

二
六
年
（
二
〇
一
四
）
同
学
会
全
国
メ
ー
ル
調
査
（
３
）
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇

三
）
の
県
文
化
課
の
に
わ
か
と
流
鏑
馬
の
所
在
確
認
デ
ー
タ
―
の
三
種
が
存
在
し
て

い
る
【
表
２
】。

こ
の
う
ち
（
１
）
の
に
わ
か
学
会
の
全
国
調
査
で
は
熊
本
市
、
高
森
町
、
玉
名
市

（
伊
倉
、
高
瀬
）
の
四
地
区
で
に
わ
か
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
、（
２
）
の
同

学
会
全
国
メ
ー
ル
調
査
で
は
玉
名
、
山
鹿
、
長
洲
、
芦
北
の
四
地
区
の
現
存
と
、
八

代
、
氷
川
の
二
地
区
で
の
断
絶
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
に
わ
か
の
確
認
数
は
、
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の
県
文
化
課
の
確

認
デ
ー
タ
が
も
っ
と
も
多
い
。
こ
の
調
査
で
は
熊
本
市
の
プ
ロ
肥
後
に
わ
か
劇
団
は

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ず
、
高
森
町
の
記
載
も
な
い
（
未
回
答
）
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

よ
り
数
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、
両
調
査
結
果
の
違
い
は
こ
の
二
〇
年
間
の
に
わ
か

の
衰
微
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
も
い
え
そ
う
だ
。
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な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
現
れ

な
か
っ
た
が
、
和
水
町
で
も
地
区
の
青
年

団
が
戦
国
肥
後
国
衆
ま
つ
り
で
に
わ
か
を

披
露
し
て
い
る
こ
と
が
現
地
調
査
で
確
認

さ
れ
た
。
そ
れ
を
加
え
る
と
、
県
内
で
に

わ
か
が
現
存
す
る
地
域
は
七
カ
所
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

一
方
、
戦
前
の
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、

相
良
村
、
錦
町
以
外
の
全
県
下
で
招
魂

祭
、
祝
勝
会
、
開
校
式
な
ど
の
祝
い
の
場

で
俄
踊
り
な
ど
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
現
れ
な
い
も
の
の
、
戦
前
、

特
に
明
治
・
大
正
期
に
は
ほ
ぼ
全
県
で
熊

本
や
博
多
な
ど
の
プ
ロ
に
わ
か
劇
団
を
招

く
ほ
か
、
地
域
住
民
に
よ
る
に
わ
か
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
に

わ
か
は
明
治
期
に
は
行
政
調
査
の
各
種
芸

能
の
項
目
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ず
、「
た
か

が
に
わ
か
」
と
軽
く
見
ら
れ
て
き
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
行
政
機
関
な
ど
を
通
じ
た
把

握
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
明
治
・
大
正
期
に
は
県
内
で
広
く
、
俄
踊
り
や
笑
劇
と

し
て
の
に
わ
か
が
見
ら
れ
た
が
、
現
在
で
は
高
森
な
ど
わ
ず
か
七
地
区
（
和
水
町
を

含
む
）
だ
け
に
減
少
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
各
地
の
に
わ
か
の
多
く
が
消
滅
し
た
の

は
、
主
な
担
い
手
で
あ
る
若
者
が
地
域
か
ら
奪
わ
れ
た
昭
和
一
〇
年
代
の
戦
乱
期
や

昭
和
三
〇
年
代
か
ら
の
高
度
成
長
期
と
み
ら
れ
、
そ
の
後
も
娯
楽
の
多
様
化
な
ど
時

代
の
変
遷
に
つ
れ
て
消
え
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
そ
う
し
た
中
で
、
今
な
お
熊
本
市
、

高
森
町
な
ど
に
残
る
に
わ
か
は
、
身
近
な
笑
い
を
自
ら
作
り
続
け
た
庶
民
の
姿
を
伝

え
る
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
二
節　

県
内
各
地
の
に
わ
か

一　

プ
ロ
が
現
存
す
る
熊
本
市
の
に
わ
か　

熊
本
市
に
は
「
キ
ン
キ
ラ
劇
団
」（
キ
ン
キ
ラ
陽
子
団
長
）、「
劇
団
き
ゃ
あ
」（
大

田
黒
浩
一
座
長
）、「
劇
団
肥
後
仁
◯
伽
」（
森
都
か
お
る
座
長
）、「
砂
原
劇
団
」（
吉

田
武
座
長
）、「
劇
団
Ｕ
」（
黒
木
奈
桜
子
会
長
）、「
け
ん
ち
ゃ
ん
劇
団
（
浦
上
健
二

座
長
）
な
ど
の
劇
団
が
、
現
在
も
に
わ
か
を
上
演
（
劇
団
Ｕ
以
外
は
に
わ
か
専
門
）

し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
「
キ
ン
キ
ラ
劇
団
」「
劇
団
き
ゃ
あ
」「
劇
団
肥
後
仁
◯
伽
」
の
三
劇
団

が
、
い
わ
ゆ
る
「
肥
後
に
わ
か
」
の
名
で
知
ら
れ
る
プ
ロ
の
劇
団
で
あ
る
。
九
州
で

は
昭
和
二
〇
〜
四
〇
年
代
に
、
博
多
や
佐
賀
な
ど
の
プ
ロ
に
わ
か
劇
団
が
人
気
を

競
っ
た
歴
史
が
あ
る
が
、
今
な
お
プ
ロ
劇
団
が
存
続
す
る
の
は
熊
本
の
み
と
み
ら
れ

る
。
そ
の
こ
と
が
熊
本
の
に
わ
か
を
め
ぐ
る
最
大
の
特
徴
と
も
い
え
る
。

た
だ
、
か
つ
て
月
に
三
〇
回
以
上
も
舞
台
に
立
っ
た
と
い
う
全
盛
期
の
人
気
に
は

ほ
ど
遠
く
、
各
劇
団
と
も
会
館
等
で
上
演
す
る
大
き
な
公
演
は
年
に
一
、
二
度
程
度

表２　各種調査で確認された、にわかが見られる地域の比較（在は現存、失は途絶）

調査年 調査主体 認識数 自治体・地名

2002年 にわか学会 在４ 熊本市、高森町、玉名市伊倉、玉名市高瀬

2003年 熊本県文化課
在10 玉名市伊倉、富合町、玉東町、菊鹿町、波野村、白水村（吉田新町、両併）、坂本村、芦北町、あさぎり町

失７ 玉名市高瀬、水俣市、本渡市、牛深市、蘇陽町馬見原、久木野村、天草高浜

2014年 にわか学会
（自治体数）

在４ 玉名市、山鹿市、長洲町、芦北町

失２ 八代市、氷川町

2021年 高森町教育委員会
在６ 玉名市伊倉、熊本市、南阿蘇村（吉田新町、両併）、芦北町、※高森町

失11 山鹿市菊鹿町、菊池市、玉名市高瀬、山都町馬見原、美里町砥用、宇土市網田、八代市、水俣市、天草市
（本渡、倉岳、高浜）

2023年 別途調査委員確認 在１ 和水町
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に
と
ど
ま
る
。
演
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
、
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
に
わ
か
の
扮
装
そ
の
ま
ま
に
タ
レ
ン

ト
と
し
て
テ
レ
ビ
で
活
躍
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
公
演
時
に
は
開
演
前
か
ら
シ
ニ
ア
層

が
行
列
を
作
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
な
ど
、
肥
後
に
わ
か
は
今
な
お
一
定
の
存
在
感

を
示
し
続
け
て
い
る
。

熊
本
に
も
江
戸
時
代
末
に
は
に
わ
か
が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
肥
後
に
わ
か

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
太
平
洋
戦
争
後
、
熊
本
市
の
蓑
田
又
男
が
結
成
し

た
素
人
に
わ
か
が
注
目
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
と
思
わ
れ
る

（3）

。
蓑
田
は
元
水
飴
職
人

だ
っ
た
が
、
戦
地
の
演
芸
会
で
披
露
し
た
に
わ
か
が
忘
れ
ら
れ
ず
に
昭
和
二
三
年

（
一
九
四
八
）、
戦
友

と
「
ば
っ
て
ん
組

（
後
に
劇
団
）」
を
結

成
。
昭
和
二
八
年

（
一
九
五
三
）
か
ら

地
元
ラ
ジ
オ
で
毎
週

新
作
が
放
送
さ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

県
内
外
の
祭
り
や
農

協
、
青
年
団
な
ど
各

種
団
体
の
イ
ベ
ン
ト

で
引
っ
張
り
だ
こ
に

な
っ
た
【
写
真
１
】。

そ
の
中
か
ら
ば
あ
さ

ん
姿
の
熊
本
弁
で
全

国
に
知
ら
れ
た
ば
っ
て
ん
荒
川
も
登
場
。
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
に
は
浅
草
松

竹
演
芸
場
に
進
出
し
て
人
気
の
デ
ン
ス
ケ
劇
団
と
笑
い
を
競
う
ま
で
に
な
っ
た
。

蓑
田
が
目
指
し
た
の
は
、
松
竹
新
喜
劇
の
よ
う
な
人
情
喜
劇
だ
っ
た
。
と
は
い

え
、
台
本
は
あ
っ
て
も
稽
古
は
昔
な
が
ら
の
口
立
て
中
心
。
使
う
言
葉
は
熊
本
の
下

町
言
葉
で
、
会
場
の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
た
ア
ド
リ
ブ
と
最
後
の
オ
ト
シ
（
オ
チ
）
で

笑
わ
せ
る
こ
と
を
信
条
に
、
下
ネ
タ
も
厭
わ
な
か
っ
た
。
観
客
に
向
か
っ
て
威
勢
よ

く
説
教
も
す
れ
ば
、
裾
を
め
く
っ
て
お
色
気
も
見
せ
た
ば
っ
て
ん
荒
川
の
姿
こ
そ

が
、
肥
後
に
わ
か
の
真
髄
を
体
現
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
【
写
真
２
】。

こ
う
し
て
人
気
を
誇
っ
た

肥
後
に
わ
か
が
活
気
を
失
っ

た
の
は
昭
和
四
〇
年
代
後

半
、
高
度
経
済
成
長
が
地
域

の
若
者
を
都
会
に
吸
い
上

げ
、
祭
り
や
伝
統
が
失
わ
れ

た
頃
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

ば
ら
ば
ら
に
活
動
し
て
き
た

各
劇
団
が
合
同
で
公
演
を
開

い
た
り
、
若
手
に
よ
る
劇
団

が
生
ま
れ
た
り
も
し
た
が
、

盛
り
返
す
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。い

わ
ゆ
る
肥
後
に
わ
か
は

戦
後
の
新
し
い
に
わ
か
と
い

え
る
が
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
雨

写真１　熊本市の琴平神社大祭での肥後にわか
「ばってん組」（1957年10月（熊本日日新聞社提供））

写真２　ばってん荒川（左）とキンキラ陽子のにわか舞台
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乞
い
の
場
や
加
藤
清
正
の
城
下
町
づ
く
り
で
生

ま
れ
た
と
さ
れ
る
盆
後
踊
や
細
川
期
の
殿
様
祭

り
な
ど
で
も
に
わ
か
が
見
ら
れ
た
よ
う
だ

（4）

。

明
治
期
に
は
、
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
目
的
で
開

か
れ
た
招
魂
祭
が
素
人
が
繰
り
出
す
に
わ
か
の

最
大
の
舞
台
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
当
時
の
新

聞
で
見
て
取
れ
る
【
図
２
】。
そ
の
俄
踊
り
は

「
髭
男
の
妙
踊
」「
年
増
の
若
作
り
せ
る
武
士

姿
」
な
ど
仮
装
し
た
一
団
が
「
艶
麗
花
を
欺
く

少
女
」
た
ち
と
共
に
踊
り
歩
く
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
ら
し
い

（5）

。
そ
こ
に
大
阪
や
博
多
か
ら

訪
れ
た
に
わ
か
芝
居
の
影
響
で
、
笑
い
の
芝
居

へ
と
発
展
。
や
が
て
運
船
利
平
や
利
幸
商
な
ど

プ
ロ
の
に
わ
か
師
が
現
れ
、
県
内
の
祭
り
・
催

事
を
巡
る
よ
う
に
な
っ
て
戦
後
に
劣
ら
ぬ
人
気
を
誇
っ
た
よ
う
だ
。

運
船
の
に
わ
か
は
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
に
録
音
さ
れ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
っ
た
り
し

た
語
り
口
や
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ー
節
の
歌
声
は
一
世
代
前
の
熊
本
の
に
わ
か
の
姿
を
忍
ば

せ
る
。
蓑
田
に
よ
る
と
、
戦
前
の
に
わ
か
は
街
角
の
仮
設
舞
台
に
立
つ
こ
と
も
あ
れ

ば
、
荷
車
を
舞
台
に
町
を
巡
っ
た
り
も
し
て
い
た
よ
う
だ
。

今
で
は
肥
後
に
わ
か
の
全
盛
期
を
支
え
た
世
代
の
ほ
と
ん
ど
亡
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
劇
団
は
い
ず
れ
も
往
時
の
劇
団
に
連
な
る
人
脈
で
構
成
さ
れ
、
熊

本
の
に
わ
か
の
伝
統
は
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
熊
本
各
地
の

素
人
に
わ
か
の
劇
団
は
、
か
つ
て
ば
っ
て
ん
荒
川
ら
に
あ
こ
が
れ
た
シ
ニ
ア
層
が
懐

か
し
さ
と
と
も
に
往
年
の
肥
後
に
わ
か
の
姿
を
再
現
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

二
『
嶋
屋
日
記
』
に
み
る
菊
池
（
隈
府
）
の
に
わ
か　

菊
池
地
方
の
中
心
で
あ
る
隈
府
に
は
、
江
戸
時
代
の
一
九
〇
年
間
に
わ
た
っ
て

代
々
の
有
力
商
人
が
書
き
継
い
だ
日
記
（『
嶋
屋
日
記
』、
寛
文
一
二
年
（
一
六
七

二
）
～
文
久
二
年
（
一
八
六
二)

、
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
翻
刻
刊
行
・
菊
池

市
史
編
纂
委
員
会
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
地
域
に
伝
わ
る
松
囃
子
の
余

興
と
し
て
町
民
ら
が
繰
り
出
し
た
「
通
し
も
の
」
の
こ
と
が
詳
し
く
記
さ
れ
、
当
事

の
に
わ
か
（
俄
）
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。

松
囃
子
は
室
町
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
初
春
を
祝
う
芸
能
の
こ
と
で

あ
る
。
菊
池
の
松
囃
子
は
、
風
流
系
と
さ
れ
る
博
多
の
松
囃
子
に
対
し
、
古
い
能
の

形
を
残
す
も
の
と
し
て
一
九
七
三
年
に
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。『
嶋
屋
日
記
』
に
よ
る
と
、
一
四
世
紀
に
懐
良
親
王
を
迎
え
た
菊
池
武
光
に

よ
っ
て
年
頭
の
祝
儀
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
を
始
ま
り
と
し
、
そ
の
後
開
催
時
期

は
七
月
に
移
行
し
た
。
明
和
九
年
（
一
七
七
二)

に
は
、
通
し
も
の
を
出
す
順
番
な

ど
を
巡
っ
て
町
同
士
が
争
う
な
ど
熱
気
を
は
ら
ん
で
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ

う
だ
。

通
し
も
の
は
基
本
的
に
七
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
連
夜
あ
り
、
上
町
、
下
町
、

横
町
、
中
町
な
ど
の
町
民
が
踊
山
や
花
山
、
狂
言
山
な
ど
山
車
の
ほ
か
造
り
物
な
ど

を
仕
立
て
て
練
り
歩
き
、
町
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
中
で
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
に
「
裏
ぼ
ん
中
は
双
方
よ
り
加
勢
い
た
し
、
俄
相
勤
」
と
あ
る
の
が

俄
表
記
の
初
出
と
み
ら
れ
、
天
明
期
に
は
連
日
一
〇
組
以
上
の
俄
が
出
る
な
ど
そ
の

後
数
多
く
登
場
し
て
く
る
。

俄
と
呼
ぶ
も
の
の
内
容
に
は
時
代
に
よ
る
変
化
が
見
ら
れ
る
。
松
囃
子
の
歴
史
を

説
明
し
た
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
文
書
（
伺
達
写
）
に
よ
る
と
、
当
初
は

「
種
々
俄
踊
」「
奉
祝
戯
れ
踊
」
な
ど
と
し
て
、
踊
り
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に

図２　『熊本新聞』に掲載された明治期の熊本招魂祭での
にわか一行の図（1902年５月10日）
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「
落
噺
之
俄
」
が
登
場
。
こ
れ
は
高
森
に
わ
か
同
様
の
オ
チ
の
あ
る
笑
い
の
寸
劇
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
寛
政
六
年
に
は
「
歌
舞
伎
段
物
」
の
に
わ
か
が
登
場
。

や
が
て
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
は
横
町
の
「
山
崎
三
佐
の
馬
子
唄
の
俄
」
が
東

の
大
関
、
切
明
迎
町
の
「
お
半
帯
屋
の
俄
」
が
西
の
大
関
と
紹
介
さ
れ
、
ほ
か
に

「
川
中
島
」「
布
引
」「
先
臺
萩
」「
二
つ
蝶
々
」
な
ど
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
に
題
を
と
っ

た
と
み
ら
れ
る
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
に
は
段
物
に
わ
か
を
禁
じ
る
触

れ
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
歌
舞
伎
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
が
ほ
と

ん
ど
だ
っ
た
と
さ
れ
る
幕
末
の
大
坂
俄
と
同
様
の
姿
が
菊
池
で
も
見
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

江
戸
後
期
の
通
し
も
の
は
俄
、
行
列
、
山
臺
踊
り
の
三
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
た
よ

う
だ
。
行
列
は
仮
装
行
列
、
山
臺
踊
り
は
山
台
の
上
で
子
供
が
踊
っ
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。
俄
は
も
と
も
と
「
通
り
俄
」
と
呼
ば
れ
て
町
中
を
歩
き
巡
り
な
が
ら
一
定
の

場
所
（
町
内
九
カ
所
の
山
立
場
な
ど
）
で
演
じ
ら
れ
た
よ
う
だ
。
や
が
て
「
山
の
上

に
て
芸
」（
明
和
八
年
（
一
七
七
一
））、「
置
き
座
に
て
俄
」（
寛
政
三
年
（
一
七
九

一
））、「
俄
山
作
ら
せ
」「
置
座
山
ニ
而
興
行
仕
候
」（
安
政
六
年
（
一
八
五
九)

）
な

ど
、
山
の
上
で
演
じ
た
り
、
別
に
舞
台
が
掛
け
ら
れ
た
り
し
て
大
型
化
し
て
い
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
宝
暦
以
前
の
山
台
は
、
雨
乞
い
の
ど
ら
の
台
ほ
ど
の
大
き
さ
で
子
供
二
人

乗
せ
て
人
夫
八
人
で
か
つ
ぐ
も
の
だ
っ
た
が
、
明
和(

一
七
六
四
〜
一
七
七
二)

の

頃
に
は
子
供
七
人
を
人
夫
一
二
人
で
か
つ
ぐ
大
山
に
な
っ
て
い
る
。
天
明
八
年
（
一

七
八
六
）（
同
六
年
の
表
記
も
あ
り
）
に
筑
後
三
池
の
祇
園
祭
で
車
付
き
の
山
を
見

て
初
め
て
菊
池
に
車
山
台
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
山
の

数
は
多
い
と
き
に
は
三
〇
基
以
上
あ
っ
た
が
、
通
行
に
伴
う
町
の
混
雑
と
大
型
化
で

通
行
に
不
便
が
出
た
た
め
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二)

よ
り
以
前
に
八
基
に
減
っ
た

よ
う
だ
。

隈
府
の
に
わ
か
は
藩
内
に
も
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
熊
本
の
役
人
や
惣

庄
屋
な
ど
が
祭
り
前
に
内
見
物
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
「
惣
躰
俄
か
は
昔
し
ゟ
内
所

物
ニ
而
」
と
し
て
、
ほ
か
は
見
せ
て
も
に
わ
か
は
本
番
前
の
見
物
を
断
っ
た
（
安
政

六
年
・
一
八
五
九
）
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
「
そ
の
と
き
、
そ
の
場
」

だ
け
に
生
ま
れ
る
機
転
や
笑
い
を
重
ん
じ
る
と
い
わ
れ
る
「
に
わ
か
の
精
神
」
が
当

事
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
い
た
例
と
し
て
興
味
深
い
。

に
わ
か
は
亨
保(

一
七
一
六
〜
三
五
年
）
の
こ
ろ
に
大
坂
の
祭
り
の
往
来
で
生
ま

れ
、
全
国
に
広
が
っ
た
と
す
る
説
が
有
力
と
み
ら
れ
て
い
る

（6）

。『
嶋
屋
日
記
』
に

は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
初
め
て
俄
の
記
述
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
菊
池
に
は

そ
の
こ
ろ
伝
わ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
日
記
の
記
述
か
ら
は
俄
と

い
う
新
し
い
芸
が
伝
わ
っ
た
と
い
う
よ
り
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
奉
祝
戯
れ
踊
り
や
物

真
似
が
に
わ
か
と
新
た
に
呼
ば
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

現
在
、
菊
池
の
御
松
囃
子
御
能
は
、
菊
池
武
光
ら
を
祭
神
と
し
て
明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
に
創
建
さ
れ

た
菊
池
神
社
の
秋
の
大

祭
中
の
一
〇
月
一
三
日

に
市
内
の
能
場
で
披
露

さ
れ
て
い
る
が
、
余
興

の
に
わ
か
は
見
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
明
治
期

に
は
菊
池
神
社
祭
典
や

菊
池
郡
戦
勝
会
で
に
わ

か
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

写真３
武光公墓前祭での正観寺青年団
のにわか（1996年）
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た
こ
と
が
新
聞
記
事
に
残
る
。
大
正
期
に
は
運
船
や
利
幸
商
、
マ
チ
ャ
ン
と
い
っ
た

熊
本
の
人
気
に
わ
か
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
方
で
町
民
に
よ
る
素
人
に
わ
か
も
学
校

の
落
成
式
や
他
の
神
社
祭
礼
な
ど
で
お
こ
な
わ
れ
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
大

祭
に
も
素
人
に
わ
か
出
演
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
戦
後
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五

六)

の
武
満
公
墓
前
祭
で
地
区
青
年
団
に
よ
る
「
正
観
寺
に
わ
か
」
の
様
子
を
撮
影

し
た
画
像
【
写
真
３
】
が
残
っ
て
お
り
、
素
人
に
わ
か
は
昭
和
三
〇
年
代
に
は
ま
だ

健
在
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
高
度
経
済
成
長
期
に
姿
を
消
し
た
と
思
わ
れ
る
。
平

成
に
な
っ
て
も
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
劇
団
が
祭
り
と
は
別
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に

出
て
に
わ
か
を
披
露
し
て
い
た
が
、
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
頃
に
活
動
を
停
止

し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
菊
池
の
市
民
に
よ
る
本
格
的
な
に
わ
か
舞
台
は
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
よ
う
だ
。

三　

招
魂
祭
を
賑
わ
せ
た
「
高
瀬
仁
わ
加
」　

県
北
の
玉
名
地
方
で
は
、
有
明
海
に
そ
そ
ぐ
菊
池
川
を
挟
ん
で
南
北
に
隣
接
す
る

高
瀬
、
伊
倉
の
二
つ
の
地
区
で
盛
ん
に
に
わ
か
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ

「
高
瀬
仁
わ
加
」「
伊
倉
仁
◯
加
」
と
名
乗
り
、
競
い
合
っ
た
歴
史
を
う
か
が
わ
せ

る
。
高
瀬
の
に
わ
か
は
姿
を
消
し
た
が
、
伊
倉
で
は
保
存
会
が
結
成
さ
れ
て
健
在
で

あ
る
。
玉
名
は
県
内
で
は
南
阿
蘇
の
高
森
、
吉
田
新
町
と
並
ん
で
伝
統
の
に
わ
か
が

今
も
根
付
く
貴
重
な
場
所
と
い
え
る
。

高
瀬
の
に
わ
か
の
起
源
は
不
明
だ
が
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
九
月
一
七
日

の
熊
本
新
聞
に
地
域
の
保
田
木
神
社
の
祭
り
に
俄
踊
り
が
出
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
記

事
が
見
え
る
。
に
わ
か
は
祝
勝
会
な
ど
に
も
出
た
が
、
主
な
舞
台
と
な
っ
た
の
は
毎

年
七
月
に
お
こ
わ
れ
て
い
た
高
瀬
町
の
招
魂
祭
の
よ
う
だ
。「
町
内
二
十
余
ケ
所
の

舞
台
へ
は
俄
踊
り
始
ま
り
近
郷
近
在
よ
り
参
観
人
雲
霞
の
如
く
集
り
幾
千
万
な
る
を

知
ら
ず
夜
に
入
り
て
は
殊
の
雑
沓
を
極
め
た
り
」（『
九
日
』
明
治
四
三
年
七
月
二
一

日
）
な
ど
、
に
わ
か
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の
様
子
が
紙
面
に
た
び
た
び
登
場
す

る
。
演
じ
た
の
は
町
内
の
若
者
が
中
心
だ
が
、
久
留
米
、
柳
川
、
熊
本
、
筑
後
な
ど

か
ら
も
雇
い
入
れ
て
い
る
（『
九
日
』
大
正
六
年
七
月
二
六
日
）。
さ
ら
に
、
春
に
開

か
れ
て
い
た
熊
本
の
招
魂
祭
に
も
出
演
す
る
（『
九
日
』
大
正
五
年
五
月
一
日
）
な

ど
他
地
区
と
の
交
流
も
盛
ん
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
同
年
の
熊
本
招
魂
祭
で
の
玉
名

郡
高
瀬
座
石
川
梅
昇
列
の
演
題
は
「
世
渡
の
川
瀬
二
人
者
」「
早
野
勘
平
鎌
腹
の

場
」「
手
踊
オ
ド
ケ
段
物
」
と
紹
介
さ
れ
、
歌
舞
伎
な
ど
に
取
材
し
た
笑
劇
を
演
じ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

玉
名
市
観
光
課
長
を
務
め
た
野
間
和
夫
氏
が
『
高
瀬
歳
時
記
』（
一
九
九
六
年
）

に
小
学
生
の
こ
ろ
見
た
招
魂
祭
の
思
い
出
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
招
魂

祭
は
七
月
二
五
、
二
六
の
両
日
に
開
か
れ
、
各
町
内
は
仮
設
舞
台
（
間
口
三
間
、
奥

行
き
二
間
、
高
さ
三
尺
の
同
一
規
格
）
を
設
け
て
に
わ
か
を
出
す
の
が
決
ま
り
で
、

出
せ
な
い
町
内
は
熊
本
な
ど
か
ら
プ
ロ
を
雇
っ
た
と
い
う
。
各
家
庭
か
ら
資
金
（
日

貫
）
を
集
め
て
稽
古
（
小
屋
入
り
）
や
打
ち
上
げ
の
経
費
に
当
て
、
各
町
に
は
に
わ

か
の
脚
本
家
や
芝
居
経
験
者
が
い
て
に
わ
か
を
指
導
し
た
。
祭
り
の
朝
は
「
朝
楽

隊
」
の
お
囃
子
が
「
お
っ
ち
ゃ
ん
な
、
ど
け
行
く
ノ
ー
エ
」
と
い
っ
た
ノ
ー
エ
節
の

替
え
歌
と
「
ボ
ン
チ
可
愛
や
寝
ん
ね
し
な
」
の
博
多
ど
ん
た
く
の
歌
を
交
互
に
町
内

を
一
巡
。
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
る
と
、
開
口
一
番
「
わ
あ
ー
、
人
出
ん
多
さ
ー
。

今
日
は
ま
た
高
瀬
の
町
は
何
ご
つ
じ
ゃ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
文
句
で
に
わ
か
が
始
ま

る
。
各
町
の
に
わ
か
は
次
々
と
舞
台
を
巡
り
、
子
ど
も
た
ち
は
人
気
の
出
し
物
を
追

い
か
け
た
も
の
だ
と
い
う
。

招
魂
祭
で
は
町
民
自
ら
に
わ
か
を
演
じ
た
が
、
九
月
一
七
、
一
八
日
に
あ
る
保
田

木
神
社
の
例
祭
で
は
他
地
区
か
ら
に
わ
か
を
雇
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
保
田
木
神
社
祭
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典
係
豫
算
決
算
記
録
簿
（
昭
和
一
一
〜
三
五
年
）
に
は
、
戦
前
は
運
船
組
、
戦
後
は

森
都
組
、
お
て
も
組
、
ば
っ
て
ん
組
な
ど
熊
本
の
プ
ロ
劇
団
や
伊
倉
の
に
わ
か
の
名

前
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
、
数
年
に
わ
た
っ
て
熊

本
の
運
船
組
と
出
演
料
五
〇
円
で
特
約
し
て
き
た
が
、
組
が
分
裂
し
た
た
め
新
た
に

組
織
さ
れ
た
組
と
契
約
し
た
と
い
う
趣
旨
の
記
載
も
見
え
る
。

そ
の
に
わ
か
も
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
途
絶
え
、
元
玉
名
市
文
化
財
保
護
委
員
の

小
川
治
雄
氏
に
よ
る
と
昭
和
二
三
、
四
年
ご
ろ
に
復
興
し
た
と
い
う
。
戦
前
の
招
魂

祭
に
代
わ
る
新
た
な
舞
台
と
な
っ
た
の
は
春
祭
り
。
青
年
団
が
中
心
に
な
っ
て
に
わ

か
を
演
じ
た
。
米
軍
占
領
下
の
当
時
は
に
わ
か
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）

の
検
閲
を
受
け
た
た
め
、
青
年
団
長
だ
っ
た
小
川
氏
は
熊
本
市
内
ま
で
台
本
を
届
け

に
行
っ
た
と
い
う
。
演
目
は
歌
舞
伎
の
段
物
や
昔
の
出
し
物
の
ほ
か
、
自
分
た
ち
で

新
作
も
考
え
た
。
例
え
ば
、
国
道
に
新
し
い
橋
を
設
け
る
よ
う
に
訴
え
た
に
わ
か
の

オ
ト
シ
は
「
高
瀬
の
町
は
箸
（
橋
）
の
二
本
な
か
と
し
ゃ
が
な
飯
の
食
わ
れ
ん
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
と
か
。
団
員
た
ち
は
戦
前
さ
な
が
ら
白
塗
り
の
化
粧
で
、
検
番
芸

者
の
三
味
線
太
鼓
を
従
え
て
舞
台
か
ら
舞
台
を
巡
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
復
興
し
た
に
わ
か
も
昭
和
三
〇
年
代
始
め
に
は
姿
を
消
し
た
よ
う
だ
。

一
方
で
に
わ
か
復
興
を
目
指
す
動
き
が
昭
和
五
〇
年
代
か
ら
見
ら
れ
る
。
昭
和
五
四

年
（
一
九
七
九
）
に
は
保
存
会
結
成
を
目
指
し
て
玉
名
青
年
会
議
所
（
玉
名
Ｊ
Ｃ)

が
「
交
通
安
全
に
わ
か
」
を
披
露
し
た
と
い
う
記
事
が
『
熊
日
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
に
わ
か
復
興
を
訴
え
る
声
は
た
び
た
び
上
が
っ
た
よ
う
だ
が
、
本
格

的
な
復
興
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

四　

保
存
会
で
活
動
続
け
る
「
伊
倉
仁
◯
加
」

伊
倉
の
に
わ
か
は
伊
倉
南
北
両
八
幡
宮
の
春
・
秋
の
大
祭
の
余
興
と
し
て
お
こ
な

わ
れ
て
き
た
。
伊
倉
町
誌
（
一
九
五
〇
年
、
伊
倉
町
役
場
）
に
は
「
昔
か
ら
『
両
八

幡
宮
』
と
『
仁
わ
加
』
は
伊
倉
名
物
の
双
璧
と
稱
せ
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
『
仁
わ

加
』
界
に
は
名
優
珍
優
雲
の
如
し
で
あ
る
」
と
誇
ら
し
げ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

に
わ
か
の
歴
史
は
、
伊
倉
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
ま
つ
り
衆
仁
◯
加
衆
部
会
が
平

成
一
六
年
（
二
〇
〇
四)

に
ま
と
め
た
冊
子
「
伊
倉
ま
つ
り
仁
◯
加
読
本
」
に
詳
し

い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
伊
倉
に
わ
か
の
始
ま
り
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
こ
と
で
、

中
世
は
港
町
、
江
戸
時
代
に
は
商
業
の
町
と
し
て
交
流
が
あ
っ
た
上
方
文
化
の
影
響

で
生
ま
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
八
幡
宮
の
祭
り
と
と
も
に
発
展
、
明
治
末
か
ら
大

正
初
期
に
伊
倉
の
行
事
と
し
て
本
格
的
に
始
動
し
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

大
正
始
め
に
は
熊
本
の
運
船
組
、
沢
田
組
、
マ
チ
ャ
ン
組
な
ど
が
伊
倉
に
泊
ま
り

込
ん
で
各
町
内
の
に
わ
か
を
指
導
し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
二
年

（
一
九
〇
九
）
四
月
一
四
日
の
『
九
日
』
に
も
「
来
る
十
五
、
十
六
の
両
日
は
玉
名

郡
伊
倉
町
春
季
祭
典
に
て
町
民
一
同
俄
踊
奉
納
に
付
運
船
組
は
手
を
分
ち
て
右
教
習

の
為
昨
今
出
張
中
な
り
」
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
、
伊
倉
に
わ
か
は
熊
本
の
に
わ
か

の
影
響
を
受
け
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

戦
前
の
伊
倉
に
わ
か
の
最
盛
期
は
昭
和
初
期
と
み
ら
れ
、
上
町
仁
◯
加
組
、
上
中

町
仁
◯
加
組
、
鍛
冶
屋
町
仁
◯
加
組
、
下
中
町
仁
◯
加
組
な
ど
が
町
内
八
カ
所
の
舞

台
を
め
ぐ
り
、
演
者
の
名
前
を
も
じ
っ
た
言
い
回
し
や
実
在
の
人
物
の
ま
ね
、
お
か

し
な
動
作
な
ど
で
喝
采
を
浴
び
た
と
い
う
。
中
で
も
下
中
町
仁
◯
加
組
の
松
本
重
太

郎
氏
は
久
島
氏
と
の
掛
け
合
い
が
天
下
一
品
で
、
伊
倉
に
わ
か
の
基
礎
を
築
い
た
先

駆
者
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

戦
時
の
混
乱
で
伊
倉
の
に
わ
か
も
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
頃
に
姿
を
消
し
た

が
、
戦
後
の
同
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
は
青
年
団
の
結
成
と
と
も
に
復
活
。
翌
二

二
年
の
八
幡
宮
の
大
祭
に
は
各
町
内
の
仁
◯
加
組
が
決
起
、
復
員
者
も
加
わ
っ
て
戦
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前
の
姿
を
取
り
戻
し
た
よ
う
だ
。
町
内
に
は
六
つ
の
舞
台
が
組
ま
れ
、
各
仁
◯
加
組

が
昼
夜
二
回
の
に
わ
か
を
披
露
し
た
と
い
う
。
や
が
て
松
本
重
太
郎
氏
ら
の
指
導
で

腕
を
上
げ
て
自
前
の
に
わ
か
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
中
か
ら
、
熊
本

の
プ
ロ
に
わ
か
劇
団
に
参
加
す
る
人
物
も
現
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
長
く
は
続
か
ず
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
消
え
た
。
そ
の
後
、

同
四
三
年
に
青
年
団
が
復
活
す
る
と
、
に
わ
か
も
復
活
し
て
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
出

演
す
る
な
ど
し
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
も
同
五
〇
年
に
青
年
団
が
消
滅
す
る
と
再
び
姿

を
消
す
な
ど
、
消
滅
と
復
活
を
繰
り
返
す
歴
史
だ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
う
し
た
中
で
、
青
年
団
Ｏ
Ｂ
ら
が
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）、
伊
倉
仁
◯
加
保

存
会
を
結
成
し
て
再
び
に
わ
か
に
取
り
組
み
始
め
た
こ
と
が
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
動

に
発
展
し
て
い
っ
た
。
保
存
会
は
翌
年
か
ら
伊
倉
南
北
八
幡
宮
の
大
祭
、
繁
根
木
八

幡
宮
の
大
祭
に
出
る
よ
う
に
な
る
。
同
一
三
年
か
ら
は
、
地
区
の
玉
南
中
・
伊
倉
小

の
子
ど
も
た
ち
に
に
わ
か
を
指
導
。
同
一
五
年
に
は
県
内
一
五
団
体
が
出
演
し
た

「
第
一
回
肥
後
に
わ
か
ア
マ
チ
ュ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
保
存
会
が
優
勝
し
、
伊
倉
小

六
年
生
も
特
別
賞
に
輝
い
た
。
さ
ら
に
同
一
六
年
に
は
美
濃
や
博
多
な
ど
全
国
か
ら

八
団
体
を
招
い
て
「
全
国
に
わ
か
交
流
大
会
」
を
開
き
、
昔
の
に
ぎ
わ
い
を
再
現
し

て
み
せ
た
。
伊
倉
の
に
わ
か
の
読
本
も
こ
う
し
た
運
動
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
も
の

だ
。令

和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
、
伊
倉
小
体
育
館
で
あ
っ
た
伊
倉
校
区
敬
老
会
で

保
存
会
の
に
わ
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
題
材
に
し
た
子
供
に

わ
か
に
続
い
て
大
人
が
登
場
。
カ
ー
ド
詐
欺
を
テ
ー
マ
に
、
じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ

ん
、
警
察
官
、
詐
欺
師
夫
婦
の
五
人
が
息
も
ぴ
っ
た
り
、
最
後
は
「
笑
う
カ
ー
ド
に

は
福
来
た
る
」
と
落
と
し
て
、
お
年
寄
り
た
ち
を
大
い
に
笑
わ
せ
て
い
た
。
演
者
は

最
高
齢
八
〇
歳
と
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
と
あ
っ
て
伊
倉
弁
の
台
詞
回
し
や
間
合
い
も

し
っ
か
り
、
若
者
の
元
気
あ
ふ
れ
る
高
森
の
に
わ
か
と
は
ま
た
違
う
手
慣
れ
た
舞
台

と
い
う
印
象
だ
っ
た
。

保
存
会
に
よ
る
と
、
高
瀬
の
に
わ
か
は
珍
妙
な
動
き
で
笑
わ
せ
る
の
に
対
し
、
伊

倉
の
に
わ
か
は
言
葉
で
笑
わ
せ
る
の
が
特
徴
と
い
う
。
ま
た
、
読
本
に
は
、
下
ネ
タ

を
使
わ
な
い
、
差
別
用
語
は
使
わ
な
い
、
客
席
に
話
し
か
け
な
い
、
の
三
原
則
が
あ

る
と
し
て
い
る
が
、
確
か
に
他
地
区
の
に
わ
か
に
あ
り
が
ち
な
下
世
話
な
表
現
は
み

ら
れ
ず
、
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ
る
に
わ
か
だ
っ
た
。

伊
倉
の
に
わ
か
は
（
一
）
県
内
で
唯
一
保
存
会
が
作
ら
れ
て
い
る
（
二
）
に
わ
か

の
伝
来
に
つ
い
て
、
上
方
か
ら
伝
わ
っ
た
と
す
る
言
い
伝
え
が
残
る
（
三
）
古
く
か

ら
熊
本
の
に
わ
か
の
影
響
を
受
け
て
き
た
芝
居
形
式
の
に
わ
か
―
と
い
っ
た
特
徴
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。
現
在
の
保
存
会
メ
ン
バ
ー
は
六
〇
〜
八
〇
代
の
一
〇

人
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
近
年
は
に
わ
か
の
指
導
や
舞
台
は
で
き
ず
に
い
た
が
、
当

面
、
消
滅
の
危
機
は
な
い
と
話
し
て
い
る
。

五　

農
村
な
ら
で
は
の
宇
土
・
網
田
の
に
わ
か

現
在
、
宇
土
地
方
で
は
に
わ
か
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
か
つ
て
は
祭
礼
や
祝

賀
の
席
で
に
わ
か
が
披
露
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
治
一
〇
年
代
の
新
聞
な
ど
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
珍
し
い
の
は
農
村
地
区
の
網
田
神
社
で
豊
作
を
祝
う
ニ
ワ
カ

祭
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

宇
土
市
の
網
田
神
社
は
、
天
草
に
つ
な
が
る
宇
土
半
島
の
半
ば
ほ
ど
の
農
村
地
区

に
位
置
し
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
ま
で
毎
年
秋
に
ニ
ワ
カ
祭
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
。
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
月
に
網
田
神
社
に
残
る
古
い
祝
詞
と
祭
事
記
録
、

会
議
記
録
を
閲
覧
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
詳
し
い
実
態
が
見
え
て
き
た
。

祝
詞
は
一
〇
月
の
網
田
神
社
大
祭
で
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
奏
上
さ
れ
て
い
た
も
の
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で
、
古
く
か
ら
の
内
容
を
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇)

に
書
き
継
い
だ
も
の
と
み
ら

れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四)

に
、
日
照
り
が
続
き
稲
田
の
水

も
枯
れ
て
困
窮
し
た
住
民
が
神
に
祈
る
と
雨
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
感
謝
の
思

い
で
ニ
ワ
カ
祭
（
俄
祭
）
が
始
ま
っ
た
と
あ
る
。

祭
事
記
録
は
分
厚
い
二
冊
に
分
か
れ
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四)

か
ら
昭
和
三
二

（
一
九
五
七)

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
祭
事
に
つ
い
て
代
々
の
宮
司
が
簡
潔
に
記
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
ニ
ワ
カ
祭
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇)

九
月
三
〇
日
に
「
五

穀
成
就
奉
賽
祭(

ニ
ワ
カ
祭
）」
と
カ
ッ
コ
書
き
で
出
て
く
る
の
が
初
出
と
み
ら
れ

る
。
五
穀
成
就
奉
賽
祭
は
豊
作
を
祝
う
も
の
だ
が
、「
式
後
十
二
部
落
ヨ
リ
俄
躍
ヲ

ナ
シ
テ
社
殿
に
参
集
ス
」（
大
正
一
一
年
）
と
あ
り
、
余
興
と
し
て
各
部
落
か
ら
に

わ
か
が
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
五
穀
成
就
奉
賽
祭
と
い
う
表
記
は
し
ば
ら
く
続

き
、
ニ
ワ
カ
祭
の
表
記
が
定
着
す
る
の
は
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七)

か
ら
だ
が
、

一
般
に
は
ニ
ワ
カ
祭
と
い
う
呼
び
方
が
早
く
か
ら
広
が
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。網

田
神
社
の
祭
り
の
余
興
は
基
本
的
に
、
九
月
一
日
の
八
朔
に
は
相
撲
、
九
月
九

日
の
ニ
ワ
カ
祭
に
は
に
わ
か
を
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
て
、
一
〇
月
の
大
祭
に
は

芝
居
興
行
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
は
ニ
ワ
カ
祭
の
余
興

の
演
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
道
踊
」「
豊
年
仁
輪
加
女
子
踊
」「
少
年

少
女
子
供
道
踊
」
と
い
っ
た
踊
り
も
の
の
ほ
か
、「
仮
装
行
列
か
か
し
藝
」
な
ど
の

仮
装
も
の
、「
橋
弁
慶
」「
新
版
高
田
の
馬
場
」「
や
き
も
ち
夫
婦
」
な
ど
講
談
、
歌

舞
伎
な
ど
に
題
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
芝
居
風
の
演
題
が
並
ん
で
い
る
。
に
わ
か
の

こ
と
は
俄
躍
か
俄
踊
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
踊
り
だ
け
で
な
く
芝
居
や
仮

装
な
ど
多
彩
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）

に
は
「
落
と
し
躍
」
と
い
う
表
記
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
現
代
一
般
的
な
オ
チ
の
あ

る
笑
劇
の
こ
と
と
理
解
し
て
よ
さ
そ
う
だ
。

た
だ
、
ニ
ワ
カ
祭
の
記
録
で
は
余
興
の
記
載
が
な
い
年
が
多
く
、
に
わ
か
の
代
わ

り
に
相
撲
が
あ
っ
た
り
、
に
わ
か
が
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
昭

和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
か
ら
同
二
二
年
に
祭
り
の
記
載
が
な
い
の
は
戦
争
の
影
響

だ
ろ
う
。
同
二
三
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
は
欠
か
さ
ず
余
興
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
ろ
は
祭
り
も
に
わ
か
も
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

役
員
会
議
関
係
帳
簿
は
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
三
月
か
ら
同
四
六
年
ま
で
会

議
で
協
議
さ
れ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ニ
ワ
カ
祭
は
八
朔
と

一
緒
に
予
算
が
組
ま
れ
、
余
興
の
あ
る
な
し
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ワ
カ
祭
の
予

算
自
体
は
昭
和
四
五
年
ま
で
組
ま
れ
て
い
た
が
、
各
年
に
に
わ
か
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
。
同
四
六
年
に
、
そ
れ
ま
で
祭
事
ご
と
に
組
ま
れ
て
い
た
予
算
が

年
度
一
括
し
て
組
む
よ
う
改
め
ら
れ
、
そ
の
後
は
記
録
も
書
か
れ
な
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
後
の
様
子
は
わ
か
ら
な
い
。
昭
和
四
八
年
九
月
一
一
日
の
熊

日
に
ニ
ワ
カ
祭
の
記
事
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祭
り
が
途
絶
え
た
の
は
同
四
九
年

以
降
と
み
ら
れ
る
。

ニ
ワ
カ
祭
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
昭
和
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て

の
様
子
を
、
女
装
姿
で
に
わ
か
に
出
た
経
験
が
あ
る
と
い
う
森
田
義
満
さ
ん
（
昭
和

一
一
年
生
ま
れ
、
西
原
地
区
在
住
）
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
一
一
の
地
区
か
ら
白
塗
り
化
粧
に
舞
台
衣
装
を
着
込
ん
だ
若
い

男
性
ば
か
り
七
〜
一
〇
人
ほ
ど
が
サ
ト
イ
モ
な
ど
自
慢
の
作
物
を
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い
に

入
れ
二
人
一
組
で
か
つ
ぎ
、
鉦
を
た
た
い
て
神
社
を
目
指
し
、
菅
笠
を
か
ぶ
っ
た
女

性
た
ち
も
道
踊
り
を
し
な
が
ら
続
い
た
と
い
う
【
写
真
４
】。
先
の
祭
時
記
録
大
正

一
一
年
の
姿
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

神
社
に
集
ま
っ
た
若
者
た
ち
は
、
当
時
あ
っ
た
常
設
舞
台
に
次
々
上
が
っ
て
に
わ
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か
を
演
じ
た
。
に
わ
か
は
笑

い
の
寸
劇
で
、
毎
年
自
分
た

ち
で
筋
を
考
え
た
と
い
う
。

特
徴
的
な
の
は
、
ど
れ
も
オ

チ
が
同
じ
も
の
に
決
ま
っ
て

い
た
こ
と
。
そ
れ
は
「
何
か

と
思
え
ば
五
穀
の
種
、
之
さ

え
手
に
入
る
上
か
ら
は
、
五

穀
は
実
る
。
万
に
喜
べ
、
豊

年
満
作
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
と
い
う
。
い
か
に
も
農
村

ら
し
い
文
句
だ
が
、
祭
が
も

と
も
と
五
穀
成
就
奉
賽
祭
と

呼
ば
れ
て
い
た
歴
史
に
ふ
さ

わ
し
く
思
え
る
。
森
田
さ
ん
の
手
元
に
一
冊
だ
け
残
さ
れ
て
い
た
「
親
父
の
道
楽
」

と
題
し
た
手
書
き
の
台
本
（
西
原
小
部
落
四
三
年
度
）
も
オ
チ
は
同
じ
だ
っ
た
。

網
田
神
社
が
あ
る
宇
土
地
方
は
各
地
に
雨
乞
い
太
鼓
が
残
さ
れ
、
雨
乞
い
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
雨
乞
い
で
は
雨
乞
い
踊
り
が
み

ら
れ
た
と
い
う
。
一
方
で
、
網
田
神
社
の
ニ
ワ
カ
祭
も
祝
詞
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
雨

乞
い
と
深
い
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
こ
で
見
ら
れ
る
俄
踊
り
は
他
地
区
の
雨
乞

い
踊
り
に
相
当
す
る
と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
宇
土
市
の
中
心
街
で
行
わ
れ
て
い
る

地
蔵
祭
り
に
は
、
に
わ
か
と
縁
が
深
い
と
い
わ
れ
る
造
り
物
が
今
も
多
数
出
る
。
現

在
、
宇
土
市
街
に
に
わ
か
は
見
ら
れ
な
い
が
、
宇
土
は
に
わ
か
に
通
じ
る
精
神
の
色

濃
い
地
域
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き
そ
う
だ
。

六　

女
性
が
中
心
の
芦
北
の
に
わ
か　

戦
前
の
新
聞
記
事
を
見
る
と
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
一
月
一
四
日
の
九
日

に
佐
敷
神
社
で
二
四
組
の
に
わ
か
が
披
露
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
芦
北
地
区
の
ほ

ぼ
全
域
で
に
わ
か
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
令
和
二

年
（
二
〇
二
〇
）
九
月
、
芦
北
町
の
町
史
編
纂
に
合
わ
せ
て
旧
佐
敷
地
区
と
湯
浦
地

区
で
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
各
地
の
に
わ
か
の
具
体
的
な
姿
が
見
え
て
き
た
。

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
町
内
五
地
区
の
う
ち
旧
佐
敷
、
湯
浦
地
区
の
住
民
（
八
〇

歳
か
ら
九
二
歳
）
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
に
わ
か
は
町

内
各
地
で
戦
後
す
ぐ
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和

四
七
年
を
最
後
に
姿
を
消
し
、
現
在
は
米
田
百
木
地
区
の
さ
な
ぶ
り
で
農
作
業
を
模

し
た
滑
稽
な
所
作
と
し
て
見
ら
れ
る
だ
け
と
い
う
。

か
つ
て
の
に
わ
か
の
形
態
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
ひ
ょ
げ
踊
り
」
と
い
う
滑
稽
な
踊

り
だ
っ
た
と
い
う
。
一
方
で
、
踊
り
の
練
り
込
み
や
嫁
取
り
を
滑
稽
に
告
げ
な
が
ら

往
来
を
歩
く
行
列
物
、
漫
才
の
よ
う
な
即
興
的
な
掛
け
合
い
、
新
派
も
の
な
ど
の
演

劇
形
式
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。
建
築
物
の
基
礎
を
築
く
地
突
き
（
石
棒
突
き
）
で

は
、
作
業
を
景
気
づ
け
る
滑
稽
な
踊
り
が
繰
り
出
し
、
に
わ
か
は
落
成
式
や
運
動

会
、
敬
老
会
、
祭
り
、
初
盆
な
ど
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

石
棒
突
き
で
は
、
歌
に
合
わ
せ
て
踊
る
ほ
か
、「
合
わ
せ
て
に
わ
か
だ
、
見
て
ほ

し
い
、
見
せ
ら
れ
ぬ
―
」
と
二
人
の
踊
り
手
が
背
中
に
荷
物
を
背
負
い
、「
合
わ
せ

て
に
わ
か
だ
。
益
々
栄
え
ろ
に
わ
か
じ
ゃ
」（
マ
ス
と
益
々
を
か
け
て
い
る
・
米
田

百
木
地
区
）
と
い
っ
た
、
だ
じ
ゃ
れ
の
文
句
を
伴
っ
た
た
よ
う
だ
。

女
性
が
に
わ
か
の
主
体
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
芦
北
の
特
徴
と
い
え
る
。
祝

い
事
な
ど
の
手
伝
い
の
延
長
と
し
て
女
性
が
場
を
和
ま
せ
、
盛
り
上
げ
る
た
め
に
に

わ
か
を
演
じ
た
ら
し
い
。「
棟
上
げ
の
時
、
式
が
始
ま
ろ
う
と
す
る
時
、
手
伝
い
に

写真４
ニワカ祭でにわかを披露した西原青年団の一行（1959年）
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来
て
い
る
お
ば
さ
ん
た
ち
が
に
わ
か
に
立
ち
上
が
り
歌
と
踊
り
で
盛
り
上
げ
、
近
所

を
回
っ
て
棟
上
げ
を
祝
っ
た
」（
計
石
地
区
）、「
母
は
婦
人
会
の
部
長
を
務
め
、
三

味
線
に
踊
り
と
何
で
も
こ
な
し
、
地
区
の
に
わ
か
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
」（
諏
訪

地
区
）、「
初
盆
の
時
、
部
落
の
女
性
（
婦
人
会
）
七
人
ぐ
ら
い
で
回
っ
て
簡
単
な
所

作
で
踊
っ
て
い
た
」（
宮
崎
地
区
）、「
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
が
女
性
二
人
に

よ
る
即
興
的
な
掛
け
合
い
漫
才
。
身
近
な
話
題
で
笑
い
を
取
る
絶
妙
な
や
り
と
り
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
」（
白
岩
地
区
）
な
ど
多
く
の
証
言
を
得
た
。

湯
町
（
下
組
）
の
湯
治
清
さ
ん
宅
に
は
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
に
自
宅
を
建

設
し
た
と
き
の
石
棒
突
き
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
【
写
真

５
】。
そ
こ
に
は
、
仮
装
や
頬
被
り
を
し
た
女
性
た
ち
が
櫓
を
囲
ん
で
楽
し
げ
に
踊

る
に
わ
か
の
姿
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
に
わ
か
は
地
突
き
作
業
を
景
気
付
け
る
も
の

だ
っ
た
よ
う
で
、
湯
町
の
各
地
区
の
う
ち
、
地
突
き
に
参
加
し
な
い
地
区
か
ら
列
を

な
し
て
繰
り
出
す
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
写
真
で
は
「
湯
町
中
組
二
◯
加
」
と
書
か

れ
た
旗
を
竹
竿
に
掲
げ
て
建
築
現
場
ま
で
練
り
込
ん
で
来
た
様
子
が
わ
か
る
。「
男

た
ち
は
地
突
き
作
業
を
す
る
の
で
踊
り
は
女
性
ば
か
り
。
三
味
線
と
鉦
の
お
囃
子
で

面
白
お
か
し
く
踊
っ
た
」（
湯
治
さ
ん
）
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
各
地
に
七
福

神
や
ち
ん
ど
ん
屋
に
扮
し
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
や
は
り
に
わ
か
の
中
心
は

女
性
だ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
芦
北
で
に
わ
か
と
呼
ば
れ
た
も
の
に
芝
居
的
な
も
の
は
少
な

く
、
ほ
と
ん
ど
が
滑
稽
踊
り
を
中
心
に
練
り
物
、
漫
才
な
ど
笑
い
を
伴
う
雑
多
な
に

ぎ
や
か
し
の
芸
を
指
し
、
祝
い
事
を
手
伝
う
女
性
た
ち
が
中
心
を
担
っ
て
き
た
と
い

え
そ
う
だ
。
こ
の
ほ
か
、
旧
田
浦
町
に
は
町
文
化
財
の
「
俵
踊
り
」
の
前
芸
に
狂
言

の
よ
う
な
、
に
わ
か
の
よ
う
な
出
し
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
田
浦
町
史
』
に
記
さ
れ

て
い
る
。

七　

台
本
が
残
る
水
俣
の
に
わ
か

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
水
俣
で
も
に
わ
か
は
三
、
四
〇
年
前
に
途
絶
え

た
と
い
う
。
し
か
し
、
か
つ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
治
、
大
正
期
の
新

聞
を
見
る
と
よ
く
わ
か
る
。

例
え
ば
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
一
月
一
二
日
の
九
日
に
は
、
豊
年
踊
り
と

称
し
て
「
各
部
落
と
も
殆
ど
競
争
的
に
熱
狂
し
各
々
業
務
を
休
み
て
各
種
俄
踊
り
の

稽
古
を
な
し
た
る
こ
と
と
て
踊
り
は
何
レ
も
面
白
く
」
と
競
う
よ
う
に
熱
心
に
取
り

組
ん
だ
様
子
が
記
さ
れ
、
俄
踊
り
の
数
は
五
四
組
に
も
上
っ
た
と
い
う
。
こ
の
ほ

か
、
浜
八
幡
宮
の
祭
典
、
県
道
や
鉄
道
、
橋
の
開
通
式
、
学
校
新
築
落
成
式
な
ど
、

祝
賀
行
事
の
余
興
と
し
て
に
わ
か
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
出
し
物
で
、
行
事
の
あ
と

も
町
中
の
旦
那
衆
の
家
々
を
遅
く
ま
で
踊
り
歩
い
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
、
か
つ
て 写真５　湯治さん撮影のにわかの様子
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の
水
俣
の
に
わ
か
の
姿
を
し
の
ば
せ
る
「
鎌
倉
踊
り
七
段
目
」
と
「
新
地
琵
琶
」
と

題
し
た
二
つ
の
に
わ
か
の
台
本
が
、『
新
水
俣
市
史
』（
一
九
九
七
年
）
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。

「
鎌
倉
踊
り
七
段
目
」
は
大
正
元
年
の
町
制
施
行
の
祝
賀
の
中
で
月
浦
の
住
民
が

繰
り
出
し
た
俄
踊
り
で
、
隣
の
鹿
児
島
県
出
水
の
人
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
と
い
う
。

そ
の
俄
踊
り
を
小
学
生
時
代
に
見
て
、
踊
り
に
入
る
前
の
チ
ョ
ボ
ク
レ
坊
主
の
仕
草

が
お
も
し
ろ
く
、
セ
リ
フ
ま
で
覚
え
て
い
た
と
い
う
古
老
の
記
憶
を
基
に
や
り
取
り

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
能
の
一
曲
「
鉢
の
木
」
に
設
定
を
借
り
な
が
ら
、
本
来
と

違
っ
て
旅
の
僧
な
ら
ぬ
チ
ョ
ボ
ク
レ
坊
主
を
家
か
ら
追
い
出
そ
う
と
ド
タ
バ
タ
す
る

と
い
う
筋
書
き
。
に
わ
か
踊
り
の
踊
り
に
入
る
前
に
、
こ
う
し
た
滑
稽
な
や
り
取
り

で
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
か
ら
掛
け
合
い
の
に
わ
か
や
現
在
の

笑
劇
に
わ
か
も
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
せ
る
。

「
新
地
琵
琶
」
は
新
地
村
（
現
水
俣
市
山
手
町
）
で
昔
か
ら
祝
い
の
席
の
即
興
に

演
じ
ら
れ
、
出
席
者
を
喜
ば
せ
て
き
た
と
い
う
笑
劇
の
に
わ
か
で
あ
る
。
目
の
不
自

由
な
七
ち
ゃ
ん
と
八
ち
ゃ
ん
の
二
人
の
琵
琶
師
が
一
方
は
天
草
、
も
う
一
方
は
博
多

か
ら
久
方
振
り
に
戻
っ
て
ば
っ
た
り
出
会
っ
た
と
い
う
設
定
で
始
ま
る
。
三
味
線
・

太
鼓
の
囃
子
に
乗
っ
て
舞
台
右
か
ら
七
ち
ゃ
ん
、
左
か
ら
八
ち
ゃ
ん
が
登
場
し
、
中

央
で
ぶ
つ
か
る
。
話
の
内
容
は
二
人
が
連
れ
立
っ
て
一
方
の
家
に
行
く
と
い
う
だ
け

だ
が
、
に
わ
か
の
眼
目
は
濃
厚
な
水
俣
弁
に
よ
る
頓
智
に
富
ん
だ
言
葉
の
応
酬
だ
ろ

う
。
ど
こ
へ
行
っ
た
か
問
わ
れ
て
い
き
な
り
腕
を
噛
ん
で
歯
型
を
残
し
「
あ
あ
博
多

か
」
と
気
づ
か
せ
る
、
と
い
っ
た
や
り
取
り
も
に
わ
か
ら
し
く
、
最
後
に
「
庭
か

（
に
わ
か
）
ち
思
っ
た
」
と
お
と
し
て
み
せ
る
。
い
つ
か
ら
演
じ
ら
れ
た
か
不
明
と

い
う
が
、
現
代
で
も
十
分
通
用
し
そ
う
な
内
容
と
い
え
そ
う
だ
。

今
で
は
水
俣
か
ら
に
わ
か
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
最
近
ま
で
水
俣
市
文
化
会

館
で
開
か
れ
て
い
た
と
い
う
市
民
参
加
の
「
ひ
ょ
げ
踊
り
大
会
」
は
興
味
深
い
存
在

と
思
わ
れ
る
。「
ひ
ょ
げ
」
と
い
う
言
葉
は
滑
稽
を
意
味
し
、
隣
の
芦
北
町
で

「
ひ
ょ
げ
踊
り
」
と
は
に
わ
か
そ
の
も
の
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
そ

う
し
た
踊
り
が
、
近
年
ま
で
大
掛
か
り
に
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
。
に
わ
か
は
消
え

て
も
、
に
わ
か
を
作
っ
て
き
た
精
神
は
今
な
お
地
域
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
事

例
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

八　

招
魂
祭
の
映
像
が
残
る
天
草
・
本
渡
の
に
わ
か

天
草
地
域
で
は
現
在
、
に
わ
か
は
見
ら
れ
な
い
が
、
記
録
や
伝
承
は
い
く
つ
か

残
っ
て
い
る
。
天
草
市
立
本
渡
歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）

頃
と
み
ら
れ
る
本
渡
の
招
魂
祭
の
模
様
を
収
め
た
映
像
「
映
像
に
み
る
昭
和
初
期
の

天
草
」（
同
館
制
作
）
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
「
と
お
し
も
ん
」
と
呼
ば

れ
る
大
掛
か
り
な
造
り
物
の
姿
な
ど
と
と
も
に
、
大
勢
の
見
物
客
に
囲
ま
れ
て
屋
外

の
仮
設
舞
台
で
演
じ
る
に
わ
か
の
様
子
が
一
瞬
だ
が
写
っ
て
い
る
。
こ
の
に
わ
か
は

芝
居
仕
立
て
の
よ
う
で
、
本
格
的
な
扮
装
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
熊
本
な
ど
か
ら
プ

ロ
の
に
わ
か
を
招
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
映
像
に
は
天
草
中
学
校
建
設
に
伴

う
地
突
き
の
様
子
も
写
っ
て
お
り
、
終
日
賑
わ
っ
た
と
い
う
余
興
の
中
で
住
民
ら
に

よ
る
に
わ
か
も
演
じ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

九　

御
大
師
様
祭
り
に
出
た
天
草
・
倉
岳
宮
田
地
区
の
に
わ
か

天
草
市
倉
岳
町
の
宮
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
一
九
六
六
年
（
昭

和
四
一
）
の
御
大
師
様
祭
り
で
演
じ
ら
れ
た
青
年
団
に
わ
か
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
祭
り
を
紹
介
し
た
『
熊
日
』
の
記
事
（
一
九
八
〇
年
五
月
七
日
）
に
よ
る

と
、
御
大
師
様
祭
り
は
毎
年
旧
暦
三
月
二
一
日
に
地
区
を
あ
げ
て
行
う
祭
り
で
、
地
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区
別
に
五
つ
の
踊
り
手
た
ち
が
タ
イ
や
牛
舞
い
な
ど
の
造
り
物
を
先
頭
に
繰
り
出

し
、
幟
を
押
し
立
て
て
商
店
街
な
ど
家
か
ら
家
に
お
囃
子
付
き
で
即
興
の
踊
り
を
し

て
周
り
、
お
花
（
祝
儀
）
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
の
に
わ
か
は
即
興
的
な
踊
り
を
指
す
よ
う
だ
。
地
区
住
民
に
よ
る
と
、
踊
り

手
は
男
ば
か
り
で
顔
に
灰
を
塗
り
、
ボ
ロ
を
着
る
な
ど
の
扮
装
で
自
由
勝
手
に
踊
り

回
り
、
芝
居
形
式
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
当
時
を
知
る
婦
人
は

「
え
ら
い
な
格
好
し
て
若
か
お
な
ご
ば
追
い
か
け
回
し
て
騒
動
し
よ
っ
た
」
と
話
し

た
。
女
性
た
ち
も
別
に
踊
り
を
披
露
し
た
よ
う
で
、
菅
笠
に
着
物
姿
の
女
性
た
ち
の

写
真
（
一
九
八
六
年
）
も
残
っ
て
い
る
。
祭
り
は
そ
の
後
途
絶
え
た
よ
う
だ
。

一
〇　

け
ん
か
神
輿
の
よ
う
な
天
草
・
高
浜
の
に
わ
か

天
草
民
俗
研
究
会
が
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
に
発
行
し
た
『
西
海
辺
記
（
第

二
集
）』
に
、「
諏
訪
の
若
者

（
ニ
シ
ャ
）
と
仁
和
賀
騒
動
」

と
題
し
て
、
当
事
八
八
歳
の
川

原
政
平
氏
が
、
明
治
三
八
年

（
一
九
〇
五
）
三
月
の
高
浜
の

に
わ
か
を
め
ぐ
る
騒
動
の
こ
と

を
書
い
た
報
告
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
【
図
３
】。

そ
れ
に
よ
る
と
「
仁
和
賀
と

は
、
五
尺
角
の
屋
台
に
ヤ
タ
ン

棒
（
か
つ
ぐ
棒
）
と
い
っ
て
杉

丸
太
の
二
三
尺
物
を
二
本
通
し

て
、
台
の
上
に
は
四
方
に
松
竹
を
立
て
、
七
五
三
縄
と
幕
を
張
り
、
中
央
に
は
手
作

り
の
人
形
を
立
て
、
太
鼓
を
据
え
て
叩
く
。
か
つ
ぐ
者
は
三
〇
人
以
上
で
、
裸
に
フ

ン
ド
シ
を
締
め
、
前
房
を
付
け
て
足
に
は
草
履
を
履
い
て
、
頭
に
は
鉢
巻
を
す
る
。

い
か
に
も
戦
い
に
行
く
様
な
出
立
で
威
勢
の
よ
い
姿
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

そ
の
仁
和
賀
は
三
月
一
日
に
始
ま
る
高
浜
の
氏
神
八
幡
宮
の
祭
礼
で
見
ら
れ
た
。

三
日
に
渡
る
神
輿
の
渡
御
の
間
は
、
各
部
落
か
ら
出
た
仁
和
賀
の
一
行
が
村
中
の
有

志
家
を
回
っ
て
お
花
（
祝
儀
）
を
も
ら
っ
た
り
ご
ち
そ
う
に
あ
ず
か
っ
た
り
す
る
。

四
日
に
は
様
相
が
一
変
。「
競
い
合
い
」
と
い
っ
て
、
干
潮
の
白
鶴
浜
で
数
部
落
ず

つ
敵
味
方
に
分
か
れ
「
セ
ー
ラ
エ
ン
カ
」「
セ
ー
ラ
ユ
ッ
ゾ
ー
」
と
大
声
を
上
げ
な

が
ら
角
突
き
合
わ
せ
る
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
け
ん
か
に
な
ら
な
い
よ
う
大
人

た
ち
が
采
配
を
ふ
る
っ
た
よ
う
で
、
村
中
の
人
た
ち
が
小
高
い
場
所
で
重
箱
を
広
げ

て
、
そ
の
勇
壮
な
様
を
見
物
し
な
が
ら
酒
を
飲
ん
で
楽
し
ん
だ
と
い
う
。

明
治
三
八
年
の
祭
礼
も
近
隣
か
ら
も
見
物
客
が
訪
れ
る
賑
わ
い
だ
っ
た
よ
う
だ

が
、
そ
の
帰
り
に
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
松
下
地
区
の
仁
和
賀
の
連
中
が
白
木
河
内
の

連
中
を
待
ち
伏
せ
て
大
げ
ん
か
を
起
こ
し
、
駆
け
つ
け
た
警
察
官
に
よ
っ
て
軒
並
み

拘
置
所
に
送
り
込
ま
れ
た
。
裁
判
で
警
察
署
長
ら
が
免
官
に
な
る
ほ
ど
の
事
態
と
な

り
、
そ
れ
以
来
高
浜
の
仁
和
賀
は
出
す
許
可
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
ち
な

み
に
ニ
シ
ャ
（
二
才
）
と
い
う
の
は
一
五
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
青
年
の
こ
と
で
、

諏
訪
に
は
五
軒
の
二
才
宿
（
若
衆
宿
）
が
あ
っ
た
と
い
い
、
そ
こ
に
集
っ
た
若
者
た

ち
が
仁
和
賀
も
繰
り
出
し
た
よ
う
だ
。

以
来
に
わ
か
は
地
域
か
ら
姿
を
消
し
た
と
い
う
が
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）、

七
五
歳
に
な
る
と
い
う
住
民
男
性
か
ら
「
親
父
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
確
か
に

に
わ
か
て
言
い
よ
っ
た
」
と
い
う
証
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
よ
そ
、
現
在
の

に
わ
か
と
は
結
び
つ
か
な
い
姿
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
に
わ
か
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

図３　『西海辺記』より、高浜にわかの図
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は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。

一
一　

祭
り
も
に
わ
か
と
呼
ん
だ
馬
見
原
の
に
わ
か

山
都
町
馬
見
原
で
は
平
成
初
期
ま
で
火
伏
地
蔵
祭
で
、
造
り
物
、
仮
装
行
列
と
と

も
に
地
元
の
若
者
に
よ
る
に
わ
か
が
見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
笑
劇
だ
け
で
な
く
祭

り
そ
の
も
の
も
に
わ
か
と
呼
ぶ
の
が
他
で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
商
店
街
に

残
る
地
蔵
堂
に
は
江
戸
末
期
か
ら
の
祭
り
の
記
録
『
地
蔵
祭
新
若
記
録
』
が
保
管
さ

れ
、
か
つ
て
の
に
わ
か
の
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

馬
見
原
は
高
森
町
の
南
に
隣
接
し
、
宮
崎
県
境
に
接
す
る
日
向
往
還
の
要
衝
と
し

て
古
く
か
ら
の
商
店
街
を
形
成
し
て
い
る
。
山
都
町
は
矢
部
八
朔
祭
の
大
造
り
物
、

人
形
浄
瑠
璃
の
清
和
文
楽
な
ど
で
も
知
ら
れ
、
貴
重
な
伝
統
芸
能
が
今
も
息
づ
く
地

域
と
い
え
る
。

『
地
蔵
祭
新
若
記
録
』
は
毎
年
八
月
（
現
在
は
二
三
、
二
四
日
に
近
い
土
日
に
開

催
）
に
地
蔵
堂
を
中
心
に
行
わ
れ
る
火
伏
地
蔵
祭
を
担
う
若
者
組
の
ひ
と
つ
に
よ
る

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
か
ら
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
ま
で
の
一
冊
綴
り
の
記

録
で
あ
る
。
初
期
数
年
分
は
紙
片
の
下
半
分
が
破
損
し
て
失
わ
れ
て
い
る
が
、
造
り

物
の
材
料
や
作
り
方
、
担
当
者
な
ど
が
図
入
り
で
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
仮

装
行
列
や
に
わ
か
な
ど
の
出
し
物
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
、
当
時
の
祭
り
の
様
子
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
の
祭
り
は
二
日
に
わ
た
り
、
各
地
域
か
ら
地
蔵
堂
に
参
る
「
よ
ど
参
り
」
に

始
ま
り
、
仮
装
パ
レ
ー
ド
（
目
覚
し
）
や
見
立
て
細
工
に
よ
る
造
り
物
の
パ
レ
ー
ド

（
通
し
も
ん
）、
地
蔵
を
載
せ
た
御
輿
を
担
い
で
川
に
入
る
裸
御
輿
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
。
新
若
記
録
で
は
多
く
の
項
目
が
通
物
（
通
し
も
ん
）、
つ
ま
り
造
り
物
パ

レ
ー
ド
の
次
第
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
に
わ
か
（
俄
）
に
つ
い
て

は
、「
記
俄
道
具
類
焼
合
…
」（
安
政
五
）、「
正
銭
新
俄
通
宝
」（
明
治
三
）、「
俄
新

聞
ヲ
拵
物
也
」（
明
治
九
）、「
俄
鏡
山
三
段
目
又
助
住
か
ノ
段
」（
明
治
一
六
）
な
ど

の
表
記
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
「
記
俄
道
具
類
焼
合
」
と
の
記
載
は
、
続
く
文
章
が
欠
落
し
て
い
る

が
、
安
政
五
年
の
大
火
で
祭
り
の
道
具
類
が
消
失
し
た
こ
と
を
指
す
と
み
ら
れ
、
当

時
か
ら
祭
り
そ
の
も
の
を
俄
と
呼
ん
だ
例
と
思
わ
れ
る
。「
正
銭
新
俄
通
宝
」
は
造

り
物
の
風
鈴
に
書
き
入
れ
た
表
記
を
指
す
。「
俄
新
聞
」
は
実
際
に
刷
っ
て
配
ら
れ

た
よ
う
で
、「
俄
日
々
新
聞　

明
治
九
年　

第
千
二
号
」
と
新
聞
記
事
の
体
裁
で
地

蔵
祭
り
の
若
者
の
競
い
合
い
を
紹
介
し
、「
一
羽
テ
ハ
ナ
イ　

ニ
ハ
カ
ト　

手
ウ
チ

…
」
と
落
と
し
噺
の
よ
う
な
文
で
締
め
く
く
る
。「
俄
鏡
山
」
で
は
配
役
名
が
記
さ

れ
「
舞
台
掛
ケ
致
シ　

大
勢
ニ
テ
引
行
興
行
…
大
ニ
当
リ
」
と
、
造
り
物
で
は
な
く

実
際
に
歌
舞
伎
を
模
し
て
演
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
の
造
り
物
は
前
年
の
西
南
戦
争
を
題
材
に

「
田
原
坂
ニ
テ
拾
ひ
取
た
る
生
首
」
を
作
り
、
そ
の
影
に
隠
れ
て
見
物
人
の
問
い
に

返
答
す
る
興
行
で
大
当
た
り
を
取
っ
た
と
あ
る
。
同
一
九
年
は
、
実
際
に
あ
っ
た

「
支
那
国
ノ
水
平
ら
日
本
長
崎
区
ノ
査
公
ト
ノ
喧
嘩
」
を
「
紫
溟
新
報
ニ
見
エ
ル
丈

ケ
ヲ
目
覚
ニ
致
」
し
た
と
あ
り
、
大
阪
で
流
行
し
た
新
聞
俄
が
馬
見
原
で
も
ほ
ぼ
同

時
期
に
見
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
紫
溟
新
報
は
明
治
一
五
年
に
熊
本
で
発
刊
さ
れ

た
新
聞
）。
同
二
〇
年
に
は
「
通
し
物
之
間
々
ニ
は　

数
芸
ヲ
為
シ
タ
ル
中
ニ　

目

覚
ト
シ
テ　

女
人
学
校
ノ
体
ソ
ウ
」
の
仮
装
を
交
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
子
を
見

る
と
、
初
期
の
に
わ
か
の
姿
と
い
わ
れ
る
一
発
芸
的
な
笑
い
の
芸
が
、
造
り
物
や
仮

装
行
列
と
渾
然
一
体
と
な
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

馬
見
原
の
に
わ
か
は
明
治
の
新
聞
記
事
で
も
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
九

年
（
一
八
九
六
）
八
月
の
九
日
に
は
幣
立
神
社
で
あ
っ
た
招
魂
祭
及
び
凱
旋
祝
賀
会

108

第Ⅱ部　第二章　熊本県内のにわかの特徴と分布



の
余
興
と
し
て
相
撲
、
花
火
な
ど
と
と
も
に
俄
が
出
た
と
あ
る
。
以
後
、
新
聞
記
事

で
の
に
わ
か
の
表
記
は
、
俄
踊
り
、
俄
芝
居
、
俄
手
踊
り
、
俄
狂
言
な
ど
と
さ
ま
ざ

ま
に
な
る
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
の
俄
手
踊
り
は
町
内
を
回
っ
た
が
、
同
一
三

年
の
若
者
組
の
仁
輪
加
は
広
場
三
か
所
に
設
け
た
舞
台
で
披
露
さ
れ
て
い
る
。
当

初
、
路
上
で
行
わ
れ
て
い
た
一
発
芸
的
な
に
わ
か
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
舞
台
で
演
じ

る
笑
劇
に
発
展
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

近
年
の
に
わ
か
に
つ
い
て
数
名
の
経
験
者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
そ

の
中
で
、
太
平
洋
戦
争
で
途
絶
え
て
い
た
に
わ
か
が
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
頃

に
復
活
し
て
十
数
年
続
い
た
も
の
の
同
四
二
年
頃
に
再
び
消
え
、
そ
れ
を
商
工
会
青

年
部
が
同
五
八
年
に
再
度
復
活
さ
せ
た
が
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
頃
を
最
後
に

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
に
復
活
さ
せ
た
理
由
は
「
祭

り
が
寂
し
く
な
っ
た
か
ら
」、
平
成
八
年
を
最
後
に
消
え
た
の
は
「
す
る
人
が
い
な

く
な
っ
た
か
ら
」
と
い
う
説
明
だ
っ
た
。

昭
和
四
〇
年
の
復
活
組
（
当
時
二
〇
代
）
は
い
ず
れ
も
戦
前
の
馬
見
原
の
に
わ
か

を
見
た
人
は
な
く
、
演
じ
た
の
は
馬
見
原
に
移
り
住
ん
だ
大
衆
演
劇
経
験
者
を
「
先

生
」
に
、
大
衆
演
劇
の
筋
を
拝
借
し
て
馬
見
原
方
言
に
作
り
変
え
た
も
の
だ
っ
た
と

い
う
。
こ
の
た
め
、
戦
後
の
に
わ
か
は
戦
前
の
歴
史
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
は
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
大
正
生
ま
れ
の
先
輩
に
習
っ
た
と
い
う
漫
才
類
似
の
掛
け

合
い
芸
「
に
わ
と
り
買
い
」
が
に
わ
か
の
前
座
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
に
か
つ
て
の
に
わ
か
の
精
神
が
色
濃
く
生
き
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。

数
年
に
わ
た
っ
て
「
に
わ
と
り
買
い
」
を
披
露
し
た
と
い
う
年
配
コ
ン
ビ
に
よ
る

と
、
そ
の
内
容
は
、
非
行
に
走
っ
て
町
を
出
た
男
が
改
心
し
て
町
に
戻
り
、
恩
返
し

に
に
わ
と
り
汁
を
ふ
る
ま
お
う
と
に
わ
と
り
を
探
し
回
る
筋
と
い
う
。
出
会
っ
た
旧

知
の
男
が
「
な
ん
ば
し
よ
る
か
い
」
と
尋
ね
る
と
「
に
わ
か
と
り
ば
見
つ
け
て
さ
る

き
（
歩
き
）
よ
る
」
と
答
え
る
。
そ
れ
か
ら
「
何
ば
」
と
「
何
羽
」
が
混
線
し
た
展

開
で
笑
わ
せ
、
最
後
に
「
一
羽
か
二
羽
か
」
と
落
と
す
。
毎
年
筋
は
同
じ
だ
が
、
探

す
場
所
を
変
え
た
り
新
た
な
話
題
を
折
り
込
ん
だ
り
し
て
ア
ド
リ
ブ
た
っ
ぷ
り
に
毎

年
新
鮮
な
笑
い
を
呼
ん
だ
と
い
う
。
に
わ
か
と
名
乗
ら
ず
と
も
、
ま
さ
に
に
わ
か
ら

し
い
芸
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

馬
見
原
で
に
わ
か
の
話
を
聞
こ
う
と
す
る
と
「
に
わ
か
芝
居
の
こ
と
か
、
祭
り
の

こ
と
か
」
と
聞
き
返
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
で
も
、
祭
り
も
笑
わ
せ
る
芸
も
同

じ
に
わ
か
と
い
う
認
識
は
生
き
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
認
識
は
県
内
他
地
区
で

は
見
ら
れ
ず
、
馬
見
原
独
自
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
諸
芸
の
頭
に
俄
の
一
文
字
を
加

え
て
笑
い
の
芸
と
明
示
す
る
例
は
珍
し
く
な
い
が
、
祭
り
そ
の
も
の
ま
で
に
わ
か
と

呼
ぶ
例
は
、
に
わ
か
と
い
う
言
葉
が
包
括
す
る
世
界
の
広
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

現
地
調
査
の
中
で
、
造
り
物
・
仮
装
行
列
・
に
わ
か
が
出
る
高
森
の
風
鎮
祭
や
矢

部
の
八
朔
祭
り
は
、
馬
見
原
の
地
蔵
祭
り
を
見
て
真
似
た
も
の
と
い
う
声
を
何
度
か

耳
に
し
た
。
祭
り
も
に
わ
か
も
馬
見
原
が
本
家
と
い
う
認
識
が
あ
る
よ
う
だ
。
火
伏

地
蔵
祭
に
出
る
男
た
ち
の
祭
り
法
被
の
襟
元
に
は
、
に
わ
か
の
印
と
さ
れ
る
輪
違
い

の
紋
が
染
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
『
地
蔵
祭
新
若
記
録
』
の
記
述
は
、
に
わ
か
学
会
発
行
の

『
俄
研
究
』
創
刊
号
（
二
〇
〇
四
年
）
で
紹
介
さ
れ
た
佐
藤
恵
里
高
知
県
立
大
名
誉

教
授
に
よ
る
翻
刻
に
基
づ
い
て
い
る
。

一
二　

高
森
と
似
た
吉
田
新
町
の
に
わ
か

南
阿
蘇
村
の
吉
田
新
町
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
に
わ
か
の
現
存
が
確
認
さ

れ
た
地
域
で
あ
る
。
高
森
の
西
に
隣
接
し
、
毎
年
八
月
二
三
、
二
四
日
の
地
蔵
盆
に

109

第Ⅱ部　第二章　熊本県内のにわかの特徴と分布



開
か
れ
る
鎮
火
祭
で
、
高
森
と
よ
く
似
た
雰
囲
気
の
伝
統
的
な
に
わ
か
が
地
域
の
青

年
た
ち
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
て
い
る
。

吉
田
新
町
は
現
行
政
区
の
南
阿
蘇
村
吉
田
一
区
（
旧
白
水
村
）
に
当
た
る
。
今
で

は
人
口
も
減
少
し
て
ひ
っ
そ
り
と
し
た
雰
囲
気
だ
が
、
宮
崎
、
大
分
へ
向
か
う
往
還

の
分
か
れ
道
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
造
り
酒
屋
や
映
画
館
も
あ
る
商
店
街

と
し
て
栄
え
た
。
江
戸
時
代
に
は
高
森
町
の
西
半
分
と
共
に
同
じ
高
森
手
永
（
当
時

の
行
政
区
）
に
属
し
、
両
地
域
は
古
く
か
ら
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

鎮
火
祭
は
、
商
店
が
密
集
し
て
火
事
に
悩
ま
さ
れ
た
た
め
西
安
寺
に
火
伏
せ
地
蔵

を
移
設
し
た
の
が
始
ま
り
と
も
い
わ
れ
、
周
辺
農
家
を
も
て
な
す
意
味
も
あ
る
と
い

う
。
か
つ
て
は
、
に
わ
か
、
造
り
物
、
仮
装
行
列
の
三
つ
の
出
し
物
を
住
民
総
出
で

繰
り
出
し
、
近
隣
の
客
を
迎
え
て
大
い
に
賑
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
鎮
火
祭
は
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
ま
で
は
神
事
と
奉
納
に
わ

か
し
か
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
に

本
来
の
祭
り
に
近
い
形
で
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。
雨
天
で
会
場
は
屋
外
か
ら
白
水
総

合
セ
ン
タ
ー
に
移
さ
れ
て
い
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で
仮
面

シ
ョ
ー
や
エ
イ
サ
ー
な
ど
に
混
じ
っ
て
新
町
青
年
に
わ
か
が
三
回
、
子
供
に
わ
か
と

両
併
に
わ
か
が
各
一
回
披
露
さ
れ
た
。
両
併
は
近
隣
の
地
区
で
、
近
年
に
な
っ
て
に

わ
か
を
始
め
た
と
い
う
。
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
会
場
に
観
光
客
の
姿
は
な
く
、
観
客

は
宴
席
を
囲
み
な
が
ら
の
住
民
ば
か
り
と
思
わ
れ
た
。
に
わ
か
は
住
民
の
名
前
な
ど

地
域
の
固
有
名
詞
が
次
々
飛
び
出
し
部
外
者
に
は
理
解
が
困
難
な
内
輪
ネ
タ
が
多

か
っ
た
が
、
会
場
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
だ
っ
た
。

吉
田
新
町
の
に
わ
か
の
歴
史
な
ど
に
触
れ
た
文
書
に
、『
白
水
村
史
』（
二
〇
〇
七

年
）
と
冊
子
『
鎮
火
祭
―
南
阿
蘇
村
吉
田
新
町
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
』（
鎮
火
祭
実

行
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
鎮
火
祭
は
別
名

「
山
引
き
」
と
も
言
い
、
樹
皮
や
日
用
品
を
使
っ
た
造
り
物
と
仮
装
行
列
、
に
わ
か

の
三
つ
が
主
な
出
し
物
と
し
て
祭
り
を
賑
わ
せ
て
き
た
。
に
わ
か
は
今
で
は
仮
設
舞

台
で
披
露
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
は
上
若
、
下
若
の
二
つ
の
に
わ
か
組
に
分
か
れ
、
地

域
を
貫
く
通
り
を
荷
車
舞
台
で
移
動
し
な
が
ら
各
所
で
演
じ
、
芸
の
優
劣
、
祝
儀
の

多
寡
を
競
っ
た
と
い
う
。

『
白
水
村
史
』
に
よ
る
と
、
祭
り
は
太
平
洋
戦
争
で
途
絶
え
た
後
に
戦
後
の
昭
和

二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
復
活
、
同
三
六
年
頃
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う

が
、
若
者
が
減
っ
た
た
め
同
四
五
年
頃
に
中
断
。「
あ
ま
り
に
寂
し
い
」
と
い
う
こ

と
で
同
六
〇
年
代
に
に
わ
か
だ
け
が
復
活
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
時
に
は
か

つ
て
の
上
若
、
下
若
の
別
は
な
く
な
っ
て
一
つ
に
な
り
、
移
動
舞
台
も
辞
め
て
仮
設

の
固
定
舞
台
で
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
仮
装
行
列
も
二
、
三
度
行
わ
れ
た

も
の
の
長
く
は
続
か
ず
、
造
り
物
は
近
年
に
な
っ
て
一
つ
だ
け
老
人
会
の
手
で
復
活

し
た
と
い
う
。

新
聞
を
見
る
と
、
古
く
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
『
九
日
』
に
鎮
火
祭
の

開
催
を
伝
え
る
記
事
が
あ
る
。
同
四
四
年
の
鎮
火
祭
に
は
、
地
元
の
若
者
に
加
え
て

熊
本
の
運
船
組
も
町
を
練
り
歩
い
て
い
る
。
造
り
物
は
戦
後
、
一
二
の
組
が
各
一
つ

出
し
た
と
い
う
が
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
五
五
基
、
昭
和
一
〇
年
（
一

九
三
五
）
に
も
三
〇
余
り
と
数
多
く
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
祭
り
の
別
名

と
さ
れ
る
「
山
引
き
」
の
名
の
由
来
は
、
に
わ
か
行
列
を
指
す
と
い
う
認
識
も
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
同
年
の
九
日
に
は
造
り
物
の
大
行
列
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、
や
は
り
高
森
同
様
、
造
り
物
行
列
が
「
山
引
き
」
の
名
の
元
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

調
査
で
は
祭
り
の
最
盛
期
と
い
う
昭
和
三
〇
年
代
の
様
子
を
知
る
複
数
の
住
民
か

ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
は
荷
馬
車
舞
台
で
通
り
を
移
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動
し
な
が
ら
ほ
ぼ
一
〇
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
に
わ
か
を
演
じ
、
上
若
、
下
若
が
通
り
を

す
れ
違
う
と
き
に
は
互
い
の
お
囃
子
や
掛
け
声
も
大
き
く
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
と

い
う
。
お
囃
子
は
熊
本
か
ら
芸
者
衆
を
雇
う
の
が
恒
例
で
、
祭
り
前
日
に
は
ト
ラ
ッ

ク
を
仕
立
て
て
高
森
や
戸
下
、
垂
玉
と
い
っ
た
温
泉
地
な
ど
に
宣
伝
隊
を
繰
り
出

し
、
に
わ
か
を
演
じ
た
と
い
う
。
祭
り
の
復
活
に
つ
い
て
は
白
水
村
史
よ
り
古
く
昭

和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
頃
で
は
な
い
か
と
い
う
話
も
聞
い
た
。

吉
田
新
町
の
に
わ
か
を
高
森
と
比
較
す
る
と
、
か
つ
て
は
移
動
舞
台
で
お
こ
な
わ

れ
、
白
塗
り
の
化
粧
、
三
味
線
の
お
囃
子
、
言
葉
使
い
な
ど
共
通
点
が
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
特
に
、
他
所
で
は
見
ら
れ
な
い
高
森
の
に
わ
か
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る

「
道
行
」
の
所
作
が
、
吉
田
新
町
の
に
わ
か
に
も
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
道
行

は
、
三
味
線
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
に
わ
か
の
始
ま
り
や
登
場
人
物
の
移
動
を
表
す

独
特
の
ス
テ
ッ
プ
で
、
県
内
で
は
両
町
（
両
町
を
真
似
た
両
併
も
）
以
外
に
は
見
ら

れ
な
い
。
高
森
で
は
、
オ
チ
の
後
で
両
手
を
下
に
広
げ
て
足
を
引
き
、
に
わ
か
の
終

了
を
示
す
ポ
ー
ズ
が
あ
る
が
、
吉
田
新
町
で
も
か
つ
て
は
同
様
の
仕
草
を
し
た
と
い

う
。た

だ
、
に
わ
か
の
内
容
は
世
相
ネ
タ
、
時
事
ネ
タ
中
心
の
高
森
と
違
い
、
吉
田
新

町
で
は
町
内
の
出
来
事
を
住
民
の
実
名
入
り
で
作
る
内
輪
ネ
タ
が
主
の
よ
う
だ
。
こ

の
た
め
、
住
民
ら
は
祭
り
が
近
づ
く
と
ネ
タ
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
お
と
な
し
く
し
て

い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
高
森
で
も
古
く
は
内
輪
の
出
来
事
を
に
わ
か
に
仕
組
む
こ

と
が
多
く
、
日
頃
の
言
動
に
注
意
し
た
と
い
う
話
が
『
高
森
町
史
Ⅱ
』（
一
九
八
〇

年
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
吉
田
新
町
と
高
森
の
に
わ
か
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
だ
っ
た

と
い
え
そ
う
だ
。
に
わ
か
だ
け
で
な
く
、
祭
り
の
形
態
、
内
容
も
風
鎮
祭
と
吉
田
新

町
鎮
火
祭
、
さ
ら
に
は
山
都
町
馬
見
原
の
火
伏
地
蔵
祭
も
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
だ
っ
た

よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
が
時
代
を
経
る
う
ち
に
、
高
森
の
に
わ
か
は
内
輪
ネ
タ
か
ら

世
相
ネ
タ
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
高
森
の
人
た
ち
が
観
光
資
源
と
し
て
風
鎮
祭
に

力
を
入
れ
た
結
果
、
に
わ
か
も
観
光
客
が
理
解
で
き
る
内
容
に
変
化
す
る
こ
と
を
促

さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る

（7）

。
逆
に
、
吉
田
新
町
に
は
身
近
な
話
題
を
基
に
し
た
古

く
か
ら
の
に
わ
か
の
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
る
と
も
い
え
そ
う
だ
。

た
だ
、
風
鎮
祭
と
賑
わ
い
を
競
っ
た
と
い
う
鎮
火
祭
も
近
年
の
住
民
の
減
少
で
地

区
住
民
だ
け
の
静
か
な
祭
り
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
上
若
、
下
若
と
い
う

二
つ
の
組
織
そ
れ
ぞ
れ
数
十
人
は
い
た
と
い
う
に
わ
か
の
担
い
手
も
年
々
減
っ
て
今

で
は
わ
ず
か
七
人
し
か
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
久
々
に
余
興
が
お
こ
な
わ
れ

た
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
の
鎮
火
祭
に
は
壮
年
組
に
よ
る
壮
年
に
わ
か
が
初
め
て

登
場
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。
そ
の
姿
は
、
地
域
あ
げ
て
に
わ
か
の
伝
統
を

守
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

一
三　

高
森
、
吉
田
新
町
を
真
似
た
両
併
の
に
わ
か

吉
田
新
町
の
南
東
に
位
置
し
、
高
森
町
に
接
す
る
農
村
地
域
で
あ
る
南
阿
蘇
村
両

併
地
区
で
も
毎
年
八
月
一
四
日
の
両
併
夏
ま
つ
り
で
地
元
青
年
ら
に
よ
る
に
わ
か
が

披
露
さ
れ
て
い
る
。

住
民
に
よ
る
と
、
こ
の
に
わ
か
は
高
森
や
吉
田
新
町
の
に
わ
か
を
真
似
て
始
め
た

と
い
う
。
昭
和
五
〇
年
代
に
は
見
ら
れ
た
よ
う
で
、
中
断
を
経
て
平
成
に
な
っ
て
か

ら
毎
年
、
夏
祭
り
で
披
露
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
四
年
ぶ
り
に
旧
両
平

小
学
校
校
庭
で
お
こ
な
わ
れ
た
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
の
祭
り
に
も
音
楽
演
奏
な

ど
に
ま
じ
っ
て
二
組
の
に
わ
か
が
登
場
し
た
。

一
組
は
青
年
と
い
う
よ
り
、
祭
り
の
設
営
、
進
行
役
も
務
め
た
壮
年
組
で
、「
久

し
ぶ
り
で
い
ま
い
ち
の
出
来
だ
っ
た
」
と
話
し
な
が
ら
も
、
祭
り
開
催
が
う
れ
し
そ
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う
だ
っ
た
。
初
め
て
演
じ
た
と
い
う
も
う
一
組
の
高
校
生
た
ち
は
、
特
に
指
導
者
も

な
く
自
分
た
ち
で
に
わ
か
の
中
身
を
考
え
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
高
森
の
に
わ
か

に
あ
る
道
行
や
締
め
の
ポ
ー
ズ
も
し
っ
か
り
と
取
り
入
れ
て
い
た
。「
決
ま
り
の
動

作
も
小
さ
い
頃
か
ら
見
て
き
た
の
で
自
然
に
で
き
た
」
と
話
す
よ
う
に
、
に
わ
か
の

伝
統
は
ま
だ
若
い
世
代
に
も
生
き
て
い
る
よ
う
だ
っ
た

第
三
節　

調
査
か
ら
見
え
る
に
わ
か
の
姿　

今
回
の
調
査
で
は
、
県
内
の
に
わ
か
は
昭
和
四
〇
年
代
の
は
じ
め
頃
ま
で
各
地
で

広
く
見
ら
れ
、
今
も
高
森
町
を
含
む
七
地
区
で
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
中
で
も
熊
本
市
に
肥
後
に
わ
か
の
名
で
活
動
す
る
複
数
の
プ
ロ
劇
団
が
現
存
す

る
こ
と
は
、
に
わ
か
の
存
在
の
厚
さ
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

現
在
見
ら
れ
る
に
わ
か
は
、
農
作
業
を
模
し
た
芦
北
の
さ
な
ぶ
り
を
除
け
ば
、

「
方
言
を
使
う
オ
チ
の
あ
る
笑
い
の
劇
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
ほ

と
ん
ど
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
余
興
と
し
て
登
場
し
、
演
技
時
間
が
比
較
的
長
い
喜
劇

的
な
形
態
だ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
後
い
ち
早
く
喜
劇
的
に
発
展
し
た
肥
後
に
わ
か
の
影

響
が
広
く
及
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
祭
礼
に
伴
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る

高
森
と
南
阿
蘇
村
の
に
わ
か
は
他
と
趣
を
異
に
し
て
い
た
。

ま
た
、
か
つ
て
に
わ
か
と
呼
ば
れ
た
も
の
は
、
芝
居
形
式
だ
け
で
な
く
多
彩
な
姿

を
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
【
表
３
】。
代
表
的
な
も
の
は
、
踊
り
と
し

て
の
に
わ
か
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
仮
装
し
た
男
た
ち
が
滑
稽
な
所
作
を
し
な
が
ら

娘
踊
り
な
ど
と
共
に
練
り
歩
く
俄
踊
り
が
各
地
で
盛
ん
に
見
ら
れ
、
芦
北
で
は
地
突

き
作
業
に
伴
っ
て
踊
る
昭
和
三
〇
年
代
の
写
真
も
残
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
馬
見
原
で
は
、
笑
い
の
劇
だ
け
で
な
く
祭
り
そ
の
も
の
も
に
わ
か
と
呼

び
、
か
け
あ
い
漫
才
の
よ
う
な
に
わ
か
類
似
の
芸
も
あ
っ
た
。
芦
北
で
は
仮
装
行
列

を
に
わ
か
と
呼
び
、
婚
礼
を
手
伝
う
主
婦
ら
が
「
嫁
ご
ぞ
、
嫁
ご
ぞ
」
と
囃
し
な
が

ら
嫁
入
り
行
列
を
す
る
に
わ
か
も
あ
っ
た
。
天
草
高
浜
で
は
浜
辺
で
簡
易
な
神
輿
を

担
い
で
競
い
合
う
け
ん
か
神
輿
の
よ
う
な
も
の
を
、
同
じ
天
草
の
倉
岳
で
は
、
若
者

が
顔
に
墨
を
塗
っ
て
騒
ぎ
回
る
冗
談
騒
ぎ
の
よ
う
な
行
事
を
に
わ
か
と
呼
ん
で
い

た
。
ま
た
、
俄
踊
り
も
、
実
態
は
踊
り
だ
け
で
な
く
仮
装
や
笑
い
の
所
作
な
ど
を
含

む
総
称
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

表３　各地で「にわか」と呼ばれたものの時代変化

江戸後期 幕末 明治 大正 昭和・平成 令和

大阪（参考） 一発芸
歌舞伎
段物

歌舞伎段物、
新聞俄、改良
俄→喜劇

高森 俄踊り
歌舞伎
段物

俄踊り 笑劇 笑劇 笑劇

熊本
盆 後 踊、
俄踊り

俄 踊
り、歌
舞伎段
物

俄踊り、笑劇 俄踊り、笑劇 笑劇→喜劇的（戦後） 喜劇的

菊池

奉祝戯れ
踊、 落 噺
之 俄、 歌
舞伎段物

歌舞伎
段物

俄踊り 笑劇 笑劇

玉名市高瀬
俄踊り、歌舞
伎段物

笑劇 笑劇

玉名市伊倉 俄踊り、笑劇 笑劇 笑劇 喜劇的

宇土市網田 俄祭 俄踊り 笑劇 笑劇

芦北町 俄踊り
ひょげ踊り、嫁入り行列、掛
け合い、芝居、さなぶり、仮
装行列、笑劇

水俣市 俄踊り ひょげ踊り、笑劇、仮装行列 ひょげ踊り

天草市本渡 俄踊り 笑劇

天草市倉岳
俄踊り、田舎
歌舞伎

笑劇

天草市高浜
俄踊り、けん
か神輿

山都町馬見原 祭り
俄踊り、歌舞
伎段物、新聞
俄、祭り

笑劇、祭り
笑劇、にわとり買い（掛け合
い）、祭り

祭り

南阿蘇村吉田新町 俄踊り 笑劇 笑劇 笑劇

南阿蘇村両併 笑劇 笑劇

踊りと表現されたものを灰色にした
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こ
の
多
彩
な
に
わ
か
の
存
在
を
、
ど
う
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
考
え
ら

れ
る
の
は
に
わ
か
の
伝
来
時
期
の
違
い
で
あ
る
。
に
わ
か
は
亨
保
（
一
七
一
六
〜
三

五
年
）
の
こ
ろ
に
大
坂
の
祭
り
の
往
来
で
生
ま
れ
、
全
国
に
広
が
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
そ
の
当
初
の
姿
は
、
雷
雨
の
後
に
「
先
程
は
お
や
か
ま
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
雷
様
の
格
好
で
往
来
を
走
っ
て
み
せ
る
と
い
っ
た
趣
向
の
一
発
芸
的
な
も
の

で
、
や
が
て
歌
舞
伎
な
ど
を
取
り
入
れ
て
笑
わ
せ
る
笑
劇
に
変
化
し
て
い
る
。
に
わ

か
が
伝
来
し
定
着
し
た
時
期
が
違
え
ば
、
お
の
ず
と
そ
の
姿
も
違
う
は
ず
だ
。

加
え
て
、
県
内
の
に
わ
か
は
伝
来
後
も
姿
を
変
え
て
い
る
。
明
治
の
招
魂
祭
で
見

ら
れ
た
熊
本
の
俄
踊
り
は
、
大
阪
、
博
多
な
ど
の
影
響
で
芝
居
形
式
に
変
わ
っ
た
こ

と
が
当
時
の
新
聞
で
わ
か
る
。
ま
た
、
江
戸
期
の
菊
池
の
に
わ
か
は
奉
祝
戯
れ
踊
か

ら
落
噺
之
俄
、
さ
ら
に
歌
舞
伎
段
物
の
に
わ
か
へ
と
時
代
を
追
っ
て
変
化
し
た
こ
と

が
『
嶋
屋
日
記
』
か
ら
見
て
取
れ
る
。
県
内
各
地
に
あ
っ
た
様
々
な
姿
は
、
に
わ
か

が
変
化
す
る
過
程
の
一
形
態
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
嫁
入
り
行
列
や
け
ん
か
神
輿
が
に
わ
か
と
呼
ば
れ
た
こ
と
ま
で
、
時
代
に

よ
る
変
化
と
い
う
見
方
で
は
説
明
で
き
そ
う
に
な
い
。『
嶋
屋
日
記
』
で
、
当
初
俄

と
さ
れ
た
奉
祝
戯
れ
踊
り
は
、
以
前
か
ら
存
在
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
従
来
あ
っ

た
物
真
似
の
記
載
が
俄
の
登
場
以
降
は
日
記
か
ら
消
え
、
物
真
似
が
俄
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
に
見
え
た
。
つ
ま
り
、
元
々
あ
っ
た
種
々
の
芸
を
に
わ
か
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
決
ま
っ
た
型
が
な
い
と
さ

れ
る
に
わ
か
が
「
広
ま
っ
た
」
と
言
う
時
、
一
体
何
が
広
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
に

わ
か
は
、
人
を
笑
わ
せ
よ
う
と
い
う
衝
動
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
る
「
演
劇
の
も
っ
と

も
本
質
的
な
、
も
し
く
は
初
原
的
な
要
素
」（8）

と
も
い
わ
れ
、
そ
の
本
質
は
「
思
い

つ
き
」
や
「
見
立
て
」
に
よ
る
笑
い
と
思
わ
れ
る
。
上
方
で
生
ま
れ
た
に
わ
か
は
そ

の
本
質
が
際
立
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
に
わ
か
が
県
内
各
地
に
伝
わ
っ
た
当
初
、

自
分
た
ち
が
親
し
ん
で
き
た
地
元
の
笑
い
に
同
種
の
精
神
を
見
い
だ
し
、「
こ
れ
も

に
わ
か
だ
」
と
思
え
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
や
が
て
踊
り
か
ら
芝
居
へ
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
見
方
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
多
彩
な
芸
が
各
地
で
に
わ

か
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
く
な
る
。

笑
劇
化
し
た
県
内
の
に
わ
か
は
太
平
洋
戦
争
の
混
乱
で
途
切
れ
た
が
、
戦
後
多
く

が
復
活
し
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
も
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
前
後
の
高
度

成
長
期
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
す
。
熊
本
の
プ
ロ
劇
団
も
同
三
〇
年
代
後
半
に
絶
頂
期

を
迎
え
た
が
、
や
が
て
下
火
に
な
る
。
や
は
り
高
度
成
長
期
に
に
わ
か
の
担
い
手
で

あ
る
若
者
が
都
会
に
奪
わ
れ
、
旅
行
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
庶
民
の
娯
楽
が
多
様
化
し
た

た
め
と
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
高
森
で
に
わ
か
が
大
き
く
途
切
れ
る
こ
と
な
く

維
持
さ
れ
て
き
た
の
は
珍
し
い
こ
と
と
い
え
る
。
ま
た
、
伊
倉
や
吉
田
新
町
な
ど
で

は
一
旦
消
え
た
に
わ
か
が
復
活
さ
れ
た
。
廃
れ
た
と
は
い
え
、
に
わ
か
の
笑
い
を
求

め
る
動
き
は
今
な
お
消
え
て
は
い
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
に
わ
か
の
担
い
手
に
は
変
化
が
み
ら
れ
る
。
戦
前
は
若
者
組
や
町
内
単
位

で
青
年
た
ち
が
祭
り
や
催
事
に
繰
り
出
す
例
が
多
か
っ
た
。
に
わ
か
を
出
す
こ
と
は

町
民
の
義
務
と
も
さ
れ
、
出
せ
な
い
場
合
は
プ
ロ
を
雇
っ
た
り
し
た
よ
う
だ
。
戦
後

に
に
わ
か
が
復
活
し
た
際
に
は
青
年
団
が
中
心
に
な
り
、
商
工
会
青
年
部
の
活
動
も

見
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
が
ほ
と
ん
ど
途
絶
え
た
現
在
は
、
プ
ロ
を
除
け
ば
一
部
の
福
祉

団
体
や
、
か
つ
て
に
わ
か
に
親
し
ん
だ
人
た
ち
が
シ
ニ
ア
層
を
主
な
対
象
に
男
女
交

え
て
演
じ
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
、
演
者
も
高
齢
化
し
て
い
る
。
シ
ニ
ア
層
に
は
方
言

に
よ
る
訴
え
が
有
効
と
し
て
、
特
殊
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
防
止
を
呼
び
か
け
る
際
に
に

わ
か
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。
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第
四
節　

高
森
の
に
わ
か
の
位
置

全
国
の
に
わ
か
に
共
通
す
る
姿
に
つ
い
て
は
佐
藤
恵
里
高
知
県
立
大
名
誉
教
授
が

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）、
に
わ
か
学
会
の
調
査
を
基
に
（
１
）
ほ
と
ん
ど
が
オ

チ
の
あ
る
笑
劇
（
２
）
地
元
の
若
者
が
管
掌
し
演
者
は
ほ
ぼ
男
性
（
３
）
方
言
で
演

じ
、
観
客
も
地
元
民
（
４
）
常
に
内
容
の
「
新
し
さ
」
が
求
め
ら
れ
、
再
演
し
な
い

こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る

（9）

。
高
森
と
吉
田
新
町
の
に
わ
か
も
こ
う
し
た
特
徴
を
備

え
た
典
型
的
な
に
わ
か
と
い
え
る
。

た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
熊
本
で
見
ら
れ
る
に
わ
か
の
ほ
と
ん
ど
は
肥
後

に
わ
か
の
影
響
で
、
喜
劇
的
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
高
森

（
吉
田
新
町
も
）
の
に
わ
か
は
、
十
分
程
度
の
短
い
寸
劇
で
、
毎
年
各
向
上
会
員
が

自
分
た
ち
で
新
た
に
数
本
の
演
目
を
作
り
、
基
本
的
に
台
本
は
な
く
仲
間
が
見
守
る

立
ち
稽
古
を
重
ね
る
中
で
個
々
の
演
者
が
演
技
を
組
み
上
げ
る
―
な
ど
喜
劇
化
し
た

肥
後
に
わ
か
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
失
わ
れ
た
特
徴
が
あ
り
、
伝

統
的
な
に
わ
か
の
作
り
方
が
守
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
に
わ
か
の
形
式
に
も
①
祭
り
の
町
中
を
巡
る
移
動
舞
台
の
上
で
演
じ
る

②
演
技
に
は
道
行
き
、
締
め
の
ポ
ー
ズ
、
観
客
へ
の
呼
び
か
け
が
必
ず
見
ら
れ
る
③

に
わ
か
と
精
神
性
が
共
通
す
る
と
さ
れ
る
造
り
物
、
仮
装
行
列
（
近
年
途
絶
え
た
）

の
三
種
が
祭
り
の
場
で
共
に
あ
る
な
ど
の
特
徴
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
三
味
線
の
お
囃
子
で
繰
り
出
す
道
行
き
の
動
作
や
締
め
の
ポ
ー
ズ
は
、

踊
り
の
所
作
に
も
見
え
、
移
動
舞
台
は
他
の
祭
り
に
あ
る
「
踊
り
山
」
の
一
種
と
解

釈
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。「
横
町
文
書
」
の
昭
和
一
〇
年
度
風
鎮
祭
典
記
に
も

「
倉
庫
よ
り
大
山
道
具
及
び
踊
り
屋
台
の
材
料
を
倶
楽
館
前
に
運
搬
な
し
」
と
し
て

「
踊
り
屋
台
」
の
記
述
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
①
と
②
の
特
徴
は
、
か
つ
て
の
俄
踊

り
の
名
残
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

③
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
吉
田
新
町
と
馬
見
原
で
も
昭
和
三
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
は

完
全
な
形
が
見
ら
れ
た
。
今
で
は
三
地
区
と
も
そ
の
形
は
失
わ
れ
た
が
、
高
森
が
最

も
後
年
ま
で
維
持
し
て
き
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
に
わ
か
の
内
容
は
、
高
森
で
は
内
輪

ネ
タ
か
ら
世
相
ネ
タ
に
変
化
し
て
い
る
。
風
鎮
祭
を
観
光
客
誘
致
に
活
用
す
る
中
で

外
部
の
目
に
も
理
解
で
き
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
総
合
す
る
と
、
高
森
の
に
わ
か
は
、
に
わ
か
が
踊
り
か
ら
芝
居
に

変
わ
る
過
程
の
、
か
つ
て
の
俄
踊
り
の
痕
跡
を
残
す
存
在
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
に
わ
か
が
一
般
の
演
劇
と
違
う
点
は
、
役
に
な
り
き
ら
ず
に
素
の
姿
を

さ
ら
し
な
が
ら
演
じ
て
笑
い
を
誘
う
「
半
身
の
姿
」
に
あ
る
と
も
い
う
（10）

。
そ
の
意

味
で
も
、
演
者
の
職
業
を
ネ
タ
に
す
る
な
ど
素
を
さ
ら
し
、
観
客
と
の
や
り
と
り
も

よ
く
見
ら
れ
る
に
高
森
の
に
わ
か
は
、
演
劇
以
前
の
演
技
の
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
貴

重
な
存
在
と
い
え
そ
う
だ
。
ま
た
、
毎
年
新
た
に
に
わ
か
を
作
る
作
業
が
青
年
た
ち

の
絆
を
深
め
、
に
わ
か
を
核
に
祭
り
を
担
う
こ
と
が
地
域
を
支
え
る
担
い
手
を
育
て

る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
風
鎮
祭
の
に
わ
か
は
、
地
域
社
会
を
維

持
す
る
装
置
と
し
て
の
祭
り
の
意
義
も
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
だ
。

さ
い
ご
に

県
内
の
に
わ
か
に
つ
い
て
、
新
た
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
基
に
調
査
を

進
め
た
が
、
手
が
か
り
を
得
な
が
ら
も
な
お
未
着
手
の
地
域
が
残
っ
た
。
ま
た
、
に

わ
か
類
似
の
笑
い
の
芸
能
と
し
て
猿
狂
言
（
多
良
木
）、
雷
狂
言
（
芦
北
）
な
ど
狂

言
の
存
在
も
興
味
深
か
っ
た
が
、
そ
こ
ま
で
手
が
及
ば
な
か
っ
た
。
さ
ら
な
る
調

査
・
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
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第
三
章
　
造
り
物

は
じ
め
に

風
鎮
祭
に
お
い
て
、
に
わ
か
の
移
動
舞
台
が
夜
に
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
造
り

物
（1）

の
大
集
合
や
山
引
き
は
二
日
目
の
日
中
に
行
わ
れ
る
。
国
の
記
録
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
と
な
っ
た
こ
と
で
、
に
わ
か
に
注
目
が
集
ま
る
一
方
で
、
造
り
物
の
出
品

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
大
集
合
や
山
引
き
の
間
に
も
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
別
の

舞
台
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
造
り
物
を
観
に
来
た
と
い
う
見
物
客
は
決
し
て
多
い

と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
か
つ
て
は
現
在
の
数
倍
も
の
造
り
物
が
出
、
風
鎮
祭
の

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
様
子
が
記
録
か
ら
う
か
が
え
る
。
本
章
で
は
、
風

鎮
祭
に
お
け
る
造
り
物
の
変
遷
と
そ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
一
節　

記
録
に
見
る
風
鎮
祭
の
「
造
り
物
」

「
横
町
文
書
」
に
よ
る
と
、
山
引
き
（
文
書
中
で
は
「
ヤ
マ
引
き
」
と
表
記
）
の

語
は
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
が
初
出
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
造
り
物
（
文
書
中

で
は
「
作
物
」
と
表
記
）
の
語
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
七
月
盆
入
用
」
と
題
し
た
支
出
記
録
の
一
つ
に
確
認
で
き
、「
作
物
代
」
と
し
て

「
喜
代
八
」
へ
銭
一
〇
匁
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
記
さ
れ
た

「
ヤ
マ
」
や
「
作
物
」
が
現
在
の
造
り
物
と
同
義
か
は
不
明
で
あ
る
。

明
治
以
降
の
新
聞
記
事
に
お
け
る
風
鎮
祭
の
造
り
物
の
記
述
は
、
明
治
三
〇
年
代

か
ら
確
認
で
き
る
。
な
お
、
明
治
・
大
正
期
は
、
旭
町
と
昭
和
町
が
誕
生
し
て
い
な

い
た
め

（2）

、
長
ら
く
上
町
・
下
町
・
横
町
の
三
町
内
の
各
組
が
出
品
し
て
い
た
。
以

下
で
は
新
聞
記
事
等
の
記
録
を
手
が
か
り
に
、
特
に
①
山
引
き
の
変
遷
、
②
造
り
物

の
製
作
期
間
・
題
材
・
材
料
・
台
数
の
変
遷
、
③
造
り
物
の
振
興
（
審
査
と
投
票
）

に
つ
い
て
整
理
す
る
。

①　

山
引
き
の
変
遷

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
九
月
九
日
付
『
九
州
』
の
「
阿
蘇
郡
高
森
町
短
信
」

で
は
、「
旧
盆
の
景
況
」
と
し
て
「
俄
踊
り
諸
作
り
物
を
各
町
に
陳
列
し
観
客
の
総

覧
に
供
し
た
る
後
互
に
各
町
に
運
搬
し
且
つ
所
を
移
し
て
交
換
的
観
覧
に
供
す
る
を

例
と
す
」
と
伝
え
る
。「
交
換
的
観
覧
」
は
山
引
き
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

詳
細
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
に
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
九
月
六
日

付
『
九
日
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
高
森
町
の
風
鎮
祭
《
同
町
通
信
》」
は
、
造
り
物
の

様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

阿
蘇
郡
高
森
町
は
毎
年
旧
七
月
十
六
日
よ
り
十
八
日
ま
で
三
日
間
風
鎮
祭
と
称
し

て
夜
間
は
手
踊
り
昼
間
は
諸
種
の
作
り
物
を
し
て
三
味
太
鼓
其
他
の
囃
し
を
入
れ

て
町
内
を
舁
ぎ
廻
る
の
習
慣
な
る
が
本
年
は
格
別
の
競
争
に
て
各
丁
共
其
技
術
の

他
に
選
抜
せ
ん
こ
と
に
勉
め
（
中
略
）
昼
間
の
造
り
物
は
上
町
は
富
士
の
巻
狩
、

下
町
は
日
本
名
誉
伝
、
横
町
は
宮
本
武
勇
伝
に
し
て
各
町
何
れ
も
三
十
四
名
の
多

き
造
り
物
な
れ
ば
近
郷
よ
り
数
百
加
勢
人
あ
る
に
拘
ら
ず
人
不
足
を
訴
る
を
以
て

牛
車
又
馬
車
に
搭
載
し
た
る
も
の
数
十
名
あ
り
し
而
も
其
作
り
物
中
に
て
好
評
を

得
た
る
は
上
町
に
て
は
富
士
の
雲
龍
、
裾
野
の
猪
及
鹿
、
鷹
に
し
て
下
町
の
製
作

に
係
る
も
の
は
桜
樹
、
猛
虎
、
横
町
の
昇
り
籠
等
な
り
し
が
其
の
他
に
も
充
分
見

る
べ
き
も
の
少
な
か
ら
ざ
り
し
（
後
略
）
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夜
間
は
手
踊
り
を
し
、
昼
間
は
造
り
物
に
三
味
線
や
太
鼓
な
ど
お
囃
子
を
加
え
て

町
内
を
担
い
で
巡
行
す
る
（
文
中
で
は
「
舁
ぎ
廻
る
」
と
表
記
）
こ
と
が
「
習
慣
」

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
隣
か
ら
の
加
勢
だ
け
で
は
足
り
ず
、
牛
車
や
馬

車
に
造
り
物
を
搭
載
し
た
も
の
も
あ
っ
た
と
伝
え
、
当
時
は
現
在
よ
り
台
数
が
多

く
、
大
型
の
も
の
が
出
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
造
り
物
は
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
内

と
い
う
規
定
が
あ
り

（3）

、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
て
山
引
き
が
行
わ
れ
る
が
、
昭
和
四
〇

年
代
末
頃
ま
で
は
青
年
た
ち

（4）

を
中
心
に
担
い
で
移
動
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

（5）

。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
二
三
年
度
の
風
鎮
祭
で
は
、
二
日
目
の
午
後
一
時
か
ら
「
造
り

も
ん
大
集
合
」
が
あ
り
、
午
後
三
時
か
ら
山
引
き
が
行
わ
れ
た
。
近
年
は
ほ
と
ん
ど

同
様
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
新
聞
記
事
で

も
山
引
き
は
ほ
と
ん
ど
祭
り
の
二
日
目
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
様
子
は
現
在
と

は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
八
月
二
七
日
付

『
九
日
』
に
は
、「
日
暮
れ
に
至
り
全
町
内
の
技
巧
を
極
め
た
る
造
り
物
は
一
斉
に
火

を
点
ぜ
ら
れ
高
空
に
装
飾
せ
ら
れ
た
る
電
灯
と
相
映
じ
美
観
を
極
め
造
り
物
は
そ
れ

ぞ
れ
青
年
達
に
担
が
れ
三
味
太
皷
面
白
く
全
町
内
を
打
廻
り
」
と
あ
り
、
日
暮
れ
か

ら
造
り
物
を
点
灯
し
、
お
囃
子
を
伴
っ
て
山
引
き
を
し
て
い
た
様
子
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
は
、「
新
趣
向
を
凝
ら
せ
る
高
森
独
特
の
六
十

余
の
造
り
物
午
後
六
時
一
斉
に
点
火
空
中
高
く
装
飾
せ
る
数
千
燭
の
電
灯
と
相
映
じ

町
内
は
火
の
町
、
人
の
海
と
な
り
」
と
報
じ
（
九
月
七
日
付
『
九
日
』）、
そ
の
後
の

記
事
で
も
年
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
る
も
の
の
、
午
後
四
時
、
五
時
、
六
時
、
七
時
か

ら
山
引
き
が
行
わ
れ

（6）

、
造
り
物
を
点
灯
し
た
り
町
内
を
電
飾
で
彩
る
な
ど
し
て
い

た
様
子
が
毎
年
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
楽
し
み
に
町
内
外
、
県
内
外
か
ら
多
い

時
に
は
数
万
人
の
見
物
客
が
押
し
寄
せ
、
山
引
き
は
風
鎮
祭
一
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
。
そ
の
様
子
は
時
に
「
不
夜
城
」
と
表
さ
れ

（7）

、
し
ば
し
ば
山
鹿
灯
籠
祭
な
ど

と
比
較
さ
れ
た

（8）

。
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
頃
に
な
る
と
、
山
引
き
は
現
在
と

同
様
午
後
三
時
頃
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。

②
造
り
物
の
製
作
期
間
・
題
材
・
材
料
・
台
数
の
変
遷

風
鎮
祭
の
造
り
物
は
「
一
夜
作
り
」
で
あ
っ
た
と
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
。
大
正
一

〇
年
（
一
九
二
一
）
八
月
一
三
日
付
『
九
州
』
で
は
、「
如
何
な
る
趣
向
の
作
物
も

其
の
当
日
早
朝
よ
り
製
作
に
従
事
し
午
後
三
時
頃
迄
に
は
仕
上
げ
之
れ
を
町
内
に
排

列
し
一
般
の
観
覧
に
供
し
最
も
短
時
間
に
其
の
精
巧
を
極
む
る
美
術
的
作
物
を
仕
上

げ
終
る
」
と
報
じ
、
祭
り
当
日
の
早
朝
か
ら
同
日
午
後
三
時
ま
で
の
完
成
が
通
例
で

あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
時
代
は
下
っ
て
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
八
月
一
八
日

付
『
熊
日
』
の
記
事
で
は
「
祭
り
は
午
前
零
時
を
期
し
て
カ
ネ
、
太
皷
の
は
や
し
に

乗
っ
て
目
ざ
ま
し
が
行
な
わ
れ
、
祭
り
の
開
始
を
告
げ
た
。
町
内
の
各
組
で
は
そ
れ

を
合
図
に
い
っ
せ
い
に
名
物
の
造
り
物
製
作
に
取
り
か
か
り
、
同
日
夕
刻
に
は
目
抜

き
通
り
に
約
三
十
台
が
並
ん
で
通
り
は
花
や
か
な
小
旗
と
造
り
物
で
い
ろ
ど
ら
れ

た
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
目
覚
し
と
同
時
に
造
り
物
の
製
作
が
始
ま
り
、
祭
り
の
初

日
夕
方
ま
で
に
並
べ
ら
れ
た
と
伝
え
る
。
現
在
は
製
作
期
間
の
制
限
は
特
に
設
け
ら

れ
て
お
ら
ず
、
製
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や
事
情
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
が
、
か
つ

て
は
短
時
間
の
う
ち
に
技
巧
や
趣
向
を
凝
ら
し
、
造
り
物
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
決

ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
事
か
ら
確
認
で
き
る
。

で
は
、
造
り
物
の
題
材
は
ど
う
変
遷
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
風
鎮
祭
で

は
製
作
者
ご
と
に
個
別
に
造
り
物
の
題
材
を
設
定
す
る
が
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の

新
聞
記
事
が
報
じ
る
限
り
で
は
、
上
町
・
下
町
・
横
町
の
各
町
ご
と
に
主
題
が
設
け

ら
れ
、
そ
の
内
容
に
沿
っ
て
町
内
の
各
組
が
題
材
を
決
め
て
作
っ
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
引
用
し
た
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
造
り
物
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は
、
上
町
「
富
士
の
巻
狩
」、
下
町
「
日
本
名
誉
伝
」、
横
町
「
宮
本
武
勇
伝
」
で
、

特
に
「
好
評
を
得
た
る
」
も
の
と
し
て
、
上
町
の
「
富
士
の
雲
龍
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
は
、
上
町
「
四
季
の
景
」、
下
町

「
士
農
工
商
」、
横
町
「
博
物
館
」
と
い
う
主
題
が
確
認
で
き
る
（
九
月
一
三
日
付

『
九
日
』）。
さ
ら
に
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に
は
、
上
町
「
我
が
領
土
の
発

展
」、
下
町
「
桃
太
郎
一
代
記
」、
横
町
「
山
海
の
巻
」
と
い
っ
た
主
題
が
あ
り
、

「
授
賞
組
」
と
し
て
一
等
に
横
町
の
「
花
に
蝶
」、
二
等
に
下
町
の
「
宝
車
」
と
上
町

の
「
蘇
鉄
」、
三
等
に
上
町
の
「
根
子
岳
の
猫
」
と
横
町
の
「
梅
」、
下
町
の
「
雉
」

な
ど
が
続
く
（
九
月
一
二
日
付
『
九
州
』）。
各
町
の
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
製
作
し
た
か

は
不
明
で
、
各
授
賞
作
品
が
各
町
の
主
題
と
ど
う
繋
が
る
の
か
解
釈
が
難
し
い
題
材

も
あ
る
が
、
下
町
の
「
宝
車
」
な
ど
は
桃
太
郎
が
鬼
退
治
で
獲
得
し
た
宝
物
を
持
ち

帰
る
場
面
か
ら
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
八

月
三
一
日
付
『
九
州
』
に
は
、「
上
町
は
技
術
く
ら
べ
、
横
町
は
自
然
の
め
ぐ
み
、

下
町
の
は
時
節
が
ら
最
も
は
ず
ん
で
国
立
公
園
大
阿
蘇
の
頭
一
つ
ヾ
つ
取
っ
て
鯉
、

蜘
蛛
、
龍
、
鶏
、
な
ど
を
作
っ
て
人
気
に
閉
じ
た
」
と
あ
り
、
一
等
が
横
町
の
「
と

ん
ぼ
」、
二
等
が
上
町
の
「
鷲
」
と
下
町
の
「
蜘
蛛
」、
三
等
が
下
町
の
「
鶴
」
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
、
上
町
「
大
阿
蘇
国
立
公
園
案

内
」、
下
町
「
阿
蘇
博
物
館
の
一
部
」、
横
町
「
四
季
の
色
々
」
と
い
う
主
題
で
五
五

の
造
り
物
が
出
た
（
八
月
二
七
日
付
『
九
州
』）。

各
町
で
設
け
ら
れ
た
主
題
に
沿
っ
て
造
り
物
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
う
し

た
記
事
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
ま
で
は
確
認
で
き
る
が

（9）

、
詳
細
が
不
明
な
も

の
も
多
い
。
以
降
は
し
ば
ら
く
入
賞
作
品
名
と
町
名
の
表
記
の
み
だ
が
、
昭
和
二
五

年
（
一
九
五
〇
）
に
は
一
等
に
上
町
十
組
「
蝶
」（
熊
日
賞
）、
二
等
に
下
町
五
組

「
チ
ャ
ボ
」
と
横
町
十
七
組
「
孔
雀
」、
三
等
に
下
町
四
組
「
白
藤
」
と
横
町
十
八
組

「
伊
勢
海
老
」、
横
町
十
六
組
「
カ
タ
ツ
ム
リ
」
と
発
表
さ
れ
て
お
り
（
九
月
一
日
付

『
熊
日
』）、
製
作
グ
ル
ー
プ
の
組
ま
で
表
記
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
造

り
物
の
題
材
に
つ
い
て
は
、
高
森
町
商
工
会
に
保
存
さ
れ
て
い
る
風
鎮
祭
の
記
録
や

新
聞
記
事
等
か
ら
作
成
し
た
【
表
１
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

材
料
に
つ
い
て
は
、
主
題
と
同
じ
く
毎
回
各
町
で
統
一
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
造
り
物
を
報
じ
る
記
事
で
も
毎
回
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
詳
細
は
つ
か

み
に
く
い
。
わ
ず
か
に
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
九
月
一
〇
日
付
『
九
州
』
で

は
、「
竹
の
皮
で
作
っ
た
横
町
で
は
鯱
鉾
、
下
町
で
は
雀
貝
其
他
で
意
匠
し
た
藤

棚
、
上
町
で
は
ア
ル
ミ
の
匙
や
皿
で
全
身
を
掩
ふ
た
孔
雀
な
ど
」
と
伝
え
る
ほ
か
、

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
材
料
を
統
一
し
た
「
一
式
飾
り
」
が
戦
後
に
も
あ
っ
た
と
い

う
証
言
が
得
ら
れ
て
お
り
、
長
ら
く
材
料
の
統
一
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
で
も
風
鎮
祭
の
造
り
物
は
、
祭
り
が
終
わ
っ
た
後
は
全
て
元
通
り
に
復
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
加
工
を
施
さ
な
い
こ
と
が
「
審
査
規
定
」
に
も
記
さ
れ
、
材
料

選
び
や
製
作
工
程
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
八
月
三
一

日
付
『
九
州
』
で
は
、「
作
り
物
と
云
ふ
の
が
最
も
速
く
費
用
を
省
き
そ
し
て
見
事

な
も
の
を
作
ら
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
材
料
は
廃
物
に
非
ず
ん
ば
箸
、
椀
等
の
日

用
品
ば
か
り
で
そ
れ
を
寄
せ
集
め
て
斯
く
も
巧
み
に
出
来
る
も
の
か
と
見
物
は
只
感

嘆
の
声
を
発
す
る
ば
か
り
」
と
伝
え
、
現
在
に
至
る
ま
で
廃
材
で
は
な
く
箸
や
椀
と

い
っ
た
日
用
品
を
使
用
す
る
こ
と
が
鉄
則
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
「
日
用
品
」
の
概
念
は
時
代
や
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
っ
て
移
り
変
わ
る
。
他
の

年
の
記
事
で
は
、
竹
皮
や
貝
、
ア
ル
ミ
製
の
食
器
の
ほ
か
、
シ
ョ
ケ
（
シ
ョ
ウ
ケ
。

竹
籠
）（10）

、
割
り
箸
や
ス
ト
ロ
ー
、
ス
リ
ッ
パ
や
ホ
ウ
キ
（11）

な
ど
が
使
わ
れ
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
使
用
さ
れ
る
材
料
に
つ
い
て
は
第
Ⅰ
部
第
三
章
を
参
照

さ
れ
た
い
が
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
一
〇
〇
円
均
一
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
普
及
に
よ
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り
、
材
料
は
一
層
多
様
化
し
て
い
る
。

今
度
は
造
り
物
の
台
数
の
変
動
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇

六
）
時
点
で
は
約
八
〇
基
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
九
月
一
三
日
付
『
九

日
』）。
以
降
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
は
約
六
〇
基
（
八
月
一
九
日
付
『
九

日
』）、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
は
四
〇
基
余
（
八
月
一
七
日
付
『
九
州
』）、
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）
は
六
〇
基
余
（
九
月
六
日
付
『
九
州
』）、
大
正
一
〇
年
（
一
九

二
一
）
は
五
〇
基
余
（
八
月
一
九
日
付
『
九
州
』）、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
は

六
〇
基
余
（
九
月
六
日
付
『
九
州
』）
と
な
り
、
以
降
は
増
減
し
な
が
ら
五
〇
基
程

度
で
推
移
し
て
い
る
。
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
か
ら
昭
和
二
二
年
（
一
九
四

七
）
ま
で
は
風
鎮
祭
が
休
止
と
な
る
た
め
造
り
物
も
中
断
し
て
い
る
。
昭
和
二
〇
年

代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
は
四
〇
～
三
〇
基
程
度
で
推
移
し
、
そ
の
後
、
昭
和
四
九
年

（
一
九
七
四
）
に
は
二
三
基
（
八
月
一
八
日
付
『
熊
日
』）、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七

五
）
に
は
二
二
基
と
な
っ
て
い
る
（
八
月
二
二
日
付
『
熊
日
』）。
新
聞
記
事
で
確
認

で
き
る
範
囲
で
は
、
造
り
物
の
数
は
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
約
八
〇
基
を

ピ
ー
ク
と
す
る
な
ら
、
昭
和
五
〇
年
代
ま
で
の
約
七
〇
年
の
間
に
ゆ
る
や
か
に
減
少

し
四
分
の
一
近
く
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
は
一
〇
基
前
後
と
さ
ら
に

減
少
し
て
い
る
。

③
造
り
物
の
振
興
（
審
査
と
投
票
）

新
聞
記
事
を
見
る
と
、
造
り
物
は
高
森
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
評

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
造
物
の
美
術
的
に
至
り
て
は
近
年
長
足
の
進
歩
に
て
」

（
明
治
四
〇
年
八
月
一
六
日
付
『
九
日
』）、「
短
時
間
に
其
の
精
巧
を
極
む
る
美
術
的

作
物
を
仕
上
げ
終
る
」（
大
正
一
〇
年
八
月
一
三
日
付
『
九
州
』）、「
短
時
日
の
間
に

作
ら
れ
る
見
立
て
細
工
の
造
り
も
の
は
郷
土
の
民
芸
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
」（
昭
和
三
二
年
八
月
四
日
付
『
熊
日
』）、「
高
森
町
独
特
の
も
の
と
し
て
知
ら

れ
、
日
用
品
や
家
財
道
具
な
ど
を
使
っ
て
つ
く
る
見
立
て
細
工
で
父
子
代
々
伝
わ
る

″
民
の
芸
術
”」（
昭
和
三
六
年
八
月
一
七
日
付
『
熊
日
』）
な
ど
、「
美
術
」「
芸
術
」

と
い
っ
た
語
が
見
え
る
。
造
り
物
を
見
物
客
が
見
て
楽
し
む
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
美

術
・
芸
術
的
観
点
か
ら
優
劣
を
評
価
す
る
こ
と
で
製
作
者
の
競
争
心
を
か
き
立
て
そ

の
振
興
を
図
り
、
造
り
物
を
観
光
の
目
玉
と
す
る
た
め
、
こ
う
し
た
審
査
と
見
物
客

に
よ
る
順
位
予
想
投
票
と
い
う
取
り
組
み
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
（12）

。

こ
の
造
り
物
の
審
査
と
順
位
予
想
投
票
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
構
想
が

あ
っ
た
、
あ
る
い
は
こ
の
年
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
年
八
月
二
〇
日
付

『
九
日
』
に
よ
る
と
、
近
年
の
造
り
物
は
技
を
競
い
、
よ
り
一
層
「
精
巧
華
麗
」
と

な
り
、
熊
本
の
み
な
ら
ず
福
岡
、
宮
崎
、
大
分
か
ら
も
見
物
客
が
あ
る
と
伝
え
、

「
本
年
は
更
に
新
趣
向
に
よ
り
多
数
の
見
物
を
呼
ば
ん
も
の
と
同
地
青
年
会
は
十
七

日
午
後
六
時
よ
り
青
年
会
事
務
所
に
て
幹
部
の
協
議
会
を
開
き
準
備
に
着
手
せ
し
が

本
年
よ
り
は
造
物
の
奨
励
法
と
し
て
審
査
部
を
設
け
造
物
に
対
し
て
公
平
な
る
審
査

を
遂
げ
等
級
を
定
め
て
一
等
よ
り
三
等
迄
に
相
当
の
賞
品
を
与
へ
又
一
般
来
観
者
は

入
賞
造
物
の
予
想
投
票
を
募
り
的
中
者
に
は
相
当
の
賞
品
を
呈
す
る
計
画
あ
り
」
と

報
じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
の
続
報
は
確
認
で
き
な
い
た
め
実
施
さ
れ
た
か

は
不
明
だ
が
、
そ
の
後
の
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
以
降
、
造
り
物
審
査
や
順
位
予

想
投
票
の
準
備
や
結
果
が
定
期
的
に
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
同
年
八
月
二
七
日

付
『
九
州
』
で
は
、
高
森
商
工
会
主
催
で
各
町
の
造
り
物
審
査
を
し
、
一
等
か
ら
三

等
ま
で
賞
を
授
与
し
た
後
、
入
賞
し
た
造
り
物
は
一
定
の
場
所
で
一
般
に
観
覧
し
、

入
賞
の
予
想
投
票
を
行
っ
て
抽
選
で
入
賞
者
を
決
め
、
そ
れ
に
も
賞
を
贈
呈
す
る
計

画
を
し
た
と
い
う
。
風
鎮
祭
終
了
後
の
九
月
六
日
付
の
同
紙
で
は
、「
技
巧
卓
絶
せ

る
も
の
多
く
等
級
の
審
査
に
大
に
困
難
」
を
生
じ
た
が
、
結
局
「
秋
山
専
売
局
技
手
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外
嘱
托
委
員
の
公
平
な
る
審
査
に
依
り
」、
順
位
が
決
定
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
以
下
は
そ
の
総
評
と
順
位
で
あ
る
。

審
査
員
の
総
評
に
依
れ
ば
、
上
町
組
の
意
匠
技
工
共
群
を
抜
き
殊
に
加
藤
清
正
の

虎
の
如
き
又
鷹
の
如
き
実
に
驚
く
べ
き
意
匠
と
技
工
を
示
し
又
下
町
組
は
意
匠
は

極
め
て
新
し
く
此
の
点
に
於
て
は
敢
て
上
町
に
劣
ら
ず
と
雖
も
技
巧
に
尚
工
夫
を

加
ふ
べ
き
点
あ
る
を
認
め
ぬ
横
町
組
も
意
匠
、
技
工
共
に
大
い
に
見
る
べ
き
も
の

少
か
ら
ざ
る
も
尚
大
体
に
於
て
其
足
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
遺
憾
と
な
す
と
言
ふ
が

等
級
成
績
は
左
の
如
し
と
言
ふ

上
町　

一
等
（
鷹
）
二
等
（
虎
）
三
等
（
猪
）

下
町　

一
等
（
ト
オ
ロ
ウ
）
二
等
（
三
月
ヒ
イ
ナ
）
三
等
（
稲
荷
利
社
）

横
町　

一
等
（
鶴
）
二
等
（
ガ
マ
）
三
等
（
梅
）

三
町
ご
と
に
分
け
、
町
内
で
一
等
か
ら
三
等
の
順
位
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
総
評

か
ら
は
、
意
匠
と
技
工
に
着
目
し
て
審
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
翌
大
正
一

〇
年
（
一
九
二
一
）
に
は
、
造
り
物
審
査
の
順
位
で
は
な
く
、
予
想
投
票
者
の
順
位

が
発
表
さ
れ
て
い
る
（
八
月
二
五
日
付
『
九
州
』）。
同
記
事
中
で
は
、「
当
日
の
大

呼
物
た
り
し
商
工
会
主
催
造
り
物
予
想
投
票
は
非
常
の
人
気
で
予
定
の
締
め
切
午
後

十
時
迄
で
投
票
者
実
に
三
千
五
百
七
十
三
人
の
多
数
に
達
し
十
余
名
の
事
務
員
は
て

ん
て
こ
舞
で
活
動
し
た
」
と
伝
え
、
特
に
予
想
投
票
が
祭
の
呼
び
物
に
な
っ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
等
賞
を
当
て
た
当
選
者
に
は
「
金
拾
円
」
が
贈
呈
さ
れ
、

以
下
三
等
ま
で
当
選
者
に
賞
金
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）

に
は
入
賞
し
た
造
り
物
、
予
想
投
票
受
賞
者
の
両
方
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（13）

。
大
正

一
二
年
（
一
九
三
六
）
八
月
三
一
日
付
『
九
州
』
で
は
、
八
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ

る
風
鎮
祭
に
向
け
て
、
同
月
二
〇
日
か
ら
祭
り
の
当
日
ま
で
高
森
町
内
の
商
店
で
大

売
り
出
し
を
し
、
二
円
以
上
買
い
物
を
し
た
客
に
造
り
物
一
等
賞
の
予
想
投
票
券
を

配
布
し
、
一
〇
日
間
で
一
万
枚
以
上
が
出
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
祭
り
当
日
は
午

後
九
時
に
予
想
投
票
が
締
め
切
ら
れ
、
午
後
十
一
時
に
審
査
結
果
と
予
想
投
票
の
当

選
者
が
発
表
さ
れ
、
祭
り
は
深
夜
ま
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。

造
り
物
の
審
査
と
予
想
投
票
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
中
、
公
平
な
審
査
を
行
う

た
め
、
新
聞
社
社
員
や
商
工
会
職
員
の
立
ち
合
い
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
（14）

、
審
査

員
も
さ
ま
ざ
ま
な
役
職
の
人
物
が
務
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
大
正
一
二
年
（
一
九

三
六
）
八
月
二
六
日
付
『
九
日
』
で
は
、「
熊
本
専
売
局
高
森
出
張
所　

長
嶋
常
喜

▲
九
州
日
日
新
聞
記
者　

甲
斐
友
比
古　

九
州
新
聞　

豊
福
一
喜
▲
高
森
町
長　

高

崎
得
三
▲
高
森
尋
常
高
等
小
学
校
長　

宮
川
経
沖　

外
に
石
田
高
森
分
署
長
に
は
目

下
交
渉
中
で
あ
る
か
ら
之
亦
快
諾
を
得
べ
く
以
上
の
諸
氏
が
公
平
な
審
査
を
行
ひ
其

の
結
果
は
当
夜
十
一
時
事
務
所
前
に
掲
示
す
る
由
で
あ
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

現
在
の
風
鎮
祭
で
は
造
り
物
審
査
の
み
が
残
っ
て
い
る
。
昭
和
一
二
年
（
一
九
三

七
）
か
ら
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
ま
で
戦
局
や
戦
後
復
興
な
ど
を
背
景
に
風
鎮

祭
は
中
断
し
て
お
り
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
ま
で
見
ら
れ
た
順
位
予
想
投
票

は
、
戦
後
に
風
鎮
祭
が
再
開
し
た
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
実
施
さ
れ
た
様

子
が
な
く
、
そ
の
後
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
節　

風
鎮
祭
の
「
造
り
物
」
今
昔
―
聞
き
取
り
調
査
を
加
え
て
―

二
〇
二
二
年
度
の
風
鎮
祭
の
造
り
物
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
て
全
八
基
の

出
品
と
な
り
、
今
後
も
製
作
者
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。
だ
が
、
前
節
で
見
た
と
お

り
、
以
前
は
各
町
か
ら
合
わ
せ
て
何
十
基
も
の
造
り
物
が
出
、
風
鎮
祭
最
大
の
盛
り
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上
が
り
を
見
せ
る
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

造
り
物
製
作
を
担
う
基
盤
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
江
戸
期
の
五
人
組
や
十
人
組
に

由
来
す
る
隣
組
（
あ
る
い
は
隣
保
組
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
職
人
で
は
な
く
地
域

の
住
民
、
素
人
が
担
い
手
で
あ
る
。
隣
組
は
、
従
来
の
組
織
編
成
を
元
に
昭
和
一
五

年
（
一
九
四
〇
）
九
月
に
「
部
落
会
町
内
会
等
整
備
要
領
」
の
も
と
制
度
化
さ
れ

た
。
各
近
隣
一
〇
戸
前
後
を
一
単
位
と
し
た
相
互
扶
助
的
役
割
を
担
う
一
方
で
、
国

家
総
動
員
体
制
下
の
相
互
監
視
の
役
割
も
果
た
し
た
。
大
戦
後
か
ら
近
年
ま
で
、
造

り
物
の
製
作
は
基
本
的
に
こ
の
隣
組
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
三
〇
～
四
〇

歳
で
に
わ
か
の
向
上
会
を
卒
業
す
る
と
（15）

、
今
度
は
隣
組
で
造
り
物
の
製
作
を
担
う

と
い
う
一
つ
の
サ
イ
ク
ル
が
あ
っ
た
。
昭
和
五
〇
年
代
に
高
森
に
戻
っ
て
き
た
昭
和

七
組
の
井
和
幸
氏
（
昭
和
一
七
年
生
）
と
強
子
氏
（
昭
和
二
一
年
生
）
に
よ
る
と
、

当
時
は
一
四
、
五
戸
の
家
が
あ
り
、
各
家
か
ら
一
人
は
造
り
物
に
出
、
全
部
で
一

二
、
三
人
で
造
り
物
を
作
っ
た
と
い
う
（16）

。

横
町
六
組
の
豊
前
屋
本
店
会
長
・
吉
良
禎
人
氏
（
昭
和
九
年
生
）
に
よ
る
と
、
以

前
は
陶
器
の
み
や
掃
除
用
具
の
み
と

い
っ
た
一
種
類
の
材
料
を
使
用
し
、
他

と
混
ぜ
て
使
用
し
な
い
い
わ
ゆ
る
「
一

式
飾
り
」
の
決
ま
り
が
あ
っ
た
と
い

う
。
た
し
か
に
、
昭
和
三
八
年
（
一
九

六
三
）
に
出
品
さ
れ
た
昭
和
八
組
の
造

り
物
の
写
真
に
は
、
木
札
に
「
材
料　

納
涼
用
具
」
の
文
字
が
見
え
る
【
写
真

１
】。し

か
し
、
少
子
高
齢
化
で
隣
組
の
人

数
や
隣
組
を
構
成
す
る
戸
数
が
減
り
、
勤
め
に
よ
っ
て
造
り
物
に
不
参
加
と
な
る
人

が
増
え
る
中
、
こ
う
し
た
決
ま
り
が
足
か
せ
に
な
り
、
次
第
に
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ

て
作
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
（17）

。
材
料
の
制
約
が
緩
や
か
に
な
っ
た
今

日
、
か
つ
て
よ
り
も
材
料
の
選
択
肢
が
増
え
、
造
り
物
は
以
前
よ
り
も
カ
ラ
フ
ル
に

な
っ
て
い
る
。

風
鎮
祭
の
造
り
物
は
、
着
色
せ
ず
、
解
体
で
き
、
全
て
元
に
戻
す
こ
と
が
出
来
る

こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
材
料
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
素
材
か
ら
は

想
像
が
つ
か
な
い
も
の
を
作
り
上
げ
る
「
見
立
て
」
の
手
法
で
あ
る
。
製
作
に
あ

た
っ
て
ど
ん
な
材
料
が
手
元
に
あ
る
か
を
把
握
し
、
ど
の
材
料
を
ど
こ
に
ど
う
当
て

は
め
る
か
を
共
に
相
談
・
検
討
で
き
、
完
成
ま
で
協
働
で
作
業
が
で
き
る
、
日
頃
か

ら
気
心
知
れ
た
関
係
性
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
造
り
物
に
使
用
す
る

材
料
の
保
管
場
所
の
確
保
や
、
不
足
し
た
材
料
の
借
入
先
な
ど
も
想
定
で
き
ね
ば
な

ら
な
い
（18）

。
こ
う
し
た
製
作
時
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
や
材
料
の
調
達
協
力
と
い
っ
た

点
に
お
い
て
も
、
隣
組
と
い
う
単
位
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
近
所
か
ら

借
り
た
も
の
に
は
名
前
を
書
き
、
必
ず

返
却
し
た
。
現
在
の
造
り
物
に
も
以
前

材
料
と
し
て
借
り
ら
れ
た
椀
が
そ
の
ま

ま
使
用
さ
れ
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
る

【
写
真
２
】。
隣
組
の
戸
数
が
減
り
、
造

り
物
の
参
加
者
が
減
少
す
る
中
、
近
年

は
材
料
を
借
り
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
し
か
し
、
道
具
や
製
作
場
所
の
提

供
な
ど
、
未
だ
隣
組
単
位
で
の
連
携
が

見
ら
れ
る
地
区
も
あ
る
。

【写真１】昭和八組による「熱帯魚」
　　　　　（高森町商工会蔵）

【写真２】持ち主の名前を書いた椀
　　　　　（報告者撮影）
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第
一
節
で
見
た
と
お
り
、
風
鎮
祭
の
造
り
物
は
「
一
夜
作
り
」
を
基
本
と
し
て
き

た
。
か
つ
て
は
祭
礼
日
が
八
月
一
七
・
一
八
日
に
固
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
一
六
日

の
朝
か
ら
作
り
、
初
日
一
七
日
の
一
七
時
ま
で
に
出
陳
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ

た
（19）

。
製
作
の
開
始
時
間
は
時
代
ご
と
に
ズ
レ
が
見
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
短
期

間
で
作
り
上
げ
る
と
い
う
決
ま
り
は
共
通
し
て
い
た
。
昭
和
三
〇
～
四
〇
年
代
頃
、

吉
良
氏
の
代
に
な
る
と
隣
組
三
～
四
軒
か
ら
男
性
二
名
ほ
ど
が
出
、
前
も
っ
て
構
想

を
練
り
、
数
日
で
作
り
上
げ
た
と
い
う
。
時
に
、
町
内
に
は
造
り
物
製
作
に
長
く
携

わ
っ
た
棟
梁
の
よ
う
な
存
在
が
居
り
、
造
り
物
の
講
習
会
な
ど
を
開
い
て
指
導
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
（20）

。

第
一
節
で
見
た
と
お
り
、
現
在
の
山
引
き
は
造
り
物
を
軽
ト
ラ
に
載
せ
て
行
う
。

吉
良
氏
や
井
氏
に
よ
る
と
、
以
前
は
担
い
だ
り
、
リ
ヤ
カ
ー
で
引
く
な
ど
し
た
が
、

道
路
が
未
舗
装
で
あ
っ
た
た
め
隣
組
の
人
手
が
多
く
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
お
囃
子
は
、
現
在
と
同
様
各
町
の
に
わ
か
の
囃
子
方
が
付
き
、
造
り
物
を
先
導

し
た
。
山
引
き
の
時
に
特
別
に
仮
装
を
す
る
こ
と
は
な
く
、
仮
装
と
造
り
物
は
別
物

で
あ
っ
た
。
隣
組
の
人
数
が
多
い
時
期
は
、
材
料
を
借
り
に
行
く
人
や
女
性
た
ち
が

お
茶
出
し
や
手
伝
い
を
す
る
な
ど
、
役
割
分
担
が
で
き
て
い
た
と
い
う
（21）

。

吉
良
氏
は
、
風
鎮
祭
は
町
な
か
の
商
家
が
近
隣
の
農
家
を
慰
安
す
る
意
味
も
あ
っ

た
と
語
る
（22）

。
風
を
鎮
め
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
農
家
が
豊
か
に
な
る
こ
と
で
町

中
の
商
店
も
潤
う
。
高
森
町
の
人
口
は
一
万
数
千
人
を
有
し
、
造
り
物
の
山
引
き
に

は
近
隣
だ
け
で
な
く
野
尻
や
草
部
な
ど
の
山
東
部
か
ら
も
歩
い
て
祭
に
訪
れ
、
町
中

の
飲
食
店
が
賑
わ
う
な
ど
経
済
効
果
も
あ
っ
た
。
造
り
物
や
に
わ
か
、
仮
装
行
列
な

ど
で
見
物
に
来
た
農
家
を
も
て
な
し
、
楽
し
ま
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
に
わ
か
、
造

り
物
、
仮
装
行
列
に
参
加
し
て
い
る
知
り
合
い
を
探
す
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
ゆ
え
に
、「
下
手
な
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
意
識
が
、
に
わ
か
の
演
者
や

造
り
物
の
作
り
手
の
競
争
心
を
支
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

第
三
節　

風
鎮
祭
に
お
け
る
「
造
り
物
」
の
役
割

前
節
で
見
た
「
風
鎮
祭
が
近
郷
農
家
の
慰
安
で
あ
っ
た
」
と
い
う
語
り
は
、
大

正
・
昭
和
の
新
聞
で
も
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、「
風
鎮
祭
は
風
祭
り
の
余
興
に

農
家
の
老
若
男
女
が
集
ま
っ
て
夜
を
徹
し
て
盆
踊
り
を
な
す
年
に
一
度
の
慰
安
日
で

あ
る
」（
大
正
一
四
年
八
月
二
四
日
付
『
九
州
』）、「
是
れ
は
商
家
が
農
家
に
対
す
る

報
恩
感
謝
の
意
味
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
元
禄
時
代
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
初
め
は
盆

前
、
村
芝
居
を
催
し
、
農
村
の
慰
安
に
供
し
た
が
、
何
時
の
間
に
か
商
戸
は
各
自
の

商
品
を
利
用
し
て
見
立
て
細
工
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
」（
小
堀
周
二
。
昭
和
一

五
年
七
月
一
四
日
付
『
九
日
』）、「
と
く
に
二
日
目
に
行
わ
れ
る
名
物
の
見
立
て
細

工
造
り
物
の
山
引
き
は
同
祭
典
の
余
興
と
し
て
古
く
か
ら
伝
わ
る
南
郷
地
方
農
民
唯

一
の
慰
安
で
あ
り
」（
昭
和
三
一
年
八
月
一
七
日
付
『
熊
日
』）
と
い
う
具
合
で
あ

る
。風

鎮
祭
そ
の
も
の
の
起
源
と
風
鎮
祭
に
お
け
る
造
り
物
の
始
ま
り
を
検
証
す
る
こ

と
は
困
難
だ
が
、
南
郷
一
帯
で
最
大
級
の
祭
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
さ

ら
に
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
鉄
道
の
開
通
も
あ
り
、
町
外
か
ら
の
見
物
客
が
一

層
増
加
し
た
。
第
一
節
で
見
た
と
お
り
、
大
正
期
か
ら
始
ま
っ
た
造
り
物
の
審
査
会

と
順
位
予
想
投
票
は
、
見
物
客
の
祭
り
へ
の
参
加
意
欲
を
刺
激
し
、
話
題
性
が
あ
る

祭
り
と
し
て
そ
の
準
備
か
ら
新
聞
報
道
等
で
周
知
さ
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
造
り

物
が
観
光
の
起
爆
剤
と
し
て
売
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
造
り
物
の
審
査
会
と
順
位
予
想
投
票
が
始
ま
る
以
前
か
ら
、
山
引
き

に
は
三
味
線
や
太
鼓
な
ど
の
お
囃
子
が
つ
き
、
造
り
物
の
巡
行
を
盛
り
上
げ
た
。
祭
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り
の
二
日
目
に
山
引
き
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
初
日
・
二
日
目
と
も
に
わ

か
や
手
踊
り
が
町
内
を
練
り
歩
き
、
浄
瑠
璃
、
劇
、
手
踊
り
、
仮
装
な
ど
の
余
興
が

間
断
な
く
催
さ
れ
た
。
特
に
仮
装
は
大
正
末
期
か
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
が
出
た
か
が

度
々
報
じ
ら
れ
、
造
り
物
に
劣
ら
ぬ
人
気
を
博
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（23）

。

新
聞
記
事
や
聞
き
取
り
調
査
か
ら
も
、
造
り
物
と
仮
装
行
列
は
そ
の
内
容
に
お
い
て

特
に
関
連
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
二
年
（
一
九

二
七
）
の
仮
装
行
列
は
上
町
「
二
人
つ
れ
づ
れ
」、
下
町
「
赤
穂
義
士
銘
々
伝
」、
横

町
「
幼
稚
園
」
と
し
て
い
る
一
方
、
造
り
物
の
各
町
の
主
題
は
上
町
「
昭
和
第
一
回

の
美
術
展
覧
会
」、
下
町
「
郷
土
の
誇
り
」、
横
町
「
大
阿
蘇
の
里
」
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
そ
し
て
、
山
引
き
が
終
わ
る
と
屋
台
が
繰
り
出
さ
れ
、
に
わ
か
や
手
踊
り
が

祭
り
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
を
飾
っ
て
い
る
（
八
月
一
六
日
付
『
九
日
』）。

風
鎮
祭
に
お
い
て
造
り
物
が
最
大
の
呼
び
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に

確
認
し
た
が
、
現
在
は
造
り
物
が
巡
行
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
山
引
き
」
の

「
山
」（
ヤ
マ
）
が
元
来
何
を
さ
す
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
昭
和
八
年
（
一
九
三

三
）
九
月
九
日
付
『
九
州
』
に
「
潮
倭
文
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
人
物
が
寄
せ
た

文
章
で
は
、「
こ
の
頃
で
は
風
鎮
祭
と
云
へ
ば
「
山
引
」
の
み
を
想
は
せ
る
。
又

「
山
引
」
を
指
し
て
風
鎮
祭
と
云
ふ
。
こ
れ
は
誤
想
で
あ
る
」
と
し
、「『
山
引
』
は

山
を
引
く
か
ら
『
山
引
』
と
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
山
と
は
何
故
に
呼
ぶ
か
詳
し
い
こ

と
は
分
ら
な
い
。
山
と
は
『
う
づ
た
か
き
も
の
』
の
意
で
あ
る
が
『
大
き
な
も
の
』

の
意
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
屋
台
の
一
種
で
あ
ら
う
。
こ
の

『
山
』
を
『
作
り
物
』
の
最
後
へ
付
け
て
引
く
の
で
あ
る
。
昔
は
こ
の
山
へ
仮
装
し

た
子
供
を
乗
せ
た
が
、
近
年
は
乗
せ
な
い
様
に
な
っ
た
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
本
田

秀
行
『
信
仰
風
土
記
―
南
阿
蘇
高
森
』（
一
九
八
二
）
に
は
、「
こ
の
祭
は
高
森
阿
蘇

神
社
（
旧
矢
村
社
）
の
風
鎮
め
の
神
事
に
始
ま
る
。
そ
し
て
各
町
内
の
造
り
物
数
十

台
が
造
ら
れ
、
そ
れ
が
町
を
巡
行
す
る
。
曽
っ
て
は
神
霊
を
奉
じ
た
。『
山
』
が
先

頭
に
立
っ
た
が
今
は
廃
れ
、
単
な
る
造
り
物
の
み
と
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い

る
（24）

。以
上
の
記
述
は
、「
山
」（
ヤ
マ
）
が
造
り
物
を
さ
す
語
で
は
な
い
と
説
明
す
る
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
新
聞
で
は
「
造
り
物
及
び
山
の
引
立
て
」
と
記
し
て
お

り
（25）

、
書
き
分
け
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
記
事
で
は
ほ

と
ん
ど
が
造
り
物
を
さ
す
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
現
在
の
山
引
き
で
は
お
囃
子

も
造
り
物
の
搭
載
も
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
主
流
と
な
り
、
今
や
潮
や
本
田
が
い
う
「
山
」

が
何
で
あ
っ
た
か
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
下
町
の
某
商
店
に
は
か
つ
て
「
大
山
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
唐
破
風
の
つ
い
た
山
車
が
解
体
保
存
さ
れ
【
写
真
３
】、
平
成
六

年
（
一
九
九
四
）
に
昭
和
八
組
が
出
品
し
た
「
幻
の
大
山
」
と
い
う
造
り
物
も
唐
破

風
が
つ
い
た
山
車
で
あ
っ
た
【
写
真
４
】。
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
記
憶
さ
れ
て
お
ら

ず
、
本
稿
で
も
解
明
で
き
な
か
っ
た
が
、「
山
」（
ヤ
マ
）
と
い
う
語
と
造
り
物
の
関

係
性
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
証
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

【写真３】「大山」を組み立てた際の写真
（豊前屋蔵）

【写真４】昭和八組の「幻の大山」
（豊前屋蔵）
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第
四
節　

熊
本
県
内
に
お
け
る
「
造
り
物
」
と
風
鎮
祭
の
「
造
り
物
」

安
田
宗
生
編
著
『
熊
本
の
俄
と
つ
く
り
物
―
明
治
・
大
正
期
新
聞
記
事
―
』（
龍

田
民
俗
学
会
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
す
る
に
、
県
内
の
新
聞
に
お
け
る
造
り
物
の

記
事
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
〇
月
九
日
付
『
熊
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
最

も
早
く
、
阿
蘇
神
社
小
祭
田
実
神
事
に
際
し
て
出
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
祭
礼
終

了
後
、「
飾
り
山
」
を
馬
場
筋
へ
引
き
、
町
内
各
所
に
「
忠
臣
蔵
十
二
段
の
見
立
細

工
」
を
飾
り
、
中
に
は
「
両
国
橋
抔
ハ
大
仕
掛
に
て
殊
の
外
能
く
出
来
お
り
飾
り
山

に
ハ
従
来
三
味
太
鼓
の
は
や
し
に
小
女
の
手
踊
り
抔
も
有
し
が
本
年
ハ
敬
神
の
五
趣

意
を
奉
じ
是
等
ハ
止
め
お
り
と
の
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（26）

。
ま
た
、
明
治
一
三
年

（
一
八
八
三
）
に
花
岡
山
で
始
ま
り
、
の
ち
に
山
崎
練
兵
場
、
藤
崎
台
で
開
催
さ
れ

た
招
魂
祭
で
は
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
頃
か
ら
造
り
物
が
（27）

、
明
治
二
〇
年

頃
か
ら
に
わ
か
が
盛
ん
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
（28）

。

新
聞
が
登
場
す
る
以
前
に
も
祭
礼
に
お
け
る
造
り
物
は
確
認
さ
れ
、
た
と
え
ば
現

在
の
菊
池
市
隈
府
の
商
家
が
代
々
書
き
継
い
だ
『
嶋
屋
日
記
』
に
は
、
北
宮
阿
蘇
神

社
の
祭
礼
に
伴
う
出
し
物
（
通
し
物
）
が
細
か
に
記
録
さ
れ
、
造
り
物
の
様
子
も
見

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
七
月
の
「（
前
略
）
十
四
日
御
出

立
後
よ
り
、
俄
ニ
作
り
も
の
、
行
列
な
と
取
立
、
下
町
・
中
町
よ
り
者
出
ス
、
上

町
・
よ
こ
町
ゟ
ハ
、
例
年
之
通
、
不
相
替
狂
言
山
四
ツ
ほ
と
出
ル
、
よ
こ
町
ハ
妹
背

山
之
道
行
、
菅
原
之
四
段
目
、
上
町
ハ
布
つ
と
双
蝶
々
揚
屋
之
場
、
俄
事
ニ
ハ
能
ク

出
来
ル
（
後
略
）」
と
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
狂
言
の
場
面
に
基
づ

い
た
造
り
物
が
「
俄
事
」
つ
ま
り
急
ご
し
ら
え
で
作
ら
れ
、
行
列
を
成
し
た
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
（29）

。
造
り
物
を
含
む
近
世
期
の
風
鎮
祭
の
様
子
は
不
明
だ
が
、
こ
の

『
嶋
屋
日
記
』
の
記
述
か
ら
は
、
本
章
第
一
節
で
見
た
町
ご
と
の
主
題
に
沿
っ
た
造

り
物
が
短
期
間
で
作
ら
れ
た
様
子
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
熊
本
県
内
の
造
り
物
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て

考
察
す
る
紙
幅
は
無
い
が
、
少
な
く
と
も
風
鎮
祭
の
造
り
物
が
宇
土
の
地
蔵
祭
り
や

矢
部
の
八
朔
祭
り
と
共
に
県
内
を
代
表
す
る
造
り
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

確
か
だ
ろ
う
。
ほ
か
に
県
内
他
地
域
の
祭
礼
で
現
在
も
造
り
物
が
出
る
の
は
、
天
草

市
本
渡
の
「
と
お
し
も
ん
」、
八
代
市
鏡
町
の
「
十
八
夜
祭
」、
美
里
町
の
「
地
蔵
祭

り
」（
現
在
の
「
や
ま
び
こ
祭
り
」）、
氷
川
町
宮
原
の
「
地
蔵
祭
り
」、
大
津
町
の

「
地
蔵
祭
り
」、
山
都
町
馬
見
原
の
「
火
伏
地
蔵
祭
り
」、
御
船
町
の
「
地
蔵
祭
り
」

（
現
在
の
「
が
ぁ
ー
っ
ぱ
祭
」）
な
ど
で
あ
る
。
多
く
の
先
行
研
究
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
熊
本
で
は
特
に
地
蔵
祭
り
で
多
数
の
造
り
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
造
り
物
の
一
種
と
し
て
、
山
鹿
灯
籠
祭
り
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

造
り
物
を
伴
う
祭
礼
は
現
在
県
内
で
一
〇
ヵ
所
有
余
で
、
風
鎮
祭
を
含
む
多
く
の
地

域
の
造
り
物
で
は
、
生
き
物
や
建
物
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
作
ら
れ
る
。
一
方
、

本
渡
の
「
と
お
し
も
ん
」
は
熊
本
や
地
域
ゆ
か
り
の
物
語
の
一
場
面
を
表
し
、
ま
た

大
津
町
の
「
地
蔵
祭
り
」
は
梅
の
造
花
の
み
が
残
っ
て
い
る
な
ど
や
や
趣
向
が
異
な

る
。か

つ
て
熊
本
市
に
あ
っ
た
大
洋
デ
パ
ー
ト
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
に
「
造
り
物
競

作
展
」（
以
下
、
競
作
展
）
と
し
て
県
内
の
造
り
物
を
一
堂
に
集
め
た
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
競
作
展
の
ア
ル
バ
ム
が
高
森
町
商
工
会
議
所
に
残
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
て
は
今
よ
り
も
多
く
の
地
域
で
造
り
物
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
の
「
第
二
回
造
り
物
競
作
展
」（
太

洋
美
術
振
興
会
・
熊
本
日
日
新
聞
社
主
催
）
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
高
森
町
の
ほ
か
に

矢
部
町
、
甲
佐
町
、
宇
土
町
、
城
南
町
、
小
川
町
、
川
尻
町
、
砥
用
町
、
松
橋
町
、

大
津
町
、
阿
蘇
町
、
段
山
町
、
河
原
町
、
迎
町
、
迎
宝
町
（
町
名
は
ア
ル
バ
ム
内
の
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表
記
）
の
計
一
五
町
の
造
り
物
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
【
写
真
５
】。
同
年
八
月
一

九
日
付
『
熊
日
』
は
「
今
年
は
本
社
、
太
洋

共
催
の
競
作
展
に
出
品
し
た
の
が
刺
激
し
て

作
品
も
向
上
、
審
査
も
難
航
し
た
」
と
、
競

作
展
へ
の
参
加
が
風
鎮
祭
造
り
物
の
さ
ら
な

る
向
上
を
促
し
た
と
伝
え
る
。
井
氏
や
吉
良

氏
に
よ
る
と
、
以
前
は
風
鎮
祭
終
了
後
に
熊

本
県
内
外
か
ら
造
り
物
を
借
り
た
り
、
購
入

に
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

全
部
で
一
二
回
ほ
ど
開
か
れ
た
と
思
わ
れ

る
競
作
展
の
ア
ル
バ
ム
か
ら
は
、
ほ
か
に
御

船
町
、
新
町
、
東
陽
町
、
山
鹿
市
、
中
央
町
、
山
鹿
市
、
中
央
村
堅
志
田
、
菊
池

市
、
蘇
陽
町
馬
見
原
な
ど
の
造
り
物
も
確
認
で
き
、
い
ず
れ
も
豊
後
・
日
向
・
薩

摩
・
豊
前
と
い
っ
た
街
道
筋
に
造
り
物
を
伴
う
祭
礼
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（30）

。

現
在
、
高
森
、
矢
部
、
大
津
、
馬
見
原
な
ど
を
除
き
、
競
作
展
に
造
り
物
を
出
品
し

た
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
造
り
物
は
失
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
の
熊
本
県
内
の
造
り
物

の
様
相
を
知
る
上
で
、
同
ア
ル
バ
ム
は
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

同
ア
ル
バ
ム
内
に
は
確
認
で
き
な
い
が
、
旧
白
水
村
（
現
・
南
阿
蘇
村
）
の
吉
田

新
町
の
鎮
火
祭
も
「
山
引
き
」
と
呼
ぶ
。
高
森
・
吉
田
新
町
・
馬
見
原
に
つ
い
て

は
、
造
り
物
・
に
わ
か
・
仮
装
行
列
が
セ
ッ
ト
で
登
場
す
る
祭
と
し
て
知
ら
れ
、
本

報
告
書
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
造
り
物
や
に
わ
か
、
狂
歌
な
ど
は
近
世
後
期
の
同

時
期
に
庶
民
の
間
に
急
速
に
広
ま
り
、
大
都
市
圏
の
臨
時
的
祭
礼
で
風
流
の
趣
向
と

し
て
導
入
さ
れ
た
一
方
、
地
方
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
受
容
さ
れ
、
定
着
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
（31）

。
風
鎮
祭
も
同
様
の
歴
史
的
展
開
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
、
地
方

に
お
け
る
風
流
の
展
開
を
今
も
残
す
祭
り
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
現
在
で
は
、
仮
装

行
列
は
無
く
な
り
、
か
つ
て
よ
り
も
造
り
物
と
に
わ
か
の
密
接
性
は
薄
れ
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
風
鎮
祭
全
体
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
現
在
も
造
り
物
と
に
わ
か
は
不
可

分
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
風
鎮
祭
に
お
け
る
造
り
物
の
変
遷
と
位
置
付
け
、
県
内
の
造
り
物
文

化
に
お
け
る
風
鎮
祭
の
造
り
物
の
意
味
に
つ
い
て
、
確
認
可
能
な
資
料
・
情
報
を
も

と
に
概
観
し
た
。
そ
の
起
源
や
近
世
期
の
様
子
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
詳
述

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
近
代
以
降
、
造
り
物
ひ
い
て
は
風
鎮
祭
の
活
性
化

を
め
ぐ
っ
て
多
種
多
様
な
取
り
組
み
が
今
日
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
垣
間
見
え

た
。
現
行
で
に
わ
か
と
造
り
物
が
一
体
と
な
っ
た
風
鎮
祭
の
よ
う
な
祭
礼
の
か
た
ち

は
、
県
内
で
も
少
数
と
な
っ
て
い
る
。
風
流
の
地
方
展
開
の
古
い
形
態
を
残
す
事
例

と
し
て
、
に
わ
か
と
造
り
物
は
今
後
も
一
体
的
に
記
録
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

註（1）
「
つ
く
り
も
の
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、「
造
り
物
」「
作
り
物
」「
作
物
」
と
い
っ
た
表
記
が
あ
る
が
、
本

章
で
は
引
用
文
以
外
、
現
在
風
鎮
祭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
造
り
物
」
で
統
一
し
た
。

（2）
昭
和
町
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
か
ら
、
旭
通
は
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
か
ら
造
り
物
に
参
加
し
て

い
る
（
昭
和
八
年
九
月
一
〇
日
付
『
九
州
』
お
よ
び
昭
和
四
〇
年
八
月
一
九
日
付
『
熊
日
』
よ
り
）。

（3）
高
森
町
商
工
会
所
蔵
の
風
鎮
祭
関
係
資
料
を
確
認
す
る
限
り
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
以
降
は
三
・
五

メ
ー
ト
ル
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
、
少
な
く
と
も
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
～
五
四
年

【写真５】高森町出品のカニの造り物
（高森町商工会蔵）
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（
一
九
七
九
）
は
四
・
五
メ
ー
ト
ル
以
内
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
八
月
九
日
付

『
九
州
』
で
は
、
高
森
の
「
井
上
空
山
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
人
物
が
「
お
ら
が
郷
土　

高
森
の
山
引
」

と
い
う
文
章
を
寄
せ
、
以
前
は
「
大
江
山
」
と
か
「
忠
臣
蔵
」
乃
至
「
奉
天
会
戦
」
さ
て
は
「
浪
さ
ん
武
さ

ん
」
ま
で
飛
び
出
す
時
代
物
が
、
あ
り
合
せ
の
見
立
細
工
で
奇
想
天
外
を
競
ふ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
電
線
が

張
り
廻
さ
れ
た
の
で
高
い
も
の
が
絶
対
に
駄
目
と
な
っ
た
の
と
、
経
済
本
位
と
な
っ
た
為
め
其
の
作
品
が
細

く
な
っ
た
計
り
で
な
く
、
大
方
指
先
き
の
器
用
を
見
す
る
細
工
物
が
多
く
な
っ
た
の
も
時
代
相
と
見
れ
ば
見

ら
れ
ぬ
事
も
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
他
地
域
と
同
様
電
線
の
登
場
に
よ
る
小
型
化
を
指
摘
し
て
い
る
。

（4）
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
八
月
一
六
日
付
『
九
日
』
で
は
、「
そ
の
趣
向
を
こ
ら
せ
る
名
物
の
作
り
物
五
十

余
点
は
い
よ
い
よ
町
内
に
配
列
さ
れ
、
各
山
は
各
担
当
の
向
上
会
員
に
か
つ
が
れ  

か
け
声
勇
ま
し
く
全
町

を
ね
り
ま
は
り
大
賑
は
ひ
を
呈
し
た
」
と
あ
り
、
造
り
物
の
担
ぎ
手
を
青
年
を
中
心
と
し
た
向
上
会
が
担
っ

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

（5）
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
頃
か
ら
、「
車
に
し
つ
ら
え
た
“
や
ま
”」（
八
月
一
九
日
付
『
熊
日
』
ほ
か
）

と
い
う
表
現
が
多
々
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
こ
の
頃
か
ら
車
に
よ
る
山
引
き
と
な
っ
て
い
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

（6）
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に
は
、
午
後
七
時
か
ら
三
味
線
太
鼓
の
拍
子
を
伴
っ
て
、
上
町
、
下
町
、
横
町

の
各
組
の
造
り
物
の
行
列
が
町
内
の
隅
々
を
練
り
廻
り
、
午
後
九
時
に
解
散
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
九

月
一
二
日
付
『
九
州
』）。

（7）
た
と
え
ば
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
九
月
六
日
付
『
九
州
』
で
は
、「
高
森
独
得
の
造
り
物
は
配
列
を
終

り
そ
の
数
六
十
余
に
達
し
そ
の
技
工
を
競
ひ
大
に
衆
目
を
惹
き
一
同
之
に
点
火
す
れ
ば
全
町
火
の
海
と
化
し

美
観
壮
観
言
語
に
絶
え
不
夜
城
を
現
出
し
、
造
り
物
は
青
年
等
に
よ
り
各
町
を
担
ぎ
三
味
太
皷
の
音
面
白
く

打
廻
り
此
時
町
内
鮨
詰
の
群
集
の
喝
采
歓
呼
湧
く
が
如
き
中
に
有
名
な
る
山
引
の
行
事
は
終
は
り
を
告
げ
」

と
報
じ
て
い
る
。

（8）
た
と
え
ば
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
八
月
一
六
日
付
『
九
日
』
で
は
、「
造
物
の
美
術
的
に
至
り
て
は

近
年
長
足
の
進
歩
に
て
当
日
に
至
れ
ば
近
郷
近
村
は
固
よ
り
遠
く
福
岡
、
大
分
の
地
方
よ
り
参
観
す
る
も
の

実
に
数
万
に
達
し
其
壮
観
は
山
鹿
灯
籠
祭
を
も
圧
せ
ん
と
す
勢
な
る
」
と
伝
え
る
。
ま
た
「
肥
後
の
三
馬
鹿

騒
ぎ
の
一
つ
」
と
い
う
文
脈
で
も
山
鹿
灯
籠
祭
が
登
場
す
る
。

（9）
主
題
は
上
町
「
高
森
動
植
物
園
」、
下
町
「
大
阿
蘇
美
術
展
覧
会
」、
横
町
「
蘇
南
の
新
風
景
」
と
各
町
設
定

さ
れ
、
一
等
が
横
町
の
「
松
に
鶴
」、
二
等
が
下
町
の
「
伊
勢
海
老
」
と
横
町
の
「
鯉
の
瀧
上
り
」、
上
町
の

「
梅
に
鶯
」
と
い
っ
た
順
位
で
入
賞
し
て
い
る
（
昭
和
五
年
九
月
一
二
日
付
『
九
日
』）。

（10）
総
和
八
年
（
一
九
三
三
）
九
月
一
二
日
付
『
九
州
』
で
は
、「
味
噌
漉
シ
ョ
ケ
五
個
で　

梅
花
の
五
弁
を
作

り
、
鶯
も
大
小
の
シ
ョ
ケ
で
巧
に
意
匠
し
た
横
町
の
梅
に
鶯
が
第
一
等
の
栄
冠
を
占
め
」
と
伝
え
る
。

（11）
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
八
月
一
九
日
付
『
熊
日
』
で
は
、「
割
り
ば
し
、
ス
ト
ロ
ー
、
ア
ル
ミ
ざ
ら
な

ど
を
使
っ
た
三
㍍
余
り
の
「
高
原
の
孔
雀
」、
ス
リ
ッ
パ
や
ホ
ウ
キ
で
作
ら
れ
た
「
金
鶏
鳥
」、
お
ワ
ン
の
ふ

た
、
皿
な
ど
の
食
器
に
よ
る
「
キ
ジ
」、
話
題
に
な
っ
た
「
祖
母
の
カ
モ
シ
カ
」、
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し
た
三

十
三
基
が
、
夕
方
五
時
半
か
ら
町
内
三
㌔
を
風
鎮
太
皷
の
音
に
合
わ
せ
て
パ
レ
ー
ド
し
た
」
と
伝
え
る
。

（12）
大
正
年
間
に
は
、
宇
土
の
地
蔵
祭
り
で
も
優
秀
作
品
に
対
し
て
賞
金
を
出
し
た
と
い
う
［
安
田　

二
〇
〇

九
：
一
三
］。

（13）
以
下
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
九
月
一
二
日
付
『
九
州
』
よ
り
一
部
を
引
用
。

　

「
造
り
物
の
題
並
に
授
賞
組
及
び
予
想
投
票
受
賞
者
左
の
如
し

▲
題　

上
町
（
我
が
領
土
の
発
展
）
下
町
（
桃
太
郎
一
代
記
）
横
町
（
山
海
の
巻
）

▲
授
賞
組　

一
等
花
に
蝶
（
横
町
）
二
等
宝
車
（
下
町
）
同
蘇
鉄
（
上
町
）
三
等
根
子
岳
の
猫

　

（
上
町
）　

同
梅
（
横
町
）
同
雉
（
下
町
）
四
等
軍
鶏
（
上
町
）
同
猪
（
横
町
）
同
葡
萄
（
横
町
）
同
御
料

地
の
鶴　

（
上
町
）

△
予
想
投
票
受
賞
者　

一
等
（
阿
蘇
郡
柏
村
甲
斐
亨
）
二
等
（
高
森
町
弥
永
タ
ツ
）
三
等
（
高
森
町
粟
屋
又

彦
）」

（14）
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
九
月
七
日
付
お
よ
び
九
月
一
二
日
付
『
九
州
』
よ
り
。

（15）
長
ら
く
町
外
へ
働
き
に
出
た
後
に
高
森
町
に
戻
る
な
ど
、
向
上
会
を
経
ず
に
造
り
物
を
製
作
す
る
人
も
い

る
。
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主
要
参
考
文
献

西
岡
陽
子　
　
　

二
〇
一
四
「
造
り
物
概
観
―
西
日
本
を
中
心
に
―
」（
福
原
敏
男
・
笹
原
亮
二
編
『
造
り

物
の
文
化
史　

歴
史
・
民
俗
・
多
様
性
』　

勉
誠
出
版
、
三
～
三
一
頁
所
収
）

花
岡
興
輝
編
輯
・
校
訂　

一
九
八
七
『
嶋
屋
日
記
』　

菊
池
市
史
編
纂
委
員
会

本
田
秀
行　
　
　

一
九
八
二
『
信
仰
風
土
記
―
南
阿
蘇
高
森
』

三
田
村
佳
子　
　

二
〇
二
一
「
灯
火
の
風
流
」（
植
木
行
宣
監
修　

『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
研
究
事
典
』　

思
文
閣
出
版
、
一
三
八
～
一
四
九
頁
所
収
）

安
田
宗
生
編　
　

二
〇
〇
九
『
熊
本
の
俄
と
つ
く
り
物
―
明
治
・
大
正
期
新
聞
記
事
―
』　

龍
田
民
俗
学
会

（16）
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
一
日
聞
取
り
。

（17）
井
和
幸
氏
・
強
子
氏
か
ら
の
聞
取
り
調
査
（
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
一
日
）
お
よ
び
本
田
禎
人
氏
か
ら
の
聞

き
取
り
調
査
（
二
〇
二
三
年
六
月
一
日
）。

（18）
二
〇
二
三
年
六
月
一
日
、
本
田
禎
人
氏
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（19）
同
前
。

（20）
同
前
。

（21）
同
前
。

（22）
同
前
。

（23）
た
と
え
ば
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
八
月
二
七
日
付
『
九
州
』
で
は
、
造
り
物
の
成
績
と
順
位
予
想
投

票
の
当
選
者
の
ほ
か
に
、
商
工
会
と
青
年
会
が
実
施
し
た
仮
装
に
つ
い
て
も
詳
し
く
報
じ
て
い
る
。「
高
森

伊
予
守
の
面
影
」
と
題
し
た
甲
冑
姿
の
町
民
、
大
阿
蘇
に
足
跡
を
残
し
た
名
士
た
ち
の
姿
な
ど
が
見
ら
れ
た

と
い
う
。
こ
の
仮
装
行
列
の
後
に
山
引
き
が
三
時
間
か
け
て
町
内
を
巡
行
し
た
。

（24）
本
田　

一
九
八
二
：
四
三
。

（25）
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
八
月
一
九
日
付
『
九
日
』
お
よ
び
同
年
八
月
二
四
日
付
『
九
州
』
よ
り
。

（26）
安
田　

二
〇
〇
九
：
二
三
。

（27）
安
田　

二
〇
〇
九
：
一
二
。

（28）
安
田　

二
〇
〇
九
：
四
。

（29）
『
嶋
屋
日
記
』
四
一
三
頁
。

（30）
灯
火
の
風
流
に
つ
い
て
考
察
し
た
三
田
村
佳
子
は
、
送
り
盆
・
地
蔵
盆
に
そ
の
源
を
発
す
る
灯
籠
風
流
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
造
り
物
が
あ
る
と
し
、
素
材
を
日
用
品
に
変
え
一
式
飾
り
が
誕
生
し
て
い
っ
た
と
す
る
。

特
に
こ
れ
ら
は
大
坂
を
中
心
と
し
た
海
陸
諸
街
道
沿
い
の
町
々
に
分
布
し
、
陶
器
な
ど
の
商
人
の
行
商
に

よ
っ
て
伝
播
し
て
い
っ
た
と
推
察
し
て
い
る
［
三
田
村　

二
〇
二
一
：
一
四
三
―
一
四
五
］。

（31）
西
岡　

二
〇
一
四
：
二
七
。
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表１　造り物順位年表（昭和50年度～令和元年度）

【凡例】・昭和 50 年度～昭和 63 年度（昭和 53・57 年度を除く）および平成 12 年度～平成 30 年度（平成 18・19 年度を除く）については、高森町商工会が所蔵する風鎮祭関係資料のうち、
現在確認できるもののみを反映した。なお、昭和 53・57 年度および平成元年度～平成 11 年度、平成 18・19 年度については、『熊本日日新聞』および『広報たかもり』の記事を参
照した。

　　　　・平成元年度～平成 5 年度については、安田宗生委員長より新聞記事の情報をご提供いただいた。
　　　　・令和元年度については、記録写真（筆者撮影）による情報を反映した。
　　　　・町・組・作品名・順位の表記は基本的に高森町商工会所蔵資料および『熊本日日新聞』に掲載された表記に従った。

年度 町 組 作品名 順位

令和元年度

旭通 旭通下組 風鎮カサゴ 特賞

下町 下町中組（資）大塚商店 風鎮火山 金賞一席

天神 天神区 ハクトウワシ 金賞二席

下町 下町上組 阿蘇五岳の護り豚【雲海龍】 金賞三席

昭和 昭和 6 組 令和を駆ける猪 銀賞一席

下町 下町下組ひめゆり 癒しタイ 銀賞二席

旭通 旭区向上会 高森田楽いただきます 銀賞二席

昭和 昭和向上会 OB 神龍 銀賞四席

昭和 41 会 （東峰ルート登山中の）ノコギリクワガタ 銅賞一席

横町 造物愛好会 オオルリシジミ 銅賞二席

上町 上町向上会 とんぼ 銅賞三席

横町 横町向上会 OB アシナガグモ 銅賞四席

平成 30 年度

下町 下町中組（資）大塚商店 ティラノザウルス 特賞

天神 天神区 クマゼミ 金賞一席

下町 下町上組 下町玄武 金賞二席

昭和 昭和 6 組 柴犬 金賞三席

下町 下町下組 平成最後の下町錦 銀賞一席

昭和 41 会 TAKAraMORI の空を飛ぶダンボ 銀賞二席

横町 造物愛好会 バッタ 銀賞三席

横町 横町向上会 OB D51 銀賞四席

旭通 旭通区 風鎮パンダシャンシャン 銅賞一席

上町 上町向上会 イルカに乗ったひょっこりはん 銅賞二席

平成 29 年度

旭区 旭通下組 風鎮の大カマキリ 特賞、高森町賞

上町区 上町上組 亀 金賞一席、高森町議会賞

下町区 下町（資）大塚商店 イケメン　ゴリラ 金賞二席、高森町商工会賞

天神区 天神区 ガマガエル 金賞三席、高森町観光協会賞

下町区 下町楽友会 あっぱれ！めで鯛！ 銀賞一席、JA 阿蘇高森中央支所賞

下町区 下町第 3 隣組 何を造ろうかなぁ ? 閃いた！ひらめ 銀賞二席、阿蘇森林組合高森支所賞

昭和区 昭和 6 組 折り鶴 銀賞三席、肥後銀行高森支店賞

上町区 上町向上会 キャプテンデイヴィ・ジョーンズ 銀賞四席、熊本県信用組合高森支店賞

昭和区 41 会 暑か ~ 夏行水始めた人魚姫（マーメイド） 銅賞一席、阿蘇南部地区交通安全協会賞

横町区 横町造物愛好会 大発見！ツチノコ 銅賞二席、南阿蘇安全運転管理者等協議会賞

昭和区 昭和向上会 招きねこ 銅賞三席

平成 28 年度

旭通り区 旭通下組 復興熊本不死鳥 特賞、高森町賞

昭和区 昭和区梅香苑デイケアセンター 静衛門と予知ナマズ参上 金賞一席、高森町議会賞

旭通り区 旭通三山片愛好会 ウルトラマンガイアシリーズミズノエノリュウ 金賞二席、高森町商工会賞

下町区 下町区（資）大塚商店 カンガルー 金賞三席、高森町観光協会賞

昭和区 昭和第 6 組 復興ねがいざる 銀賞一席、JA 阿蘇高森中央支所賞

上町区 上町上組 復興イルカ 銀賞二席、阿蘇森林組合高森支所賞

下町区 下町 3 組 ファインディング・ドリー 銀賞三席、肥後銀行高森支店賞

天神区 天神区 コオニヤンマ 銀賞四席、熊本県信用組合高森支店賞

昭和区 41 組 ピノキオ 銅賞一席、阿蘇南部地区交通安全協会賞

上町区 高森町商工会青年部 オウム 銅賞二席、南阿蘇安全運転管理者等協議会賞

昭和区 昭和向上会 ピカチュウ 銅賞三席

横町区 横町七組 A なかよし会 がんばれ、くまもん 銅賞四席

横町区 横町造物愛好会 キハダマグロ 銅賞五席

上町区 上町向上会 ド根性復興蛙 奨励賞

平成 27 年度

旭通り区 下組 都会の巣造り 特賞

上町区 上組 蟹 金賞一席

下町区 3 組 ファインディング　ニモ 金賞二席

昭和区 6 組 羊 金賞三席

下町区 有志一同 密林の王者　パンダ 銀賞一席

下町区 向上会 磯の王者　石鯛 銀賞二席

昭和区 向上会 トトロ 銀賞三席

横町区 造り物愛好会 風鎮アメンボ 銀賞四席

上町区 向上会 納涼！！クリオネ 銅賞

平成 26 年度

旭通り 下組 狩りをする鷲 特賞

旭通り 上組 山鹿の川がに 金賞一席

下町 3 組 エンゼルフィッシュ 金賞二席

上町 上組 アリとキリギリス 金賞三席

昭和 昭和 41 会同期会 幸せを運ぶブルービー 銀賞一席

昭和 6 組 馬 銀賞二席

横町 7・A 組 あげはちょう 銀賞三席

下町 向上会 ラオウを探す黒王子 銀賞三席

横町 造り物愛好会 風鎮大トカゲ 銅賞一席

昭和 向上会 ふなっしー 銅賞二席

横町 7・A 組 ペンギン 銅賞三席

上町 向上会 ウィスパー 銅賞四席

平成 25 年度

旭通 下組 ハイヤを踊る鯱 1

旭通 上組 風鎮祭で天草観光を招くシオマネキ 2

上町 上組 じぇ、じぇ、じぇ、かまきり 3
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年度 町 組 作品名 順位

平成 25 年度

下町 2 組 天草名物　天空まぐろ 4

下町 3 組 牛深ハイヤを踊るガラカブ 5

昭和 41 会 山ん河豚 6

昭和 6 組 キングコブラ 7

横町 横町造り物愛好会 こりゃ何ジャ海蛇ジャ 8

昭和 向上会 武将　くまモン 9

下町 5 組 天草の太刀魚 10

平成 24 年度

下町 2 組 ワイルドだぜ ~ 麒麟 1

旭通 下組 羽を休めるタカ 2

旭通 上組 大阿蘇の空に飛び舞うトンボ 3

昭和 第 6 組 大海馬 4

上町 上組 カニ 5

下組 3 組 ロンドンフィッシュ 6

横町 造り物愛好会 風鎮海老 7

下町 5 組 狸のドジョウすくい 7

昭和 向上会 昭和のしゃんしゃん馬 9

天神 天神区 てんとう虫 10

平成 23 年度

旭通り 中組 亀の田がめちゃん 特賞

下町 2 組 なでしこ鷲 金賞一席

旭通り 下組 フクロウとねずみ 金賞二席

昭和 6 組 日本雪兎 金賞三席

上町 下組 別所のガメラ 銀賞一席

下町 3 組 がんばろう日本　不死鳥 銀賞二席

上町 上組 猫だけ 銀賞三席

横町 七組 A くまもん 銀賞四席

上町 上町向上会 叶うネコ 銅賞一席

下町 5 組 風鎮ガッパー 銅賞二席

昭和 向上会 お父さんに成り損ねた白熊 銅賞三席

横町 横町造り物愛好会 鯉 銅賞四席

平成 21 年度

上町 上組 1，2，3，4，9 ペガサス 特賞

旭通 下組 風鎮孔雀 金賞一席

昭和 6 組 肥後の赤牛 金賞二席

旭通 中組 祝築城 400 年熊本城平成の鯱 金賞三席

下町 高森サッカークラブ イワトビペンギン 銀賞一席

昭和 向上会 縄と綱で急いで造りました。横綱土佐っ犬 銀賞二席

下組 第 5 組 風鎮ガンダム 銀賞三席

下組 第 3 組 きゃりこちようび（金魚） 銀賞四席

下組 第 2 組 アシカも見上げる皆既日食 銅賞一席

昭和 7 組 孔雀 銅賞二席

横町 横町造り物愛好会 海老ちゃん 銅賞三席

旭通 上組 キアゲハ蝶 銅賞四席

天神 野球部 プテラノドン 銅賞五席

横町 横町第七 A 組 カラスアゲハ 奨励賞

昭和 高森高校生徒会 ハローキティ― 奨励賞

平成 20 年度

上町 1，2，3，4，9 組 ごすワクド

順位不明
上町 カーニバルズ ヤッターマン

横町 造り物愛好会 精霊カマキリ

横町 7，A 組 幻の蛇つちのこ

下町 二組 レッサーパンダ風鎮くん 特賞

下町 三組 北京山猫

順位不明

下町 五組 風神

下町 向上会 キリン

下町 サッカークラブ 鯱

高森ベースボールクラブ 金剛力士象

高森ソフトボール協会 バボチャン

昭和 六組 俵の大ねずみ

昭和 7 組 ゴジラ

昭和 向上会 OH ！！かぶと虫

昭和 高森高校生徒会 空に飛びたて！ Dragonfly ！

旭通り 上組 熊本の赤牛

旭通り 中組 聖火をもつ覇王龍（ティラノサウルス）

旭通り 下組 ミサゴ 特賞

平成 19 年度

旭通り 中組 樽獅子 特賞

下町向上会 別所の主アロワナ

順位不明
※「広報たかもり」（2007 年 9 月号）より

昭和 第 6 組 山の守り神白イノシシ

昭和 第 7 組 軍鶏

昭和向上会 威勢のいい風鎮祭にヒトデがありますように

上町 1，2，3，4，9 組 スズメバチ

上町 カーニバルズ ドラえもん

横町 7 組 A 女郎蜘蛛

横町 造り物愛好会 羽黒とんぼ

下町 第 2 組 風鎮摩利支天

下町 第 3 組 クマノミ

下町 第 5 組 シーサー

社会人サッカーク
ラブ さっかーな ?

高森高校生徒会 機動戦士ガンダム

旭通り 上組 魔除けの虎 順位不明
※「広報たかもり」（2007 年 9 月号）より旭通り 下組 鳳凰
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年度 町 組 作品名 順位

平成 18 年度
下町 2 組 犬猿の仲（パンくんとジェームス） 特賞

上町 上組 サッカーする象 ※その他順位不明。「広報たかもり」（2006 年 9 月号より）

平成 17 年度

旭通り 旭下組 風鎮鷹 特賞

旭通り 旭中組 ムウロン山羊 金賞一席

上町 上町 1，2，3，4，9 組 カマキリ 金賞二席

旭通り 旭上組 鳳凰 金賞三席

昭和 昭和 7 組 蝶 銀賞一席

昭和 昭和 8 組 高森コーチン 銀賞二席

昭和 昭和 6 組 レッサーパンダ風太くん 銀賞三席

下町 下町第 3 組 アメリカンコッカスパニエル 銀賞四席

下町 下町第 5 組 蝶 銅賞一席

天神 天神区 カツラチャボ 銅賞二席

横町 造り物作ろう会 ムシキング　ヘラクレスオオカブト 銅賞三席

横町 横町頑張ろう会 オオヤマトンボ 銅賞四席

上町 上町向上会 くわがた 銅賞五席

上町 上町カーニバルズ 犬 奨励賞

横町 横町区第 7，A 組 鯉（産地旧山古志村） 奨励賞

平成 16 年度

旭通区 下組 鯱鉾 特賞

旭通区 中組 マンドリル（猿）　原産地アフリカ 金賞一席

上町区 1，2，3，4，9 組 くもとトンボ 金賞二席

旭通区 上組 大海カメ 金賞三席

下町区 楽友会 ガンダム　フーチン 銀賞一席

昭和区 7 組 蝉ツクツクボウシ 銀賞二席

昭和区 8 組 インド孔雀 銀賞三席

下町区 3 組 チャボ 銀賞四席

横町区 横町がんばろう会 湧水アゲハ 銅賞一席

天神区 天神区 河豚 銅賞二席

横町区 第 7，A 組 伊勢エビ 銅賞二席

下町区 5 組 大黒さん 銅賞四席

昭和区 6 組 風鎮猿アテネへ参上 銅賞五席

横町区 横町造物愛好会新鮮組 えっ、トンボ ? こりゃあチョンボ！ 奨励賞

上町区 向上会 鶴 奨励賞

平成 15 年度

下町 2 組 ゴジラ 55 特賞

旭 中組 キリンビール 金賞一席

旭 下組青年部 タマチャン 金賞二席

旭 上組 沖縄のシーサー 金賞三席

上町（天神） 天神 ワニ 銀賞一席

上町 1，2，3，4，9 組 クロコダイル 銀賞二席

昭和 6 組 イリエワニ 銀賞三席

昭和 7 組 オオルリシジミ 銀賞四席

下町 6 組 虎がほほえむタイガース 銅賞一席

下町 3 組 多摩川のたまちゃん 銅賞二席

旭 下組婦人部 ダチョウ 銅賞三席

昭和 8 組 ヤツガシラ 銅賞四席

上町 カーニバルズ 桃太郎　猿 奨励賞

上町 向上会 OB 金魚 奨励賞

横町 横町がんばろう会 くわがた 奨励賞

横町 横町造り物愛好会 くるまえび 奨励賞

下町 5 組 コブラの踊り 奨励賞

下町 下町老人会集友会 瀬戸の花嫁 奨励賞

平成 14 年

下町 第 2 組 風鎮伊豫之守 特賞

旭通 下組 風鎮鷹 金賞一席

下組 第 5 組 豹突進景気奪還 金賞二席

旭通 中組 白頭鷲 金賞三席

旭通 上組 山ねこ 銀賞一席

昭和 第 6 組 雀蜂 銀賞二席

昭和 第 7 組 風鎮龍 銀賞三席

上町天神 上町上組 バッタ 銀賞四席

下町 第 3 組 紅こんごいんこ 銅賞一席

上町天神 天神区 ツバメ 銅賞二席

上町天神 上町第 7 組 こがねぐも 銅賞三席

横町 造り物ガンバロー会 高森かんむり鷲 銅賞四席

上町天神 上町向上会 たぬき 銅賞五席

上町天神 上カーニバルズ 竜宮の亀 奨励賞

昭和 第 8 組 ふくろう 奨励賞

横町 造り物愛好会 トキのつもりが鳩じゃった 奨励賞

横町 第 9 組 プーさん 奨励賞

下町 第 7 組 チャボ 奨励賞

平成 13 年度

旭通 下組 おふくろさん 特賞

下町 2 組 風鎮弁財天 金賞一席

旭通 上組 2001 年の顔ライオン 金賞二席

旭通 中組 総体に舞う火の鳥 金賞三席

下町 5 組 有明のむつごろう 銀賞一席

昭和 7 組 風鎮チャボ 銀賞二席

昭和 6 組 ハシシロキツツキ 銀賞三席

上町 1，2，3，4，9 組 肥後コーチン 銀賞四席

昭和 8 組 火くい鳥 銅賞一席

下町 3 組 水鳥 銅賞二席

上町 天神区 ペンギン 銅賞三席
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年度 町 組 作品名 順位

平成 13 年度

横町 造り物愛好会 えっこれがエビこりゃーダメラ 銅賞四席

横町 がんばろう会 がんこ鳥 努力賞

下町 7 組 カマキリ 努力賞

横町 がんばろう会 盆ガエル 努力賞

昭和 高森高校 とんぼ 努力賞

平成 12 年度

旭通 下組 風鎮を舞うワシ 特賞

下町 2 組 21 世紀をカンガルー 金賞一席

旭通 中組 わに 金賞二席

旭通 上組 大鷹の若鳥 金賞三席

昭和 6 組 キンメフクロウ 銀賞一席

下町 3 組 しあわせを呼ぶ招き猫 銀賞二席

上町 1，2，3，4，9 組 リス 銀賞三席

昭和 7 組 闘鶏 銀賞四席

昭和 8 組 ホホジロカンムリヅル 銅賞一席

上町 向上会 ヘラクレスおおかぶと 銅賞二席

横町 6 組 千年龍 銅賞三席

天神 全区 孔雀 銅賞四席

横町 造り物愛好会 大吟チョウとカンカン虫 銅賞五席

下町 7 組 ランチュウ― 奨励賞

昭和 高森高校 ロケット 奨励賞

平成 11 年度 下町 5 組 龍虎雲海に相い撃つ

特賞
※その他の順位は不明。全20基が出品。ほかに、待望のヒナ誕生に
沸いたトキや大ヒットした映画「スターウォーズ」など。（1999年
8 月19日付『熊日』より）

平成 10 年度 下町 5 組 密林の死闘

特賞
※その他の順位は不明。ほかに、皿を重ねて制作した金魚、靴下を
羽根に見立てたツル、軍手などを使ったチャボなど。（1998年 8 月
19日付『熊日』より）

平成 9 年度 下町 2 組 風鎮龍
特賞
※その他の順位は不明。ほかに、「殿様バッタ」「トトロ」「白雪
姫」など20基が出た。（1997年 8 月19日付『熊日』より）

平成 8 年度 下町 2 組 招福恵比寿

特賞
※その他の順位は不明。ほかに、「のど赤はちどり」「ゴジラ」「ス
ズメバチ」「玉獅子」など19基が出た。（1996年 8 月19日付『熊
日』より）

平成 7 年度 下町 2 組 魔除獅子シーサー

特賞
※その他の順位は不明。ほかに、青や赤のスリッパを使った「べに
こんごういんこ」、バドミントンのラケットでできた「ばった」な
ど18基が出た。（1995年 8 月19日付『熊日』より）

平成 6 年度 順位不明。「ブルドッグ」「松の木」など 16 基が出た。（1994 年 8 月 19 日付『熊日』より）

平成 5 年度

下町 2 組 オオワシ 特賞

上町 ジャガーズ そうジャガー 金賞

旭通 中組 虎 金賞

旭通 下組 新生狸 金賞

旭通 上組 恐竜 銀賞

上町 1，2，3，4 組 こうもり 銀賞

上町 5，6 組 くも 銀賞

下町 3 組 しゃも 銀賞

平成 4 年度
※台風のた
め山引き中

止

昭和 6 組 唐獅子 特賞

上町 ジャガーズ さるかに合戦 金賞

下町 2 組 ざりがに 金賞

旭通 中組 ふくろう 金賞

下町 5 組 七面鳥 銀賞

昭和 7 組 アシナガ蜂 銀賞

旭通 下組 旭鷹 銀賞

上町 5 組 おにやんま 銀賞

昭和 8 組 風鎮龍 銅賞

旭通 上組 猿回し 銅賞

上町 1，2，3，4 組 とんぼ 銅賞

横町 6 組 げんじぼたる 銅賞

上町 7 組 反省ざる 銅賞

平成 3 年度

下町 2 組 イグアノドン 特賞

上町 5・6 組 伊勢エビ 金賞

昭和 6 組 河童 金賞

旭通 中組 土佐犬 金賞

上町 1~4 組 かわせみ 銀賞

上町 ジャガーズ 風神 銀賞

横町 6 組 アメリカざりがに 銀賞

平成 2 年度
※高森駅前
に造り物展
示館完成

下町 2 組 麒麟 特賞

旭通 上組 加藤清正公 金賞

上町 ジャガーズ ティラノサウルス 金賞

旭通 中組 飛龍 金賞

平成元年度

上町 ジャガーズ 闘鶏 特賞

昭和 6 組 風鎮風鈴 金賞

旭通 中組 唐獅子 金賞

上町 5・6 組 バッタ 金賞

昭和 63 年度

上町天神 ジャガーズ やまたのおろち 特賞

昭和 6 組 風鎮太鼓 金賞

下町 2 組 根子岳ヤマネコ 金賞

上町天神 5，6 組 昇る龍 金賞

旭通 中組 兜 銀賞

昭和 7 組 すずめ鷹 銀賞

下町 3 組 わに 銀賞
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年度 町 組 作品名 順位

昭和 63 年度

昭和 9 組 やどかり 銀賞

旭通 上組 旭龍 銅賞

旭通 下組 北海の熊 銅賞

下町 4 組 風鎮魚 銅賞

下町 6 組 禿鷲 銅賞

横町 6 組 金龍 銅賞

下町 5 組 熱帯魚

昭和 8 組 熱帯魚

上町天神 1，3 組 丹頂づる

上町天神 7 組 金魚

横町 4 組 フラミンゴ

下町 7 組 ダッコチャン人形

横町 11 組 別所の鯉

昭和 61 年度

昭和 6 組 武蔵坊弁慶 特賞

旭通 下組 虎 1 － 1　1 等一席

昭和 7 組 すずめ鷹 1 － 2　1 等二席

横町 9 組 牛若丸と弁慶 2 － 1　2 等一席

上町 5，6 組 蟻 2 － 2　2 等二席

下町 3 組 かめ 2 － 3　2 等三席

下町 5 組 恐竜 3 － 1　3 等一席

役場 百獣の王ライオン 3 等一席相当

旭通 中組 矮鶏 3 － 2　3 等二席

昭和 9 組 花と蝶 3 － 3　3 等三席

下町 2 組 峠のたぬき 3 － 4　3 等四席

上町 1，3 組 えび 3 － 5　3 等五席

昭和 8 組 はにわ土偶（武人） 努力 1

旭通 上組 えび 努力 2

横町 6 組 虎蜂 努力 3

上町 5，6 乙組 黄金蜘蛛 努力 4

下町 6 組 つる 努力 5

上町 7 組 小猫 努力

昭和 4 組 かき氷 努力

横町 10 組 かぶとむし 努力

昭和 60 年度

昭和 6 組 御縁みこし 特賞、町長賞

旭通 下組 龍 1 － 1、町議会長賞

下町 2 組 カンガルー 1 － 2、商工会長賞

下町 5 組 イグアナ 2 － 1、農協長賞

昭和 9 組 くじゃく 2 － 2、肥後銀行賞

高森町役場 印度くじゃく 2 － 2 相当

上町 1，3 組 鷲 2 － 3、森林組合賞

昭和 7 組 かっこう 3 － 1

横町 9 組 阿蘇の赤牛 3 － 2

旭通 上組 こい 3 － 3

上町 5，6 組（2） 虎 3 － 4

横町 10 組 くわがた 3 － 4

昭和 8 組 魚ギョ 3 － 5

上町 5，6 組（1） 山鳥 努力賞 1

横町 6 組 鬼やどかり 努力賞 2

旭通 中組 狸のドジョウすくい 努力賞 3

下町 6 組 ライオン 努力賞 4

横町 11 組 ヘリコプター電々号 努力賞 5

上町 7 組 あまご 敢闘賞

下町 8 組 やどかり 敢闘賞

昭和 59 年度

旭通 下組 荒鷲 特賞

昭和 9 組 わし 1 等－ 1

下町 2 組 ふくろう 1 等－ 2

昭和 7 組 あげは蝶 2 等－ 1

下町 3 組 エリマキトカゲ 2 等－ 2

天神 1，2 組 えりまきとかげ 2 等－ 3

横町 9 組 エリマキトカゲ 3 等－ 1

昭和 6 組 イーグル・サム 3 等－ 2

上町 5，6 組 骸骨 3 等－ 3

下町 5 組 キリン 3 等－ 4

旭通 中組 たから船 3 等－ 5

横町 6 組 おにおこぜ 努力賞－ 1

上町 1，2，3 組 蝶 努力賞－ 2

昭和 8 組 ふぐ 努力賞－ 3

横町 8 組 かぶと虫 努力賞－ 4

下町 8 組 エリマキトカゲ 努力賞－ 5

上町 7 組 らくだ（シルクロードを行く） 敢闘賞

横町 10 組 えりまきとかげ 敢闘賞

昭和 58 年度

上町 5，6 組 蜂 特賞、高森町長賞

昭和 9 組 鯉 1 等－ 1、高森町議会長賞

昭和 7 組 軍鶏 1 等－ 2、商工会長賞

昭和 6 組 祇園山鉾 2 等－ 1、農協長賞

下町 5 組 たつのおとしご 2 等－ 2、肥後銀行賞

旭通 下組 牡鹿 2 等－ 3、森林組合長賞

下組 2 組 雉子 3 等－ 1

天神 1，2 組 山鳥 3 等－ 2
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年度 町 組 作品名 順位

昭和 58 年度

昭和 8 組 さそり 3 等－ 3

横町 9 組 南郷の虎 3 等－ 4

下町 3 組 パンダ 3 等－ 4

上町 1，2，3 組 イリエ・ワニ 努力賞－ 1

下町 4 組 ロボット 努力賞－ 2

下町 8 組 蜘蛛 努力賞－ 3

下町 6 組 たんちょうづる 努力賞－ 4

旭通 中組 かめ 努力賞－ 5

横町 6 組 とんぼ 敢闘賞

旭通 上組 えび 敢闘賞

上町 7 組 ワシ 敢闘賞

横町 8 組 北海道の熊 敢闘賞

横町 10 組 いのしし 敢闘賞

高森町役場 みつ蜂 審査外（特別参加）

天神・上町向上会 がま

昭和 57 年度
昭和 8 組 孔雀 特賞

横町 9 組 横綱土佐犬 ※その他順位不明。全23基出品。「広報たかもり」（第277号より）

昭和 56 年度

旭通 下組 玉獅子 特賞

昭和 6 組 1，906 年製ベンツ 1 等－ 1

昭和 9 組 ちゃぼ 1 等－ 2

上町 5，6 組 キリン 2 等－ 1

昭和 7 組 やまどり 2 等－ 2

下町 5 組 ちょうちょううお熱帯魚 2 等－ 3

上町 7 組 かじき 3 等－ 1

横町 9 組 風鎮虎 3 等－ 2

下町 2 組 軍鶏 3 等－ 3

上町 1，2，3 組 獅子の灰皿 3 等－ 4

横町 6 組 たかあしがに 努力賞－ 1

横町 4 組 げんじほたる 努力賞－ 2

横町 10 組 コンゴー・インコ 努力賞－ 3

昭和 8 組 陶器のたぬき 努力賞－ 4

下町 6 組 つる 努力賞－ 5

横町 8 組 肥後かつらチャボ 敢闘賞

旭通 上組 風鎮チャボ 敢闘賞

旭通 中組 二見浦夫婦岩 敢闘賞

天神 3 組 猪 敢闘賞

昭和 55 年度

上町 6 組 さそり 特賞

昭和 7 組 あげは蝶 1 等－ 1

下町 3 組 虎 1 等－ 2

下町 2 組 鯛 2 等－ 1

横町 9 組 百獣の王 2 等－ 2

上町 7 組 龍 2 等－ 3

昭和 8 組 コブラ 3 等－ 1

旭通 上組 鯉 3 等－ 2

横町 6 組 かっぱ 3 等－ 3

昭和 6 組 ウルトラマン 3 等－ 4

旭通 下組 鯛の塩焼 3 等－ 5

昭和 9 組 大カブト 努力賞－ 1

下町 5 組 銀鶏 努力賞－ 2

横町 4 組 すゞ虫 努力賞－ 3

旭通 中組 くわがた 努力賞－ 4

下町 6 組 かめ 努力賞－ 5

横町 1 組 黄金の鯉 努力賞－ 6

昭和 54 年度

下町 3 組 恐竜 特賞

横町 9 組 出陳 1 等－ 1

昭和 9 組 鷹 1 等－ 2

下町 5 組 きんけい 2 等－ 1

下組 2 組 尾長鳥 2 等－ 2

旭通 1，6，7，14，15 組 麒麟 2 等－ 3

昭和 6 組 恐竜 3 等－ 1

旭通 2，4，8，9，16 組 ばった 3 等－ 2

上町 1，3 組 わし 3 等－ 3

昭和 7 組 虎 3 等－ 4

上町 5，6 組 鶴の一声 3 等－ 5

横町 6 組 鯱鉾 努力賞－ 1

横町 4 組 孔雀 努力賞－ 2

天神 3 組 天神丸 努力賞－ 3

旭通 3，5，10，11，12 組 ひつじ 努力賞－ 4

昭和 8 組 がちょう 努力賞－ 5

下町 6 組 いのぶた

下町 4 組 口さけ女

上町 7 組 トンボとすゝき

上町 4 組 いしわくど

昭和 53 年度 町・組不明

ゴジラ

順位不明
※「広報たかもり」（第 229 号）より

黒ダイ

伊勢エビ

レーシングカー

昭和 52 年度
上町 1，3 組 放れ駒 特賞

上町 5，6 組 梅に鶯 1 等－ 1
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年度 町 組 作品名 順位

昭和 52 年度

昭和 7 組 コンゴー・インコ 1 等－ 2

下町 2 組 虎 2 等－ 1

ライオンズクラブ L.C トンボ 2 等－ 1　特別参加

横町 4 組 軍鶏 2 等－ 2

下町 5 組 カブト 2 等－ 3

昭和 6 組 ベンケイ・ガニ 3 等－ 1

下町 3 組 宿借（ヤドカリ） 3 等－ 2

旭通 3，5，10，11，12，13 組 鯉 3 等－ 3

天神 1，2 組 あねはづる 3 等－ 4

天神 4 組 蝶と花 3 等－ 4

昭和 9 組 錦鯉 努力賞－ 1

横町 6 組 アリマン 努力賞－ 2

上町 4 組 若猪 努力賞－ 3

上町 7 組 かめ 努力賞－ 4

旭通 2，4，8，9 組 つのむし 努力賞－ 5

昭和 8 組 七面鳥

横町 1 組 北海の白熊

下町 6，11 組 わし

横町 8 組 くも

旭通 1，6，7，14，15 組 蝶

下町 4 組 優賞楯

昭和 5 組 ちょう

昭和 51 年度

下町 2 組 金魚科　獅子頭 特賞

上町 5，6 組 いせえび 1 等－ 1

昭和 7 組 油ぜみ 1 等－ 2

昭和 6 組 雲のじゅうたん利根号 2 等－ 1

横町 4 組 竜の落し子 2 等－ 2

上町 1，3 組 風鎮ばやし 2 等－ 3

横町 9 組 鷹 3 等－ 1

下町 5 組 きじ 3 等－ 2

昭和 8 組 ヒクイドリ 3 等－ 3

昭和 9 組 でんでん虫 3 等－ 4

天神 5 組 はりねずみ 3 等－ 5

上町 7 組 キリン 努力賞－ 1

旭通 2，4，8，9 組 雲りゅう 努力賞－ 2

下町 3，8 組 軍鶏 努力賞－ 3

下町 4 組 フーチンロボット 努力賞－ 4

天神 3，4，8 組 蝶と花 努力賞－ 5

横町 8 組 かのこばと 努力賞－ 6

横町 6 組 おうむ

旭通 3，5，10，11，12 組 いしかぶと

横町 1 組 たいやき君

旭通 1，6，7，14 組 七星てんとう虫

下町 6，11 組 恐竜

昭和 5 組 一夜刀

昭和 50 年度

上町 5，6 組 わし 特賞

昭和 9 組 蝶 1 等－ 1

下町 2 組 こんごうインコ 1 等－ 2

昭和 7 組 くじゃく 1 等－ 3

下町 3 組 ちょうちょう魚 2 等－ 1

下町 6 組 ひおう 2 等－ 2

上町 7 組 かっぱ天国 2 等－ 3

昭和 6 組 戦車 3 等－ 1

横町 4 組 赤むかで 3 等－ 2

天神 3，4 組 公害の鯛 3 等－ 3

横町 3 組 がま 3 等－ 4

天神 5，6，7 組 丹頂づる 3 等－ 5

上町 5，6 組 河童 努力賞－ 1

旭通 旭号（うし） 努力賞－ 2

横町 6 組 グレート・マジンガー 努力賞－ 3

下町 5 組 始祖鳥 努力賞－ 4

旭通 孔雀 努力賞－ 5

横町 1 組 松に鶴

横町 8 組 羅漢山の大足長蜂

横町 10 組 豊年だるま

昭和 8 組 ロボット

旭通 うさぎ

下町 9 組 東京タワー
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第
四
章
　
風
鎮
祭
に
お
け
る
仮
装
行
列
と
に
わ
か

第
一
節　

通
し
物
―
仮
装
行
列
と
は

通
し
物
と
は
、
本
来
は
狂
言
や
歌
舞
伎
の
出
し
物
そ
の
も
の
を
指
す
言
葉
で
あ
る

が
、
博
多
ど
ん
た
く
や
長
崎
く
ん
ち
に
み
ら
れ
る
「
通
り
も
の
」
で
あ
り
、
自
由
気

ま
ま
に
仮
装
し
、
行
列
を
組
ん
で
、
太
鼓
や
三
味
線
を
演
奏
し
な
が
ら
、
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
、
練
り
歩
く
集
団
を
指
す
。「
通
り
も
の
」
は
風
流
系
祭
礼
行
列
の
用
語

と
し
て
、
西
日
本
の
祭
礼
で
み
ら
れ
る
が
、
東
日
本
で
は
、「
練
り
も
の
」
と
呼
ば

れ
る

（1）

。
な
お
、「
通
し
物
」
と
い
う
名
称
は
、
熊
本
県
菊
池
市
隈
府
の
「
松
囃

子
」
に
も
み
ら
れ
る
。

風
鎮
祭
に
お
け
る
「
通
し
物
」
と
い
う
表
現
は
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
横

町
文
書
に
「
旧
十
七
日
通
し
物
壱
つ
十
八
日
は
雨
天
に
て
三
丁
共
通
し
物
不
致
候

事
」
と
あ
る
。
ま
た
、
今
村
武
彦
『
高
森
郷
土
史
』（
大
正
四
年
）
に
も
「
俄
踊
造

り
物
、
通
し
物
」
と
あ
る
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
、
仮
装

を
と
も
な
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
九
月
九
日

『
九
州
』「
高
森
の
風
鎮
祭
」
に
、「
通
し
も
の
」
は
「
行
列
行
進
で
あ
っ
て
、
普
通

一
年
間
の
重
な
る
事
件
を
モ
デ
ル
と
し
て
取
材
す
る
。
こ
れ
を
三
町
で
競
争
的
に
仮

装
す
る
の
で
あ
る
。」
と
仮
装
し
て
練
り
歩
く
集
団
、
仮
装
行
列
そ
の
も
の
を
指

し
、
町
の
重
要
事
件
を
取
り
上
げ
、
仮
装
し
て
そ
れ
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
般
に
仮
装
と
は
性
別
や
年
齢
、
社
会
的
地
位
な
ど
そ
の
人
が
本
来
も
つ
属
性
や

立
場
と
は
異
な
る
人
や
モ
ノ
に
扮
装
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
で
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な

ど
日
常
と
は
異
な
る
自
分
を
演
出
す
る
も
の
す
べ
て
に
対
し
て
い
わ
れ
る
。
仮
装
行

列
は
文
字
通
り
そ
の
よ
う
な
人
や
モ
ノ
に
扮
し
て
練
り
歩
く
も
の
を
指
す
。
民
俗
学

的
に
は
風
流
と
し
て
災
厄
を
も
た
ら
す
神
霊
（
悪
霊
）
を
招
き
入
れ
、
地
域
を
巡
り

送
り
流
す
も
の
と
さ
れ
る
も
の
の
な
か
に
み
ら
れ
る
。
①
つ
く
り
も
の
―
博
多
山
笠

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
華
や
か
な
山
車
に
災
厄
を
も
た
ら
す
神
霊
を
招
き
入
れ
地
域
内

を
回
り
送
り
出
す
も
の
、
②
踊
り
―
念
仏
踊
り
、
太
鼓
踊
り
、
腰
輪
踊
り
な
ど
太
鼓

を
叩
き
、
被
り
物
な
ど
仮
装
し
て
踊
る
も
の
、
③
練
り
歩
き
―
神
輿
な
ど
に
伴
い
華

や
か
な
衣
装
を
着
飾
っ
て
練
り
歩
く
も
の
の
三
分
類
が
あ
る

（2）

。

仮
装
行
列
は
、
一
般
に
祭
り
の
場
に
お
け
る
山
車
や
屋
台
な
ど
と
と
も
に
神
幸
行

列
に
つ
き
、
三
味
線
・
太
鼓
の
囃
子
に
合
わ
せ
、
異
様
な
出
で
立
ち
の
華
や
か
な
仮

装
と
練
り
歩
き
あ
る
い
は
踊
り
と
い
う
身
体
表
現
を
と
も
な
い
、
本
来
は
集
団
で
舞

踊
を
お
こ
な
う
も
の
と
さ
れ
る
。

安
田
宗
生
に
よ
れ
ば
、
仮
装
行
列
は
「
異
様
な
化
粧
と
奇
抜
な
衣
装
と
い
う
俄
の

伝
統
の
上
に
成
立
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
に
わ
か
と
同
様
に
「
意
思
や
感
情
を
表
明

す
る
」
集
団
の
公
開
場
所
で
あ
っ
た
と
す
る

（3）

。

現
在
仮
装
行
列
そ
の
も
の
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
仮
装
そ
の
も
の
は
目
覚
し
行

事
お
よ
び
各
向
上
会
の
「
に
わ
か
」
や
五
町
競
演
会
に
お
け
る
パ
フ
ォ
―
マ
ン
ス
、

「
総
踊
り
」
や
「
こ
ど
も
手
踊
」、
あ
る
い
は
「
造
り
物
」
の
山
引
の
際
に
造
り
物
の

一
部
と
し
て
人
が
扮
装
す
る
も
の
な
ど
、
風
鎮
祭
の
主
要
行
事
の
様
々
な
場
面
で
見

ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
風
鎮
祭
に
お
い
て
、
仮
装
あ
る
い
は
仮
装
行
列
が
ど
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

阿
蘇
高
森
神
社
宮
司
岩
下
八
束
が
記
し
た
『
昭
和
参
四
年
八
月
風
鎮
祭
に
就
い

て
』
の
記
録
に
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）「
神
事
相
済
ま
ざ
る
に
余
興
相
始
め
候

不
都
合
に
付
使
差
立
差
止
候
事
」
と
神
事
が
終
わ
っ
て
な
い
の
に
余
興
を
始
め
た
の
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で
差
し
止
め
に
し
た
と
あ
り
、
神
社
側
に
は
神
事
以
外
は
余
興
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
九
月
六
日
『
九
州
』
に
は
、「
毎
年
旧
七
月
十
六
日

よ
り
十
八
日
ま
で
三
日
間
風
鎮
祭
と
称
し
」、「
夜
間
は
手
踊
り
昼
間
は
諸
種
の
作
り

物
を
し
て
三
味
太
皷
其
他
の
囃
し
を
入
れ
て
町
内
を
舁
ぎ
廻
る
の
習
慣
な
る

（
略
）」
と
、
夜
間
の
「
手
踊
り
」
と
昼
間
の
「
作
り
物
」
が
祭
の
中
心
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
「
手
踊
り
」
も
、「
上
町
は
時
代
劇
、
横
町
は
壮
士
劇
、
下
町
は

手
踊
り
」
と
あ
り
、
踊
り
の
他
に
芝
居
仕
立
て
の
演
芸
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

大
正
中
期
以
降
に
は
、
鉄
道
な
ど
の
交
通
の
整
備
を
背
景
に
、
祭
り
を
観
光
資
源

化
と
し
て
活
用
す
る
動
き
が
全
県
的
に
活
発
化
す
る
が

（4）

、
風
鎮
祭
そ
の
も
の
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

「
風
祭
の
余
興
と
し
て
（
中
略
）
老
若
男
女
が
打
寄
り
盆
踊
り
を
な
し

4

4

4

4

4

4

地
方
農
民

の
唯
一
の
楽
し
み
」（5）

や
「
風
鎮
め
の
為
め
盆
の
時
期

4

4

4

4

に
町
民
が
打
寄
っ
て
祭
典
を

行
ふ
。
祭
典
は
旧
七
月
十
六
日
に
始
ま
り
余
興
と
し
て
老
若
男
女
盛
ん
に
舞
ひ
踊
る

の
に
起
り
（
略
）」（6）

あ
る
い
は
「
阿
蘇
高
森
町
の
風
鎮
祭
は
風
祭
り
の
余
興
に
農
家

の
老
若
男
女
が
集
ま
っ
て
夜
を
徹
し
て
盆
踊
り
を
な
す

4

4

4

4

4

4

年
に
一
度
の
慰
安
日
」（7）

【
傍
点
筆
者
】
等
、
風
鎮
祭
が
盆
に
お
こ
な
う
盆
踊
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

風
鎮
祭
は
「
ボ
ン
ア
ガ
リ
に
お
こ
な
う
祭
り
で
、
町
方
が
祭
り
を
お
こ
な
っ
て
周

辺
の
農
家
の
人
達
に
ゆ
っ
く
り
し
て
も
ら
い
、
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
思
い
で

お
こ
な
っ
て
い
た
。」（8）

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
商
家
が
農
家
に
対
す
る
報
恩
感
謝
か
ら

起
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
盆
が
済
ん
だ
後
の
農
業
者
や
他
地
域
の
人
達
が
、
買
い
物
を

お
こ
な
う
場
、
町
と
周
辺
農
村
地
域
の
交
流
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
心
と
体
を
癒

す
娯
楽
と
実
用
品
を
消
費
、
散
財
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。

風
鎮
祭
に
お
け
る
「
仮
装
」「
仮
装
行
列
」
に
関
す
る
名
称
の
初
出
は
、
管
見
の

限
り
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
八
月
三
十
一
日
付
『
九
州
』
で
、「
風
鎮
見
事

な
作
り
物
五
十
余
は
人
波
に
も
ま
れ
も
ま
れ
て
練
り
歩
き
、
一
方
に
は
仁
輪
加
や
仮

装
行
列
」
と
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
「
俄
手
踊
」「
俄
踊
」
と
の
表
現
が
あ
る
だ
け
で

あ
る
。
ま
た
同
紙
に
は
「
商
工
会
や
青
年
団
（
略
）
去
る
二
十
日
か
ら
お
祭
り
当
日

ま
で
大
売
出
し
（
略
）
青
年
団
員
等
は
当
日
の
呼
物
の
一
た
る
余
興
の
仮
装
行
列
や

仁
輪
加
の
稽
古
に
数
日
前
か
ら
（
略
）
前
日
二
十
八
日
に
は
既
に
景
気
つ
け
の
た
め

に
之
等
の
仮
装
行
列
等
は
町
内
を
練
り
歩
き
（
略
）」
と
仮
装
行
列
は
に
わ
か
と
同

様
、
す
で
に
商
店
の
大
売
り
出
し
で
の
人
集
め
を
行
う
た
め
の
、
余
興
と
い
う
位
置

づ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
正
一
四
年
の
記
事
に
は
、
一
日
目
に
風
鎮
祭
の
神
事
が
高
森
阿
蘇
神
社
で
お
こ

な
わ
れ
、
神
事
後
「
各
組
競
っ
て
の
俄
手
踊
奉
納
お
宮
か
ら
町
々
を
練
り
廻
り
」、

二
日
目
に
は
「
俄
組
が
廻
り
出
し
更
に
仮
装
隊

4

4

4

が
思
ひ
思
ひ
の
扮
装
に
人
々
の
腹
を

捻
ら
せ
て
練
り
歩
く
」（9）【
傍
点
筆
者
】
と
、「
俄
手
踊
」
と
は
別
に
「
仮
装
隊
」
が
あ

り
、「
俄
手
踊
」
は
神
事
奉
納
芸
能
で
あ
り
、
そ
の
余
興
と
し
て
の
仮
装
行
列
（
仮

装
隊
）
と
い
う
区
分
が
出
来
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

翌
一
五
年
に
は
、
自
治
を
基
調
に
し
た
青
年
団
の
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
、「
二
十

一
歳
以
上
三
十
五
歳
以
下
の
青
年
団
員
を
自
治
的
事
業
方
面
に
活
動
す
る
団
体
」
と

し
て
、
従
来
の
青
年
団
と
は
異
な
る
「
高
森
町
向
上
会
」
が
組
織
さ
れ
る
（10）

。「
俄

踊
り
の
繰
り
出
し
仮
装
行
列
隊

4

4

4

4

4

の
行
進
」、「
ド
ド
ン
、
ド
ド
ン
、
ド
ド
ン
、
ド
ン
ド

ン
と
太
皷
の
音
に
和
し
て
三
味
の
音
が
聞
へ
軈
て
奇
妙
奇
天
烈
な
仮
装
行
列
の
一

4

4

4

4

4

4

隊4

」（11）

【
傍
点
筆
者
】
と
、「
仮
装
隊
」
は
「
仮
装
行
列
隊
」
と
名
称
が
変
更
、
太
鼓

と
三
味
を
奏
し
て
集
団
に
よ
る
行
列
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
、
現
代
に
繋

が
る
仮
装
行
列
の
姿
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
八
月
一
六
日
お
よ
び
八
月
二
〇
日
『
九
日
』
に
は
、
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風
鎮
祭
は
旧
盆
の
一
五
、
六
両
日
に
施
行
。
初
日
の
午
前
八
時
に
「
町
内
一
同
思
ひ

思
ひ
の
仮
装
行
列
で
阿
蘇
神
社
に
参
拝
神
事
、
そ
の
後
町
内
練
り
回
し
、
夜
仁
輪
加
、

花
火
」
が
実
施
さ
れ
、
翌
一
六
日
「
仮
装
行
列
二
○
加
、
余
興
隊
が
町
内
を
練
り
廻

る
」
と
仮
装
行
列
は
に
わ
か
と
同
様
に
二
日
間
実
施
さ
れ
て
い
る
。
仮
装
行
列
を
し

て
高
森
阿
蘇
神
社
に
奉
納
し
て
い
る
点
は
留
意
さ
れ
る
。

昭
和
一
二
年
の
日
中
事
変
か
ら
第
二
次
大
戦
終
結
ま
で
は
風
鎮
祭
は
実
施
さ
れ
て

お
ら
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
戦
後
復
興
期
の
昭
和
二
〇
年
代
に
は
、「
商
工
会
主
催

の
全
町
合
同
の
大
仮
装
行
列
」、「
仮
装
行
列
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
」
な
ど
風
鎮
祭
に
お

け
る
仮
装
行
列
が
造
り
物
や
に
わ
か
と
同
じ
よ
う
な
位
置
づ
け
を
担
う
よ
う
に
な

る
。さ

ら
に
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
高
森
町
合
併
時
に
は
「
旧
三
ヶ
町
村
、
町

内
官
公
署
、
婦
人
会
な
ど
か
ら
は
二
十
組
に
の
ぼ
る
仮
装
行
列
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
繰
り

出
し
奇
想
天
外
の
変
装
で
町
内
を
ね
り
歩
き
」（12）

と
、
仮
装
行
列
は
旧
高
森
町
外
や

各
種
団
体
へ
の
広
が
り
を
み
せ
る
。
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
に
は
祭
日
が
旧
暦

か
ら
新
暦
八
月
一
七
、
八
日
に
変
更
、「
仮
装
行
列
や
（
仮
装
）
舞
踊
隊
が
各
町
内

か
ら
く
り
出
す
」【（　

）
筆
者
】（13）

、
仮
装
行
列
や
仮
装
舞
踊
隊
、
演
芸
競
演
会
等

も
実
施
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
的
な
出
し
物
が
増
え
、
よ
り
華
や
か
な
祭
り
の
演
出
と
し

て
の
仮
装
行
列
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
肥
後
銀
行
高
森
支

店
、
専
売
公
社
高
森
出
張
所
な
ど
の
公
官
庁
仮
装
行
列
」
や
「（
略
）
早
朝
か
ら
官

公
署
、
向
上
会
、
一
般
の
仮
装
行
列
と
が
奇
想
天
外
の
姿
で
く
り
出
し
て
見
物
人
を

喜
ば
せ
」（14）

と
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
最
盛
期
に
は
、
向
上
会
、
商
工
会
、
役
場

等
官
公
署
、
企
業
、
一
般
参
加
も
可
能
と
な
り
、「
見
る
」
仮
装
か
ら
「
参
加
す

る
」
仮
装
と
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
。

し
か
し
、
高
森
町
・
高
森
町
商
工
会
主
催
で
実
施
さ
れ
た
「
昭
和
三
十
四
年
度
風

鎮
祭
行
事
日
程
表
」【
表
１
】
に
は
、
上
町
、
下
町
、
横
町
、
昭
和
の
四
つ
の
向
上

会
と
役
場
で
実
施
、
果
た
し
て
一
般
参
加
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
。

こ
の
年
の
仮
装
行
列
は
、
各
向
上
会
が
初
日
の
目
覚
し
後
、
午
前
か
ら
午
後
に
か
け

て
二
時
間
、
二
日
目
の
阿
蘇
神
社
で
の
豊
穣
祈
願
祭
後
に
同
様
に
手
踊
り
を
挟
ん
で

仮
装
行
列
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
役
場
仮
装
行
列
は
両
日
と
も
三
時
間
、
山
引
き
前

に
仮
装
行
列
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
単
な
る
余
興
と
し
て
の
仮
装
行
列

で
は
な
く
、
ヤ
マ
の
先
祓
い
的
な
役
割
の
仮
装
行
列
の
姿
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

昭
和
四
十
年
以
降
も
商
工
会
と
町
が
共
催
す
る
祭
り
と
し
て
、
観
光
資
源
と
し
て

の
風
鎮
祭
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
そ
れ
を
反
映
し
て
か
、
後
述
す
る
よ
う
に

仮
装
行
列
も
商
工
会
と
役
場
が
競
う
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
様
相
が
み
ら
れ
る
。
仮

装
行
列
が
風
鎮
祭
の
な
か
で
重
要
な
要
素
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
の
風
鎮
祭
【
表
２
】
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
時
期
に
は
、
仮
装
行
列
が
二
日
目
の
午
前
中
の
み
と
な
り
、
代
わ
り
に

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
〇
）
に
は
熊
本

県
で
は
観
光
関
連
業
界
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施

さ
れ
、
風
鎮
祭
も
そ
の
一
つ
と
し
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

表１　昭和34年風鎮祭

十七日（一日目）
時間 行事名

目覚し

11：00～13：00 仮装行列 昭和向上会

11：00～13：00 手踊
12：00～14：00 仮装行列 下町向上会・横町向上会

造り物審査
仮装行列 役場
山引
町民総踊
演芸

十八日（二日目）
時間 行事名

●●●豊穣祈願
11：00～13：00 仮装行列 横町向上会・下町向上会

手踊
12：00～14：00 仮装行列 上町向上会・昭和向上会
11：00～14：00 仮装行列 役場

山車引き　 造り物移動
節刀渡しの儀
造り物表彰
演芸 商工会
演芸 向上会
演芸団

表２　昭和51年風鎮祭

十七日（一日目）
時間 行事名
AM0：00 目覚し
10 ： 00 道中子供手踊り
14 ： 00～16 ： 00 RKK 歌のチャンピオン大会
17 ： 00 造り物（出陳）
18：00 造り物（審査）
18：00～19：00 風鎮太鼓
19：00～20：00 高森音頭山引踊り
20：00～21：00 風鎮祭花火大会
20：00～23：00 演芸（にわか、舞踊、その他）

十八日（二日目）
時間 行事名
8 ：00 風鎮祭五穀豊穣じょう祈願祭
10 ： 00 （奉納風鎮太皷
11：00 仮装行列（手踊り）
14 ： 00 樽みこし
14 ： 00～15 ： 00 自衛隊音楽隊
15：30 風鎮太鼓
16：45 山（造り物）の引立て 〈集合
17：00 山（造り物）の引立て〈出発〉
19：00～20：00  節刀渡し
20：00～23：00 演芸（にわか舞踊その他）
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り
、「
見
る
」、「
参
加
す
る
」
仮
装
か
ら
「
魅
せ
る
」
仮
装
の
傾
向
が
強
く
な
り
、

単
な
る
余
興
で
な
く
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
位
置
と
な
る
。

し
か
し
、
平
成
期
に
は
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
増

え
、
商
工
会
の
仮
装
行
列
は
姿
を
消
し
、
役
場
の
仮
装
行
列
も
町
民
総
踊
り
（
風
鎮

総
踊
り
）
と
変
化
し
て
い
く
。

例
え
ば
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
は
【
表
３
】
に
示
す
よ
う
に
初
日
午
前
中

が
役
場
仮
装
行
列
、
二
日
目
が
五
町
競
演
と
変
化
し
、
向
上
会
で
の
仮
装
行
列
は
次

第
に
実
施
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
代
わ
り
に
町
民
総
踊
り
が
主
流
に
な
っ

て
く
る
。
こ
の
年
の
役
場
仮
装
行
列
の
場
合
、
仮
装
行
列
が
終
了
す
る
と
そ
の
ま
ま

町
民
総
踊
り
に
移
行
、
仮
装
し
た
ま
ま
踊
り
に
参
加
す
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
風
鎮
サ
ン
バ
・
山
引
き
音
頭
の
な
か
で
、
そ
の
ま
ま
練
り
歩
い
て

踊
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
〇
三
）
を
最
後
に
役

場
仮
装
行
列
は
終
了
す
る
。
現
在
で
は
次
節
で
示
す
よ
う
に
、
各
向
上
会
に
よ
る
五

町
競
演
会
と
し
て
の
子
ど
も
手
踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
目
覚
し
行
事
の
な
か
に

仮
装
行
列
の
残
影
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。

第
二
節　

仮
装
行
列
の
歴
史
的
変
遷
―
内
容
お
よ
び
組
織
―

一　

仮
装
行
列
の
内
容

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仮
装
行
列
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

新
聞
資
料
、
高
森
町
商
工
会
関
係
資
料
、
役
場
広
報
関
係
資
料
お
よ
び
聞
き
書
き
で

確
認
で
き
た
主
な
仮
装
行
列
の
内
容
は
、【
表
４
】
仮
装
行
列
内
容
一
覧
の
と
お
り

で
あ
る
【
以
降
（　

）
内
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
表
番
号
に
対
応
す
る
】。

具
体
的
な
仮
装
行
列
と
し
て
の
内
容
が
わ
か
る
も
の
は
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二

六
）
の
「
横
町
分
団
は
「
安
来
節
、
木
曽
踊
り
な
ど
妙
技
」、
下
町
分
団
は
、「
高
森

伊
予
守
面
影
」、
上
町
分
団
は
「
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
、
賀
川
豊
彦
、
田
村
博
士
（
田

村
剛
）、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
九
日
特
派
員
、
伝
書
鳩
、
大
西
郷
、
乃
木
大
将
な
ど
の
仮

装
人
物
四
十
有
余
名
」（
11
）
と
あ
り
、
踊
り
や
演
芸
と
歴
史
的
に
有
名
な
人
物
、

当
時
流
行
っ
て
い
た
地
域
に
関
連
す
る
人
物
に
扮
装
し
て
練
り
歩
く
も
の
と
に
分
類

さ
れ
る
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
、「
料
亭
南
壽
券
紅
裾
連
の
仮
装
「
マ
ラ
ソ
ン
選

手
」」、
下
町
組
の
「
田
村
博
士
（
田
村
剛
）
大
阿
蘇
国
立
公
園
基
礎
調
査
」、
上
町

組
「
大
旱
魃
と
百
姓
の
水
争
ひ
」、
横
町
組
「
人
生
一
代
の
厄
」
等
」（
12
）
と
あ

り
、
各
町
向
上
会
以
外
の
者
も
仮
装
し
て
い
る
。
ま
た
「
上
町
二
人
づ
れ
」「
下
町

赤
穂
義
士
銘
々
伝
」「
横
町
幼
稚
園
を
始
め
数
十
組
の
珍
奇
を
こ
ら
し
た
仮
装
行
列

表３　平成15年

十七日（一日目）
時間 行事名 場所
AM0:00 目覚し 町内
10:00 子ども手踊り 各区町内
12:00 高森商店会抽選会 中央舞台
13:00 マーチングドリル（ファィア―ステイツ） 中央舞台
13:00 オープニングセレモニー 中央四つ角
14:00 開会式
14:30 風鎮太鼓
15:30 熊本県警ブラスバンド 中央四つ角
16:00 役場仮装行列 各区町内

18:00
風鎮総踊り
唄・演奏（高森中および高校吹奏学部・ヤングノー
ブルズ）

町内

19:00 にわか（移動舞台） 町内
20:10 花火大会
20:30 県立大学バンド演奏 中央舞台
21:00 あっくんバンド 中央舞台

十八日（二日目）
時間 行事名
8 :00 五穀豊穣祈願祭　奉納風鎮太鼓 高森阿蘇神社
10:00 樽神輿・高森幼稚園子ども神輿 町内・子ども広場

五町向上会競演　　　　　　　 町内
中学校ブラスバンド　　　　　　 中央四つ角

12:00 学園広場（高森高校です） 町内

14:00 陸上自衛隊ブラスバンド
（海上自衛隊佐世保音楽隊） 中央四つ角

14:50 人吉ねぶか太鼓 中央四つ角
15:20 山引き集合 中央四つ角
15:30 山の引立て 町内
18:00 造り物表彰式　 中央四つ角
18:30 節頭渡し 中央四つ角
19:00 にわか（移動舞台） 町内
19:00 日本舞踊（新舞踊）
19:30 民謡競演 中央舞台
21:00 にわかコンクール　 中央舞台
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は
三
味
線
、
太
皷
の
は
や
し
を
先
頭
に
」（
13
）
と
あ
り
、
様
々
な
団
体
が
三
味

線
、
太
皷
の
囃
子
を
先
頭
に
仮
装
行
列
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

翌
年
に
は
高
森
線
が
開
通
す
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
四
）
に
は
、「
仮
装
行
列
は
競
技
で
観
衆
を
喜
ば
せ
」（
20
）

と
仮
装
行
列
に
は
競
技
を
伴
い
、
多
彩
な
趣
向
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
以
降
、
例
え
ば

横
町
向
上
会
で
は
、
町
内
芸
奴
連
の
「
最
新
流
行
大
島
お
け
さ
踊
り
」、
爆
弾
三
勇

士
の
軍
装
に
よ
る
横
町
処
女
会
員
総
出
動
「
〇
〇
時
に
起
つ
皇
国
姫
子
軍
」（
22
）、

「
サ
ー
カ
ス
団
や
娘
子
護
国
軍
」（
21
）「
若
衆
組
娘
子
軍
」（
23
）
と
い
っ
た
競
技
、

サ
ー
カ
ス
な
ど
の
娯
楽
性
と
、
一
方
で
未
婚
の
女
性
軍
隊
を
模
す
な
ど
軍
事
色
の
強

い
、
満
州
事
変
や
国
際
連
盟
脱
退
な
ど
の
時
世
を
反
映
し
た
も
の
が
混
在
化
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
一
一
年
（
一
九
三
八
）「
町
当
局
者
の
時
代
も
の
ゝ
仮
装
行
列
も
計
画
さ

れ
」（
29
）、
町
も
仮
装
行
列
に
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
最
後
に
戦
時
体

制
の
な
か
で
、
風
鎮
祭
の
仮
装
行
列
は
終
戦
を
迎
え
る
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

戦
後
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
「
商
工
会
主
催
の
全
町
合
同
の
大
仮
装

行
列
」（
33
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
初
日
に
横
町
向
上
会
で
は
「
本
日
の
放
送
番
組
」

と
し
て
「
一
素
人
候
自
慢　

二
二
十
の
扉　

三
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ー　

四
鏡
の
鳴
る

丘
」
が
実
施
さ
れ
、
単
な
る
仮
装
行
列
で
な
く
、
演
芸
的
要
素
を
も
っ
た
ス
ト
ー

リ
ー
構
成
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
は
「
密
造
酒
狩

り
」
な
ど
二
日
間
の
う
ち
三
回
仮
装
行
列
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
回
は
小
学
生

に
よ
る
山
引
音
頭
・
高
森
音
頭
で
踊
る
（
37
）
と
い
っ
た
、
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
子
ど
も
手
踊
り
の
原
型
と
思
わ
れ
る
も
の
が
始
ま
っ
て
い
る
。
昭
和
二
七
年
（
一

九
五
二
）
に
は
風
鎮
祭
二
日
目
に
「
仮
装
行
列
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
」
も
催
さ
れ
、
下

町
向
上
会
の
「
海
底
の
ロ
マ
ン
ス
」
が
一
位
を
と
る
（
39
）
な
ど
、
こ
の
頃
に
は
に

わ
か
や
造
り
物
と
同
様
、
仮
装
行
列
も
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
高
森
町
合
併
時
に
は
「
殊
に
仮
装
行
列
は
大
名
行
列

が
圧
倒
的
な
人
気
を
呼
び
今
村
高
森
町
長
も
一
役
か
い
大
名
の
変
装
よ
ろ
し
く
巨
体

を
ジ
ー
プ
に
乗
せ
ニ
コ
ニ
コ
顔
だ
っ
た
。」（
44
）、
翌
年
も
「
高
森
町
役
場
職
員
五

十
人
の
町
発
展
史
が
圧
倒
的
な
人
気
で
奇
想
天
外
な
仮
装
」（
45
）
と
風
鎮
祭
の
多

彩
な
行
事
の
な
か
で
、
役
場
職
員
に
よ
る
仮
装
行
列
が
非
常
に
人
気
だ
っ
た
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。

昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）、
祭
日
が
旧
暦
か
ら
新
暦
に
変
わ
っ
た
年
に
は
、
官

公
署
（
肥
後
銀
行
高
森
支
店
、
専
売
公
社
高
森
出
張
所
な
ど
）、
向
上
会
、
一
般
の

仮
装
行
列
隊
が
出
さ
れ
、「（
略
）
な
か
で
も
町
役
場
オ
ー
ル
出
演
の
町
政
運
営
を
も

じ
っ
た
〝
高
森
丸
〟
の
行
列
は
今
村
町
長
を
船
長
に
仕
立
て
て
大
し
た
人
気
だ
っ

た
。」（
51
）、
前
年
に
は
商
工
会
共
催
の
「
仮
装
舞
踊
隊
」、「
演
芸
競
演
会
」（
47
）

な
ど
、
行
政
が
積
極
的
に
関
わ
り
、
イ
ベ
ン
ト
的
な
出
し
物
が
増
え
、
よ
り
華
や
か

な
行
列
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
は
「
今
年
初
の
町
民
総
出
盆
お
ど
り
」
が
仮
装
行

列
と
は
別
に
余
興
と
し
て
実
施
さ
れ
、「
岩
下
高
森
町
助
役
、
長
野
町
教
育
長
ら
が
扮

す
る
〝
町
役
場
少
年
隊
〟
を
先
頭
に
、
時
代
を
風
刺
し
た
岸
元
首
相
、
三
池
争
議
、

下
筌
騒
動
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
花
田
中
嬢
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し
た
仮
装
十
数
組
が
練

り
歩
き
沿
道
の
観
衆
を
わ
か
せ
た
。」（
54
）
と
、
事
件
や
世
相
を
反
映
し
た
も
の

が
、
よ
り
明
確
に
仮
装
行
列
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
定
型
化
し
て
い
く
時
期
と
も
い
え

よ
う
。

こ
の
時
期
、
各
向
上
会
で
の
仮
装
行
列
も
様
々
な
工
夫
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
高
度
経
済
成
長
期
、
東
京
の
大
学
や
企
業
で
働
い
て
い
た
人
達
が
高
森
に
帰
郷
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表４　仮装行列内容一覧
番号 　年代 青年会・向上会 商工会 役場 その他 出典

1
明治２８年 1895 横町　旧十七日通し物壱つ十八日は雨天にて三丁

共通し物不致候事
横町文書 113 箱（大）－２

2 明治３１年 1898 盆会として例年の通り俄踊 『九州』 9月4日

3 俄踊／俄踊浄瑠璃の催し 『九州』 9月9日

4 明治３４年 1901 上町は時代劇／横町は壮士劇／下町は手踊り 夜間は手踊り 『九日』 9月6日

5
明治３９年 1906 夜間は手踊りの町廻り

舞台にて各町の壮士劇／幕間に手踊り
手踊りは筑紫楼、三好屋、宝来亭よりの催なり

俄踊／筑紫楼が元禄模様に楼名
を染抜きたる対の衣裳

『九日』 9月13日

6
大正１０年 1921 老若男女が打寄り盆踊り 町内中央に新設の高森阿蘇神社

遙拝所
『九州』 8月13日

7
大正１１年 1922 余興として老若男女盛んに舞ひ踊る

各町各組の二輪加手踊芝居の余興
『九州』 8月19日

8
大正１２年 1923 青年団員等は余興の仮装行列や仁輪加の稽古

仁輪加や仮装行列で町内は湧き返る賑合ひ
『九州』 8月31日

9 16日通物青年団分取止 横町文書 29 箱（中）－ 27

10
大正１４年 1925 「仮装隊」が思ひ思ひの扮装（商工会・青年会） 俄手踊奉納夜を徹して手踊りや

仁輪加を練歩き
『九州』 9月8日

11

大正１５年 1926 横町分団「安来節、木曽踊りなど」
下町分団「高森伊予守面影を仮装した高森独特の
一隊」、「太皷のハヤシ」
上町分団「大阿蘇に足跡を印した諸名士の題下に
仮装の一隊」、「アインスタイン、賀川豊彦、田村
博士、ナポレオン、九日特派員、伝書鳩、大西
郷、乃木大将などの仮装人物四十有余名」

高森町向上会を結成、自治の発
展を図る（会長を置かず、各部
落に分会長／合議制）

『九日』 8月27日

12
昭和２年 1927 下町組「田村博士大阿蘇国立公園基礎調査」

上町組「大旱魃と百姓の水争ひ」
横町組「人生一代の厄」等の仮装行列　

料亭南壽券紅裾連の仮装「マラ
ソン選手」

『九日』 8月15日

13
上町二人づれ／下町赤穂義士銘々伝／横町幼稚園
数十組の珍奇をこらした仮装行列

『九日』 8月16日

14

昭和３年 1928 　 高森線開通最初の風鎮祭
御大典の年
舞台には各種の俄手踊が一斉に
幕を明ける

『九州』 9月2日

15 昭和４年 1929 各町よりは俄、仮装行列が繰出し 『九日』 8月24日

16
各町思ひ思ひの 仮装行列が全町を練り歩き太皷
の音笛の音三味線のさんざめき

『九州』 8月24日

17
昭和５年 1930 向上会を中心とせる若衆たちは揃ひの衣裳美々し

く娘子軍や芸者を交えて引切りなしに手踊や俄を
囃入で練り廻った

 鳥追姿の男衆と娘達が三味太皷
で囃立て懸声勇ましく練り廻す

『九州』 9月13日

18 昭和６年 1931 横町組／九州新聞社発表の火の国小唄を踊る 『九州』 9月3日

19
17日夜間佐渡おけさの踊り
18日向上会総出演の「火の国小唄」の踊り

横町文書 12 箱（小）－ 1

20 昭和７年 1932 仮装行列は競技で観衆を喜ばせ 若衆連と娘子軍との手踊や俄 『九州』 8月23日

21 昭和８年 1933 サ－カス団や娘子護国軍と銘打った仮装行列 『九州』 9月10日

22

横町向上会員総動員仮装行列
町内芸奴連 8 名参加による「最新流行大島おけさ
踊り」
熊本当局より軍装（爆弾三勇士）を借り受け横町
処女会員総出動「〇〇時に起つ皇国姫子軍」

昭和町に向上会の産声 横町文書 17 箱（小）－ 1

23 昭和９年 1934 若衆組娘子軍等の仮装行列 『九州』 8月26日

24 仮装行列人探し 『九州』 8月31日

25
17日仮装行列は目覚し？？
18日総動員仮装行列一回以上
18日各町中老組の仮装行列

桃太郎凱旋、世は逆虫 横町文書 21 箱（小）－ 1

26 昭和１０年 1935 町内一円思ひ思ひの仮装行列 『九州』 8月16日

27 仮装行列二○加、余興隊 歓声爆笑の内町内練り廻る 『九日』 8月20日

28
旧暦 7月18日横町向上会　日本満蒙進出宣伝隊
第 1 回目仮装行列「大衆よ国家主義に帰れ」
第 2 回目仮装行列「高森日本音楽隊」

横町文書 24 箱（小）－ 1

29
昭和１１年 1936 町当局者時代もの仮

装行列の計画
『九州』 9月3日

30
若衆連と娘子軍のコンビ「押した押した」の掛声
面白く全町をねり廻りその前後は二輪加、手踊の
余興

『九州』 9月6日

　 昭和12 ～ 20 年実施せず。

31
昭和２１年 1946 十年振りの復活　新暦実施

17日通し物一回
18日通し物二回

十年振りの復活　新暦実施
17日通し物一回
18日通し物二回

横町文書 59 箱（小）－ 1

32
昭和２２年 1947 横町向上会

9月1日　午前中「終戦二ヶ年」午後「子供の国」
9月2日　午後　仮装行列「風鎮祭」

9月2日　四町合同大囃子 横町文書 63 箱（小）－ 1

33 昭和２３年 1948 各町趣向とりどりの仮装行列 全町合同の大仮装行列 『熊日』 7月14日

34

横町向上会
8月21日　午前中　本日の放送番組
一素人候自慢　二二十の扉　三スポ－ツショ－　
四鏡の鳴る丘
8月22日　午前 10 時　四町合同仮装行列

通し物
17日　午前午後各一回
18日　四町合同　一回
 　　　（最低 20 名以上）

横町文書 70 箱（小）－ 1

35
昭和２４年 1949 8月11日　午前中　不明　午後　昭和維新

8月22日　午前 10 時　四町合同仮装行列
通し物 17日　午前午後各一回　
　　道順自由　時間随意 18日　
各町一回　時間自由

横町文書 75 箱（小）－ 1

36 昭和２５年 1950 昼夜を通して二日間仮装行列 十三年振りにした造り物復活 『熊日』 8月23日
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番号 　年代 青年会・向上会 商工会 役場 その他 出典

37

17日　第一回仮装行列　密造酒狩り
　　　第二回仮装行列　山引音頭・高森音頭
　　　　　（踊り子 9 名　小学生 20 名）
18日　午前第一回仮装行列　二人連

横町文書 80 箱（小）－ 1

38

昭和２６年 1951 第 1日目　仮装行列　一回以上午前中出発
　　　　　　　　　　　　（11 時前後）
第 2日目　一回　午前中仮装行列にかわり
　　　　　　　　　　　　（山引音頭）小女会　

　　　　 横町文書 85 箱（小）－ 1

39
昭和２７年 1952 下町組向上会

海底のロマンス（コンク－ル 1 位）
仮装行列のコンク－ル大会・四
町競演会の実施／一等 熊日賞

『熊日』 9月8日

40
昭和２８年 1953 仮装行列隊 美しく着飾った踊子たちの手踊

り／山引音頭　
『熊日』 8月28日

41
昭和２９年 1954 仮装行列隊 スリ－ボ－イズの歌謡漫談熊本

博覧会宣伝隊
『熊日』 8月16日

42 昭和３０年 1955 　 青年団、婦人会の仮装行列 『熊日』 7月31日

43
高森町合併
旧三ヶ町村、町内官公署、婦人
会など二十組の仮装行列　

『熊日』 9月4日

44

大名行列　今村高森
町長が大名の変装／
巨体をジ－プに乗せ
ニコニコ顔

『熊日』 9月5日夕刊

45
昭和３１年 1956 町発展史 高森町職員 50 数人

／官公庁・一般・青年団
『熊日』 8月24日

46
昭和３２年 1957 横町　映画撮影風景（西遊記ほか）

上町　清水の次郎長
　 聞書

47
演芸競演会が二日間にわたって
催される

『熊日』 ８月11日夕刊

48
専売公社高森出張所オ－ル出演
による煙草宣伝舞踊

『熊日』 8月13日

49 昭和３３年 1958 下町　河童の仮装行列 　 　 聞書 　

50
向上会の仮装行列コンク－ル 郷土にわか、民芸舞踊、名物造

り物コンク－ルやオンパレ－ド
など盛沢山の行事

『熊日』 8月15日

51

高森丸の行列　今村
町長を船長、町役場
オ－ル出演による町
政運営を航海に見立
てて実施

官公署（肥後銀行高森支店、専
売公社高森出張所など）、向上
会、一般の仮装行列隊

『熊日』 8月19日

52
昭和３４年 1959 町内向上会、官公署、一般の仮

装行列
『熊日』 8月18日

53 昭和３５年 1960 各官庁や町内会の仮装行列 『熊日』 8月18日

54

町役場少年隊　時代
を風刺
岸元首相、三池争議、
下筌騒動、オリンピッ
クの花田中嬢　仮装
十数組

夜は町民総出の盆踊り 『熊日』 8月19日

55

昭和３６年 1961 上町向上会　世が世であれば
下町向上会　月の砂漠
不明？　　　皇太子殿下御成婚パレ－ド
横町向上会　あいちゃんは太郎の嫁になる ?

「 高 森 町 建 設 推 進
隊」（四十七士）国
県の所得倍増計画に
対し、赤穂浪士に見
立てて実施

　 聞書『熊日』 8月18日

56
昭和３７年 1962 横町　夏だ海に行こう 歴史上の人物 今村町長　新選組隊

長近藤勇
聞書『熊日』 8月16日

57
昭和３８年 1963 上町　唐人サ－カス

昭和　民謡の旅相撲の土俵入り
『熊日』 8月19日

58
上町区　時の人オンパレ－ド
昭和区　九州民謡巡り（黒田節、おはら節、ひえ
つき節、刈干切歌、五十四万石）

個人映像資料

59

昭和３９年 1964 1964 年　OLYMPIAD　TAKAMORI
　　　　宝暦拾二年商工会（当時の服装）
　　　　横町区　鳥追道中　笠に着物
　　　　？　　　豊年満作（案山子の衣装）
　　　　下町区　おはなはん（NHKTV）

ハワイへご招待行進 高森町役場　人の一
生

個人映像資料

60
昭和４２年 1967 現代人気録 高森の夜明け（八百

万の神）
『熊日』 8月19日

61
昭和４３年 1968 大久保彦左／乃木大将等時

代の人気者
人間一生（赤ちゃん
から老人まで）

『熊日』 8月19日

62
昭和４４年 1969 アポロ 11 号の三飛行士ラッ

トパトロ－ル
高森町役場女子職員の手踊り 『熊日』 8月19日

63 昭和４５年 1970 おとぎの国 『熊日』 8月19日

64
昭和４６年 1971 歌謡大行進 高森町役場瀧井助役

以下総出演の仮装行
列“風鎮太皷登場”

『熊日』 8月19日

65

昭和４７年 1972 戦後二十五年史 高森町役場の瀧井助
役ら職員の仮装行列

「あゝ－熊本城」（西
南の役）

町役場と農協の女子職員達の
「田原坂」踊り

『熊日』 8月19日

66 昭和４８年 1973 　 名コンビバラエティショ－

67 昭和４９年 1974 「一本刀土俵入り」「怪獣集団」 　 『熊日』 8月17日

68 世界の民族衣装 商工会資料

69 昭和５０年 1975 世界の民族ショ－ 商工会資料

70 昭和５１年 1976 東西英雄豪傑伝 商工会資料
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番号 　年代 青年会・向上会 商工会 役場 その他 出典

71
昭和５２年 1977 不明　学ラン

下町向上会　猿の惑星／ライオン丸／山引き音頭
古今東西警官づくし 日本の夜明け 『広報たかもり』 217号

72
昭和５４年 1979 下町 さとうきび畑の扮装 　 　 議員総出演「山引き場所」

（相撲甚句や横綱の土俵入りの
演出）

『広報たかもり』 241号

73
昭和５５年 1980 風鎮太鼓（ほんなこつ踊り）実

施
『広報たかもり』 253号

74

昭和５６年 1981 阿蘇のあばれ神 高森線の今昔
（役場造り物「蒸気
機関車 C12」に合わ
せて実施

『広報たかもり』 265号

75 昭和５７年 1982 横町向上会「蛇踊り」 『広報たかもり』 277号

76
昭和５９年 1984 役場、商工会、向上会などの手

踊り・仮装行列

77
昭和６０年 1985 連合向上会「大名行列」 各国民族衣装 役場、向上会、商工会、高森農

協の仮装行列
『広報たかもり』 313号

78
平成元年 1989 （激動の昭和史）敗

戦そして復興
『広報たかもり』 361号

79 平成２年 1990 旭向上会「世界の彫刻と絵画展」（落穂拾い） 町民総踊り 『広報たかもり』 373号

80
平成８年 1996 下町　暴れん坊将軍 町民総踊り／和太鼓フェスティ

バル（風鎮太鼓・宮崎市橘太
鼓・自衛隊八特太鼓

『広報たかもり』 445号

81
平成９年 1997 子ども手踊り、町民総踊り

野尻村合併40周年
『広報たかもり』 457号

82 平成１０年 1998 『広報たかもり』 469号

83 平成１１年 1999 向上会　パフォ－マンス 手踊り 『広報たかもり』 481号

84

平成１２年 2000 20 世紀回顧
風まる子ちゃん・ド
ラえもん・ルパン三
世等

にわかや子ども手踊り、800 人
参加の町民総踊り

役場資料および
『広報たかもり』 493号

85
平成１４年 2002 　 千と千尋の神隠し・

2002FIFA ワ－ルド
カップ他局　

役場資料および
『広報たかもり』 517号

86

平成１５年 2003 　 高森映画祭
ハ リ － ポ ッ タ －・
SF 映画のヒ－ロ－
他

各向上会の写真では目覚しの際
に仮装（目覚しの際には裸と奇
抜な衣装／昼間はパフォ－マン
スを伴う演芸化）

役場資料および
『広報たかもり』 529号

87
平成１７年 2005 2005 話題の人物

妖怪大戦争！！・国
連・平和維持活動他

子ども手踊・風鎮総踊り 役場資料および
『広報たかもり』 553号

88
平成１８年 2006 えほんの国　ふしぎ

の国のアリス他
子ども手踊・風鎮総踊り 役場資料および

『広報たかもり』 565号

89

平成１９年 2007 メインテ－マ　世界
人物伝
仮装行列 7 課・踊り
1 課

役場資料

90

平成２０年 2008 北京オリンピック　
選手等

子ども手踊・風鎮総踊り
町民より勤務時間での準備に対
する批判があり、本年度までの
参加とするという意見が出る。
退職者増により参加可能者が減
少する

役場資料および
『広報たかもり』 577号

91
平成２１年 2009 ヤッタ－マン・ゲゲ

ゲの鬼太郎等　TV
映画のキャラクタ－

子ども手踊・風鎮総踊り 役場資料および
『広報たかもり』 589号

92
平成２３年 2011 町長　星の王子様　

他 TV 映画のキャラ
クタ－

子ども手踊・風鎮総踊り 役場資料および
『広報たかもり』 625号

93 平成２４年 2012 総踊りに代わって風鎮ダンス 『広報たかもり』 637号

94 平成２５年 2013 五町向上会競演　下町　必殺仕事人 天草との交流 『広報たかもり』 649号

95
平成２６年 2014 五町向上会競演　下町　北斗の拳 子ども手踊り

（横町：SKG 副産物とよばない
で／下町：ようかい体操第一）

『広報たかもり』 661号

96 平成２７年 2015 各向上会の仮装行列 　 『広報たかもり』 673号

97
令和２年 2020 新型コロナ感染拡大防止のため

開催されず

98
令和３年 2021 新型コロナ感染拡大防止のため

開催されず

99
令和４年 2022 目覚し行事

子ども手踊りは開催されず
3 年振の風鎮祭開催

※『広報たかもり』はいずれも９月号

※横町文書番号は「横町祭礼関係文書目録」備考の最後尾の番号に対応している。
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し
、
都
会
的
な
セ
ン
ス
と
地
域
の
伝
統
を
融
合
し
た
よ
う
な
も
の
を
仮
装
行
列
の

テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
横
町
向
上
会
で
は
映
画
撮
影
風
景
と
西
遊

記
ほ
か
、
上
町
向
上
会
で
は
清
水
の
次
郎
長
、
昭
和
三
十
三
年
下
町
向
上
会
の
河
童

天
国
、
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
皇
太
子
殿
下
御
成
婚
パ
レ
ー
ド
、
昭
和
三
八
年

（
一
九
六
一
）
昭
和
向
上
会
の
九
州
民
謡
巡
り
な
ど
映
画
や
漫
画
、
事
件
、
伝
統
芸

能
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
の
仮
装
行
列
が
催
さ
れ
て
い
る
。（
46
～
48
）

商
工
会
で
は
、
山
村
酒
造
の
山
村
一
郎
氏
が
商
工
会
会
長
に
な
っ
た
昭
和
四
十
年

か
ら
昭
和
五
十
年
代
に
か
け
て
、
風
鎮
祭
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
当
時
人
気

が
あ
っ
た
仮
装
行
列
を
、
向
上
会
を
卒
業
し
た
商
工
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
向
上
会

と
は
別
に
実
施
す
る
よ
う
に
な
る
。
昭

和
四
九
年
（
一
九
七
四
）「
世
界
の
民

族
衣
装
」、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七

五
）「
世
界
の
民
族
シ
ョ
ー
」【
写
真

１
】、
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）「
東

西
英
雄
豪
傑
伝
」、
昭
和
五
二
年
（
一

九
七
七
）「
古
今
東
西
警
官
づ
く
し
」

（
68
～
71
）
と
世
界
を
対
象
に
し
た
パ

レ
ー
ド
化
が
進
ん
で
い
く
。

役
場
の
仮
装
行
列
も
、
昭
和
四
七
年

（
一
九
七
二
）「
町
役
場
と
農
協
の
女
子

職
員
達
の
「
田
原
坂
」
踊
り
、
高
森
町

役
場
の
瀧
井
助
役
ら
職
員
の
仮
装
行
列

「
あ
ゝ
ー
熊
本
城
」（
西
南
の
役
）、
同

商
工
会
員
に
よ
る
「
戦
後
二
十
五
年
史
」」（
65
）、
昭
和
五
二
年
「
町
役
場
職
員
の

手
踊
り
と
仮
装
行
列
「
日
本
の
夜
明
け
」」（
71
）
と
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
豪
勢
で

盛
大
な
も
の
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
に
は

「
期
待
さ
れ
た
商
工
会
員
の
仮
装
行
列
は
見
ら
れ
ず
、
代
わ
り
議
員
さ
ん
総
出
演
の

仮
装
行
列
「
山
引
き
場
所
」
が
登
場
。
相
撲
甚
句
や
横
綱
の
土
俵
入
り
の
演
出
」

（
72
）
と
、
こ
の
時
期
か
ら
は
商
工
会
の
仮
装
行
列
が
難
し
く
な
り
、
代
わ
り
に
中

央
舞
台
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
昭
和
五
五

年
（
一
九
八
〇
）
に
は
風
鎮
太
鼓
「
ほ
ん
な
こ
つ
節
」
を
仮
装
し
て
披
露
し
、
風
鎮

太
鼓
を
囲
ん
で
踊
る
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
実
施
さ
れ
る
。
男
は
「
ひ
よ
っ
と

こ
」
の
面
を
つ
け
、
浴
衣
に
ス
テ
テ
コ
姿
。
女
は
「
お
か
め
」
の
面
で
、
浴
衣
に
襷

掛
け
、
赤
腰
巻
を
出
す
と
い
う
男
女
差
に
よ
る
仮
面
・
衣
装
の
統
一
化
が
図
ら
れ
て

い
る
（
73
）。
な
お
、「
風
鎮
太
鼓
」
は
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の
風
鎮
祭
で
は

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
、
神
社
奉
納
芸
能
と
し
て
も
実
施
さ
れ
て
い

る
。
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
に
は
０
９
６
ｋ
熊
本
歌
劇
団
（
高
森
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
）
に
よ
っ
て
、
演
奏
者
が
代
わ
り
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

役
場
仮
装
行
列
は
、
そ
の
後
も
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）「
役
場
が
出
陳
し
た

Ｓ
Ｌ
の
二
分
の
一
の
造
り
物
」
と
「
高
森
線
の
今
昔
」（
74
）
と
い
う
造
り
物
と
連

動
し
た
仮
装
行
列
や
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
の
「
激
動
の
昭
和
史
ー
敗
戦
そ
し
て

復
興
」（
78
）
と
い
っ
た
歴
史
を
回
顧
す
る
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
仮
装
行
列
が

実
施
さ
れ
る
。

一
方
、
各
向
上
会
で
は
昭
和
六
〇
年
（
一
九
九
〇
）
に
は
連
合
向
上
会
に
よ
る
「
大

名
行
列
」（
77
）
の
仮
装
行
列
が
実
施
さ
れ
る
。
上
町
向
上
会
が
年
番
向
上
会
で
各
向

上
会
で
行
列
の
ど
の
パ
ー
ト
を
演
じ
る
か
決
め
て
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
後
向
上
会
で

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
仮
装
行
列
が
お
こ
な
わ
れ
た
か
、
不
明
の
部
分
が
多
い
。

写真１　商工会仮装行列　世界の民族衣装　昭和49年
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平
成
十
二
年
に
は
商
工
会
に
よ
る
仮
装
行
列
が
実
施
さ
れ
な
く
な
り
、
向
上
会
の

仮
装
行
列
も
五
町
競
演
会
と
な
り
、
仮
装
だ
け
で
な
く
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
下
町
向
上
会
で
は
「
北
斗
の
拳
」
や
「
必

殺
仕
事
人
」
と
い
っ
た
Ｔ
Ｖ
で
有
名
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
仮
装
行
列
を
実
施
し
て
い

る
（
94
・
95
）。
ま
た
、
役
場
の
仮
装
行
列
も
「
20
世
紀
回
顧
」、「
高
森
映
画
祭
」

「
世
界
人
物
伝
」「
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
等
々
映
画
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
事
件
な
ど
を
取
り
上
げ
て
実
施
し
て
い
る
（
84
～
92
）。
し
か
し
、
仮
装
行
列
は

総
踊
り
や
子
ど
も
手
踊
り
が
中
心
と
な
る
な
か
で
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
を

も
っ
て
風
鎮
祭
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
向
上
会
で
の
仮
装
は
目
覚

し
行
事
に
そ
の
姿
を
僅
か
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

目
覚
し
行
事
で
の
仮
装

目
覚
し
行
事
の
際
に
も
異
様
な
扮
装
で
、
町
内
を
三
味
や
太
鼓
の
演
奏
と
と
も
に

練
り
歩
く
仮
装
行
列
が
あ
る
。【
写
真
２
】

祭
り
の
始
ま
り
を
周
知
す
る
目
覚
し
行
事
の

際
に
は
「
裸
に
な
る
、
と
も
か
く
目
立
つ
際

立
っ
た
格
好
を
す
る
。
人
の
目
を
覚
ま
す
目

的
、
に
わ
か
の
予
行
練
習
の
よ
う
な
も
の
」
と

い
い
、
各
向
上
会
と
も
奇
抜
な
衣
装
と
行
為
を

伴
っ
た
目
覚
し
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
に
わ
か
の
演
者
も
「
す
ぐ
に
着
替
え

ら
れ
る
。
爺
や
婆
な
ど
役
が
す
ぐ
わ
か
り
、
面

白
い
も
の
、
笑
い
を
誘
う
よ
う
な
化
粧
と
服
装

を
自
分
で
考
え
て
工
夫
し
て
お
こ
な
う
。」
あ

る
い
は
「
化
粧
を
す
る
と
自
分
で
は
な
い
人
物

に
な
る
の
で
、
恥
ず
か
し
く
な
く
人
前
で
や
れ
る
。」
と
い
う
よ
う
に
仮
装
を
通
し

て
、
別
人
格
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
ま
た
「
葬
式
の
通
夜
の
こ
と
を
メ

サ
マ
シ
（
目
覚
ま
し
）
と
い
っ
て
、
笑
っ
て
死
者
を
送
り
出
す
と
い
う
こ
と
か
ら
こ

の
よ
う
な
名
前
が
つ
い
た
。」
と
い
う
話
も
伝
わ
り
、
目
覚
し
に
は
死
者
儀
礼
と
の

関
わ
り
を
も
示
唆
す
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
踊
り
を
中
心
に
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
主
流
と
な
り
、
か
つ
て
の
よ
う
な
異
形
で
奇
抜
な
姿
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
す
。

二　

仮
装
行
列
の
実
施
組
織

仮
装
行
列
の
実
施
組
織
は
、
大
き
く
分
け
て
①
各
向
上
会
に
お
い
て
組
織
さ
れ
る

仮
装
行
列
、
②
商
工
会
に
よ
る
仮
装
行
列
、
③
高
森
役
場
職
員
等
官
公
庁
等
職
員
に

よ
る
仮
装
行
列
の
三
つ
が
あ
っ
た
。

仮
装
行
列
は
各
町
か
ら
出
さ
れ
、
青
年
組
織
（
青
年
団
）
が
そ
の
任
に
あ
た
っ

た
。
前
述
の
よ
う
に
「
高
森
町
向
上
会
」
が
組
織
さ
れ
る
と
、
そ
れ
以
降
は
向
上
会

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
は
高
森
阿
蘇
神
社

宮
司
と
聯
合
向
上
会
会
長
に
よ
る
協
議
が
行
わ
れ
、
風
鎮
祭
の
規
約
が
つ
く
ら
れ
て

い
る
（15）

。
そ
こ
に
は
「
第
二
条　

風
鎮
祭
諸
行
事
ハ
商
工
會
主
催
デ
之
ヲ
行
フ
」

（
太
文
字
部
分
は
後
に
「
氏
子
奉
仕
ノ
モ
ト
阿
蘇
高
森
神
社
宮
司
」
に
墨
字
修
正
）、

「
第
三
条　

風
鎮
祭
ニ
於
テ
行
フ
余
興
ハ
凡
テ
高
森
町
聯
合
向
上
會
之
ヲ
分
担
ス
」

（
太
文
字
部
分
は
同
様
に
「
高
森
町
商
工
会
之
ヲ
主
宰
」
に
墨
字
修
正
）
と
風
鎮
祭

の
主
催
や
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
行
事
の
担
い
手
の
変
化
が
見
て
取
れ
る
。
先
述
の
と

お
り
、
昭
和
三
〇
年
高
森
町
合
併
を
機
に
、
昭
和
三
一
年
に
は
町
と
商
工
会
の
主
催

と
な
り
、
各
向
上
会
と
役
場
職
員
に
よ
る
仮
装
行
列
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

合
併
か
ら
十
年
経
過
し
た
昭
和
四
十
年
代
頃
か
ら
は
向
上
会
を
卒
業
し
た
商
工
会
の

会
員
（
各
店
主
）
に
よ
る
盛
大
な
仮
装
行
列
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て

写真２　目覚し行事　平成３年
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昭
和
五
十
年
代
に
は
町
・
商
工
会
主
催
か
ら
風
鎮
祭
委
員
会
と
い
う
委
員
会
組
織
で

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
昭
和
五
十
年
「
高
森
町
風
鎮
祭
委
員
会　

風
鎮

祭
業
務
分
担
表
」
に
は
、
仮
装
行
列
部
と
し
て
役
場
仮
装
行
列
（
踊
り
）
／
商
工
会

仮
装
行
列
／
向
上
会
仮
装
行
列
と
三
つ
の
大
き
な
組
織
に
よ
る
仮
装
行
列
が
行
わ
れ

て
い
る
。

し
か
し
平
成
一
三
年
「
風
鎮
祭
委
員
会
委
員
構
成
表
」
に
は
総
踊
り
の
部
会
は
あ

る
が
、
仮
装
行
列
に
関
連
す
る
も
の
は
見
い
だ
せ
な
い
。
さ
ら
に
平
成
二
九
年
に
は

町
自
体
も
従
来
の
風
鎮
祭
に
お
い
て
、
共
催
か
ら
後
援
の
立
場
と
な
り
、
前
述
の
よ

う
に
平
成
二
十
三
年
以
降
役
場
仮
装
行
列
そ
の
も
の
も
実
施
さ
れ
な
く
な
る
。

三　

各
実
施
組
織
に
よ
る
仮
装
行
列
の
実
態

（
一
）
向
上
会
に
お
け
る
仮
装
行
列
の
構
成
と
内
容

現
在
聞
書
き
調
査
か
ら
わ
か
る
、
昭
和
四
〇
～
五
〇
年
代
頃
の
向
上
会
は
、
二
〇

～
三
〇
歳
代
の
青
年
で
構
成
さ
れ
、
風
鎮
祭
で
は
目
覚
し
行
事
、
に
わ
か
（
子
ど
も

に
わ
か
含
）
と
仮
装
行
列
、
子
ど
も
手
踊
り
を
担
っ
て
い
た
。
壮
年
（
三
〇
～
五
〇

歳
代
）
に
は
向
上
会
を
脱
会
し
、
商
工
会
の
仮
装
行
列
と
風
鎮
祭
の
運
営
を
お
こ
な

い
、
中
老
（
六
〇
歳
代
以
上
）
と
な
っ
て
か
ら
は
、
向
上
会
、
商
工
会
も
引
退
し
た

人
達
が
造
り
物
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
年
齢
階
梯
的
に
各
々
分
担
が
決
ま
っ
て
い
た

と
い
う
。

子
ど
も
手
踊
り
の
参
加
で
、
祭
り
の
初
顔
見
せ
に
な
り
、
子
ど
も
に
わ
か
を
経
験

し
、
向
上
会
に
入
会
、
本
格
的
に
に
わ
か
を
行
う
。
脱
会
後
は
商
店
会
で
風
鎮
祭
全

体
の
運
営
に
携
わ
り
、
そ
の
後
造
り
物
、
裏
方
と
い
う
形
で
関
わ
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
向
上
会
の
人
数
も
減
少
す
る
な
か
、
商
売
等
日
常
業
務
に
加
え
、
に
わ

か
の
練
習
、
準
備
も
大
変
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
手
踊
り
の
練
習
や
世
話
も

加
わ
り
、
一
人
で
何
役
も
仕
事
を
こ
な
す
よ
う
に
な
る
と
、
仮
装
行
列
に
人
員
と
時

間
を
配
分
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
行
列
の
道
路
使
用
の
交

通
規
制
、
風
鎮
祭
に
お
け
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
へ
の
対
応
等
、
祭
り
そ
の
も

の
が
複
雑
化
し
て
き
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
い
う
。
さ
ら
に
仮
装
行
列
に
あ
が
る

オ
ハ
ナ
（
御
花
：
投
げ
銭
）
も
、
に
わ
か
や
子
ど
も
手
踊
り
よ
り
少
額
に
な
り
、
財

政
的
に
も
準
備
と
時
間
が
か
か
る
割
に
費
用
対
効
果
が
少
な
い
仮
装
行
列
を
や
め
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
苦
渋
の
選
択
を
し
た
と
い
う
。

向
上
会
に
と
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
も
に
わ
か
に
重
点
が
お
か
れ
、
仮
装
行
列
は
そ

の
空
い
た
時
間
を
利
用
し
て
実
施
す
る
も
の
と
い
う
。
各
向
上
会
で
ど
の
よ
う
な
仮

装
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
不
明
な
部
分
も
多
く
、
判
然
と
し
な
い
が
、
お
お
よ
そ
次

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
た
（16）

。

　

向
上
会
仮
装
行
列
の
内
容

昔
は
向
上
会
は
商
店
主
が
ほ
と
ん
ど
で
、
家
の
後
継
ぎ
、
長
男
の
み
に
限
ら
れ
、

入
れ
な
い
人
も
あ
っ
た
。
女
性
は
入
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
向
上
会
員
に
な

る
こ
と
は
一
つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
っ
た
。
だ
い
た
い
二
七
、
八
歳
位
ま
で
に
は
退

会
し
、
三
〇
歳
過
ぎ
の
人
は
い
な
か
っ
た
。

仮
装
行
列
は
、
元
来
向
上
会
で
は
な
く
、
各
町
全
体
で
お
こ
な
う
も
の
で
、
仮
装

行
列
は
年
齢
関
係
な
く
、
に
わ
か
に
出
ら
れ
な
い
人
（
向
上
会
に
入
っ
て
い
な
い

人
）、
女
性
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
形
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
例
え
ば
下
町
区
で

は
昔
は
一
五
、
六
組
あ
り
、
各
組
か
ら
二
人
ず
つ
出
し
て
実
施
し
て
い
た
。

ま
た
向
上
会
に
入
っ
て
い
て
も
、
に
わ
か
が
上
手
で
な
い
人
が
仮
装
行
列
に
出
て

い
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

三
味
太
鼓
の
音
で
先
導
し
、
そ
の
後
に
つ
い
て
バ
ラ
バ
ラ
練
り
歩
い
て
い
く
が
、

か
つ
て
は
山
引
き
の
前
に
仮
装
行
列
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
仮
装
し
て
ヤ
マ
（
造
り
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物
）
に
付
き
、
ヤ
マ
を
動
か
す
の
が
向
上
会
の
仮
装
行
列
で
あ
っ
た
と
い
う
。

か
つ
て
は
仮
装
行
列
も
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り
、
女
装
す
る
者
が
多
か
っ
た
が
、
仮

装
し
て
、
芝
居
仕
立
て
の
寸
劇
を
見
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
以
前
は
お
こ
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
に
わ
か
に
近
い
も
の
だ
っ
た
が
、
に
わ
か
の
よ
う

に
練
習
と
か
は
別
段
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

向
上
会
の
三
役
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
行
き
当
た
り
ば
っ

た
り
で
行
っ
て
い
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
役
が
決
ま
っ
た
ら
、
衣
装
や
道
具

類
を
準
備
す
る
。
に
わ
か
で
使
用
す
る
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
使
っ
た
り
、
古
着
屋
に

買
い
に
行
っ
た
り
、
自
分
の
家
の
古
着
を
使
用
し
た
り
、
家
に
あ
る
も
の
で
道
具
を

作
っ
た
り
、
各
自
で
創
意
工
夫
し
な
が
ら
用
意
し
て
い
た
。【
写
真
３
】

横
町
向
上
会
で
は
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
が
流
行
っ
た
時
に
は
ド
リ
フ
の
恰
好
、
ジ
ュ
リ

ア
ナ
東
京
が
流
行
っ
た
時
に
は
、
普
通
の
腹
巻
を
上
下
に
伸
ば
し
て
、
ボ
デ
ィ
コ
ン

の
よ
う
な
ぴ
っ
ち
り
体
に
合
わ
せ
た
衣
装
を
自
分
達
で
作
っ
て
女
装
し
て
い
た
。
特

に
西
部
警
察
の
恰
好
を
し
た
仮
装
行
列

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
ス
ッ

ポ
ン
ポ
ン
に
な
っ
て
、
裸
で
色
々
な
も

の
を
つ
け
て
、
と
も
か
く
キ
テ
レ
ツ
な

恰
好
を
し
て
騒
い
で
い
た
と
い
う
。

上
町
向
上
会
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、

山
本
リ
ン
ダ
や
木
遣
り
（
消
防
の
火
消

し
）、
闘
牛
士
や
白
波
五
人
男
な
ど
を

お
こ
な
っ
た
。
例
え
ば
、
闘
牛
士
の
時

は
闘
牛
士
と
牛
に
分
か
れ
、
牛
の
上
半

身
を
張
り
ぼ
て
で
作
り
、
な
か
に
二
人

が
入
っ
て
、
前
足
と
後
足
に
な
っ
て
歩
い
た
。
四
，
五
人
に
女
性
の
恰
好
を
さ
せ
て

フ
ラ
メ
ン
コ
を
さ
せ
る
。
白
波
五
人
男
の
時
に
は
、
歌
舞
伎
の
よ
う
な
口
上
を
披
露

し
て
い
た
と
い
う
。

下
町
向
上
会
で
は
、
当
時
の
流
行
を
取
り
入
れ
て
い
た
も
の
で
昭
和
四
〇
年
頃
に

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
格
好
を
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
昔
は
仮
装
し
て
芝
居
仕
立
て
の
寸

劇
を
見
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
山
引
き
の
時
に
も
仮
装
し
て
ヤ

マ
（
造
り
物
）
を
動
か
す
の
が
、
向
上
会
の
仮
装
行
列
で
あ
っ
た
。

昭
和
向
上
会
で
は
、
萩
本
欽
一
の
テ
レ
ビ
「
欽
ち
ゃ
ん
の
ど
こ
ま
で
や
る
の
」
に

登
場
す
る
の
ぞ
み
、
か
な
え
、
た
ま
え
の
三
姉
妹
の
格
好
を
し
て
、
歌
に
合
わ
せ
て

踊
る
な
ど
、
そ
の
年
ゝ
に
テ
レ
ビ
な
ど
で
話
題
に
な
っ
た
も
の
を
題
材
に
し
て
い

た
。旭

向
上
会
で
は
、「
世
界
の
童
話
」
で
は
白
雪
姫
と
七
人
の
小
人
と
い
っ
た
格
好

を
す
る
な
ど
子
ど
も
で
も
わ
か
る
も
の
を
題
材
に
し
て
い
た
と
い
う
。

五
町
連
合
向
上
会
で
実
施
し
た
時
に
は
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
五
町

各
々
で
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
恰
好
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
「
大
名
行
列
」
の

テ
ー
マ
の
際
に
は
各
向
上
会
で
パ
ー
ト
を
割
り
当
て
て
実
施
、「
世
界
の
絵
画
」
の

時
に
は
、
例
え
ば
「
落
穂
拾
い
」
の
仮
装
を
し
て
大
き
な
額
縁
を
持
ち
歩
き
、
に
わ

か
と
同
様
に
所
々
で
、
額
縁
の
な
か
で
絵
画
を
表
現
す
る
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
取
り
入
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

五
町
連
合
向
上
会
の
仮
装
行
列
の
場
合
、
ど
こ
の
向
上
会
か
が
わ
か
る
た
め
、
各

向
上
会
で
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
も
の
を
披
露
し
、
対
抗
し
た
が
、
オ
ハ
ナ
は
五
町

で
均
等
分
配
す
る
た
め
、
各
向
上
会
で
回
る
ほ
う
が
努
力
が
報
わ
れ
る
と
い
う
の

で
、
長
続
き
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

仮
装
行
列
の
音
楽
は
、
以
前
は
に
わ
か
と
同
様
に
、
向
上
会
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
三
味

写真３
　向上会仮装行列　昭和33年
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線
・
太
鼓
と
い
っ
た
囃
子
の
伴
奏
を
先
頭
に
歩
い
て
い
た
。
そ
の
後
流
行
っ
た
音
楽

を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
、
ラ
ジ
カ
セ
で
流
し
て
踊
り
な
が
ら
歩
い
て
い
た
。

最
初
に
ジ
チ
ョ
ウ
（
自
町
）、
そ
れ
か
ら
他
の
町
内
も
回
る
。
昔
は
そ
れ
で
喧
嘩

に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
は
年
番
向
上
会
が
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
回
る
の
か
調
整

を
行
い
、
行
列
が
重
な
り
合
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
二
）
商
工
会
に
お
け
る
仮
装
行
列

商
工
会
に
お
け
る
仮
装
行
列
は
、
前
述
の
よ
う
に
当
初
向
上
会
を
卒
業
し
た
商
店

主
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
い
か
に
風
鎮
祭
を
盛
り
上
げ
、
町
内
外
か
ら
の
多
く
の

人
々
を
迎
え
入
れ
、
商
店
の
販
売
拡
大
等
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
と
し
て
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
一
番
盛
大
な
も
の
が
出
せ
た
時
期
と
さ
れ
る
昭
和
五
一
年
の
際
の
仮
装

行
列
は
、【
表
５
】
商
工
会
仮
装
行
列
構
成
の
と
お
り
で
あ
り
、
男
性
の
み
で
構
成

さ
れ
、
世
界
を
対
象
に
し
た
テ
ー
マ
の
仮
装
行
列
が
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
中

央
四
つ
角
以
外
で
お
こ
な
わ
れ
る
中
央
舞
台
（
現
交
流
ス
テ
ー
ジ
）
で
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
の
方
に
力
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
商
工
会
の
仮
装
行
列
を
行
う
人
数

が
少
な
く
な
り
、
か
つ
て
の
よ
う
な
見
栄
え
が
す
る
も
の
が
出
せ
な
く
な
っ
た
た

め
、
平
成
一
二
年
以
降
に
は
実
施
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

（
三
）
役
場
仮
装
行
列
の
構
成
と
内
容
（17）

役
場
仮
装
行
列
は
、
高
森
町
合
併
時
を
契
機
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
町
長
み
ず
か

ら
役
場
職
員
と
共
に
参
加
、
議
員
も
参
加
し
て
始
ま
っ
た
と
い
う
。
当
時
は
地
域
の

祭
り
を
主
催
し
な
が
ら
、
観
光
資
源
に
よ
る
町
お
こ
し
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
る
。

風
鎮
祭
の
主
催
が
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
に
な
っ
て
か
ら
も
、
企
画
委
員
会
に
は
属

さ
ず
、
役
場
職
員
の
な
か
で
企
画
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
。

仮
装
行
列
で
町
内
を
回
る
と
町
民
に
非
常
に
喜
ば
れ
、
町
民
の
要
望
も
強
く
あ
っ

た
と
い
う
。
日
頃
真
面
目
な
堅
い
イ
メ
ー
ジ
の
役
場
職
員
が
女
装
や
化
粧
を
し
て
、

お
ど
け
た
格
好
で
出
場
す
る
の
で
、「
あ
の
人
が
こ
ぎ
ゃ
ん
な
格
好
す
る
。」
と
人
気

も
あ
り
、
非
常
に
親
し
み
が
湧
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た

と
い
う
。

商
工
観
光
課
（
以
前
は
企
画
課
）
は
風
鎮
祭
全
体
に
関
わ
り
、
役
場
の
仮
装
行
列

は
総
務
課
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
た
。
各
課
で
仮
装
行
列
の
内
容
、
出
場
者

を
決
め
、
各
課
で
代
表
を
出
し
、
会
議
を
お
こ
な
い
、
総
務
課
が
取
り
ま
と
め
て
毎

年
テ
ー
マ
（
タ
イ
ト
ル
）
を
決
め
て
い
た
。
だ
い
た
い
七
月
頃
か
ら
そ
の
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
て
準
備
を
始
め
て
い
た
。

　

役
場
仮
装
行
列
の
内
容　
　

テ
ー
マ
は
だ
い
た
い
時
代
劇
や
Ｔ
Ｖ
や
映
画
で
流
行
っ
た
も
の
、
時
世
に
あ
っ
た

も
の
、
例
え
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
恰
好
を
す
る
な

ど
誰
も
が
見
て
わ
か
る
恰
好
を
し
て
い
た
。

役
場
仮
装
行
列
の
テ
ー
マ
は
、
前
出
表
４
仮
装
行
列
関
係
内
容
一
覧
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
「
大
名
行
列
」、「
高
森
町
今
昔
」、「
昔
話
」、「
20
世
紀
回
顧
」【
写
真
４
】

 表5　商工会仮装行列

シーザー 山村一郎 山村酒造

クレオパトラ 飯干純男 吉田屋呉服店

聖徳太子 桐原市喜 桐原薬局

仁徳天皇 黒田啓介 豊後屋商店

平　将門 馬原伸男 中萬屋呉服店

楠　正成 野脇頼介 野脇商店

源義経（牛若丸） 吉良偵人 豊前屋本店

武蔵坊弁慶 荒木明 荒木鉄工所

上杉謙信 岩下昭生 新えびす堂

織田信長 中川清澄 中川本店

豊臣秀吉 志柿末吉 日向屋

徳川家康 相馬増己 西角屋

伊達政宗 田代新祐 高森石油

ナポレオン 中村敏久 中村時計店

日蓮上人 秋山信一 秋山食堂

天草四郎 色見絋司 色見屋呉服店

宮本武蔵 塚本保雄 塚本商店

佐々木小次郎 後藤忠 ヤクルト販売店

荒木又右衛門 杉田富男 杉田酒店

大石内蔵之助 大塚光生 大塚商店

大石主税 日置久仁友 日置商店

中山安兵ヱ 佐藤光男 佐藤整備工場

近藤勇 岩下寛一 三善屋呉服店

月形半平太 田代広一 スポーツ用品店

祇園の名妓（ひな菊） 小林重男 小林家具店

ヒットラー 三井和己 スーパー三井

西郷隆盛 草村照 草村企業

明治天皇 長山吉彦 洋服のなかやま

乃木希典 宇藤幸喜 宇藤竹宗本店

広瀬中佐 桐原勢紀 桐原商店

東郷元帥 津留光喜 津留農機具店

マッカーサー元帥 大谷正開 なべ屋食堂

西住戦車隊長 佐藤守一 錦万高森店

シドニー攻撃松尾中佐 加藤文凡 加藤自動車

毛沢東 田上来 田上商店

昭和天皇 武田義広 武田造花店

昭和51年風鎮祭　 8 月18日実施
「東西英雄豪傑伝」（商工会資料より）
参加者36名　男→男（34/36）＝約 94％、男→女（2/36）＝約 6 ％
となっており、性別変更に重点はみられない。
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な
ど
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が

多
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
い
わ
ゆ

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
模
倣
し
た
も
の

に
変
化
し
て
い
る
。

「
昭
和
三
十
六
年
風
鎮
祭
合
同
会

議
資
料
」
に
は
「
国
県
等
の
所
得
倍

増
計
画
に
対
し
、
町
と
し
て
高
森
町

建
設
推
進
隊
を
結
成
」、
こ
れ
を
赤

穂
浪
士
四
十
七
士
に
な
ぞ
ら
え
、

「
四
十
七
士
の
「
君
に
忠
」
の
心
と

団
結
を
以
っ
て
町
民
の
所
得
倍
増
を
は
か
る
こ
と
に
身
を
挺
し
て
尽
力
す
る
」。
仮

装
行
列
の
題
は
「
高
森
町
建
設
推
進
隊
」（
四
十
七
士
）
と
し
て
次
の
よ
う
に
実
施

さ
れ
て
い
る
。

編
成　

鼓
笛
隊　

大
太
鼓
二
ヶ
、
小
太
鼓
二
、
笛
十

　
　
　

象　

三
頭　

（
役
場
職
員
の
つ
く
り
も
の
と
思
わ
れ
る
）

　
　
　

推
進
隊

　
　
　

村
造
り

仮
装　

野
球
帽
子
に
タ
レ
つ
け
る
（
又
は
向
う
鉢
巻
）　

　
　
　

タ
ス
キ
袴　
　
　
　
　
　
　
　

各
自
準
備

　
　
　

長
ジ
バ
ン
（
又
は
シ
ャ
ツ
）　

ゝ

　
　
　

カ
ケ
及
草
履　
　
　
　
　
　
　

購
入

　
　
　

竹
ヤ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
括
購
入
し
後
は
各
自
作
る

　
　
　

カ
ケ
ヤ　

木
ケ
ン	　
　
　
　
　

借
用

練
り
歩
く
道
順　

例
年
通
り　

役
場
→
天
神
→
上
町
→
駅
通
り
→
旭
通
り
→
駅
前

→
警
察
通
り
→
下
町
通
り
→
下
町
→
横
町
→
住
吉
商
店
→
役
場
通
り
→
役
場
と
な
っ

て
お
り
、
役
所
が
お
こ
な
う
業
務
や
そ
の
年
の
町
政
方
針
な
ど
を
、
プ
ラ
カ
ー
ド
で

示
す
な
ど
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
宣
伝
す
る
場
で
あ
っ
た
点
は
興
味
深
い
。

平
成
一
五
年
は
、
全
体
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
が
「
高
森
映
画
祭
」
で
、
次
の
よ
う
に

各
課
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

総
務
課　
　
　
　
　
　
　

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー　
　
　
　
　
　

八
名

保
険
福
祉
課　
　
　
　
　

Ｓ
Ｆ
映
画
の
ヒ
ー
ロ
ー　
　
　
　

八
名

住
民
生
活
課
・
出
張
所　

ハ
ム
ち
ゃ
ん
ず
の
仲
間
た
ち　
　

六
名

税
務
課
・
収
入
役
室　
　

仮
面
ラ
イ
ダ
ー　
　
　
　
　
　
　

七
名

農
林
振
興
課
・
農
委　
　

ホ
ラ
ー
映
画
の
ヒ
ー
ロ
ー　
　
　

六
名

建
設
課　
　
　
　
　
　
　

水
戸
黄
門　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
名

企
画
財
政
課
・
議
会　
　

霊
幻
道
士　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
名

教
委
・
水
対
・
学
校　
　

高
森
の
星　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
名

保
育
園　
　
　
　
　
　
　

極
道
の
妻
た
ち　
　
　
　
　
　
　

九
名

�

計
六
九
名
の
参
加

各
課
別
々
の
内
容
の
Ｔ
Ｖ
や
映
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仮
装
し
て
練
り
歩
く
形
に

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
行
列
に
参
加
す
る
役
場
職
員
は
勤
務
扱
い
に
な
る
が
、
五
町
内
居
住
の
役

場
職
員
は
年
休
を
取
っ
て
五
町
内
の
に
わ
か
や
仮
装
行
列
に
参
加
し
て
い
た
。
当
初

は
女
性
の
参
加
は
な
く
、
男
性
ば
か
り
で
行
っ
て
い
た
が
、
女
性
職
員
が
化
粧
を
手

伝
っ
た
り
、
役
場
職
員
同
志
の
連
帯
感
醸
成
の
場
で
も
あ
っ
た
。

　

役
場
仮
装
行
列
の
変
遷

仮
装
行
列
に
女
性
が
参
加
で
き
な
い
の
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五

写真４　役場仮装行列　平成12年（2000年）
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十
一
年
頃
に
女
性
は
手
踊
・
男
は
仮
装
行
列
と
い
う
役
割
分
担
を
行
っ
て
風
鎮
祭
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

当
初
は
手
踊
り
と
仮
装
を
一
年
交
代
で
行
っ
て
い
た
が
、
仮
装
が
非
常
に
人
気
と

な
っ
て
き
た
た
め
に
、
仮
装
と
手
踊
り
の
両
方
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

後
二
日
間
や
る
の
は
、
職
員
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
い
う
の
で
、
昭
和
六
十
三
年

か
ら
役
場
職
員
だ
け
の
手
踊
り
か
ら
町
民
す
べ
て
参
加
で
き
る
よ
う
な
、
町
民
総
踊

り
（
風
鎮
総
踊
り
）
に
変
化
し
た
。

風
鎮
総
踊
り
は
高
森
音
頭
、
風
鎮
サ
ン
バ
な
ど
風
鎮
祭
の
実
行
委
員
会
が
企
画
し

て
町
内
各
事
業
所
（
工
業
団
地
、
農
協
、
郵
便
局
、
保
育
園
等
々
）
の
人
達
に
集

ま
っ
て
実
施
さ
れ
た
踊
り
で
あ
る
。
最
初
の
町
民
総
踊
り
に
は
約
千
人
が
参
加
し
て

お
り
、
当
時
の
人
口
（
八
，
六
八
八
人
）
か
ら
す
る
と
約
九
人
に
一
人
（
一
／
八
・

七
）
が
参
加
し
て
い
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
仮
装
行
列
と
町
民
総
踊
り
が
実
施
さ
れ
る
が
、
平
成
二
〇
年
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
に
仮
装
行
列
を
実
施
し
た
際
に
、
町
民
よ
り
勤
務
時
間

で
の
準
備
に
対
す
る
批
判
が
あ
り
、
ま
た
、
退
職
者
増
に
よ
り
参
加
可
能
者
そ
の
も

の
も
減
少
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
平
成
二
三
年
を
最
後
に
そ
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に

な
る
。

　

役
場
仮
装
行
列
の
音
楽
と
衣
装

先
導
車
に
拡
声
器
を
つ
け
て
、
そ
の
年
の
流
行
歌
な
ど
テ
ー
マ
に
合
っ
た
音
楽
を

自
分
達
で
選
曲
し
て
流
し
て
い
た
。
仮
装
を
し
た
各
役
の
説
明
と
、
そ
れ
に
扮
し
た

役
場
職
員
を
紹
介
し
な
が
ら
練
り
歩
い
て
い
た
。
役
場
職
員
の
仮
装
は
非
常
に
人
気

が
あ
り
、
観
客
に
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
風
鎮
祭
以
外
で
も
地
域
の
運
動
会
な
ど
に

リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
て
披
露
し
て
い
た
。 

衣
装
は
配
役
が
決
ま
る
と
自
分
で
材
料
を
用
意
し
、
作
っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
行
列
に
か
か
る
経
費
は
、
観
客
と
商
工
会
（
実
行
委
員
会
）
か
ら
の
オ
ハ

ナ
に
よ
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
平
成
一
五
年
実
施
の
役
場
仮
装
「
高
森
映
画
祭
」
に

は
六
九
名
参
加
、
仮
装
の
経
費
補
助
と
し
て
、
出
場
者
各
一
人
に
対
し
、
千
円
が
補

助
さ
れ
、
不
足
分
は
各
自
の
手
出
し
と
な
る
。 

第
三
節　

に
わ
か
と
仮
装
行
列
の
関
連
性

風
鎮
祭
に
お
け
る
仮
装
行
列
は
、
そ
の
形
態
か
ら
、

第
一
類　

仮
装
し
て
踊
る
も
の

第
二
類　

仮
装
し
て
踊
り
以
外
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
芸
）
を
行
う
も
の

第
三
類　

仮
装
し
て
練
り
歩
く
も
の
。

第
四
類　

こ
れ
ら
が
複
合
的
に
構
成
さ
れ
る
も
の

の
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の
内
容
か
ら
次
の

【
一
】
～
【
六
】
の
六
つ
の
時
期
に
大
き
く
分
類
さ
れ
よ
う
。

【
一
】
大
正
一
五
年
以
前
、
風
鎮
祭
の
余
興
と
い
う
形
で
、
踊
り
と
仮
装
、
に
わ
か

と
い
う
の
が
明
確
に
区
分
出
来
て
い
な
い
、
踊
り
（
第
一
類
）
と
演
芸
（
第
二
類
）

と
い
う
形
で
実
施
。

明
治
期
に
実
施
さ
れ
た
「
俄
手
踊
」、「
俄
踊
」
等
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

か
、
判
然
と
し
な
い
。
阿
蘇
郡
宮
原
町
で
は
例
年
旧
暦
盆
一
五
日
に
行
わ
れ
る
風
鎮

祭
或
は
五
穀
成
就
祭
に
「
俄
踊
り
」
を
奉
納
、「
老
若
男
女
孰
れ
も
異
類
異
形
の
出

立
」
と
仮
装
を
し
て
踊
る
こ
と
を
伝
え
る
（18）

、
熊
本
市
域
で
は
招
魂
祭
に
お
い
て

「
二
〇
加
踊
」（「
俄
踊
」）
と
し
て
各
町
か
ら
踊
り
屋
台
が
出
さ
れ
、「
競
商
場
の
唐

子
打
扮
の
軍
歌
踊
り
」、「
職
人
町
若
者
列
の
地
震
の
落
し
踊
り
」、「
大
工
町
小
児
の

三
夷
子
三
大
黒
の
踊
り
」
を
は
じ
め
と
し
た
男
女
あ
る
い
は
子
ど
も
が
仮
装
し
た
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種
々
異
様
な
踊
り
や
俄
歌
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
（19）

。
そ
れ
は
踊
り
（
身
体
）
と
に
わ

か
（
言
語
・
歌
）
が
混
在
化
し
た
、
恐
ら
く
は
仮
装
し
た
踊
り
と
に
わ
か
が
未
分
化

の
状
態
で
、
三
味
線
太
鼓
の
伴
奏
で
歌
っ
て
練
り
歩
く
、
あ
る
い
は
屋
台
で
踊
っ
て

歌
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
高
森
に
わ
か
の
舞
台
に
役
者
が
登
場
す
る

最
初
に
、
ミ
チ
ユ
キ
（
道
行
き
）
と
い
い
、
舞
台
上
を
右
周
り
に
三
歩
進
ん
で
二
歩

下
が
り
、
軽
妙
に
歩
く
独
特
の
所
作
が
あ
る
。
一
種
の
踊
り
と
も
連
な
る
よ
う
な
所

作
に
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

明
治
二
三
年
（
一
九
八
〇
）、
熊
本
市
域
に
お
い
て
は
「
旧
藩
の
こ
ろ
よ
り
十
年

の
戦
乱
（
西
南
戦
争
）
前
ご
ろ
ま
で
は
盆
踊
り
な
る
者
大
に
行
は
れ
例
年
旧
七
月
の

盆
会
の
節
に
は
其
所
の
街
此
所
の
町
、
男
女
異
様
の
扮
装
に
て
踊
り
廻
は
る
事
あ
り

し
が
戦
乱
後
に
至
り
て
右
の
盆
踊
り
は
中
絶
し
た
り
尋
て
招
魂
祭
の
始
ま
り
し
よ
り

中
絶
し
た
る
盆
踊
り
は
一
変
し
て
今
の
俄
踊
り
と
な
り
し
由
」（20）

と
招
魂
祭
を
契
機

と
し
て
盆
踊
り
か
ら
俄
踊
へ
の
変
化
を
解
く
。
こ
の
内
容
の
真
偽
に
つ
い
て
は
検
証

の
必
要
が
あ
る
が
、
第
一
節
で
示
し
た
よ
う
に
風
鎮
祭
が
盆
会
で
あ
り
、
盆
踊
と
し

て
の
俄
踊
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

【
二
】
大
正
一
五
年
、
向
上
会
が
組
織
さ
れ
た
以
降
、
歴
史
上
の
人
物
を
仮
装
し
た

も
の
が
み
ら
れ
、
踊
り
や
演
芸
と
明
確
に
区
分
さ
れ
て
仮
装
行
列
が
実
施
。
高
森
線

の
開
通
に
よ
り
地
域
外
か
ら
の
見
学
者
も
増
え
る
。

大
正
一
二
年
に
「
仮
装
行
列
」
の
名
が
新
聞
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
大
正
期
に

な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
手
踊
」
で
な
く
「
仮
装
隊
」
や
「
仮
装
行
列
」
の
名
称
が
表

出
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
向
上
会
が
結
成
さ
れ
た
大
正
一
五
年
に
は
、
横
町
分

団
で
は
「
踊
り
」（
第
一
類
）、
下
町
分
団
は
「
劇
（
歴
史
）」（
第
二
類
）、「
仮
装
人

物
」（
第
三
類
）
と
三
つ
の
向
上
会
が
各
々
で
異
な
る
内
容
の
も
の
を
実
施
し
て
い

る
。
特
に
向
上
会
成
立
以
降
「
踊
り
」
と
「
に
わ
か
」
さ
ら
に
は
「
仮
装
行
列
」

が
、
よ
り
尖
鋭
化
、
峻
別
化
し
て
い
く
。

昭
和
二
年
の
下
町
組
「
田
村
博
士
大
阿
蘇
国
立
公
園
基
礎
調
査
」、
上
町
組
「
大

旱
魃
と
百
姓
の
水
争
ひ
」、
横
町
組
「
人
生
一
代
の
厄
」
と
い
っ
た
に
わ
か
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
演
題
を
も
っ
た
、
第
四
類
の
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。
仮
装
行
列
の
内

容
を
み
る
と
、
地
域
や
産
業
、
人
生
に
関
わ
る
よ
う
な
、
地
域
の
発
展
や
改
善
を
伝

え
る
場
と
な
る
。
そ
こ
に
は
単
な
る
「
娯
楽
性
」
だ
け
で
な
く
青
年
か
ら
み
た
現
在

の
「
社
会
的
問
題
」
を
外
在
化
し
、
他
者
と
を
繋
げ
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
も

担
う
。

【
三
】 

昭
和
八
年
以
降　

国
家
主
義
や
軍
国
主
義
の
色
合
い
濃
く
な
っ
て
い
く
時

代
、
皇
国
史
観
「
国
体
の
本
義
」
や
「
我
は
何
を
な
す
べ
き
か
」
と
い
っ
た
尽
忠
報

国
の
思
想
が
徹
底
さ
れ
る
時
期
に
は
そ
の
世
相
を
反
映
し
た
「
娘
子
護
国
軍
」（
皇

国
姫
子
軍
）
や
「
爆
裂
三
銃
士
」
な
ど
恐
ら
く
第
三
類
に
属
し
た
、
戦
争
色
の
強
い

も
の
と
同
時
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
仮
装
行
列
が
実
施
さ
れ
る
。

【
四
】
戦
後
、
四
町
合
同
に
よ
る
大
仮
装
行
列
や
二
日
間
の
祭
り
の
間
に
三
回
の
仮

装
行
列
、
山
引
音
頭
・
高
森
音
頭
と
い
う
踊
り
、
四
町
競
演
会
で
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

が
実
施
。
第
四
類
の
複
合
的
な
仮
装
行
列
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

【
五
】
昭
和
三
十
年
以
降
、
高
森
町
合
併
を
契
機
に
旧
三
ヶ
町
村
、
町
内
官
公
署
、

各
婦
人
会
、
一
般
参
加
と
各
団
体
に
門
戸
が
開
か
れ
、
町
・
商
工
会
主
導
で
拡
大
化

し
て
実
施
。
地
域
の
統
合
と
発
展
を
願
う
よ
う
に
、
向
上
会
が
担
っ
て
い
た
も
の
よ

り
、
よ
り
盛
大
な
も
の
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
町
役
場
職
員
に
よ
る
仮

装
行
列
は
「
大
名
行
列
」、「
赤
穂
浪
士
」
や
「
町
発
展
史
」
な
ど
歴
史
上
の
人
物
、

地
域
の
歴
史
な
ど
を
テ
ー
マ
に
行
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
第
三
類
に
相
当
す
る
も
の

に
変
化
、
高
度
経
済
成
長
期
と
と
も
に
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が

あ
る
。
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ま
た
こ
の
時
期
に
は
商
工
会
で
、
向
上
会
を
卒
業
し
た
商
工
会
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
、
よ

り
盛
大
で
華
美
な
仮
装
行
列
が
、
向
上
会
の
仮
装
行
列
に
対
抗
す
る
よ
う
な
形
で
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
仮
装
行
列
に
は
、
文
化
の
再
生
（
歴
史
の
再

構
築
）
と
自
己
の
存
在
の
再
認
識
の
場
と
し
て
、
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
高
い
も
の

と
し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
六
】
昭
和
後
期
か
ら
平
成
期
以
降
、
仮
装
行
列
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
。
仮
装

行
列
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
が
進
み
、
同
時
に
、
仮
装
行
列
そ
の
も
の
が
実
施
さ
れ
な

く
な
る
時
期
。

変
化
の
一
つ
は
か
つ
て
の
手
踊
の
発
展
し
た
町
民
総
出
に
よ
る
風
鎮
総
踊
り
の
創

出
で
あ
る
。
博
多
ど
ん
た
く
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、「
通
り
も
ん
」
パ
レ
ー
ド
化
が

お
こ
る
。
近
年
で
は
う
ち
わ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
ズ
ボ
ン
な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ

う
な
総
踊
り
（
手
踊
り
）
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
各
グ
ル
ー
プ

の
参
加
者
の
間
で
は
、
自
分
が
所
属
す
る
組
織
が
他
と
の
差
異
化
を
意
識
し
た
衣
装

で
参
加
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
仮
装
の
意
識
の
一
端
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
は
Ｔ
Ｖ
や
映
画
な
ど
の
登
場
人
物
を
模
倣
し
た
仮
装
が
従
来
に
も
増
し

て
強
く
な
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
、
架
空
の
人
物
に
な
る
時
代
の
到
来
を
迎
え
、
第

四
類
に
属
す
る
よ
う
な
練
り
歩
き
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
仮
装
行
列
が
複
合
的
に
実

施
さ
れ
る
。
し
か
し
、
風
鎮
祭
そ
の
も
の
の
規
模
が
拡
大
し
、
商
工
会
や
町
と
の
共

催
、
さ
ら
に
は
実
行
委
員
会
形
式
で
の
実
施
が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
な
か

で
、
五
町
以
外
の
他
地
域
、
あ
る
い
は
町
域
を
越
え
て
の
交
流
そ
の
も
の
が
推
進
さ

れ
、
か
つ
て
の
四
角
を
中
心
と
し
た
も
の
か
ら
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
色
々
な

催
し
が
重
層
的
に
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
る
な
か
で
、
仮
装
行
列
が

担
っ
て
い
た
奇
抜
性
、
創
造
性
、
革
新
性
を
も
っ
て
、
笑
い
と
歓
喜
を
人
々
に
も
た

ら
す
娯
楽
性
を
追
求
す
る
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し

て
、
商
工
会
、
役
場
仮
装
行
列
も
終
了
、
向
上
会
も
五
町
競
演
会
の
な
か
で
、
様
々

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一
つ
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
変
化
し
、
仮
装
行
列
そ
の
も
の

は
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

か
つ
て
は
に
わ
か
に
参
加
で
き
る
の
は
、
そ
の
家
の
長
男
だ
け
と
い
う
厳
し
い
条

件
が
あ
り
、
一
つ
の
社
会
的
地
位
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
長
男
以
外
の
青

年
が
仮
装
行
列
に
参
加
す
る
と
い
う
話
も
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ
て
の
に
わ
か

に
参
加
で
き
な
い
青
年
に
と
っ
て
は
、
仮
装
行
列
で
に
わ
か
や
造
り
物
と
同
様
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
に
目
立
つ
こ
と
、
自
己
発
現
の
場
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
造
り
物
や
に
わ
か
が
行
わ
れ

る
前
に
仮
装
の
者
が
出
る
の
に
は
、
そ
こ
に
は
、
先
祓
い
と
し
て
、
場
を
祓
い
清
め

る
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
で
も
目
覚
し
行
事
に
は
、
仮
装
行
列
の
残
影
が
見
い
だ
せ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以

降
初
め
て
実
施
さ
れ
た
令
和
五
年
の
目
覚
し
に
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
裸
や
奇
抜
な

独
創
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
年
番
向
上
会
で
あ
る
上
町
向
上
会
が
「
新
し
い

学
校
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
」
の
格
好
で
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
日
常
と
は
異
な
る
モ
ノ
に
変
わ
る
と
い
う
仮
装
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
真
夜
中
に

髪
を
振
り
乱
し
て
踊
る
姿
に
は
、「
笑
い
」
と
同
時
に
あ
る
種
の
「
恐
さ
」
さ
え
筆

者
に
は
感
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
目
覚
し
」
が
死
者
を
送
り
出
す
意
味
が
あ
っ
た

こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

風
鎮
祭
で
は
「
か
つ
て
は
「「
山
」
を
「
作
り
物
」
の
最
後
へ
付
け
て
引
」
き
、

「
昔
は
こ
の
山
へ
仮
装
し
た
子
供
を
乗
せ
た
が
、
近
年
は
乗
せ
な
い
様
に
な
っ

た
。」（21）

と
あ
り
、
こ
れ
が
い
つ
の
時
代
か
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
こ
の
「
山
」

（
ヤ
マ
）
が
、
恐
ら
く
は
「
大
山
」
と
よ
ば
れ
る
（22）

「
踊
り
屋
台
」
の
よ
う
な
も
の
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で
、
何
ら
か
の
神
霊
を
招
く
依
童
と
し
て
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ

の
「
ヤ
マ
」
を
中
心
に
「
作
り
物
」
が
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
囃
子
、
場
を
清
め
る

存
在
と
し
て
異
様
の
扮
装
に
て
踊
り
廻
っ
て
い
た
の
が
、
古
い
形
で
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
か
。

こ
こ
に
は
、
盆
踊
り
に
み
ら
れ
る
祖
霊
の
送
り
儀
礼
と
同
様
に
災
い
を
な
す
死
霊

や
精
霊
を
慰
撫
し
、
送
り
出
す
儀
礼
と
し
て
の
風
鎮
祭
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
化
粧
を

し
、
常
と
は
異
な
る
装
束
を
身
に
纏
い
、
町
内
を
巡
る
仮
装
行
列
は
、
祓
い
を
そ
の

身
体
の
表
現
と
し
て
の
宗
教
性
の
意
味
を
失
い
、
娯
楽
性
を
重
視
す
る
な
か
で
、
現

在
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註（1）
山
路
興
造　

二
〇
一
八
「
博
多
松
ば
や
し
の
「
通
り
も
の
」」『
博
多
松
ば
や
し
調
査
報
告
書
』
福
岡
市
文
化

財
叢
書
第
六
集

（2）
山
路
興
造　

一
九
七
二
「
風
流
」
大
間
知
篤
三
他
編
『
民
俗
の
事
典
』

（3）
安
田
宗
生　

二
〇
〇
九
『
熊
本
の
俄
と
つ
く
り
物
―
明
治
大
正
期
新
聞
記
事
』

（4）
前
掲
書

（3）

（5）
『
九
州
新
聞
』
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
八
月
一
三
日

（6）
『
九
州
新
聞
』
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
八
月
一
九
日

（7）
『
九
州
新
聞
』
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
八
月
二
四
日

（8）
下
町
山
村
酒
造
山
村
唯
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（9）
『
九
州
新
聞
』
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
九
月
八
日

（10）
『
九
州
日
日
新
聞
』
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
八
月
一
六
日

（11）
『
九
州
日
日
新
聞
』
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
八
月
二
五
日

（12）
『
熊
本
日
日
新
聞
』
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
九
月
四
日

（13）
『
熊
本
日
日
新
聞
』
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
八
月
一
九
日

（14） 

（13）
と
同
じ

（15）
「
昭
和
弐
拾
五
年　

風
鎮
祭
規
約　

高
森
町
聯
合
向
上
會
」

（16）
各
向
上
会
経
験
者
か
ら
の
聞
書
き
調
査

（17）
高
森
町
役
場
元
職
員
か
ら
の
聞
書
き
調
査

（18）
『
紫
溟
新
報
』
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
九
月
二
日

（19）
『
九
州
日
日
新
聞
』
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
五
月
九
日　

な
お
、
俄
踊
り
歌
に
つ
い
て
は
「
淫
醜
に
し

て
聞
く
に
忍
び
ざ
る
事
」
だ
っ
た
の
が
、「
昨
年
よ
り
今
年
に
か
け
、
淫
猥
の
者
殆
ど
と
絶
え
」
て
「
君
の

為
め
」、「
国
の
為
め
」
と
忠
君
愛
国
精
神
を
称
え
る
文
言
の
も
の
代
わ
っ
た
と
い
う
。

（20）
『
九
州
日
日
新
聞
』
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
五
月
八
日

（21）
『
九
州
新
聞
』
昭
和
八
年
年
九
月
九
日

（22）
令
和
四
年
の
風
鎮
祭
に
お
い
て
復
元
展
示
さ
れ
た
。
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史
料
　
横
町
祭
礼
関
係
文
書

は
じ
め
に

本
稿
で
紹
介
す
る
横
町
祭
礼
関
係
文
書
（
以
下
、
横
町
文
書
）
と
は
、
熊
本
県
阿

蘇
郡
高
森
町
横
町
区
に
所
在
す
る
個
人
宅
で
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
群
で
あ
る
。
横

町
文
書
に
つ
い
て
は
、『
高
森
町
史
』（
高
森
町
、
一
九
八
〇
）
や
同
町
が
発
行
し
た

文
化
財
報
告
書
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
こ
の
文
書
群
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
の
は
岩
下
八
束
著
『
風
鎮
祭
に
就
い
て
』（
私
家
版
、
一
九
五
五
）
と
松
岡

薫
著
『
俄
を
演
じ
る
人
々
』（
森
話
社
、
二
〇
二
一
）
の
二
冊
の
み
が
確
認
で
き

た
。
ま
ず
、
岩
下
が
ま
と
め
た
『
風
鎮
祭
に
就
い
て
』
の
冒
頭
で
は
、
風
鎮
祭
の
起

源
や
沿
革
に
つ
い
て
書
か
れ
、
そ
こ
に
は
「
横
町
（
中
略
）
に
有
る
記
録
は
年
代
不

明
で
断
片
的
で
虫
喰
い
多
く
判
読
で
き
な
い
」（1）

と
個
人
宅
で
保
管
さ
れ
て
い
る
史
料

の
状
態
が
悪
く
、
判
読
が
で
き
な
い
こ
と
が
書
か
れ
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は

扱
っ
て
い
な
い
。
唯
一
、
当
該
文
書
群
の
史
料
を
分
析
し
た
の
が
松
岡
に
よ
る
『
俄

を
演
じ
る
人
々
』
で
あ
る
。
松
岡
は
、
本
文
書
群
の
中
に
あ
る
明
治
時
代
か
ら
作
成

さ
れ
た
活
動
記
録
簿
を
分
析
し
て
い
る

（2）

。
し
か
し
、
文
書
群
の
全
体
像
や
活
動
記

録
簿
以
外
の
史
料
に
つ
い
て
、
一
部
言
及
は
あ
る
も
の
の
具
体
的
に
は
扱
っ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
横
町
文
書
全
体
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
い
、
こ
の
文

書
群
に
収
納
さ
れ
て
い
る
史
料
の
性
格
・
特
徴
を
ま
と
め
つ
つ
、
横
町
文
書
中
か
ら

「
高
森
の
に
わ
か
」
に
関
連
す
る
語
句
を
抽
出
し
た
上
で
解
説
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

第
一
節　

調
査
ま
で
の
経
緯
と
方
法

ま
ず
、
横
町
文
書
の
調
査
ま
で
の
経
緯
と
方
法
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

「
高
森
の
に
わ
か
」
は
、
二
〇
一
九
年
（
平
成
三
一
）
三
月
二
八
日
に
、
国
の
記

録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
、
記
録
作
成
に
伴

う
調
査
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
す
で
に
横
町
文
書
を
調
査
し
て
い
た
松
岡
委
員
に

よ
っ
て
本
文
書
群
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
と
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
全
体
像
の
把
握
の
た
め
確
認
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
二
〇
二
一
年

（
令
和
二
）
八
月
一
九
日
に
行
っ
た
確
認
調
査
の
中
で
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

個
人
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
群
の
た
め
、
ま
ず
は
、
史
料
整
理
を
お
こ
な
い
な

が
ら
史
料
撮
影
を
行
い
、
そ
の
画
像
を
も
と
に
目
録
の
作
成
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

史
料
整
理
に
あ
た
り
最
初
に
実
施
し
た
の
は
、
親
番
号
と
枝
番
号
の
付
与
で
あ
る
。

横
町
文
書
は
、
三
つ
の
木
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
大
き
さ
ご
と
に
「
箱

（
大
）」、「
箱
（
中
）」、「
箱
（
小
）」
と
設
定
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
原
秩
序
を
尊
重
し
な

が
ら
、
各
史
料
の
一
括
状
況
に
従
い
、
親
番
号
や
枝
番
号
を
付
与
、
撮
影
を
し
な
が

ら
、
資
料
保
存
容
器
へ
収
納
し
た
。
整
理
・
撮
影
自
体
は
二
〇
二
一
年
一
〇
月
か
ら
開

始
し
、
二
〇
二
二
年
（
令
和
三
）
一
二
月
に
冊
子
物
が
す
べ
て
終
了
。
残
り
が
最
終
的

に
終
了
し
た
の
は
二
〇
二
三
年
（
令
和
四
）
三
月
で
あ
っ
た
。
一
部
に
つ
い
て
は
す
で

に
松
岡
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
画
像
を
使
用
し
、
撮
影
し
た
画
像
は
、
番
号
ご
と
に

フ
ォ
ル
ダ
に
分
け
て
高
森
町
教
育
委
員
会
で
保
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

次
に
、
撮
影
画
像
を
も
と
に
目
録
を
作
成
し
た
。
目
録
の
内
容
は
、
①
整
理
番
号

（
見
出
し
番
号
）
②
史
料
名
（
見
出
し
名
）
③
作
成
年
（
記
載
年
）
④
差
出
・
作
成

者
⑤
宛
先
⑥
備
考
の
六
項
目
と
し
、
法
量
に
つ
い
て
は
画
像
撮
影
を
優
先
す
る
た
め

に
省
略
し
た
。
整
理
の
結
果
、
箱
（
大
）
に
六
点
、
箱
（
中
）
に
四
三
五
点
、
箱
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（
小
）
に
一
九
点
の
合
計
四
六
〇
点
の
史
料
が
確
認
で
き
た
。

第
二
節　

収
納
箱
に
つ
い
て

先
に
設
定
し
た
「
箱
（
大
）」、「
箱
（
中
）」、「
箱
（
小
）」
の
各
収
納
箱
は
、
す

べ
て
木
製
で
、
史
料
整
理
を
行
う
中
で
、
箱
書
が
あ
る
も
の
が
確
認
で
き
た
。

ま
ず
、
箱
（
大
）
に
つ
い
て
は
、
箱
書
は
な
く
、
作
成
・
購
入
時
期
は
不
明
で
あ

る
が
、
他
の
収
納
箱
と
較
べ
る
と
新
し
い
。
中
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
三
十
年

代
ま
で
の
範
囲
を
記
録
し
た
帳
面
六
冊
が
収
納
さ
れ
て
い
る
。
次
に
箱
（
中
）
だ

が
、
こ
の
箱
に
は
、
上
部
に
冊
子
類
が
ま
と
め
ら
れ
、
下
部
に
一
定
の
ま
と
ま
り
は

あ
る
も
の
の
一
紙
や
帳
面
類
が
無
秩
序
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
箱
蓋

や
内
側
な
ど
に
多
く
の
墨
書
が
確
認
で
き
た
。
墨
書
を
見
る
と
、「
高
森
横
町
若
イ

物
中
」
や
「
徳
平
」
と
い
っ
た
語
句
の
ほ
か
に
「
安
政
四
巳
六
月
十
三
日
」、「
万
延

元
申
五
月
」
な
ど
の
年
号
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
底
部
に
は
、
木
箱
の
購
入
日
と
収
納

物
を
記
録
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
墨
書
も
あ
り
、「
高
森
横
町
若
者
中
」
や
「
嘉
永

三
戌
八
月
求
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
横
町
若
者
中
に
よ
っ
て
一
八
五
〇
年
（
嘉
永

三
）
八
月
に
箱
が
購
入
さ
れ
、

「
古
記
録
一
巻
」、「
文
政
十
三

仕
立
之
」
の
「
記
録
一
巻
」、

そ
し
て
「
町
備
帳
一
巻
」
の
計

三
巻
が
収
納
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
は
、

明
治
三
十
年
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
記
録
類
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
ど
こ
か
で
文

書
の
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
箱
（
小
）
だ
が
、
蓋
裏
に
「
横
若
諸
要
証
書
箱
」
と
「
大
正
元
年
一
月
十

六
日
求
」
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
れ
は
横
若
組
に
よ
っ
て
大
正
元
年
に
購
入
さ
れ
た
物

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
現
在
収
納
さ
れ
て
い
る
文
書
は
、
古
く
て
も
一
九
一
九
年

（
大
正
八
）
以
降
で
あ
り
、
収
納
さ
れ
て
い
る
文
書
と
の
関
係
を
見
る
と
、
一
九
一

八
年
（
大
正
四
）
に
横
若
組
か
ら
高
森
町
青
年
会
第
五
分
会
に
改
組
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
箱
の
購
入
時
期
と
合
致
し
な
い
。

現
在
収
納
さ
れ
て
い
る
文
書
の
時
代
順
は
、
箱
（
大
）
→
箱
（
中
）
→
箱
（
小
）

の
順
番
と
な
る
が
、
箱
書
に
よ
る
時
代
順
で
は
、
箱
（
中
）
→
箱
（
小
）
→
箱

（
大
）
と
な
る
。
お
そ
ら
く
す
べ
て
の
箱
に
お
い
て
、
購
入
時
期
に
入
れ
ら
れ
て
い
た

文
書
か
ら
現
在
収
納
さ
れ
て
い
る
文
書
へ
の
入
れ
替
え
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節　

横
町
祭
礼
関
係
文
書
の
性
格
と
特
徴

横
町
祭
礼
関
係
文
書
は
、
阿
蘇
郡
高
森
町
横
町
区
に
存
在
す
る
青
年
組
織
に
よ
っ

て
作
成
・
保
管
さ
れ
て
き
た
文
書
群
で
あ
る
。
こ
の
青
年
組
織
は
、
時
代
の
変
遷
の

中
で
横
若
組
→
高
森
町
青
年
会
第
五
分
会
→
横
町
向
上
会
と
改
組
し
て
い
き
、
当
該

写真１ 箱（大）収納状況

写真２ 箱（中）収納状況

写真３ 箱（小）収納状況
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文
書
群
は
そ
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
伝
わ
っ
て
き
た
。
各
史
料
を
時
代
別
に
大
別
す

る
と
左
記
の
よ
う
な
分
類
設
定
と
な
る

　

Ａ　

江
戸
時
代
（
横
若
組
）

　
　
　
　

①
活
動
・
会
計
記
録

　

Ｂ　

明
治
時
代
（
横
若
組
）

　
　
　
　

①
活
動
・
会
計
記
録

　
　
　
　

②
会
計
帳
面

　
　
　
　

③
そ
の
他
（
印
章
）

　

Ｃ　

大
正
時
代
（
横
若
→
第
五
分
会
→
横
町
向
上
会
）

　
　
　
　

①
活
動
記
録

　
　
　
　

②
会
計
記
録

　
　
　
　

②
会
計
帳
面

　
　
　
　

③
そ
の
他
（
領
収
証
や
封
筒
な
ど
）

　

Ｄ　

昭
和
時
代
（
横
町
向
上
会
）

　
　
　
　

①
活
動
記
録

　
　
　
　

②
会
計
記
録

　
　
　
　

②
会
計
帳
面

　
　
　
　

③
そ
の
他
（
領
収
証
や
封
筒
な
ど
）

Ａ
～
Ｄ
群
ま
で
で
共
通
し
て
い
る
の
は
①
活
動
・
会
計
記
録
も
し
く
は
①
活
動
記

録
②
会
計
記
録
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
横
若
の
頃
か
ら
大
正
時
代
に
青
年
会
第
五
分

会
が
設
立
す
る
ま
で
は
、
活
動
記
録
と
会
計
記
録
が
一
緒
に
記
入
さ
れ
て
い
た
が
、

の
ち
に
横
町
向
上
会
と
な
っ
て
か
ら
は
、
活
動
記
録
と
会
計
記
録
は
別
々
に
作
成
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
会
計
記
録
以
外
に
も
通
帳
や
各
種
寄
附
帳
な
ど
と

い
っ
た
会
計
記
録
を
作
成
す
る
た
め
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
帳
面
が
数
多
く
残
さ

れ
、
③
そ
の
他
で
は
多
く
の
領
収
証
も
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
は
、
順
を
追
っ
て
各

特
色
を
述
べ
て
み
た
い
。

Ａ
・
Ｂ
群
は
横
若
の
頃
に
作
成
・
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
で
あ
る
。
ま
ず
、
Ａ
群

の
分
類
で
は
、
箱
（
大
）
に
収
納
さ
れ
て
い
る
「
諸
綴
」（
番
号
一
、
三
、
五
、

六
）
と
な
っ
て
い
る
。
記
載
範
囲
は
、
一
八
〇
六
年
（
文
化
三
）
～
一
八
六
八
年

（
慶
応
四
・
明
治
元
年
）
ま
で
で
、
形
態
は
四
冊
す
べ
て
横
帳
で
あ
る
。
次
に
Ｂ
群

は
、
箱
（
大
）
や
箱
（
中
）
に
収
納
さ
れ
て
い
る
文
書
で
、
箱
（
大
）
だ
と
「
諸

綴
」（
二
）
や
「［
財
］
政
記
録
帳
」（
番
号
四
）
が
該
当
し
、
一
八
七
一
年
（
明
治

四
）
～
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
ま
で
の
記
載
が
あ
る
。
そ
し
て
、
箱
（
中
）
で

は
、「［
記
録
簿
］」（
番
号
二
六
）
が
あ
り
、
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
～
一
九
一

四
年
（
大
正
三
）
ま
で
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
他
に
共
有
金
に
関
す
る
帳

面
二
冊
（
番
号
一
二
、
一
三
）
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
Ａ
・
Ｂ
群
で
共
通
し
て
い
る

の
は
、
Ｃ
・
Ｄ
群
で
は
確
認
で
き
る
一
紙
物
が
な
く
、
帳
面
の
み
と
い
う
点
で
あ
る
。

Ｂ
群
で
そ
の
他
に
分
類
し
た
の
は
、
印
章
で
あ
る
。
こ
の
印
章
は
「
横
若
印
章
」

と
彫
ら
れ
、「［
記
録
簿
］」（
箱
（
中
―
二
六
））
に
も
同
じ
印
影
が
確
認
で
き
る
こ

と
か
ら
も
横
若
組
で
使
用
さ
れ
て
き
た
公
印
で

あ
る
。
し
か
し
、
印
章
の
持
ち
手
部
分
に
「
明

治
四
■･･･

■
」
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
四
以
下
の
文
字
が
不
鮮
明
で
明
治
四
年
な

の
か
明
治
四
〇
年
代
な
の
か
の
判
別
が
で
き
な

い
た
め
具
体
的
な
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。

写真５ 印影部分拡大
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次
に
、
Ｃ
群
と
Ｄ
群
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
こ
の
両
群
に
含
ま
れ
て
い
る
文
書
の

系
統
は
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
Ａ
・
Ｂ
群
で
活
動
・
会
計
記
録
と
一
緒
に
記
載

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
活
動
記
録
会
計
記
録
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
他
に
会
計
記
録
を
作
成
す
る
た
め
の
会
計
帳
面
と
そ
の
他
の
四
分
類
と
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
群
に
は
、
活
動
記
録
で
あ
る
「
記
録
簿
」（
番
号
二
七
）
が
あ
り
、
一
九
一
五

年
（
大
正
四
）
～
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
ま
で
の
記
載
が
あ
る
。
そ
し
て
、
会

計
記
録
と
し
て
「
会
計
簿
」（
番
号
二
八
、
二
九
）
が
あ
る
。
こ
の
二
冊
の
記
載
範

囲
は
、
先
の
記
録
簿
の
範
囲
と
同
じ
で
あ
る
。
活
動
記
録
と
会
計
簿
を
分
け
て
記
載

す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｄ
群
で
は
、
昭
和
以
降
で
あ
る
「
記
録
帳
」（
箱
（
小
）
―
一
）
や
「
会
計
簿
」（
箱

（
小
）
―
二
、
三
、
五
、
六
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
活
動
記
録
や
会
計
簿
以

外
に
会
計
帳
面
が
多
く
あ
っ
た
。
数
は
少
な
い
が
Ｂ
群
で
も
共
有
金
や
基
本
金
の
帳

面
が
確
認
で
き
た
。
Ｃ
・
Ｄ
群
の
場
合
は
、
そ
の
多
く
が
、「
通
帳
」
と
呼
ば
れ
る

掛
け
買
い
に
使
用
さ
れ
る
帳
面
と
寄
附
帳
で
、
寄
附
の
理
由
に
は
、「
夏
祭
」
や

「
矢
村
社
祭
典
」
と
い
っ
た
風
鎮
祭
以
外
の
祭
礼
も
見
ら
れ
た
。

最
後
に
Ｃ
・
Ｄ
類
で
そ
の
他
と
し
て
分
類
し
た
資
料
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
こ
に
分
類

し
た
資
料
の
多
く
が
「
箱
（
中
）
―
三
十
」
に
含
ま
れ
て
い

る
一
紙
物
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
物
品
及
び
税
金
の

領
収
証
ま
た
は
請
求
書
で
、
年
代
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
だ
が
、
一
括
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
以
外
に
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、「
高
森
町

青
年
会
規
則
」（
箱
（
中
）
―
四
八
）
や
「
風
鎮
祭
規
約
」

（
箱
（
小
）
―
四
）
と
い
っ
た
規
約
や
昭
和
一
〇
年
と
思
わ

れ
る
マ
チ
ャ
ン
組
本
部
よ
り
向
上
会
長
宛
に
祭
礼
余
興
の
照

会
に
つ
い
て
書
か
れ
た
「［
葉
書
］」（
箱
（
小
）
―
一
六
）
が
確
認
で
き
た
。

第
四
節　

横
町
祭
礼
関
係
文
書
に
お
け
る
関
連
語
句
の
抽
出

横
町
祭
礼
関
係
文
書
に
お
け
る
「
風
鎮
祭
」
の
関
連
語
句
の
抽
出
の
目
的
は
、

「「
横
町
祭
礼
関
係
文
書
」（
以
下
、
横
町
文
書
）
か
ら
「
風
鎮
祭
」、「
に
わ
か
」、

「
造
物
」、「
仮
装
行
列
」、「
手
踊
」
な
ど
の
『
風
鎮
祭
』
に
関
連
す
る
も
の
抽
出
し

た
上
で
特
に
重
要
な
も
の
を
目
録
に
示
す
。」
と
あ
る
通
り
、
こ
こ
で
は
、
目
録
の

解
説
を
行
う
。

ま
ず
、
本
目
録
で
は
、
①
活
動
記
録
②
会
計
記
録
③
そ
の
他
で
三
分
類
し
、
そ
れ

ぞ
れ
年
代
順
に
並
べ
直
し
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
①
記
録
簿
九
点
②
会
計
簿
六
点

③
そ
の
他
三
九
点
の
合
計
五
四
点
で
、
記
録
簿
や
会
計
簿
の
見
出
し
分
も
含
め
る
と

延
べ
二
五
三
点
と
な
っ
た
。

①
活
動
記
録
の
中
で
一
番
古
い
記
録
は
、
一
八
一
六
年
（
文
化
一
三
）
付
「
盆
諸

入
目
日
記
調
方
之
覚
」（
箱
（
大
）
―
一
―
二
四
）
に
あ
る
「
に
わ
か
入
用
之
う
ち

わ
弐
本
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
二
七
年
（
文
政
一
〇
）
付
「
祭
礼
初
仕
候
事
諸

造
用
改
附
」
で
は
、「
盆
俄
」
の
語
句
も
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
八
八
二
年

（
明
治
一
五
）
に
は
、「
風
鎮
祭
入
費
」（
箱
（
大
）
―
四
―
一
二
六
）
と
し
て
風
鎮

祭
の
語
句
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
断
片
的
に

関
連
の
語
句
が
登
場
す
る
か
見
出
し
に
含
ま
れ
て
い
る
の
が
活
動
・
会
計
記
録
の
大

き
な
特
徴
と
い
え
る
。
大
正
時
代
と
な
り
、
活
動
記
録
が
分
か
れ
る
と
、
見
出
し
も

「
風
鎮
祭
典
記
」
な
ど
の
よ
う
に
な
り
、
祭
礼
の
記
録
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
。

②
会
計
記
録
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
～
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
）
ま
で
の

範
囲
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
記
録
で
は
、「
収
入
」
や
「
支
出
」
と
い
っ
た

写真６ 箱（中）－30収納状況
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項
目
が
立
て
ら
れ
、
金
額
と
「
大
山
改
築
費
」（
箱
（
中
）
―
二
八
―
八
）
な
ど
の

よ
う
な
品
目
が
あ
っ
た
。

③
そ
の
他
で
は
、
活
動
記
録
や
会
計
記
録
に
当
て
は
ま
ら
な
い
文
書
類
を
分
類
し

て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
大
正
時
代
以
降
の
文
書
が
主
で
断
片
的
に
確
認
で
き
る
印
象

で
あ
る
。
こ
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、「
風
鎮
祭
規
約
」（
箱
（
小
）
―
四
）
の
存

在
で
あ
る
。
こ
の
規
約
の
第
一
条
目
に
は
、「
風
鎮
祭
ハ
遠
ク
文
政
五
年
ノ
昔
矢
村

神
社
ニ
於
テ
風
鎮
メ
ノ
為
行
ハ
レ
タ
ル
ヲ
其
ノ
源
ト
ナ
ス
。」
と
し
、
一
八
二
二
年

（
文
政
五
）
に
お
け
る
風
鎮
め
を
そ
の
起
源
と
し
て
い
る
。

以
上
、
本
目
録
の
①
活
動
記
録
②
会
計
記
録
③
そ
の
他
の
三
分
類
の
文
書
類
を
見

て
い
っ
た
が
、
そ
の
多
く
が
断
片
的
な
記
述
で
あ
る
も
の
の
、
大
正
四
年
以
降
の
活

動
記
録
の
記
述
に
よ
り
祭
の
様
子
だ
け
で
は
な
く
、
余
興
の
詳
細
な
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

横
町
祭
礼
関
係
文
書
の
整
理
及
び
文
書
群
の
性
格
・
特
徴
を
概
括
し
た
。
本
文
書

群
の
大
き
な
特
徴
は
、
や
は
り
、
広
い
範
囲
で
記
載
さ
れ
た
活
動
記
録
と
会
計
記
録

だ
ろ
う
。
そ
の
内
容
も
祭
礼
記
録
だ
け
で
は
な
く
、
行
事
や
役
付
に
関
す
る
こ
と
な

ど
多
岐
に
及
び
、
そ
の
資
料
的
価
値
も
極
め
て
高
い
。

し
か
し
、
横
町
文
書
が
な
ぜ
、
個
人
宅
で
保
管
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

「
詳
し
く
は
知
ら
な
い
が
、
ず
っ
と
家
に
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
先
代
や
先
々
代
の

頃
に
預
け
ら
れ
、
そ
こ
に
預
け
て
お
け
ば
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
預
け
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
保
管
者
は
述
べ
て
い
る

（3）

。

最
後
に
、
各
向
上
会
へ
の
聞
取
り

（4）

に
よ
っ
て
、
横
町
区
以
外
の
活
動
記
録
や
会
計

記
録
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
残
っ
て
い
な
い
上
に
現
在
で
は
活
動
記
録
も
と
っ

て
お
ら
ず
、
残
っ
て
い
る
と
し
て
も
会
計
関
係
の
平
成
時
代
か
ら
現
在
に
か
け
て
の
通

帳
や
出
納
帳
、
会
計
記
録
に
つ
い
て
は
中
老
会
へ
の
報
告
の
た
め
に
デ
ー
タ
管
理
を
し

て
い
る
な
ど
各
会
で
保
管
状
態
が
ば
ら
ば
ら
の
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
過
去
の
俄
の

下
題
や
ネ
タ
帳
、
向
上
会
の
段
取
り
の
説
明
記
録
な
ど
も
確
認
で
き
た
が
、
こ
の
よ
う

な
平
成
時
代
以
降
に
作
成
さ
れ
た
記
録
類
を
今
回
確
認
で
き
た
横
町
文
書
の
様
に
ど
の

よ
う
に
守
っ
て
い
く
の
か
も
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

参
考
文
献

岩
下
八
束　

一
九
五
五　
　
　

『
風
鎮
祭
に
就
い
て
』
私
家
版

高
森
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編　

一
九
八
〇　

『
高
森
町
史
』
高
森
町

松
岡
薫　

二
〇
二
一　
　
　
　

『
俄
を
演
じ
る
人
々
―
娯
楽
と
即
興
の
民
俗
芸
能
―
』
森
話
社

註（1）
岩
下
八
束　

一
九
五
五
『
風
鎮
祭
に
就
い
て
』
私
家
版

（2）
松
岡
薫　

二
〇
二
一
『
俄
を
演
じ
る
人
々
―
娯
楽
と
即
興
の
民
俗
芸
能
―
』
森
話
社
、
一
〇
五
―
一
〇
八
頁
。

（3）
吉
良
禎
人
氏
か
ら
電
話
で
聞
き
取
り
（
二
〇
二
三
年
八
月
二
〇
日
）

（4）
下
町
向
上
会
か
ら
対
面
で
聞
き
取
り
（
二
〇
二
三
年
八
月
四
日
）、
上
町
向
上
会
か
ら
電
話
で
聞
き
取
り

（
二
〇
二
三
年
八
月
二
三
日
）
横
町
向
上
会
・
旭
向
上
会
・
昭
和
向
上
会
か
ら
対
面
で
聞
き
取
り
（
二
〇
二

三
年
八
月
一
三
日
）

写真７
風鎮祭規約
第一条目
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翻
刻

【
近
世
期
】

（
一
）
文
化
六
年
巳
七
月
盆
入
目
之
事

　
　

外
ニ　

十
匁　
　
　

清
心
方
稽
古
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

礼
代

　
　

同　
　

三
匁
八
分　

浄
瑠
理
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
■･･･

■

（
一
）
子
七
月
盆
諸
入
目
日
記
調
方
之
覚

一
、
七
分
八
厘

　
　

但
、
に
わ
か
入
用
之
う
ち
わ

　
　

弐
本
（
後
略
）

（
一
）
亥
六
月
廿
九
日
祭
礼
初
仕
候
事
諸
造
用
改
附

　
　

右
ハ
近
年
諸
祭
礼

　
　

盆
俄
等
之
節
、
若
者
共

　
　

打
寄
候
節
、
諸
入
目
分

　
　

算
用
雇
兼
居
候
ニ
付
、

　
　

今
度
横
丁
中
申
談
、

　
　

先
年
ゟ
所
々
払
ニ
も
分

　
　

且
取
立
分
夫
々
相
得
候
付

　
　

申
候
事
、
依
之
当
亥

　
　

閏
六
月
二
日
ゟ
後
何
か
ゟ

　
　

申
来
候
共
不
■
何
品

　
　

決
取
揚
不
申
筈
ニ
申
談
候
事

（
三
）
安
政
六
未
九
月
廿
四
日
若
者
打
寄
之
節
俄
道
具
屋
間
作
事
打
立
相
段

　
　
　

相
決
申
候
事
一
切
諸
雑
用
控
座

一
、
銭
五
百
目　
　

大
工
請
取

　
　
　

此
請
百
工

一
、
同
八
拾
弐
匁
五
分　

山
師
請
取

　
　
　

此
請
拾
七
工

一
、
銭
三
百
目　

大
工
割
増

　
　
　

此
請
六
拾
工

　
　

但
し
、
六
拾
工
ニ
而
五
匁
金
ニ

　
　

シ
テ
三
百
目
ニ
而
候
得
共
、
大
工

　
　

江
そ
ん
懸
申
候
得
者
無
理

　
　

ニ
相
見
申
候
ニ
付
、
三
拾
工
若
者

　
　

請
取
大
工
江
百
五
拾
目
丈

　
　

割
増
差
加
へ
算
用
相
済

　
　

申
候
事

（
三
）
文
久
三
亥
七
月
盆
踊
諸
入
目
扣

一
、
拾
壱
匁
九
分　
　

浄
瑠
理
本
三
冊
買
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
、
五
匁
ハ
渡
方

（
略
）

　
　

踊
連
面
附

一
、
忠
臣
蔵
七
段
目　
　

友
吉
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一
、
大
近
源
氏
五
段
目　

亀
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虎
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
又

（
略
）　
　
　
　

竹
迫

一
、
役
者
壱
人　
　
　

関
十
郎

　
　
　
　

此
者
六
月
廿
日
ゟ

　
　
　
　

雇
入
や
し
な
い
の
「
儀
」、

　
　
　
　

哲
右
衛
門
殿
方
江
七
月

　
　
　
　

廿
日
迄
泊
置
申
候

　
　
　
　

然
処
礼
と
し
て

　
　
　
　

上
酒
二
本

（
四
）
若
連
扣

　
　

右
ハ
慶
応
二
年
春
ゟ

　
　

長
州
相
働
ニ
付
、
小
倉
出
夫
ニ

　
　

相
被
連
竃
取
致
し
候
、
俄

　
　

不
繁
栄
ニ
付
、
辨
才
天
祭

　
　

前
夜
若
者
中
打
寄

　
　

俄
仕
、
少
し
之
賑
合
と

　
　

勘
定
致
候
事

　

■
り

　
　

右
長
州
相
働
ニ
付
、
ヤ
マ
引
も
相
止
メ

　
　

申
候
ニ
付
、
矢
村
社
矢
物
参
詣
迄
相
済

　
　

置
申
候
ニ
付

（
四
）
慶
応
四
年
辰
七
月
俄
并
に
踊
目
録
扣
置
申
候

　
　
　

慶
応
四
年

　
　
　
　

辰
七
月
俄
并
ニ

　
　
　
　

踊
目
録
扣
置
申
候

　
　

忠
臣
蔵　

五
段
目

　
　

近
江
源
氏　

六
段
目

　
　

一
ノ
谷
瀬
軍
記　

三
段
目

　
　

一

　
　
　
　

踊
子
面
附

　
　
　
　
　
　
　

利
助

　
　
　
　
　
　
　

寅
喜

　
　
　
　
　
　
　

友
吉

　
　
　
　
　
　
　

多
平

　
　
　
　
　
　
　

嘉
十
郎

　
　

右
之
者
ニ
而
十
七
日

【
近
代
期
】

（
五
）
盆
踊
之
面
附
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（
略
）

　
　

右
之
人
数
ニ
而
ひ
ら
か
な
五
段

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
倉
山
五
段

　
　

外
ニ　

安
達
原
弐
段
目
入
事

　
　

〆　

拾
壱
段
相
勤
申
候
事

（
五
）

　
　

明
治
十
二
年

　
　

酉
旧
八
月
二
十
二
日
山
引

　
　

旧
八
月
廿
日
よ
り
俄
興
行

　
　

例
年
は
旧
七
月
十
八
日
之
興
行

　
　

之
「
処
」、
虎
例
刺
病
ニ
而
願
ニ
テ
可
成

　
　

不
申
候
延
引
に
被
成
候
事

一
、
例
年
三
町
之
処
当
年
者

　
　

下
町
之
儀
ハ
内
輪
不
和
合
ニ
付
、

　
　

俄
山
引
無
し
、
尤
右
ニ
付

　
　

下
町
迄
者
二
十
二
日
山
引
丈
者

　
　

返
し
不
申
「
候
」、
上
町
・
横
町
丈

　
　

引
返
し
申
候
事
（
後
略
）

（
七
）

　
　

明
治
三
十
七
年
旧
八
月
二
日
遼
陽
陥
落
ニ
付
祝
勝
会
ニ
付
、

　
　

八
月
一
日
ハ
提
灯
行
列
ニ
付
、
矢
村
社
参
詣
盛
大
ノ
賑
合

　
　

横
町
作
物
ハ
明
治
桃
太
郎
作
物
壮
士
踊
リ
ハ
露
国

　
　

タ
ン
偵
横
井
貞
雄
ノ
伝
諸
入
費
左
ニ
記
載
ス
（
後
略
）

（
八
）
大
正
四
年
弐
月
ヲ
以
テ
在
来
ノ
若
者
組
ヲ

　
　
　

高
森
青
年
会
第
五
分
会
ト
改
称
シ
左
ノ
青

　
　
　

年
会
規
則
並
ニ
第
五
分
会
規
則
ヲ
設
ク

　
　
　
　
　
　

高
森
町
青
年
会
規
則

　
　
　
　
　
　
　

第
一
章　

総
則

第
一
条　

本
会
ハ
高
森
町
青
年
会
ト
称
シ
高
森
町
ニ
在
住
ス
ル
年
令
十
六
歳

以
上
四
十
歳
以
下
男
子
ヲ
以
テ
組
織
シ
地
方
重
立
ツ
有
識
者
ハ
特

別
会
員
ト
シ
テ
本
会
ニ
参
与
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　

但
シ
、
在
学
中
ノ
者
ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ

第
二
条　

本
会
ノ
事
務
所
ハ
高
森
町
尋
常
高
等
小
学
校
内
ニ
置
ク

第
三
条　

本
会
ノ
目
的
ハ
道
徳
心
ヲ
涵
養
シ
旧
来
ノ
悪
慣
習
ヲ
打
破
シ

　
　
　
　

風
俗
ヲ
矯
正
シ
且
ツ
知
能
ヲ
磨
キ
勤
勉
ノ
美
風
ヲ
養
成
シ
以
テ
地

方
事
業
ノ
発
展
ヲ
計
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
条　

前
条
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
ガ
為
メ
右
ノ
事
項
ヲ
実
践
躬
行
ス

　
　

一
、
春
秋
ノ
二
季
ニ
於
テ
毎
年
二
回
以
上
会
長
指
定
ス
ル
場
所
ニ
集
合

シ
宗
教
家
其
他
有
識
者
ノ
講
演
ヲ
聞
ク
コ
ト

第
五
条　

本
会
ニ
右
ノ
分
会
ヲ
設
置
ス

　
　
　
　

第
一
分
会　

村
山　

第
二
分
会　

上
在　

第
三
分
会　

上
町

　
　
　
　

第
四
分
会　

下
町　

第
五
分
会　

横
町　

第
六
分
会　

南
在

　
　
　
　

第
七
分
会　

津
留

第
六
条　

各
分
会
ハ
本
会
ノ
趣
旨
ニ
従
ヒ
規
則
ヲ
定
メ
独
立
シ
テ
其
部
ノ
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発
達
ヲ
計
リ
財
産
ヲ
所
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　

但
シ
、
其
規
則
ハ
評
議
員
会
ノ
承
認
ヲ
要
ス

　
　
　
　
　
　
　

第
二
章　

会
員
ノ
義
務

第
七
条　

本
会
員
ハ
本
会
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
メ
左
ノ
業
務
ヲ
負
フ
モ
ノ
ト
ス

　
　

一
、
自
然
性
ニ
基
キ
良
心
ニ
背
ク
行
為
ヲ
ナ
サ
ヽ
ル
事

　
　

二
、
旧
来
ノ
悪
慣
習
ヲ
打
破
シ
勤
倹
ノ
美
風
ヲ
養
成
ス
ル
事

　
　

三
、
智
能
ヲ
啓
発
シ
地
方
事
業
ノ
発
展
ヲ
設
ル
事

　
　

四
、
法
律
規
則
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト

　
　

五
、
風
紀
ノ
改
善
ヲ
計
ル
事

　
　

六
、
会
員
タ
ル
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
セ
サ
ル
事

　
　

七
、
会
員
ノ
非
行
ハ
正
ニ
忠
告
シ
矯
正
ヲ
計
ル
事

　
　

八
、
会
長
ノ
指
揮
命
令
ニ
従
フ
事

　
　

九
、
宗
教
観
念
ヲ
厚
ツ
ク
ス
ル
事

　
　

十
、
金
銭
ヲ
浪
費
セ
ザ
ル
事

　

一
一
、
時
間
ヲ
励
行
ス
ル
事

（
中
略
）

　
　
　
　
　

附
則

　
　
　
　

本
則
ハ
大
正
四
年
二
月　

日
ヨ
リ
実
施
ス

　
　
　
　

本
則
施
行
始
メ
ニ
於
ケ
ル
第
九
条
ノ
役
員
組
織
会
ニ
於
テ
之
レ
ヲ
選
挙
ス

　
　
　
　

本
会
ノ
組
織
ト
共
ニ
従
来
ノ
若
者
組
ヲ
廃
止
ス
ル
ト
同
時
ニ
権
利
義
務
ヲ

　
　
　
　

継
承
ス

（
九
）
昭
和
八
年
度
風
鎮
祭
々
典
記

　
　

本
年
ハ
町
商
工
会
の
意
向
に
従
ひ
風
鎮
祭

　
　

を
し
て
一
層
の
盛
大
さ
を
期
す
る
た
め
旧
十
七
日

　
　

ま
で
造
物
の
完
成
を
見
一
入
の
前
人
気
を
呼
び

　
　

先
づ
幸
先
よ
し
と
意
気
強
増
す
旧
十
八
日

　
　

天
気
快
晴
町
を
挙
げ
て
祭
気
分
■
■

　
　

す
、
当
年
よ
り
初
め
て
昭
和
町
に
向
上
会
の
産

　
　

聲
を
聞
き
我
が
風
鎮
祭
の
輪
廓
拡
大

　
　

と
相
俟
前
人
気
亦
言
は
ず
も
が
な

　
　

午
前
八
時
半
会
員
集
合
直
前
各
部
落
に
着
く

　
　

即
前
一
は
大
山
組
立
て
■
■
屋
根
障
子
張
り
一
は

　
　

屋
台
の
整
備
、
余
興
部
員
ハ
矢
継
ぎ
早
や

　
　

の
仮
装
行
列
、
緊
張
の
極
致
、
即
前
文
字
通
り

　
　

の
猫
の
手
の
借
り
た
さ
と
誰
や
ら
言
ふ
言
下
に

　
　

又
側
よ
り
そ
れ
で
は
今
年
ハ
本
当
に
猫
の
手
を
借
り

　
　

や
う
ぢ
や
な
い
か
と
の
発
議
に
よ
し‼

可‼

讃
成‼

　
　

と
ば
か
り
衆
議
一
決
直
前
に
町
内
各
料
理
屋
へ

　
　

交
援
の
上
会
員
総
動
員
仮
装
行
列
に
ハ

　
　

町
内
芸
奴
達
八
名
の
参
加
の
承
諾
を
得
早
速

　
　

「
最
新
流
行
大
島
お
け
さ
踊
」
の
振
付
け
に

　
　

取
り
か
ゝ
れ
ば
一
時
間
余
に
し
て
上
達
、
一
方
に
於
て
ハ

　
　

熊
本
当
局
よ
り
軍
装
（
爆
弾
三
勇
士
）

　
　

を
借
り
受
け
横
町
処
女
会
員
総
出
動
の

　
　

「
非
常
時
に
起
つ
皇
国
姫
子
軍
」
の
題
下
に

161

史料　横町祭礼関係文書



　
　

全
会
員
合
蜒
々
に
長
蛇
の
列
を
な
す

　
　

出
来
栄
え
正
ニ
百
パ
ー
セ
ン
ト
や
ん
や
の
拍
子
を

　
　

浴
び
午
後
四
時
半
終
了
、
そ
れ
よ
り
い
ざ
造

　
　

物
と
全
町
弥
が
上
ニ
ざ
わ
め
き
立
つ
、
午
後

　
　

七
時
爆
竹
の
合
図
に
各
町
す
わ
と
動
揺
め

　
　

け
ば
高
張
り
出
し
物
先
陣
を
競
ふ

　
　

拡
げ
ら
れ
た
る
ハ
之
さ
な
が
ら
の
■
■
物
、

　
　

観
景
ひ
し
め
き
立
鐘
の
余
地
と
て
な
し
唯

　
　

前
景
気
の
熊
本
放
送
局
員
出
張
の
風
鎮
祭
実

　
　

況
放
送
の
中
心
と
な
つ
た
事
の
落
胆
は
け
だ

　
　

し
大
で
あ
つ
た
、
か
く
て
九
時
頃
よ
り
余
興

　
　

二
輪
加
始
ま
り
又
再
び
観
景
ニ
酔
ひ
し
れ
る

　
　

然
る
に
上
町
向
上
会
が
自
町
の
み
を
先
に
踊
り

　
　

容
易
に
他
町
繰
り
出
さ
ず
花
に
於
て
他
三
町

　
　

は
直
前
に
自
町
に
帰
り
最
後
に
上
町
に
及
ぶ

　
　

上
町
に
乗
り
込
み
た
る
正
ニ
午
前
三
時
ニ
乗
ん
と
す

　
　

か
く
て
本
年
度
風
鎮
祭
も
滞
り
な
く
終
了
す

　
　
　
　

横
町
中
老
会
議
決
議
事
項

一
、
造
物
ハ
十
七
日
夕
刻
迄
是
非
共
成
就
す
る
事

一
、
下
町
万
代
橋
迄
作
物
通
す
事
中
止
す

一
、
電
灯
ハ
各
町
に
於
て
中
老
よ
り
世
話
す

　
　

但
し
個
処
ハ
電
気
会
社
と
会
員
立
会
に
て
定
む

一
、
造
物
出
不
足
一
日
壱
円
五
十
銭
と
定
む

　
　
　
　

昭
和
町
創
立
に
関
す
る
四
町
会
議

一
、
名
称
は
昭
和
町
向
上
会
と
称
す

一
、
昭
和
町
作
物
を
六
個
と
す

一
、
昭
和
町
の
踊
り
場
所

　
　
　
　
　

住
吉
、
岩
下
喜
覚
、
田
代
、
本
部
前

一
、
年
中
行
事
年
次
ハ
向
後
下
町
の
次
年
よ
り
と
す

一
、
昭
和
町
ハ
他
各
町
の
踊
り
場
所
全
部
を
踊
る
事

　
　
　
　
　

作
り
物
組
割
当

　
　

一
丁
目　

甲
乙　

四
個

　
　

二
丁
目　
　
　
　

二
個

　
　

三
丁
目　

甲
乙　

四
個

作
物
審
査
員　

谷
川
俊
氏
、
田
尻
今
朝
蔵
氏

　
　
　
　
　
　

松
岡
茂
氏

（
九
）
昭
和
九
年
度
風
鎮
祭
々
典
記

　
　

旧
暦
七
月
五
日
向
上
会
四
町
会
議
を

　
　

本
年
は
昭
和
区
恵
美
須
屋
に
於
て
開
催

　
　

決
議
す
る
事
左
之
通
り

一
、
十
七
日
目
覚
し
は
例
年
通
り

一
、
十
七
日
仮
装
行
列
は
目
覚
以
外
二
回
以
上

一
、
十
七
日
二
輪
加
は
他
町
よ
り
先
に
し
道
順

　
　

は
左
廻
り
と
し
踊
り
場
所
は
一
町
ニ
付
き

　
　

七
ヶ
所
の
事

一
、
十
七
日
午
後
一
時
障
害
物
取
除
き
に
各

　
　

町
一
名
宛
電
気
諸
所
前
に
集
合
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一
、
十
八
日
は
総
動
員
仮
装
行
列
一
回
以
上

一
、
十
八
日
午
後
六
時
半
各
町
会
長
外
一
名
宛
立
会

　
　

の
下
に
抽
籤
に
よ
り
造
物
出
発
順
位
を

　
　

定
め
午
後
七
時
の
煙
火
を
合
図
と
し
て
出

　
　

発
す
る
事

一
、
十
八
日
二
輪
加
は
自
町
の
み
と
し
他
町
は
決
し
て
踊
ら
ぬ
事

一
、
各
町
よ
り
造
物
審
査
員
三
名
宛
選
定

　
　

し
十
六
日
中
に
商
工
会
に
通
告
す
る
事

　
　

踊
り
場
所　

横
町　

玉
津
屋
、
南
寿
軒
、
東
屋
、
豊
前
屋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡
茂
、
管
原
ワ
キ
、
松
田
今
朝
熊

　
　
　
　
　
　
　

上
町　

西
角
屋
、
中
村
茶
店
、
鶴
屋
、
中
川
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
市
街
、
篠
田
、
飯
塚

　
　
　
　
　
　
　

下
町　

豊
後
屋
、
原
、
梅
木
、
塚
本
、
飯
干
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

牧
大
之
■
、
安
真

　
　
　
　
　
　

昭
和
町　

吉
田
庄
平
、
大
谷
、
田
代
、
大
里
屋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
美
須
屋
、
南
郷
自
動
車
、
住
吉

　
　

旧
暦
六
日
夜
中
老
会
を
公
会
堂
に
開
く
に
出

　
　

席
者
少
き
も
四
町
会
議
の
決
議
事
項
を
告
げ

　
　

各
丁
毎
に
造
物
に
関
す
る
協
議
を
遂
ぐ
る
事

　
　

を
決
定
し
散
会
す

　
　

本
年
度
は
会
員
中
に
踊
子
少
き
為
め

　
　

熊
本
よ
り
傭
ひ
入
る
ゝ
事
ニ
し
山
村
保

　
　

君
に
依
頼
し
マ
チ
ヤ
ン
組
を
招
ず
十
七
日

　
　

午
前
零
時
を
合
図
と
し
て
風
鎮
祭
の
ス
タ
ー
ト

　
　

は
切
ら
る
、
夜
間
は
二
輪
加
を
午
後
七
時
半
よ
り

　
　

開
始
せ
し
も
劇
の
長
か
り
し
為
め
意

　
　

外
に
遅
く
午
前
二
時
半
漸
く
終
了
す

　
　

十
八
日
ハ
朝
来
の
雲
足
あ
し
く
少
な
か
ら
ず

　
　

気
使
ひ
て
も
次
第
に
良
好
と
な
り
正
午

　
　

頃
は
全
く
快
晴
と
な
る
、
さ
て
年
来
の
宿
望

　
　

た
る
熊
本
中
央
放
送
局
の
実
況
放
送
も

　
　

漸
く
其
の
曙
光
を
見
、
枝
ノ
師
以
下
五
名
出

　
　

張
試
験
放
送
を
な
す
、
当
■
県
下
十
二
郡

　
　

の
指
導
農
村
協
議
会
の
開
催
な
り
一
行
七

　
　

十
名
参
集
す
、
か
之
商
工
会
主
催
に
て
盆

　
　

栽
大
会
の
催
し
あ
り
て
喝
采
を
博
す

　
　

風
鎮
祭
も
逐
年
盛
況
を
呈
し
来
り
各
町

　
　

共
も
万
事
ニ
■
■
を
致
し
横
町
、
下
町
、
昭
和

　
　

各
町
ハ
中
老
組
の
仮
装
行
列
を
繰
り
出
し

　
　

風
鎮
祭
ニ
一
層
の
拍
車
を
か
く
、
午
後
六
時

　
　

半
の
抽
籤
ニ
て
順
位
決
定
、
七
時
の
煙
火
を
合
図

　
　

に
先
づ
上
町
組
よ
り
繰
出
し
た
り
然
る
に

　
　

本
年
ハ
非
常
な
る
人
出
に
て
全
く
立
錐
の
余

　
　

地
な
き
状
態
に
て
前
古
未
曽
有
盛
況
な
り

　
　

而
し
て
時
と
共
に
人
出
は
増
す
の
み
な
り
、

　
　

か
ゝ
る
時
大
津
町
商
工
会
よ
り
八
名
視
察
団

　
　

来
る
。
午
後
九
時
過
ぎ
二
輪
加
ニ
移
り
た

　
　

る
に
屋
台
の
周
囲
ハ
全
く
身
動
き
不
可
能
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な
り
流
石
に
芸
良
き
た
め
観
衆
飽

　
　

き
ず
横
町
内
の
雑
踏
前
例
な
し
午
前

　
　

一
時
半
無
事
終
了
す

　
　

追
加　

造
物
の
成
績
は
絶
対
優
良
に
て

　
　

に
て
一
等　

蘇
鉄
、
二
等　

朝
顔
、
二
等

　
　

ガ
マ
、
五
等　

菊
、
ボ
タ
ン
、
五
等　

龍
、

　
　

造
物
審
査
委
員

　
　
　
　

松
岡
嘉
六
、
田
尻
今
朝
蔵
、

　
　
　
　

松
岡
茂
、
以
上

　
　

中
老
組
、
少
女
組
の
仮
装
行
列
並
ニ

　
　

舞
踊
出
演
ハ
本
年
を
以
て
嚆
矢

　
　

と
す

（
九
）
昭
和
拾
年
度
風
鎮
祭
典
記

　
　

八
月
十
六
日
旧
暦
七
月
十
八
日
午
前
八
時
倶
楽
館
前
に

　
　

集
合
な
し
仮
装
行
列
な
し
者
六
名
は
向
上
会

　
　

館
に
て
思
ひ
〳
〵
の
仮
装
を
な
し
正
名
に
（
日
本
商
人

　
　

満
蒙
進
出
宝
伝
隊
）
返
送
面
白
く
進
発
す

　
　

旧
暦
七
月
四
日
四
丁
会
議
を
下
町
写
真
屋
に
て

　
　

な
す
例
年
通
り
に
て
特
に
記
す
事
な
し

　
　

七
月
十
六
日
午
前
八
時
一
同
向
上
会
館
に
集
合
な

　
　

し
倉
庫
よ
り
大
山
道
具
及
び
踊
り
屋
台
の
材
料

　
　

を
倶
楽
館
前
も
運
搬
な
し
約
半
分
の
屋
台
組
を
な
し

　
　

そ
れ
よ
り
十
七
日
の
役
割
を
会
館
に
て
決
定
す

　
　

七
月
十
七
日
午
前
八
時
倶
楽
館
前
に
一
同
参
集
な

　
　

し
仮
装
行
列
な
す
者
七
人
の
外
残
り
全
部
に
て

　
　

大
山
、
屋
台
組
立
を
な
す
此
の
日
の
第
一
回
仮
装

　
　

行
列
（
大
衆
よ
国
家
主
義
に
帰
れ
）
を
な
し
午
前
拾

　
　

時
出
発
す
二
回
目
は
（
高
森
日
本
音
楽
隊
）
を
組

　
　

識
な
し
午
后
三
時
出
発
す
四
町
幹
部
山
村

　
　

保
氏
宅
に
て
二
○
加
組
分
け
の
抽
選
を
な
し
た

　
　

結
果
横
町
は
勘
太
郎
ハ
決
定
す
他
は
上
町
マ
ァ
チ

　
　

ャ
ン
下
町
澤
田
駅
組
は
マ
ァ
チ
ャ
ン
組
な
り
例
年
に

　
　

な
ら
ぬ
午
后
七
時
二
○
加
屋
台
自
町
出
発
最
初
に
下
町

　
　

豊
後
屋
前
よ
り
始
め
る
拾
七
日
な
れ
ど
可
成
り
の
人

　
　

出
な
り

（
九
）
昭
和
拾
壱
年
度
風
鎮
祭
典
記

　
　

本
年
は
商
工
会
の
評
議
委
員
会
に
全
町
の
会
長

　
　

ハ
案
内
な
か
り
し
為
西
角
屋
に
て
四
丁
会
議
を

　
　

聞
き
た
れ
ど
決
議
な
す
事
項
ま
と
ま
ら
ず
一
時

　
　

商
工
会
よ
り
通
知
を
受
け
四
丁
の
会
長
全
部
出
席

　
　

な
し
例
年
通
り
変
り
な
く
行
ふ
事
に
な
る

　
　

八
月
二
十
四
日
市
下
屋
に
て
再
度
の
四
丁
会
議
を

　
　

開
く
横
町
は
新
入
会
員
多
く
会
員
よ
り
二
○
加
を
な
す

　
　

意
（
マ
マ
）孝

な
り
し
が
外
三
町
よ
り
の
意

（
マ
マ
）件

が
熊
本
よ
り

　
　

雇
ふ
事
な
り
し
た
め
我
町
も
や
む
を
得
ず
雇
ふ
事
に

　
　

す
る
だ
が
後
に
て
山
村
保
に
依
頼
な
し
て
熊
本
に
二
○
加
の
雇
銭
を
取
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
た
が
余
り
に
も

　
　

雇
銭
の
差
が
あ
る
故
又
も
や
他
町
ハ
相
談
致
し
た
る
上
我
町
は
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会
員
よ
り
二
○
加
を
な
す
事
ハ
決
す
熊
本
よ
り
二
○
加
組
を

　
　

雇
フ
し
町
は
下
町
に
昭
和
町
の
弐
町
上
町
及
び
我
が
町

　
　

は
会
員
中
よ
り
な
す
其
の
後
は
例
年
通
り
に
て
此
ハ
特
筆
す

　
　

べ
き
事
も
な
き
故
畧
す

（
九
）
昭
和
二
十
一
年
度
風
鎮
祭
記

　
　

拾
年
振
り
の
復
活
で
あ
る
挙
行
す
る
に
当
り
先
づ
与
論
の

　
　

調
査
を
行
い
結
果
如
何
に
よ
つ
て
改
め
て
協
議
す
る
事
に
き

　
　

ま
れ
り
然
し
て
与
論
調
査
の
結
果
上
町
横
町
下
町

　
　

ハ
絶
対
多
数
の
賛
成
を
得
た
る
も
昭
和
町
に
於
て
ハ

　
　

過
半
数
以
上
の
不
賛
成
者
を
見
た
り
依
つ
て
四
町
会
議

　
　

を
食
糧
品
組
合
の
二
階
に
於
て
開
催
せ
り

　
　

三
町
よ
り
昭
和
区
に
対
し
再
考
の
余
地
を
与
へ
て
回
答

　
　

を
待
て
り
然
る
に
翌
日
に
至
り
書
類
を
以
つ
て
回
答
せ
り

　
　

区
長
始
め
全
隣
保
組
長
連
判
の
下
に
時
期
早

（
マ
マ
）々

生
産
の
止

（
マ
マ
）

障
、

　
　

食
糧
の
危
機
、
盗
難
の
予
防
等
を
並
べ
り
強
い
て
三
町
行
ふ

　
　

と
す
れ
ば
昭
和
区
は
是
を
さ
ま
た
げ
る
者
に
不
有
専
門
家

　
　

を
雇
ふ
て
三
町
に
協
力
し
よ
と
言
ふ
向
上
会
は
や
る
腹
な

　
　

る
も
中
老
是
を
抑
へ
り

　
　

再
び
三
町
会
議
を
開
き
三
町
に
よ
つ
て
飽
迄
も
挙
行
す
る

　
　

事
に
一
致
せ
り
依
つ
て
昭
和
区
は
本
年
度
だ
け
不
参

　
　

加
を
表
明
せ
り
右
様
の
結
果
を
会
員
に
報
告
せ
り

　
　

今
年
風
鎮
祭
を
復
活
す
る
の
意
味
に
於
て
向
上
会

　
　

主
催
の
下
に
行
い
今
年
度
丈
ハ
新
八
月
拾
八
日
に
行
い
行
事

　
　

ノ
一
つ
で
あ
る
目
覚
ハ
各
町
随
意
な
る
も
十
七
日
よ
り
行
い

　
　

た
り
目
覚
ハ
今
迄
に
な
く
一
部
二
部
と
繰
り
出
し
本
当
ノ

　
　

気
分
を
出
さ
せ
り
十
七
日
通
し
物
一
回
に
し
て
夜
間
ハ
自

　
　

町
だ
け
の
二
○
加
す
で
に
在
部
山
東
部
か
ら
の
見
物
多

　
　

く
腰
辨
風
影
多
々
で
あ
つ
た
作
り
物
ハ
資
材
困
難
ノ

　
　

為
め
見
合
せ
と
な
り
大
山
は
三
町
引
き
廻
す
所
に
話
ハ

　
　

有
り
た
る
も
横
町
ノ
大
山
大
半
な
く
組
立
も
出
来
ざ
る

　
　

由
申
出
で
け
れ
ば
各
町
其
儘
据
置
き
と
な
れ
り

　
　

俄
然
十
七
日
の
午
後
十
二
時
頃
に
至
り
昭
和
区
よ
り
是
非
と
も

　
　

参
加
さ
せ
て
欲
し
い
と
申
し
出
た
り
昭
和
町
向
上
会
員

　
　

の
熱
意
抑
え
へ
難
く
会
長
直
ク
の
申
出
依
つ
て
三
町
合
議
の

　
　

上
下
町
に
於
て
四
町
会
議
を
開
き
す
で
に
時
日
な
く
通
し

　
　

物
丈
は
免
じ
て
来
れ
其
代
り
に
二
○
加
丈
ハ
夜
通
し
稽

　
　

古
し
て
各
町
廻
る
と
の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
昭
和
区
の
参
加
を
認

　
　

め
た
り　

十
八
日
朝
か
ら　

雨
性
の
空
模
様
で
こ
ゝ
二
三
日

　
　

東
風
強
く
風
雨
と
思
は
れ
た
が
天
は
吾
に
幸
し
て
雨
止
み
ぬ

　
　

本
日
通
し
物
二
回
午
後
に
な
る
と
人
で
は
増
す
ば
か
り
四

　
　

ツ
角
ハ
立
錐
の
地
な
く
迄
に
至
れ
り
六
時
半
四
ツ
角
集
合

　
　

く
じ
引
き
に
よ
り
繰
り
出
順
序
を
決
め
四
町
立
合
の
上
年
番

　
　

節
刀
の
渡
し
を
無
事
に
終
了
せ
り　

途
中
上
在
区
の
二
○
加

　
　

飛
入
り
あ
り
た
る
も
意
に
介
せ
ず
十
九
日
午
前
零
時

　
　

無
事
他
町
二
○
加
を
終
了
せ
り
時
す
で
に
雨
ハ
量
を
増
せ
り

　
　

本
年
度
よ
り
寄
附
の
所
と
し
て
申
受
く
る
様
に
せ
り
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食
糧
不
足
の
事
と
［
■
］
踊
子
連
中
に
対
し
何
一
つ
と
し
て

　
　

で
き
な
か
つ
た
事
を
悔
む
の
み
然
し
て
黙
々
と
し
て

　
　

不
平
言
わ
ず
に
最
後
迄
や
り
ど
げ
て
呉
れ
た
事

　
　

が
一
番
嬉
し
か
つ
た

（
九
）
昭
和
二
十
三
年
度
風
鎮
祭
記

　
　

肥
後
名
物
風
鎮
祭
を
挙
行
す
る
に
当
り
上
町
松
田
会
長

　
　

宅
に
於
て
各
町
幹
部
集
合
せ
り

　
　

先
づ
や
る
か
や
ら
ぬ
か
の
問
題
と
な
り
、
先
づ
や
る
事
と
し
て
各
町
経

　
　

費
の
予
算
を
立
て
た
り
、
出
銭
取
立
及
び
各
所
と
の
交
渉

　
　

な
ど
、
商
工
会
よ
り
連
絡
し
て
も
ら
ふ
様
商
工
会
に
交
渉
す
る
事

　
　

と
き
ま
れ
り
、
結
果
何
始
に
よ
っ
て
改
め
て
協
議
す
る
事

　
　

き
ま
り
散
会
せ
り
。
与
論
調
査
の
結
果
横
町
上
町
昭

　
　

和
は
多
数
の
賛
成
を
得
た
る
も
下
町
中
老
に
於
て
会
長

　
　

並
に
経
費
に
過
半
数
以
上
の
不
賛
成
も
の
を
見
た
り
依
っ
て
四
町
会
議
を
横

　
　

町
右
同
会
長
宅
に
於
て
開
催
せ
り
与
論
の
結
果

　
　

下
町
が
も
し
や
ら
ん
と
し
て
も
三
町
に
於
て
之
を
挙
行
す
る

　
　

事
と
な
り
先
づ
下
町
会
長
解
職
運
動
に
あ
た
れ
り

　
　

出
向
者　

石
田
会
長　

上
林
副
会
長

　
　

与
論
の
結
果
下
町
会
長
交
代
前
会
長
桐
原
実

　
　

氏
が
下
町
向
上
会
長
と
し
て
再
び
立
て
り

　
　

よ
っ
て
各
町
共
向
上
会
は
風
鎮
祭
を
や
る
事
に
決
定

　
　

之
を
商
工
会
を
あ
た
れ
り
各
町
会
長
出
席
商
工
会
幹

　
　

部
連
中
集
合
上
町
向
上
会
に
於
て
決
議
す

　
　

与
論
の
結
果
六
、
三
、
貯
金
な
ど
あ
り
た
る
を
以
て
経
費

　
　

問
題
と
な
り
花
を
持
っ
て
祭
り
を
や
っ
て
く
れ
出
銭
は
全
部
不

　
　

加
能
と
の
商
工
会
の
申
出
に
よ
り
再
び
上
町
向
上
会

　
　

に
於
て
各
町
幹
部
及
び
会
員
数
名
集
合
の
共
に

　
　

協
議
せ
り
、
与
論
の
結
果
商
工
会
よ
り
出
銭　
　

　
　

が
な
か
ら
ね
ば
今
年
は
祭
一
際
向
上
会
は
立
〆
ら
ぬ
事

　
　

に
決
定
今
年
は
風
鎮
祭
に
向
上
会
と
し
て
立
〆
ら
ぬ
事

　
　

に
決
定
し
、
又
商
工
会
に
之
を
以
て
幹
部
各
町
を
以
て

　
　

あ
た
れ
り

　
　

横
町
向
上
会
は
各
町
中
止
せ
る
も
仁
○
加
を
劇
場
を
以
て

　
　

（
か
つ
ら
き
さ
ん
）
の
応
援
の
共
に
行
ふ
事
と
決
定
し
散
会
せ
り

　
　

し
か
る
に
再
び
こ
ん
ど
は
商
工
会
よ
り
各
町
へ
一
万
円
の
出
銭

　
　

を
出
す
事
と
な
り
石
田
会
長
宅
に
て
各
町
幹
部
集
合

　
　

再
び
各
町
共
又
本
祭
を
行
ふ
事
に
決
定
せ
り

　
　
　
　

四
町
決
定
事
項

一
、
三
味
糸
代　

一
番　

十
五
本　

二
番　

十
本　

三
番　

五
本　

三
〇
〇
円

一
、
電
線
電
灯
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
〇
円

一
、
御
神
酒
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
円

一
、
看
板
紙
代　

（
四
町
合
同
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
円

　
　
　
　

合
計　

六
二
五
円
（
年
番
迄
届
ケ
ラ
レ
度
）

一
、
大
山
ハ
作
ラ
ヌ
事

一
、
通
し
物　
　
　

十
七
日　
　

午
前　

午
後
各
一
回

　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
日　
　

四
町
合
同　

一
回　

十
時
四
角
集
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
低　

二
〇
名
以
上　
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一
、
十
七
日
ノ
自
町
の
仁
○
加　

午
後
五
時
以
降

一
、
看
板
持
各
町
一
名
宛　
　
　

年
番
迄
出
ス
事
（
各
町
）

一
、
目
覚　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
時
以
降
（
十
七
日
）

一
、
十
八
日　

午
後
四
時
四
角
集
合　
　
　

四
時
半
開
始

　
　

矢
村
社
行　

商
工
会
ヨ
リ
一
升
包
銭
出
ス
ニ
付
き
各
向

　
　
　
　
　
　
　

上
会
一
名
宛
人

（
マ
マ
）

円
丈
出
ス
事

一
、
各
町
二
時　

内
内
外　

端
々
は
必
ず
廻
る
事

　
　

仁
○
加
の
道
順

横
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
町

一
番
く
じ　

下
町
昭
和
上
町　
　
　
　

一
番
く
じ　

下
町
昭
和
横
町

二
〃　
　
　

昭
和
下
町
上
町　
　
　
　

二
〃　
　
　

昭
和
下
町
横
町

三
〃　
　
　

上
町
昭
和
下
町　
　
　
　

三
〃　
　
　

横
町
昭
和
下
町

昭
和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
町

一
番
く
じ　

上
町
横
町
下
町　
　
　
　

一
番
く
じ　

上
町
横
町
下
町

二
〃　
　
　

横
町
上
町
下
町　
　
　
　

二
〃　
　
　

横
町
上
町
昭
和

三
〃　
　
　

下
町
上
町
横
町　
　
　
　

三
〃　
　
　

昭
和
上
町
横
町

一
、
年
番
渡
際
踊
り
子
五
名
で
人
垣
を
作
り
残
り
は
屋
台
の

　
　

上
に
立
て
る
事

一
、
芸
者
代　

二
日　

五
〇
〇
円

一
、
十
七
日
通
し
物　

昭
和　

第
一
工
場
迄　

横
町　

学
校
前　

下
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
永
様
方
前　

上
町　

飯
塚
様
方
迄

八
月
二
十
一
日

前
夜
か
ら
の
疲
れ
も
な
ん
の
そ
の
待
望
の
風
鎮
祭
は
愈
々
や
っ
て
来
た
。

午
前
一
時
半
よ
り
（
演
芸
部
）
会
長
副
会
長
会
長
幹
部

全
員
出
発
す
。

午
前
八
時
向
上
会
総
員
集
合
仮
装
行
列
の
準
備
に
か
ゝ
る

　

午
前
中　

本
日
の
放
送
番
組　

一
、
素
人
仮
自
慢　

二
、
二
十
の
扉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
鏡
の
鳴
る
丘　

三
、
ス
ポ
ツ
ー
シ
ョ

　

午
後　
　

山
引
音
頭
全
員

さ
す
が
横
町
向
上
会
だ
け
あ
っ
て
町
の
人
気
は
横
町
向
上
会
に
さ
ら
っ
て
し
ま
っ
た
。

横
町
が
一
番
と
言
ふ
声
を
聞
い
て
本
当
う
に
何
人
と
も
言
へ
ぬ
、
唯
嬉
し
さ

に
疲
も
ど
こ
え
や
ら
さ
っ
て
し
ま
っ
て
、

商
工
会
の
運
動
宜
敷
き
を
得
て
昼
夜
送
電
を
確
約
さ
れ
夜
内
の

仁
輪
加
も
非
常
ナ
ル
賑
は
ひ
を
呈
し
名
物
風
鎮
祭
を
異
彩
あ

ら
し
め
た
。

自
町
巡
回
演
芸
場
所

安
楽
、
津
留
サ
エ
、
古
木
重
利
、
池
田
久
信
、
松
岡
茂

豊
前
屋
、
佐
伯
善
市
、
後
藤
末
久
、
白
石
源
九
郎
、
喜
久
屋

後
藤
下
駄
屋
、
後
藤
義
輝
、
東
商
店
、
岩
本
床
屋
、
武
田
■

玉
津
屋
、
渡
辺
、
石
田
、
財
津

第
一
日　

囃
子

○
太
鼓　

堀
泰
憲　

古
木
義
男　

○
三
味
線　

若
弁
さ
ん　

き
さ
恵
さ
ん

第
二
日

　

各
地
よ
り
風
鎮
祭
を
見
ん
も
の
と
押
し
か
け
て
町
は
大
賑
ひ
一
時
は
雨
と
て

　

心
配
だ
っ
た
が
運
よ
く
て
雨
も
す
ぐ
や
ん
で
か
へ
っ
て
雲
か
ち
に
て
あ
つ
か
ら
ず

　

通
行
も
身
動
き
な
ら
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
九
産
バ
ス
は
下
は
長
陽

　

上
は
柳
谷
迄
で
午
後
七
時
よ
り
一
時
間
事
に
折
返
し
運
転
を
し
て

　

他
町
村
か
ら
人
の
便
利
を
は
か
れ
り
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町
に
は
造
り
物
も
出
来
よ
り
芸
術
を
誇
こ
っ
た

第
二
日　

行
事

　

午
前

　
　

午
前
十
時　

四
町
合
同
仮
装
行
列

　
　

午
後　

四
時　

舞
台
は
四
角
に
引
出
さ
れ
年
番
渡
し
横
町
よ
り

　
　

昭
和
町
へ
渡
す

引
出
抽
籤
あ
り
て
各
町
指
定
場
所
に
て
観
衆
の
拍
手
を
浴
び
て

今
日
は
最
後
の
仁
輪
加
を
行
ふ

仁
輪
加
初
め
る
と
同
時
に
小
雨
と
な
る
も
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
に
て
雨
は
心

配
の
程
は
な
か
っ
た

順
当
す
る
仁
輪
加
も
進
み
一
時
半
終
了
二
日
間
に
亘
る
行
事
を

ど
ゝ
こ
ほ
り
な
く
済
ま
せ
り

第
三
日

町
は
大
風
の
あ
と
の
様
に
し
ず
か
に
な
っ
た

午
前
十
時
向
上
会
へ
全
員
集
合　

舞
台
く
づ
し
、
御
礼
廻
り
、
打
上
準
備

右
の
仕
事
を
終
り
向
上
会
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
ひ
酒
宴
を
催
す

実
に
各
自
の
自
覚
に
よ
り
此
の
最
大
行
事
の
風
鎮
祭
も
此
処
に

と
ゝ
こ
ほ
り
な
く
終
了
す

各
方
面
の
御
好
意
に
対
し
深
甚
の
謝
意
を
表
す

女
子
青
年
団
員
、
化
粧
、
着
付
奉
仕

（
九
）
昭
和
廿
四
年
度
風
鎮
祭
記

　

風
鎮
祭
り
挙
行
に
関
し
商
工
会
と
打
合
せ
あ
り
栗
屋
氏

　

宅
に
て
商
工
会
長
、
各
町
向
上
会
長
と
協
議
せ
り

　

予
算
を
先
づ
商
工
会
側
へ
提
出
せ
り

　

予
算
及
造
物
の
打
合
せ
の
為
五
日
午
後
八
時
三
〇
分
よ
り

　

中
老
会
議
を
な
せ
り
出
席
者　

区
長
沖
広
海
氏

　

各
隣
保
組
長
商
工
会
側
よ
り
吉
良
恒
氏
葛
城
氏

　

中
老　

松
田
武
熊
氏
馬
原
千
尋
氏
後
藤
末
久
氏
久
米
梅
太
郎

　

氏
出
席
向
上
会
長
及
会
計
之
に
出
席
す

　

出
銭
割
一
戸
平
均
一
〇
〇
円　

一
旦
一
六
日
迄
集
め
て

　

向
上
会
迄
届
出
す
事

　

造
物
は
な
る
べ
く
一
隣
保
一
つ
は
造
る
事

　

造
物
審
査
員　

久
米
梅
太
郎
氏　

後
藤
末
久
氏

六
日　

四
町
会
議　

決
議
事
項

17
日

　

目
覚　

午
前
〇
時
以
後　

随
意

　

通
し
物　

午
前　

午
後　

各
一
回

　
　
　
　
　

道
順　

自
由　

時
間
随
意

　

各
町
ノ
端　

上
町　

天
神
（
飯
塚
）　

下
町　

石
や

　
　
　
　
　
　

横
町　

上
村
ラ
ジ
オ
店　

昭
和　

第
一
工
場

　

仁
○
加
開
始　

（
自
町
）　

七
時
頃
ヨ
リ

18
日

　

通
し
物　
　

各
町
一
回　

時
間　

自
由

　

仁
○
加　
　

四
町
集
合　

時
間　

四
角
四
時　

時
間
厳
守

　

白
線
引　
　

各
町
一
名
立
会
ノ
事
午
後　

三
時
厳
守

　

年
番
渡　
　

清
酒
一
合　

各
町
ヨ
リ

　

年
番
渡　
　

立
会
（
会
長
副
会
長
）
踊
子
五
名
ニ
テ
人
垣
ヲ
ナ
ス
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法
被
着
用
ノ
事
、
高
張
会
長
横

　

時
間
（
仁
○
加
）　

一
町
二
時
間
以
内
ト
ス

八
月
十
一
日

　

愈
々
待
望
の
山
引
は
来
た
、
昨
夜
よ
り
の
疲
れ
も
わ
す
れ
て

　

午
前
一
時
よ
り
目
覚
に
出
発
（
演
芸
部
）
に
会
長

　

副
会
長
会
計
幹
部
宮
岡
馬
原
藤
沢
菅
原

　

出
発

　
　

八
、
三
〇
全
員
、
集
合　

仮
装
行
列
ノ
準
備
ニ
カ
ヽ
ル

　
　

午
前
中

　
　

午
後　
　
　

昭
和
維
新

　

右
ノ
題
ノ
下
ニ
出
発
町
ノ
人
気
ヲ
横
町
向
上
会
ヘ
集
メ
タ

　

第
一
日
は
夜
間
の
仁
輪
加
も
非
常
ナ
ル
賑
は
ひ
を
呈
し
名
物

　

風
鎮
祭
を
異
彩
あ
ら
し
め
た

　

太
鼓　

古
木
義
男　

堀
泰
憲　

三
味
線　

若
龍　

キ
サ
エ

　

第
二
日
目
は
各
方
面
か
ら
見
物
人
が
押
し
か
け
て
大
賑
ひ
通
行

　

も
身
動
き
な
ら
ぬ
状
態
で
あ
っ
た

　

仮
装
行
列
、
山
引
音
頭　

出
発
す
ぎ
わ
る
な
っ
て
俄
雨
に
た
ゝ

　

ら
れ
て
出
発
が
お
く
れ
た
り
此
の
山
引
音
頭
は
さ
す
が
に
町
の
人
気

　

を
集
め
て
三
十
余
内
の
お
花
あ
り
全
員
ま
す
〳
〵
張
切
れ
り

　

俄
雨
の
為
舞
台
十
字
路
集
合
が
一
時
間
後
れ
た
り

　

愈
々
五
時
舞
台
に
は
四
角
に
引
出
さ
れ
年
番
渡
し
引
出
抽
籤
あ
り

　

て
各
町
指
定
場
所
に
向
っ
た
横
町
は
下
町
へ
向
っ
て
出
発

　

観
衆
の
拍
手
を
浴
び
て
仁
○
加
を
行
ふ

　

之
又
第
一
日
目
の
仁
○
加
よ
り
俄
雨
に
あ
ひ
前
途
を
危
ぶ

　

ま
れ
た
が
ど
う
や
ら
指
定
の
仁
輪
加
を
二
時
半
に
終
了
二
日

　

内
に
亘
る
行
事
を
と
ゝ
こ
ほ
り
な
く
終
了
せ
り

八
月
十
三
日

　

舞
台
く
づ
し
を
終
り
向
上
会
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
ひ
酒
宴

　

を
催
す
各
自
の
自
覚
に
依
り
此
の
最
大
行
事
を
と
ゝ

　

こ
ほ
り
な
く
終
了

　

女
子
青
年
団
員
化
粧
着
付
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終

（
九
）
昭
和
廿
五
年
度
風
鎮
祭
典
記

　

八
月
二
十
二
日
連
合
会
々
儀
決
定

一
、
十
七
日　

各
町
竟
演
集
合
時
刻
ハ
午
後
四
時

一
、
屋
台
ハ
豊
後
屋
東
側

一
、
十
八
日　

作
り
物
ノ
四
角
集
合
時
刻　

一
六
〇
〇

　
　

商
工
会　

連
合
会　

事
務
所
―
下
町
渡
辺
氏
宅

一
、
連
絡
先　

各
町
高
張
持
迄

一
、
馬
車
借
貨　

五
〇
〇　

一
、
芸
者　

三
味
持　

一
〇
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

否　
　

八
〇
〇

一
、
三
味
線
借
貨　

二
〇
〇　
　

糸　

各
町
持

一
、
救
護
班　

十
七
、
十
八　

小
林　

藤
岡

一
、
作
り
物
行
列
ノ
ミ
ノ
場
合　

三
〇
〇

一
、
寄
附
金　

壱
万
弐
千
円
也　

各
戸
平
均
八
十
円
也

一
、
商
工
会
寄
附
金　

弐
千
円
也　

自
町
お
花
大
拾
円
也
と
み
て

　
　

合
計
弐
万
円
也　

一
、
二
十
六
日
迄　

集
金
の
事
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役
割

　
　

踊
子

　
　

演
芸
部
長　

谷
川
今
朝
次

　
　
　
　

部
員　

後
藤
幸
光　
　
　

松
本
飛
士

　
　
　
　
　
　
　

沖　

博
春　
　
　

市
原
常
康

　
　
　
　
　

女　

松
本
幸
夫　
　
　

岩
下
利
夫

　
　
　
　
　
　
　

工
藤
辰
夫　

女　

石
田
太
助

　
　

囃
子
方　
　

古
木
義
男　
　
　

葛
城
次
男

　
　

三
味
線　
　

若
龍
、
浦
子
、
早
苗
、
武
田
、
今
村
、
佐
伯

　

造
物
移
動

　
　

午
後
四
時
半
迄
各
町
先
頭
ノ
位
置
四
角
ト
シ
テ
配
置
ス

　
　

出
発
、
十
七
時

　
　

十
七
日　

〇
時　

花
火　

一
発　

目
覚
開
始

　
　

十
八
日　

一
九
時　

節
刀
渡

　
　

造
物　

末
端

　
　

横
町　

津
留
商
店　
　

上
町　

飯
塚
商
店

　
　

下
町　

石
や　
　
　
　

昭
和　

第
一
工
場

　
　

大
山　

各
町
据
置

　
　

十
七
日　

午
後
四
時
半　

集
合　

五
時　

仁
○
加
開
始

　
　
　
　

盆　

十
ヶ　

御
神
酒　

年
番
出
シ
（
連
合
会
長
立
合
）

　
　

白
線
引　

前
日
の
午
後
一
時

　

十
七
日　

第
一
回　

仮
装
行
列　
　

第
二
回　

仮
装
行
列

　
　
　
　
　

密
造
酒
狩
り　
　
　
　
　

山
引
音
頭
、
高
森
音
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
踊
子
九
名　

小
学
生
二
十
名
）

十
八
日　

午
前
一
回　

仮
装
行
列

　
　
　
　

二
人　

連

　
　

好
天
に
恵
ま
れ
て
十
七
日
の
愈
第
一
日
は
来
た
午
前
〇
時
花
火

　
　

一
発
我
が
町
は
目
覚
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た

　
　

四
角
に
さ
し
か
ゝ
る
や
残
念
に
し
て
規
約
を
破
り
昭
和
向
上
会

　
　

あ
り
文
句
あ
り
た
る
も
上
町
向
上
会
の
仲
裁
の
も
と
に
納
ま
り

　
　

た
り
之
ふ
か
く
幹
部
の
連
絡
不
行
届
の
為
な
り
、
残
念
な
り

　
　

夜
間
の
仁
○
加
も
非
常
な
る
人
出
ニ
て
賑
は
ひ
を
呈
し
、

　
　

名
物
風
鎮
祭
を
異
彩
あ
ら
し
め
た
、
踊
子
、
各
町
全
員
四
角

　
　

集
合
午
後
五
時
竟
演
の
上
自
町
へ
帰
れ
り

　
　

自
町
の
演
芸
場
所

　
　

津
留
商
店
、
谷
川
又
喜
、
古
木
重
利
、
渡
辺
初
彦
、

　
　

安
楽
、
葛
城
、
岩
下
、
佐
々
木
、
高
田
、
石
田
製
材
所
、
工
藤
忠
久
、

　
　

玉
津
屋
、
岩
本
と
こ
や
、
中
川
精
肉
店
、
き
く
や
、
後
藤
義
輝
、

　
　

馬
原
千
尋
、
市
下
や
、
小
林
病
院
、
豊
前
や
、
甲
斐
幸
春

　
　

第
二
日
の
今
日
各
地
よ
り
押
し
か
け
通
行
も
見
動
き
な
ら
ぬ
状
態

　
　

で
大
賑
ひ
を
呈
し
九
産
む
バ
ス
は
折
返
運
転
を
し
て

　
　

他
町
村
の
人
を
喜
ば
せ
た
り

　
　

一
時
中
止
に
な
っ
て
ゐ
た
造
物
も
今
年
は
復
活
し
て
昔
の
通
り
各
町

　
　

か
つ
ぎ
廻
る
事
と
な
り
一
そ
う
の
賑
ひ
を
加
へ
た
り

　
　

午
後
と
十
九
時
舞
台
は
十
字
路
に
引
出
さ
れ
年
番
渡
し
引
出
抽

　
　

籤
あ
り
て
各
町
指
定
場
所
に
向
っ
た

　
　

横
町
一
番
く
じ
に
て
下
町
に
向
へ
り
観
衆
の
拍
手
を
浴
び

　
　

て
今
日
最
後
の
仁
○
加
を
行
ふ
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途
中
一
、
二
の
意
見
あ
り
た
る
も
会
長
掌
握
の
も
と
に
午
前
三
時
半

　
　

終
了
三
日
に
渡
っ
て
行
事
と
ゝ
こ
ほ
り
な
く
終
了
せ
り

　
　

第
三
日

　
　

午
前
十
時
向
上
会
へ
全
員
集
合
舞
台
く
づ
し
御
礼
廻
り
打
上
順

　
　

備
昼
に
大
雨
に
な
れ
り
ほ
ん
と
う
に
昨
日
迄
は
天
候
に
恵
ま
れ
て

　
　

本
当
に
何
よ
り
だ
っ
た

　
　

右
の
仕
事
を
終
り
向
上
会
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
ひ
酒
宴
を
催

　
　

せ
り
各
自
の
自
覚
に
よ
り
此
の
大
行
事
を
終
了
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終

（
五
四
）

　
　

昭
和
弐
拾
五
年

　
　
　

風
鎮
祭
規
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
町
向
上
会

　
　
　
　
　
　

高
森
町
連
合
向
上
会

　
　

第
一
章　

総
則

第
一
条　

風
鎮
祭
ハ
遠
ク
文
政
五
年
ノ
昔
矢
村
神
社
ニ
於
テ
風

　
　
　
　

鎮
メ
ノ
為
行
ハ
レ
タ
ル
ヲ
其
ノ
源
ト
ナ
ス
。

第
二
条　

風
鎮
祭
ノ
諸
行
事
ハ
商
工
会
主
催
デ
之
ヲ
行
フ

第
三
条　

風
鎮
祭
ニ
於
テ
行
フ
余
興
ハ
凡
テ
高
森
町
連
合
向
上

　
　
　
　

会
内
各
町
向
上
会
之
ヲ
分
担
ス
。

第
四
条　

節
刀
ヲ
有
ス
ル
向
上
会
ヲ
年
番
向
上
会
ト
称
ス
。

第
五
条　

各
向
上
会
ノ
余
興
ハ
旧
暦
七
月
十
七
日
十
八
日
ノ
両
日
之
ヲ
行
フ

第
六
条　

年
番
渡
シ
ハ
旧
暦
七
月
十
八
日
町
中
央
部
ニ
於
テ
之

　
　
　
　

ヲ
行
フ
詳
細
ニ
関
シ
テ
ハ
項
ヲ
改
メ
之
ヲ
記
ス
。

第
七
条　

年
番
向
上
会
ハ
風
鎮
祭
ニ
関
ス
ル
凡
テ
ノ
行
事
ニ
対
シ

　
　
　
　

各
町
向
上
会
ヲ
主
導
ス
。

第
八
条　

各
町
向
上
会
ハ
年
番
向
上
会
ノ
主
導
ニ
従
ヒ
円
満
裡
ニ

　
　
　
　

行
事
ヲ
終
ル
如
ク
協
力
ス
。

　
　

第
二
章　

構
成

第
九
条　

高
森
町
各
向
上
会
ノ
構
成
左
ノ
如
シ

　
　

（
イ
）
年
令
十
八
才
ヨ
リ
三
十
五
才
迄
ノ
其
ノ
区
ニ
居
住
ス
ル
男
子

　
　

（
ロ
）
役
員
ハ
会
長
副
会
長
会
計
ノ
三
役
ノ
他
幹
部
若

　
　
　
　
　

干
名
ヲ
設
ク
其
ノ
他
ノ
役
員
ニ
関
シ
テ
各
向
上
会
ノ
随
意

　
　
　
　
　

ト
ス
。

第
十
条　

高
森
町
連
合
向
上
会
ノ
構
成
左
ノ
如
シ
。

　
　

（
イ
）
横
町
区　
　

横
町
向
上
会

　
　

（
ロ
）
上
町
区　
　

上
町
向
上
会

　
　

（
ハ
）
下
町
区　
　

下
町
向
上
会

　
　

（
ニ
）
昭
和
区　
　

昭
和
向
上
会

第
十
一
条　

高
森
町
連
合
向
上
会
ニ
関
ス
ル
規
約
ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム
。

　
　

第
三
章　

議
決

第
十
二
条　

風
鎮
祭
余
興
ノ
打
合
事
項
ハ
凡
テ
連
合
向
上
会
役

　
　
　
　
　

員
会
ニ
於
テ
之
ヲ
決
定
ス
ル
。

第
十
三
条　

年
番
向
上
会
ハ
風
鎮
祭
約
二
週
間
前
ニ
連
合
会
議

　
　
　
　
　

ヲ
召
集
シ
大
凡
ノ
事
項
ヲ
決
定
ス
ル
。

第
十
四
条　

年
番
向
上
会
ハ
必
要
ニ
応
ジ
随
時
連
合
会
議
ヲ
召
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集
シ
行
事
ニ
万
遺
憾
無
キ
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
。

第
十
五
条　

連
合
会
議
ノ
決
定
ハ
凡
テ
之
ヲ
合
議
制
ト
ス
ル
コ
ト
。

　
　

第
四
章　

余
興

第
十
五
条　

仮
装
行
列
目
覚
シ
仁
輪
加
ノ
順
路
並
ニ
末
端
ニ
付
キ

　
　
　
　
　

左
ノ
通
リ
之
ヲ
定
ム
。

　
　

（
イ
）
末
端

　
　
　
　
　

横
町　

住
吉
一
商
店
前

　
　
　
　
　

上
町　

天
神
飯
塚
商
店
前

　
　
　
　
　

下
町　

杉
永
石
屋
前

　
　
　
　
　

昭
和　

第
一
製
材
所
前

　
　

（
ロ
）
目
覚
シ

　
　
　
　
　

旧
拾
七
日
午
前
零
時
以
降
各
向
上
会
随
意
ニ
之
ヲ
繰
出

　
　
　
　
　

ス
必
ズ
高
張
提
灯
を
先
頭
ニ
立
テ
小
提
灯
三
個
以
上

　
　
　
　
　

ヲ
同
意
ス
ル
事
途
中
ニ
於
テ
行
キ
会
ヒ
タ
ル
場
合
ハ
右
側

　
　
　
　
　

通
行
ノ
原
則
ニ
則
リ
不
測
ノ
事
態
起
ラ
ザ
ル
様
努
ム

　
　
　
　
　

ル
コ
ト
。

　
　
　
　
　

目
覚
仮
装
票
列
ガ
行
キ
会
ヒ
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
「
ハ
ヤ
シ
方
」

　
　
　
　
　

ハ
相
手
方
ト
ノ
距
離
約
十
米
ニ
ナ
リ
タ
ル
場
合
一
応
中
止
シ

　
　
　
　
　

約
十
米
行
キ
過
ギ
タ
ル
後
「
ハ
ヤ
シ
」
ヲ
復
活
サ
セ
ル
。

第
十
七
条　

仮
装
行
列

　
　
　
　
　

十
七
日
十
八
日
ノ
仮
装
行
列
ノ
時
間
及
回
数
ニ
関
シ
テ

　
　
　
　
　

ハ
別
ニ
定
ム
ル
（
連
合
会
議
）
モ
大
凡
左
記
ノ
如
キ
ナ
リ
。

　
　
　
　

一
、
十
七
日　

午
前　

一
回

　
　
　
　
　
　

〃　
　
　

午
後　

一
回

　
　
　
　

一
、
十
八
日　

午
前　

一
回

第
十
八
条　

十
七
日
午
後
四
時
年
番
向
上
会
ノ
屋
台
（
四
角
）
ニ
於
テ
く
じ

　
　
　
　
　

引
ニ
依
リ
各
町
約
十
分
間
宛
余
興
ヲ
行
ヒ
タ
ル
後
自

　
　
　
　
　

町
ヲ
廻
ル

第
十
九
条　

年
番
（
節
刀
）
渡
シ

　
　

（
イ
）
期
日　

旧
十
八
日
午
後
□
時
（
時
間
ハ
連
合
会
議
ノ
決
定
ニ
依
ル
）

　
　

（
ロ
）
場
所　

四
角

　
　
　
　

（
註
）
年
番
（
節
刀
）
渡
シ
ハ
矢
村
社
宮
司
ヲ
招
キ
連
合
向
上

　
　
　
　
　
　
　

会
長
立
会
ノ
下
ニ
之
ヲ
行
フ
。

　
　

（
ハ
）
準
備

　
　
　
　

Ａ
御
神
酒　

四
合
（
各
向
上
会
一
合
宛
負
担
）

　
　
　
　

Ｂ
三
宝　

一
個

　
　
　
　

Ｃ
高
机　

一
個　
　
　
　
　
　
　

商
工
会
代
表
者
一
名

　
　
　
　

Ｄ
盃　

十
二
個
（
内
二
個
ハ
宮
司
連
合
向
上
会
長
用
）

　
　
　

（
註
）
以
上
ノ
品
物
ハ
年
版
向
上
会
ニ
於
テ
之
ヲ
準
備
ス
。

　
　

（
ニ
）
概
略
図
面
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　

（
図
面
省
略
）

　
　
　

（
Ａ
）
各
向
上
会
長

　
　
　

（
Ｂ
）
各
副
会
長

　
　
　

（
Ｃ
）
高
張
持

　
　
　

（
Ｄ
）
宮
司

　
　
　

（
Ｅ
）
連
合
向
上
会
長

　
　
　

（
Ｆ
）
各
町
踊
子
各
五
名

　
　
　
　
　

註　

各
町
屋
台
ハ
中
央
部
ニ
集
合
シ
タ
ル
後
「
は
や
し
」
ノ
競
演
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ヲ
行
ヒ
年
番
（
節
刀
）
渡
シ
ノ
神
事
行
ハ
レ
ル
直
前
ノ
花
火
ニ

　
　
　
　
　
　
　

依
リ
一
斉
ニ
停
止
サ
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　

「
は
や
し
」
停
止
シ
神
事
始
マ
ル
ヤ
屋
台
ノ
踊
リ
子
ハ
一
斉
ニ
起

　
　
　
　
　
　
　

立
シ
静
粛
ニ
ス
。

　
　
　
　

・
各
向
上
会
長
副
会
長
ハ
提
灯
持
参
ノ
コ
ト
。

　
　
　
　

・
高
張
持
ハ
会
長
副
会
長
中
間
後
方
ニ
位
置
ス
。

　
　
　
　

・
会
長
副
会
長
ハ
自
町
ノ
屋
台
ヲ
背
ニ
シ
テ
位
置
ス
。

　
　
　
　

・
各
町
屋
台
ハ
梶
棒
ノ
先
端
ガ
白
線
上
ニ
ツ
ク
如
ク
位
置
ス
。

　
　
　
　

・
白
線
ハ
前
日
各
会
長
立
会
ノ
モ
ト
ニ
距
離
ヲ
測
定
シ

　
　
　
　
　

年
番
向
上
会
長
白
線
ヲ
引
ク
。

　
　
　
　

・
当
日
年
番
（
節
刀
）
渡
シ
開
始
一
時
間
前
ニ
新
シ
ク
白
線

　
　
　
　
　

ヲ
引
キ
直
ス
。

　
　

（
ホ
）
式
典

　
　
　
　
　

準
備
出
来
次
第
年
番
向
上
会
ハ
準
備
完
了
ヲ
宮
司
ニ
告

　
　
　
　
　

ゲ
宮
司
年
番
（
節
刀
）
渡
シ
ノ
神
事
ヲ
行
フ
。

　
　
　
　
　

神
事
始
マ
ル
ヤ
周
囲
ニ
取
巻
ク
踊
子
モ
静
粛
ニ
ス
ル
コ
ト
。

　
　

（
ヘ
）
年
番
（
節
刀
）
渡
シ
ノ
要
領
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　

神
事
終
了
ト
同
時
ニ
節
刀
渡
シ
ニ
移
シ
各
自
定
位
置
ニ
ツ
キ
タ
ル

　
　
　
　
　

後

　
　
　

一
、
年
番
向
上
会
長
ハ
左
ノ
如
ク
次
番
会
長
ニ
申
告
ス

　
　
　
　
　

「
昭
和
何
年
度
風
鎮
祭
々
典
一
切
ノ
行
事
ヲ
□
町
向
上
会
長

　
　
　
　
　

ヨ
リ
□
町
向
上
会
長
ニ
滞
リ
無
ク
申
シ
送
リ
マ
ス
。」

　
　
　

一
、
次
年
番
会
長
ハ
左
ノ
如
ク
応
答
ス

　
　
　
　
　

「
昭
和　

年
度
風
鎮
祭
々
典
一
切
ノ
行
事
ヲ
連
合
向
上
会
長

　
　
　
　
　

□
町
向
上
会
長
□
町
向
上
会
長
立
会
ノ
下
ニ
□
町
向
上
会

　
　
　
　
　

長
ヨ
リ
異
議
ナ
ク
申
シ
受
ケ
マ
シ
タ
。」

　
　
　

一
、
次
ニ
年
番
会
長
ハ
左
ノ
如
ク
申
告
ス

　
　
　
　
　

「
□
町
向
上
会
長
確
ニ
見
届
ケ
マ
シ
タ
。」

　
　
　

一
、
最
終
年
番
会
長
ハ
左
ノ
如
ク
申
告
ス

　
　
　
　
　

「
□
町
向
上
会
長
確
ニ
見
届
ケ
マ
シ
タ
。」

　
　
　

一
、
以
上
接
刀
渡
シ
終
了
ト
同
時
ニ
宮
司
ハ
左
ノ
如
ク
在
籍
総
員
ニ

　
　
　
　
　

伝
ヘ
ル

　
　
　
　
　

「
節
刀
渡
シ
モ
滞
リ
無
ク
ス
ミ
マ
シ
タ
誰
方
モ
（
サ
ラ
リ
）
ヲ
オ
願
ヒ
シ

　
　
　
　
　

マ
ス
」

　
　
　
　
　

以
上
ニ
テ
一
同
（
サ
ラ
リ
）
ヲ
行
ヒ
神
酒
ヲ
飲
ミ
（
年
番
副
会
長
接

　
　
　
　
　

待
）
節
刀
渡
シ
ヲ
終
了
ス
。

　
　

（
ト
）
節
刀
渡
シ
終
了
後
連
合
向
上
会
長
商
工
会
長
ノ
挨
拶

　
　
　
　
　

ヲ
行
フ
。

　
　

（
チ
）
く
じ
引

　
　
　
　
　

挨
拶
終
了
ス
ル
ヤ
宮
司
ハ
年
番
向
上
会
長
ハ
予
メ
作
製
シ
置
キ

　
　
　
　
　

シ
「
く
じ
」
ヲ
各
向
上
会
長
ニ
引
カ
セ
年
番
会
長
ハ
最
後
ニ
之

　
　
　
　
　

ヲ
引
ク
。

　
　

（
リ
）「
く
じ
」
ハ
四
本
作
リ
先
順
番
向
上
会
ヨ
リ
希
望
ス
ル
順
路
ニ
入
ル

　
　
　
　
　

其
ノ
場
合
自
町
ニ
入
ル
先
番
向
上
会
ノ
屋
台
ガ
完
全
ニ
通
レ
ル
位

　
　
　
　
　

置
迄
後
退
ス
。

　
　

（
ス
）
仁
輪
加
始
マ
リ
テ
他
町
ノ
屋
台
ト
行
キ
会
ヒ
タ
ル
場
合
ハ
会
長
同

　
　
　
　
　

士
連
絡
シ
行
キ
会
ヒ
ヲ
円
滑
ナ
ラ
セ
ル
此
ノ
場
合
「
は
や
し
」
ハ
約

　
　
　
　
　

三
十
米
位
ノ
距
離
ヨ
リ
一
時
中
止
シ
静
粛
ニ
行
キ
会
ヒ
ヲ
終
ル
コ
ト
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行
キ
会
ヒ
終
ル
ト
同
時
ニ
「
は
や
し
」
モ
復
活
サ
セ
ル
。

第
二
十
条　

年
番
向
上
会
長
ハ
旧
十
七
日
矢
村
社
ニ
御
神
酒
一
升
（
清
酒
）
持

　
　
　
　
　

参
シ
旧
十
八
日
ノ
節
刀
渡
シ
ニ
付
キ
指
示
ヲ
仰
グ
コ
ト
。

　
　
　
　
　

旧
十
八
日
午
前
十
時
連
合
向
上
会
長
各
向
上
会
長
ハ
神
酒
二
升
持
参
の

　
　
　
　
　

上
矢
村
社

　
　
　
　
　

ニ
集
リ
風
祭
リ
ノ
式
典
ニ
参
列
ス
ル
。

第
二
十
一
条　

年
番
向
上
会
ガ
準
備
ス
ベ
キ
道
具

　
　
　
　

（
イ
）
年
番
（
節
刀
）
渡
シ
ノ
一
切
ノ
準
備

　
　
　
　

（
ロ
）
宮
司
ニ
対
ス
ル
礼
銭
（
連
合
会
議
ニ
テ
決
定
）

　
　
　
　

（
ハ
）
御
神
酒
二
升
（
各
町
五
合
宛
）　

イ
リ
コ
又
ハ
ス
ル
メ

　
　
　
　

（
ニ
）
石
灰　

若
干

　
　
　
　

（
ホ
）
其
ノ
他
必
要
ニ
応
ジ
依
頼
サ
レ
タ
ル
物
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
終
）

写
送
附
先

　
　

一
、
矢
村
神
社
宮
司　
　
　
　
　

一
、
横
町
向
上
会
長

　
　

一
、
商
工
会
長

　
　

一
、
連
合
向
上
会
長

　
　

一
、
昭
和
向
上
会
長

　
　

一
、
下
町
向
上
会
長

　
　

一
、
上
町
向
上
会
長
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横町祭礼関係文書目録
史料目録凡例
一、本目録は、「横町祭礼関係文書」（以下、横町文書）から「風鎮祭」、「にわか」、「造物」、「仮装行列」、「手踊」などの『風鎮祭』に関連するものを抽出した上で特に重要なものを目録に示し、

「記録類」「会計簿」「その他」に大別した。
二、収録史料は編年で配列し、作成年次、史料名、内容、作成者（差出人）、宛先、備考の順に収録し、一部の冊子史料については中に記載されている記事を記載年次、見出し名、内容、備考

の順に情報を加えた。
三、作成年次もしくは記載年次を欠く史料でも内容から年代を明らかにできるものは「［　］」で示し、作成時期を推定できるものは、凡その時期を記した。
四、史料名は原題を尊重し、内容などから仮題として付けたものは、「［　］」内に表記した。また、内容を補記した場合は「（　）」を用いた。
五、特記事項または一括情報や整理時に付けた番号などは備考にまとめて記した。

　　記録簿

番
号

作成年次（記載年次） 史料名（見出し名） 内容
作成者
・差出

宛先 備考

１ ［文化３年～文政１１年］ ［諸綴］（文化３年～）
できごとや祭りの活動・会計記録８５項
目を記載。

なし なし 箱（大）－３

［文化１３年］子７月 盆諸入目日記調方之覚
品目と金額
「にわか入用之うちわ弐本」とあり

なし なし 箱（大）－３－２４

文政４年巳７月 盆入用
品目と金額
「作物代喜代八ニ渡ス」とあり

なし なし 箱（大）－３－４６

［文政１０年］亥６月２９日 祭礼初仕候事諸造用改附
品目と金額
末尾に「文政十年亥閏六月二日付諸祭
礼盆俄等之節」

なし なし 箱（大）－３－７５

２ ［天保７年～安政元年］ ［諸綴］（江戸後期）
できごとや祭りの活動・会計記録１２７
項目を記載

なし なし 箱（大）－５

［天保６年］未６月２９日 ［祭礼入費］
品目と金額、貫銭
「一、拾匁　山作品々トシテ　いつミ
屋払」とあり

なし なし 箱（大）－５－３３

［天保１３年］６月２９日 御祭礼諸入目
品目と金額
「一、弐匁九分　山師手間賃」とあり

なし なし 箱（大）－５－６６

［弘化３年］午７月１８日 ［祭礼］入用
品目と金額
「十八日　一、天神山引　一、俄色々
取組之事」とあり

なし なし 箱（大）－５－８８

［嘉永２年］酉７月１８日 山引［入費記録］ 品目と金額、出銭 なし なし 箱（大）－５－１００

［嘉永４年］亥７月１８日 山引造用 品目と金額、貫銭覚 なし なし 箱（大）－５－１０６

３ ［嘉永７年～慶応２年］ ［諸綴］（高森手永横町若者中）
できごとや祭りの活動・会計記録９１項
目を記載

なし なし 箱（大）－６

［安政４年］ミ７月１６日・１８日 俄踊興行 品目と金額、貫銭、若物面附 なし なし 箱（大）－６－２０

安政６年未９月２４日 ［俄道具屋間作事諸雑用］

俄道具屋間作事の品目と金額、横町備
銭請取座、貫銭
品目に「ヤマ入用」、「大工請取」、「山
師請取」とあり

なし なし 箱（大）－６－４６

文久２年戌７月１８日 屋間引初入目控

品目と金額、一丁・二丁・三丁貫銭、若
者面附
品目に「屋間加勢人」、「蛇細工」、「屋
間天井はりかへ入用」、「屋間幕并張物」
などあり

なし なし 箱（大）－６－６１

文久３年亥７月 盆踊諸入目扣
品目と金額、一丁・三丁貫銭、踊連面
附、「忠臣蔵」、「大近源氏」などの演目
名あり

なし なし 箱（大）－６－６８

元治元年甲子７月１４日～１８日 俄雑用扣
品目と金額、一丁・二丁・三丁貫銭、若
者面附

なし なし 箱（大）－６－７６

元治元年子７月１０日～１８日、
８月１日～２日夕

［盆踊］諸雑用扣
品目と金額、「千木梅」、「大切記」など
の子供演目名あり

なし なし 箱（大）－６－７８

慶応元年丑７月１８日、１４日～１７日 山引并俄諸雑用扣座根扣
品目と金額、品目に「大蛇壱疋」、「十
八日やま入用」などあり

なし なし 箱（大）－６－８３

４ ［慶応２年～慶応４年］ ［諸綴］（金銭明細、火事）
できごとや祭りの活動・会計記録３５項
目を記載。

なし なし 箱（大）－１

［江戸末期ヵ］ ［金銭算用］ 本郷喜内より金銭預分など なし なし
箱（大）－１－３
後半部に「慶応四辰七月十八日俄屋間引
躍諸入目」とあり

［江戸末期ヵ］ ［金銭算用］
金額と品目が書かれ、「酒五升、但俄中」
とあり

なし なし 箱（大）－１－４

［慶応２年春］ 若連扣

若連出銭控及び長州相働に付小倉出府
に相連られ竈取致し候により不繁栄に
付、弁才天祭前夜若者中打寄俄仕、少々
の賑合と勘定致候事とあり

なし なし 箱（大）－１－６

慶応２年寅７月２４日 六地蔵祭に付入目覚

六地蔵祭に於ける入目
他に丑七月俄相働に付き、燈籠弐張分
失及び横町不繁栄に付、山の張物高瀬
屋に歩入仕置候などとあり

なし なし 箱（大）－１－７

慶応３年卯７月１４日より１８日 俄屋間諸雑用扣
金額と品目と一丁目～三丁目までの貫
銭及び若者面附

なし なし 箱（大）－１－２１

慶応３年卯８月１０日
［慶応３年卯７月１４日より１８日迄俄
大に繁栄に付、塩屋亀太郎殿の儀に

ついて］

７月１７日における塩屋亀太郎の顛末と
その後の対応について

なし なし 箱（大）－１－２４

慶応４年辰７月 ［俄并に踊目録扣］ 俄・踊目録と踊子面附 なし なし 箱（大）－１－３２

５ ［明治４年～明治１９年］ ［財］政記録帳
できごとや祭りの活動・入目記録１６８
項目を記載

なし なし 箱（大）－４

明治４年未７月１８日 ［祭礼入費・記録］

品目と金額
他に「右者例歳通家摩引後子供連二幕
大蓮壱幕興行相済悪病除并風立願と而
矢村社ニおゐて子供大蓮共都合七幕内
せいすき相語り宿屋迄子供連廿四孝通
五段首尾能興行相済依■」とあり

なし なし 箱（大）－４－２

［明治４年７月］ 俄家摩引踊一切入目控 品目と金額、諸入目控、大幕入用分 なし なし 箱（大）－４－３

［明治４年］７月２６日 ぶたい入用之品新調に付入目控
舞台用品目と金額
一丁目出銭控、若者面附

なし なし 箱（大）－４－４

明治５年申７月１８日 屋満引并盆中諸雑入目
品目と金額
三丁目・弐丁目・壱丁目貫銭、若者面
附

なし なし 箱（大）－４－１４
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番
号

作成年次（記載年次） 史料名（見出し名） 内容
作成者
・差出

宛先 備考

明治６年酉旧７月１５日 俄屋間引雑用
品目と金額
一丁目・二丁目・三丁目貫銭

なし なし 箱（大）－４－２５

［明治６年］酉９月１０日 ［火災記録］
見出しに「九日夕山引に火おこり」と
あり

なし なし 箱（大）－４－２６

明治８年亥旧７月 盆俄屋摩引入目
品目と金額、三丁目貫銭、若者面附、祭
礼記録

なし なし 箱（大）－４－４８

明治１１年寅第８月１６日
旧７月１８日

山引俄仕候入用記 品目と金額、一丁目出銭 なし なし 箱（大）－４－６９

明治１２年酉旧８月２２日 ［山引・俄入費］

見出しに「明治１２年酉旧８月２２日山引
旧８月２０日より俄興行例年は旧７月１８
日之興行之処虎例刺病に而願には可成
不申延引に被成候事」とあり
他に祭礼記録、品目と金額、貫銭、若
者面附

なし なし 箱（大）－４－８６

明治１３年旧７月１８日 山引入目 品目と金額、貫銭記、若者面附 なし なし 箱（大）－４－９８

［明治１３年旧７月］ ［若者面附・役方・規則改正］
若者面附及び役方
他に山道具一式を頭支配とすることや
役方に「俄大隊長」とあり

なし なし 箱（大）－４－９９

明治１４年旧７月１９日
山引之節雨天に付通し物迄にて相済

申候事尤入費金
品目と金額、貫銭 なし なし 箱（大）－４－１１４

明治１５年８月３１日旧７月１８日 風鎮祭入費 品目と金額、貫銭 なし なし 箱（大）－４－１２６

明治１６年陽８月２２日旧７月２０日 ［俄家間引興行入費記］ 品目と金額、貫銭 なし なし 箱（大）－４－１３６

明治１７年旧７月１６日より１８日 俄山飾興行入費 品目と金額、貫銭、若者備前残金 なし なし 箱（大）－４－１４５

明治１７年旧１０月１０日 矢村宮角力入費
品目と金額、角力備利子金、若者面附
末尾に「一、同壱円弐銭八厘五毛　本
年七月俄入用栄屋払」とあり

なし なし 箱（大）－４－１４９

明治１８年旧７月１８日 俄山引入費分 品目と金額、利金入分、若者面附 なし なし 箱（大）－４－１５４

明治１９年旧１０月１８日 ［諸入費］

見出しに「南在上総宮■ ･･･ ■平宅に
て矢村宮祭典以来の意趣一切和睦とし
て手踊致候也」とあり
他に品目と金額、御花記

なし なし 箱（大）－４－１６８

６ ［明治２０年～明治３４年］ ［諸綴］（明治２０年）
できごとや祭りの活動・入目記録１８３
項目を記載

なし なし 箱（大）－２

［明治］２０年旧７月１５日
～１８日

入費附込記
金額、品目、貫銭などの算用と若者面
附

なし なし 箱（大）－２－８

明治２１年旧７月１５日～１８日 俄山引諸入目記
俄・山引の金額、品目、貫銭などの算
用

なし なし 箱（大）－２－２３

明治２２年旧７月１５日～１８日 俄山引入目
俄・山引の金額、品目、貫銭算用、若
者面附

なし なし 箱（大）－２－３６

明治２３年旧７月 ［俄山引入費］
俄・山引の金額、品目、貫銭算用、若
者面附

なし なし 箱（大）－２－４６

［明治２３年旧７月］　 ［首藤新吾祭礼記録］
首藤新吾による明治２３年旧７月の算用
祝いや作物について

なし なし 箱（大）－２－４７

［明治２３年旧７月２４日］ 勝軍地蔵祭典に附踊奉納
勝軍地蔵祭典に附踊奉納目録、「十三　
通シ物」とあり

なし なし 箱（大）－２－４９

明治２４年旧７月 俄山引に付諸入目
俄・山引の金額、品目、貫銭算用、若
者面附

なし なし 箱（大）－２－６４

明治２５年旧７月２０日 ［山引記録］
山引記録、貫銭記、利金入控、若者面
附、入札品

なし なし 箱（大）－２－７７

明治２６年旧７月１８日 屋間引俄入費 俄・山引の金額、品目、貫銭算用 なし なし 箱（大）－２－８７

明治２７年旧７月大陽８月１８日
大陰７月１８日

風鎮祭典 風鎮祭記録、入費 なし なし
箱（大）－２－９６
消去線あり

明治２７年旧７月１８日陽８月１８日 風鎮祭典
風鎮祭記録、備金利子、町内貫立、若
者面附

なし なし 箱（大）－２－９８

明治２８年旧７月 風鎮祭執行に付諸入費
風鎮祭記録、貫銭記、共有金利子入、若
者面附

なし なし 箱（大）－２－１１３

明治２９年旧７月 俄諸入費并に山引 貫銭、共有金 なし なし 箱（大）－２－１２５

明治３０年旧７月１８日 俄諸入費 貫銭記、町備利子金、若者面附 なし なし 箱（大）－２－１３６

明治３１年旧７月１８日 俄諸入費
出銭控、寄附控、備金利子、若い物過
退金控

なし なし 箱（大）－２－１４８

［明治３１年７月１６日～１８日］ 山引日記 ７月１６日～１８日までの山引の様子 なし なし 箱（大）－２－１４９

明治３２年７月１８日 風鎮祭諸入費 風鎮祭記録、品目明細 なし なし 箱（大）－２－１６０

明治３３年旧７月 俄諸入費 貫銭記、備金利子受取分、若者面附 なし なし 箱（大）－２－１７１

明治３３年旧８月１５日 ［高森町分署落成祝祝賀会諸入費］
寄附金、若者面附
「三丁共同俄手踊」とあり

なし なし 箱（大）－２－１７５

明治３４年旧７月 俄山引諸入費 備金利子、若者一時除退金、貫銭 なし なし 箱（大）－２－１８３

７ ［明治３５年～大正３年］ ［記録簿］
できごとや祭りの活動・会計記録１１８
項目を記載

［横町若者組］ なし
箱（中）－２６
一丁目に「両表紙除　四百葉　若長松田
今朝方調製ス」とあり

明治３５年旧３月４日 ［赤十字社惣会諸入費］
金額と支払先名、貫銭、見出しに「昼
間ヨリ手踊等ヲ致タル」とあり

なし なし 箱（中）－２６－５

明治３５年旧７月１８日 風鎮祭入費 品目と金額、若者面附 なし なし 箱（中）－２６－１１

明治３６年旧７月１８日 俄諸入費 品目と金額 なし なし
箱（中）－２６－２３
先年記載のため消去線あり

明治３６年旧７月１８日
太陽暦９月１１日

俄山引諸入費 品目と金額、若者面附 なし なし 箱（中）－２６－２４

明治３７年旧４月４日 ［日露戦争祝勝会入費］
品目と金額、貫立銭人名、見出しに「造
物等をなしたる」とあり

なし なし 箱（中）－２６－３１

明治３７年旧７月１６日～１８日 ［風鎮祭入費］

品目と金額、若者寄附、若者人名
見出しに「明治三拾七年旧七月十六日
ヨリ十八日迄デ三日間風鎮祭ノ為メ俄
山引等ヲ致ス等之処本年日露交戦ニ付
三丁協議ノ■旅順陥落の節祝勝会トシ
テ俄山引等ヲ致ス筈ノ事十八日ハ参丁
一同ニ大旗ヲヲ立矢村社エ参拝致シ一
同ニ引取西連寺ニテ大宴会ヲ致シ無事
ニテ解散至シ」とあり

なし なし
箱（中）－２６－３４
造物・大山・二輪加に関する「決議」を
挟み込み
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明治３７年旧８月２日 ［遼陽陥落祝勝会諸入費］

品目と金額、若者面附
見出しに「明治三十七年旧八月二日遼
陽陥落ニ付祝勝会ニ付八月一日ハ提灯
行列ニ付矢村社参詣盛大ノ賑合横町作
物ハ明治桃太郎作物壮士踊リハ露国タ
ン偵横井貞雄ノ伝」とあり

なし なし 箱（中）－２６－３５

明治３８年旧７月１８日 風鎮祭諸入費計算 品目と金額、貫銭入金、若者面附 なし なし 箱（中）－２６－４３

明治３８年旧７月２４日 六地蔵尊祭典入費
品目と金額
他に「節当受取人名」あり

なし なし 箱（中）－２６－４４

明治３９月４月１８日
日露戦争招魂祭并ニ祝悦念諸入費・

徴兵検査機具代寄附共ニ

品目と金額、入銭寄附、若者面附、祭
礼記録
「手踊手附」や「夜ハ三丁ノ俄手踊」あ
り

なし なし 箱（中）－２６－４９

明治３９年旧７月１８日 風鎮祭施行入費 品目と金額、貫銭入金、若者面附 なし なし 箱（中）－２６－５３

明治４０年旧７月１８日 風鎮祭諸入費
品目と金額、共有金利息取立、貫立金、
寄附金

なし なし 箱（中）－２６－６１

明治４１年旧７月１８日 俄山引諸入費 品目と金額、貫銭、利子金、除退金 なし なし 箱（中）－２６－７０

明治４２年旧７月１８日 俄山引諸入費
品目と金額、貫銭・寄附、利金、俄踊
の花、除退金・不足

なし なし 箱（中）－２６－７９

明治４３年８月２１日～２３日 風鎮祭に係る諸入費
品目と金額、貫立金、寄附金、花、利
子金、祭礼記録

なし なし 箱（中）－２６－８７

明治４４年旧７月 風鎮祭記事
祭礼記録、入費、貫立金、利子金、寄
附人名

なし なし 箱（中）－２６－９４

大正元年８月３０日 ［風鎮祭入費］ 祭礼記録、入費 なし なし 箱（中）－２６－１０２

大正２年旧７月 風鎮祭諸入費
品目と金額、貫立金、寄附人名附、貸
付利子金

なし なし
箱（中）－２６－１０６
不足金算用書を貼付け

大正３年旧７月１８日 ［風鎮祭記録］ 祭礼記録、参拝人名 なし なし 箱（中）－２６－１１４

８
大正４年７月

［大正４～大正１５年］
記録簿

できごとや祭りの活動記録３８項目を記
載

高森青年会第五
分会

なし 箱（中）－２７

大正４年８月18日 風鎮祭ヲ行フ 報告のみ なし なし 箱（中）－２７－５

大正４年１１月１６日 御大典奉祝大運動会
記録のみ
「商店より変装行烈の催し等あり」と
あり

なし なし 箱（中）－２７－１０

大正５年旧７月１８日 風鎮祭記録 祭礼記録 なし なし 箱（中）－２７－１４

大正６年８月（旧７月１８日） 風鎮祭記録 祭礼記録、出勤会員 なし なし 箱（中）－２７－１７

［大正１０年］ ［風鎮祭横町造り物審査綴］
大正１０年度風鎮祭横町造り物審査及び
審査結果

なし なし
箱（中）－２７－１
箱（中）－２７－２６

大正１０年旧７月１８日 風鎮祭 祭礼記録 なし なし
箱（中）－２７－２６
１～２を挟み込み

大正１２年旧７月１８日 風鎮祭 祭礼記録（横町組受賞作物） なし なし 箱（中）－２７－２９

大正１３年 風鎮祭ニ関スル三町会議々決事項
議決事項、経緯記録、決議（本文写）、
出銭調査委員選定の件、大正１３年度風
鎮祭々典記

なし なし 箱（中）－２７－３４

９
大正１５年８月起

［昭和３年～昭和２６年］
記録帳

できごとや祭りの活動記録８４項目を記
載

横町向上会 なし 箱（小）－１

［昭和３年７月］ 御届
横町向上会新市街組よりの作物調製に
関する届書と決議書の写し

なし なし 箱（小）－１－２

［昭和３年７月］ 新市街部落民届書に関する件
横町向上会新市街組よりの作物調製に
関する届書受取からその後の経緯

なし なし 箱（小）－１－３

昭和３年 風鎮祭に関する三町会議 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－４

昭和６年 風鎮祭々典記 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－１２

昭和６年９月４日 臨時総会記録
決議事項４項目、風鎮祭での仁輪加及
び作り物について

なし なし 箱（小）－１－１４

昭和８年 風鎮祭々典記
祭礼記録、横町中老会議決議事項に昭
和町向上会設立に関する記録を含む

なし なし 箱（小）－１－１７

昭和９年 風鎮祭々典記 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－２１

昭和１０年 風鎮祭典記 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－２４

昭和１１年 風鎮祭典記 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－２７

昭和１２年 風鎮祭
祭礼記録、日支事変による国家総動員
の非常時により余興取止め、式典のみ
行う

なし なし 箱（小）－１－２９

昭和１３年 風鎮祭 祭礼記録、式典のみ行う なし なし 箱（小）－１－３２

昭和１６年９月９日（旧７月１７日） 風鎮祭記
祭礼記録、風鎮祭を廃し余興を止め式
典のみ行う

なし なし 箱（小）－１－４0

昭和１７年 招魂祭典記
祭礼記録、「目さまし」や、「山」や「輪
加」の記述あり

なし なし 箱（小）－１－４4

昭和１７年 風鎮祭記 祭礼記録、式典のみ行う なし なし 箱（小）－１－４5

昭和１７年 将軍地蔵尊祭典記
祭礼記録、「余興として芝居輪加が有
り」との記述あり

なし なし 箱（小）－１－４6

昭和１８年 風鎮祭 祭礼記録、式典のみ行う なし なし 箱（小）－１－49

昭和２０年 風鎮祭
祭礼記録、「戦は終わり終戦直後として
何の張合もなく有哉無哉に済ませり」

なし なし 箱（小）－１－５3

昭和２１年 風鎮祭記 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－５7

昭和２２年 風鎮祭記 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－６0

［昭和２２年］ ［風鎮祭記録］ 祭礼記録、決議、芳名録 なし なし
箱（小）－１－６1
「昭和二十三年七月起　記録帳　横町向
上会」の内表紙あり

昭和２３年 風鎮祭記 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－68

昭和２４年 風鎮祭記 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－７3

昭和２５年 風鎮祭典記 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－70

昭和２５年９月６日 地蔵祭典記
祭礼記録、余興として「一、音頭　仁
○加」とあり

なし なし 箱（小）－１－79

昭和２６年８月２２日 風鎮祭典記 祭礼記録 なし なし 箱（小）－１－８3

会計簿

１０
大正４年

［大正４年～大正９年］
会計簿 祭りの会計記録１４項目を記載 第五分会 なし 箱（中）－２９
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大正４年８月２８日 風鎮祭諸入費

収入金、寄附金、貫銭（一丁目・二丁
目・三丁目）、共有金利子、基本金利子、
徴収金及び踊免除金、雑収入金、決算、
不足金控

なし なし 箱（中）－２９－２

大正５年８月１６日 風鎮祭諸入費
収入金、貫銭（一丁目・二丁目・三丁
目）、利子金ノ部、基本金之部、基本金
ノ部、寄附金ノ部、決算

なし なし
箱（中）－２９－４
「三町会議協議事項」挟み込み

大正６年旧７月 風鎮祭諸入費
収入金之部（一丁目・二丁目・三丁目）、
寄附金、利子金

なし なし 箱（中）－２９－７

大正７年 風鎮祭典
入金之部（壱丁目・弐丁目・三丁目・橋
より以北分）、寄附金、支払金

なし なし 箱（中）－２９－１１

大正８年 風鎮祭典
収入之部（壱丁目・弐丁目・参丁目）、
寄附金、支払金

なし なし 箱（中）－２９－１３

１１
大正９年以降

［大正９年～大正１５年］
会計簿 祭りの会計記録１３項目を記載 第五分団 なし 箱（中）－２８

大正９年 風鎮祭計算記
貫銭ノ部（一丁目・二丁目・三丁目）、
寄附金、支出ノ部

なし なし 箱（中）－２８－１

大正１０年 風鎮祭計算記

収入之部（一丁目・二丁目・三丁目、寄
附金、支出之部諸店支払及其他諸雑費
（三丁目）、寄附金之部、支出之部諸店
支払金

なし なし 箱（中）－２８－４

大正１１年大陽暦９月 風鎮祭計算記
収入之部（一丁目・二丁目・三丁目）、
寄附金ノ部、支出之部（諸店支払並ニ
諸雑費）

なし なし 箱（中）－２８－６

大正１２年 風鎮祭計算記

収入之部（一丁目・二丁目・三丁目）、
寄附金之部、支出之部
９月２８日付大山改築費・１１月９日付風
鎮祭特設電灯破損電球代あり

なし なし 箱（中）－２８－８

大正１３年 風鎮祭決算記
収入之部（一丁目・二丁目・三丁目）、
寄附金之部、支出之部、決算後ノ支払

なし なし

箱（中）－２８－１０
踊子花但書に「拾七日ハ雨天ニ付屋体ヲ
廃ス十八日ハ雨天ニ付横町内ノミ廻リシ
ニ付花少シ」

大正１４年 風鎮祭決算記
収入部（一丁目・二丁目・三丁目）、寄
附金、支払之部

なし なし 箱（中）－２８－１２

１２
大正１５年８月

［大正１５年～昭和８年］
会計簿 祭りの会計記録１８項目を記載 横町向上会 なし 箱（小）－２

大正１５年 風鎮祭決算記
収入之部（出銭一丁目・二丁目・三丁
目）、寄附金之部、支出之部、臨時支出

なし なし 箱（小）－２－１

昭和２年 風鎮祭決算
収入之部（壱丁目・弐丁目・参丁目）、
寄附金、支出之部、金額・氏名

なし なし 箱（小）－２－６

昭和３年 風鎮祭決算記
収入之部（一丁目・二丁目・三丁目）、
寄附之部、運転手出銭、支出之部、金
額・氏名

なし なし 箱（小）－１－８

昭和４年 風鎮祭決算記
収入之部（出銭貫立・一丁目甲乙組・二
丁目組・三丁目甲乙組）・免役金、寄附
金、支出之調

なし なし 箱（小）－２－１０

昭和５年 風鎮祭々典会計録
収入之部（一丁目甲組乙組・二丁目・三
丁目甲組乙組）、免役金、寄附金之部、
雑収入、支出之部　金額・氏名

なし なし 箱（小）－２－１2

昭和６年 風鎮祭祭典記
収入之部（一丁目甲組乙組・二丁目・三
丁目甲組乙組）、退役金、寄附金、支出
之部、事後支出之部　金額・氏名

なし なし 箱（小）－２－１5

昭和７年 風鎮祭典記
収入之部（一丁目甲組乙組・二丁目・三
丁目甲組乙組）、寄附金、支出之部、事
後収支之部　金額・氏名

なし なし 箱（小）－２－１7

１３
昭和８年７月

［昭和８年～昭和２４年］
会計簿 祭りの会計記録５９項目を記載 横町向上会 箱（小）－６

昭和８年 風鎮祭典記
収入之部　出銭（一丁目甲乙・二丁目・
三丁目甲乙）、寄附免役花その他の収
入、支出之部、金額と品目

なし なし 箱（小）－６－２

昭和９年 風鎮祭祭典記
収入之部（一丁目甲乙・二丁目・三丁
目甲乙・雑収入）、支出之部、金額と品
目

なし なし 箱（小）－６－８

昭和１０年 風鎮祭祭典記
収入之部（一丁目甲乙・二丁目・三丁
目甲乙、免役金）、支出之部、金額と品
目

なし なし
箱（小）－６－１２
［商品明細書］を挟み込み

昭和１０年 会計 収入之部、支出之部、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－１３

昭和１１年 風鎮祭収支表
収入之部（一丁目甲乙・二丁目・三丁
目甲乙、免役金）、支出之部、風鎮祭後
収入（三丁目甲）、金額と品目

なし なし 箱（小）－６－１６

昭和１１年 会計収支表 収入之部、支出之部、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－１７

昭和１２年 収支会計 収入之部、支出之部、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－２０

昭和１３年 会計表 収入之部、支出之部、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－２５

昭和１４年 会計表 収入之部、支出之部、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－２７

昭和１５年 会計表 収入之部、支出之部、金額と品目 なし なし
箱（小）－６－３０
枠外に「未収入金」とあり

昭和１６年 風鎮祭収支 御神酒代のみ なし なし 箱（小）－６－３３

昭和１６年 収支会計表 収入之部、支出之部、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－３５

昭和１７年 収支会計表 収入之部、支出之部、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－３７

昭和１８年 支出決算表 収入ノ部、支出ノ部、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－４０

昭和１９年 会計報告 収入ノ部、支出ノ部、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－４２

昭和２０年 会計報告 収入ノ部、支出ノ部、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－４３

昭和２１年 風鎮祭収支表
収入（一丁目甲乙・二丁目・三丁目）、
支出、金額と品目

なし なし 箱（小）－６－４４

昭和２２年 風鎮祭収支決算表
収入合計と内訳、支出合計と内訳、差
引残高

なし なし 箱（小）－６－４９

昭和２２年 風鎮祭寄附高調
第１組から第１２組分の総戸数、割当高、
収入高、超過高

なし なし 箱（小）－６－５０
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昭和２２年 風鎮祭寄附者一覧 横町第１組から第１１組分の金額と氏名 なし なし 箱（小）－６－５１

［昭和２２年］ 下町向上会払内訳表 金額と品目、「風鎮祭神社御酒」とあり なし なし 箱（小）－６－５２

［昭和２２年］
９月３日

横町向上会収支決算表
昭和２１年度から昭和２２年度までの残金
内訳と合計、繰越金、「明治２２年度風鎮
祭残金」とあり

なし なし 箱（小）－６－５３

昭和２３年 風鎮祭寄附芳名
第１組から第１１組分、御花、収入、支
出、金額と氏名

なし なし 箱（小）－６－５６

昭和２３年８月２３日 風鎮祭支出計算表 支出内訳、金額と品目 なし なし 箱（小）－６－５７

１４
昭和２４年８月

（昭和２４年～昭和２９年）
会計簿 祭りの会計記録２２項目を記載 横町向上会 なし 箱（小）－３

昭和２４年 風鎮祭支出計算表 支出合計、金額、品目 なし なし 箱（小）－３－１

昭和２４年 風鎮祭寄付者

寄付者名（第一組・第二組・第三隣保
組・第四隣保・第五組・第六組・第七
組・第八組・第九組・第十組・第十一
組）、自町仁○加御花の金額

なし なし 箱（小）－３－２

昭和２５年 風鎮祭収支計算表
寄附金、商工会より、御花（自町・他
町）、山引音頭、収入、支出、残金

なし なし 箱（小）－３－５

昭和２５年 風鎮祭寄付者氏名 一組分 なし なし 箱（小）－３－６

昭和２５年 風鎮祭支出計算表 金額、品目 なし なし 箱（小）－３－７

［昭和２５年］
領収書［写］（連合向上会長用提灯

代）
連合向上会長用提灯代の領収書写し 昭和向上会 横町向上会 箱（小）－３－８

昭和２５年９月２日 領収書［写］（風鎮祭御神酒代ほか）
風鎮祭御神酒代・御幣代・規約用紙代
四町負担分の領収書写し

年番　上町向上会 横町向上会
箱（小）－３－９
上町向上会の朱印あり（不鮮明）

［昭和２５年］ ［風鎮祭寄付者氏名］ ２組から１１組まで、自町御花 なし なし
箱（小）－３－１０
昭和２８年８月１６日付領収書を挟み込み

［昭和２５年］ ［収支計算表］
収入、御花、木戸、御札、サイ銭、支
出、御花、収入合計、残高

なし なし 箱（小）－３－１１

［昭和２５年］ ［支出表］ 金額、品目 なし なし
箱（小）－３－１２
「記」、「収入メモ」を挟み込み

昭和２２年 横町向上会収支計算表
月日、摘要、収入、支出、残高、記事、
「２２年度風鎮祭残高」あり

なし なし 箱（小）－３－１５

［昭和２４年］ ［横町向上会収支計算表］
月日、摘要、収入、支出、残高、記事、
「風鎮祭残高」あり

なし なし 箱（小）－３－１７

昭和２５年 ［横町向上会収支計算表］
月日、摘要、収入、支出、残高、記事、
「昭和２５年度風鎮祭残高」あり

なし なし 箱（小）－３－１８

昭和２６年 ［横町向上会収支計算表］
月日、摘要、収入、支出、残高、記事、
昭和２６年度風鎮祭総収入・支出あり

なし なし 箱（小）－３－１９

［昭和２７年］ ［横町向上会収支計算表］
月日、摘要、収入、支出、残高、記事、
昭和２７年度風鎮祭総収入・支出あり

なし なし 箱（小）－３－２０

［昭和２８年］ ［横町向上会収支計算表］
月日、摘要、収入、支出、残高、記事、
昭和２８年度風鎮祭総収入・支出あり

なし なし
箱（小）－３－２１
［昭和］２８年５月２４日付領収証貼付け

［昭和２９年］ ［横町向上会収支計算表］
月日、摘要、収入、支出、残高、記事、
昭和２９年度風鎮祭総収入・支出あり

なし なし
箱（小）－３－２２
昭和２５年分及び昭和２６年分の領収証、計
算書

１５ ［昭和２６年～昭和３３年］ ［会計簿］ 祭りの会計記録６２項目を記載 なし なし 箱（小）－５

［昭和２６年］ 横町区風鎮祭寄附［収支計算表］

１組から１１組、山引音頭、下町・上町・
昭和・横町御花、商工会
昭和２６年風鎮祭寄附帳（一組から十一
組、金額、人名）
昭和２６年風鎮祭御花帳（横町区、上町
区、下町区、昭和区、他町村、山引音
頭の部）

なし なし 箱（小）－５－６

昭和２６年 風鎮祭支出表 月日、摘要、支出、残計 なし なし 箱（小）－５－７

［昭和２７年度］ ［風鎮祭収支計算表］

昭和２７年風鎮祭寄附者名簿（第１組か
ら１１組、金額、人名）、山引音頭御花明
細書、各商店別支出明細
昭和２７年風鎮祭御花乃部（横町区、上
町区・昭和区・下町区（仁輪加お花明
細）、礼銭明細書）

なし なし 箱（小）－５－１１

昭和２８年 風鎮祭御花
上町、下町、昭和、横町、山引音頭ご
との金額や人名

なし なし 箱（小）－５－１３

昭和２９年 風鎮祭御花 横町、金額、人名 なし なし 箱（小）－５－１７

昭和２９年 （年番）風鎮祭収支計算書
総収入、総支出、差引残高、収入・支
出明細

なし なし 箱（小）－５－１８

昭和２９年 （年番）風鎮祭支出明細 礼銭の部、各商店その他支払の部 なし なし 箱（小）－５－１９

［昭和２９年］ ［風鎮祭御花］
横町分残り、下町、上町、昭和、山引
音頭御花

なし なし 箱（小）－５－２０

［昭和２９年］ 出銭 第一組から第十二組まで なし なし 箱（小）－５－２１

昭和３０年 風鎮祭収支計算書
総収入、総支出、差引残高、収入・支
出明細

なし なし
箱（小）－５－３０
備考に山引音頭分あり

昭和３０年 風鎮祭支出明細書 礼銭の部、各商店その他支払の部 なし なし 箱（小）－５－３１

昭和３０年 風鎮祭出銭ノ部 第一組から第十一組、金額、人名 なし なし 箱（小）－５－３２

昭和３０年 風鎮祭山引音頭御花ノ分 横町、上町、昭和、下町、金額、氏名 なし なし 箱（小）－５－３３

昭和３０年 風鎮祭御花（仁○加） 横町、上町、昭和、下町、金額、氏名 なし なし 箱（小）－５－３４

昭和３１年 風鎮祭収支計算書
総収入、総支出、差引残高、収入明細、
金額

なし なし 箱（小）－５－４０

昭和３１年 風鎮祭支出明細書
各商店支払の部（その他）、商店名と金
額
礼銭の部、氏名と細目、金額

なし なし 箱（小）－５－４１

昭和３１年 風鎮祭 酒、及び焼酎、御花、品目と名前 なし なし 箱（小）－５－４２

昭和３１年 風鎮祭御花（仁○加） 草ヶ部南部、金額、名前 なし なし 箱（小）－５－４３

昭和３１年 風鎮祭出銭ノ部 １組から１２組分、金額と名前 なし なし 箱（小）－５－４４

昭和３２年 風鎮祭収支決算書
総収入、総支出、差引残高、収入明細、
金額

なし なし 箱（小）－５－４９

昭和３２年 風鎮祭支出明細書
礼銭の部、商店支払の部・その他、氏
名と金額

なし なし 箱（小）－５－５０
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昭和３２年 風鎮祭山引音頭御花分
横町区、上町区、昭和区、下町区、金
額と名前

なし なし 箱（小）－５－５１

昭和３２年 風鎮祭御樽芳名 品目と名前 なし なし 箱（小）－５－５２

昭和３２年 風鎮祭出銭芳名簿 第１組から第１２組分の名前と金額 なし なし 箱（小）－５－５３

昭和３３年 風鎮祭収支決算書
総収入、総支出、差引残高、収入の部、
支出の部、金額
他に手踊御花、演芸御花

なし なし 箱（小）－５－５７

昭和３３年 風鎮祭支出明細書 礼銭の部、氏名と金額 なし なし 箱（小）－５－５８

昭和３３年 風鎮祭出銭芳名簿 第１組から第１２組分の名前と金額 なし なし 箱（小）－５－５９

昭和３３年 風鎮祭手踊御花
横町区、下町区、昭和区、上町区分の
金額と名前

なし なし 箱（小）－５－６０

昭和３３年 仁○加御花
横町区、下町区、昭和区、上町区、そ
の他分の金額と名前

なし なし 箱（小）－５－６１

その他

１６ ［明治時代］ 印章 「横若印章」 なし なし 箱（中）－３２

１７ ［大正時代］ ［審査員造物順位書付綴］ 造物順位及び批評 なし なし
箱（中）－３０－１０－２
４枚あり

１８ ［大正時代］ ［演目担当表ほか一括］
演目ごとのタイコと三味の担当や［金
銭支払人名簿］など

なし なし 箱（中）－３０－１３－２－２

１９ ［大正時代］ キ（オビ代請求） 二輪加オビ縫賃請求 仕立やオカヨ 青年 箱（中）－３０－６０－１５

２０ ［大正時代］ ［領収書ほか綴］ 商店から横若への領収書ほか綴り シゲ店ほか
第五分会 

ほか
箱（中）－３０－７４－２－６
１１枚分をこより留、１～２まで一括

２１ ［大正時代］ 御通 金額と品目 青年会第五分会 各店 箱（中）－３５

２２ ［大正時代］ 二○加着寄附帳 金額と氏名
世話人藤沢た
つ・佐伯せん

なし 箱（中）－３８

２３ ［大正時代］８月 御［通］ 金額と品目 第五分団
各店■ 
･･･■

箱（中）－３

２４ ［大正時代］９月９日 告代（山引執行の件） 山引実行日について 第五分団長 なし 箱（中）－３０－４１－２

２５ 大正４年２月 高森町青年会規則
高森青年会規則、末尾に顧問名及び役
員名あり

第五分会 なし 箱（中）－４８

２６ 大正４年８月２８日 風鎮祭諸入費

収入金、寄附金、貫銭（一丁目・二丁
目・三丁目）、共有金利子、基本金利子、
徴収金及び踊免除金、雑収入金、決算、
不足金控

なし なし 箱（中）－２９－２

２７ 大正９年 寄附名簿 大正９年山引分、金額と氏名 青年会第五分会 なし 箱（中）－３９

２８ ［大正１０年］ ［包紙］ 「大正十年度　風鎮際　領収証入」 なし なし
箱（中）－３０－６０－１
１～２４までを包み、こより一括

２９ 大正１０年 寄附芳名帳 大正１０年風鎮祭分、金額と氏名 第五分団 なし 箱（中）－４７

３０ 大正１０年８月 御通 金額と品目 高森町第五分会 なし 箱（中）－３６

３１ 大正１１年 計算綴 風鎮祭の計算書、金額、氏名、品目 なし なし 箱（中）－１５

３２ ［大正１１年］ ［現在金ほか記録］
「大正十一年度風鎮祭渡現在金三八，
六八〇　入」、他に墨書あり

なし なし 箱（中）－３０－５２

３３ 大正１１年 寄附帳 大正１１年度風鎮祭分、金額と氏名 第五分団 なし 箱（中）－４６

３４ 大正１１年７月 寄附者芳名簿 寄付者名と金額 第五分会 なし 箱（中）－２０

３５ 大正１１年９月１１日 記（酒肴料請求） ８月１８日三町会議の酒肴料代 西角屋 第五分団 箱（中）－３０－６０－１６

３６
［大正１１年］９月１１日

（旧７月３１日）
会計調査

９月１１日（旧７月３１日）調分、「風鎮祭
矢村祭典両口合計残余金」とあり

なし なし 箱（中）－３０－６７

３７ 大正１２年 十七・十八両日踊子花
十七、十八両日の踊子花代、金額・品
目、氏名

第五分団 なし
箱（中）－２－１
１～２をこより留

３８ 大正１２年８月 風鎮祭収支統計 金額と氏名 第五分団 なし 箱（中）－２－２

３９ 大正１３年 風鎮祭収支決算帳 金額、氏名、品目
高森町青年団第

五分団
なし 箱（中）－１４－２

４０ ［大正１３年］ ［包紙］
墨書「大正１３年度風鎮祭出銭割控へ」、
内容物なし

なし なし 箱（中）－３０－４

４１ 大正１３年 寄附帳 大正１３年度風鎮祭分、金額と氏名 第五分団 なし 箱（中）－４５

４２ 大正１５年 寄附帳 風鎮祭での寄附名簿、金額と氏名 横町向上会 なし
箱（中）－３０－１３－１
１～２までこより一括

４３ ［大正１５年］１１月１７日 領収証（風鎮祭紙代） 大正１５年度風鎮祭紙代 後藤■喜 横町向上会 箱（中）－３０－７４－２－６

４４ ［昭和初期］８月１６日 領収証（三味糸代） 三味糸代の領収 工藤商店 横町青年団
箱（中）－３０－５９－２
１～１０までの包紙として使用、こより一
括

４５ ［昭和初期］８月１６日 記（機械縄代） 機械縄第の領収 塚本商店 横町向上会 箱（中）－３０－５９－２－１

４６ ［昭和２年］ 記（金銭明細）
十七日・十八日の出立及び二○加帰り
用の品目・金額

市■や 向上会 箱（中）－３０－５９－２－８

４７ 昭和２年８月 御通 風鎮祭での購入品目と金額 横町向［上会］ 各店 箱（中）－３０－５９－１－３

４８ 昭和２年８月９日 御通
金額と品目、通シ者・二○加出立など
あり

横町向上会踊子
連中

各商店様 箱（中）－１

４９ 昭和２年８月１５日 記（御中食代） 旧７月１８日御中食代金の領収 西角屋 横町向上会 箱（中）－３０－５９－２－１０

５０ ［昭和］２年８月１６日 領収証（商品代） 三味糸など７品目の金額 草村商店 横町向上会 箱（中）－３０－５９－２－３

５１ 昭和２年８月１６日 記（代金受取） サイダー二本などの領収 豊後屋酒造店 横町向上会 箱（中）－３０－５９－２－６

５２ 昭和２年８月１６日 記（代金受取） 金１円の領収 豊後屋酒造店 横町向上会 箱（中）－３０－５９－２－７

５３ ［昭和］１０年７月２５日消印 ［葉書］（祭礼余興照会） 祭礼余興の照会 マチャン組本部 向上会長 箱（小）－１６

５４ 昭和２５年 風鎮祭規約
高森町連合向上会によって策定された
風鎮祭の規約、第１章～第４章で構成
し、全３１条

高森町連合向上
会

横町向上会 箱（小）－４
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上
演
台
本

二
〇
二
二
年
（
令
和
四
年
）
風
鎮
祭
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
作
品

下
町
向
上
会
に
わ
か
「
嗚
呼
、
熱
闘
甲
子
園
」

登
場
人
物　

Ａ
キ
ャ
プ
テ
ン
（
小
林
亮
太
）　

Ｂ
選
手
（
山
村
弥
平
）　

Ｃ
監
督

口
上　
　

と
ざ
い
と
ー
ざ
い
。
た
だ
い
ま
よ
り
下
町
向
上
会
演
芸
部
が
お
送
り
い
た
し
ま
す
に
わ

か
は
、
外
題
は
「
嗚
呼
、
熱
闘
甲
子
園
」「
嗚
呼
、
熱
闘
甲
子
園
」、
最
後
ま
で
ご
ゆ
っ

く
り
ご
観
覧
の
ほ
ど
を
ー

（
道
行　

中
央
付
近
で
Ｂ
滑
っ
て
尻
も
ち　

観
客
か
ら
笑
い
が
起
こ
る
）

Ｂ　
　

（
バ
ッ
ド
を
マ
イ
ク
の
よ
う
に
持
っ
て
）「
♪
な
い
ん
て
ぃ
な
い
ん
し
ー　

こ
い
を
し

た
ぁ
ー　

お
ー　

き
み
に
む
ぅ
ち
ゅ
う
」

Ａ　
　

ち
ょ
い
ち
ょ
い
ち
ょ
い
ち
ょ
い
ち
ょ
い
ち
ょ
い
！
（
メ
ガ
ホ
ン
で
Ｂ
の
頭
を
叩
く
）
ち
ょ

い
！

Ｂ　
　

は
っ
？

Ａ　
　

「
♪
き
み
に
む
ぅ
ち
ゅ
う
」
じ
ゃ
に
ゃ
ー
け
ん
、
お
ま
え
。
は
ぁ
、
わ
か
っ
と
る
、
今
？

Ｂ　
　

な
に
？　
　

Ａ　
　

あ
ん
た
、
甲
子
園
の
決
勝
よ
、
こ
こ

Ｂ　
　

キ
ャ
プ
テ
ン
、
こ
ん
曲
、
知
ら
ん
と
ね　

Ａ　
　

お
ら
、
生
ま
れ
と
ら
ん
、
そ
ら

Ｂ　
　

キ
ャ
プ
テ
ン
、
お
れ
も
生
ま
れ
と
ら
ん

Ａ　
　

お
ま
え
（
メ
ガ
ホ
ン
で
頭
を
叩
く
）
な
し
歌
っ
た
つ
か
、
お
ま
え
！

Ｂ　
　

ば
あ

Ａ　
　

ば
か
ん
ご
つ
！　

お
ま
え
ね

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

甲
子
園
、
ツ
ー
ア
ウ
ト
満
塁
！

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

一
打
サ
ヨ
ナ
ラ
よ
、
も
う

Ｂ　
　

あ
ら
、
こ
ら
大
事
な
場
面
た
い
な

Ａ　
　

あ
た
り
ま
え
た
い
、
弥
平

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

お
う
頼
む
ば
い
、
集
中
し
ぃ
、
い
っ
て
く
れ
よ
、
お
ま
え

Ｂ　
　

い
や
ぁ
、
ば
っ
て
ん
ね
ぇ

Ａ　
　

う
ん

Ｂ　
　

ほ
ー
ー
ん
な
こ

Ａ　
　

う
ん

Ｂ　
　

緊
張
し
て
き
た

Ａ　
　

緊
張
し
て
き
た
や
？

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

や
れ
る
ご
つ
や
れ
！
（
メ
ガ
ホ
ン
を
口
に
当
て
て
）
お
ま
え
し
か
お
ら
ん
と
ぞ
、
も
う
。

集
中
し
て
い
け
集
中
し
て

Ｂ　
　

う
ん
、
わ
か
っ
た
（
バ
ッ
ト
を
構
え
て
）
お
れ
に
ま
か
し
な
っ
せ

Ａ　
　

ま
か
し
た
ぞ
、
弥
平

Ｂ　
　

バ
ァ
シ
ッ
と
、
バ
シ
ッ
と
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Ａ　
　

バ
シ
ッ
と
い
っ
て
け
、
バ
シ
ッ
と

Ｂ　

（
足
踏
み
し
て
移
動
す
る
所
作
）

Ａ　

（
メ
ガ
ホ
ン
を
口
に
当
て
）
お
ぅ
お
ぅ
、
弥
平
！　

も
う
お
ま
え
し
か
お
ら
ん
と
ぞ
、
も
う

Ｂ　
　

（
何
か
に
気
づ
い
た
よ
う
に
）
お
お
？　

Ａ　
　

な
ん
や
？

Ｂ　
　

キ
ャ
プ
テ
ン　

Ａ　
　

な
ん
や
！

Ｂ　
　

お
ら
ぁ
ね　

Ａ　
　

お
お
、
な
ん
や
！

Ｂ　
　

こ
れ
た
い
、
こ
ん
試
合
。
全
国
で
流
れ
よ
っ
と
か
ね

Ａ　
　

全
国
さ
ん
だ
ん
、
お
ま
え
、
高
森
ん
町
の
人
、
み
ん
な
が
ね
、
お
ま
え
ば
観
と
っ
と
ぞ
、

今

Ｂ　
　

ほ
な
こ
つ
や

Ａ　
　

お
お
っ

Ｂ　
　

な
ら
、
（
観
客
に
向
か
っ
て
）
高
森
町
の
皆
さ
ぁ
ん
！　

お
れ
ね
（
バ
ッ
ト
を
構
え
て
）

こ
れ
で
日
本
一
に
な
っ
て
優
勝
旗
ば
持
っ
て
帰
る
ば
い
！

（
会
場
か
ら
拍
手
）

Ａ　
　

お
お
！
（
拍
手
し
て
）
弥
平
、
よ
う
ゆ
う
た

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

お
い
、
弥
平
、
も
う
お
ま
え
し
か
お
ら
ん

Ｂ　
　

お
れ
し
か
お
ら
ん
？

Ａ　
　

お
ま
え
し
か
お
ら
ん
。
お
ま
え
に
任
す
ぞ
、
お
ら

Ｂ　
　

（
バ
ッ
ト
を
構
え
て
）
皆
ま
で
ゆ
う
な
、
お
れ
に
任
せ
ぇ

Ａ　
　

お
う
、
頼
ん
だ
ぞ

Ｂ　
　

よ
し
！　

（
足
踏
み
し
て
移
動
す
る
所
作
）

Ａ　
　

弥
平
頼
む
ぞ
、
弥
平
！　

弥
平
！

Ｂ　
　

あ
あ
あ
あ
あ
！
（
苦
し
そ
う
に
胸
を
さ
す
る
）

Ａ　
　

な
に
？　

ち
ゃ
い
ち
ゃ
い
ち
ゃ
い
ち
ゃ
い
！
（
メ
ガ
ホ
ン
を
叩
き
な
が
ら
近
づ
い
て
）
な

ん
や
！

Ｂ　
　

あ
あ
、
思
い
出
し
た
！

Ａ　
　

な
ん
や
！

Ｂ　
　

モ
ヤ
モ
ヤ
す
る

Ａ　
　

は
ぁ
？　

モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
ね
？

Ｂ　
　

お
ら
ぁ
ね　

Ａ　
　

ほ
ぉ

Ｂ　
　

キ
ャ
プ
テ
ン
に　

Ａ　
　

ほ
ぉ

Ｂ　
　

隠
し
事
ば
、
し
と
っ
た

Ａ　
　

な
ん
や
お
ま
え
。
そ
れ
た
ぁ
、
今
、
言
わ
ん
に
ゃ
い
か
ん
と
や

Ｂ　
　

今
、
言
わ
ん
と
ね
ぇ

Ａ　
　

は
ぁ
？

Ｂ　
　

お
ら
ぁ
、
打
て
る
気
が
せ
ん

Ａ　
　

わ
か
っ
た
、
弥
平　

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

な
ら
ね　

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

お
れ
に
皆
、
ゆ
え
！　

お
れ
が
全
部
受
け
と
め
て
や
る
け
ん

Ｂ　
　

な
ら
ね
ぇ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
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Ａ　
　

う
ん　

な
に

Ｂ　
　

言
わ
せ
ち
も
ら
う
ば
っ
て
ん

Ａ　
　

う
ん
う
ん

Ｂ　
　

お
ら
ぁ
ね　

Ａ　
　

う
ん

Ｂ　
　

高
森
町
の　

Ａ　
　

う
ん

Ｂ　
　

０
９
６
ｋ
歌
劇
団　

Ａ　
　

は
ぁ
？

Ｂ　
　

た
ぁ
ー
ー
い
が
好
き
た
い
！

Ａ　
　

０
９
６
ｋ
っ
て
や

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

お
お
ぉ
、
弥
平
！

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、
お
ま
え
（
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
何
か
取
り
出
す
）

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

（
０
９
６
ｋ
の
タ
オ
ル
を
広
げ
て
）
お
れ
も
ね
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
グ
ッ
ズ
ば　

買
っ
た
、

お
ら
ぁ

Ｂ　
　

お
ぉ
！　

こ
ら
こ
ら
こ
ら
こ
ら
！
（
同
じ
タ
オ
ル
を
広
げ
て
見
せ
る
）

Ａ　
　

お
お
！　

お
う
た
（
互
い
に
握
手
す
る
）
弥
平
！

Ｂ　
　

お
お
ー
、
気
が
合
う
ね
ぇ

Ａ　
　

お
ま
え
、
そ
ぎ
ゃ
ん
と
、
は
よ
ゆ
え
よ
、
お
ま
え

Ｂ　
　

（
嬉
し
そ
う
に
）
お
ぉ
ー
！

Ａ　
　

お
ま
え
、
ば
か
ん
ご
つ
！　

ば
か
ん
ご
つ
、
ば
か
ん
ご
つ

Ｂ　
　

イ
エ
ェ
ー
イ
（
タ
オ
ル
を
肩
に
掛
け
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
指
を
指
す
）

Ａ　
　

お
ら
ぁ
ね
、
弥
平

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

お
ら
た
い
。
た
い
が
い
０
９
６
ｋ
メ
ン
バ
ー
お
る
ば
っ
て
ん
た
い　

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

お
れ
が
好
き
な
つ
は
ね

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

う
ぅ
ん
。
悩
ん
で
悩
ん
で
の
、
ノ
ム
ラ
ユ
キ
ち
ゃ
ん
！

Ｂ　
　

あ
ら
ぁ
！

Ａ　
　

か
わ
え
え
も
ん
な
ぁ
、
あ
ら
ぁ

Ｂ　
　

お
れ
も
大
好
き

Ａ　
　

お
お　

弥
平
！

Ｂ　
　

気
が
合
う
ね
ぇ　

（
Ａ
＆
Ｂ
ハ
イ
タ
ッ
チ
）

Ａ　
　

気
が
合
う
ね
ぇ

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

弥
平

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

な
ら
た
い　

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

お
ま
え
ん
た
め
に
ね

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

お
れ
が
、
お
い
。（
舞
台
袖
に
あ
る
サ
イ
ン
色
紙
を
取
り
な
が
ら
）
ノ
ム
ラ
ユ
キ
ち
ゃ
ん

が
ど
っ
か
で
観
と
る
か
も
し
れ
ん
け
ん
た
い
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Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

サ
イ
ン
ば
も
ろ
う
て
き
ち
や
る
、
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
け
ん

Ｂ　
　

は
ぁ
っ
、
こ
り
ゃ
盛
り
上
が
る
ね
ぇ

Ａ　
　

盛
り
上
が
る
ぞ
ぉ

Ｂ　
　

ユ
キ
ち
ゃ
ん
、
お
る
ど
ね

Ａ　
　

お
る
ぞ
、
お
る
ぞ
ぉ

Ｂ　
　

お
ら
、
ユ
キ
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
日
本
一
に
な
る
ぞ
ぉ
。
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
す
っ
け
ん
ね
ぇ

Ａ　

（
拍
手
し
て
）
弥
平

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

え
え
ぞ
ぉ
、
お
い
、
き
た

Ｂ　
　

決
め
ち
ゃ
え
、
決
め
ち
ゃ
え

Ａ　
　

よ
し
よ
し
。
な
ら
、
弥
平

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

（
何
か
に
気
づ
い
た
よ
う
に
）
お
っ
！　

ち
ょ
っ
！　

待
て
待
て
待
て
待
て
！

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

お
い
！　

お
い
お
い
お
い
お
い
お
い
お
い
！　

そ
こ
に
寝
と
っ
た
監
督
が　

起
き
ら
し
た

ば
い
た
、
あ
ー
た

Ｂ　
　

起
き
た
ね
ぇ

Ａ　
　

う
ん
う
ん
。
な
ら
た
い
。
最
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
ば

Ｂ　
　

教
え
ち
も
ら
わ
に
ゃ
い
か
ん

Ａ　
　

う
ん
、
教
え
ち
も
ら
い
に
行
こ
う

Ｂ　
　

行
こ
う
、
行
こ
う

（
道
行　

演
者
Ｃ
入
場　

向
か
っ
て
中
央
Ａ　

左
Ｂ　

右
Ｃ　

お
囃
子
が
鳴
り
や
ん
で
も
Ｃ
は
ま

だ
寝
て
い
る
様
子
）

Ａ　
　

（
メ
ガ
ホ
ン
を
口
に
当
て
て
後
ろ
か
ら
呼
び
か
け
る
）
監
督

Ｂ　
　

（
バ
ッ
ト
で
素
振
り
を
し
な
が
ら
）
か
ん
と
ー
ー
く

Ａ　
　

（
Ｃ
の
後
ろ
か
ら
メ
ガ
ホ
ン
で
大
声
で
）　

＊
＊
＊
＊
！

Ｃ　
　

（
び
っ
く
り
し
た
様
子
で
）　

じ
ゃ
あ
か
あ
し
ぃ
や
い
！

Ａ
＆
Ｂ　

（
喜
ん
だ
様
子
で
）
起
き
ら
し
た
！　

起
き
ら
し
た
！

Ｃ　
　

お
ぉ
ぉ
、
ち
ょ
っ
と
ま
て
い

Ａ
＆
Ｂ　

は
い
？

Ｃ　
　

梅
香
苑
の
お
迎
え
が
来
ら
し
た
。
準
備
ば
し
て
か
ら
早
よ
行
こ

Ｂ　
　

は
ぁ
？

Ａ　
　

（
メ
ガ
ホ
ン
で
監
督
の
頭
を
叩
い
て
）
バ
カ
ん
と
ー
く
！

Ｃ　
　

（
Ｂ
に
向
か
っ
て
）
あ
ぁ
た
な
新
人
さ
ん
か
な
？

Ａ　
　

（
手
を
振
っ
て
）
い
や
、
違
い
ま
す

Ｃ　
　

あ
っ
、
違
う
？

Ａ　
　

（
Ｂ
を
指
し
て
）
か
ん
と
ー
く
、
こ
れ
、
山
村　

Ｃ　
　

小
林
と
ぉ

Ｂ　
　

（
バ
ッ
ト
を
構
え
て
）
弥
平
で
ー
す

Ｃ　
　

あ
ー
？　

お
ま
え
ど
ん
な
、
今
、
な
ん
ば
し
よ
っ
と
や
？

Ａ　
　

自
分
、
な
ん
ば
し
よ
っ
と
っ
て
。
あ
ー
た
、
今
、
全
国
大
会
決
勝
よ
、
も
う

Ｃ　
　

ば
ー
ぁ
か
ん
ご
つ
。
お
ら
、
お
ま
え
ね
ぇ

Ａ　
　

お
う

Ｃ　
　

お
ま
え
が
た
い

Ａ　
　

お
う
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Ｃ　
　

じ
い
さ
ん
っ
て
。
旅
行
連
れ
て
行
っ
て
や
る
け
ん
ね
ぇ

Ａ　
　

お
う

Ｃ　
　

た
ぁ
だ
ベ
ン
チ
に
座
っ
と
く
と
え
え
っ
て

Ａ　
　

（
メ
ガ
ホ
ン
で
監
督
の
頭
を
叩
く
）

Ａ
＆
Ｃ　

（
顔
を
見
合
わ
せ
て
互
い
に
）
ば
あ
か

Ｃ　
　

な
あ
ん
や

Ａ　
　

ば
ぁ
か
ん
ご
つ
。
も
う
ね
、
山
村
が
打
て
ば
サ
ヨ
ナ
ラ
で
し
ょ
う
が

Ｃ　

（
バ
ッ
ト
を
構
え
て
）
お
れ
が
決
む
っ
け
ん
ね
ぇ

Ｃ　
　

サ
ヨ
ナ
ラ
て
や　

Ａ
＆
Ｂ　

う
ん

Ｃ　
　

（
泣
き
出
し
て
）
お
ま
え
。
お
ら
ほ
ん
ま
に
、
こ
ん
前
、
ば
あ
さ
ん
が
果
つ
て
て
た
い
。

こ
ん
前
初
盆
し
て
サ
ヨ
ナ
ラ
し
た
ば
い
。
も
う
、
ぴ
え
ん
（
泣
く
所
作
）

Ａ　
　

ぴ
え
ん
っ
て

Ｂ　
　

（
ち
ょ
っ
と
ふ
ざ
け
た
感
じ
で
）
ぴ
え
ん

Ａ　
　

な
ん
ご
つ
！　

ぴ
え
ん
じ
ゃ
に
ゃ
ぁ
！

Ｃ　
　

お
ら
、
よ
う
ね　

Ａ　
　

ほ
お

Ｃ　
　

よ
う
知
っ
と
る
ど
、
ぴ
え
ん
や
ら

Ｂ　
　

ほ
ー　

若
っ
き
ゃ
ね
ぇ

Ｃ　
　

こ
ん
前
ね
。
孫
か
ら
ラ
イ
ン
が
き
て
か
ら
た
い

Ａ　
　

ほ
う

Ｃ　
　

じ
っ
ち
ゃ
ん
は
な
ん
も
こ
う
ち
く
れ
ん
け
ん
、
ぴ
え
ん
っ
ち

Ａ　
　

（
メ
ガ
ホ
ン
で
監
督
の
頭
を
叩
く
）
ち
ょ
っ
ち
ょ
っ
ち
ょ
っ
ち
ょ
っ
。
か
ん
と
ー
く

Ｂ　
　

（
ち
ょ
っ
と
ふ
ざ
け
た
感
じ
で
）
ぴ
え
ん

Ａ　
　

ぴ
え
ん
じ
ゃ
に
ゃ
ぁ
！　

か
ん
と
ー
く
！

Ｃ　
　

は
い
！

Ａ　
　

孫
に
は
ピ
シ
ャ
っ
と
買
っ
て
や
ん
な
っ
せ
よ
、
あ
ん
た

Ｃ　
　

う
ん
。
う
ん
う
ん
。
う
ん
？　

ば
っ
て
ん
た
い

Ａ　
　

う
ん

Ｃ　
　

そ
う
、
今
。
な
ん
や

Ａ　
　

う
ん

Ｃ　
　

状
況
は
よ
う
分
か
ら
ん
ば
っ
て
ん
た
い　

Ａ　
　

あ
ぁ
ん
、
か
ん
と
ー
く
！

Ｃ　
　

は
ぁ
い

Ａ　
　

も
う
九
回
！

Ｃ　
　

う
ん

Ａ　
　

こ
ん
山
村
が
打
て
ば
ね
ぇ

Ｃ　
　

う
ん

Ａ　
　

一
打
サ
ヨ
ナ
ラ
！　

全
国
日
本
一
！　

も
う

Ｃ　
　

う
ん
。
そ
ら
な
ん
や
。
そ
う
日
本
一
に
な
っ
た
ら
な
ん
か
あ
る
と
？

Ａ　
　

な
ん
が
あ
る
ど
こ
し
じ
ゃ
に
ゃ
ー
な
、
弥
平

Ｂ　
　

お
ら
ね
ぇ
。
勝
っ
た
ら
ね
ぇ

Ａ　
　

う
ん

Ｂ　
　

監
督
ば

Ａ　
　

う
ん

Ｂ　
　

胴
上
げ
す
る

Ａ　
　

（
拍
手
を
し
な
が
ら
）
お
ー
ー
、
監
督
。
宙
ば
舞
い
ま
す
、
宙
ば

Ｃ　
　

お
お
！　

ば
っ
て
ん
た
い
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Ａ　
　

う
ん

Ｃ　
　

お
ら
、
じ
い
さ
ん
だ
っ
た
い

Ａ　
　

う
ん

Ｃ　
　

上
ぇ
ん
行
っ
た
り
、
下
ぁ
ん
行
っ
た
り
。
上
ぇ
ん
行
っ
た
ら
、
ひ
ょ
こ
っ
と
は
っ
て
い
き

す
る
ば
い
ー　

（
大
笑
い
）

Ａ　
　

ち
ょ
っ
と
か
ん
と
ー
く
。
ね
え
監
督

Ｃ　
　

は
ぁ
い

Ａ　
　

か
ん
と
ー
く
。
上
に
は
っ
て
い
っ
た
ら
、
ば
あ
さ
ん
に
会
え
る
ば
い

Ｃ　
　

え
ぇ
！

（
Ａ
＆
Ｃ
で
大
笑
い
）

Ｂ　
　

下
だ
っ
た
ら
お
れ
た
ち
が
支
え
よ
っ
け
ん

Ｃ　
　

え
ぇ
！　

え
え
ね
ぇ

Ａ　
　

え
え
ど
、
監
督

Ｃ　
　

い
や
ぁ
、
ば
っ
て
ん
ね
ぇ

Ａ　
　

お
う

Ｃ　
　

そ
ぅ
ぎ
ゃ
ん
ね
ぇ

Ａ　
　

お
う

Ｃ　
　

日
本
一
に
拘
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ

Ａ　
　

（
Ｂ
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
）
は
あ
？
そ
ん
な
、
ね
ぇ
。

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

監
督
、
こ
こ
ま
で
き
た
ら
町
民
も
ね
、
優
勝
す
る
と
こ
ば
観
た
が
っ
と
ら
す
も
ん

Ｃ　
　

お
ら
ね
ぇ

Ａ　
　

う
ん

Ｃ　
　

お
客
さ
ん
も
、
よ
う
聞
い
と
き
な
っ
せ

Ａ　
　

う
ん

Ｃ　
　

準
優
勝
で
ね
、
二
位
で
え
え
ち
思
う

Ａ　
　

（
メ
ガ
ホ
ン
で
監
督
の
頭
を
叩
く
）
あ
ん
た
ね
、
監
督

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

こ
こ
ま
で
き
て
二
位
や
ら
言
う
な
ら
、
た
い
が
い
腹
か
か
す
ば
い

Ｃ　
　

ば
あ
か
、
ば
あ
か
。
な
ん
ば
ぁ
わ
ん
に
ね
、
な
ら
ん
ち
ゃ
よ
か

Ａ　
　

は
ぁ
？

Ｃ　
　

お
ま
え
ど
ん
な
、
も
と
も
と
と
く
べ
つ
な
、
お
ん
り
ぃ
わ
ん
（
指
を
一
本
立
て
て
大
笑
い
）

Ａ　
　

は
あ
っ
？

Ｂ　
　

（
胸
を
押
さ
え
て
）
グ
サ
リ
、
グ
サ
リ
刺
さ
っ
た
ぁ

Ａ　
　

（
メ
ガ
ホ
ン
で
弥
平
の
頭
を
叩
い
て
）
お
ら
弥
平
！　

弥
平
！

Ｂ　
　

（
悶
え
た
感
じ
で
）
た
ま
ら
ん

Ａ　
　

弥
平
！

Ｂ　
　

（
悶
え
た
感
じ
で
）
う
わ
ぁ

Ａ　
　

弥
平
！　

そ
ぎ
ゃ
ん
と
刺
さ
る
と
か
、
お
ま
え
、
ば
か
ん
ご
つ
。
お
い

Ｂ　
　

す
ま
せ
ん

Ａ　
　

ピ
シ
ャ
っ
と
せ
い

Ｂ　
　

ピ
シ
ャ
と
ね
（
バ
ッ
ト
を
構
え
る
）

Ａ　
　

監
督

Ｃ　
　

ほ
ぉ
い

Ａ　
　

そ
が
ん
と
じ
ゃ
い
か
ん　

Ｃ　
　

に
ゃ
ぁ

Ａ　
　

い
い
も
ん
じ
ゃ
に
ゃ
ぁ

Ｃ　
　

ば
ぁ
！　

あ
ぃ
た
た
た
た
た
（
胸
を
押
さ
え
て
苦
し
そ
う
に
）。
い
や
ぁ
緊
迫
し
た
場
面
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で
申
し
訳
に
ゃ
ぁ
ば
っ
て
ん
ね
ぇ
。
お
ら
ね
ぇ

Ａ　
　

お
う

Ｃ　
　

お
ま
え
ど
ん
に
ね
ぇ

Ａ　
　

お
う

Ｃ　
　

秘
密
し
と
っ
た
こ
と
が
あ
っ
つ
と
た
い

Ｂ　
　

ま
ぁ
た
出
た
、
あ
ら
ぁ
？

Ａ　
　

な
ん
な
、
今
、
ゆ
わ
な
ん
と
な
？

Ｃ　
　

今
、
ゆ
っ
て
え
え
？

Ａ　
　

な
ん
な

Ｃ　
　

お
れ
ね
ぇ

Ａ　
　

お
う

Ｃ　
　

秘
密
し
と
っ
た
ば
っ
て
ん
た
い

Ａ
＆
Ｂ　

お
お
う

Ｃ　
　

お
ら
ね
ぇ

Ａ　
　

お
う

Ｃ　
　

散
歩
ん
出
る
ど
が
ぁ

Ａ　
　

お
お
う

Ｃ　
　

散
歩
出
る
じ
ゃ
に
ゃ
ぁ

Ａ　
　

お
う

Ｃ　
　

し
た
ら
ね
ぇ
、
か
わ
え
ー
え
女
の
子
が
た
い

Ａ　
　

う
ん

Ｃ　
　

「
ぶ
ら
り
高
森
で
す
が
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ど
う
で
す
か
。」
っ
て
言
わ
す
じ
ゃ
に
ゃ
ぁ
。
だ

け
ん
た
い
、
じ
い
さ
ん
な
恋
し
た
（
大
笑
い
）

Ａ
＆
Ｂ　

（
顔
を
見
合
わ
せ
て
）

Ａ　
　

あ
ー
、
か
ん
と
ー
く
！　

そ
ら
、
ノ
ム
ラ
ユ
キ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
ろ
、
あ
ん
た

Ｃ　
　

違
う
！　

ノ
ム
ラ
ユ
キ
コ
さ
ん
！

Ａ　
　

あ
ぁ
、
ノ
ム
ラ
ユ
キ
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
ね
、
分
か
っ
と
ら
っ
さ
ん
、
じ
い
さ
ん

Ｂ　
　

う
ん　

わ
か
っ
と
ら
ん

Ａ　
　

じ
い
さ
ん

Ｃ　
　

お
う

Ａ　
　

お
れ
ど
ん
も
ね
ぇ
、
推
し
じ
ゃ
も
ん
、
そ
ら
推
し

Ｃ　
　

う
わ
ぁ

Ａ
＆
Ｃ　

気
が
合
う
（
互
い
に
握
手
）

Ｂ　
　

た
い
ぎ
ゃ
。
お
れ
も
お
れ
も
（
Ｂ
＆
Ｃ
で
握
手
）

Ｃ　
　

え
ー
、
な
ら
ね
。
日
本
一
に
な
ら
あ
ね

Ａ　
　

う
ん
う
ん

Ｂ　
　

こ
ら
ぁ
い
か
ん
！　

困
ー
ぁ
る
！

Ａ　
　

監
督
、
お
れ
も
ね
。
タ
イ
ム
が
あ
る
け
ん
。
ノ
ム
ラ
ユ
キ
ち
ゃ
ん
の
サ
イ
ン
ば
、
も
ろ
お

て
き
ち
や
る
。
あ
ん
た
ん
と
も

Ｃ　
　

こ
ら
ぁ
。
な
ら
ね
、
ち
ゃ
ん
と
色
紙
に
た
い

Ａ　
　

う
ん

Ｃ　
　

「
ふ
ろ
む
じ
い
さ
ん
」
っ
て

Ａ
＆
Ｂ　

（
手
を
打
っ
て
爆
笑
）

Ｃ　
　

し
た
ら
、
お
ら
ぁ
、
も
う
（
色
紙
を
両
手
で
持
つ
所
作
で
）
冥
途
の
土
産
に
な
る
け
ぇ

ね
ぇ

Ａ　
　

こ
ら
！　

ま
だ
終
わ
る
ま
で
待
っ
と
き
な
っ
せ

Ｃ　
　

ざ
ま
に
ゃ
あ
え
ぇ
な　

な
ん
そ
ら

Ａ　
　

ほ
ぉ
ら
監
督
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Ｃ　
　

お
お
ぅ

Ａ　
　

こ
ら
何
し
た
っ
ち
ゃ
勝
た
な
い
と　

Ｃ　
　

勝
た
ね
ば

Ａ　
　

う
ん

Ｂ　
　

（
や
る
気
満
々
な
様
子
で
）
そ
ろ
そ
ろ

Ｃ　
　

そ
う
か　

Ａ　
　

ア
ド
バ
イ
ス
な

Ｃ　
　

そ
う
か
、
小
林

Ａ　
　

は
い

Ｃ　
　

そ
ら
、
弥
平
ん
バ
ッ
ト
が
つ
ま
ら
ん
ち
ゃ
に
ゃ
ー
や
、
そ
ら

Ａ　
　

バ
ッ
ト
が
つ
ま
ら
ん
な

Ｃ　
　

お
お
。
さ
っ
き
か
ら
聞
い
と
く
と

Ａ
＆
Ｂ　

あ
ら
っ
？　

Ａ　
　

バ
ッ
ト
が
つ
ま
ら
ん
っ
て
い
い
よ
す
ぞ

Ｂ　
　

い
や
、
よ
か
ろ
？

Ａ　
　

こ
れ
で
い
か
ん
と
？　

監
督

Ｃ　
　

こ
ば
や
ー
し
！

Ａ　
　

は
い

Ｃ　
　

こ
れ
ば
、
使
か
え
ぇ
（
持
っ
て
い
た
杖
を
渡
す
）

Ａ　
　

え
ぇ
、
こ
れ
？
こ
れ
な
。
こ
れ
じ
ゃ
打
た
れ
ん

Ｃ　
　

ば
あ
か
。
そ
ん
で
ね
ぇ
。
お
れ
な
年
金
生
活
で
困
っ
と
る
け
ん
た
い
。
タ
ダ
じ
ゃ
や
ら
れ

ん

Ａ　
　

タ
ダ
じ
ゃ
や
ら
れ
ん
な
？

Ｃ　
　

百
円
で
売
っ
て
け

Ａ　
　

安
っ
し

Ｃ　
　

あ
あ
い
。
百
円
で
売
っ
て
け

Ａ　
　

弥
平
。
お
い
お
い
、
監
督
が
と
つ
け
も
に
ゃ
あ
こ
つ
言
わ
し
た
ぞ
、
お
ま
え

Ｂ　
　

（
杖
と
バ
ッ
ト
を
持
ち
替
え
）
え
え
ぇ
っ
、
こ
れ
ぇ
？

Ａ　
　

こ
れ
で
打
て
ち

Ｂ　
　

（
杖
を
構
え
て
）
よ
か
ば
っ
て
ん
、
こ
れ
で
、
お
ま
え
？

Ａ　
　

こ
れ
じ
ゃ
打
た
れ
ん
ば
い
、
さ
す
が
に

Ｃ　
　

お
お
い
。
じ
ゃ
あ
、
こ
ん
ね
え
。
こ
ん
く
そ
つ
ま
ら
ん
バ
ッ
ト
。
お
ら
ね
、
こ
れ
二
百
円

で
買
う

Ａ　
　

う
ん
？　

二
百
円
で
買
う
て
い
う
た
っ
ち
ゃ

Ｃ　
　

そ
し
た
ら
ね
え
。
お
ま
え
ど
ん
な
ね
ぇ
、
も
う
日
本
一
。
も
う
間
違
い
に
ゃ
あ

Ａ　
　

お
い
お
い
、
山
村
君

Ｂ　
　

う
ん

Ａ　
　

こ
ぉ
れ
じ
ゃ
打
た
れ
ん
し
、
日
本
一
も
な
ら
れ
ん
ば
い
。
こ
り
ゃ
ぁ
ね
え

Ｂ　
　

あ
ぁ
、
自
信
が
無
く
な
っ
た

Ａ　
　

自
信
が
に
ゃ
あ

Ｃ　
　

お
ま
え
ど
ん
な
、
ま
だ
分
か
ら
ん
と
や

Ａ　
　

分
か
ら
ん

（
Ａ
と
Ｃ
、
立
ち
位
置
を
替
わ
り
Ｃ
が
中
央
に
立
つ
）

Ｃ　
　

お
客
さ
ん
も
分
か
ら
ん
な

客　
　

わ
か
ら
ー
ん

Ｃ　
　

こ
や
つ
や
ら
は
今
、
売
り
買
い
を
し
た
。
売
買
を
す
れ
ば
サ
ヨ
ナ
ラ
に
な
る
じ
ゃ
、
な
い

か

（
一
同
退
席
）
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向
上
会
会
員
一
覧
（
二
〇
二
二
年
度
）

旭
向
上
会

会
長　

児
玉
海
人　

副
会
長　

工
藤
健
裕　

会
計　

本
田
直
義

　
　
　

桐
原
誠　

飯
塚
直
樹　

古
寺
秀
徳　

黒
木
英
雄　

木
村
勇
太　

　
　
　

木
村
允
哉　

後
藤
源
喜　

岩
下
幸
樹　

野
村
由
貴

上
町
向
上
会

会
長　

谷
川
大
樹　

副
会
長　

甲
斐
雄
大　

会
計　

鷲
尾
慎
一

　
　
　

村
上
純
一　

馬
原
孝
平　

吉
良
嘉
文　

吉
良
慎
太
郎　

志
柿
裕
次
郎　

　
　
　

宇
藤
貴
夫　

住
吉
健　

高
木
健
祐　

今
村
翔
太　

石
坂
聡
太
郎

　
横
町
向
上
会

会
長　

松
山
和
隆　

副
会
長　

村
山
広
樹　

会
計　

森
隆
志

　
　
　

児
玉
明　

佐
藤
謙
太
朗　

久
保
田
一
也　

津
留
一
勝　

甲
斐
翼

　
　
　

高
倉
翔
太　

香
月
優
希　

古
川
茉
奈　

石
田
昌
司　

下
田
康
弘

下
町
向
上
会　

会
長　

小
篠
勇
一　

副
会
長　

小
林
亮
太　

会
計　

甲
斐
政
紀

　
　
　

今
村
信
也　

山
村
弥
太
朗　

杉
永
健
太　

岩
本
俊
徳　

桐
原
高
行

　
　
　

荒
牧
大　

山
村
純
平　

岩
本
康
徳　

林
修
一　

代
宮
司
猛

　
　
　

山
村
弥
平　

安
達
徳
隆　

山
口
凌

昭
和
向
上
会

会
長　

緒
方
洋
貴　

副
会
長　

田
代
琢
馬　
　

会
計　

井
芹
英
憲

　
　
　

田
上
博
喜　

鳩
野
文
也　

今
村
太
一

　
　
　

田
代
寛
進　

下
田
斗
史
輝　

松
木
無
我

　
　
　

荒
巻
茉
名　

瀬
井
敬
悦　

村
上
海
翔

　
　
　

古
西
政
喜　

垣
内
太
輝

調
査
協
力
者

赤
峰
力
夫　

井
和
幸　

井
強
子　

岩
下
昭
久　

岩
下
賢
一　

宇
藤
晴
幸　

甲
斐
照
男

吉
良
禎
人　

吉
良
充
展　

桐
原
朗
吉　

桐
原
生　

工
藤
勇
哉　

熊
谷
文
夫　

後
藤
秀
希　

下
田
康
弘　

首
藤
蒼
一
郎　

武
田
憲
一　

田
所
醇　

橋
本
和
則　

東
幸
佑　

藤
島
昇　

馬
原
恵
介　

馬
原
孝
一　

安
井
寛
子　

山
村
唯
夫　

キ
ン
キ
ラ
陽
子　

菊
川
大
東　

小
川
治
雄　

日
田
匠　

森
田
義
満　

湯
治
清　

宮
部
博
文　

後
藤
健
太
郎　

工
藤
眞
巳
（
順
不
同
）

風
鎮
祭
実
行
委
員
会　

高
森
阿
蘇
神
社　

高
森
町
商
工
会　

大
塚
商
店　

篠
田
米
店

下
町
区
有
志
の
会　

昭
和
第
六
・
七
組　

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
め
ゆ
り　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梅
香
苑　

上
町
天
神
区　

網
田
神
社　

馬
見
原
町
有
志　

吉
田
新
町
有
志　

本
渡
歴
史
民
俗
資
料
館　

芦
北
町
教
育
委
員
会
（
順
不
同
）

こ
の
他
、
多
く
の
皆
様
か
ら
調
査
に
ご
協
力
・
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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あ
と
が
き

こ
の
た
び
、
本
報
告
書
が
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
事
務
局
は
安
堵
し

て
お
り
ま
す
。

本
書
の
発
刊
に
あ
た
り
、「
高
森
の
に
わ
か
」
が
平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
に

国
選
択
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
以
降
、
記
録
作
成
等
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
協
議
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、「
高
森
の
に
わ
か
」
は
、
一
回

性
ゆ
え
に
ど
う
よ
う
に
演
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
令
和

二
年
度
よ
り
文
化
庁
の
国
庫
補
助
を
受
け
て
、「
高
森
の
に
わ
か
」
の
記
録
保
存
調

査
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
、
世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
し
、
国
内
に

お
い
て
も
猛
威
を
振
る
う
災
禍
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
二
年
四
月
に
国
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
風
鎮
祭
を
は
じ
め
多
く
の
民
俗
芸
能
の
行
事
が
中

止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
森
の
に
わ
か
調
査
員
と
事
務
局
が
対
面
す
ら

ま
ま
な
ら
な
い
状
態
と
な
り
、
や
む
な
く
、
令
和
二
年
度
の
高
森
の
に
わ
か
調
査
事

業
に
つ
い
て
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
森
の
に
わ
か
調
査
事
業
は
、
令
和
三
年
度
よ
り
三
カ
年
計
画
で
再
開
し
ま
し
た

が
、
令
和
三
年
度
の
高
森
の
に
わ
か
を
含
む
風
鎮
祭
も
中
止
と
な
り
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
な
聞
き
取
り
調
査
が
で
き
ず
、
本
格
的
に
調
査
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
令

和
四
年
度
か
ら
で
し
た
。

令
和
四
年
度
、
五
年
度
と
実
施
さ
れ
た
風
鎮
祭
で
は
、
多
く
の
人
が
訪
れ
、
あ
ら

た
め
て
「
高
森
の
に
わ
か
」
が
地
域
の
人
々
の
活
力
の
源
で
あ
る
こ
と
、
精
神
的
な

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
り
得
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の
精
神
的
不
安
が
問
題
視
さ
れ
る
現
在
、
本
町
は
、
向
上
会
の

皆
様
を
は
じ
め
、
地
元
関
係
者
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
今
後
も
永
く
「
高
森
の
に

わ
か
」
の
継
承
活
動
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

報
告
書
刊
行
に
は
、
多
く
の
方
に
御
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

五
町
の
向
上
会
の
皆
様
、
風
鎮
祭
実
行
委
員
会
の
皆
様
、
史
料
調
査
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
豊
前
屋
の
吉
良
禎
人
様
、
古
写
真
や
映
像
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
地
元
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
高
森
の
に
わ
か
、
造
り
物
、
仮
装
行
列
、
祭
礼
、
文
献
調
査
に
あ
た
ら

れ
た
高
森
の
に
わ
か
調
査
委
員
会
の
皆
様
及
び
ご
指
導
ご
助
言
を
頂
い
た
文
化
庁
文

化
財
第
一
課
、
熊
本
県
教
育
庁
教
育
総
務
局
文
化
課
の
関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
三
月
三
一
日高

森
の
に
わ
か　

調
査
委
員
会　

事
務
局
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熊
本
県
高
森
町
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
一
集
（
二
〇
二
四
年
）

　

高
森
の
に
わ
か

発
　
行
　
日
　
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
三
月
三
一
日

編
集
・
発
行
　
熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
町
教
育
委
員
会 

〒
八
六
九
―
一
六
〇
二 

熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
町
大
字
高
森
二
一
六
八 

電
話
　
〇
九
六
七
―
六
二
―
〇
二
二
七

印
　
　
　
刷
　
ホ
ー
プ
印
刷
株
式
会
社

許
可
な
く
本
書
の
無
断
複
製
・
転
載
・
複
写
を
禁
ず
る
。
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